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一
絹
_

長

一

瓜

26
(51
･
5
)
=

･-
･1

0
安
全
管
理
連
絡
協
議
会
第

5
回
合
議
開
催
す
る

○
換
地
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
申
出
調
査
(
質
疑
応
答
)

此
2

(5
･
7
)
‥

･･･‥
5

0
｢特
別
な
用
地
｣
の
申
出
調
査
締
切
ら
れ
る
(結
果
概
要

)

○
公
団
港
北
開
発
事
務
所
'
局
に
昇
格

○
顧
問
団
会
議
開
催
さ
れ
る

ぷ
2

(
51

･

l
)･･

‥
･･7

0
港
北

ニ
ュ

ー
タウ
ン
事
菓
推
進
連
絡
協
議
会
の
結
成

へ

o

｢特
別
な

用
地
｣
グ
ル
ー
プ
討
譲
始
ま
る

瓜
2

(
51

･
11
)
･

-
-
9

0
対
米
協
第
6
回
総
会
開
催
さ
れ
る
-
事
業
推
進

へ

新
組

織
発
足
I

O
推
進
協
委
月
名
蒋

畑
3

(
5

･
-
)
‥

3

0
夢
あ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
実
現
を
〃
‥4
地
区
協
議
会
会

長
大
い
に
語
る

此
3

(
52

･
2
)
-

-
‥
l

o
推
進
協
活
動
を
開
始
/
.

専
門
委
見
合
次
々
に
開
催
さ

れ
る

○
集
落
ご
と
丸
々
仮
設
住
宅
に
移
転
〃
‥

瓜
3

(
5

･
3
)
‥

･････2

0
工
事
特
典

(造
成
工

事

進
捗
状
況

･
宅
地
造
成
工
事
の

あ
ら
ま
し
ほ
か
)

瓜
3

(
52

･
5
)
‥

-
･･2

0
生
活
問
題
懇
較
全
開
催
さ
れ
る
-
ど
う
な
っ
て
い
る
姐

失
補
償

･
税
金
-

○
視
察
｢浜
松
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
･高
蔵
寺

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
)

此

3

(
52

･
7

)

=

29

0
推
進
協

正
副
全

長
か
わ
る

○
仮
換
地
の
供
覧
始
ま
る

○
集
合
農
地
利
用
協
定
説
明
全
開
-

○
街
づ
-
り
協
定
は
な
ぜ
必
要
か

瓜

3
(
5
･
-
)
･･

･･･=
4

0

｢雪
が
ふ
る
と
い
い
な

｣
(山
田
今
次
)

○
〝
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
〟私
た
ち
主
婦
は
考
え

る

(座
談
会

)

O

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

｢畜
産
特
典
｣

瓜
3

(
5

･
3
)
･･

-
-
4

0
仮
換
地
の
供
堤
'
第

一

地

区

も
始
ま
る

○
区
画
鮭
理
事
薬
施
行
区
域
内
の
土
地
を
売
買
す
る
方
に

(公
団
注
意
)

此
3

(
5

･
5
)
･･

…

･4

0
仮

換
地
の
供
覧
終
わ
る

○
仮
換
地
の
供
覧
を
終
わ
っ
て

=
公
団
区
画
整
理
事
務
担

当
者
に
聞
-
=

瓜
40

(
5

･
7
)

･･･‥
5

0
53
年
度
造
成
計
画

(
莱
)
提
出
さ
れ
る

0
53年
度
串
菜
の
あ
ら
ま
し

｢
こ
と
し
は
こ
う
な
る
｣

○
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
み
な
さ
ん

へ
(細
郷
横
浜
市
長
)

瓜
引

(
5

･
9
)
･

-
‥
5

0
〟
11
工
区
(
先
行
造
成
地
)
へ
の
家
屋
移
転
は
じ
ま
る

○
市
道

(荏
田
-
川
和
線
)
振
替
道
路
が
完
成
′

○
住
み
よ
い
ま
ち
づ
-
り
の
た
め
に
〟
ま
ち
づ
-
り
協
定
〟

此

4

(
53
･
l
)
･

6

0
推
進
協

第
2
回
総
会
11
月
25
日
に
開
催
決
ま
る

○
宮
城
県
沖
地
震
の
教
訓

〟殺
人
ブ

ロ
ッ
ク
塀
〟

○

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
と
新
都
市
施
設

○
土
地
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

(公
田
)

〇
線
下
水
処
理
場
が
完
成

瓜
3

(52

･
9
)
‥

○
瀬
開
田
全
紙
開
催
さ
る

〇
九
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
等
を
変
更
す
る

〇
度
菓
経
営
対
韓
に
つ
い
て
要
望
暫
提
出
さ
れ
る

畑

3

(
52
･
l
)

○
仮
換
地
の
供
覧
始
ま
る

○
集
合
農
地
利
用
協
定
説
明
全
開
-

○
街
づ
-
り
協
定
は
な
ぜ
必
要
か

瓜
4

(
54

･
1
)
≡

○
新
春
に
あ

た
-
ひ
と
こ
と
=

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
内
に

ひ
ろ
､つ
=

33

0
空
か
ら

見
た
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

(航
空
写
其
)

○
推
進
協
第
2
回
総
会
開

催
さ
れ
る

73

瓜
4

(
54

･
3
)

･

-
･7

0
地
下
鉄
3
号
線
(横
浜
-

新
横
浜
)事
業
免
許
お
り
る

○
事
業
計
画
変
更
縦
覧
行
わ
れ
る

○
街
の
中
で
の
私
の
農
業
経
営

(講
演
記
録
)

瓜
4

(5
･
5
)
･･

-
-
7

0
今
後
の
造
成
工
事
詳
細
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
発
表
さ
れ
る
(推

進
協

･
合
同
協
議
会
)

〇
第

t
回
仮
換
地
指
定
さ
れ
る

○
推
進
協

･
顧
問
団
新
し
い
顔
ぶ
れ

畑

46

(54
･
7
)
‥

-

‥81

0

54

年
度
造
成
計
画

(莱
)
提

出

さ

れ

る

○
荏
EB
町
渋
沢
集
落
'
集
団
移
転
す
る

○
ま
ち
づ
-
-
協
定
ブ

ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
勉
強
会
始
ま
る

此
4

(
5

･
9
)
‥

-
‥
8

0
推
進
協

･
顧
問
団
会
議
開
催
さ
れ
る

○
鶴
見
川
汝
漠
用
大
型
ポ
ン
プ
船
完
成

○
〟チ
ビ
ッ
子
〟
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
み
る

(現
地
見
学
会
)

ぷ
48

(
54

･
11
)

･
89

0
用
途
地
域
の
変
更
見
送
ら
れ
る

○
都
田
中
学
校
川
和
方
面
校

(仮
称
)
着
工
へ

○
歩
行
者
専
用
道
路
と
緑
道

此
49

(
5

･
1
)
‥

･-
‥
9

0
イ
ラ
ス
-

マ
ッ
プ

｢港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
め
ぐ
り

あ
れ
こ
れ
｣

○
地
下
鉄
路
線
調
査
始
ま
る

此
5

(
55

･
3
)
-

○
地
下
鉄
3
号
線
(横
浜
-
新
横
浜
)
の
起
工
式
行
わ
れ
る

○
土
地
区
画
整
理
審
譲
合
委
月
決
ま
る
=
委
員
名
簿
=

○
広
報
紙
｢港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
｣
に
ひ

ろう
事
業
の

歩
み
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連
絡
協
議
会
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第
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会

議

開

催

す

る

tz]歪

崇
曲
の
廿琶
丁
壷

墨

が
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l
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棚

北

叩
賓

十手
に
附
す
曇

軒

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン聾

に

■
晶

で

池
淡
旺
民
芸

雷

お
い
垂

れ
車
し
た
.

か
隻

た
め
の
お
茶
y封
毒

丁

事

､
EEZ本
性
曹

'
火
の

手
た

め泣け▲り
れ
た
嘩
北
ニ
r1-
ク
ク

警

貧

富

に
つ
い
て
瀬

ン
悪

質
童

州E
E芸

の
荊
1d

戦
肌
墓

め
象
りて
い
た

&
]

賓1｢丘
(諾

m
即

耶

近
)
f;
嘉

島

耶
朋
折
ロ

の
迎
抄
状
現
が
州
営

れ
辞
し
た
.

次
い
で

今
川
の
毒

で

ある

訂
l遭

t;.:
丁度
へ柑
経
机
北
山
旧

区
即
叫

-;
5(八
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
､

爪
杓
桃

β野
窃

i
3｢任

(

柏

葉

刑
郎
叫
洲
榊
上

･･.(
ヘ

ク
タ
ー
ル
'
州
私
設

Y
及
び
邪
.厄

区荊9･T皮
(渉
仇

推相加酎並､㈹

堺
十

五
･に
ヘ
ク
タ
ー
ル

､排<
独

Si)
の
工
巾
に
州
す
曇

L;
La

群
の

虎朋かあ少
.

沃

たハ蓋
t

T
R
の

禁
､農
STIX
の

グ

ム
は
T#
対
工
仰
･S
;(移

望
即

の
芸

に
つ
い
て
瀬
夢
の生

し
た
.

以
･
‖
あ

祁
句

点
朋
に
W
L
､
紙
苑

申出調査の提出期限は5月31日です
タウンセンター.アパート･マンション用地等

｢特別な用地｣に換地を 希 望される方へ

お問合せ先 ･日本住宅公団賂 北 開 発 事務所区画整理部分室
TE L(912)0981-4

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
開
発

対
策
協
議
会

髭
鮒
抑
合

同

委

貞

会

四
月
十
二
日
開
催
す
る

ニE
-
Lt2
.
也

北ニュータウン

m懲り苅
悌噴
ハ

の触法刃耶'仲店

HR._;*
山
P.1州.I(.ハー==rH;.〟

北ニュークウノ讃
叫"詔川で伽催

さ
れ

よした.

当日は
'新
凹杓
い
の
廷
冗
札
付
尽

甘刀丑
山戊宮
代に､類
比次

lJi摘

〃璽
良止が

貨

と
な
り

さ
し

て'訳桝
か北めり

れ

辞し
た.

手
'eJ北ニュータウン慧
研

究
虫
の
四
↓
九

､五L叩皮の朝色砂

か
｢新
し
い
未
も
プ
､抄
の
た
め
に
J

(=I九･ルール唯桝)としてま

と
め

られたことか仙腎】れ､ひき

つ
パノ

さ､その六郎釦のgli九五

1叩虎の格妙及び収縦等の軸皆が

邸
."4氏
神
に
よ
っ
て
湖
曹
亡
九
ま
し

氏
.

曇

糞

'
次
の
と

おり
.
担
町桝
掌

れ
声
し
た
.

¢
･蔀
川
正
作
の
栂
は
い
1J
つ
い
て

は
'
季

岳

､
脇
机
し
､
串
改

代
無
事

こ
ち

①
エ
…

､
萱

W
が

動

蒜

に
つい
て
は
､
工
前
史
企
蓋

負
託
孟

じ
て
地
域
監
比
の
十
分
廷
丁

解
を
聖
"主

事
の
津

を
計
る
こ

▲ヽ
篭

､
こ
の
意
義

の

t
任
せ
に
媒
仰か
東
め
奉

缶

する
こ
ちその他､蓋か

魯
爪た三

重

は

王
頭

目円
心
阻
血
Hm日
印

裏

の
事
故
の
t･,い
蓋

息

ナ
書

芸

連
射
近

の
け
8
甥
に
は
､
申
刑
に
蒸

し
事
故

の
宋魚
防止
を
折

っ
て
も
ら
い
た

rI･:ハiil企｢7バート
T'ンシ
R

ソ
縄
常
L孟
芳
性
の
B

J
(SiS農

iH
粥
氏
)
で
は
群
粥
及
が
等

大

畑
の
た
め
鞍
三
二十
卯
'
航
凶
爪
丘
谷

郡
山ハ加
へ;fE暁
軒
を

1J
怠

学
-

山
た
し
た

.つ
づ
い
て
､耶
ij群
等
t

帆
+
楢
川川
と
州
取

林の触
粕
｣
は
鉱

毒

山
的
比-
Ⅵ
一'
捌
八
郎
如

r叫
"釜
血
に
よ
る
L
)ノ
ク
ー
乱
里

は
以
日
代
篤
川曲
沢
氏
L･芯
､
荊
八
部

C
L
r捕
王
者

の
仲
宿
刈
E
J
は
n#

tE
触
氏
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
胡
貫
､
そ

の
他
gE岩

石
が
あ
り
き
し
た
.

鵬
は
に
へ
こ
の
報
告
糾
｢新
し
い
ま

も
つ
く
り
の
た
め
に
｣
(四
T
九
年

丘
-
I-
哩
)
草
も
っ
で
地
元
の
姻
f
功

I.;
Jr富

川と
淵
川苦
れ
る
丁半
川

東
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州抑梢
に
衣

を
付
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で
､
即

題

と
W

押
し
た
･‖壷

,笥
り

熊
を
1
月
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し
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快
､
S
災
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事
の
エ
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つ

い
て
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し
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い
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で
す
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工
申
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し
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事

叩
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る
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れ
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で
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廿
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し
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っ
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い
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別
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他
l
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仰
山
に
軍
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汚
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し
て

を

た
め
脱
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虫
モ
仙

伸した小
野

発
乃
何

よ
り
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実
が
あ
り
'
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声軟

で

叫
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さ
れ
声
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.
そ
の
皆

租
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つ
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と
智

です'

叶
旭
日
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凡
人
叫

P.

糊
他
日
也

四
日
二
占

張

出
弥田
出
也所

二
十
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中
川
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二
十
七
日

間
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宗
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八
日
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君
H慕

い
で
九
も
､
今
甥
ハ嘩
二
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分
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ら
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.

鵬
緋

が
折
鶴

酌

か

会
長
変
わ
る

横
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市

で
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人事異動

州Lg山で
は
.

田一日畠

戊
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人小
作
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四十七坪八日よ
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委孟
臥してこら爪
示し
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には､fE比

局の洗埴ー日比掌が就任しまし
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金宝につき芦しては､阿慕

3粂2岨｢《煉及び難業tミ階

蛮毒
が蓋
し

てこれにあたる..によ少､8息に

決まることになpき丁.
港北ニュータウン造成工事現場 .防災ダムで遊ばないで./

水ぬるむ季節にな りました○

造成現場で遊ぶのはたいへん危険ですO
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E
苦

裏

芸

免

令
書

に
嘗

ま

一
L
Ly
現
在
.
目
に
阜
会
農

工
群

r
と
平
た

益

毛

X
Q
翌

崇

め

･
r;
小
｣
絹

叫
川
…
L絹
.
r
:.TI,J…

I
r
･
芸

張

_ま
き

ふ
な
TO
会

に

よ
っ
て
地
山
亨
れ
た
区
他
姓
Ii
R
宏

で
改
訂
さ
れ
る
秩
氾
方
針
に
基
づ
い
て

お
こ
な
C
れ
羊

.

(沃
地
方
針
兼
に

つ
い
て
は
へ
こ
rtI
ス
苅
二
十
四
号
参

照
)こ

の
菟

方
針
の
中
蓑

な
も
の

に

｢
R

･4用
地
｣
に
関
す
る
申
出
地

衣
か
あ
わ
書

ノ.
羊

LJ
の
甲
出
血
丘

と
半
芸

と
の
脚
注
に
つ
い
て
若
T
e

規
明
い
た
し
兼
す
.

区
但
芦
別
芸

に
お
け
る
恵

那
凶

.

の
基
本
で
あ
る
悪

方
針
に
つ
い
て
は

一

‥
f
T
tT;銅

J,録

爪.dI

T

:

一

sa
手
丁
･
整
Z
の
円
官
は
〝尾

戟
'
各

一

分

か
ら
畠

孟

た
寄
慧

責

の

I=

:
･l
約
踊

絹

網

棚
…
M

【E
J
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を

百
K
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
■
位
で
'
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
と
馬
G
:セ
ン
タ
ー
に
申

込
め
る
か
.

【事
]
申
出
が
で
き
b
t
少
の

如

K
は

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
で
睦
二
も
平
米
長

巾
セ
ン
タ
ー
で
は
五
日
叩
兼
で
あ
り
ま

チ
.
従
っ
て
ご
只
管

ノL]
形
で
は

申
出
は
で
き
ま
せ
ん
.

t
阿
】
タ
?
/
セ
ン
タ
ー
予
定
地
に
甲

セ

ン

タ

ー

用

地

関

係

耽
つ
け
克
て
お
り
表
す
.

申
出
洞
正に
つ
い
て
J
I
W

こ
の
上鬼

瓦
凶
変

の
一葉
打
3
1室

に

際
し
て
の
奴
肌
合
に
お
い
て
汚
快
方
か

ら
破
<
t･(ご
意
見
か
川
音
-れ
ま
し
た
.

例
え
は
､
セ
ン
タ
I
地
区
へ
の
換
和
に

つ
い
て
意
見
晶

<
べ
き
だ
長

へ
セ

ン
タ
ー
Siu
Tの
輔
の
軒
墓

に
さ
加

す
る
携
虫
を
叩
中
に
与
え
る
こ
毒

の

ご
意
見
と
何
時
に
布
状
少
の
等

m地

に
S
=群
や
り
に
要

る
こ
と
暴

陰
し
て
は
し
い
と
い
う
票

あ
p
ま

し
た
.
こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
費

が
あ
Ja
ま
し
た
.
そ
の
中
で
､
こ
の
艦

r特
別
打
消
地
｣
と
し
て

1
､
セ
ン
タ
ー
川
畑

2
､
ア
パ
ー
ト
･
マ
ン
シ
E･ン
慧
mm地

3
'
T蕗

へ
一
y

JX
村
政
∬
専
用
地

4
､
筆

農
業
用
池

に
兆
し
て
申
甜
榊
査
智
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
す
｡

申
出
E
姓
J
Ⅷ
す
る
良
明
金
は
､
こ

の
申
出
E
花
の
P
R
舟
ず
る
こ
と
が
E

的
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
し
て
'
申
出
書

の
書
責

が
大
群
だ
か
ら
'
ま
た
熊
ら

ttい
か
ら
占

っ
て
申
出
に
爪
_ニ
ら
允

な
か
っ
た
s
tす
る
こ
と
の
LJ
い
去
ノ'

ま
た
t
を
ナ元
L
氏
和
し
た
申
出
脱
的

■
に
あ
り
手

去
ノに
へ
明
つ
く
Ja
に

群
棲
附
に
事
加
荒

る
方
'
ま
た
速

射
帯
上
′
バ
ー
ト
'
て
ン
シ
n
ソ
を
は

買

る
万
'
誉

t
t米
用
地
毛
此
好

と
孟

る
入
力
中
に
'
申
出
の
暇
の
内

意
群
頑
を
ご
洲
耕
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
附
い
た
も
の
で
あ
り
手

.
ま
た
こ

の
甲
出
榊
8
:の
浅
学
付
等
向
配
り
で
あ

り
ま
す
の
で
'
快
か
ら
申
出
て
お
け
ば

よ
か
つ
た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う

に
'
こ
の
関
沢
の
E
l的
'
内
容
を
よ
く

ご
pH
耕
し
て
い
た
だ
き
た
い
レ.憩
い
ま

∫
.

込
む
地
合
､
二
百
平
万
メ
ー
ト
ル
の
土

地
を
所
▼
し
て
い
る
か
三
百
平
方
メ
ー

ト
ル
従
前
地
戊
Ⅵ
の
所
に
申
し
出
る
IJ

と
が
で
ざ
ま
す
か
.

【空

こ
の
ま
ま
で
は
､
申
し
出
は
で

き
LJ
い
の
で
J
l二
塁
カ
メ
ー
ト
ル
相

成
に
な
る
ま
で
淡
い
増
し
た
う
え
で
'

申
し
出
て
い
た
だ
き
手

.

【間
】
セ
ン
タ
ー
予
定
地
に
甲
し
出
た

人
か
多
い
と
さ
に
は
､
セ
ン
タ
ー
予
定

地
に
土
地
を
も
っ
て
い
る
人
は
t
矢
田

に
b
抜
っ
こ
と
妊
亡
き
な
い
か
.

【Eこ
現
題

で
L{
セ
ン
タ
I
芸

地
中
の
相
に
対
す
る
相
戦
山
が
ポ
少
ま

せ
ん
が
'
甲
出
番
に
対
し
て
は
'
ヒ
ン

ク
I
墓

地
内
で
処

群する.卓ン労れ

し
ま
す
.
な
お
'

申し出の転換､

申
し
出
の
グ
ル

ープごとに集って阿

卑

グ
ル
ー
プ

内でⅥ持し､博様で

決
め
て
刑
く
こ

とにしており事丁.

【間
】
セ
ン
タ

-予正地の申し出か

予
定
の
&
を
オ

ーバーLLJ叫合どう

す
る
つ
も
り
か

.

【N
l)
部
3m

に由って別拓するよ

う
に
t･4つ
て

い手.仇滋の方法は

地
々
あ
り
ま

すか'申し出分には

P

き
委

鼻毎｢る第刀をしま

∫
.

【伺
】
セ
ン

ター予正地内にデバー ト
や
ス
ー
パ
I
が
で
t
)る
か
.

【事
】
設

丙
の
軒
囲
人
口
は
二
十
二

万
人
で
あ
る
が
'
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
の

疎
iB
域
の
人
口
は
､
杓
]
六
〇
万
人
を

こ
す
と
頒
疋
さ
れ
て
い
手

.
従
っ

て
デ
パ
ー
ト
､ス
ー
パ
～
還

出
は

岩
谷
サ
苦

る
と
一ヲ
入
ら
れ
享

.

【開
7
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
甥
合
､

ど
の
稚
な
街
に
な
る
の
か
.

【q
L】
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
の
打
阿
礼
群

か
ら
す
わ
は
'横
浜
で
は
関
内
'護

で

は
責
付
寺
の
兼
井
桁
に
匹
赦
し
手

.

さ
ら
に
充
群
し
た
社
金
文
化
空

'

行
政
瀬
汲
嘉

え
た
栃
と
考
え
て
も
ら

えば良いと温い手.又'釈耶セ

ンターは

'洋光内牧叩蔭セン

ターは

､…
店折､仇畠

田田地の商店蛎の墨
のと稚

克て下さい.
【F)タウンセンター内に七-叫

かでhるのか.
【苔】自款Rj中については

t等日

田朝で欝しても▲賢ノことにt･tct

李が'外来者については

'ある

相成の畑地を禁等ノ爵慮となっ

てい手.
∵

P この粥記のH的

捲北二 _-Yウ/の ｢まちづくr)｣は捕7rtldlの六大串漢の 1つとして､捕7lJt市の

北.Wに析しい耶Tl)を建放しようとするものです｡

今bl､【J*作宅公切が行 )土地l夏L但1形用群集.1､捲北ニュータr-)/のilbbともな

るべき小乗T･j)りその円指すところは.i割 ヒニ ー一夕ウノを ｢畦ノ)ある那rrl｣にし

ょうといつことと.地比内の士地を生ほの基盤としてfJられる他十仇古の方々の r'i:

r再対策を稚 LT_J する方法とをあわせて考えてゆこうということです｡

二の鋼_fEは.uJのようを神主†のもとに行われるt,のです｡

さて､I/..Llヒニュータウ′の ｢王らづくりJの群集をさらE:進めてゆくために､土

地利Mについて粥髭をはかってゆく必卓のある土地.すなわちセンター剛也.7バ

ート ー.I//ヨン掛 r他 ､T_瑚 食味 Yt付記糊等剛 也､地合鼻糞川畑の4Jm 1(こ

れを特別な用地と呼びます)につきまして､地相古の_.I(.叫から換地希望のご漕向を

i,知らせい/I/3'き､その紙製を検地に馴央Lてゆく努力をいたします,

な1,.特別な用地の部'hのi地については､関係他他市のpIを反映してゆくと川

時に,それを借様が守り育て(ゆくたd)にg･要な用途地域 他L考の指定がなさ11-3

汰.jL.七/タ-171地及び7バー ト マ/ンヨ/布川地については社宅協定などのrl
_t的rHllIL税別がIITl碓となりますので,二のL',--(め トiyご承知11きー卜さい,

m t/タIFfl地

モノダーには､ニュータr?ン全域の中心となるタウンセンタ-.タウ/七/ター

以外の第一.荊二地区それぞれ二郎づつを中心とする耶荊センタ-及び近隣の住区

のサービスを対象とした近群センターの三招頬があります｡

将来の用途地域 他r<V)面からいいますと､タウン -t,ンタ-は席溝地域もしくは

近蛎嫡兼地域に.駅机七/クーは近隣繭糞地域もしくは住居地域に.また近隣 七 /

クーは荊二代性E-I.V用地城にそれぞれ指定される予定です｡

皿 7バート マノ-/ ヨ/専用地

7'ト トやマン/ヨンの立地l:ついては､ニュータウ/全体の人口､地域の6-住

頚城.繰常の深井性､立地条件などの安Eaを正慮する必要がありますがこれらの古

から判断して.一般住宅地となろ萌一律住居専用地城内TILiア/(- トやマンション

の立地は不適当と考えられます｡

これlこ対して､主として押収iK純の沿iE地場は､原則として住居地城もし(は第

二tA住居斗用地地に指定される干定であり､これらのfii区､宅地ばT/i-トやマノ

ンヨンの立地が可能lこなります｡

また､沿適利用を前経としたかソリ/スタ/ドやドライ1イ/政はクラ1ハr)A

付きのテニスコートなどのサービス施投の立地も､ニュータウンI十画及び関係法令

帝の拒gl内で考えられます｡

B] エ叫 倉煉 貸付老幼馴 fl地

二ュ-タウノの整僻にともか ､､一般陀宅地となる郁一棟住居群Ffl地域内での工

秦的71J･土地iIJ用のされ方は.細々の面から判断して一般的に好ましい状況であると

はいえません｡

しかし,現在すでに地rF_内でエJ鎖容をl呈鴬されている場合や､析たにニュータウ

ノ(:開通したサービス工欄.倉臥 焚付蓋JL)宵の用地が必要と判断される糊合には､

この部分の用地に検地を希思されるかた方に.今後その任iLや規模掛 こついてのご

意見をお開きLf.:うえで､Fll遠地域や環場面から配慮LlL用地を独走する必要があ

ると習われます｡

E] 韻 合 農 業 用 地

ニュータr)/の生鮮が進み.区画蝶理書兼による仮7*地の指定を受けた後におい

てt.農業を担税することを強く煎思され.この羽生により鼻糞l二利用される土地の

規模掛 二一碇のまとまりができた瑚かこは,その部分を行攻上の相違を焚けること

が可能を1h分点糞m旭とLて.今後その位鼠や規模掛 こついては債織のご亀向を†

'71'二rx映させてゆく77向で換地 l･の配慮をfTいま+｡

【
向

】エ叫
書用地
の位ltは
tとの

FSlに
is
)し
て
いるか
.

【tt
】
計
雌
帝
足
の
相
集
g
:が
あ
..3
'

鼻

決
っ
て
お
り
ま
せ
へ

申
出
加
東

の
頼
光
を
み
tJ
決
雪

こ
と
と
な
p
ま

1
.

【F
】

H
細
用
地
以
外
で
も
〓
叫
が
一

K
で
ざ
る
か
｡

【

NL二枚
羨乃の空
は
へ
は
レ丈

と
L
辞
巳
廿
に
誓

れ
蓋

で
あ

り
'
研
#
の
良
い
圧
電
B
と
a･1
り
ま

チ
.
し
た
が
っ
て
'
そ
の
中
で
の
規
妹

は
重

宝

J
に
な
る
と
7つ

え
ら
れ
妻
丁
.
こ
の
鮎
丁凄

川池
に
甲

9

tJれ
き

つ
巾
辞
し
ま
す
｡

工

場

･

倉

庫

･

資

材

置

場

等

用

地

関

係

【Ⅶ

】アパ
ート･マンション予正

也
に
土
地
を
持
っ
て
い
一遍

0
は
_
汰

ま
な
く
て
も
そ
の
E
地
か
与
え
ら
れ
る

か
.

【t+
】
申
出
暮
モ
3
(甲
h

な
い
と
､
ご

希
掌
り
ノ
パ
ー
ト
･
マ
ン
シ
P
ソ
平
川

地
に
蓋

さ
れ
ま
せ
<

申
出
の
i･_

峯

は
1
枚
の
8
t)の
ル
ー
ル
に
旺

って撃
れ手
.

【開
】
ア
パ
ー
ト
･
マ
ン
シ
ョ
ン
予
地

地
か
島
_
沿
い
に
書
状
に
さ
い
の
下
向

姐
に

_
地
さ
れ
る
の
か
判
ら

な
い
.

【事
】
申
し
出
の
輸
切
挽
'
禁

則
に

グ
ル
ー
ブ
を
作
Ja
.
そ
の
グ
ル
ー

ブ

の

中
毒

蓮

な
ど
こ
に
す
る
な
叩
鼓

し
て
い
く
方
法
だ
と
る
蔓

しデ
.

ア
パ
ー
ー

･
マ
ン

シ

ョ
ン
等
用
地
関
係



注 耶fllLl̀岬 tHJ_'7L=州 川 日｡現在に苛 t)､継北IE:地l弐阿

粁FFHさ城内に l地をiI-rィJしている方でTl.LLu税別 .lF､ 叩

LL川 等を叉放 されていない))は､日本住宅公Lj]粘北洲

発端政所､lr伸憾 Pll秋分虫 (Tc)oLI5(912)0981-Jl)
にご連絡下さい .

tl
九
'
淋
し日
加
2
'3
叫
仙
最

少
は

う
柄
叫
U
､
上
山
か
仙
忠

で
あ
レ
'

流

の
〃
別
ル
淡
め
4
の
は
､
混

血

刑
場
桝
で
T
か
､
LJ
八
rD
3
.
押
u
Z

や
珊
淡

バのt
t
h
l
.雌
い
て
妃
め
O
こ

と
走

っ
て
お
ln
.
瓜
ひ
て
の
.L
刃
金

拙
め
て
い

谷
川
粥
で
す
.

【開
】
セ
ン
タ
1
予
定
地
内
に
土
地
を

も
っ
て
い
る
場
合
､
セ
ン
タ
ー
予
定
地

外
に
換
地
さ
れ
る
と
b
'
洪
地
先
を
婚

疋
で
き
る
か
t

【
空

戊
旭

に

つ
い
て
は
､
≠
屈
余
に

打
っ
て
淡
め
d
U
と
∈

し
お
V1
.
は

仙
他
か
ヒ
ソ
ク
ー
サ
妃
他
L
に
あ
っ

て
.
そ
の
郎
叫
に
印
し
リー
告

わ
Lt
い

仙
か
に
は
､
仙
人
仙
人
が
､
そ
S
L供
血

搾
)
つ
い
て

爪
耕
仙
七
響

き
勺

と
い
う
‖
叫
〃
に
は
L<
つ
て
お
少
よ
せ

ん
が
､
蓑

>
Jl1
耶
ほ
ほ
七
咋
爪

義

足

め
ま
す
.

【間
7
タ
ワ
ン
セ
ン
タ
ー
予
定
地
へ
の

#
地
の
托
h
平
は
､
六
十
五
Y..1か
ら
七

十
五
わ
ま
で
と
な
っ
て
い
る
か
､
<
体

的
計
■
に
よ
る
も
の
か
.
ま
LJ'
七
十

五
知
を
上
限
と
Y
qe
て
よ
い
の
か
.

【
H
L]
小
溝
仰
山
で
の
雑
辞
林
は
'

叩

劫
一丁
+j
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

チ
.
た
だ
､
叩
S
tm
叫
の
税
仙
崎
に
お

い
tJ
公
山
は
､
状
歩
ポ
八
T
パ
ー
セ
ン

ト
松
雄
も
あ
や
フ
る
と
群
い
､
梢
き
ん

の
u･tか
の
ご
茂

と
し
て
も
や
日
管
肘

L･1
い
と
の
巧
打
が
あ
り
き
し
た
.

ま

た
､
こ
れ
に
加
各
＼

公
凶
の
帖
の
他

K
t

の椛
也
か
ら
'
37:35
畔
桝
4
の
山

々
佃
化
し
た
も
の
で
あ
わ
.
朗
淡
に

は
'
こ
れ
か
-
ド
す
る
こ
乞

あ
り
肘

る
重

い
.

EE
]
首
K
十
五
平
R
メ
ー
ト
ル
か
LL

凹
耳
半
R
メ
ー
ト
ル
虫
で
の
土
地
を
所

†
し
て
い
る
人
の
れ
タ
甲
は
､
ど
っ
な

る
の
か
.

【
空

相
i
LJ
川
他
に
つ
い
て
の
拭
少

規
則
の
桝
比
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
､
一

脈
悪

に
つ
い
て
は
､
1
妃
の
山
江

重

昂

m
心
事
に
J長

め
た
放

射
山
淋
)
に
ト
ち
止芯

rの
地
軸
抑
止
QJ

学

へ
て
い
手

.

【g
]
住
所
搾
ILの
手
折
書
は
'
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
｡

【H
]
旺
児
の
あ
っ
た
_時
点
墨

田
小

捕
-=
へ
価
け
Lu
王
卜
さ
い
L

E間
)
セ
ン
タ
ー
用
地
'
ア
パ
ー
ト
t

r･
ン
シ
m
ン
書
用
地
の
*
少
串
の
q
向

か
り
見
る
と
'
拝
九
S
に
は
t
Jt
B
平

か
甲
雪
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
量

る

と
市
わ
れ
も
が
'
と
う
な

のか
.

【
BL
J
ク
ク
ン
i
Jン
ク
ー
川
地
雷

ノ

に
補
い
岬
が
心
も
あ
れ
ば
'
増
に
妹
が

叫
の
か
に
的
庇
い
量

れ
志

も
あ
む
'
萱

ニ
ー
に
パ
ー
セ
ン

ト
に
t･4る
ー
実
ノに
か
■
さ
れ
幸
丁
.

【
間
)
現
在
地
qz)が
､
宅
地
で
あ
る

土

地
を
持
っ
て
い
る
人
と
J
地
目
山
林
'

相
で
あ
る
土
地
を
持
っ
て
い
る
人
か
､

F
i
)ア
パ
ー
ト
'
マ
ン
シ
ョ
ン
予
悪

に
申
し
出
トへ甥
合
､
1
8
中
は
四
じ
放

い
な
の
か
.

【害

1
般
的
に
は
､
輔
､
山
林
よ
わ

も
宅
地
の
拓

が
希
い
の
が
地
肌
で
あ

り
手

が
､
そ
の
十
満
の
評
価
は
､
駅

や
牒
仔
の
E3
川
瀬
灘
や
幹
iF
題
m
事
と

の
㈹
脈
,=･1萎

め
ら
れ
る
も

の
で
あ
少
垂
丁
.
従
っ
て
ご
荷

の
こ

と
に
つ
い
て
は
'
そ
れ
ぞ
れ
の
･叩泡

を

押
叫
し
た
怒

ハ'
そ
の
弼
他
に
頬
か
あ

愛

は
､
班

止
に
兼
が
で
て
く
る

U
と
旺

J.｣零
し串
5
集
丁
.

【
仰
二

枚
■
也
の
u
Q
は
'
琵
■

堆
さ
れ
る
の
か
.

【莞

公
望

っ
て
い
る

rESj
は

r5
U
で
あ
り
'
駕

零

は
務
s
L

ま
せ
ん
.
双
日並

h
J守
る
こ
と
は
'
六

割
摸
M
先
の
地
区
で
は
非
常
に
仕
丁
か

し
い
が
､
研
冊
の
軒
†
由
り
､
そ
の
土

地
の
伺
辺
に
養

ざ

れ
書

ン
折
力
L

O

t

集
合
農
業
用
地
関
係

【向

】tQtX用地のClJLはとの

へ
ん
に
_
_
し
て
い
る
か
.

【
H
L】
即
小
は
し
招
る
和
唯
の
ま
と
ま

リ
午
も
)
て
'
決
め
た
い
妻

て
い

も
丁
.
d･,お
､
丹
比
の
川
池
の
桝
d
Lは

わ
は
即
し
川
如
S
陀
グ
ル
ー
プ
封
よ
の

申
t
fS
め
て
.け
さ
た
い
と
ウ
見
て
為
り

ま
す
.

【間
】
t
合
■
K
用
地
は
六
書
く
士
と

め
る
の
か
､
又
は
小
さ
い
区
■
¶
に
ナ

｢特別な用地｣挽明全日程等表

るのか.

【H
E】
l～
室

又
は
'
竹
男
以
地

利
脱
島

㈱
誓

の
で
'
こ
れ
ら

の
仙
崎
にi
i)目
す
金
に
わ
し
.
‥曹

八

度
ま
と
ま
っ
た
十

滴
にしな
け
れ
ば
LJ

り
ま
せ
ん
.

【間
】
机
e
l､
一
K
を
杜
†
し
て
い
る

が
､
申
出
を
L
tl
か
つ
LL
D
と
う
な
る

【事
】
一
叔
戊
心
墨

け
ち
LJ
差

換

地

設

【Ⅶ

l▲dZの払■
に
.L
っ
て
､
≠
少

甲
か
■
な
る
か
.

【事
】
相
投
の
弘
件
脚
何
に
･■も
一岬
少

叫
に
燕
が
tu
手

.
鼓
た
､
tq
じ
娼
柑

p
も
ヒ
ソ
ク
ー
等
の
荘
川
地
価
と
の
ほ

近
の
雌
C
に
よ
っ
て
も
巡
っ
て
曹
N

す
一
肌

えは､駅
の
折
て
で
あ

れば
奴

併
収
け
清
く
t
la
.
琴
＼
な
O
に
従
っ

て
班

γだ

抗
′＼
3･+り
壬
丁
.

【悦
】
セ
ン
タ
ー
チ
モ
地
内
に

土

地
を

E
T
し
て
い
る
†
t
I.
セ
ン
タ
ー
サ
正

也
外
に
ポ
▼
し
て
い
る
事
の
仕
れ
の
土

地
の
押
価
は
､
ど
の
ト●
う
に
■
九
て
い

峯

.
犯
し
､
=
憩

に
比
で
が

柚て
こ
ん
〟h
仏
畑
に
駕

と
.
伯
仲
が

小
ia
C
壷

･J
垂

れ
る
の

p
a
.TLT州
顎
m
川
如
し
仰

川て
<
だ
さ

【向
】
井
Q
(
兼
用
地
の
_
地
は
､
一

枚
住
宅
地
と
同
じ
&
地
方
式
と
V
え
て

長
い
の
か
.

【U
7
農

の
内
St
(東
和
､
宅
iq
.

爪
排
水
等
の
相
応
此
)
が
1
枚
完

と

1;
じ
な
の
P
.
婆

端も
一
枚
完

と

;
蝕
i
省
一T-
比
.〟
と
従
量

丁
.

計
関

係

も
か
.
又
､
甥
に
J
E地
先
が
､
E
r
の

9
0
､
1
8
中
に
書
が
つ
く
の
か
.

【H
IJ
は
洲
の
山地

の
粥
tu
は
'
軌
M

爪
仙
川の
補
ト
り帖
に
莞

て
い
る
城

北
に
彪
!
u
=;る

こと
な
く
､
溌
鉦
の

饗
象

姫
に
淡
め
見

る
も
の
で
あ
り

辛

.
従
っ
て

､
あ
る
+
池
か
稲
光
の
セ
ン

タ
ー
墓

の
小
に
t
等

ノと
な
か

葺

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
､
托
州

の
土
砂
そ
の
J
S
tの
桝
仙
が
跳
ろ
と
い

う
LJ
と
は
あ
a
ま
甘
ん
.

又
.
蓋

の
細
山
虫
は
t
は
巾
の

群
山
と
'
売

主

化
め
ら
れ
た
u

そ

の

【
朋

】十年G･に
g
R
妃
L
L

,土地

(所
有
t
を
柿
板
し
て
い
な
い
+
括
)

は
古
叫
B
以
机
に
b
f
L
仁
王
地
と
し

て
取
扱
っ
て
Jt
.入
な
い
か
.

【
事
】
ご
刷
は
し
そ
い
か
山
官
す
√
佐

川
位
州
法
で
X
･フ
遍

の
榊
刺
と
は
桝

〃
川
鎧

憎
才
量

し
お
り
'

托
リ
て
収
的
ぶ
り
川
別
法

に
〃
す

I?
軍

↑
し
て
仙
は
っ
て
い
ま
せ
へ

【伽
】
例
え
ば
二
名
で
大
下
平
方
メ
ー

ト
ル
の
土
地
を
弗
内
所
†
し
て
い
晶

+
､
三
軍

カ
メ
ー
ト
ル
づ
つ
の
ニ
口

に
分
け
て
別
々
に
申
し
出
*
こ
と
が
で

h
rP
か
.

【
至

洲
々
で
は
川
し
爪
る
･J
と
は
P

_
Jq
..･
ヽ

八
.
I.･土
一
t
小
し
叫
,

Jj
lZ
'-
j+
t.
.

【
同
】
析
丁

地の
一
打
を
或
る
特
別
な

用
地
に
申
し
出
LJ捕
食
､
た
り
の
十
巧

は
ど
う
な
る
か
.

rN
IH

触
携
鵜
に
L4
IT
ま
す
.
也

し
､
そ
の
叫
レ
の
王
心
か
小
w
v
て

l
他
見

と
シ

あ

-
州
他
LR
J
i)a･.

い
.
ち
な
叫
か
は
､
L_.
H
T
･壷

S
L

棄

-〃
り
TLm
章

丁
.

他

蒜

】
F
別
な
用
地

の甲出i･叩
が
'

五
月
三
十
r
q]
士
で
と
な
っ
て
い
る

か
､
題

が
過
ぎ
た
甥
4
)は
ど
の
よ
う

な
LZ
扱
い
に
な
る
の
か
.

【至

以
毛

の
映
発
を

E

T
一
年
T

H
に
け
い
た
い
の
P
'
叩
uJ
判
別
か
塵

は
す
と
､
頼
地
政
山
仲
井
に
止
X
t･,文

仰
壮
来
た
す
こ
と
LJa.
か
手
丁
.
従
っ

て

-.ru
ニ
T
I

H汝でにか卯
仰
L

H
て
い
た
だ
▲
た
い
.

【
仰
)
白
身
の
C
苧

嘉

川を
指
定

で
さ
る
か
.

H

l
)
叩
u
!特
肌
の
川
嘗

っ
い
て
r
う
の
で
叩
川
の
榊
切
悦
'
即

川
新
に
知
っ
て
片
い
､
轟

の
グ

ル
ー
プ
分

点
p
L
､
決
や
心
こ
と
と

し
て
い
ま
す
.

【E
)申
出
をナ
島
台
の
施
F
は
､

竜

也
汁
の
正
一
を
■
く
の
か
.

【
N
r)
慧

け
脳
5
毒

入
し
て
い

た

葦

.

【
耶
】

_蛇
k上
の
析
▼
_
が
死
U
の

叫
Q
は
､
仙
机
の
名
■
で
申
し
出
た
ら

い
い
の
か
.

(
a
)
M
R
を
准
丁
る
★
胤
最

付
の

i
..
撰

人
の
S
:叫
で
m叩
L
は
し
い
た

書

丁
.

【仰
】
何
t
れ
粥

で
Z
利1

か
す
軟
い

轟

せ
､
こ
や
ゥ
か
せ
と
め
て
申
し
出

る
こ
と
が
で
さ
る
か
.

r
H
L)
代
付
等
ル
た
行
い
､
代
沢
七
色

決
4
7
1
L/ゐ
人
の
も
例
で
印
し
th
で

i
JL
だ
葦

す
.
そ
の
時
'
他
の
八
宵

前
の
島

､
氏
も
倉
別
紙
に
せ
い
て
甲

は
む
に
給
付
し
て
い
た
だ
き
章
丁
.
但

し
'
学

､
&

･+垂

糊
叫
が

卒
勺
の
で
､
岬
朋
に
つ
い
て
妖

ハ
川川
事

詩

に
増
て
M
p
L
丁
や
さ
い
.

【
F
J
現
別
な
用
地
の
申
し
出
き

りっ

た
牡
に
雫

は
可
伸
か
.

r事
】
光
れ
は
で
書
モ
チ
.m
L
t巣

鴨
リ叱
廿
の
棚
的
菅

と
ぐ
2
惹
汁
の

も
}
n
L頑
引
モ
し
て
い
た
だ
曹
壬
丁
.

【
m
J
甲
し
出
区
分
の
'
粋
の
中
で
の

位
Jl
さ
め
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
.

例
え
ば
､
B
の
区
分
で
申
し
出
た
場
合

■
体
の
位
t
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め

る
か
.

【
喜

印
壁

ご
と
に
印
し
比
定

し
た
人
に
火
っ
て

シLP
い
'
グ
ル
ー
プ

別
l
洩
持
し
状
望

り
く
刀
沈
4
1ザ
九

て
い
車
丁
.
こ
の
世
日
の
洋

､

沸

芸

道

､.て
加
刑
し
た
あ

を
川
い

て
嘗

丁
.

【耽
】
現
在
師
事
し
て
い
蓋

の
f
L

M
か
甲
出
焼
印
に
■
LJな
い
叫
書
は
ど

う
な
る
の
か
.
+
LL､
芳

し
を
す
る

叫
合
は
ど
っ
ナ
れ
は
よ
い
の
か
.

【
M
J
瀬
確

り満
た
a･+い
一男
ロ
は
即
出

た
招
か
な
い
の
で
'
申
し
出
水
声
｣
戎

ナ
や
ま
畠

し
ぎ
し
て
い
た
だ
き
ま

す
.
な
お
'
畔
乱
し
つ
い
て
に
部
刑
に

公
tEl芸

所
と
用
地
rL
で
下
さ
い
.

【間
)
Jli
以
上
の
+
帯
を
和
事
し
て

い
る
叫
号

申
出
■
に
41芯
の
地
一
を

●
く
の
か
.

【te
)
貸

切
の
中
か
ら
t
5-
∫

る
目
地
の
叫
に
横
雲

の
ー群
山
血

蛾
か
混
入
し
て
い
た
曹

丁
一
叩
出

珊
川
と
印
し
出
の
甘
覇
蓋

政
孝

の
で
1
普

左

入
す
る

必
加
住
各
日
ま
せ
ん
.

【佃
】
†
叩
L
で
､
山
林
毒

っ
に
叫

合
と
t
A
)地
異

っ
Lty
合
と
で
は
､

X
声
に
±
か
わ
ら
の
か
.

【至

廿
増
し
の
土
努

富

に
よ
っ

て
加
窄

遠

が
つ
き
手

.

【間
】
K
l書
し
の
+
舞
は
'
セ
ン
タ
I

か
つ
B
れ
て
い
て
も
い
い
の
か
.

r一
)
同
1
嘗

学

で

∫
.【

E
)
帥
研
一
叫
で
の
J
R
E
曲
正
と
は

何
か
.

【事
】
各
等

ハ
ラ
バ
p
L･.L連
署
加

て
tB
爪
蓋

苦

良
い
等

3
的

に
小差

い
の
V

▼一あ

た
め
洲
帆
者

で
廻

し
加
す
る
妻

沸
塔
｣
定
め

ら
れ
た
聖

垂

他
事

る
こ
と
で
ゐ
少

半
丁
.

【伺
】
こ
れ
か
う
ど
の
け
な
事
t
で
巾

か
で
き
る
の
か
.

【革
H
E
娼
妓
辿
事
耗
に
よ
り
宅
地
と

し
て
の
基
誕
生
∬
宅
行
い
'
公
団
圧
電

の
B
i
lと
相
ま
っ
て
セ
ン
タ
I
の
二
iS

世
伝
叫
し
ま
丁
.
鉄
山
や
牛
∽謎
め
公

益
旧
%

1
ち
い
て
も
人
口
淀
A
に
4
)

W

等

-九
る
こ
と
に
な
り
ま

チ
.【

叩
】
何
力
琶

■
し
出
を
r
Tq
LJ

と
か
で
!
〇
の
か
.

【
H
L)
即
蜜

し
て
い
れ

ば
'
何
カ
所
に
申
し
出
で
も
g
t
で

チ
.【

㈹
】
申
出
+
の
内
苔
の
EdJ
Jは
で
書

な
い
よ
う
に
■
い
て
あ
る
か
'
打
正
は

で
h
な
い
の
か
.

【‡
】
苧

一
年
五
且
一rT
l
日
生
七

で
あ
れ
は
臥
壮
丁
る
こ
と
が
で
き
ま

す
.
こ
の
止
苗
､
本
人
が
印
■
モ
柑
事

の
轟

し
て
い
た
嘗

丁
.
a･1

お
'
州
別
崖

州
と
壷

a･'い
の
P
U
♯
湖
ト
さ
い
.
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審
議

会

だ

よ

り

第
二
地
区
第
七
回
土

地
区
画
整
理
書
社
会

昭
和
五
十
年
十
二
月

十
二
日
的
催

(
班

公
団
港
北
開
発
事
務

節
)

〕T3
F巴

1
'芽

爪
川地
に
伽
す
畠

ぷ萄

F

挿
2
つ
い
て

淡泊群
に
お
い
て

望

∬

藁

川旭
に
つ
い
て
の
悦
朋

及
び
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
･
択
仰
セ
ン
タ

I

章

-ン
ク
I
､
7
Y･r

ト

マ

ン
シ
,
ン
事
の
川
地
に
つ
い
て
の
欝

の
誉
八
方
の
限
朋
が
あ
り
､
藁

善

が
行
わ
れ
た
.

第

二
地

区

第

八
回

土

地
区
画
整
理
手
放
会

昭
和
五
十

一
年

一
月

二
十

t
日
開
催

(
於

公
EB
港
北
汎
発
事
秩

所
)

【I

f
I】

L
､
壷

74u

つ
い
て

二
'
現
地
批
Yr
方
針
(X
)
に
つ
い
て

特
別
t･t用
地
に
朋
す
る
わ
悪

税
明

に
引
晶

考

セ
ン
タ
I
の
故
軒
最
b

些
薮

金
の
書

に
つ
い
壷

整

わ
れ
た
.

霊

灯
竹
折

(K
)
に
っ
ハ
で
は

R
]]tE
の
t
J
Q
以
降
こ
れ
毛
で
遠

に
わ
た
っ
嚢

'
本
臼
の
井
娘

督

苦
って
一応
の
秤
は
e
J林
九

氏
.第

一
地

区

第

十

一
回

土
地
区
画
整
理
審
仇

会昭
和

五
十

一
年

一
月

二
十
二
日
的
他

(
班

公
EB
港
北
開
発
事
叛

所
)

EzE

止
】

L.
せ
向
j:
7tlL
つ
い
て

二
､
一V
Q
他

持
肌
Lj
加
地
■2
閑
丁
や
申
出
別
記
の

宝

に
あ
た
S
(
公
団
か
ら
瀬
は
者
に

監
花
菱

し
て
い
畠

二
つ
い
て

脱
朋
き

い
'
セ
ン
タ
ー
等
の
歓
計

に
洲
ナ
重

さ
が
あ
っ
た
の
も
t

LJ
の
件
に
叫
す
る
山
林
野

蛮

I
,I弟

一

地

区

第
十

二
回

土
地
区
画
整
理
等
穣

会昭
和
五
十

l
年
二
月

十
二
日
開
催

(
舵

公
団
港
北
開
発
事
梯

所
)

(_
I
)

)饗北 ニ ュー タ ウ ン

港 北 地 区 工 事 進 捗 状 況 表
51 330 日本住宅公団港北開発事額所

地 区 名 1 事 t lTR 負 兼 甘 工 期 過抄申 OH 考

港北弟一地区 11'工区兼旭工事 馬 和 地 牧 叫 昭50.6.1l51.8.23 615 造成工事 75%首仲 原 100%伐州伐根 80%仮 l史 357.

l港北弟二地区L l 大 成 畑 投 ㈱ 昭49r11.12I51.10.I 68界 速成工事 63Td音 FR如 l00rot父榊伐帆 97%ダ ム 10070仮 牧 9070

5工 匠 苑 地 エ 串 鹿 島 漣 放 ㈱ 昭58_3.II51.6.7 90% 速成工事 90T.tRFH伐快 100roグ ム 10070佐 世 92%l'

22工 区 苑 地 工市 東 赴 iB 肝 ㈱ 昭50.10.16151.10.9 35% 造成エ7r Or.甘 柿 か 10070伐TM放映 857oy ム 207.仮 牧 35%l'

Jl̀工 区 苑 地 エ 市 大 成 地 殻 ㈱ 昭50.12.26151.7.23 5% 払成工gC Or.ffIqRt oro仮 放 30rd

1
.
凍
ル
放
射
度

(K
)
に
つ
い
て

二
'
▼rJe
他

こ
れ
ま
で
の
洪
伯
叔
m
小〃軒

(X
)

の
祈
漉
そ
う
け
て
､
こ
れ
蓄

八
紘

的
b･tも
の
と
し
た
竜

鹿
か
蛮

(策
)

に
つ
い
て
脱
朋
h

･_わ
れ
た
.
こ
の

申
P
.
相
に
r糾
賀

置

-.小
別

井
讃

区
｣
に
鵬
す
る
新

の
鹿

田

に
つ
い
垂

等

爪
た
.

士
た
'
こ
を

の
加
仇
に
別
す
る
屯

称
や
雀

唯
心
の
歪

に
つ
い

て
塞

く
の
鉢
比
か

貨
だ
が
'

措
辞
に
は
P
.′nな
か
っ
た

.

第

二
地

区

第

九

回

土

地
区
画
整
理
事
法
会

昭
和
五
十

一
年
二
月

二
十

一
日
的
催

(
班

公
団
港
北
開
発
事
梼

節
)【

Z
Z
))

1
'克

此
加
点
岬
(光
)
に
つ
い
て

人山
の
爺
心
か
･3
(
こ
れ
ま
で
の
妖

地
心
か
力
か
(米
)
の
満
溝
そ
っ
け
で

こ
れ
Blよ
り
舛
続
な
.U
の
と
し
た
凍

他
曲
れ
ホ
Ⅳ
(X
)
ーこ
つ
い

て
滋朋

か
ほ
わ
れ
た
.

これに伽して

崩
州
相

川の八仙

帆
満

▼
〃
班
や
公
は
川
村
の
†
妃
刀

仏
や
｣
つ
い
森

や
､
仙
境
V
の

鷲

やり
蓋

い
1J
つ
い
て
鮮
比
の

交
浜
か
L･tYU
れ
た
.

L<
お
､
尤

新

玉
叫
(策
)
の
1

辞
に
つ
い
て
､
始
句
の
拝
は
如
実
が
あ

っ
た
か
､次
川
に
転

幼す
る
こ
と
と
な

r
tt'･

第
二
地

区

第

十

回

土

地
区
画
整
理
事
体
会

昭
和
五
十

一
年
三
月

十

1
日
開
催

(
舵

公
団
港
北
的
果
事
務

節
)【

托
f
L】

L

'
外
地

此
tT虚

岬
(A
)
に
つ
い

て

州
川
に
小
専

横
畑
此
〃
】
爪
叩

(派
)
に
つ
い
義

満
が
行
な
わ
れ

仙
川
に
咋
小出

巾か
‖
歪

り
耶

に
つ
い
て

が
M
か
ら

狩川
し
た
朋
で

糾
明
乾
け
t,い
'
丁
票

た
.

そ
の
蚊
､
日
米
響
O
の
-古
川
な
冠

の
扱
い
に
つ
い
て
'
こ
れ
に
服
掌

る

む
北
山
ポ
地
や
神
h:.
寺
院
'
導

に

岨す
る
瓜
桝
が
〓
L4
わ
れ
だ

第

l
地
区
第
十
一二
回

土
地
区
画
整
理
手
放

会昭
和
五
十

一
年
三
月

十
三
日
開
催

(
於

公
田
港
北
開
発
事
務

所
)

JI
F巴

I
'竜

山
耶
虎

叩
(米

)
に
つ
い
て

沸
肋
に
先
篭

､
攻
小銃
の
礎
洲
什

双
及
び
判
現
状
仔
の
鶏

の
ポ
組
に
つ

い
て
の
戊
朋
を
.t
な
い
､
只
は
附
な
智

弘
に
入

った
.

こ
の
中
で
t
A
蝿
灯心
笛
は
卓

し
て

討

仰
仰
山
S
｢臓
す
る
考
え

力
及
び

･H叫の
捕
付
し
墓

地
に
つ
い
て

と
L
,点

に
如
_IJ
し
た
.

LJ
爪
豪

雪

け
て
'
こ
れ
ま

で
の
r湘
鮎
川
仰
挫

】
は
､

｢搾
此

抄
巴

奉

るこ
蓋

っ
た
.

Lt
お
ご
粉
川も
別
妻

ノ.

第

l
地

区

第

十

E
l
回

土
地
区
画
整
理
手
洗

会昭
和
五
十

一
年
四
月

一
日
粥
推

(
於

公

団
港
北

開

発
事

横

所
)【

■
f

】

1
'急

故

i
;
垂

(
莱

)
に
つ
い
て

十
海
馬

の
一
般
約
万
塗
及
び
洪
淘

恐
軒
に
お
け
る
堅

ノ九
万
1J
つ
い

て
の
賢

日工リ
オl
た
.

第

二
地

区

第

十

一
回

土
地
区
画
也
]理
暮
蛾

会昭
和
五
十

一
年
四
月

三
日
開
催

(
於

公

EB
港
北

開

発

事

務

節
)

rJ
'
)

1
･
昏

m虎

叩
(X
)
に
つ
い
て

▲覇

の
一
般
酌
量

欝

に
お
け
垂

九
刀
に
つ
い

て
の
習

わ
れ
た
.壷

1

｢畑如
㌔
伊

港北ニュータウン地域内
歴 史 民 俗 シリ_ズ⑳

蝿

作

覗
-
七
月
研
F

オ
リ
ゴ
工
に
ク
ス
を

か
き
ま
y

屑
か
ら
3:し
た
こ
え
か

一R
ノン
コ
を
川
い
三
c
Lつ
け
る
.

1
.'い
か
け
ん
伸

びて
か
ら
'
サ
ク

る
.
七
日
ぷ
'
ゲ
ス
､
正
カ
スの
ブ

イ
ヒ
モ
丁
各
.
ク
サ
ト

リ
は､
述
Ⅱ

お
こ
〃サ
ン
.
九

川

北
か
ら
'

嬰
引

轟

い
て

山
か
L/

也
ll
P
触
だ
け

を
S
ip
と
り
､
蝿
で

1-
二
日
干

し
へ
ク
ル
リ
光
で
fJ
つ
.
二
度
打

つ
.

淡
･火
卑

小

琴

ハ
グ
カ
考

ビ
ー

ル
よ
そ
や
つ
て
い
た
.
こ
こ
で
は
'

ハ

グ
カ援
晶

等

ち
.
十
日
下

叫
､
サ
ツ
マ
イ
モ
の
め
と

に
サ
ク
空

き
p
､
棚
田
y
や
S
{
カ
ネ
4
Jま

く
.

一
;
か
二
日
に
'
ム
ギ
T王
を

や
る
.
チ
Hク
チ

ン
グ
ワ
で
'
ひ
と

珠
ご
と
に
､
二
⊥
]守
の
穴
一を
掘

り
､
ゲ
ス
'
ク
ズ
プ
バ
'
ワ
l
｢

な
ど

を
放
っ
た
コ
ヤ
シ
を
準
レ
'
土
をか

け
る
.
帖
星

て
ム
ギ
フ
[･I
B
Jr

る

.]]1′､由H
t
ク
未
の
背
を
サ
ク

る

.トメサク
と
ビ
ン
.
五
日
末
に

と
り
い
れ
る
.

耶
党
で
泉
の
一
朗
は
'
カ
モ
ン
ナ
(
ツ

ケ
ナ
T
タ

イナ
(シ
ャ
ク
シ
ナ
)
､

7
プ
ラ
ナ

(ナ
クネ
)
､
メ
カ
ネ
､

コ
マ
ツ
左

′モ

あ
っ
L
,

カ
ラ
ノ

ブ｣
日中
甲

ク
ワ
で
和
せ

耕
し
LJの
ち
'
キ
7
タ
マ
グ
ク
で
土

晶

か
く
砕
く
.
,,ry
を
つ
け
､
水

と
グ
ス
と
宅

五
ガ
五
分
に
混
ぜ
た

ネ
リ
Tl工
を
ふ
わ
つ
け
毛

的
l
遇

Ⅶ
で
マ
メ
タ
パ
が
出
勺

二
日
一
日

の
パ
此
れ
の
比
H
の
舛
爪
に

い
れ

る
.
E
H
t
元
uMの
災
い
件
か
ら
タ

ス
ト
リ
tJT
る
.
LTi
の
畑
Lz
､
約

一
4]
の
メ
ネ
か
必
r

タ

イナ人
目
F
仙
､
守

り
疎
ttu

畑
苧
っな
い
'
n
ヤ
シ
を

叫丁
.
1

尺
玉
寸
の
珠
側
で
'
十
撃

つ
お
と

す
.
1
遇
等

兆
巧

収
蛾
は
､
十

二
～
一
日
セ
'
カ
マ
七
か
句

2蒜

の
一斗
叫
に
叫
S
け
に
し
､
J
帝

で
満
け
止
し
､
十
五
日
D
か
畠

の

菜
に
す
る
.

ア
ブ
ラ
ナ
ー
伯
刈
り
の
あ
と
､
Ⅷ
作
と

し
て
U
lLは
九
〇'
ブ
エ
マ
に
粗

く
'
槻
相
と
入
孟

P
.
タ
ネ
を

苦

から
ま
く
.
]干
由

q

で

要

.

芽
か
は
'
相
は
九
m
に

等

カ
マ
で
判
か
､
Eu
に
並

べ

て
､
サ
ヤ
か
パ
リ
パ
リ
LJな
る
ま
で

干
す
.
干
し
た
も

の

を半
で
互

.

サ
ヤ
を
ホ
エ
あ
げ
て

､サ
ヤ
を
均

て
､
ト
ウ
シ
'
ト
ク
ミ
に
か
け
る
.

そ
の
の
も
､

ム
シ
Elに
ひ
ろ
け
'
二

日
㈹
干
し
､
仙
管
は
,a
.
四
斗
の
タ

ネ
P
]
耳
の
仙
が
と

一
'
セ
晶

や

し
て
コ

ヤ
シ
に
す

る.

｢
昭
和
四
十
九
年
度

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

地
域
内
歴
史
民

俗

加

重
報
告
｣
よ
り

L

l

l

一

l『 !
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｢特 別 な用 地｣の 申出調 査､締 切 られ る

- El 本 住 宅 公 団 一

去る3月8日から央施されました｢特別な用地｣ この結果.計画面棚に対し､ rlり出面仇が沸たIL

に関する申出fI圭の受付は､5月31Elをもって締 い8B分や.かな?上まわった恥分もあり.今後.

切られました. 正iF鼓理事計会の意見を叩きながら､必卒なq並

巾し出は.5月の連休明けからホ肘 ヒし.特に がはかられることになっています.

締め切))2飢渇Fulの耕FLrlに申し出の大半がA申し 申出人及び申出面机 ま.下表のとおりです.

ました.

｢特 別 な 用 地｣ 申 出 tg査 結 果 概 要

港 北 第 1 地 区

A a C D ff

タウンセンター 申出 面 鏡人 赦 148,200LLG 52.62081 41,2∝)69 51.100ll 293,loo207

釈NTセンタl イ 申出 両 研人 敢 23.5(氾14 17.30019 34,30047 8.3003 83.40083
申出 面 Ot^ & 29.40013 27.βOO34 34.9{氾LL3 21.2007 113,30097

近FIセンタI 申Lt1両 iA^ # 3.9004 2.300Ll 9.7α)14 00 15,9∝)22
LP出 iB付人 散 Ll,0002 5001 8.200I.1 4.6002 17,30019

エ lh.舟 Jt等 申出 面 材A -A 51,80055

港 北 第 2 地 区

〔注〕

A～t) 規快 ･形種目こ上る区分

イーjL 位dEによる区分

①-◎ 任せに上る区分

iGl汁の111位は平方メートル

A ら C D 汁

タウンセンター 申出 面 Ⅰ■^ & 235.30069 89,900123 48.20077 14,80017 448,2(和286

釈仙センタl ホ Efl出 面 併^ & 64.50032 37.LLOO44 56.9α)70 19.loo7 177.900153申 出 面 榊^ # ll.LOO8 17.20022 24.40033 28.8006 81,5(沿69

近■センタ1 ト 申 出 面 餅ヽ 暮 3.4002 8002 3,8004 1,6001 9.6009

チ 中ttl市 一一^ # 6.6006 17,2(対19 35.0α)48 4,0002 62.80075

リ 申ttl両 横ヽ ■ 2.6002 4.7(巾5 8.3008 1.6(氾1 17.2(氾19

メ 申出 市 棚^ # 1.8001 2,1003 2.7006 00 6,60)10

丁/,'- ト.マンシTン琴 三 出面 芸 23.22節 8,酷 24軒 8,27 器3.27d唱1.3由75.甥 ー｢341.2Ll

A 田 n) 良

日
本
監
置

は
'
昭
和
五
十
1
年

斉

士

ハ
日
付

で
'
粕
北
朋
沌
悪

所

尭

仰
角
岬
に
払
t
改
革
吏
け
い
ま

J
t
J.

こ
れ
は
､
m洋
仙
ニ
ユ
I
タ
ウ
ン
即
狐

貢

ら
に
鮮
仏
書
せ
谷
た
め
､
従
光
'

m
仰
胤
遠
州
準
爪価

の
L
山
地
横
仇

一‥あ
った
州苑
小畑
桝
を
'<
熊
昭

の
仰
浄
叫
に
如
旅
さ
せ
た

も
のです
.

又
､
m
題

の
新
北
に
け
い
､
祁
m
及

墓

の
72
び
制
空
等

祁
爪
轡
L

･･T
班

(雌
川

蟹
壌
叩
a
LLm
托
奮

及
蓋

に
6
即
が
b

mぎ
ーれ
ま
し

た

.こ
の
桝
仰
望
に7･い
､
川
日
付
七

人
州
内
加
か
け
わ
れ
､
川
嬢
に
は
ぷ
%

の
小
心
邪

1
賢

で
あ
っ
た
粕
川
型

1

氏
'
刈
れ
伴
比
短

の
加
工

射
氏
'
叩
費

に
は
磐

の
川
中

甲

1氏
が
モ
オ
tV
九
葎

し
ま
し
た
.

薪
爪
革
及

び人8~
派
恥
橡
の
m
当
班

長
等
名
は
'
次
の
と
お
り
や
ず
.

港
北
開
発
事
務
所
'
局
に
昇
格

局
長
に
島
田
親
二
氏

(仰

Illl･:.7 - F: :I-I
=&

こ: ~ ~よ

港
北
㌍

H
開
発
対
策
協
議
会

会
長
'

副
会
長

変

わ
る

去
る
四
月
言

付柳沢巾入部
舛

助

長に続∽棚輩
が笹
した
こと

に
よ
っ
て
へ
著

に
州
比
均

の
3
;

が
へ
四
H
二
十
七
日
側
佃
の

柑
北二
ユ

y
一卯

刑
粥
蓮

が
朝
任
し
た
こ

と
-
タ
ウ
ン
仰
苑
対
妻

四
月
定
別

により'
沿北
ニュータ
ウンJl
H

苑即
金
に
細
管
亡
れ
ま
し
た
.

前
室

に
二
壷

､
副
企



帽

審
議

会

だ

よ

り

第

一

地

区

土

地

区

画

整

理

寺

法

会

〔
第

十

五

回

〕

昭

和

五
十

一
年

四

月

十

七

日

開

催

【n

F
l】

1
'
瀬
島
金
黙
読
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ

い
て

二
､
帯
椙
の
取
扱
い
に
つ
い
て

三
'
換
胸
管
定
め
な
い
冠

に
つ
い
て

葉

意

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
'
厨

和
五
十
一
年
十
月
定
収
書

の
白

襟
8
時
と
秋
定
し
た
聾

針
に
伴
う

空

日
雀
の
悦
卵
が
あ
り
社
寺
､
暮

池
､
護

の
#
す
る
宅
地
額
に
つ
い
て

薯

汀
P
れ
'
一
応
の
丁
解
菅

賂
た
.

葱

の
瓜
破
い
に
つ

いては
､
免

に
閃
す
意

の
悦
朋
が
行
わ
れ
､
完

成
蚊
の
責

の
状
感
及
び
収
幼
い
に
つ

い
て
井
確
応
募

け
わ
れ
た
が
､
払
並

方
法
鞘
宴
亡
ら
に
つ
め
る
た
め
批
電

話
に
t･6つ
た
.

蚤

を
淀
め
な
い
冠

に
つ
い
て
は

公
共
の
用
に
鵬
し
て
い
る
宅
地
集

団
の
艶
朋
に
蓋

嘗
様
々
な
私
道
の

慧

及
び
こ
れ
ら
の
私
E
rの
枇
扱
い
に

つ
い
て
の
夏

祭

な
さ
れ
た
が
'

蟹

に
い
た
患

統
領
版
に
L<
つ

ー
''

〔
第

十
六

回

〕

昭

和

五
十

一
年

四

月

二
十

五

日

開

催

【け

F
J

一
､
洪
地
相
軒
悪

(米
)
に
伴
う
加

地
祁
群

別
始
の
様
々
義

を
よ
り
州
耕
し

た
-二
で
中
性
の
部
韻

にあた
る
た
め
､

約
五
II.剛
に
わ
た
鳥

肌
粁
空
け
っ

た
.
コ
ー
ス
は
'
ES
tEJ悪

の
緋
雌
に

取
り
ト
ーナ
ら
れ
て
い
る
存
牡
組
物
､
神

社
､
寺
虎
'
欝
刃
諜
及
び
規
整

行
中

の
工
郡
的
所
を
別
辞
し
た
｡

〔
第

十

七

回

〕

昭

和

五

十

一
年

五

月

十

三

日

開

催

rJ

'
)

1､
群

山

出

の

佃

恵

に

つ
い
て

こ
'
儀
抱
に
つ
い
て

三
､
幾

の
仁
す
る
窮
地
に
つ
い
て

E
Lr
そ
の
他

機
転

方
法
籍
相
川
軸
比
朝
切
戊
の

舛
肋
に
け
い
､
所
作
の
実

叩
沢
禁

を
挽
任
の
評
跡
目
と
し
て
仝
企
l梁
で

pLi息した｡
｢
兎

の
換

聖
に岨する申
出
加

代
の
笑
姫
に
あ
た
っ
て
作
媒
リヤ走
'
阻

itZ方
法
に
つ
い
て
都
議
か
行
わ
れ
'
基

地
の
耶
TP
P及
び
班
川
宅
の
依
向
を
閉

山
の
｣
へ
E
L絹
拶
伝
の
力
何
で
を

-1
LJ.

仔
強
雑
物
･
移
庶
幾

の
圧
力

'
概

梓
移
広
地
へ
の
較
伯
謹

零
に
つ
い
て

の
舶
酌
に
引
轟

き
､
喪
液
が
行
わ

れ
､
状
況
に
応
じ
て
写
久
各
と
rb
っ
こ

と
で
了
群
さ
れ
た
｡

小

乱伐
浄
且
､
億
逐
比

宅
の
宅
に

つ
い
て
は
､
小
吉

金
か
蔽
推
し
祁
誠

の
充

恥か計
る
と
ぐ
っ
拙
策
が
な
TLJれ

氏
.こ

の
香
出
金
の
件
拓
は
､
慧

亮
へ

の
一業
｣
の
作
成
9
付
を
uH約
と
す
る

こ
と
で
伺
康
き
れ
た
.

第

二

地

区

土

地

区

画

整

理

宇

議

会

〔
第

十

二

回

〕

昭

和

五

十

l
年

四

月

二
十

二

日

開

催

【t

E
I1

1
'
粟

肺
漉
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て

二
､
荊
海
の
収
淡
い
に
つ
い
て

三
､
換
地
是

め
な
い
冠

に
つ
い
て

g
]'
現
地
別
群

阻
利
丘
T
t
l甲
十
月
を
収
票

光

の
臼
領
と
牝
従
さ
れ
た
邪
悪

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
現
川朋さ
れ
て
引
き
誓

こ
れ

に
伴
う
捗
魁
の
淡
い
及
び
換
地
是

め

な
い
竜

の
は
い
の
批
朋
が
な
さ
れ
､

次
に
1
描
折
紙
と
し
て
､
私
辺
の
公
共

性
に
つ
い
て
の
ポ
秋
､
盛

相法
と
祉
策

悪

法
壬
mす
l鼓
川に
つ
い
て
故
び
私

道
の
形
感
と
東
伯
の
血
痕
い
万
に
つ
い

て
､
毛

は
苛
危

川
辺
へ
の
深
色
化

煮

る
.
耕
地
の
蛮

地
櫨
は
申
宵
山

よ
り
疋
め
る
符
に
つ
い
て
井
機
心
得
が

行
わ
れ
た
.

現
地
税
群
は
､
別
fF
帯
液
中
で
あ
る

#
罷

､
私
娼
の
状
況
､
神
社
'
寺

院
'
菟

'
蔑

工
印
加
湖
中
を
仙
茄

し
た
.

〔
第

十

三

回

〕

昭

和

五

十

一
年

五

月

十

五

日

開

催

t)

■
)

1
'
群
山
出
の
目
敏
に
つ
い
て

二
､
芯
地
に
つ
い
て

三
'

護
の
荏
す
る
筋
痛
に
つ
い
て

賦
抗
地
方
遊

m
川畑
地
心
所
淡
の

減
収
に
伴
い
薪
托
の
慧

叫
次
郎
氏
菅

検
圧
の
評
価
出
と
し
て
蓋

1
丑
で
川

"

J.

r晃

の
危

｣
に
朋
す
る
叩
出
羽

作
の
a
張
に
つ
い
て
瓜
朋
が
あ
り
'
茄

他
見

の
あ
り
力
'
作
避
基

及
び
肌

H
力
法
に
つ
い
て
沸
満
が
け
わ
れ
た
.

拝
此
畿

移
庶
地
物
貢

､
正

確
移
転

へ
の
故
地
蟹

に
つ
い
て

の
&
朗
の
牧
､
瓜
婚
移
鞍
如
実

､
移

転
の
岬
肋
､
収
淋
叫
梢
側
鎖
'
墓

地

'
相
思

ifに
つ
い
て
の
井
扮
応
答

か
な
さ
れ
､
a
(に
葱

を
舶
統
す
る
こ

と
と
L
LJ.

五

十

一
年

度

港

北

ニ

ュ

ー
タ
ウ
ン
開
発
費

及
び
建
設
関
連
予
算
決
ま

る

五

十

l
年

四

月

二
十

七

日

開

催

定

例

会

(
概

要

)

).
報
告
事
項

一
､
埋

蔵

文

化

財

発

根

訊
並
に
つ
い
て

(
教

育

委
EI
会
)

旧
心
E
T
l咋
門
十
五
日
加
任
の

処
刑
朋
盛

砂
状
況
と
し
て
､
琴

1地

区

(血
由
川
棚
搾
)
の
外
連
跡
の
如
g

篭

等

並
び
に
鮎
C
凝
血
岬
の
邦

l
Jz.EJ･r
U
E
L=
i.JT:･17;
二
叫
止
1;･

相
川
桝
は
)
の
祐
湛
跡
の
訊
出
血
捗
状

況
細
皆
か
あ
包
丁
止
さ
れ
た
.

二

へ
土

地

区
画
整
理

審

満

会

の
経

過

報

告

(
日

本

住

宅

公

団

)

旧
和
瓦
十
叩
十
二
;
-
t
lH
m
憎
の

琴

一地
区
+鵜
比
的
抱
川
芯
淡
会

(那

七
3
1)
か
h
_由
利
丘
-
一
tF
四
日
二

i

,.･∵
Ⅷ
叱
;;
1
.
叫
･モ
?
L
M
n
.;

莱

(那
･T
1ハ川
)
ま
で
の
帆
他
姓

胸
繊
皆

が
あ

った
.
こ
の
州
に
S
:他
は

乞

布
山ハ何
例
讐

れ
'
こ
れ
ま
で
の

｢

苧

力
針
(策
)｣
の
珊
漉
塞

け
て
､
こ
れ
舟よ
り
料
紙
化
し
た

｢換

顧
問
団
会
議
開
催
さ
れ
る

-
港
北
｡打
ン
開
発
対

策
協
議
会

-

粘
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
朋
男

爪

扮

満

会
何
州5jC
i満
が
､
柏
化
･
絞
鵬

区
退
出
の
搬
･
ー-∫
公
版
山
'
!=
朗

唱

日
米
旺
嶋
公
山
S
2
北
口日
登

以
下
の
出
仰
の
も
と
に
､
場
所
Y
M

c
A
会

に
お
い
て
､
五
月

十
二

日

.

六
月
E
･日
の
二
日
皿
に
わ
た
s
t

W
讐

れ
ま
し
た
.

当
日
は
､
企
満
に
知
苦

悩
北
ニ

rT

タ
ウ
ン
別
男

P
:段
Ⅷ
傘

l皆

企
及
の
あ
いさ
つ'六
地
肌政
のあ

い
さ
つ
が
あ
-1
.
峯

悦
連

鎖
地
か
ら
小
男
の
北
砂
状
況
の
甥
取

に
側
す
る
凋

昏
･
屑

が
な
さ
れ
'

共触
心
答
か
岬
り
会
さ
れ
辞
し
た
.

伯
'
･ハ‖
四
日
に
は
九
日

-人
日

付
fJけ
わ
れ
た
‖
バ
旺
竜

に
お

け
る
戊
棚
此
推
此
び
に
そ
れ
に

作う

人
SI
火
伽
(
1
佃
に
側
迎
い山?
)
の

紹
介
が
あ
り
辞
し
た
.

十電
灯
糠は
'爪
儲
殖
け土地は

胴
板
伽
邸
遜
り
⊥
B
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

同
機
に
側
過
し
て

､

0
収
供
地
相
妃

に
伴
フ
移
14
M

m竹
の
旧
血

○
エ

叩
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
対
心
す
る
盃

公パ
価
此
の
m
M

O
=Ij
任
地
ド
鉄

3
第

0
他
姓
的
作
の
北
抄
状

況
○
文
化
相
兇
州
の
人始
りに
つ
い

て
多
岐
に
わ
た
る
輔
純
な
件
鞘
が
あ

差

し
た
.

地
政
計
恭
宍
米
)｣
に
つ
い
て
粁
親
が

行
わ
れ
て
い
畠

の
脱
朋
が
あ
っ
た
.

三

'
公

団

の

工
事

進

捗

状

況

に

つ

い

て

(
日

本

住

宅

公

団

)

附
加
五
T
l
畔
円
バ
二
十
五
日
別
荘

の
一
駅
虚

a
+
_佃
は
及
び
工
策

瓜

捗
状
況
に
つ
い
て
次
の
と

お
り
報
皆
か

あ
り
7
･替
亡
れ
た
.

1
択
麓

や
中
州
状
p.第

一
梅
丘
で

三
T
四
･
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
(六

三

色

､
琴

一胸
底
で
山
田
十
八
･
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
(T
九
二
二
卵
)'全
体
で
は

巧
八
±
二
二
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
(十
三

九
%
)

四

､
河

川

工
却

進

捗

状

況

に

つ

い

て

(
下

水

道

局

)

早
槻
川
､
大
畑
川
の
刈
川
改
姓
に
つ

い
て
池
抄
状
況
の
報
告
が
あ
り
7
ホ
さ

れ
た

.

玉

へ
第

四

回

｢
生

活
対

井

相

談

所

｣

開

放

の
結

果

に

つ

い

て

(
計

画

局

)

旧
札
丘
十
1
g
･二
日
の
k
M滞
ハ
i(

肌
U
に
川

.祉さ
れ
た

r休
講
対
茶
棚
誹

軒J

の
篭

皆
が
あ
っ
た
.
相
接
H

に
は
小
小
企
凝
滞
断
上
'
川

爪曲

救

い
が
あ
た
り
'
他
-粕
淵
か
ら
は
碓
肌
工

W
の
姫
g
:L
叫
や
換
他
力
列
j
b
に
奴

毛

の
相
宿

刷
で
､
公
川
の
⊥
刊
に

脈
わ
る
舶
用
が
光
で
あ
っ
た
円
の
戚
朋

が
あ
っ
た
.

六

､
第

二

回

｢
地

元

鋭

横
内
柵
の
牌
細
五
十
一
等

升
が

こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
呈

し
た
.
一
般
会

計
二
軍
百

一十
八
億
八
千
五
日
角

'

特
別器
軒

1
千
四
白
事
十
五

里
ハ千
五

百
万
円
､
公
…

芸
軒
二
千
八
十
l

些

事
[]召
下
的
'
何
軒
六
王
ハ百
六

十
五
讐

丁
三
日
万
学

ず
.
こ
れ
を

五
十
咋
蛙
の
五
月
群

予
事
に
比
べ
る

と
九
白
二
十
二
偲
五
千
二
胃

的
梱
え

て
為
り
手

.

粘
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
朋
妬
喜

び
独

放
胆
州等
井
は
'
七
十
時
八
千
一
百
五

十
余
ガ
H
で
す
.

;
油
北
二
rr

タ
ウ
ン
隅
弗
宍

一一了
二百
二
十
二
万
余
円

こ
の
内
駅
は
'
変

爪.Lb
脚
榊
抗
考

清

雄
対
花
井
(研
貨

の
爽
変

び
用
漢

の
朋
政
)
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス
作
成
B
L.
ニ
rT

タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
地
区
即
宛
朋
要

'
柾
･H
隈
SE

さ
ん
及
び
出
俗
賓

保
存
B
挙

へ
港

北
ニ
TJ
I
タ

e
シ
閉
苑
潜
族
呑
舟
'
閃

苑
別
を

地
金
et
'
並
び
に
零

す
.Tl

土
g
d
J
J
t
_
_
.
1
2ZJL
F

I
_
'
■
_
t
JIJS_
.
作
中
_
A
.I

一
億
i)千
九
十
四
万
倍
円

粘
北
ニ
ュ
ー
タ
ク
ブ
地
域
の

農兵砂

川
地
区
此
妃
に
伴
孟

義

経
等

モ
E
..‡
丁
.

ロ
港
北
二
r]
-

タウン
地
妓
外
%
漣

e
a
P
一
r

七
は
七
Tr
二
fEIH
+
万
円

所
城
西
一砦

川
お
は
か
1
路
投
の
た

め
の
予
井
で
す
U

付
与
出
川
河
川
改
5,
に
伴
う
け
り
よ

う
'
■
■

一gtt芋
九十
下
的

矢
蛤
将
は
か
五
S
の
架
姿

で
す
.

細
井
北
二
r]
-
タ
ウ
ン
湘
荘
下
水
暮

点
2
i■
a
FL

三
十
四
場
内
千
万
円

広
く
縫
ルル
且
'
校
区
の
汚
水
を
処
迦

す
る
た
め
に
要

る
柏
北
､
嬢
下

水
処
湘
茄
'
新
羽
ポ
ン
プ
鳩
費

び

嘩
W仙lL,1-
タ
ウ
ン
耶
連
関
水
門
水
幹

弟
下
水
皿
摂
僻
の
た
め
の
予
k
で
す
.

内
早
]R
川

大
熊
川
洞
川

改任す

二
十
二
重

ハ蛋

白
五
十
四
万
余
円

的
港
北
ニ
ュ
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仇
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噂
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ニ
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催
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湖
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ニ
ュ
ー
ク
ワ
ソ
慧

研
兜
e
(で
四
十

九

五
-
畔
健
に
研
究
し
た
成
如
モ
淵

tD
す
る
も
の
で
あ
り
'
各
部
馨

に
脱

明
必
と
し
で
広
郷
し
た
と
池
桝
が
あ
っ

た
.

七
'
｢特
別
な
用
地
｣
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塑
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｣
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廿
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濁
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蓉
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迦
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葉
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∬
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介
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⊥
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篭
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藁
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叫
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t･t鑓

並
び
に
､
朋
控

氏
と
均
m
m
､
憂

謹

洩

形
智

､

1
称
の
収
火
蓋

U

宝

LrL
p､k
常
州干
孔
叩

九
月
誹

仰
小人ハ隅
の
莞

叫
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ず
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｣
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つ
く

最

裏

め
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朋
鯉
仔
艮
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と
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'
公
団
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互
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に
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鴨
爪
閃
臓
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瓦
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一リの
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さ
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八

手
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til
毒
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は
八
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さ

れ
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お
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､
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し
く
'
化

日
､
T
一
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〃
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仲
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､
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州
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日
挙
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が
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京
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御
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に
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る
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蓋

っ
た
た
g
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蓋

せ
書

名

な
く
な
れ

壊
し
た
｢

第

一

地

区

土
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区

画

整

理

幸

沈
金
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第
十
八
回
〕

昭
和
五
十

一
年
六
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十
二
日
的
催

【
竹

材
】

グ

ル
ー
プ
討
議
始
ま
る

｢特
別
な
用
地
｣
申
出
調
査
の
経
過

鼓 1 第 1回グル ープ肘 *

■ 別.∴ 1 地 区 2 地 区 合 計LtflJ宥 *加肴 権利者 *加者 qlt.I 手加者

エ 谷 7月26日 56 37 72 y7 128 7一l

アパート.1ンシ一ン 7月29日 191 112 212 108 103 220

表 2 アパー ト･マンション第 2回グル-プ肘tl

地区名二-こ 中 小 午 後路*別 稚利有 事加者 A 肺魚別 tf.1廿 ●Zzl廿 7.

1地区 8月6日(金) (王堵8) 72人 38人 53界 ㊨ 87人 33人 38
8月7日(土) ⑤ 77 43 56

2地区 8月9日(刀) (む⑦54 35 65 ⑥⑨ 53 35 66

表3 エ蛾等第 2回グループ肘n

∴ 午 机 JT- 複兼 al別 権利者 中加肴 A 集 札 別 付利軒 事加者 A

8月12El 未 定 肴 26 ILL54 書 N 36 1644
8月13日 巾 七 PbL 35 2l60 .hLth豊 Jt 18 60
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.
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と
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に
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の
左

上
叩
題

につ
it･t

が
与
と
い
う
LJ
と
孟

<
帆
に
董

一l
た
が
､
.Lq幻
珊
漉
壷

丁
る
こ
と

に
L]
つ
L
P

｢
坤
i
L<
川
畑
｣
仰
山
∬
代
の
淵
血

姉
火
に
つ
い
て
は
要

の
裁
明
が
あ
n

ま
た
型
t]処
那
中
で
あ
む
の
で

鮮

相

姦

がわ
か
っ
た
淋

点毒
誠
す
る

こ
と
に
な
っ
た
.

仔
此
度

'
仰
止
州
心
の
収
扱
い
に

っ
い
て
は
二
乗

ハの
顎
此

菅

て

九
月
机
か
日
琵

細

島
丁ことに

つ
い
て
'
丁
貫

tT

募

収
扱
い
に
つ
い
て

は
､
や
蝿

蓋

と
す
る
点
剛
か
た
り
等

増

が
あ
-i
.
こ
t?

刑血
か
輯

J
禁

個
人

悪

の
息
何
曲
だ
空
け
う
こ
と
か
丁
水

さ
れ
た
.

祐
也
の
W霜
m柄
j
u
つ
い
て
vW

火

刑
池
川
と
市
価
地
はア
ーの
惣

叩に
つ
い

で
盛
事
し
た
鯨

爪'
萄

u
牽

る
こ
と
に
な
っ
L
f
壷

に
つ

い
て
IrY
坑
村
村
火
室

っ
右
目
≠

訊
r
る
こ
と
に
な
っ

た.

小
製
作
性
屯
及
び
t
革
は
屯
の
怠

暴

フ
爪
重
出
命
に
つ
い
て
hl_.
令
_山

書
収
メ
ン
バ
I
と
し
て
出
丸
余
年

岸

田
企
妓
代
召

封
､
喋
F

緒
B
i.

J
･Jk
､
■
t
r
r,
M
N
･-.･皇

(
i

相
O
tJれ
伺
息
管
も
っ
て
ね
止
し
LP

〔第
十
九

回

】

昭
和
五
十

一
年
七
月

十
三
日
開
催

【
JI

E_
J

一
私

正

a収扱い

に

つ

い
て

こ

泡
切
り
仔
'
毒

j
)bl
長
池
に

つ

い
て

一二
印
3]
朗

血のh忍
だ
つ
いて

四

そ
り
他



¶

L⊥

【耶
ペ
ー
ジ
ウ
イ
三

H

小
委
E
金
の
報
tE]

私
辺
り
岨
扱
い
に
つ
い
て
は
'
私
7a

の
蝕
軌
､
利
和
形
質

び
所
有
形
僧
に

つ
い
て
の
税
S
が
lL
.わ
れ
'
挨
抱
上
の

故
い
に
つ
い
て
群
鼓
さ
れ
た
が
､
私
E
l

の
あ
･1
歪

び
実
施
は
か
な
基

経
a･1

状
況
も
あ
･1
､
男
に
部
族
hl継
続
す
る

こ
と
に
な
っ
た
.

地
物
の
D
:す
る
宅
地
り
沃
地
に
つ
い

て
は
洪
鵜
孟

'
駁
TrG
;名
A
b
鵬

蜂
p
軟
の
税
肌
が
行
わ
れ
へ
遇
h
]に
あ

た
っ
て
む
去

条
件
群
に
つ
い
て
都
鼓

さ
れ
た
.
こ
の
中
で
恕
冗
の
堆
向
と
し

て
は
利
便
震

可
に
側
北
は
あ
拳
が
､

会
仏
工
申
の
知
刀
な
促
成
刑
に
な
る
と

の
判
軌
で
私
欲
的
に
項
的
魚
む
べ
き
と

の
費

が
あ
っ
た
か
､
更
に
地
元
と
の

EZ中
一血
J,t
Jt
､
I
★
†
3=.苧

J)

こ
と
と
t･4つ
た
.

r特
別
な
畑
地
｣
申
出
御
充
の
楢
火

に
つ
い
て
は
'
FZ禿
山
軒
芳

び
ア
パ

ー
ト

マ
ン
シ
In
ソ
中
川
地
､
T
魂
'

弁
凹
野
川
地
及
び
答

廿
東
川
地
の
位

置

の
配
所
が
行
わ
れ
へ
こ
れ
ら
特
別

t･t用
地
の
け
正
次
め
は
何
ら
か
の
法
則

性
を
持
た
せ
た
窯
を
作
成
し
て
グ
ル
ー

プ
肘
法
等

ノLJ
と
で
了
解
署
柑
た
.

小
兇
供
住
宅
及
び
焦
整

宅
の
沃
地

萎

ノ
小
壷
t
会
の
地
裁
報
告
と
し

て

盛
典
の
鴻
出
､
小
垂
舛
魚
の
目

的
､
自
得
等
の
叢
1A
殴

仙の
斗
牲
串

功
の
脱
S
が
Lt
き
れ
た
.

〔
第

二
十

回

〕

昭

和

五

十

一
年

八

月

一

二
十

六

日

開

催

iu

EE
γ

1

申
出
出
夢

ル
ー
プ
村
議
の
穫
一

に
つ
い
て

二

私
道
の
取
扱
い
方
針
に
つ
い
て

三

寺
院
及
び
責

の
換
地
に
つ
い
て

E]
存
此
度

及
〃
存
廿
固
旭
に
つ
い

て
五

そ
の
他

日

揮
分
謎
の
井
定
に
つ
い
て

臼

土
地
陛
仏
葬
恥
(実
)
の
船
朋

甲
山
粥
蕃

ノル
ー
プ
肘
鉄
の
経
過
に

つ
い
て
は
､
7
パ
ー
ト

マ
ン
シ
n
ン

帯
川
如
､
エ
舶

全
血
布
川
粘
及
b
桃

色
淡
兼
川
地
の
各
グ
ル
ー
プ
肘
鵜
の
夢

加
状
配
及
び
9(堆
状
況
に
つ
い
て

ま

た
セ
ン
タ
⊥
惣
耶に
つ
い
て
は

今晩の

グ
ル
ー
ブ
肘
淡
の
日
句

力
何
に
つ
い

別
な
川
畑
の
岨
雌
点
は
､
各
グ
ル
ー
プ

村
政
の
中
で
貼
め
て
い
く
こ
と
に
t･.Lつ

た
.
Ll
お
'
耶
工
地
域
の
北
妃
に
あ
た

っ
て
唱

些
花
へ
の
配
膿
か
希
う
き
つ

姿
血
赤
見
か
だ
さ
れ
た
.

私
q
a
肌
疲
い
方
針
に
つ
い
て
は
'

地
区
円
に
六
政
利
に
大
別
ytJれ
る
辺
鉛

が
あ
り
､
加
奈

迫
に
よ
る
泊
絡
孟

真
如
州
印
に
沃
地
盆
定
め
な

い
方
向
と

す
る
が
'
個
々
の
土
地
に
対
し
て
架
億

を
良
く
E
薫
り
上
郡
唆
し
て
毛

｣･石

按
い
宅
決
め
る
こ
と
V

T
ポ
世
相

た
.寺

院

及
び
J
尾
の

換地
に
つ
い
て

は
'
寵

叫り
蕃
向
恥
允
に
基
づ
く
専
X

鵜
へ
個
人

党
の守覧
兵池蓋

の
熊
明
が
行
わ
れ
'
嘉

に
洪
舶
g

且
に
つ
い
て
bl
顎
蛸
累
口
い
､
即
黒
色

a
(に
拒
め
て
い
<
こ
と
1で
臥
州
的
に
丁

桝
を
柑
た
.

W
:ad
的
区
政
崖

世
知
に
つ
い
て

は
､
加
圧
叫
日加
的
.]･{巧
R
AJ行
っ
た
が

立
体
的
な
耶
(籍
肌
へ
排
水
軍
)
か
ら

の
考
薪
が
選
れ
て
お
り
､
次
回
に
歪

等

ノ∪
と
に
な
っ
た
.

先
に
決
淀
TU
m
た
班
竹
串

の
A
妃
に

つ
い
て
は
､
測
比
捕
3
'に
基
プ
＼
格
技

負
巴
13
出
力
革
り
税
別
か
行
わ
れ

た
｡(放
血
の
都
田
で

黙
り
に
相
戦
)

土
地
評
価
蛮

(策
)
に
つ
い
て
は

走

計
岨
り
流
れ
と
と
も
に
卵
HH軌
に

鋭
糾
さ
れ
た
.

そ
の
g

碁
軸
の
細
首
と
し
て

沸

立
工
申
Ej
沼
巧

先
b
池
肇

に
お

け
る
+
延
性
川
交
抄
¥
に
お
い
て

洪

地
先
が
不
明
で
あ
○
こ
と
の
1*
賢
し
よ

り
'
交
渉
が
耗
汀
し
て
い
る
状
況
が
多

く
み
ら
れ
る
.
従
っ
て

全
体
の
工
が

促
延
の
た
め
1
郎
糸
瓜
の
兵
仏
化
に
つ

い
て
は
､
些
花
の
気
持
ち
を
矧
群
し密

雲

に
幽
っ
た
1
L'
卵
力
的
に
対
称
す

る
こ
と
で
一
応
の
丁
桝
を
耐
た
.

第

二

地

区

土

地

区

画

藍

理

事

謙

会

〔
第

十

四

回

〕

昭

和

五

十

一
年

六

月

十

日

開

催

【
■

EI
;

六

月

定

例

会

十

八

日

開

催

(
概

要

)

一
､
報
告
事
項

1
.
世

帯

文

化

財

発

掘

調
査
に
つ
い
て

(
教

育

委

凸

会

)

旧
札
光
7
㍍
ニ
ハ月
十
五
日
批
t
Jの

苑
恕
細
爪
北
砂
状
況
(
血
班
的
に
は
t

t
十七
加
治
了
)
の
恥
iE)が
行
わ
れ
､

差

さ
れ
た
.

ま
た
'
別
煎
協
か
ら
胎
船
田
十
九
年

度
沌
瀬
切
正
米
の
決
★
報
宵
山
つ
い
て

綴
明
か
求
め
ら
れ
'
散
村
委
粗
金
か
ら

こ
れ
′
n

ゐ
粥
舌
が
行
わ
れ
'
報
4
]の
連

れ
串
に
つ
い
て
遭
博
の
堺
が
驚
肌
慕

た
.

1
1
､
公

田

の

工
市

進

捗

状

況

に

つ

い

て

(
日

本

住

宅

公

団

)

姫
和
茸
十
一年
菰
月
二
十
丘
日
別
荘

の
工
事
皿
捗
状
導

き
が
あ
り
､
了
款

1
Jn
た
.

L･1考

老

犬
等
の
対
置

に
お
け

る
､
伐
媒
税
制
の
吋
無
に
つ
い
て
井
偶

等
が
あ
+1
'
防
災
上
警

な
さ
れ

る
誓

療
い
て
は
､
貌
肌
は
し
て
い

な
い
iE]の
餅

が
行
わ
れ
た
.

三

､
組

紙

検

討

賓

白

金

の
結

果

報

告
(
邸

務

局

)

四
月
定
例
会
で
伽
票

た
r刈
怖

粉
監
会
の
著

し
に
つ
い
て
の
異
体
的

iS架
は

｢岨
窒

企
｣
を
放
け

て
姐
概
の
在
り
夏

藍

に
つ
い
て

横
附
す
る
こ
と
に
な

り'嚢へ
副
食

座
及
義

金
畜

十
四
各
の
ほ
か
､

冊
､
公
何
首
交
え
へ
四
月
三
+
白
の
茄

l
憤
親
書

金
か
ら
涼
月
二
十

四
日
ま
で
四
回
に
わ
た
っ
て
加
町
が
行

わ
れ
た
.
LJ
の
iE
a
;生
ハ月
八
日
に
即

掌

れ
た
頼
萎

金
脈
で
葺

の

撃

素
子
の
僅
止
を
蛭
た
1.へ
定
飢

金
に
斬
ら
れ
た
が
'
な
考

文
舌
と
字

句
の

野郎
･内
申
甲
に
若
T
の
舛
iEか

出
た
の
苗

皮
､
雷

等

坂
町

の
JY

婁

肌
声
h
耶
る
こ
と
に
な

っ
た
.

四

へ
そ

の
他

白
木
性
寧

ソ､
訂
1

琴

一

閃
地
区
の
1蓋

蘇

葉

か
'

五
月
'
六
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
回
つ
つ

叩

讐

れ
'
排
流
霊

と
な
っ
て
い
る
洪

地
恥
新
森

叫
(K
)
に
つ
い
て
篭

が

行
わ
れ
ー
皆
の
和
3]が
あ
っ
た
.

慈

円
野
に
つ
い
て
は
｢悪

食
だ

よ
り
｣
の
並
抄
で
す
.

七

月

定
例

会

十

二

日

開

催

(
概

要

)

一
､

報

告

事

項

二

組

戚

検

討

委

員

会

の
結

果

報

告
(
祁

珠

局

)

六
月
定
例
会
で
崇

誓

余
に

お
い
て
恥
庶
民
即す
る
こ
と
に
な
っ
た

野
朋
(集
)
ば
'
･ハ月
二
十
二
日
及
び

十
月
卜
二
日
の
二
回
に
わ
た
っ
て
内
攻

附
さ
れ
た
仇
終
業
は
本
紀
例
会
で
了
東

京

た
.

二

'
そ

の
他

畑
農
文
化
相
粍
舶
酬
L.Jの
迎
抄
状
況

に
つ
い
て
(欣
喜

金
)
爪由

の
工

耕
並
抄
状
朗
に
つ
い
て
(日
東
性
寮

岨
)
阿
川
工
申
皿
抄
状
況
に
つ
い
て

(下
水
F3
:3
)
の
報
告
が
､
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
ま

き
<1
た
.

二
'

協

議

事

項

1
'
要

紳

改

正

に

よ

る

夢

見

名

辞

の
挺

出

改
藍

(策
)
に
よ
る
由
旧
協
嫌

会
衆
凶
名
神
は
､
八
月
十
六
日
ま
で
に

畠

す
る
こ
と
で
鼻

と
も
丁
殊

L
t
き

朋
陳
満
の
男

長

め
る

こ
と
に
な
っ
た
.

な
お
'
こ
れ
に
あ
わ
せ
､
改
過
に
よ

る
鳶

繋
税
収
会
の
重
出
各
稀
を

耶
捕
店
に
群
山
す
る
LJ
と
に
i･_
つ
た
.

〓

'
給

会

投
出
の
附
髄
完

月
中
句
ま
で
に
お

こ
t.1い
た
い
旨
の
誠
実
か
芸

か
ら

な
さ
れ
丁
鼓
さ
れ
た
.

三

'
総

会

準

備

委

員

会

新
旧
委
曲
に
よ
る
総
会
や
ぎ

金

を
八
月
下
旬
に
開
催
し
､
緒
会
に
g
iえ

鹿
々
払
駁
す
る
こ
と
と
な
り
､
蓋

の

冗
歓
は
､
五
重
1
会
で
豊

き
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
.

総

会

準

備

委

dt
会

八

月

二
十

五

日

開

催

(
概

要

)

1

'合
同
協
議
会
委
員

の
紹

介

に

つ

い

て

蓋

(莱
)
に
よ
畠

阿
協
息

余
香
JEか
､
塵

か
ら
冨

仙に
灘

出
さ
れ
た
石
河
に
よ
り
確
介
さ
れ
た
.

二

'
総

会

の
各

地

区

定

数

に

つ

い

て

捨
金
に
出
市
す
る
各
地
区
の
究
軒
に

つ
い
て
は
､
金
満
の
∬
苗
や
人
数
的
肌

的
が
あ
呑
の
で
従
来
の
萱

を
事
背
に

藁

東
が
馨
がさ
れ
協
款
の
婿
尖
､

7･鼓
さ
れ
tt.

a･芸
'
EE体
的
に
邑

席
ず
る
か

は
'
各
地
区
3
1に
田
好
が
図
ら
れ
る
.

三

㌧
総

会

運

営

要

領

に

つ

い

て

捨
金
に
弊
し
て
の
具
体
的
要

義

に
つ
い
て
協
鼓
か
空
さ
れ
'
牽

'
削

汲
兵
に
蔓

､
輩

が
当
る
こ
と

ま
た
へ
司
会
'
開
会
の
辞
に
は
山
益
軒

田
老

毒

が
当
る
こ
と
等
が

Ⅷ
牡
さ
れ
た
.

四

､
そ

の
他

抱
負
の
日
喝

会
場
に
つ
い
て

九

月
十
一
日
年
産

l堕
三
･分
か
ら
中
川

小
学
琵

帝
だ

お
い
て
濯

す
る
こ

と
と
し
て
確
託
さ
れ
た
.

(な
お
'
-茅
へ孟

重

圧
'

折
か
畠

的
架
中
書
梢
の
た
め
'

後
日
に
延
刺
さ
れ
声
レ
た
.
ま
た
そ
の

櫨
の
E]粕
串
に
つ
い
で
は
胡
旺
協
就
中

-.JL
.)

l

礼
物
の
存
す
る
宅
地
の
見

附
姓

方
針
に
つ
い
て

二

｢特
&
･tH
地
｣
申
出
附
託
の
刑

題

山
だ
つ
い
て

こ

dJT,帖

H

帝
政
曙

杯
盤
画
地
に
つ
い

て
臼

毛

帯
の
枇
拙
い
に
つ
い
∪

先
行
造
成
地
と
は

昭和51年10月

一
､
先

行

造

成

地

の

目

的
大
水
掠な
皿的
工
帝
最

革
的
に
行

う
た
め
に
は
､
SX慕

撃

て
あ
Q
包

皮
ま
と
ま
っ
た
薮
蚊
移
EB
が
1
硬
に
行

わ
れ
な
け
れ
ば
t･_り
ま
せ
ん
.

別
q

会
田
磨
け
区
域
(
l
t
三
一

六
jt)
の
中
に
雷

竹か
約
二
､
二
Y3

0
戸
袋

し
て
い
ま
す
が
､
そ
の

う

q
約
一
'
]]∩
0
戸
が
串
某
の
た
め

に
移
モ
す
る
計
雌

とな
っ
て
い
ま
す
.

1
万

現
任
'
地
区
円
に
任
意

を

営
ん
で
い
t･+い
が
､
旺
残
席
出
色
臼
的

と
し
て
朕
に
先
行
的
に
用
地
毒

供
し

て
一
日
も
8
V
任
由
を
斡
た
い
が
､
事

狸
i
鬼
力
し
て
知
熊
粁
草
控
え
て
い
る

人

が'7
ソケI
ト内代に
よ
る
と
的

呂

戸
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
.

こ
冨

ノな
薮
畑
移
七
戎
鼓
び
池

井

持
も
り
人
力
の
た
め
の
村
虻
と
し
て

地
区
外
で
は
す
み
れ
タ
丘
艮
他
(約
九

O
脚
聖

及
b
ぜ
ケ
丘
世
他
(約
1
0

C
W

)
生
ナ
葺
し
て
い
令
が
､
見
附

に
不
十
分
で
あ
-1
'
畠

磨

耗
内

で
牧
丘
3]雅
港
を
硬

す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
郡
市
軒
幽
いめ
他
店
等
か
ら
畑

地
が
多
く
'
む
し
O
.
択
在
の
先
払
甚

虚
字
荊
り
変
え
る
こ
と
な
く
'
地
区
内

で
移
批
先
安
碓
伴
す

べ
き
で
あ
る
と
の

野
汁
が
塑
九
か
ら
あ
り
'
移
庶
先
を
早

例
に
那
仰
す
る
た
均

大
造
成
に
先
促

け
て

短
禦

1
-
五
B
署

の

穀
取
の
払
点
麓

が
盟
まし
い
と
考
え

ら
れ
手

.

こ
れ
ら
の
先
け
農

場
だ
光
成
す
る

こ
と
に
ー茨
ン､
き
と
ま
っ
た
中
位
で
の

欺
雌
等
の
移
我
が
可
帖
と
な
り
'
琴

]

佃
野
の
大
兇
&
･+エ
群
を
娘

桝す
る
条

件
が
腎

ノLJ
と
に
な
り
手
丁

.

二

'
先

行

達

成

地

区

の

茸

定

方

法

爪島
流
行
援

括
'
中
川
地
区
'
山

内
地
区
'
薪
顎
壁

遅
出
潜
血
の
E
]

地
区
に
分
か
れ
､
き
た
十
七
ケ
町
に
ま

た
が
っ
て
い
草

.
墓

苑
の
養
茶

方
針
は
'
各
壁

多
町
明
け
的
に
述

め
ら
れ
る
こ
と
が
好
き
し
い
と
準
え
ら

れ
､
公
団
仰
¥
は
爺

に
1
ヶ
所
以
｣

の
先
行
農

地
を
造
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
享

.
こ
の
公
Ba
脈
策
の
積

和
L4

要

件
は
､
H
掃
Ⅳ
東
成
方
た

か
る
葡
既
で
土
工
申
(S
崩
喜
工
申
)

が
比
世
的
少
な
い
こ
と
口
供
絵
処
邦
施

設
(卜
兼
'
下
水
'
花
災
申
)
か
比
概

的
客
B
に
筈

で
董

こ
と
目
刺
経
過

汲
(措
句

学
W

)
か
比
較
的
至
近

磨
花
に
あ
る
こ
と
鞍
で
あ
る
.

LJ
れ
′n由
美
に
つ
.>
て

併
1G
iE
と

金
宅
け
い
､
計
喝

整
梨
岳
日
の
肘
那

y
Ltう
と
と
も
に
他
柚
邪
の
能
屯
安
㈹

さ
｢

l那
加
区
の
蔓

､
机
肘
の
触
削

野
草
し
た
J
v
九
月
か
′n恭
二
次
の
挽

明金
に入ってい
手

｡

こ
こ
で
方
針
決
死
長

た
も
の
に
つ

い
て
は
'
公
eElで
爽
漉
改
訂
を
胤
埠
す

る
と
と
も
に
rJt白
併
物
件
の
附
託
を
行

い
､
そ
の
粍
個
々
の
祁
供
変

りっ

た
ぺ

交
渉
成
拝
し
た
も
の
に
つ
い
て

潤
那
工
邸
に
中
ギ
す
る
是

で
あ
り
ま

チ
.

日

毎
知
の
駁
細
特
派
に
つ
い
て

種
物
の
u
:す
基

地
の
恩

涌
虻
方

針
と
し
て

湘
区
内
に
あ
義

之
単

品
な
ら
し
め
る
.(
く
怨
漉
せ
打
っ
た
.

こ
の
沃
地
耶
廿
を
成
功
N
せ
る
た
め
に

は
'
移
牧
省
の
告

k
海
へ
の
色
感

及
び
忙
碑
移
帖
地
底
地
所
竹
怨
む
色
azl

が
共
作
で
あ
り
､
特
に
な
た
増
の
利
他

姫
散
の
稚
館
野
に
つ
い
て
九
校
が
行
わ

れ
'
基
茶
的
に
蛙
工
申
性
比
の
た
め
丁

挙

れ
た
が
'
空
に
欝
議
晶

親
す
る

こ
と
に
な
っ
た
｡

｢特
別
な
=
胸
｣
申
出
甜
允
の
洲
悲

負

に
つ
い
て
は
､
要

の
鋭
朋
が
あ

り
､
き
た
湖
在
処
琴
甲
で
あ
る
の
で
'

鮮
郁
な
鵬
弧
が
わ
か
っ
た
時
点
で
盃

す
る
こ
と
に
な
っ
た
.

F
Jl
tL
,I

p
t
･JJa
に
.,
ド
.,

は
へ
移
粧
･
非
移
転
の
不
明
に
よ
る
不

安
を
群
消
丁

る
た
g

存
廿
好
物
所
竹

城
に
埋
純
毛
行
う
と
i
う
こ
と
で
領
漉

魚
け
い
'
九
月
解
を
3Z)挿
し
油
卿
か
J行

う
こ
と
P
.
一
心
の
了
解
が
侭
･b
<

氏
.悪

等
わ
的
姐
い
に
つ
い
て
は
へ
寺

院
に
関
す
る
葱

の
杜
仲
汎
丘
に
つ
い

て
雅
哲
が
行
わ
れ
､
ま
た
淋
伯
の
長
池

割
込
肌
及
び
q
練
の
個
人
葱

の
寓

爪
木
の
日
朝
に
つ
い

ての
紛
卯
が
行
わ

れ
'
相
即
串
姐
と
し

て丁
掌

れ
た
.

宅
地
の
W
細
月
製
に
つ
い
て
は
､
測

悪

3
:の
群

の
税
朋
が
行
わ
れ
'
突

刺
他
紙
を
蛮

地
碓
と
し
孟

ん
す
る

.U
と
ヒ
了
出
さ
れ
た
.

〔
第

十

五

回

〕

昭

和

五

十

一
年

七

月

十

五

日

的

催

｣か

圧
T

l

私
皿
の
奴
淡
い
に
つ
い
て

二

鶏

の
仔
す
る
宅
地
に
つ
い
て

三

中
山
調
所
の
栃
娘
に
つ
い
じ

私
娼
の
耶
扱
い
に
つ
い
て
は
'
私
茄

朋
W

私
q
り
色
光
り
凝

固
に
よ

.C1.
私
丑
の
細
別
'
刺
;
形
伊
及
び
所

何
形
感
の
鋭
肋
か
行
わ
れ
奄

1
の
披

い
に
つ
い
て
ケ
ー
ス
拓
に
悪

が
L･蔓

れ
た
か
､
私
滋
と
し
て
の
苑
生
形
態
､

利
用
形
雌
が
統
1
的

でな
く
､
ま

た
私

道
の
公
共
の
折
節
､
仔
は
渉
且
の
私
道

の
扱
い
帝
の
朋
雌
も
あ
.ha
､
脈
状
芸

に
な
っ
た
.

護

の
存
す
る
宅
地
に
つ
い
て
は
､

是

蓋

t
iS
当
附
名
と
鵬
肺
戸
数

の
む
明
が
行
わ
れ
'
歩
け
流
放
出
に
対

す
る
畑
FS1地
区
り
工
申
公
W

防
災
漉

蓋

虚
数
の
あ
.-n
方
等
に
つ
い

て
芯
地
が
行
わ
れ
へ
適
地
が
あ
れ
ば
今

坪
野
に
畑
や
し
て
い
く
方
向
で
迦
t
)〟

些
花
と
の
m
tZl菅
十
逼

る
.(
く
緋
親

展
鼓
と
す
る
り
と
に
な
っ
た
.

申
出
汎
化
の
葱

だ
つ
い
て
は
'
珊

設

計
辞
及
皆
ノ
バ
ー
ト
へ
マ
ン
シ
E"

ン
串
川
粕
'
エ
喝

食
加
川
畑
､
及
び

雄
合
成
菜
川
地
位
缶

の
船
肘
が
行
わ

れ
､
グ
ル
ー
ブ
郎
涙
の
進
め
一々

方
法

に
つ
い
て
邪
誠
yuれ
､
グ
ル
ー
ブ
酎
故

は
頒
e
lか
つ
公
蓋

世
が
粥
漉
さ
れ

る
こ
と
藁

d:と
し
て

早
急
に
附
く

こ
と
で
丁
餅
が
終
ら
れ
た
.

〔
第
十

六
回

〕

昭

和

五

十

-
年

八

月

二
十

八

日

開

催

lFl

い
T

一

歩
打
轟
の
t
延
に
つ
い
て

二

等
併
及
び
葱

の
漢
租
に
つ
い
て

三

私
道
の
収
扱
い
方
針
に
つ
い
て

四

萎

び
仔
は
世
相
に
つ
い

て

五

申
出
肌
玉
グ
ル
ー
ブ
封
最
の
聾

に
つ
い
て

六

そ
の
他

r

十
滴
が
栃
藍

(禾
)
の
現
的

先
に
決
定
さ
れ
た
辛

み
の
†
辻
に

つ
い
て
は
'
測
悪

架
に
基
づ
く
各
凍

免
革
の
配
Mが
行
わ
れ
た
.
(紙
血
の

空

で
む
け
に
和
也
)

等
竪

び
義
相
の
換
地
忙
っ
い
て
は

悪

の
帯
同
刊
芦
芸

つ
く
寺
喝

個
人
基
地
の
寺
院
別
室

魚
朗
の
説

明
が
行
わ
れ
､
寺
琴

庄
収
所
有
地

及
び
個
人
恵

の
蛋

釈
め
は
､
今
姥

関
脇
専
政
と
協
朕
の
卜酸
め
て
い
く
こ

と
で
丁
場
空
相
た
.

私
Q
の
噂
班
い
方
針
に
つ
い
て
は
へ

私
心
の
労
耕
国
章
も
と
に
換
地
L･ゐ
扱

い
に
つ
い
て
等
出
色
J=
い
'
私
カ
の
爽

態
の
典
附
く

ま
た
私
道
蓋

し
宅

地
と
レ
た
牌
管
息

蓋

】
た
珊
色

の
評
地
上
の
旧
郁
S
g(慧

賓
が
b･+さ

れ
た
が
'
澄

丙
に
あ
ゑ
ハ簡
軌
に
大

矧
き
れ
る
私
迫
に
つ
い
て
は
､
娘
粂
繰

出
に
よ
る
題

か
廉
さ
il
則
的
に
洪
地

是

め
な
い
方
向
で
作
魂
を
進
め
る
こ

と
に
a･1つ
た
.

萎

び
拝
政
財
犯
に

つい
て

は
'
現
在
半
面
的
LJ
考
茶
葉
打
っ
た
か

け珠

的
Ll
血
(蔑

t
SF
水
等
)
か
ら

の
考
軒
が
連
れ
て
お
り
､
次
回
に
砺
戚

空
け
う
こ
と
に
L4
つ
た
.

申
出
用
度
グ
ル
ー
ブ
が
鼓
の
葱

に

つ
い
て
iY
ア
パ
ー
ト

マ
ン
ソ
P
ン

琴
爪
g

エ
劫

4
読
粥
川
地
及
び
張

由
桑

畑
地
の
各
グ
ル
ー
プ
村
法
の
A

加
状
況
並
び
に
耳
板
状
況
に
つ
い
て
税

朋
が
行
わ
れ
た
.
ま
た
セ
ン
タ
I
閃
旅

に
つ
い
て
は
今
汝
の
グ
ル
ー
ブ
村
議
の

EZ]琴

方
向
に
つ
い
で
魂

が
あ
り
'

セ
ン
タ
I
の
ゐ
抄
方
､
E
率
万
法
等
の

9(若

草
が
行
わ
れ

グ
ル
ー
プ
附
鼓

の
中
で

方向冒
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た

.な
お
'
淋
嘉

に
つ
い

て
は
'
塑
花
へ
の
配
慮
を
す
べ
き
LJと

い
,h
敬
鬼
も
出
さ
れ
た
.

土
地
評
城
島
恥
(東
)
に
つ
い
て
は

余
地
軒
凶
の
流
れ
'
+
栢
評
価
の
流
れ

及
び
+転
山
坂
奉
加
(業
)
が
'
菅

別
に
桓
朋
さ
れ
た
.

毒

入X
X
Y9

事

務
局

だ
よ
り

太霊
の止
抄に伴い
｢塘
仙仙ニュ

ー
タ
ウ
/
｣
J
)狩
余
曲
折
菅
穏
て
郡
･1

号
琵

り以
来
へ
五
年
の
萌
月
島

仙拳
し

～
･し
ん
'

こ
れ
基

点
に
t

,L轟

を
禿
来

さ
せ
る
た
め
に
q

撃

の
情
さ
ん
か

皇

統
に
対
す
る
ご
愚
見
､
ご
3
嚢
を

お
残
せ
妄

た
い
と
駁
い
草

.

宛
て
先
は
'
漕
北
こ
,]I
タ
ウ
ン
連

山
■
f
f
に
j:)
..し
一IT,
.
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事
業
推
進
へ

新
組
織
発
足

開先対策協

t

柑北ニF1-ククン洲費K巌垂ハ欝､十月土ハ日豊中川小8揺慧服されこの冶出藍ir旺兆の繋煎豊かが､新たに署代訳と叩､公Mの代苛篭って肋はすろrs)北こ,丁タクソ中米韮浬縫泊姉A亡に改められ'靭冗伽的着と門'公凹の朗且髄刀のもとに､l伺冷媒の稚姪に第刀する

ことか映汲yuれました'

総出に時貞特別会'亀区強Iの刀t."甘となっている泊北以山且叫凹の州印金武7の方tJ=川からは叩丘をはじめ垂的仙塵はか'日ぶ篭公凶か良盛放以下の粥川必り力カのdl雌かあ美し

I,

揺･Lity手T､虫や-巧公団の抄代からあいさつかあl1'釈

い
て
戦
中
に
入
わ
巾
か
亀

稚
北
lL
rl

I
才
量

学

芸

u聾

快
の
見
地
L
に
つ
い
て
'
公
地
か
ら
仏

垂

署

昏
空

快
の
見
8
-)に
つ
い
て

(こ
の
事
Lb

は
'
1
乱
に
柑
lう

そ
._l
ぞ
崇

あ
り
.
ま
わ
へ
会

か
ら
肘
抽
出
以
降

の
杜
義

母
'
そ
し
て
卑
搬
袋
の
肘
巳

で
あ
0
中
t
改
正

(K)
が
不
yuれ
'

等
温
の
JY

可
決
さ
れ
声
レ
た
.
(改

畿

事
賃

肌に
婚
y
)

引
き
出
q

㈹扶
桑

ニ
rl･q

ク
ン
洲
端
封
肝
脳
頗
角
井
t
と
の
叫
で

井
比
寿

き
れ
.
合
音
に
つ
い

て
は
2
∬
柑
*
)
長

政
蛙

I
L

よ
る
撫
萱

rJI
タ
ク
ン
即
誠
t
3iF注

姑
鮎
許
鎖
責

蓋

が
受

か
′拾

い
′l
貢

､

蛾
は
に
別
締
り
槌
屋

又
を
戻
火

.y

関
金
と
な
り
m

JJ

事

業

の

経

過

･
今

後

の

見

通

し

1

.
公
団
的
発
地
区

ll)
工
事
r(
ケ
ジ
']
-
ル

岬
北
ニ
rl-
ク
h
y
F
批
中
州
の
六

郎
の
蓋

〇
日
蔓

藍

蕃

t
に
つ
い
て
唱

旧
和

管

月
札
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兼経過連絡協蔽会を発足ざせ､地元
W休甥はもちろ

ん
､
柵汲市及びFl本住宅公団の相互協力のもとに､
壮

大眼の舛力を括兆し
､
薪しいまちづくりのために
.
万

J*と辞し､早Jl
娼架を強力に推進することと本位金の
l丑忠を以って決議する｡ 横浜市韓北ニュータウン

事集推連古格弘*金線金

た#ない嘉嘉てiv.

【王I_占

稚北LLユータウン空ハ古巣桝と宝Z凄刃についてV入店に合わせて蒜のLtい去ノ≠放す蓋P.とbあえで3号*(洪犬上碧Uの早惣茂之量に計宙誉淡めていく.a･1お､芯溜妖丑空までのiL法漉胸としてのバス_遠についても井休的方

熊モ撃ている.糊工事安定対米

阻和伯仲す月蒋jlJriI女クソエ審判蓋世果tを藩【して以兼'啓開帆油壷しなか′鼻幸作に万先モ机してい

ら.

川生活封土

生借欄甘酢晶辞して相加に応するとともに'先撃てJIタクンの批堺や坂井体映せ9休政秋空聴取して蕎強の考示哩を如

た.

1万｢'如宗光▲2孟じては①アパート･マンシPンの技官方法'①】完陳のt的+編制朋の可辞｢①Pン貞-尊の露光のあD巧◎梢丁立寄の簿登広く生相対Kの薪野山労め雷神に一挙での肘Xを見て

いTO.

土trこのF学月には､
王にエ8-だり血あ生地対邦吉的皇し(挟)北花企Xが奴誉れ

た.

㈱その他

塊点文化相知射脚光(公団鵬妬地区内の梅垣1四七止肺につq親任的ar..岳丁)y望兼托丁モ藍泥中'戊嚢洲准(伯咋墓場Eq牛久原町6-等入り笥帥権威に中川町何mY鮎mTに浜田'村越田町㈹辺晶武甲)貴い'広農
r帝北一lr]-ククン｣華

藍欧州の地映温めている.二'農薬専用地区
階和47年に完成笈た薪聖人ハ瀬<群mg(二三ヘクタール)のほか'爵t(耕地正量(六〇へククール)墓相洲農めて菅､抑爵疋ついてもib花と理の屈かつJb靴那.+醤m爪脚に覆す蓋

で雪.
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改
は
に
近
い
状
態
で
あ
り
ま

し
た
が
'
金
洗
点
付
近
は
中
藷

に
比

べ
二
倍
な
い
し
.]秤
の
断
山
裾
で
あ
っ

た
の
で
未
L
y
事
な
つ
け
て
管

ま
せ

ん
で
し
た
か
､
葦

に
よ
&

』

誓
ンけ
た
下
流
部
に
つ
い
て
は
､
ぷ

在
､
態

堅

即
は
先
7
し
て
お

り
'
本
年
瓜
中
に
蛮

M麻
岬
延
蚊
の

轄
空

即
に
肴
串
す
る
導

あ
り
ま

チ
.
な
お
'
阿
内
川
の
巡
抄
状
況
は
､

牢
f
<川
に
つ
い
て
は
_坦
州
五
十
1
印
此

米
に
は
稚
位
工
邪
宗

%
､
Sa巣
は
1

瓜
の
う
ち
12
鵬
'
大
相
川
L)
つ
い
て

は
､
洞
じ
く
､
co5
%
､
柑
Ⅵ
巾
9
蛸
を

託
て･す
る
斗
八化
7.チ
.

間

地
下
鉄
の
Ⅶ
通
に
っ
い
て
は
､
抗

に
空

が
牙
明
し
に
時
欄
と
相
当
の
ズ

レ
が
あ
る
よ
う
h
Jが
､
ど
怠

っ
て
い

る
の
か
.

ib

他
卜
沢
に
つ
い
て
時

ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
に
と
っ
て
非
冊
に
努

も
の
で

あ
る
こ
と
は
'
一事
も
か
い
S
t･4い
こ
と

で
す
.
そ
こ
で

手

､
3
秒
奴
を
で

き
る
琵

Tく
川
畑
さ
せ
た
い
と
巧
え

て
い
ま
す
.
岬
1g

新
的
脈
州
の
相
投

決
定
の
仰
山
｢
偶
の
肘
放
題

の
tLt
化

5'に
ーチ
リ
､
瞥

ノー卓
ン
に
迎
ん
で
お
り

ま
せ
ん
か
'
箸

と
し
て
は
用
掛
川

租
に
つ
い
て
日比過
し
の
つ
き
つ
つ
あ
る

現
作
.
順
に
男

に
警

か
け
､

ニュ

ー
]･.rr,
川
2
,.薫
._Jt
い
..こ
小

=

牽
し
て
お
り
ま
す
.

間

地
区

外の
関
連
空
tZに
つ
い
て

も
'
荘
れ
て
い
る
Jt
う
で
あ
る
が
､
冊

E]は
何
か
.
ま
Ly
†
従
の
対
仏
の
仕

方
に
つ
い
て

扱
明
し
て
ほ
し
い
L

古

間
迎
娼
杵
に
つ
い
て
は
'
瀦
純
lX

一軒石
川
V

;
FJ¥
空
目川
瀬
を
施
･=

ir

公
相
の
エ
小
の
血
砂
状
配
に
あ
わ

廿
と
北
め
て
お
山
生
ず
.
新
榊
択
一㌍
Mu

川
SEに
つ
い
亡
は
'
肺
Sf
町
史
に
つ
い

て
抑
冊
が
‖
て
お
里

rレ
に
が
l
仏
の

7
群
が
怜
ら
れ
t
は
tと
鮎

池
り
瓜
ヱ

し
う
る
吐
血
L
と
t･+つ
た
の
で
他
の
脚

綿
々
と
別
冊
産

め
叫
州
に
沖
エ
し
た

い
と
タ
人
.J
お
_n
諌
丁
.
ま
た
'
‖
L{

元
石
川
投
に
つ
い
て
時

節
l鵜
は
Tこ

柑
泊
2
4
6
け
投
を
輔
ぷ
蟻

川に
つ
い

て
は
す
で
に
一
Ⅷ
費
⊥
し
て
お
り
'
_

和
上
I
l
咋
雌
犬
に
は
は
は
和

はの
す

屯
で
あ
l1
ま
す
.

間

上
下
水
廿
に
つ
い
て
は
大
王
天

<
'

笛

⊥
L
水
辺
に
つ
い
て
uW

産
口
中

の
苅
8
K
LJ
紫
鮎

の
巾
で

水
源
は

5
肘
dJr
TJ
Jln
･き
丁
､
.i
/
T
.i.

道
に
つ
い
て
q

爪由
の
捕
成
工
群
に

応
じ
て
池
め
て
ま
い
り
手

.

雌
雅
卜水
妃
に
つ
い
て
は
､
伽
沌
状

況
に
あ
わ
せ
て
工
vF}弁
並
め
て
お
り
､

湖
北
下
水
S
l即
湖
畔
丁
で
に
迎
t
A
Jm

始
し
､
域
下
水
処
郎
蛸
も
北
5
･円
M
に

は
迦
七
を
抑
始
す
る
是

で
あ
り
よ

す
｡
ま
ir
軒
別
ポ
ン
プ
確

m
ケ
柑

帥
椴
も
は
ば
即
郎
瓜
-1
進
捗
し
て
菅

ま
す
.
t.芸
､
地
元
な
登

す
る
節
税

に
つ
い
て
_V

l飾

れ
H
伯
山
著
し
て

も
ら
え
れ
ば
'
刺
州
で
章

卓
ノに
す

る
つ
も
り
で
す
.

同

工
■
の
丑
れ
に
伴
う
生
酒
対
網
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
.

苔

生
磨

P
だ
つ
い
て
は
'
い
ろ
い

ろ
な
ケ
ー
ス
か
あ
り
'
今
の
付
等

は

興
は
帆
だ
U
と
は
増
え
LJ
い
か
'
爪小鮒

と
も
都
<
SE
肌
し
て
お
少
'
今
は
蜘
瀧

C
;の
刀
々
と
m
辞
し
て
只
は
熊
を
ル7
八

て
い
き
た
い
.
又
エ
81
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
短
鮎
が
経
に
仰
刈
iS
で
も
あ
る
の
で
み

な
さ
ま
刀
の
ご
男

な
い
た
L
Jき
た
い

と
払
い
手

｡

伺

先
月
の
*
中
書
雨
の
と
き
も
､
押

市
に
危
険
な
扶
F
Jに
あ
っ
LJ世
見
川
の

改
任
に
つ
い
て
と
う
す
る
の
か
.

行

水
を
約
め
る
こ
と
は
非
杓
に
政
が

LJ
こ
と
で
あ
り
手

.
払
比
川
に
つ
い

で
は
T
m
H化改
作
と
狩
川
的
Lt改
作
の

二
つ
と
Ir.久
て
い
か
ざ
る
を
糾
LJ
い
と

考
え
土手
ノ.
私
淑
邪
で
は
､
当
_血
の
℡

髭

等

伯
仲
九
日
ト
ン
に
糾

え
る
も
の

としt
H
姉
日
付
と
し
て
は

は
*
二
+
三
･E
ト
ン
に
耐
え

るあ
と

す
る
t
f
し
て
'
爪
従
此
作
が
破
る
ま

で
は
故
山小
顎

を
つ
く
り
和
学

る
こ

と
鳥

即
し
亡
い
き
た
い
.
L4
お
､
川

･7

唖
州仙¶
に
お
い
て
d

巾
L･40
位

秋
的
に
肌
り
脈
ん
で
お
り
手

.

同

S
a
:ダ
ム
は
7y
水
池
と
し
て
充
分

漣
脈
し
て
い
る
の
か
.

K
l
川
災
グ
ム
に
つ
き
声
レ
イ･ほ
二

日
二
日
人
-
､,/リ
の
肺
I;
が
あ
り
あ

∩
'
淫
仙ヱ
仰
が
な
く
て
3

日
る
七

等

ノ水
の
E
は
外
へ
枇
し
て
お
り
ま

∫
.
し
か
し
t
i;鳩
⊥
仰
の
蛸
火
､
こ

れ
以
1
の
_花
か
H
tc
わ
け
で

そ
の
爪

に
つ
い
U
は
た
ま
る
去

ノに
此
:
J
y

お
り
手

.
牝
日
の
叫
中
城
朋
の
iy

掌
り
水
が
糾
っ
て
い
t･4い
以
心
や
比

て
､
あ
ま
少
壮
F'Jつ
て
い
な
い
の
で
は

t･tい
か
と
の
声
が
あ

が
っ
て
お
り
手

が
､
規
正
.
嫌
関
沢
と
秋
川
JJを
る
倍

等
の
盟

に
つ
い
て
嘉

が
･に
が

蓋

強
別
し
て
お
n
手

.

同

地
見
川
大
曲
堆
S
の
改
姓
予
tgは

UJ･'
つ
.

笛

大
鵬
の推
断
ば
作
に
つ
い
て
は
､

今
印
度
'
鷲

爪絹
に
お
い
て
､
施
砂
九

百
ト
ン
対
等

塊
椎
す
る
題

と
い
う

LJ
と
す
ず
'
な
お
'
今
岡
の
3
再
現
他

に
つ
い
て
は
祉
血
管

棚
墓

浪
そ
し
て
収
品

ん
で
お
り
ま
す
.

向

地
下
鉄
の
開
通
に
っ
い
て
､
当
初

五
十
二
年
正
中
に
と
■
い
､
そ
の
祉
'

捕
浜

折
更

の
鳥
t
E
也
が
生
じ
た

と
き
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
の
地
下
鉄

は
､
別
途
に
切
り
t
し
て
下
も
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
_
投
t
一
に
あ
わ
せ
て
､
ス

iJ-
ド
を
上
げ
て
や
っ
て
い
く
と
甘

い
､
今
日
は
'
人
口
H
_
に
支
狂
の
な

い
よ
う
に
行
う
JJ禁
わ
つ
丁
究
て
お
り

ま
す
ご
｣
の
よ
う
に
住
居
の
k
思
在
れ

現
し
LJy
E
は
f
民
事
Etの
乎
P
づ
く

り
Li

え
る
か
.
士
LJt
石
革
ソ
rT]ツ

タ
書
を
Jl臼
に
破
E
i
;)
決
苧

ら
し

て
い
な
い
と
甘
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と

か
.
き
り
に
'
人
D
正
書
に
あ
わ
せ
て

っ
くる
と
い
う
が
t
f
祉
ど
の
よ
っ
に

r(
ケ
ノ
ユ
ー
ル
を
g
め
て
い
く
の
か
.

b

年
収
に
印
し
-
け
て

箸

は

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
で
は
あ
り
ま
せ

ん
`
川
州
の
状
州笥
りに
よ
っ
て
碓
化
が

拝
し
て
V･曾
)と
は
沈
め
て
い
た
だ
け

る
と
払
い
ま
す
.し
か
1

統
括

にだ

め
に
t･4つ
た
と
心
わ
れ
る
川
財
に
零
る

ま
で
は
､
私
ど
も
は
切
〃
し
て
い
か
t･6

け
爪
は
LJ
O
ま
せ
<

刃
山
し
て
い
る

_lU
は
､
み
t･lYLTル
カ
に
州
淑
す
る
出
街

で
は
な
い
と
拙
い
手

.
語

だ
が

肌
ら
か
に
な
っ
た
と
き
に
川
望

な

さ
ん
力
に
次
の
力
芯
q
JM
戊
い
た
し
ま

チ
.
州
机
･
薪
哨
耶
榊
が
ご
た
ご
た
し

た
岬
d

S
躍

洲
M
に
や
り
た
い

と
ク
ス
て
い
ま
し
た
.
L
f/

岬
の

剛
政
S
偶
の
潜
化
に
･Lt
n
､
L.'･
仏
と
し

て

地
f･状
に
つ
い
て
如
Ⅷ
ず
る
力
何

に
伺
い
'㍍
槌
､蛸
t=

訴
状
t=
仰
の
ぬ

a
Eが
代
忙
し
な
い
;1
-
こ
r.1
タ
ウ
ン

へ
の
伸
嬉
し
つ
い
て
も
3
i也
卑
小
す
と

i
,フ
小
感
に
LJ
つ
た
の
で
あ
り
手

.

捕
れ=
･
薪
岬
前

川
の
爪
塀
に
つ
い
て

は
､
現
任
.
兄
畑
L
か
つ
き

つ
つ
あ

り
､
山
氷
る
だ
け
官

'
川
北
さ
せ
た

いと
ち
八
て
お
り
手

.
こ
riI
タ
ウ

ン
だ
川
場
し
な
け
JL
は
'
ひ
か
な
い
と

LAL浜fTl港北ニュータ･-)/主Ji叉川進挫折似威会削拭E句

* ナ 讐 竺 匝奉 .竺警[*_二束圭 . :研 究称3: LT.一男‥甲_ー可 1ド 防 人JlK'内払合JA介上と11苅榊 e-生 串Lt済 噌tlfl■川X析 *
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l F tr-

率 直お 口畠 巨 卑 薫

窄事 寮生 蕃Jt Q事FI男 噌 u票 噌 r

ボ
ブ
の
で
は
t･+
/.
バ
ス
輸
送
を
也
A

る
邪
感
に
榊
に
{
わ
せ
令
章

ず
.

地
下
鉄
が
な
い
な
ら
iW

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
は
#
以
ポ
暇
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
.
で
す
か
,LD､
ニ
ユ
～
タ
ウ
ノ
の
光

悦
は
､
禁
山
科
S
tX収
と
々
え
て
お
り

事

.

同

巾丘8
加
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

▼

わ

れてい
る
か
､
誓

白
井
､
事
珊
す

る
榊
に
Ⅱ
っ
て
Y
pr(LJIJ
と
が
あ
る
の

か
ど
う
か
.

笛

叩
比
幹
神
は
J
馨

しは
t
,K
<

苧
ん
力
か
h意
比
か
多
く
tu
し
て
い
た

だ
く
絹
雌
に
と
♪
しま
っ
て
お
り
.
へ
性

み
な
さ
ん
と
1
輔
に
工
夫
と
群
山
を
し

て
い
き
た
い
と
タ
ス
事

.

他

事
ハ
次
道
路
転
≠
五
カ
年
肘
頭
の

中
で
'
上
血
生
*
に
つ
い
て
は
と
っ
な

っ
て
い
る
の
か
.

苔

上
林
生

娘に
つ
い
て
唱

旺
火
､

1
枚
頚

誠
と
し
て
行
わ
生

爪た

が
'
こ
れl
か
良

'
皿
川
か
岨
耗

耶

児
と
蜜

の
一･.虚
心
町
で
の
瓜
八･か
必

野
で
丁
が
t
Hj
と
し
で
は
t
mY
丘
貰
い

准
安

け
く
遷

幸

.

他

我
々
は
'
五
十
五
年
丘

8
歳
を
a

f
に
生
活
投
肝
を
し
て
崇
だ
が
､
公
団

に
よ
る
H
姻
み
な
お
し
案
の
些
不
事
か

市
わ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
現
在
､
生
活

対
甲
の
k
1
8
で
あ
る
と
こ
ろ
の
H
_

T(ケ
ン
ユ
ー
ル
を
早
急
に
姓
不
し
て
欲

し
い
.

笛

工
か
ス
ケ
ク
,t
I
ル
に
つ
い
亡

は
'
山

'<
川
が
3
'F叩
す
る
bn
P
は
L<

<
'
小
甘
に
'
こ
り
n
H
榊
肌
金
品

g

野
師
と
1
比
に
つ
め
.J
い
き
た
い

と
等
入
て
お
日
章

.

ま
峨
即
術
に
つ
い
て
唱

庶
資

金

の
H
日
日

ーq
M
J>}
･.J,t
･-3
T/
凡

P
も
と
S/n
わ
け
に
は
い
さ
ま
せ
ん

か
t
や
日
高

な
い
リl
鳩
の
山
人
に
つ

い
て
は
乃
茄
隻

ノえ
t
Jい
.
こ
の
T1..汰

蓋

臼
に
つ
い

てtY今後
t
a
㈹

協
法
会
で
松
城
し
て
い
た
〟盲
いた
い
.

同

北
野
企
兼
は
､
生
活
対
雅
の
一
つ

手
し
て
E
も
轟

を
と
っ
て
世
事
し
た

に
も
か
か
わ
ら
r
t
E
か
な
せ
仕
■
を

出
せ
な
い
の
か
.

苗

此
iS企
茄
に
つ
い
て
は
へ
特
出
と

_
Y
､
人
叶
か
;==F,
L
A
ーl.ゞ

･L
こ
..

た
し
ま
し
た
L

10



耕 浜 市 港 北 ニ ュー タ ウ ン事 業 推 進 連 絡 協 横 会 要 綱

(目的及び投書)

邦 1粂 市民事加のもとに乱川晃を共同肪術するとともに､初市A
某を林立する理念i'もって連投する合理的な生絹環境を軽輔Lf=

新しい立ちづくりを目的とする港北ニュータウン建故事薬の円滑
かつ効串的な経過並びに榊怖住居と横浜市及びEl本住宅公団との

重鎮な遠点Pl軽を回るため､横浜市港北ニュータウン事業推進連
絡協法会 (以下 ｢協f>会｣という.)を牧旺する｡
(協書事IT)

弟 2粂 協耕会は帆集のJ]的を達成するため､次の各号に掲げる事

項を協耗する｡
(11 卯発71両及び事業突篠に対する意見の九申に関すること｡
(2) 地元と胡浜市､日本住宅公Eg]及びその他の肌休鵬 との連絡

tII軽に幽すること｡
(3】 その他邦男促進に関する必要な事項
Lq di＼

弟3粂 協義金は次の各号に淋 ブるものをもって群成する｡
(1)港北ニュ-タウン地域内のLIJ内,中川､薪fEl及び都田の4地

区 (以下 ｢各地区｣という｡)対策脇議会
(2) 耕浜市
(3) 日本住宅公団

(4) その他帆各号に掲げるもののほか合伺協法会がLSめるもの
(会ZE及びN会ZE)

粛4兵 協法会に会長 1人､副会長 1人をおく｡
2 会長及び副会長は､港北区長及び繰区長のうちから第10射 こ洗
足する合同協耗会の同意を得て定める｡
(会長等の■帯)

節5粂 全長は協焦会を代表し､会群を線種する｡

2 幹】会長は会長を補佐し会長に事故あるときはその樹 を代理す
さ.

(* JL)
第6粂 協議会に垂且をおく｡

2 重員は協議会の円沖な運営を回るとともに弟 1森の目的を達成
するために必要な事項を協議するものとし､次の各号に柊げる者
とする｡

(1】各地区対照笹錬会会長､部会長及び各地区対韓協73会から適
ばれた者

(2)港北区長及び繰区長

(3)状浜市計画局長､港北=ユ-タウ/建設称長及びその他関擁
局の局長,部長

(4) 日本住宅公EE港北隅発局長､補脚 長､事業瀧凍
r5) その他第3集群4一別こ規定するもの

3 手兵の定款は合同協議会T.定わる｡
JI 机項の垂且については､会長が畢gIする｡

(垂Aのff期)
弟7粂 畢員の任期は､第9粂弗 1項本文に規定ナる定期捨金より

転井して2年とし､再任を掛 fない｡

ただし.欠且によ9就任した者の任期は的佳肴の挽任期rLF)とす

る｡

2 重且は任期が終丁した後も新らたに秦且が選任されるまでは引
続きその哉薪を行う｡

(金 tI)
前島粂 協議会に次の各号に穐tTる会薄をおく｡
(11終会 (定期捨金及び臨時捨金)
(2)合同協議会

(3) 代水軍見合
(4) 呼門畢且会

2 会議は半数以上の者の出席がなければEnくことができない｡

(揺 会)
第9粂 捨金は2年に1回帆催するものとする｡

ただし.会長が必要とZBめるときFi.随時珊服することができ
る｡

2 経会は沸3粂各号に抱けるものの代浪者にJ:って組JCL.その
定数は合同協故会で定める｡

3 捷会は会長が屯兆し､洪堤は出脱着の中から遠出する｡
4 捨金に付議する事項は合同協議会で定める｡

(合同協tL会)
第10集 合同協議会は基本的な事項及び全地区の共通串萌を鮎Åす

るとともに､横浜市.日本住宅公餌及び開陳者相互の連絡q並を

掛 こ行うため､会長が必要と巧めるときは杜時帥付することがT.
きる｡

2 合同協議会は全長､副会長及び弟6粂第2コ貫各号に抱けるもの
によって組漁十る.

3 合同協#会は必要に応じ､称門畢且のLtI席を決め音兄等を着く
ことができる｡

4 合同協議会は会長が粕兆し､議長をつとめる.
(代表垂JL金)

窮11粂 代表香丹念は合同協議会.各地区対策協議会及び畔門車風

食との連絡刑並を行う.
2 代衣歩且会は会長.副会長､各地区対策協議会会長たる軍且及
び弟6粂第2項第3号.第4号に掲げる者の代表者をもって粗推
する.

3 会舟の粥腹及び運営は絹成員相互で決める｡

(書門垂JL会)
邦12粂 呼門軍月会は合同協碗会の溝を経て4地区共通の咋燕.坐
活､A薬等各野門事項について脇ykL､その括典を合同仏議会で
協溝する｡

2 中門畢El全は次の各号に掲げる番n会とする｡
ただし､必亨引こ応じて合同協読会の卦を壕で､その他の手艮会

を放けることができる｡
(I)事業対策車且会は事業の推卦 こ伴う必要IF7F項を仏教する｡
(27 生楕対照委員会は生活再漣に関し必要な本項､達成工事及び

移掛 こ伴う必要な事項を協議する.
(3】*費対熊重点会は*幕の振興及び魚集地域の検肘に朋する必

要な事項を協抜する｡

3 即 ウ葬具の定赦その他必貰な事項は合同協議会で定める｡
JI 坤門垂艮会は軒13粂欝3項に定める研究市会からの報告をう汁
たときは合同協抜会に報告しなければならない｡

(研究帯金の牧t)
邦13粂 将門香fl会は合同協Za会の旅を経です業の過行に対応し､
必gL/i本項を専門的に研究するために研究杯会をおくことができ

る｡
2 研究和合は噂門畢fL会の推せんする苛で組総する｡
3 研究称全は研究成果を呼門草月金に報告しなければならない｡

(I見のせ取)
姉14粂 協議会は必要と認めるとき､全強の強恥 こ関係のある者噂

の出席を求め.その意見及び税明を播くことができる｡
(会FAの牧舎及び壬見A申)

第15粂 協議会の会議の括恥ま､会長が市姓に叙沓する.
2 会Zaの轄典に基づく恵見軌 土､各地区対照協強全会良が会見を
通じ市長及び関係織関にJi申することができる.

(JI 間)
第16粂 協議会は書集の稚漣について指帝と助首を得るたわ風間を

)iヽ .

2 脱間は椿北区及び繰区選出の爪巾強会議艮とし､会長が垂嘱す
る｡

(事株局の投書)
姉L7粂 協洪会は計画局港北ニュータウン建隈部を本券局とし.ヰ
誘所は嬢汝7F紡所内におき.協敦会の咋掛 こ従沸する｡
(羊Mの改正)

耶18灸 この嬰鯛の改正は合同協満会において出h嬢 Jlの過半政の
焚成によク決し､捨金の同意を'得る｡
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横 浜 市 港 北 ニ ュー タ ウ ン事業 推 進 連 絡 協 洩 会 要 網

(日的及び投■)

弟 1粂 市民事加のもとに乱開発を共同防'術するとともに,前市長
業を稚立する理念をもって建故する合理的な生消珊姥を並傭した
新しいまちづくりを目的とする港北ニ1-タウン捷投書薬の円滑

かつ効率的な推進並びにBLl係住民と横浜市及びEl本位宅公EZlとの

密接な連絡所並を回るため､横浜市港北ニュータウン事菜推進連
絡協魚会 (以下 ｢協≠会｣という｡)を投旺する｡

(協fL事4)

邦2森 協議会は前条のB的を達成ナるため.次の各号に掲げる事
項を協魚する｡

(1)即発計画及び事業爽矧 こ対する意見のJt中に関すること.

t2) 地元と耕浜市､日本住宅公団及びその他のBB併撫帆との連絡
Pl鼓に関すること｡

(3) その他開花促進に関する必要な事項
(ff 成)

帝3粂 協法会は次の各号に淋 J'るもg)をもって48成する｡
(1)港北ニュ-タウン地域内の山内､中川.薪EEl及び都田の4地

区 (以下 ｢各地区｣という｡)対熊協蕪会
(21枚浜市

(3) 日本住宅公B]

(4】 その他州各号に拘げろもののほか合同協簸会がZgめるもの
(会JE及びn会長)

粥4粂 協法会に会長 1人､PJ会長 1人をおく｡

2 会長及び副会長は､港北区長及び繰区長のうちから第10条に規
定する合同協強会の同意を得て定める｡

(会Zt等の鵬 )

弟5粂 全長は協議会を代兼し､会坊を経理する｡

2 pJ会長は会長を補佐し会長に事故あるとさはその鵬 を代理す
る｡

(i JL)

弟6粂 協額会に垂且をおく｡

2 重且は協常会の円滑な運営を回るとともに弟 1集の目的を達成
するために必要な事項を協強するものとし､次の各号に掲げる者
とする｡

ll)各地区対帝協議会会長.副会長及び各地区対策協議会から選
ばれた者

(2)港北区長及び操区長

(3)沸浜市計画局長､港北ニュータウン建設部長及びその他聞休
局の局長､琳長

(4) 日本住宅公EZl港北的菟局長､補脚 長､事業部長

rS) その他弗3兵術4号に規定するもの

3 宰且の定数は合同協議会で定める.

4 帆項の萎尺については､会長が委gIする｡

(委Aの任期)

第7灸 垂且の任期は､弟9粂第 1項本文に規定する定期捨金より

起井して 2年とし.再任を妨げない.

ただし､欠員に上9奴任した者の任抑Fl的任者の放任期間とす

る.

2 畢Ari任期が終了した後も新らたに垂月が選任されるまでは引

捷きその哉捗を行う｡

(会 fL)

帝8粂 協議会に次の各号に掲げる会議をおく｡

(1)捨金 (定期捨金及び臨時粗金)

(2) 合同協栽会

(31代故事艮会

(4)坤門萎見会

2 金紗 ま半欺以上の者の出席がなけれfl閃くことができない｡

(拝 金)

罪9粂 牡会は2年に1回開催するものとする｡

ただし､会長が必要と霞めるときは､随時開催することができ
る｡

2 捨金は第3粂各号に掲げるものの代攻か こJ:って組RtL､その

足掛 ま合同協抜会で定める｡

3 姥会は全鼓が招兆し,3X掛 ま出席者の中から退出する｡

4 捨金に付強する事項は合同協強会で定める｡

(合同協機会)

第10粂 合同協浪会は基本的/L本項及び全地区の共通本項を範汝ナ

るとともに､珊浜市､El本住宅公団及び関締着相互の連絡明壕を

密に行うため,会長が必葬と静めるときは馳時rn催することがで

きる｡

2 合同協#会は会長.副会長及び第6粂弟2項各号に掲げるもの

に上って粗熊する｡

3 合同協法会は必要に応じ､申門蚤且の山瀬を求め意見等を塘く

ことができる｡

4 合同汝31会は全長が招兆し､洪長をつとめる｡

(代五畢JL会)

郊11粂 代教委月余は合同脇扶余､各地区対兼協議会及びIIF門垂且

会との連絡ZI車を行う｡

2 代衣蚤月食は全長.副会長､各地区対策施耕会会長たる套且及

び舛6粂弊2項弗3号､熊4号に和げる着の代表者をもって粗漁

する｡

3 全強の粥他及び運営は群成員相互で決める.

(書門幸JL全)

邦12集 呼門寧Ll会は合同協演会の議を経て4地区共通の7I兼､生

活,A菜等各村門事項について擁親し､その結果を合同協議会で
協議する｡

2 可門番且会は次の各号に和11る畢且会とする｡

ただし.必要に応じて合同鴇就会の強を樫で､その他の畢Ll会

を放けることができる｡

(11 林業対米畢艮会は事業の推進に伴う必要な♯項を仏法する.

(創 生諮対神葬且会は生活再漣に榊し必弊な事項､竣成エコF及び

移転に伴う必要な事項を協議する｡

(a)Jt業対照歩jl会はA業の振興及び点薬地域の検討に榊する必

要な事項を協赫する｡
3 称門番且の定欺その他必要な事項は合同協議会で定める｡

LI 即 l蚕艮会は射13粂第3項に定める研究軸会からの報告をうけ

たときは合同路議会に頼合しなければILらない｡

(研究部会のI21)

訴13粂 即 Tl葬fl会は合同協議会の熊を経て3F兼の退行に対応し.

必重な事項を専門的に研究するた桝こ研究部会をおくことができ
も.

2 研究称会は称門委員会の推せんする者で組織する｡

3 研究解合は研究成果を専門季員会に報告しなければならない｡

(*見のせ取)

第14粂 協議会は必要と法めるとき.全強の池畔に関妹のある額噂

のttL群を攻め､その意見及び税明を壕くことができる｡

(金fLの持合及び*見Jt申)

第15粂 協議会の舎熊の結果は､会長が市長に報告する｡

2 全強の結果に基つく昔見噂は､各地区対無協議会会足が会長を

通じ市長及び関係繊肌 こArfけ ることができる｡

＼■ 叫1

軌 6粂 協法会は事薮の推進について指事と助骨を得るたわ献間を

おく｡

2 取間は港北区及び段区選出の娘ffl済会議良とLt会長が葬耕す

EL

(事輔属の牧Z)

第17粂 協耕会は計画局港北二ュ-タウン漣牧軒を事破局とし､gF

妨所は建設7F壌所内におき､協強会の叫掛 こ従事する｡

(事Jilの改正)

祁18粂 この要綱の改正は合同協議会においてLtl席番Aの過半救の

焚成により決し､捨金の同意を御る｡
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と
t
つ
宗

へ

休
的
に
利
用
し
て
い
く
上
で
も
必
T
(と

公
団
と
し
て
d

工
群
別
川
中
の
生

協
等

別
辞
し
な
か
ら

早
急
LF

ま
す
.
勿唄
允
て
の
人
に
と
い
う
わ

い
ま
で
も
'
こ
の
よ
う
に
Y
qe
て
い
る

な
る
で
ぁ
ろ
う
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
相
可

活
対
編

につい
て
t
Y

い
く
つ
か
の
実

戦
毒

た
い
と
也

い手
.

け
に
は

い
き
ま
せ

ん
.
g
誠
が

叫憎
と

か

せ
関
と
し
て
の
姐
J
を
つ
く
る
苫
息
は

章

し
お
り
､
絹
と
の
甥

-に
つ

側

転
兼
t
血
に
っ
い
て
'従
実
'九
K

Li
つ
た
聖

経
的

t･'力
沈
仙窟

柳

X
]

土
地
抹
幽
現
川
淡
の
叫
で
は
､
小

舶
快
屯
地
の
み
に
神
仙
の
州
鮭
を
と
る

と
3
.,rlこ
と
は
出
光
で
す
と
劣
っ
た
の

で
あ
っ
て
'
小
如
佼
宅
地
所
有
邪
の
収

監

叩
掌
で
こ
な
わ
な
い
去

ノ相
投
の

抑
止
基

即

に弊
叩
k

公
団
は
歯

転地
糖
禁

に
は
刀-
り
'
派
弊
礎
の
班

柵
等
の
虻
従
者
す
す
め
て
く
れ
て

いる

は
ず
で
す
.
今
晩
と
も

小
弟
生
体
の

中
毒

息
し
て
い
<
去

ン
野
田
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
.

隅

地
下
鞍
は
居
帆
に
や
ら
せ
た
ら
ど

･つ
か
.

苔

は
州
に
や
ら
せ
る
こ
と
は
祁
肋
継

を.
り
し
亡
不
可

帖
で
す
f
S
近
杓
術
魁

で
jT
千
メー
ト
ル
に
つ
い
て
某

日

か
か
る

と
革
っ
こ
と
1V

民
間
で
は
'

と
て
も
紬

撃

.こ
の
と
こ
ろ
伽
池

し
て
い
急

鉄な
ど
時

石
油
y
n
y

ク
偶
に
は
は

すん
で
い
た
と
こ
ろ
相場
こ

芋

.
も
も
ろ
へ

ご
井
問
の
､
ち
な

考
え
方
は
我
々
も
い
つ
も
奴
附
し
て
お

り
ま
す
.

ま
i
T
4
地
区
搾
折
公

につ
い
て

は

そ
れ
ぞ
れ
恒
三
附
t･追

放

とし
て

地

区
か
当
価
す
る
糊
魁
に
つ
い
て
'
甘
政

和
や
公
団
に
対
称
で
き
る
こ
と
左

-i

ヰ
r
レ
た
.

二
'
金
川

粉畿銀の批正

4
変

り
阻
止
代
沢
滋
と
e
'
〔…由

代
求
名
と
奉
伺
と
す
る
色
同
税
浪
曲
が

新
た
に
牡
は
TU
れ

群
媒
稚
此
に
か
カ

わ
る
基
:<
的
革
攻
及
び
4
旭
鑑
査

の

田
地
に
つ
い
て
鮎
漉

す
る
こ
と
と
3.1り

ま
し

た.
い
ず
れ
に
し
て
d

桝
光

二
TT

タ

ウン
中英
と
粒
漉
し
t

I
日
も
早
く
新

し
い
ま
も
つ
く
り
嘉
R
成
さ
せ
る
た
め

に
q

申
戒
の
准
抄
に
伴
っ
tJ
先
年
し

て
く
る
相
聞
瓜
に
対
し
て
各
静
止
の
特

殊
性
を
71見
し
っ
つ
が
申
し
て
い
く
た

め
に
'
各
地
監
対
熊
協
託
負
の
狂
充
強

化
晶

る
こ
と
が
恭
芥
的
な
屯
止
の
ね

ら
い
と
t･+
つ
て
い
享

.

･-
ト
l
l
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公
団
区
画
整
理
事
業

事
業
経
過
･今
後
の
見
通
し

日
豊

..I..i;'
卜
.I.)
†tヽ乃
岨
M
t:

刑
柳
娘
噂

胴
利
付
管

月
折
口
丑

大
臣
の
｢申
北
郡
山
及
び
好
け
娩
唄
｣

の
鵜
叫
を
S
zて

E3
和
h鎧
T2
月
9
日

土
畠

耶
糾
柿
粒
虫
垂
I
の
蒙
を

行
っ
た
.

通
事
に
Lt
C(
那
二
旭
は
で
は
立
挟

補
重

が
卯
等

ま
た
那

1
笠

懸
馴叩荊
紛
名
に
の
ぼ
り

顎

ヽ
t
I.
I.,I.=
け
^
け
軍

-
to

名
長

く
疋
山
24
竹
の
兼
山
恕
絹
即
さ

れ
た
.

耶
肌
公
安
押
目
確
､
-
壷

井

A
の
娼
旺
毛
肺
t{
萱

Vの

災

iL
押
紙
曹

'
鳩
胸
壁

材
の

7>峯

等

詣

担

耶
七

呼
入
る
こ
と
と
な
っ
た
'

谷
部
訳

由
経
ま
で
筆

栓
り
拍
瓜
L
は
仇
の
と
お
り
で
資

.

一
､

換

地

計

画

等

‖

土

地

区

画

並

理

蕃

議

会

･
土

地

評

価

委

員

会点

､い･.JT

仙
川
(
.;
=.J
の
Z

･レ
小
の
1
つ
で
芸

北
州
の
只
仏

的
作
邦
の
米
独
に
光
別
け
て
r換
地
瓜

計
並
木
刀
針
-
及
tJ
小池
桝
仙
籍

｣

に
つ
い
⊂
は
ば
月
L
同
の
机
墨

色並

買

切
り
り
人
t
は
蛮

地
畑
の
快
め
ペ

小
此
塁

の
収
s
l

ほ
い
(妹
辞
の
岬
等

)
事
R

･.

川

等

扱
い
旬
で
あ
る
.

伐
環

+
枯
排
肌
g
J
S
Lき
し
と

蓋

で
爪
州
耶
･
作
の
上
地
の
群

雌
山
犬
及
b
れ
耶
帥
仙
の
け
:
.4
3
-.

け
心
ふ海
神
と
吋
の
た
あ

で
雪

.

佃

特

別

な

用

地

の

申

出

調

査

と

そ

の
処

理

剤
拡
嘩

柚
血
餅
兜
へハ帖
肋
の
収
j
i

を
受
け
'
肺
蔽
公
の
芳
川
故
似
て
絹
地

さ
オ
i
J
｢柑
IK
J
目
地
｣
に
対
す
る
印

Sll
榊
付
は
'
3
刀
川
佃
の
脱
_リj
州
棚
を

止
て

蛇
戦
地
.(
1
じ
八
繁

の
川
山

占
が
あ
っ
L
>
そ
の
州
肌
は
t
L
Iン
ク

I
川
地
一〇
血

一
句

企
.J
的
二
二
t

山ハ七
日

.{

7
バ
1
卜

マ
ン
y
'.

ソ
叩
川
他
山
モ
八
q

n
抑
m
t
U
こ

R

q
一へ
工
伽
･
舟
州
叩
川
地
1
二

八
笥

∩
粁
机
1
三

R

b

Y

舛

C
急

m
目地
〓
】竜

山
新
型

TP

兵

O
W

告

.

LJ
の
い
い
iE石

竹
と
し
て
7
日
小

仙

以
仲
か
′u
x
:グ
ル
ー
リ砧
に
-2!仙
S

机
の
桝
兜
･
濫

'
山
牧
川バS
:V
品

聖

し
い
ろ
.

榊

そ

の
他

説

jt
で
の
㈹
俄
七
山
し

て
艶

か

その
まま
e
ryu=;心
付
他

山TY
〃

出
川
旭
の
チ
ェ
ブ
タ
か
け
か
小

川
川

小
に
は
zC
川

州爪
に
T電

池
知
な

け
う
こ
と
に
な
り
程

よ
tJY
各
班
の
_ィ
り
火
刑
を
綿
ろ

{
L
リ
u
b
;I.･i
.
上
が
L
､L
t
,;

刑
伸
び
畑
地
9
畢
冗
虹
せ
け
る
こ
と
に

よ
り
指
A
の
ilZ!の
盛
軌
他
紙
が
拙
妃

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
.
搾
り
解
は
'

按
わ
此
山
に
丘
が
み
ら
れ
る
か
耗
e
l

h

･
.;
..
(.I.U
I_J
･
;I;
fJg.Jr

L<
Nry
換
地
軒

は
悪

日
に
折
っ

た
y

米
印
の
柑
H
S~
に
ー葺

か
蛸
肌

七
に
桝
丸
す
る
U
と
モ
塩

に
仰
娘
を

皿
の
て
い
る
.

I
l
.

X

S

･
H

_

川

神

佑

体

制

の

光

悦

と

柵

併

実

耕

公
u
c.n似
柑
肌
紙
が
和
地
小
川
桝
か

畠

へ
の
州
格
(51

5
･
16
)
に
け

い
､
,.(ハ凹
で
も
れ
桝
の
細
沢
部
品

き

棚
田
企
M
此
'
-A
m
が

L
邸
､
邦
二
乱

川
仙日付
｢
飾
付
書
芸

叫
モ
m
W
L

∬
留

民
丘
珠
少
ヽ

坪
rハ3･tM
の
州

S
の
3
3
:L4
他
州
晶

っ
て
い
る
.

火
山
と
し
て
Y

抄
他
州
雄

ぺ
約

一O
k]ヘ
ク

タ

ー
ル
､
米
州
拶
恥
洲
折

鶴
一【L
で
あ
る
.

今
枚
と
q

l
加
の
強
畑
執
行
体
肌

の
和
船
'
拡
充
に
力
め
､
別
舶
参

に

当
っ
て
喝

従
来
以
I
に
地
元
で
の
経

過
顔

'
憤
報
芸

を
yi
博
し
行
い
.

崖

的
協
力
を
柑
て
裳

の
H
治
産

捗
を
血
っ
て
い
き
た
い
.

脚

工

事

六九塁

i
に
艶
雅
け
て

池

尻
州
の
火
出
色
拶
jiす
る
た
め
の
茂

り

皿
液
相
の
宕

学

ヽ
工
刈
あ
r小探

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
比
犯
し
警

つ
i
p
_目
刺
即
日叩
此
-
朋
#

此
工

即
夢

)姦

u
ハモ
Ⅳ
叩
1､日月

別
苅砦

に
粥
㌢
=た
と
こ
入
ヽ
他

F延

か
ら
エ
小
利
州
の
折節
叩に
脚
丁

る
瓜
い
挙

'
尊

胤

的
牡
と
…帥誌
空
灘
葉

書

ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
そ
れ
た
し
て
ゆ
く
こ
と
と
L

I
､

此
山
室
⊂
む
工
小
皿
抄
等

1

択
加
成
蓋

仙
約
1
･:ハC
)ヘ
ク
タ
ー

ル
J
切
<
け
岨
約
八
O
C
巧

此
奴
工

芸

川
輩

出
LJ]D

Oが､肌災グ
ム
の
琴

丘
で
あ

a
.
･だ
浪
成
骨

刀
慧

憎
ト
し

て
ハ
山
也
】P
ヘ

クタ
ー
ル
の
ほ
か
'

萎

川31
善
D
㍍
義

州
か
曇

と
し

てわ
け
叫
で
あ

ら
.中

根
の
讐

し

てY
捲
け
逝

収
些

二

万桝g]八〇
ヘクタール

&J蔓

_
き

C

叫
川
収
は
蓋

蓋

の
よ

い
六
九
号

等

一

日
3
1
い
壷

mT
造

っ
て
い
く

お

知

ら

せ

憩

北
帥

悪は'
日
月
l
E
(H
)や.h玩

妥桝返事捗

葦

lElIク
ウノ小弟につitJQ

いろいろ壷

のご仙警
発けよ丁のf

｢
おは胤に毎

よーい.

響 織 会

だよ.-り

帯

一

地

区

土

地

区

画

並

珪

書

社

会

〔
第

二
十

一
回

〕

昭

和

五
十

一
年

九

月

十
八
日
的
推

【仙

tlu

l

仔
杜
幾

に
つ
い
て

二
'盃

H
ql
山
四

八グループむ
机の破

過
に
つ
い
て

麗

護

に
つ
い
て
は
､
市
政
独
葡

及
b
移
七
碓
初
憂

す
る
た
め
に
①

土
輿
利
M
isI幽
ト
あ
義

郎
肘
卜池
魚

地
肌
山
いめ
こ
依
点
か
ら
Y
軌
が
加
え

ら
れ
た
｣
､
Ⅶ
清
を
樽
や
し
な
い
｢存

他
紙
初
｣
及
茎

T
の
警

り
堅

萎

ノこ
と
に
轟

&
4
r条

件
付
山並
巴

に
分
け
ら
=
た
嚢

好

m皿に
裏

山
に
説
明
が
あ

少
､
爵

別
に
叫
崇

行
わ
れ

Lr
畏

各
叫
利
一
(
嘉

の
綿

叫

墓

が
行
わ
れ
t
LJ
の

池
郷
は
r竃

L
t
r先
作
付
相

だ

韻
叩｣
及
び

｢捗
だ
簸

)
の
ll弄

朗
に
･.も
ー十
l
月
中
曇

う
こ

と
董

基
準
地
積
決
ま
る

悪

軒

世において
湊粕是

め

るため
に
蛮

と
な
る
｢従
前
の

+
施

(密

室

卜
砂
宅
地

を
い
う
)
古
雅
の
胸
叫
｣
宅
｢恭
本

地
捕
J
と
い
い
車
丁
.

･空論盗品月mIglr'の上地の
( )内は.検分叫を示す.

1叔的には'菊
して雪
土

地
姦

け
y

+
庖
革

帯
に
混
戦

さ
れ
て
い
る
地
溝
(
｢丑
£
耕
地

切
｣
)
と
撃

現
地
の
怒
測

地
叫
が
大
き
い
(Z
の
ぴ
)
の
か
せ

池
で
丁
.

r意

地
一
)
墓

-

し
て
は

①
藍

署

の
日
伝

札
差

丁ハuH
三
吉

-)
別
技

で

収
納
に
墓

警

しあ

蓋

に
つ
い
て
+V

丑
札
t
他
S

を
r籍

他
S
｣
と
し
辛
丁
.

⑦
小
藍

比
司
怠

Uの
日
加

世
､
要

汁
重

患

牧

打
出
そ
し
た
土
地
に
つ
い
て
tY
並

肥
E
池
5Bモ
r
蛮

他
班
｣
と
し
ま

r
.①

小
弟
が
村
雲

u
]の
日
以
挽

六
〇
R
玖
円
に
声

垣
更

を

甲

声した上由
につ
い
て
_W

申
告

地
蛸
を
｢蛮

地
頒
｣
と
し
辛

.

①
小宴

苛
の
あ
る
嘉
と
し

て
器
即
した
壷

に
つ
い
て
唱

そ

の
製
脚
乃
菅

｢蛮

地
沸
し
と
し

ま
す
.

⑤
耶

述
慧

以
外
の
+
覇
に

つ
い
て
唱

凪
l
及
作
曲
2
に
示
丁

賛

区
を
雫

各
菱

丙
の

帆
の
び
分
を
式
-
に
.宅
yt
議

成

分
区
円
の
各
土

地に焦
刀
し
た
池
状

を
r
慈

池
牡
｣
と
し
辛
丁
.

以
上
述
べ
た
熟
州
に
署

R

t
慶

に
つ
い
て
Y

町
誓

奮

いの
iT
児
1
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よ
う
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蓋

q

S
ll地
区

に
つ
い
て
y

地
区
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の
竃
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2
り

J●
っ
な
藍

革
k

各
t
の

産
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い
て
霊
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国

I_

]
富
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l費

と
菅

の
貿
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と
な
呈

T
.

こ
の
S
g
e
.)等

義

轟

B
地
叫
｣
が
撫
喜

.

t･芸
､
こ
の
内
啓
に
つ
い
て
は

､

邦
一
葉

二
十
何
票

(田
和

五
十
1
年
八
月
二
土
ハB
)
'
要

(

地
区
爺
土
ハ回
藍

金

(転
相
五
十

1
年
凸
月
二
十
八
日
)
に
於
て
改
肌

さ
れ
妄

き
れ
ま
し
た
.

申
出
内
戚
グ
ル
-
裏

法

に

つ
い
一･は
'
セ
ン
タ
ー
迎

仰
一
習

の
ク
ル
-
一ノ如
机
の
状
況
ガ
m肌が
け
わ

れ
'
そ
の
B
;鮭

決
め
に
つ
い
て
は
セ

ン
タ
I
扶
育
L
食
繁
り
あ
る
雷

宛

す
る
こ
と
の
藍

が
仁
さ
れ
た
こ
と
の

q
iB
W

爪
先
.

第

二

地

区

土

地

区

画

整

理

手

放

会

〔
第

十

七

回

〕

昭

和

五

十

一
年

九

月

十
六
日
閉
経

【Z(

耳
】

一

筆
つ

い

て

こ

そ
の
他

;

還

流
グ
ル
⊥
ノ白
書
の
妊

迫
に
つ
い
て

仔
だ

張
に
つ
い
て
tY
況
嶺

丑

に
萄
つ
i
t,

此監
たりっ
た
こ
と
が
Y

買

藁

件
等
が
六
甘
に
b
Lわ

る
と
晶

さ
れ
る
琵

蜜
■
と

し
で
は
考
え
a･4い
こ
と
に
さ
れ
L
T.

ま
た
'
苛
T
の
古
田
太
田
の
萱

に

真

正
可
能
な
禁

に
つ
い
て
は
そ

の
方
向
や
放
射
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か

な
お
拝
賢

司
皇

毎
鞍
t
JJO
む

あ
い
壷

誉

れ
で
菅

'
こ

れ
ら
に
つ
い
ナ丘
次
回
に
警

LJ

と
に
t･+つ
か
｢

申
出
E
糞
タ
ル
I
一ノ折
れ
の
篤

に

つ
T,▼J
Y

tJ‥
■
-
顎

I
雷

の
グ
ル
ー
T畠

の
状
重

りわ

れ
'
そ
の
較
位
正
次
め
に
つ
い
て
は
セ

ン
タ
I
辞
菅
に
食
欲
の
あ
る
考
を
鍵
穴

す
る
こ
と
の
決
だ
が
な
さ
れ
た
こ
と
の

報
缶
か
行
わ
れ
た
'
ま
巧

k
E
か
ら

冊
の
公
益
施
散
に
対
し
て
も
悪

例

の
集
件
菅
付
け
る
ペ
卓
で
墨

R
=
･3
31トれ
↑
.I
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う
ご
ざ
い
ま
す
`

新
し
い
年
が
み

.

仏
さ
ま
に

と
っ
て
'
F:BJ耗
深
い
坪
で
あ
り

ま
す
よ
う
､
心
か
.rTお
祈
り
い
た
し
ま
す
｡

状

,(

-

･J

ペ

批

d

Tq

二
兆

五
十
二
年
の
新
塀
を
迎え

'心から

お
祝

い申し上げま

す
｡本

年

は
新
た
に
発
足
し
た
港
北

ニ
ユ.I
タ
ウ
ン
不
菜
推
進

過
給
協
議
会
を
中
心
に
皆
様
と
共
に
行
動
Py

I
日
も
早
く

非
業
が
完
成
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡

腫北ニ
ュ
ー
グ
ウ
/
叩
英
推
進
迎
絡
協
演
全
会
蚊

小
学
三
年
生
の
子
ど
も
た
ち
と

r

メ
t(

新
た
も
'
い
lL{
1
帝
大
叫
か
も
の
っ
て
な
あ
に

｢僕
'

築
め
た
ミ
ニ
カ
ー
｣

｢
お
金
だ
な
､
や
っ
ぱ
り
｣

｢私
は
お
人
形
さ
ん
'
あ
っ

そ
れ
か
ら
命
だ
わ
｣

｢あ
っ

オ
レ
も
命
/
｣

-

命
も
大
姉
だ
Tr
.ノ
け

ど
さ
､
お
父
さ
ん
や
お
付
さ
ん
は
大
都
じ
ゃ
な
い
の
｡

い
れ
.r･
JJ
L
た
ら
H
番
目
ぐ
ら
い
に
は
い
る
?

｢そ
う
だ
な
､
三
番
か
四
番
か
な
｣

｢僕
は
'
六
番
目
ぐ
ら
い
｣

｢ま
あ

ベ
ス
ト
テ
ン
に
は
は
い
る
な
｣

-

そ
れ
じ
ゃ
L
J
み
ん
な
大
き
く
な
っ
た
ら
何
に
な
り
た
い
｡

｢
バ
ス
の
運
転
手
｣

｢大
人
に
な
り
た
い
'
だ
っ
て
勉
強
し
な
さ
い
っ
て
う
る
さ
く
す
わ
れ
な
く
っ

て
す
む
L

I



招
北
ニ
ュ
ー
タ
･Lノ
碓
掌

桑

点
の
竹
碓
'
明
け
芦
し
けし
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
蕃
丁
｡

新
し
い
軽
重

一
四
群
別
の
ご
挨
拶
を
甲
し
上
げ
ま
す
.

昨
年
は
工
事
ス
ケ
ジ
ュー
ル
見
此
し
の
旧
粕
か車

の
と
し
へ
泊
P,T
三

-
メ

ウ
ン
買

粥
瞬
鼓
参
り
'
拝
顔
喝
針
の
多
い
吋
で
し
た
ト
重
い
担
九
の
岱
様

方
の
ご
湖
群
と
､
申
雷

L力
す
る
意
欲
と
に
重

し
て
'
新
た
に
'
灼

lF

F

爪島
窒

丸
と
し
～姐

枚
と
し
て
､
稚
北
ニ
ュ
ー
ク
ク
ン
群
兼
山誰

重

要

L
t
s=畔
の
t
月
に
は
'
捻
出
も
叩
か
れ
､
今
接
の
邸
滋

小涯

に
二
着

1
体
長

っ
て
光
む
こ
と
と
な
-1
一声
レ
た
こ
と
は
'
喋
だ
搾

し

い
こ
と
を

表
す
.

S
:書

丁
と
'
こ
の
群
椎
｡又
附
則
匹
-
岬
に
朋
の
･.ハ大
群
誰
と
し
て
賓

さ

わ
し
か
ら
'
す
で
に
十
q
余
の
曜
日
を
押
通
し
､
公
憤
顔
汀
の
垂

叩
右

書
芸

葡
四
十
九
畔
に
鯉
叙
大
臣
の
絶
叫
温

HtJ
蔑

工
事
に
賓
t
で
以

来
､
三
万
百

の
者
を

迎えるこAA
LL･tp
≠
し
た
.
こ
の
Ⅶ
'
地
元
の
田
螺
刀

に
は
1
万
萎

t
良
力
と
ご
簡
刀
晶

Ja
砕
く
普

い
た
し
て
お
りを

丁
.

本
年
は
'
こ
墓

の
転
別
菅
生
で暮
ぞ
皆
様
と
1
打
に
憩
発
の
柿
Ⅷ

旬
を
群
供
し
'
市
費

早
期
蒜

を
臼
押
し
て
､
男
刀
し
て
事
り
た
い
毒

し

て
お
り
き
7
.

倍
北
ニ
rtI
タ
ウ
ン
は
'
広
大
i･追

捕
の
M喝
で
あ
り
t
は
力
蓋

の
他

署

お
ら
れ
'
今
は
雑
多
の
観
*
に
悪

ず
る
こ
と
LJg
い
ま
す
.
特
に
工

事
の
た
均

篤
盾
姦

占き
れ
る
万
､
七
強
暴

漉
な
く
さ
れ
る
万

七夕厄元

の
皆
棚
方
に
は
非
常
に
ご
議
項
が
か
か
る
こ
と
レ蔽

い
ま
す
か
､
こ
の
｢新
し

い
ま
も
つ
く
SL
J
の
意
義
菅
e
R
旅
い
た
だ
考

卓

1
EI
の
ご
協
力
な
お
麟

い
い
た
し
辛

.

本
桐
と
い
た
し
声
字
も
'
顛
書
に
あ
た
り
決
票

た
に
し
で
､
公
団
と

も
ど
も
蔑

工

警
初
め
'
翌

折
事
巣
の
延

に
頭
等
ノる
こ
と
墨

い
新

年
の
ご
撰
汐
と
い
た
し
手

.
計
画
局
長

等

内

幸

年

頭

の

今
年
こ
そ
は
､
将
来
に
桶
盟
が
も
て
る
明
る
い
ね
1に
し
た
い
と
駁
っ
て
い
ま

チ
.
昨
年
は
世
押
中
が
不
況
と
イ
ン
フ
レ
に
伯
み
､
LJ
九
か
′品
却
し
去
ノと

す
曇

が
多
く
あ
り
き
し
た
｡
我
か
血
套

配
と
混
乱
の
蓋

の
拷
沢
井

と
し
て
事
に
快
諾
頑
が
秘
施
さ
れ
'薪
放
流
に
よ
る
板
類
か
糊
桔
モ
れ
て
い
ま

チ
.
蜂
W仙l言
I
タ
ウ
ン
に
お
い
て
も
､
昨
年
は
い
ろ
い
志

和
か
あ
り
ま

し
た
が
'
倭
め
て
丘
六
C･t仲
朋
最

え
､
1
大
正
兵
か
折
畳

軒
が
あ
り
ま

す
.
即
も
､
訳
漁
の
特
か
ら
'
浩
行
の
年
∈

叫
け
九
は
な
り
ま
せ
<

い
よ

い
壷

成
典
及
び
工
申
Hj
正
路
モ
モ

丁
る
岬
で
あ
峯

.
こ
れ
は
大

戯
K
I
T
革
に
先
か
け
て
行
う
埠
仰
a
T
串
で
あ
り
'
こ
の
成
否
は
'
こ
れ
に

淡
く
tS
11.
琴
二
の
工
中
の
井
草
が
可
帖
に
な
る
か
否
か
の
濃
を
糾
っ
て
虫
s
t

辛

.
こ
の
件
に
つ
い
て
は
､
昨
望
ハ月
を

鵜
匠
に
お
い
て
蓮

町し
て
き

て
い
手

が
'
ま
と
ま
っ
た
個
所
か
庖

筆

す
る
刀
針
で
あ
り
羊

.
ま

た
'
昨
岬
に
引
き
続
き
'
河
川
と
地
区
嘉

套

舛
下
水
7=
仰
木
仲
良
の
一語
m

象

りい
ま
す
.

一
刀
へ
浜
,封

軸
は
'
浜
松
故
t;盃

及
び
ぜ
m
蚕

に
考
つ
い
て
熊
足
し

手

が
､
木
抄
且
に
お
い
て
は
r
管

川
旭
の
申
出
L
t
｢旺
梓
移
伝
の
宅

地
｣
笥
先
行
し
て
定
め
d･4け
九
は
な
ら
な
い
蓄

加
降
し
て
決
等

ノ嘉

が
あ
り
き
す
.
従
っ
て
油
苛
り
洪
渦
管

は
る
か
に
粗
雑
で
あ
り
'
未
た

用
途
地
域
及
蓋

雷

慧
)帆
収
集
件
墓

誌
的
手
中
が
決
定
さ

れ
な
け
れ
ば
'
柁
姓
は
泥
み
ま
せ
へ

挨
売

墓

c
t篭

丁
る
に
は
'
こ
れ
に
洲
す
る
埠
7しの
方
々
か
こ

れ
菅
表

の
読
嬢
先
申
現
で
署

と
耽
辞
し
て
い
た
ぢ
＼
こ
糸

'
何
去

りも

大
切
な
こ
と
と
考
え
手

.

以
上
穎
t･申
し
卜
け
ま
し
た
か
､
本
年
LJq
は
右
甘
楽

の
爽
鞍
的
小論

1
捗

に
い
んト
ー.た
く
公
軌
も
仝
刀
慕

た
旨

事
丁
の
で

'
竹
様
方
の
御
協
力
を
ぜ

ひ
お
払
い
い
た
し
き
丁
.

公
EE

港
北耶
発
局
長

島

田

親

二

新
春
座
談
会

出
席
者
(依

林略)

山
内
地
区
開
発
対
策
協
襲会
会

長

松

沢

中
川

住民協
無

会会長金

子

新

田
地

区開
発

対鞭協
法
会
会
長

山

本

都
田

地は開
発

対紫協
蔽
金
金

妓

中

山

(
司

会
)

計
画

局港北
ニ

ュ

ータ
ウ
ン
娃

牧
併

殺

小

林
健

三保

光

雄

恒

一二

郎

弘

毅

rT

タ
ウ
ン
董

護

墓

も

萄
は
し
､
琴
巧

巾
'
公
皿
の
ll奉
が

l
体
長

っ
て
耶
葎

W仙に
収
り
<
ひ

こ
と
と
な
皇

i.

末
日
は
'
新
し
い
年
女
JP
T(
､
著

協
就
歪

と
し
て
の
淫

叩iE:が
､
LJ
の

瓜
政
に
じあ

真

期
待
塗
し
て
い
る

か
'
又
こ
の

申汚
b
こん
な
誓

持
っ

て
い
る
か
な
良
甲し
て
い
た
だ
き
た
い

と
払
い
手

｡
で
嘗

mE
の
Ⅷ

瓜
に
つ
い
て
お
軌
いL
ま
す
.

三
者

l

体

で

事
業
推
進
を

-川き

ん
'
朋
冒

しお
め
で
と

I
.tJ■
...‡
r
,.

昨
岬
は
い
ろ
い
ろ
の
附
胤
か
あ
り
ま

し
た
が
､
T
H
に
は
'
新
た
に
拙
北
ニ

松

沢

机
鞭
を
狂
え
た
と
い
う

こ
と
は
､
工
印
を
H
州
に
り
く
･}
る
た

め
だ
か
ら
'
一
般
の
旭
甥

す
べ
て
に

警

せ
る
と
い
う
こ
と
が
'
∬t
托
改

瓜
の
槻
木
だ
っ
た
と
j･i
っ
.
削
杜
の
地

相
祈
だ
け
か
卿
Jib
に
酢

し
た
と
こ
ろ

で
､
必
ず
し
も
T
都
か
池
ひ
ー伝

b

ii･tい
.

私
は
,F爪
m
L
Jと
3i
つ
.
川
､
㌫

地
元
と
'
こ
の
一.末
日
が
曽

し
い

か
な
け
オ
ーは
､
せ
っ
か
く
択
抜
を
変
え

た
と
こ
ろ
で
工
邸
の
ス
ム
ー
ス
ハ日並
加

は
買

い
と
瞥
J.

書き
に
祢
爪
In~
瓜
L
,
そ
れ
は
岬
諾
に

関
わ
る
非
輔
に
苧

相
和
だ
か
ら
.

1
力
'
祁
爪
糊
叫
が
析
決
し
た
と
し
て

も
'
州
の
宅
愚

が
肝
司
に
Ll
′nな

い
と
か
公
地
の
宅
近
称
可
印
柵
が
過
れ

た
と
か
P
も
t
T軸
は
此
れ
て
し
ま

ラ
.
だ
か
ら
'
こ

の
Lt歪
蛙
が
泣
け
し

て
刀
蓋

せ
轟

く
こ
と
が
'
こ
の
協

葦

の
大
老

辿
也
だ
と
敬
う
.

書
ノ
や
っ息
陳
か
β
し
て
'
や
は
り

E
童

一雷

正
当
に
1
体
と
な

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
｡
E
は
絹
の

行
整

に
お
い
て
促
誠
に
産

の
な

い
ト笥
ノに
､
轟

姫
エ
瓜
か
ス
ム
ー
ス

に
早
く
行
な
え
書

ン
に
し
て
も
ら

ラ
.せ

っ
か
く
'
新
し
い
凪
C
が
富

た

の
だ
か
鳥

≠
側
凪
な
ど
は
､
な
る
べ

く
塑
花
で
お
宅

て
し
て
い
く
ご
て
九

か
l藩
の
択
捻
転

す
る
叩

持tJと
魁

ラ
.
鼠
粒
の
投
,X
も
向
じ
た
､
畢

し

て
や
っ
て
い
く
し¢
う
な
等
九
苦

っ
て

い
Ll
け
れ
ば
'
せ
っ
か
く
阻
枚
が
新
し

く
な
っ
て
轟

も
な
LM
･Sい
.

中

山

.嘉

t
は
抗
八が
こ
の

事
業
に
歩
符
丁
る
と
い
っ
て
も
虫
5
甘

だ
け
の
歩

加
で
な
く
て
申
群
も
太
柊
的

に
誓

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
'
挙
れ
の

寓

と
な
っ
て
い
る
祁
伯
Ⅷ
期
に
つ
い

て
も
､
蓋

丁重
に
つ
い
て
も
'

輿
蜜

へ
の
迎
抜
か
t･4か
っ
た
p
L

で
'
塑
花
の
蜜

ア
表
い
並
い
が
生
ま

れ
た
り
し
た
.

せ
っ
か
く
の抱
舟
が
生
か
勿

れ
て

い
な
い
.
択
舟
が
パ
イ
プ
役
と
な
り
､

稚
迎
若

妻

ノに
'
冊
や
轟

に

庇
っ
て
き

っrL
､
き
た
'
わ
れ
わ
れ

皐

ン
t
と
い
っ
▲姐

撒
､
モ
九
五

人
士
T
rLT

金

子

今
量

目宅
も
]惑
男

とい
うの
は
留

で
す
か
､
署

は

工
群
が
こ
買

通
れ
ざ
る
誉
柑
な

い
と
い
う
申
棚
に
'
と
の
上
ち
に
早
期

に
円
渦
に
稚
瀬
す
る
か
と
い
壷

を

解
釈
す
毛

そ
の
1
つ
の
方
法
と
し
て

粗
放
変
え
誉

し
た
の
で
あ
り
ま
し
て
へ

だ
か
ら
､
今
琵

体
的
に
姐
芸
の
反

れ
套
t事
が
行
な
い
ね
叫
的
に
凪
<
の

す
圧
電
こ
の
嘉

し
て
い
く
か
と

い
う
緊
は
の
地
そ
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
.
私
ど
も
の
抄
且と
し
ま
し
て

は
'
l葵

蔓

あ
っ
た
1
般
宅

地
の
方
<
が
河
か
轟

十
分

で
L～

.
H
憲

ゆ
○
上
に
登
仙か

伶
LP
爪
車

ち
か
と
い
う
こ
鼻

1

雅
心
配
だ
っ
た
わ
け
で
丁
.
率
い
'
弧

政
変
久
義

に
性
比
歩
加
の
中
で
､

政
権
そ
こ
に
任
ひ
人
た
ち
君
代
茨
す
る

刀
･t(か
多
i;幹
加
し
て
い
た
だ
き
'
さ

ら
に
今
後
は
､
畜

産

攻
外
の
刀

カ
に
も
'
必
幹
に
応
じ
て
璽

し
い

た
i
Jtけ
る
､壷

杜
菅
と
っ
て

い
き
た
い
と
払
っ
て
い
る
.

土手
千
事
が
始
っ
人_娼
金
に
は
樹
妓

響

た
は
堅

塁

に
反
対
す
0
人
た

ち
の
心
配
事
そ
こ
の
抱
_
の
中
で
お
互

い
に
買

い
'
且
つ
'
必
啓
な
悶
将

に
つ
い
産

れ
孟

じ
て
'
冊
t･4り

公
田
な
り
に
脈
見
て
い
き
'
任
氏
持
場

力
の
休
刊
が
で
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
血

単
が
開
け
る
｡

挙
り
に
t
EE体
的
に
工
事
産

め
る

に
お
い
て
'
東

川
の
兼
晒
､
奮

い
は
'
隷
物
移
V
の
秋
持
集

め
る
幼

金
t
T貫
ノゆ
Jh
至

い
に
住
民
登

の

伴
蛮

塊
を
良
く
し
て
い
く
の
だ
と
い

う
鷲

に
立
っ
て
み
ん
な
が
至

ま
る

こ
と
に
よ
っ
て
､
管

の
て
所
や
公
紐

に
鼻

う
べ
き
こ
と
は
事
見
る
こ
と
に

な
る
.
地
元
か
お
声
1
に
即
瀦
し
な
か

っ
た
S
t'
反
日
し
て
い
蔓

ノで
あ
っ

壷

U
こ
長

で
き
て
J
)弊
粥
す
る

こ
と
は
凶
杜
で
あ
る
.
そ
っ
い
ノゝ態
陳

で

､
ま
だ
ま
だ
､
こ
れ
か
ら
地
元
の
息

胤
統
一
晶

っ
て
い
く
こ
と
に
金
罰
を

尽
し
た
い
｡
そ
し
て
塑
要

†
吐
か
も

て
る
も
の
は
で
芸

だ
け
も
ち
､
舛
池

の
闇
租
に
つ
い
て
は
孟

区
纂

比
を

鼓

し
稚
血
餅
の
確
で
脚
部
の
解
決
を

回
り
､
早
耶
義

の
下遠

を
考
え
て
い

く
.
神
に
挿
す
間
切
等
に
つ
い
て
も
与

憤
､
器

制
の
下
に2,<
な
さ
ん
力
'

息
<
爪遠
見
を
吸
収
し
た
上
で

公
団

の
補
折
対
応
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が

魚
Elの
壷

枚
に
な
る
し
､
地
拙
宅

の
棚
状
を
発
け
る
人
た
ち
り
た
め
に
も

従
っ
て
く
る
.
今
年
は
大
き
な
串
筆
り

土
色
e:り
と
し
て
の
先
行
農

工
都
も

末
席
化
す
手
中
で

工
事
が
さ
ら
に
や

り
場
い
l繁
ノに
､
み
な
さ
ん
の
協
力
が

a
;6
才l
蓋

杜
の
先
非
を
刺
し
た

い
と
山晋
へて
い
る
.

松

沢

相
済

交

抄
は
､
公
団
の

股
3
1だ
け
で
は
だ
め
で
す
よ
.
人
に
よ

っ
て
向
く
人
が
あ

る'中
山
の
一百
ン
こ

と
な
碧

こ
〃
沢
の
杓
う
こ
在

聞
か
な
い
へ
と
い
う
の
か
地
域
に
は
あ

る
の
だ
か
ら
.
や
は
り
､
爪嵐

が
牧
人

附
な
学
兄
で
な
く
､
人
Ⅷ
と
人
側
と
の

敬
盛
と
SJっも
の
が
補
所
の
大
き
産

廃
の
句
造

っ
て
い
る
.
書
ノゆ
入ノ滋

味
か
ら
'
こ
の
人
を
向
け
れ
ば
あ
の
人

纂

丁
る
妄

ソ
と
い
う
些
刃
の
つ

な
が
り
を
豊

沃
妥
tE
に
叩

き
'
き
た
鞄
対
的
に
公
平
P
葦

ノ

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

補

償

交

渉

に

も

地

元

の

力

を

金

子

や
っ
ぱ
り
'
補
作
交
渉

は
楢
川
樽
叩が
荊
一
で
す
竃

*
]

警

れ
各
人
を
そ
こ
に
も
っ
て
い
く
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
に
鷲

.
【…由
一い痕
餅

に
は
野
心
で
群
門
井
す
す
け
と
､
人
E

琴

ん
て
窒

い
に
ま
だ
日
が
S

い
.
で
､
迎
花
の
人
は
軸
十
年
､
何
首

坪
の
長
い
へ
書
ね
は
'
禍
先
か
ら
の
つ

な
が
り
窄
も
っ
て
い
る
'
そ
う
い
う
人

間
盟

州を
靴
耕
し
た
上
で
'
借
和
ぎ
<

冊
る
蒋
N
.
そ
れ
ぞ
れ
の
姐
盲
せ
で
持

っ
∪
い
く
こ
と
か
必
野
だ
と
貸

ノ.

逆
に
も
っ
て
い
く
と
'
革
の
勝
景

っ
て
し
責

ノこ
と
に
a･+り
'
か
え
っ
て

難
し
く
な
る
.
こ
じ
れ
て
し
ま
っ
て
か

ら
で唱
徒
ら
に
席

を
布
ぶ
ら
せ
る

L
t5
L
r.

中

山

ど
っ
ち
に
し
ろ
､
今

段
､
航
稔
が
選

に
降
り
た
で
し
.i
.

だ
か
ら
び
光
が
甘
誌
に
な
っ
た
の
で
'

今
ま
で
災
付
か
な
か
っ
た
去

ノな
こ
と

が
SE私
の
対
奴
に
入
っ
て
架
て
'
そ
の

雫

協
賢

し
耕
警

し
い
掌

か

ら
､
い
い
と
岨
い
手

.{

今
ま
で
の

去
ンに
大
き
な
机
枚
が
上
の
乃
だ
け
で

ガ
タ
ガ
タ
や
っ
て
い
る
晦
巾は
ハサ
＼
な

っ
て
牽
声
し
た
か
ら
q

-

稚
か
に
､
今
ま
で
'
ど
っ
ち
か
と

い
う
と
Id

に
地
相
頚
の
万
力
も
他
人

申
み
た
い
t･4冒

M
分
弧
ら
れ
た
わ

け
ず
ず
.
そ
れ
か
､
歪

ん
で
ヽ

る
と
､
油
川
の
総
会
で
も
､
ま
た
､

今
､
い
ろ
い
ろ
と
お
胎
が
あ
っ
た
よ
う

に
､
ニ
葛
が
先
金
に
l
仏
u
･4つ
て
沈

ん
で
い
く
と
ビ
ンよ
っ
に
州
淋
*
)深
め

て
い
か
穿

b
LJ
い
.
こ
れ
か
久
け

た
な
ら
ば
男

に
進
め
ら
れ
な
い
と
瓜

い
手

か
ら
和
.

や
ず
か
ら
'
4
粕
蹴
り
そ
れ
ぞ
れ
の

旧
租
は
､
軸
性
日射
の
糊
瓜
宅

ま
た
粗
げ
の
伽
j
?は
ね
仏
の
朋
他
と
し

て
氾
珍
し
い
か
等

′p
L_
い
.

い
ず
れ
に
し
て
も
､
巾
も
公
田
も
地

冗
.D
'
入
朝
に
ガ
ラ
ス
舶
む
の
形
で
な

け
Jt
は
な
ら
な
い
.
そ
っ
い
う
お
味
で

軟
膏

で
あ
る
先
行
速
成
工
耶
字
プ
ま

く

堆
め
ら
れ
る
暫

｢ノか
に
よ
っ
て
､

こ
の
先
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
大
き
く
左

石
さ
れ
る
蕃

｢ノ.
す
ず
か
ら
､
布
地

iChgの
方
々
と
の
台

抱
蛾
を
通
じ

て
､
金

一に
膝
を
費
え
た
嬰
捗
が
必
繁

だ
と
払
い
書

ノ.

そ
の
S
r
山
ふ
き
ん
'ど
っ
で
丁
か
.

山

本

私
は
ね
'
胡
瓜
蒜
進
過

払
脇
33余
の
海
山
で
本
当
に
肋
紳
し
て

い
る
の
で
丁
よ
.
と
い
フ
こ
と
は
'
今

n
J=
屯
ト
や
､.If,'
t
､
;;
j
W
.I

対
仏
を
し
て
き
た
の
だ
が
へ
今
度
は
全

く
'~
茄
の
州
光
を
す
る
の
だ
と
い
う
こ

と
で
荊
ん
で
い
る
の
で
丁
.
た
L
Y
こ

の
協
漉
会
書

に
終
ら
ゼ
a･tい
J
隻
ノ

に
茄

に
収
親
ま
ね
は
な
り
ま
せ
ん

で

T
h
.

さ
b
に
'
歩
み
竹
Lt
考
え
刀
と
L
U

た
苗

に
地
主
さ
ん
に
片
祢
ら
チ

'そ

の
巾
に
生
ん
で
い
る
人
た
ち
の
堵
廿
を

鱗
雲

に
飯
炊
き
甘
薯

ン
に
選
ば
な

汁
..r.ば
t
と
写
入
手

.

中

山

発
く
同
格
蓋

'
地

軸
満
の
刺
蓋

双
だ
け
で
な
く
､
そ
こ

に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
3
志
向
も
此
さ

な
が
ら
t
i
J加
姦

め
て
い
く
必
軒
か

あ
る
.

金

子

私
り
と
LJ
ろ
で
は
t
LJ

か
な
か
拙
作
か
大
き
く
て
企
拓
か
娘
ま

る
と
い
う
の
は
そ
っ由
鞍
多
く
で
き
な

い
の
V

P
さ
る
だ
け
券
町
フ
ELソ
ク

に
9
任
を
も
っ
て
も
ら
い
､
み
ん
ti･.敬

値
軌
Yk
L
瓜
杜
の
盗

品

る
と
ビ
ン

巧
え

方で
丁
.

他
鑑
の
鼠
政
と
し
て
は
'
旭
比
企
汲

化
す
る
叔
陳
V

屯
H
L･)H
を
甫
托
泰

山
と
3
沙
企
の
部
会

と
の
会
同
点

訳
､
12
日
に
は
ん.審
3t
勾

そ
し
て
七

の
他
に
3
細
魚
を
少
な
く
と
も
一

同づ
L4

.

..
≡

.
_
"
..
.
.,
.
I

i



つ
円
空
決
め

て仙
い
て
い
る
.
季
出
会

が
､
い
わ
ゆ

る､
洞
娘
的
達

の
曲

m
凌
し
て
､
そ
れ
を
常
任
碁
料
金
に
折

り
､
そ
し
て
､
ど
フ
し
て
も
桝
決
の
つ

か
な
い
加
古
は
一一しら
に
楚

鮎
に
か
け

ら
.
と
い
う
こ
と
で
､
す
で
に
相
月
に

課

し
て
以
北
､
10
群
別
の
企
4
7智
正

ね
て
い
享

.

少
<
と
も
.
木

畔
か
ら
は
へ
か
な
り

新
し
い
嶋
等

≠
鯨
的
LJ
即
炎
推
進
を

双
刀
に
セ
萱

ノに
､
相
に
､
今
､

光
め
て
い
る
先
行
招
価
丁
蔀
が
,L中り
泣

く
比
ひ
し告
ノみ
t･6YUん
と
邦
に
'
伶
訳

し
て
い
き
L)い
.

山

本

そ
れ
か
ら
か
三

つ
､

折
角
､
こ
う
ゆ
主

lユ
ー
ス
が
参
O
の

だ
か
ら
､巾
は
Hi
の
志

'
介
皿
は
公

iElの
為

せ
は
く
和
叫
す
る
こ
と
に
よ

っ
て､
他
稚
租
の
刀
i･に
は
､
や
は
り

自
分
た
も
が
や
る
の
だ
と
い
つ
比
汲
モ

帯
申
しも
ら
い
た
い
.
そ
の
LJ
と
に
よ

っ
て
補
仇
の
朋
胤
も
今
ま
で
の
よ
う

に
､
桁
や
公
団
に
対
し
て
文
句
蛋

n･h

C
L渡
で
t･{い
と
い
･rtp
R
是

非
お
倣

い
し
た
い
｡

松

沢

だ
か
ら
､
摂

誠
に

Lは
っ
た
と
菅

'
コ
天
和
の
一
節
お
お

も
と
は
幽
冗
L<
ん
だ
ね
.
也
花
か
l
米

の
杜
に
な
′p
な
け
れ
ば
何
も
L･+
ら
L･t

い
.T

小
d
⊥
:.
:･'{
の
･EL
Ir
3
.
..1
m

の
側
畑
だ
と
世
つ
.
こ
の
lれ
爪
は
､
地

域
か
瓜
い
と
か
醗
い
と

か
J
机
枚
が
大

き
い
と
か
少
tJい
と
か
t
と
い
う
㈹
粕

で
は
な
く
T
T一あ

㈲
脈
功
の
州都
肌が
那

l
な
ん
だ
か
ら
.
一
秋
に

､
早
く
T
卵

を
林
わ
ら
せ
た
い
と
い
っ魚
椎
は
相
で

も
T
分
に
み
る
.
だ
か
ら
､
早
く
や
る

に
は
と
っす
オl
付けよ
い
の
か
､
そ
の
轟

け
}
ra
LrJJJt･/
.･Lt.･2㌧
.rr.I_
い
.
-I)

の
た
め
に
も
刈ー
稔
か
相
当
純
庵
に
肋
か

な
け
オl
ば
Lt
tnな
い
.

金

子

先
行
逝
収
に
つ
い
て
も

か
な
ゎ
皿
ん
で
孝
し
い
る
わ
け
で
す

が
､
や
は
り
､
い
ろ
い
ろ
な
ぜ
岨
一点
T

く
ル
じ
て

しま
っ
て
は
榊
か
テ
る
の
で

は
L_
い
か
'
先
が
ま
だ
わ
か
･hな
い
の

に
先
に
や
っ
て
し
ま
っ
て
は
榊
掌

る

の
で
は
な
い
か
､
と
い
う
不
安
中
藤
廿

い
た
季

節
切
i
･Lい
人
漣
も
い
る

の
蓋

.
だ
か
ら
'
そ
っ
ゆ
う
不
安

な
加
納
す
る
よ
う
山4ム
ー
ド
作
り
､
別

離
の
盛

姦

る
よ
う
t･4こ
と

を=
m

諒

解
に
や
っ
て
け
幸
に
い
と
魁
つ
て

./
JA

･･1
年
へ
.■管
しん
の
お
砧
を
此
い
て
い

ま
し
て
も
新
し
い
弧
政
に
糊
朽
す
る
も

の
は
大
き
い
と
駁
い
き
す
.

よ
く
付
加
王
芯
わ
か
Tや
トモ
ノに
'
2

ん
の
脚
は
例
.=
cSい
が
､
3
<
の
肌
は

刷
れ
に
く
い
､

二Tq
l
仏
と
い
う
こ
と

葺

印
の
山
大
の
臼
棟
と
し
て
鮮
血

を

風
り
た
い
と
岨
い
草

.

凪
粒
の
州
側
捗
そ
の
伐
で
､
今
艦
は

も
▲
つ
と
批
点
ぞ
群
急

て
､
〃ゝ

ノ

ゆ
う
ま
も
つ
く
り
を
拙
め
た
ら
よ
い
か

-
つ
の
R
を
含
め
て
へ
そ
の
伯
山
姦

っ
て
刑
き
た
い
｡

山

本

非
何
に
㈹
机
な
の
は
'

非
酢
の
針
山
か
与
る
と
'
一
放
任
叫
の

巾
に
T
頭
が
あ
っ
た
a
旅
瓜
が
あ
っ
た

り
す
る
の
は
お
か
し
レ
の
で
あ
っ
て
仙

狙
い
で
あ
る
｡
TT
n
い
う
娼
金
円
は
､

で
き
る
以
st救
い
姿
霊

ま
ね
は
い

け
L<
い
.
そ
の
人
た
ち
の
洲
桝
を
糾
る

J史
ノに
相

性
帆
に
如
き
か
け
れ
ば
わ
か

る
こ
と
で
あ
っ
て
､
や
が
て
は
災
い
ま

も
を
つ
く
る
こ
と
に
も
な
る
し
､
本
当

は
そ
の
人
の
た
め
に
も
富

の
で
す

よ
､
た
だ
仲
に
今
い
け
L･13
Jtit
で
不

問
に
S
す
の
は
お
か
し
い
や
ず
よ

.

そ
れ
妄

ノ
1
つ
へ
貰

甑
が
加

ん
で
い
な
い
の
で
､
や
は
少
中
心
部
だ

け
で
な
く
漂

路
轟

け
し
て
､
ま

わ
り
か
ら
.57砦

く
ら
い
の
ハ抑
秤
で
､

私
だ
っ
た
ら
や
h
た
い
.

街

路

樹

で

ま

ち

の

名

前

を

巧 ふ 滋 子卓 令

松

沢

山
書

ん
の
肯
喜

ノ

に
t
T出
叩
と
か
'
尿
寂
で
い
う
稚
庶
と

か
は
成
東

に
入
れ
る
と
れ
鞄
か
や

ら
t･6け
Jt
は
和
光
'

そ
の
人
の
沢
の
世

代
に
打4つ
て
や
っ
て
い
け
な
く
空

わ

け
だ
か
ら
､
こ
の
際
心
い
S
っ
て
､
そ

う
い
う
方
々
の
川
那
空
求

めて
い
く
こ

壷

ハ群
妄

りrっ
.
今
は
姐
恥
で
も
や

っ
て
い
け
勺
の
だ
か
tN

そ
れ
と
､
こ
れ
は
魁
非
重

つ
く
り

に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
だ
が
､

例
え
t{
rけ
冨

｣
の
蛎
は
軸
即
だ
'

｢
い
ち
ょ
う
｣
の
折
は
何
町
だ
と
L
･⊃

よ
う
に
､
斬
掩
樹
で
J
)つ
て
わ
か
る

折
､
こ
れ
是

非
収
入
れ
て
も
ら
い
た

ド
.中

山

新
し
い
ま
も
T
V
り
と

い
う
と
す
t
,n
ン
ク
リ
ー
ト
の
重

に

な
っ
て
し
事
つ
か
､
今
皮
の
こ
の
ま
も

一

1,
S

S

'･;2
.7
fi
:
T:Ar
,?

･:

住
み
込
書

いた
人
頚
は
､
燕
経

と

い
え
妨

合
を
思
い
浮
べ
山l
ば
煎
じ
の

だ
が
､
,r広
沢
の
仲
代
の
イ
と
も
た
ち

は
､
こ
こ
が
故
郷
に
な
る
の
で
す
.

i
Jか
.猿

に
位
相
Tハ
浦
の
た
め
に
も

日
布
に
利
し
め
る
と
い
う
こ
と
が
lホ

大
辞
だ
と
瞥
｢ノ.
や
は
り
K
.<
レ｢
た

n
ン
ク
リ
ー
ト
に
幽
ま
れ
て
い
る
と
人

肌
の
心
ま
で
も
ヰ
カ
と
し
て
く
る
と
魁

ク
の
や
す
よ
.

金

子

ま
た
術
瞭
明
の
岨
雌
LJ

か
､
同
じ
雷

所
を
つ
く
る
に
し
て

も
､
今
ま
で
の
J隻
ノに
別
格
に
4
1つ
た

ものを'細別にきちんと状える
の

で
な
く
､
多
少
か
っ
こ
は
せ
く
て
も
い

い
か
ら
こ
の
十
桁
に
負
う
も
の
そ
姐
え

で
ま
も
り
箸

を
つ
く
っ
て
い
く
､

書
わ
は
自
然
を
甚

し
た
賃

の
ゐ

安

宅
に
す
る
∪
毎

樹
木
は
1
釧

1
夕
で
は
定
書
し
な
い
の
で
､
今
あ
る

操
守
十
分
に
生
か
す
と
朋
仲
に
､
そ
れ

嘉

昭
に
自
然
に
放
け
Ll
い
管

ソ
金

権
非
撃

し
て
は
し
い
.

未
た
'
こ
れ
か
ら
LJ
の
よ
っ
な
秘
の

問
屯
に
つ
い
て
芸

や
見
放
の
あ
る
方

萎

え
て
M
､
公
皿
と
も
先
晩
に
辞
し

会
え
る
蛸
の
拙
妃
も
し
て
も
ら
い
た

い
.山

本

こ
pm
は
一戸
梢
に
群
し
い

は
こ
'
欣
沢
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
に
'
桝
区
に
よ
っ
て
こ
れ
は
｢け
や

き
｣
の
tS
54
､
こ
れ
は
｢い
も
▲
う
｣

の
tB
区
と
い
う
し今
ノに
輔
鞭
は
あ
た
り

に
'
こ
の
嶺

に
は
河
の
木
が
よ
い
の

袈

め
て
も
ら
っ
て
,rゐ
茶
N
l
区
凶

に
壕
｢ノLL'茶
碓
え
聾
亡
い
よ
t
と
い
う

嘉

草
し
て
､
但
し
､
そ
れ
は

宗

T<
の
負
損
な
ん
だ
よ
t
m
が
助
成

す
る
最

で
な
く
'
自
分
た
ち
が
従
え

な
く
て
は
い
け
3･4'>
の
だ
と
い
晶

取

嘗

ノえ
つ
け
て
お
い
て
､
そ
の
木
の
斡

旋
に
つ
い
て
は
如
拙
で
雅
樹
な
-1
緑
蚊

EM
･+り
に
し
て
も
白
ノ.
そ
う
す
る
と

自
然
仁
V
S
L繋

'
大
小
は
あ
る
で

し
ょ
う
が
そ
れ
な
り
に
で
き
上
が
っ
t
J

緒
に
は
一
つ
の
横
木
に
お
お
わ
れ
た
蛎

鑑
Iこ
な
る
.
こ
れ
は
ま
だ
C]本
に
は
な

い
.T'JI
h
.

そ
ンす
る
と
､
こ
こ
が
｢け
や
き
｣

の
杓
且
し夷

に
決
っ
て
い
れ
ば
'
私
は

｢け
富

｣
は
い
や
だ
か
ら
｢
い
ち
ょ

う
｣
の
街
は
LJ]>
/
と
ス
ム
ー
ス
に
行

く
魯

ノ.
そ
の
た
め
に
も
新
し
い
ま

もつくs
tの
郎
分
に
は
件
E
の
定
や
す

る
前
に
'
し
っ
か
少
し
た
計
圃
鳥

肌

の
廿
珊
菅
野
九
て
お
く
こ
と
か
必
牢
だ

･).y

.

金

子

ご
款
矧
の
と
お
s
tt
熱

心
Hj
で
は
､
｢や
ま
っ
た
｣
な
ど
を
沢

山
呼
<
わ
し
へ
い
O
い
ろ
〃速
脈
か
ら

朽
比
に
中
人
た
s
t齢
準
し
た
豊

し
班

に
軸
を
多
く
し
て
い
る
と
眺
蔓

-

こ
れ
か
ら
U
･⊃
や
っも
の
最

入
れ
る

仁
し
て
も
､
ま
た
都
m
針
国
附
路
に
当

然
必
弊
と
な
っ
て
く
る
鵬
濁

iL
卓
J

も
､
わ
ざ
わ
メ
退
く
か
ら
以
っ
て
く
る

の
セ
な
く
､
伴
試
射
熊
の
1
警

て

準
冗
の
横
課
の
鴨
川
を
甥
克
て
も
ら
い

た
い
ご
て
九
LJ
モ
目
分
た
ち
か
自
分
た

ち
の
松
岩

な
重

づ
く
り
に
事
加
し

て
い
る
の
だ
と
い
う
兆
格
狂
わ
か
す
こ

と
に
ハ竣
)の
だ
と
瞥
ン
｡

松

沢
や
は
り
'
約
旨

は
付

く
計
脚
長

乾
し
て
､
ぞ

何
成
で
き

る
よ
っ
に
し
た
い
で
す
ね
.
今
の
う
ち

に
噂
凡
て
お
け
ば
麓

が
蝕
っ
て
全
体

が
P
き
卜邦
る
仲
に
は
か
Ll
臭

曹＼

L<
s
tま
す
か
ら
瓜
｡

電

気

自

動

車

の

走

る

ま

ち

中

山

還

摂
関
に
つ
い
て
L
J

か
'
地
下
鉄
が
賢

ハ蔓

が
か
か
る

と
な
れ
ば
､
そ
れ
に
か
わ
る
新
し
い
突

沸
裁
悦
菱

て
も
ら
っ
て
も
い
い
と

や
ノか

山

本

区
域
内
実
地
戯
欄
と
し

て
は
'
附
に
も
と
蔓

ノだ
が
而
屯

へ蹄
皿
屯
B
)
で
も
か
貴

い
と
池

い
喜

よ
､留

､作
の
Rj
屯
で
な
く
､

も
っ
索

L･tも

の
が
¥
え
ら
れ
る
は

す
だ
か
ら
.

ま
た
､
交
池
戚
朋
J
h
て
の
川
途
に
よ

っ
て
分
け
て
し
か
る
ペ
立
k
J.
例
え
は

る
LJ
と
が
那
1
で
余
り
ス
ピ
ー
ド
は
弊

茨
さ
爪
な
い
.

金

子

他
部
杓
と
の
浩

に
は

地
下
鉄
形
式
の
大
志

速
攻
朋
が
必
野

だ
が
､
地
政
的
蓮

如
自
軌
中
だ
と

】ヲ
入ら
れ
る
.

山
本
今､そして稲
光
に
向

け
て
n
,,lユ
ニ
テ
ィ
を
群
成
し
て
ゆ
く

た

めに
も
火
負
か
等
朗
に
洲
け
る
去
ノ

に
聖

所
川
地
を
脚
も
っ
て
錐
即
し
札

金

子

仰
津
折
松
野

一
ユ
ー
ヌ

ク
/
舶
慧

叩
に
っ
い
て
は
'
こ
の
凪

政
か
遠
州
し
て
坦
九
か
川
や
公
知
に
旺

文
を
つ
け
て
日
義

に
実

れ
体
制
菅

野
人
'
内
舶
的
に
蚕

の
必
監

夜
伽

収
化
し
て
S
や
公
取
に
甘
双
し
て
い
く

べ
き
で
は
u･lい
か
｡

松

沢

in
C
は
必
丁
い
つ
か
く

る
の
だ
か
ら
着

が
来

てJ)ひっく
り

か
え
tk
･+い
ま
も
つ
く
り
を
し
て
も
ら

う
こ
と
だ
LJ
で
桝
故
は
も
と
よ
hソ'
災

輯
時
に
蒜

のグ
t･tい
'
災
世
に
耐
え

料
る
ま
も
づ
く
り
を
J
tJ
も
ら
わ
ぬ

ば
｡金

子

こ
れ
は
頼
光
の
紗
と
し

て
ニ
r1-
タ
ウ
ン
内
は
屯
畦
の
t･.い
ま

も
短

非
し
て
ほ
し
い
.
根
津
の
糊
色

で
も
中
,い
術
に
は
'
と
に
か
く
屯
柾
k
J

＼
i'いt
J;

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
白
畔
の
評
定
袈
別

さ
せ
る
ま
も
だ
か
ら
'
や
が
て
,亨

い

う
重

り
く
る
の
義

り
し

美
3.

に
杓
即
し
て
も
ら
い
た
い
.

ま
た
∪
九
は
警

で
あ
る
か

蛮

行
軟
仏
か
や
る
べ

きも
の
菅
お
れ

た
ち
か
代
っ
て
や
っ
て
い
る
の
だ
と
い

う
史
封
の
蛍
雪

な
く
､
田
の
た
ち

山

原
規
つ
く
り
に
つ
い
て
も
.E
分
た
ち

州

比
が
早
＼し
て
い
L.ち
と
い
う
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
ニ
Tt
I
タ
ウ
ン
を
増
え
る

均
TTの
き
(
と
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
3･4い
.
円
分
た
ち
而
蛇
が
重

づ

く
り
u
5
:ら
か
の
形
で
賢
仕
草
も
つ
こ

と
に
よ
ノ
て
恥
し
い
此
主
菜
邦
の
13=き

LECと
3･lつ
て
い
く
.
鴫
光
の
二
rtl
タ

リ
ノ
と
し
こ
畠

任
住
ん
で
い
る
わ
れ

わ
れ
が
ホ
膿
′
な
る
...け
だ
か
ら
､
こ

の
LJ
と
空
目
推
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

7
ノ
リ
刀
あ
た

J1
で
は
'
｢公
園
が

き
れ
い
で
す
ね
.｣

｢遠
が
き
れ
い
で

す
ね
J
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
旧
い
か
け

に
対
し

て
､
｢公
周
や
沼
指
は
脱
の
も

の
で
も
h･+け
八
は
佃
の
も
り
で
も
な

い
へ
私
た
ち
m
i
rの
も
の
L･_ん
だ
､
だ

か
ら
'
き
れ
い
に
す
る
の
は
当
り
机
だ

し
､
き
た
な
く
し
て
凶
や
和
に
や
っ
て

も
ら
え
は
､
そ
れ
だ
け
多
く
税
金
を
と

ら
れ
る
､
き
れ
い
に
し
て
お
く
こ
と

は
､
そ
オー
だ
け
税
金
が
少
な
く
な
る
と

q_
帖
に
此
蟹

迫
に
住
ん
で
い
象

れ

わ
一l
の
プ
ラ
ス
に
t･.る
の
だ
'
当
り
帆

で
な
い
す
ず
か
｡｣奉

み
れ
ば

当
り
脚
の
こ
と
だ
が
非
輔
に
考
え
さ
t
L

ら
れ
る
御
製
J
リ.
せ
め
て
LJの
ニ
TJ

1
タ
ウ
ン
の
中
に
■y
て
の
し朱
ノな
こ
と

が
､
長
押
牙
は
え
る
し虫
ノ
に

わ
れ
わ
れ

も
心
掛
け
る
と
共
に
一
人
で
も
多
く
の

饗

か
舟
た
い
.

山

本

U
字
町
の
中
の
TlJ,[
一

つ
孟

ら
な
い
加
在
の
達

軌
に

は
崇

曹

.
富

H分
た
ち
が
そ

こ
に
位
相
あ
だ
か
ら
自
分
た
ち
で
片
付

等

亡
い
よ
t
と
い
う
雷

を
こ
れ
か

ら
は
し
て
い
を

けり爪
は
い
け
な
い
.

せ
め
て
､
こ
の
ニ
rtI
タ
ウ
ン
の
中

で
は
自
分
た
ち
の
転
柊
は
自
分
た
ち
で

守
る
の
だ
と
い
う
患
取
軍

手

入
牒

し
て
く
る
人
た
ち
に
Ⅷ
付
け
る
こ
最

大
事
だ
患

い
ま
す
よ
.

-

い
ろ
い
嘉

t･t蛋

比
あ
少

が
･′ち
ご
ざ
い
ま
し
た
.
日
揮
し
川
や

爪歯
に
何
か
が
灘
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

挿
i
し
き
す
.

松

沢

和
姦

も
こ
の
他
刺

的
雅
人ハB
窮
を
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

完
成
す
る
ま
で
は
仙
光
れ
ば
T八
違

え

る
LJ
と
に
よ
り
耶
邦
が
悼
珊
し
な
い
よ

う
E

L
欲
し
い
.

そ
れ
レ転
用
は
'
故
附
を
tL
汁
に
出

す
の
は
い
い
が
'
撫
斬
な
汝
計
を
し
て

い
る
卓
ノに
魁
わ
れ
tO
'
そ
し
て
こ
オ

は
附
し′杏
団
に
宵
っ
て
曹

た
い
が
'

蔑

丁蔀
が
粁
わ
っ
L
hJyq
邦
公
角
川
旭

か
い
つ
ま
で
も
珠
で
先
れ
た
ま
ま
歪

し
て
お
く
こ
と
は
止
め
て
も
ら
い
た

い
.金

子

な
ん
と
し
て
d

工
郡

の

促
年

中
劫
R
項
が
評
1
な
の
だ
か

ら
地
域
内
の
即
応
土
人ハ切
だ
が
､
Ⅶ
連

中
窮
の
問
胤
等
'
外
の
附
過
地
域
の
皆

さ
ん
に
も
潔
い
班
桝
を
朗
る
均

例
え

姪

比
企
芯
､
即
金
等
を
設
定
す
る
な

ど
招
北
'
是

か
い
っ
し
ょ
に
t･8

っ
て
新
し
い
ま
も
づ
く
り
に
確

で
き

妻

ノ'
和
か
イ
lLh
7
テ
ィ
フ
を
と

っ
て
も
ら
い
た
い
.

-
1
そ
れ
で
は
仲
間
も
八郎
讐

し

た
し
､
非
tEに
い
ろ
い
妥

G
lな
(義

見
､
ユ
ニ
I
ク
t･4光
来
モ
菅

ま
して

あ
り
か
と
う
ござ
い
ま
し
た
.

こ
れ
か
ら
も
こ
の
こ
rtI
タ
ウ
ン
研

警

よ
く
北
ひ
･ち
'
井
に
二
者

議題
め
て
い
き
た
い
と
他
い
手

の
葺

綾
と
も

よろし
く
お
励
い
辞
し

辛

.

:･:･:･:･:･:I:･:･:･:･:･:･:･:･:･:･:I:･:I:･

おことわり

血
廿
に
搾
藍

を
柑
介
し
鼓
し
た

が
､

按藍
の
替
わ
林
に
つ
い
て
は

抗
の
と
お
り
で
す
.
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tJ
!!憾

民
約

q
鳩

窯
′
瑞

Q
Xl宗

鑑
≠
t
C
lQ
と
従
や

iJp
′
三
u
n
エ
栂

雌
完
苧
解
式

C
fP
'
重
u
P
エ
tJ
tiも

祥
貫
粍
網

CTIP
′
小
三
対
<
望
喋

卜
や
-

1I1'
iG
言堤

織
1
句
◎
-i
W

望

鮮
1
戦

略
斗
Ji

t.
i
刻

∈接
亡

榊
心
細

◆
U
く
lQ
Q
e;BL締

り
iT

詫
宗
荒

縦
王
鵬

′
軸

Eを
濁

り
望

工
吋
LJ
A)u

t.
ぐ
t
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推
進
協
'
活
動
を
開
始
′.

専
門
委
貞
会
次
々
に
開
催
さ
れ
る

雅
仙
ニ
ュ
ー
ヌ
ク
ン
萱

墓

Y

拝
謁

月
に
苑
戊
し
て
以

来
､
a

q
)Z

第
1
回
白
州
也
巌

金
華

撃

で
も
お
知
ら
で
し

声
レ
た
真

申
門
夷
H
負
蓋

の
葦

針
や
籍

募

ス
ケ
ジ

rl-
ル
¥
に
つ
い
て
協
払
変
t
.い
ま
し

た
.
訳
い

W
1
月3
EZ]には
､41㈹
堺

円
蓋

晶
催し
てヽ
貴

市
貴

会
の
葦

'
刑
毒

を
北
田
す
る

と
と
も
に
､
各
墓

の
卓
抜
の
括
れ

方
針
を
熊
掌

る
な
く

塾

T見

放
と

し
て

歪

的
義

孝

た
め
の

*
仰

毒

し
さ
声
レ
Lr

Ll
勾

巾
一

の≠
門
墓

で
対
応

す
る
こ

と
が■
し
い
貨

や

'
他

の
刈

…

負
と
の
翼

強
い
等

ミ

即
門
的
郷
地
が
必
汝
と
さ
れ
る

事
堺
に
つ
い
て
唱

研
W
嶺
公
安
赴
け

て他の
香

魚
葵
H
や
甘
地

必

り
協
力

嘉

義

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
.こ

き
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て

｢串
黙
対
特
番
出
金
｣
12
H
8
日

｢
伴
措
対
頂
奔
H
負
J
12
H

u
u

｢男

爪
喜

｣
12
H
15
日

L{

そ
れ
ぞ
れ
朋
惟
系

こ
れ
か
ら

の
晴
れ
耶
針
喋
こ
に
つ
い
て
'
拝
作
的

な
欝

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
.
換
即

の
夢

は
久
の
と
お
り
で
丁
.

t･l奄

九
月
瀬
真

金
の
賓

は
別

相
a
と
お
り
で
す
.

事

業

対

策

委
d

t
金

砂
男

熊
真
金
セ
は
今
快
の
悌
点

検
肘
申
d
T
卜
し
て

S

工
事
ス
ケ
ジ
rT

ル

帥

蛋

桝

ニ
r]
-
タ
タ
ン
空

中
邦

的

霞

の
川
畑

が
蝕
北
さ
れ
ま
し
た
.
LJ
の
小
義

ス
ケ
ジ
rl
-
ル
レb
簾

の
研
琵

(a

に
SE
漉
和
む
丁
る
必
鍵
が
あ
る
と
し

て
'
当
血
9
脱
誌
何

約
%
帆
と
14
.-3
ま

し
た
.

工
ポ
ス
ケ
ジ
1

-
ル
に
つ
い
て
は
'

と
り
参
入
す
､
捲
け
遺
脱
エ
S
に
洲
す

麦

田
の
鍵
某
社
叔
町
7
る
LJ
と
に
な

り
ま
し
た
.
そ
bl
喝

全
山
的
な
側
和

は
垂
■
会
V

古
畳

ご
と
の
岬
Ⅶ
は

各軸
且SB若
で
てれぞ九等
ノLJ

と
に
な
り
ま
し
た
.
q

Y
念

的
な

Ⅷ
g

食
糧誠
朝
野
丁
る
脚
に
は
､
各
他

室

の
止
別
会
艮
で
富

脚
憎

悪

霞

も
事
刀
す
る
こ
と
に
Lt
皇

し
か
｢

捕
作
問
瓜
に
つ
い
亡
は
研
莞

怒

筆

触
即
す
TO
こ
と
に
1]
リ

まし
た
.
U
り
軒
糞

は

｢納
Z
M

切
断
糞

｣
と
林
.Y
棚
状
に
か
か

わ
る
州
軒
的
鼓

光
と
兆
讃

ゑ

抄
の
祉
め
ガ
即
を
他
m
T
る
こ
と
に
1･I

っ
て
い
ま
丁

.

ま
た
即
愛

山
'
悦

星

〃
熊
井
)
か
中
心
Ly

他の

兼
H
令

蓋

ぶ
こ
と
に

L4S{
人連については我H
片に1

位
と
い
う
こ
と
に
3･+
U辞
し
た
.

生

活

対

策

委
<

会

告
仙対
的
盃

角
で
tTnL.唯
9
悦
服

寧

ゝ
ヽ

S

ニ

ュー
タ
ウ
ン
∬
片
野
iE

.i

最

=
f

が
珊
批
さ
れ
声
レ
tJJ

ニ
rT

タ
ウ
ン
環
境
如
来
に
つ
い
て

は
研
糞

か
苑
旭
さ
掌
ヽ

浜
野
丁

る
こ
と
に
な
り
き
し
だ
.
こ
の
研
蛋

金
下
は
一(
rT

タ
ウ
ン
コ
ン
ト
ロ
ト､
ル

研
曇

と
い
う
名
称
の
も
と
に
､
広

く
二
ユ
～
タ
ウ
ン
全
捗
の
あ
り

方
につ

い
て
他
封
す
る
こ
と
に
a･1
つ
て
S
.
ま

チ
.
ま
ぺ

研
糞

の
水
成
t
は
生

君

田
垂
八
号
中
心
iY

他
の
垂
t
C
(

萌
か
華

蓋

ぶ
こ
と
に
t.4か
ま

し
環

.′て
i{

研
即
し
た
成
巣
晶

熊
の
も
の
と
す
手
た
め
に
は
｢
聾

用
地
｣
の
申
出
考

1
枚
*
j
Z:薫

り

る
人
<
の
慧

力
が
必
中
だ
と
し

て
､
こ
れ
ら
の
代
粁
名
に
も
軒
費

へ
事
伸
し
て
宴

ノと
い
う

こ
とに

‥▲
い

∈
ヽ

義

仲
に

つい
て

t
Y
ig

-山
狩

も
貰

よ
し
Lf

よ

集

対

策

委

<

会

感
封
的
平
H
角
で
は
今
は
の
焔縦

横
附
糾
明
と
し
て

L

y
C
I
a

生 活 対 策 委 JL 全 くT2月TIB)

印

材
の
セ
ン
タ
I

吻

<
井
の
竃

米
価
周
丘

が
祉
比
さ
れ
ま
し
た
.

<
器
刈
肝
墓

で
は
研
莞

空

苑地盲
せ
る
こ
長

く
､
テ
ー
マ
ご
と

に
必
井
に
応
じ
て
叫
伸
也
を
加
え
､
拡

大
云

金
と
い
う
伯
方
ワ
ノ
こ
と
に
な

り
声
し
た
｢

ま
た

､
孝
の
抹

消

淵制
止
に
つ

い
蓬

瓜
に
失
血
T
hl
tLと
が
汁
柁

さ
れ
事
L

LJ.

榊
附

研

究
部
会
閲
か
る

I等
日加
臼
､
那

一阿Z鵬
を

八

苦

さ

れきし
LJ.

こ
の
桝
糞

で
_V

S
邦
稚
児
の

た

めの
M仙側仙
Sl新
宅丁るこ
と

に
な
っ
て
い
ま
す

.

f
]u
_I

書rll委JL金委JL名簿

S

神
肌
宍
捗
の

進め方

川

柳
肌
に
締
る
朋
血
の
対
応
邦

の
二
つ
の
帝
切
に
つ
い
て
仏
法
さ
C

今
牧
､
凡
体
竹
に
叔
即
し
て
い
く
こ
と

に
t･+レ
ま
L
に
.

心
力
､
当
ES
堂

■
は
㍍
9
-義

vn
P
T
.

･]

F
Ⅶ
■
5
'
j
_
I
/

lr
j
P

t
L
■
K
一

甘ZLf杜

_
眉
暮

代
Jl

'
歪

tt

_
千
三
千
X

■
け
t
J.1

1
下

t

lg
'
4
4

年
4
[IIt
(
.L
川
･iJ)

加
N

安

中
村
道

天

井
形
t
T

沢
口
_

一

(臼ぶ
り
壷

屋

)

小
捕
弘
W
へ榊
粥
川
が
舛
拙
)

I:･:･:･:I:･
:･:･:･
:･:･:･:･:･:･
:･:･

:
･:･:
･
:･

榊
浜

市

人事
異動

･-
由
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
槻
帆
I

O
m
川
畑
糖
化
二
{･1
ク
タ
ン
地
盤

地
収
税
よ
e
(雌
む
北
lニ
ー
タ
ウ
ン

姐
叫
叫
純
肋
iq
血
)

小
山
ln
叩

宗

M
Z
憎
北
ニ
J
I
q
tウ
ノ
止
血
仰

i
.-T
I
･;
(
･lt山
..P
L
也
爪
."可

#
.

工仰臥
)

佐
々
木
保
明

雑 草 火 災 をな くそ う ./
春の火災予防週間

2月28日～3月13日
雑草火災の件数がたい-ん増えています｡昨年港北 ･緑雨区内で96件もあ りました｡ rタ/くコの投げ槍て｣ ｢子供の

登慧㌣最 妄言宝冠言霊霊鑓 謂 禁 旨芝ヒ圭己olう｡ = 港 北 ･緑 消 防 署 =
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ごと丸 々仮設住 宅 に 移 転ク
第 二地 区 柚 木 先 行 造 成 地 に 活 気

先
L:造
成
繋

び
収
政
住
宅
の
発
散

に
つ
い
て
は
'
い
ろ
い
ろ
柑
叔
し
て
き

ま
し

たか
(書

は
光
行
わ
れ

て
書
に
池
比
外
の
収
放
任
宅
へ
Q
T(
a

Lを

q

流
在
り
竃

浪
<
老
君

だ

え
な
い
P
r(
唾
丁
を
た
g

整

丙

に
窒

戊
を
け
い
そ
の
他
に
牧
山
圧

電
蓋

丁
や
こ
と
が
莞

古

畳

に
お
い
て
J
々
の
出
し
t
Lい
が
行

わ
告

モ
た
が
'
そ
の
鹿
査

一
号
と
し
て
､
叩
畔
■
れ
か
ら
L
月
に

か呈
二
を

l
T女

両
地木
先

行
造
成
地
岳

苧
爪
た
収
奴
住
宅

LT

仙
木
星

の移
七
か
行

わ
れ
■
L
lI.

こ
の
移
轄
替

繕
一
hJい
い
壬
T

･A)-

-･-

3杜絶末
池且
は
､
当
胡
遭
破
折
片
に

垂
つき
近
床
工
事
が
書
手
毒

す
が
'
そ
の
鵬
部
分
的
し
こ
a
の
兼
良

の
蔓

モ
及
び
1g
出
圧
tP
へ
の
入
店
か

き

れ
て
い
き
し
に
｡
と
こ
ろ
が
､
造

成
計
胆
が

大著
尻
に
堅

さ
れ
た

こ
と
に
伴
い

'重

川
和
だ
H-

薫

い
に
撃

卓
]+
1
F
の
移
七

か
'
穿

-く
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
ち

昭
和
垂
丁甲
十
t
月
移
素
5
'

によ
る二
十
1
人
の
カ
垂

の
脇

一
の
碍

重
任
の
神

仙企轄
姐
塀
和

良

V七
す
る
こ
と
に
なtp
'
公
田
に
よ

る
義

苦

B
W

そ
れ
に
基
づ
く
■

爪
毒

か
行
b
r

毒

し
て
地

元
代

鼓し畠
に
よ
る
先
付
造
成
地
に

…

々
の
事
琶

汀わ
れ
ま

した
.
そ

の
琴

杢
丁
一
年
1五
月
1J

は
金
耳
に
トち
収
放
任
屯
移
七
に
価
す

る
集

約
の
耕
積
が
篭

移
正
伸

だ

.
丘
K
事
の
疹

tB塩
丁
轟

T

+
月
･-+
1
月
垂

れ
､
七
九
に

要

し
璽

-
及
川政

墓

枚
が
d

さ
れ

≠LuJ'

U
の
岬
墓

mTと
の

甲

｢
#
粥
さ
れ
る収
葦

に
つ
い

素

量

善

事L
LP

こ
昌

甘
夏

て
み
千
丁
と
I

箸

mm川東

牡
は
'
旺
帆
の
竜
恵

警

九
き
し
uJ.
⑦
一著
芋
る

住
宅
の
葉

B

班蛙二十
坪
を
r
芯
別

荘
と
し
､
各
人
の
蛙
楚

頼
ヨ
分
の

投
打

プラン
に
よ
り
'
偶
加
の
悦
3
1が

行
わ

れき
し
に
.
真
山蚊
整

宅
C
.
1
敵

か-
パ
タ
ー
ン
は
､
平
東
北
か
三
L一
五∨

方
㍍
か
ら
自
1
平
方
㍍
ま
で
の
十
四
油

I
(
二
肝
光
が
五
十
>
万
㍍
か
ら
ー早

万
㍍
ま
で
り
工
ハ述
わ
あ
q
t
れ
近
'

形
F

辻-｢
仕
搾
山
つ
い
て
は
､
6
I

バ
タ
ー
ン
同
じ
施
工
に
な

ってい
ま

チ
.
e
t
井
に
多
い
胸
中

に
つ
い
て

は
､
旺
舶

-坪
に
州
笥
r
る
初
を
叫
十

g
)姐
わ
の
プ
I夕
に
あ
り､は
虚

叫

r
毒

p
托
巾
の
巽

と
農

事
L
uJt

塀
篭

り
仕
様
が
次
善

と
丁
で

旺
喝
艶

り
醤

ふ
■
島

初
り
J
Z湖

か
､
壬
R-の
村
b
叩
藁

白
､

Jt
フ
e
･く
十
一
月
群
に
履

.
萎

一

等

1
カ
HH31
九
に
t;Tt呈

,し
た
が

T
二
月
十
七
日
で
･0
戊
か
入
店
耶
1

号
と
し
て移
y
し
た
の
1
5
Jh
d
菅
山

t
と
入
店
が
地
壱

りーt
R一
萱

P

や
エハ
什
は
む
止
宵
そ
特
誉

し
引

必
至
巧
J､
K
t
L訳
血
批

分
五
打越
二

員
下
旬
に
移
B
が
茸
.す
る
こ
と
に
t･.

っ
て
い
手

.

つ
い
二
ユ
ニ
年
前
に
は
'
歪
宗
竹
'

杉
､
守

が軒
等

所
火
の
畑
地
に

は

一
々
轟

東

が
必
中
長

打
う
さ

ぎ
に

†
刀
T])れ
た
p
L
に
こ
の
土
地

が
'
今
′ヒ
ノ
し
真

心
X
が
立
伸
び

弘
誓

ン
な
灯
が
懲
L
I室

の

を
eLの
あ

に
抄
に

丁ると'
瀧
か
I年

戊
包
丁
に
し
1尭
成
し
た
巾
至

嘱
和郎
政
等

妙
花
の
梯
刀
空

始
め
､
妄

3
に
旺
事
し
た
い
ろ
い
ろ

義

t
V

帯
刀
心
拍
j
iで
あ

わ
､
LJ
S
lこ
と
は
､
妙

R'
Z=替

公

艮
り

点
り■が
､
柑
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
4
E枚
甘
苦

mp
m発
成

書

め
.TJP
あ
0
こ
と

モ策
し

ていやよ

う
に
虹
わ
′l
‡
丁
.

そ
LJ
y

引
点
し
て
こ
ら
Gl
た
方
々

に
'
こ
り
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
耶光
の
出
版

工
事

や炊故
住
宅
に
住
ん
で
み

ての
佑

懇
L
ど
な
附
い
て
,ケ

き
し
に
.

･-
⊥
Ⅵ投
任
せ
の
住
み
心
地
は

○
仙
収
～1
..tt
と
b
制
か
､
唯
利
に
出

来
て
い
る
J

つ
く
Saも
他
っ
た
トーp

し
っ
か
p
L
J
い
る
学
1
年
叫
の
引

g
L
で
心
出
P
し
た

が'
菅

も
七
九

は兵
にはrPq
い

.

〇
ヤ
生
で
主

群
レ
LJ号

新
し

い
岨
帆
と
日

fi.I買

よ
く
叩
く

団
刈
吐
い
と
Jd
っ
た
撃

薯

.

0号
も肖十畔重

た

■
●主
0
叫
べ

屯
t
ILJ..
釈
.i
.っ

t
r
今
で
.Ⅵ名
号

廿
し
い
.

(¥

い
功
や
チ
桝
た
ち
Y
Kん
で

い
量

が
'
島
Lr
Lゝ
′
姦

策
の
蓮

華

い
H･_
い私ら
老人

に
は
､
戸
古
い
も
ある
.

〇
地
形
的
に
は
'
雨
雪

目帽廿

もいいの
で
Tか
'
乱
が
ち
ょ
っ
と
あ

る
毒

が
n
p
】i
J

こ
れ
か
ら

書
1
点
が
吹
い
た
暑

くa･1つ
た

少
し

た

ら､ど
ん
な
も
の
で
し
▲
う
か
tも

▲
つ
と
不等
7
.

0一ノレハト
あ
いて
い
た
の
で
､

J
り晶
米
松
も
の
か
と
瓜
つ
て
い
た

が
収
監

汚
ト
し
て
は
t
U
っ
は

一嘗

る
く
ら
い
u
JJ
そ
れ
婁

拶

能
事

ち
に
し
て
も
ら
い
た
い
.

-

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
_
t
に
っ
い
て

Cq
さ

ら'･3
い
患
い
誉

すでに､LJU表
書
っ
tE
i

J'
一叫でJn牢
で
も
付
く尭
塀
し

て
研し
い
.

〇
丈
夫
ヴ
っも
に
'
森

術の
*
に

皆
ケ
た
い
畔
寄
D
は
'
只
'
そ
れ
急
掛

っ
て
い
る
.

C
こ
う
見
て
い
る
と
'
地
形
の
咽
的

七
や
ひ
管
柑
LJ
い
こ
と
か
も
し
れ
LJ
い

が
'
北
快
G;の
造
成
b
多
/阜

け
ら

九
る
城
だ
が
.

-
-
子
妖
の
T
,サ

○
事
宍
祥
田
小
)が
近
く
t･4つ
た
.

i4Jと
芸

に
も
葦

が
い

iJ

何
LQ
'
新
し
い
t
で
と
て
も

買

(
引

点

且

t
)

お

こ

と

わ

り

解
け
～点
介
し
き
し
に
芝

垣

の替室
の

中で
K
一
地
区
雰

圧
搾
番
号

と
琴

1池
Ⅸ
蓉
藁

普

-
の
援
星

は
､
そ
れ
ぞ
れ

1

二

五
と
1

二
九
九
と
11
つ

て
い
ま
し
た
が
､
1

1
五
五
と

1
･
三

先
の
h
D
で
L
LJ'
LJLJ

に
お
叱
び
L
前
泣
い
た
し
辛
丁

.

t･1

勾
墓
及
け
そ
の
好
刀

革
を
あ
ら
た
宅

わ
か
り
や
す
く

ま
と
め
ま
す
と
右
凹
の
と
お
り
で

チ
.

■■■■
一
一1
言
一
書

l一
■
■
1

一t

灯tg一一■曇

■

葦

∵

:L

'州 一一一

L

tt
ト

ト

い

.JJ
t

ト

ト

_
I_L

∫β

W
.

-
y
L_
Iと.毒
.L.,
矢
.邑

rレ_,珪
/
■ll
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集 落

事
業
促
進
に
思
う
〃
‥

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
完
成
遅

れの
被
害
者
は
誰
れ
?

一
昨
lF
へ_泊
仙馳
畔
)
T
l月
､
伝

本
性
器

か
n串
L
n
妬
け
剛

比

押
し
が
九州搾
草

地
維
新
の
伽
m

造
り
の
甘
美

き
く
は
必
さ
て

私
比

の
蓮

叔
折
は
'
お
先
ま
っ
船
と
ゴ
ち

状
態
で
あ
る
.
朽
長
や
公
田
鑑
此
の
所

に
押
し
か
け
て
行
宅

地
川
中
の
潜
血

す
る
所
長

見
u
JJ

M
義

時

当
抑
止
士

Ll
に
は

公
印
リノパ
ー
ト
を
iSl山
､
革
T
.]呼
に

は
叫
丁
爪
が
入
り
'
峯
丁
鞍

LZZは
5

井
が
瑞
服
す
串

と一
っ
て
い
Llが
.
令

考
え
喜

V

こ
れ
は
池
Z
世
の
瓜

秋
色
引
き
出
T
C
の
も
の
で
あ
った
と

u~
Tノ.
瓜
止
り
印
に
J
)九
十
･拙
Tに
は

出
3(な
い
と
甘
ノd
k
怠

っ
た
岐
P

あ
る
.

し
即
k

こ
の
&
･盗

れ
…

し
い

て
q

土
朋
は
中
途
半
加
の
状
庇
で
放

生
さ
れ
て
は
六
T
二
坪
は
お
ろ
か
C
十

畔
で
も
丸
山
L
は
叫
い
の
で
は
な
い

か
t
公
B
L<
と
か
ら
岬
く
く

巡
れ
た

瑚
附

は
r地
主
が
似
刀
し
な
い
i
d
J

p(.
｢川
の
喝
泡

I
に
抑
仙
が
か
か

る
｣
と
ー
ち
.
a
iL
で
芯
m
l
り
か
.

公
凶
は
細
山
が
多
]
b
t･+い
だ
ろ
う

a
.
そ
れ
に対
応
する
アン
が
が慧

一
五
と
世
フ
.
;
や
公
印
は
や
る
総
か

あるの
朴

と
2
い
た
く
ハ去

-_
〟

し
は
し
は
雪

.

州
や
公
E
だ
川
田
も
や
っ魚
に
､
住

民
歩
測
の
量

づ
く
左

b
維
剃
i?と

1
地
に
エ
申
出
即
を
皇

た
ら
と
フ

萎

ン.
先
学

†串
が
蔑

す
る

瓜
の
ホ邦
柵
け
る
か
も
知
れ
な
い
.

蓬

外
萱

.
や

る
表

別
日
に
で
も
プ
ル
ト
ー

サ
ー
か
社
費

血
い
が
も
で
あ

q

せ
め
て1
利
達
の
一雪

に

1
日

G
LP
,新
し
い
水
和
の
鼓

に
対

-
=
自
ら
塀
刀
を
し
な
く
て
は
ず
hな
い

と
腎

ノ.

勺
､
洪
池
故
針
の
1
俳
で
あ
る
-音
別

m
他
の
しい
Ht
に
別
す
る
グ
ル
ー
ブ
即
爪

が
棚
か
.IIi.
m
dl
盾
の
a
レ
付
い
か
持

た
れ
て
い
る
が
､
藁

州
地
の
胸
城
代
N
と
の
P
L古
い
が
岬

た
わ
し
い
L<
い
瓜
に
毒

か
b

不
潮
が
州
き
ptl
て
い
る
.
し
か
k

公

団
が
1
九
的
鼓

先
考
か
し

ながらも

師
し合
い
の
-
.
解
決
す
る
ム
ー
ド
は

苦

れ
る
と
や

ノ.
こ
の
柿
別
川
他

の
故
に
､
工
事
曲
射
の
帖
に
妙
九
と
悦

服
の
｣
､
前

克

っ
た
最

t
と
し

て
も
充
分
別
件
が
淋
由
れ
な
い
ま

で

q

u
爪
か
ら
の
附
告

廷

丁と
S
3
:

に
つ
い
衰

来
手
と
小
へあ
か

を

顎
しは
な
カ､
ろ
･つか
.

L

=

巨

.
Ir
.‖

- ⊃- q JQll牛

歴

史

展

年
中

行事
(

そ
の〓
)

二
月V)EZ]

セ
ッ
プ
ソ
.
ト
シ
n
シ
の

正
喜

宅
T
g
.
見
書

く
人
は
'

そ
の
暮
の
森

柾
か
､
息
子
で
あ

ら
.ハ

ッ
ク
マ
.
セ
ッ
プ
ン
の
の
も
の

珂
め
て
の
ク
マ
の
日
に
'
オ
ハ
羊
､

n
7
メ
シ
モ
作
っ
て
'
オ
イ
ナ
リ
サ

マ
に
お
■
タ
レ
LJ+
虫
A
ゥ
丁
る
の

Y

盤
大
輔
仰
萎

.
壬
た
､
成

軌
や
川
持
去
即
へ
著

丁
る
こ
と

峯

.
こ
胃

は
'
7
グ
美

か

ナ
∪
と
が
毒

い
.

三
月3

日

ヒ
ナ
マ

ツリ.LJ
の
U
に

廷
]百
の
ヒ
シ
モ
チ
を
五
つ
▲
泊
に

し
､
カ
ッ
プ
シ
空
つ
け
て
､
仲
<
.

母
判
の
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
い
く
.
こ

の
モ
チ
は
1
日
､
も
し
く
は
2
月

㌘
･
訪
日
に
つ
く
.
書
の
蓋

に
ヒ
シ
モ
チ
車
粥
入
る
.
ヒ
シ
モ
チ

は
'
仙
荊
P
iX
め
哲

モ
チ
で
あ

る
一下

旬

世
レ方
ノ
.
こ
の
EZIJ
.
～

仏
博
し
菅

y
dr

･′
h
･に
砂
1
2

の
入
っ
て
い
る
一"あ
を
作
っ
て
女
べ

た
.ホ
ク
モ
チ
､7
グ
ダ
ソ
Tlな
"ち

ジ
シ
ソ
コ
ク
.
シ
ャ
ニ
チ
(社
zz])

に
お
こ
な
っも
の
で
､
こ
の
日
は
土

俗

州

①

九

､仕事荏
き

｢
柴

島
も
許

っ
て

要

つ
い
ーT
管

祈
る

L

t
一食
丁
つ
で
あ
っ
L
P

E5
aZ.

8

8

才
シ
ャ
カ
サ
マ
.
ガ
シ
ャ

カ
サ
マ
そ
ま
つ
っ
て
'
お
供
え
を
T

TO
L
竪

控
に
朗
桝
貫

け
た
ql
の

オ
シ
ャ
カ
サ
マ
に
'
オ
チ
ャ
呆

け

a
.
豊

頃

t
の
双
三
_
い
て
い

ら
.
光
二
4
)ニ
ン
ジ
ン
t
Tlポ
ク
に

量

目も
耗
っ
V

マ
セ
メ
シ
舟
庶

い
L
r

五
月･L)臼

七
.tク
.
水
Q
L
W

こ

の
日
の
カ
シ
ワ
モ
チ
を
作
る
た
め
に

一
晩
中
苦

い
こ
し一
山
あ
っ
ち

カ

ツ
ブ
シ
を
つ
け
た
カ
リ
ワ
モ
チ
茎

和
に
l
杯
入
れ
て
(S3-
割
コ
g
)

仲
人
､
番
菅

こ
に
持
っ
て
い
く
.

六
月ク

エ
タ
.
耶
嘩

仰
の
ウ
エ
ヌ
の

下

屋

の
日
工
ク
の
脈
々
■
い

藍

川か
u望
h｢

虫
布
く
Q
.
ク
エ
ク
の
あ
と
LY

村
中
で
兇
お
く
暑

丁
る
.
タ
イ
マ

ツ
そ
つ
t
/
川
下
へ
九
t
i
を
た
た

W

前
震

い
て
追
い
州
す
.
普

防
嘩

甘
段
暮
ぞ
*
る
.
i(止
光
年

ま
で
お
こ
な
Iわ
れ
L
r

返
灯
は
､
タ
イ
マ
ツ
で
な
く
､
チ

ー
ク
ナ
ン
で
あ
っ
た
と
も
い
う
.

七
月7

日
タ
ナ
バ
考

ギ
オ
ン
マ
ツ

リ
.
川
野
レ
空
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
.ト

旬

オ
シ
メ
〃
シ
JI
ク
ガ
ツ
.

大
山
蛾
へ
お
水
菅
か
b
い
LZiE
Jq

E
乞
い
牽
し
た
の
も
t
E
系

っ
て

3
望

胡
い
乾
し
巧

八
月7

日

オ
t
l7
ク
.
こ
の
日
に

は
､
ソ
ー
メ
ソ
毒

花
に
管

.

中
旬

オ
ホ
ン
.
門
徒
は
東
光

で

莞

c
tだ
け
宅
丁
る
'
12
日
に

市
ノウ
ク
モ
丁
る
.
k
に
よ
っ
て
は

7
日
書

羊
ノ
ウ
ジ
モ
T
q

チ
J.
ク
チ
ン
登
庁

て
､
よ
へ
む
力

量

軒
下
に
Y

付
和
の
チ

.tク
チ
ン
と
.
山
い
チ
,
ク
チ
ン
の

二
つ
を
つ
る
し
て
お
く
.

葉

菜
は
､
13
日
に
お
さ
に
オ
ト

ウ
ロ
ツ
ケ
軍
し
./

夕
方
に
B
lに
ド

ロ
で
台
を
作
り
'
そ
の
卜
に
ナ
ス
や

キ
ュ
ウ
リ
毒

ぞ
つ
く
っ
た
あ

そ

の
廿
｢
ム
カ
エ
火
か
た
く
.

14
日

こ
の
8
に
曹

O
Jk
r
7

ペ
カ
ク
に
し
て
<
ぺ
dr
桝
は
こ
升

位
つ
く
.

はげ
-
材
柁
餌
差

色
八を

た
く
.
こ
の
叫

ナ
ス
･
キ
ュ
ウ
リ

の
朋
の
トだ
お
茶
や
ヰ
ワ
パ
そ
の
せ

{
1

九
月秋

ヒ
ガ
ン
.
_
ヒ
ガ
ン
と
榔
じ
こ

と
宅
T
る
.
ジ
シ
ソ
n
宅

丁
る
.

十
五
秒
｢
方
Y
も
む
を
滞
る
.
栄

1
升
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て

1
n

の
ダ
ン
ゴ
を
作
る
.
こ
の
タ
ン
ゴ
畳

表

え
畠

Y

藁

が
血
白
半

等

ダ
ン

ス
Q
l典
U
､
n
タ
ン
〃

轟

長

い
ーき

れ
t
iP

淡
一
升
の
光
コ
ナ
4
116
に
事
と
め

て

そ
や
っも
の二
つ
を
_
巌
の
細

か
女
ペ
､
秒
p
を
裁

え
し
た
と
も

い
う
.

十
月11

日

オ
マ
ツ
リ
.
ア
キ
マ
ツ

斗

以
帆
は
17
8
に
お
こ
L･1わ
れ
た

が
'
恒
和
LE,'6
年
ご
ろ
に
11
日
に

貫

さ
れ
ち

10
8
の
博
し
ヨ
Y
,(

ヤ
か
お
こ
な
わ
れ
'
吉

T
か
タ
イ

r.
･
カ
ネ
小鳩
.を
t
札
中
た
た
き
肌

か
丁
.
オ
カ
メ

ヒ
,
'
ト
rLの
仙

女
つ
け
て
納
め
'
セ
キ
ハ
ン
･
llシ

メ
芙

ペ
'
射
管
七
g

…

岬

竹
は
'
､ヽキ
パ
ン
が
ナ
q

r,[ヤ
バ

ン
は
当
悪
制
で
あ
る
.
,,(
ヤ
バ
ン

は
､
昇
り
の
当
旦

式
の
一
昨
佃
く

ら
い
帆
に
で
か
け
'
神
_
少
を
す

杏
.
ヒ
ヤ
ク
ミ
･
オ
サ
ン
ゴ
と
い
っ

て
､
3
5神
･,ヰ
く
ら
い
'
ス
ル
メ
3

咋

ヤ
サ
イ
へカ
h
t
lヲ
ジ
ン
.

Tlホ
ク
'
サ
ツ
マ
イ
モ
)
義

久

す
る
.

※
ヒ
十
ク
ミ
帖
､
j('桝
'琴

軒
琴

淡
い
ーMの

(負
)
を
付
わ
せ

た
あ

.
オ
サ
ン
TTは
'
光
1
牡
ニ

4
]不
慮
も
1
丑
l有
で
あ
る
.

群
れ
ろ
冊
の
ぷ
字
t
は
'
お
古
だ

け
で
1
仙
兎､
Z
岬
お
LJL4
う
だ
け

V
神
官
は
神
淋
毒

ン
.苗

は
'

佃
要

に
蓋

六
の
村
へ
t

,yrヤ
バ
ン
の
人
が
州
み
に
い
く
.
1

警

ら
い
V

小
▼
'
ハ
丸
井

の
番

い
戸
出
し
わ
く
.
苫
人
は
'

-
姦

く
ら
い
毛
で
あ
D
t
カ

ソ
サ
ツモ
押
も
が
い
て
い
ち

朋
が

揮
っ
た
肪
｢
慣
泊
る
に
は
､
,,[ヤ
ゼ

ワ
ニ
ソ
の
茶
を
何
首
ノ.

､ヽキ
パ
ン
は
t
I

tL
･
中
の
連

梯
川
で
あ
a
.
虫
部
一g
v人
.
こ
の

-
に
J,(ヤ

ガン
こ
ン
が
い
る
'
さ
ら

に
､
3L7JX
の
小
基

折
紙
が
決
ま
っ

て
い
て
'
お
舎

も
っ
て
い
る
の
で

キ
ン
シ
モ
ト
と
い
っ
L
l

r
Tta
軍

ヒ
ャ
ク
/,ヽ
は
神
t]

に
あ
げ
て
し
嘉

､
以
帆
､
オ
ソ

ナ
工
は
覚

りを
紳
何
が
と
b
t
六
分

は
氏
√
か
細
カ
V
S
っ
て
む
っ
た

が
'
今
で
は
竜

神
何
に
あ
げ
て
し

吏

ノ.
な
お
､
脚
O
Q
Y

キ
ン
シ

モ
ト
音

[ヤ
パ
ン
YJhけ
Tっヽ

士
]喝
.
こ
の
日
に
｢
一
升
の
米

rEナ
毘

コ
の
ダ
ソ
Tた

ま
る
め

て
'
衣

入
貢

十

一
月

15
日

七

l卓

｢
講

-T
を
す

る
.
別
の
子
は
､
葦

と
孝

女

の
寸
は
二
才
と
七

才
の
岬
に
す
る
.

1
奄
-
の
r
映
だ
け
お
こ
な
う
.
ま

た
'
そ
C.1k
空
]才
､
五
才
､
t
rT

ニ
六
か
-責

は
七
由
】TQ
祝
い
モ

r
O.
は
か
に

1
才
の寺
内
が
い
ろ

岬
に
は
'
宝

]ビ
ン
と
い
う
糾
い

ぞ
丁
年

/毎

警

■
れ

若

b
っ
た
わ
'
払
s
L
4
い
ぬ
的
を

も
ら
っ
た
p
T
TO
+
再
伸
p
の
t
Ja

に
は
'
群
れ
廿
嘉

転

けーに
い

く
●訪

日

エ
ビ
ス
コ
ク
.
こ
田
口
欄

か
ら
相
羽
9
14
大
き
実

墳
せ
こ

い
P
そ

洗
っ
て
作
り
i
P
エ
ビ

ス
サ
ン
は
'
押
入
れ
の
､
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.

S
i日
か
ら
12
月
ウ白
'
ホ
オ
ン
コ

I.I"

rr

十
二
月

$3日
ト
ク
ツ
.
こ
の
日
に
カ
ボ

チ
ャ
芙

ペ
も
と
中
汚
.)な
hな
い
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検
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蜘
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叫
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仕
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岳
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入
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＼
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取
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仲
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熊
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什
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瀬
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葦
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琴

等
院
顎
の
琴

竜
也
の
は
い
F(
招

環

移
七
m箱
の
通
知
都
の
妖
現

の
琶

異

状
の
以

野
と
し
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墓

地
に
つ
い

ナ

霊

1J
墓

の
1
枚

的
重

税
肌
が
行
わ
へ

租
借
附

に
溝

が
藁
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⊥
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榊
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滝
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又
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.
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(LJ知らせ) 十.

併GLlこけ.aNJ.のことと15書びIllL上IT土r.
きて.tJ企LdがJi行十も土JtEKN暮11レ11,や■とiI

行しておりますが.■Jttせめてゆく1-tdむの/【か
で.地lくPllこTF在ナるuV)のれ軌 .について.LJtl<～
JL規書成金の澄E叫をllかクつつ.現柵 でのJnrと煎JI

tqILJLt■Jrtt十tこ上J:JklILtl I l l ■
のLk扱いの方Itは,事Jt什irにN.づさ /.払 れ他についての■h:ll.QlatLtの柑増Xは仮払
血戊エー■可を非粍しても抄t;はe卓の小 ,止れ.い 地のd知とt.･,てflい.llhtJ7AIに)いては.W伝岬カ
いかえれlf叫在のJAわがモの土土lkもrfIF上Ltわ｣､に別il)LL川tいたし上す.
池丘じqEやiL路地は工事qFt如法ナる｢こ桝こ.やむ 以上
とT･げ移C (ひさ書又IiEIヰ)していただくことと 上Aiの仲lこFq十もJjPJLtせ仏日人目:t公td港北EM光とT･げ移C (ひさ書又IiEIヰ)していただくことと 上Aiの仲lこFq十もJjPJLtせ
1Lるrf矩 ヰ拘｣

取掛 では称6;JLbでtOL.7rJ… こ̀MJ… -りttTnr:書望空音詣志せトき

悪法 諾 亡き芸芸指 差三･r'A蒜F"I,誌 主∫. 宗三笠 謡;ii漂Ti択Jtわとしてれ故)手先のrA作付(FtJ179｣
3棚 が*えら̂ てい暮す.
以上の上)fLカIHこ事づ書､杜は仙こ伴b=すらAtl

公団連絡事務所案内図
出連枯群耕所では,ニュータク/事策に

rnするTG々 のrudE=ついて.ご相鉄を受け

ていますので,お先tLにご利用下さい.

fe北Jt一地区建端事楕析

稚北荘牛久保町758番地 L
TEL (911施916

宍ミ田EqyF-桁Jt江田Jt帆から

7LB市営バスPlA行兼Jt

中村バスff下JE徒歩L5分 主点甘心サ鼠
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≡ 勉

昭 和 52年 3 月 N9.32

itZ姓 ･井行=横浜市計画局削 ヒニ ュータ ウン建牧本券所
明浜fTl'港北佐耕 Mrr7t･OTllL59217327

第二地区第9'ェ区

達 成 工 事 進 捗 状 況

(昭和52年1月25日現在)､-1＼ 弟一地区 弟二地区 全 体

施 工 有 功(加) 547.2 169.5 1.316.7

54.1 ト18.8 2r)ど.9

9.9 19.3 15_4

写7t(左)はiL成工事一塊gBです.切土･亜土工事をする頻
には.安全FL保のため､+を掘り､土砂の流出防止等万全の

払■をとりIFから工事をiBめてい王T.
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宅
地
蔑

丁
串
は
､
一
枚
的
に
い
っ

て
､
土
墨

｢ノっ
た
り
､
盛
っ
た
ク
し

て
l▲
菊
が
独
て
ら
れ
呑
土
地
を
造

るこ

と
蓋

い
ま
す

が
'
そ
の
朋
に
大
野

こ
と
は
､
そ
の
工
や
甲

に災…

嘗

Ll
い
こ
く

で
養

っ
た
あ
と
資
金

で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡

宅
地
蔑

宏行誓
ノには全
休
的
に

霊

威
を
す
る
か
へ
ま
も
づ

く
り
と
し

て
の
兼
未
打
田
を
定
め
て
そ

れ
に
合
わ
せ
て
､
雪

だ
虚
底
工

中
を
行
〃苫
ノか
是

め

手

.

蔑

丁
串
の
央
姫
に
取
し
て
は
､
ま

す
下
鞘
の

河
川
改
董

口だtい
､
つ
い

蓋

に
よ
農

淵
を
防
止
す
る
防
災

机
鑑
の

工
事
宅
行
な
っ
て
'
太
樽
的
t･4

遺
戒
工
都
督
す
る
と
い
う
手
心
に
な
り

1-
pJ

し
か
し
､
下杭
州m
川
の
改
LJL_誉
5
'つ

て
い
た
の
で
は
'
哲

に
よ
っ
て
は
'

下
流
の
河
川
改
】ア
平
行
的
に
蔑

工

事
を
鷺

て
い
手

.
責

｢
工
事
中

に
も
し
ば
し
圧
測
-
玉
主
E(
顎
に
関
す

る調覇
汚LJわ
れ
'
慧

丁重
金
亦

つ
は
課
的
藍

曇

ら

T
事
が
止
め
b
九
手

.

辞
q

鞭
¶仙こ
rJI
ク
ク
ン
歪
汀Ll

わ
れ
て
い
る
T
串
は
主
に
聖

と

聖

で
す

.

㍍

鰻

関

門

招

パ

絹

絹

折

鏑

絹

州

て
'
下
粥
に
形
一首
及
ぼ
覆

い
ト曾
ン

入
書

ンに
し
て
い
き
丁
.

昼

廿
亨
す

る
は
か
'
萎

む

粉
北
)L
rT

タ
tク
は
､
蔑

地
区

⊥赤

水
貴

い
真

水
に
留
点

円
に
残
存
井
窮
が
多
く
警

い
る

し
舟
下
露

す
ろ
た
塞

き

の
で

大
乱
…

戒
嘉

N
的
に
行

上
条
叩
押
し
た
Ja
'
特
に
地
盤
の
惑
い

な
った
め
に
'
挙

る
兼
望

め

欝

は
土

管
入<
付
文
書

見
工
事

て
地
位
す
る窪

底
地
を
逝
成
し
ま

す
.

宅

地

造

成

工

事

の

あ

ら

ま

し

こ
の
窄
北
ニ
ュ
ー
タ
巾
シ
の
施
朝
は

そ
の
丘
奴
の
大
鑑
分
か
即
決
ロ
ー
ム
Q

と
い
童

に
お
責

て
い
ま
す
｡

こ
の
土
の
性
共
は
､
他
の
土
と
比
較

し
て
水
を
あ
る
構
度
含
ん
だ
s
t､
こ
ね

か
え
し
た
れ
す
る
と
急
転

葺
か
変
s
l

毛

に
箸

と
い
主

事
を
す
卓
上

で
娃

乗
の
悪
い
畦

束
管
もっ
て
い
ま

チ
.そ

こ
で
聖

に
つ
い
て
は
､
土

量
りう
こ
と
も
あ
量

.
ま
た
'
盛

土
t
S
土
の
法
血
の
働
書
聖
防
ぐ
た

に
大
t
の
同
大
か
群
れ
な
い
た
g

防

災
小
姓
毒

Tな
ど
哲

ハに
は
万
全
ぞ

朔
し
て
い
手

.

沢
に
篤

工
事
に
は
､
土

工
事
'
外

野
･串
'
排
水
妻

あ
り
ま

チ
.
聖

は
､
切
K

偏
王
の
バ

う
シ
ス
墓

LD
'
特
に
竿

一

遊
成
工
事
は
､
そ
の
施
行
中
に
tb

苛
､
塀
恥
等
の
灸
等
嘉

菅

やすい

の
で

少
し
で
も
そ
の
彰
¥
の
少
な
い

と
こ
ろ
.
墓

室

(上
水

可

下水g
t
L等

)
の
杭
州
'
生

楕
円
題

川の
強
篭

り安
寧

遇

成
地
区
蛸
に
こ
れ
ら
重

義

ん

で
い
手

.

zW

宅
地
麓

に
つ
い
て
現
賠
滋

甲
レま
し
た
が
､
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
W

S

沢

について
は
､
有

井与で
の
射
朋
惣

ご
苧

亡
い
.

関連事業として早mJll･大仲川河川改修を
T水並局河川工事事務所が行っています.
開7.,7川の進捗状況は別図のとお りですが.

5:坤 庚申には完了する予定です｡
TLお.私見川合流点から高田捕までのrqは

錘投17改称であJ)､現在上流に合わせ改妹工

事が行われています｡

(早
対
川

･
矢
稚
付
近
)

辛

第二地区第 9'ェ区

一次達成工事 土の切盛工事

9̀ェ区では荊台を切 りとり､その土を節=地

区節 lI_区へ搬出しています｡振出掛 ま拡特長

備し,交二瓶併称jl噂を配置し､安全には十分注

意を払ってダンプに上り運搬しています｡

群 - 地 区 第 2 工 区
士の軌盛 も終 り､工区巾の堺水垢牡や宅地盤 ･法

ibl等の形状を整える段呼です｡これから土を安定さ
せるため兼生期rqに入 J)ます｡

第 二 地 区 帯 5 工 区
この工rbは現在畿生中です｡芝などの稚生工等
て土が安だするのを挿らます｡兼生期rLFlが終
,下水管 ･撫兜 ･道路等を設定し､#が畑てら
状態にする二次ZEF'父1林にはいります｡

tf#工事中 (早瀬川･枕EELgtより下流に向って)

河 )r1 枚 繕 進 帯 状 乾

剛 リ 美 浜=辻裏=卓出

先
行
造
成
地
の
経
過
に
つ
い
て

(日
本
住
宅

公
tEL)

R
I1十
八
号
に
て紹
介
し
示

し
た
先

竃

に
つ
い
ての
…宅

を
芦

し

辛
丁
.

公
短
は
'
昨
年
五
月
に
墓

地

塁

晶

g

六
月
九
や
､
中
川
地

蓋

に
甲
y

豊

山歳
出
及
び
工

常

m蚊
設
題

川の
脱
朋
が
行
わ
れ
ま
L

trそ
の
披
､
各
地
区
に
お
い
畠

空
行
っ
て
妄

ノた
め
鮎
外
翼
(固
)

空
襲
叩し
ま
し
一代
同
月
十
育

､
す

で
に
妙
義

明
最

長
て
い
た
牛
久

保

大
冊
勾
且
の
阿
鑑
の
税
朋
金
島

切
り
に
'
那
l灼
区
空
]羊
頭

界

二
馨

し十
挺
且
の
配
朋
金
か
央
施
し

て
聖

に
空
っ
て
い
手

.
〝

野
花
と

十
分
な
声
レ
合
い
是

りう
〟
こ
と

か

本

計
画
蓋

の
眼
目
で
あ
っ
た

の
P
J
地

区
に
よ
っ
て
は
九
へ
大
凶
に
わ
た
る
弘

明
金
管
琶

ま
た
､
地

元
の
#
諸
L
基
づ
最

前

〃抜
肘
を

加
え
tJir

か
な
臭

が
か
s
t岳

尻
業
菱

し
た
と
こ
一宮
為
り
ま
L

tiJ.
い
ろ
い
ろ
地
区
は
白
の
盟
罠

を

指
摘
さ
れ
'

対応を野貰
な
が
ら

も
'
蕃
冗
蛙

じ
て
墓

の
現

明
余
に
対
し
て
悼
刀
的
で
あ
わ
ま
し

た
.数

十
向
に
わ

た
る
筋

金
に
お
い
′
.

特
に
共
皿
の
聞
粗
と
し
て
加
起
首
れ
た

も
の
重

し
ま
す
と

◇

蚊
現

の
相
成
､
便
;-
恩

の

特
例
'
派
歩
及
び
河
井
金
に
つ
い

て
◇

也拝
油
成
地
に
抹
ぐ
犬
艶
萌
工

事
丁
政
の
a
耶
改
進
に
つ
い
て

◇
農
奴
の
宅
地
年
の
漁
萌
につ

[..･J

◇

嚢

の
告
E]に
つ
い
て

◇

恢
昏

多

く
し
て
蓉

坂

が

可BLJ誓
ン
L.
i鼠

の
改

定
に
つ
い
て

◇

窪

依
地
の
濠

の
利
用

の
感
坪
に
つ
い
て

蔓

り
'
関
税
地
相
者
の
間
灯
意

於
が
ど
の
辺
に
薯

か
島

実
に
物
拾

っ
て
い
た
と
い
え
ま
す
.

良
明
余
も
t
段
汚
し
方
東
征
'
罪
1

畳

に
お
い
て
替

媒
拐
器
伸中
の

個
所
は
九
(う
ち
T
事
相
成
故
五
段

二
)
'
未
た
工
事
中
又
は
工
彗
星
丁沃

野
2
あ
一(個
所
二
'
夢

]魁
区
に
お
い

て
は
､
帆
素

内
相
巧

換
苦

1
個

所
へ素

川耶
措
)
と
い
う
扶
醇
に
あ

い
･手
T
.

さ
て
'

連

日逝
W

L-
t
T
事
だ

け

p
も
l
革
以
上
の
年
月
モ
ガ
罪
と
し

ま

チ
.さ

LPに
､
書
工
の
㈹
挺
と
な

る諜

弊約の巾芯丁
に
牢
す
る
時
価
を
約
1
年

と
み
れ
ば
'
豊

虎
地
と
は
い
い
な

が
量

工
砂
に
臣

す
る
成
肖
そ
弊

す
る
こ
と
に
な
り
李

.
萱

底
の

孝
ロ
か
皇

て
主
人
い
に
間
切
が
あ
s
t

手

の
で
施
行
若

し
は
今
牧
あ

ら
ゆ
る
面
で
の
会
期
柁
蘇

り
､
籾
旧

矩
脳
を
心
か
け
て
い
く
つ
も
り
で
替
.a

手

か
､
妙
冗
如
拙
希
の
卸
協
力
に
か

か
る
出
も
多
い
の
V

肝
旧
の
お
詔
抑

え
を
お
臓
い
致
し
ま
す
｡

.4.

.
工
区
遜
水
沈
砂
池

(防
災
ダ
ム
)

工
琳
中
の
防
災
槽
鑑
の

一
つ
で
'
防

災
ダ
ム
の
小
規
損
な
も
の
で
す
｡
写

井
の
称
型

n
ン
ク
リ
ー
ト
の
所
で
土

砂
を
沈
澱
さ
せ
､
確
立
を
叩
労
し
､

下
溝

へ
工
事
の
影
一I
を
及
ぼ
さ
な
い

㌧
.h
rhL
l
リ
.;
■､r
｢
.L=J
nT

防災ダム1号 (第二地区第 1工区)

椎北=ユ-タウンの造成工事は下流の水島の軒定

穀僻 ･防災yム符の防災処隈を行った後に上光の工

Ilをすることになっています｡

軌災ダムは速成工融 こfIう土砂の流山仇止及び詫

Jtの折節等のために牧旺する甘建防災農牧です｡

1--㌧.官､･

㌔:Iてrll･

(牛久保町付碩 公EZlとの同時施工箇所-国事
La=＼

関 連 道 路

道路局港北ニュ-タウ/関連祈路地故事凍所

では､新税浜元石川縦､日台元石川穀の2路銀

を韮点に事業を進めていますB

現時点では新釈浜元石川穀の扱区荏田PTFh圧

と緑区折本rrから川向rT付近にかけて､用地叉

収及び物件移転相済が地Ii者2名を除 き終 T

L.日吉元石川親については.紐は荏田rr.港

北区牛久促町付近で=事をしています｡なお火

山田町､荊田町については､地元地相者と協液

中です｡
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串 線I会

だよ り

港 北 ニ ユ- タ ウ ン

弟一
地

区

土
地
区
百
姓
理
事
書
会

〔
第
二
十
五
回
〕

昭
和
五
十
二
年

l
月

二
十
九
日
的
催

【■

且
】

1

墨
筆

に
つ
い
て

末
年
仇
初
の
諏
蒙

で
あ
り
'
公
転

か
義

光
に
刑
す
る
H
仏
的
な
康

治

軒
の
作
東
円
か
及
び
こ
れ
に
伴
う

空

ス
ケ
ジ
TLI
ル
の
況
M
加
持
わ
れ

Lr蓋

官
一
覧

の
い
わ
ゆ
る

r挨
粕
の
群
れ
J
に
つ
い
一･ゐ
批
朋
が

行
わ
へ

じ
れ
に
即
し
て
1瀬
】
椴
和

地
暮

れ
て
い
重

曹

辿成卜
お
習

､
Fr
卯
亀

の
重

りわ
れ

雷

1

票

t
J>
R

Y
帥
比

伏
叩
山蓋
り

の
扱
い
に
つ
い
で
は
い
垂

れ

て
な
く
､
二
.
IIE
酌
量

花と

爪讐

耶
苦

りい
集

め
牽
し

て
い
<
こ
と
に
14
つ
た
.

第

二
地

区

土
地
区
画
姓
理
事
話
合

〔第
二
十

l
回
〕

昭
和
五
十
二
年

1
月

二
十
七
日
閉
経

【■

■
】

t

歪

の
罫

に
つ
い
て

米
印
窃

り
警

こ
と
カ

ら
'
公
田
か
ら
こ
れ
ま
で
の
‡

袋

に
つ
い
て
の
烏

rく

妻

の
地

元
粥
iE
Lこ
向
け
て
の
作
灘
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
大
柄
が
船
耶
さ
れ
ち

歪

は
以

上
の
点
を
中
心
に
行
わ
へ

柚
に
r特

別
な
川
粘
｣
の
群
Hl
緒
仙爪の
由
り
扱
い

政
義

体
的
作
派
兵

寮

占

此
(a
)
畠

等

に
つ
い
て

点

替

れ
L
P
峯

農

作

雑
の
¶
軒
と
し
て
い
わ
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工区作業現場(作業q<和裁位)
-_
北二rTタウン'兼雪盲河
ボナか.
向
も知らないはこT.
⊥
しこの垂れ島も二rTタウン
●tの一聖人で丁.

事兼の尤
tFitは抗也7万坪

やADいて'
人口杜_は二十二万

人位でr
b.毒に大義に〃芸TんかなY
(土顎打を止め'少し★いた銀
千).私は､この作重しか知
らなhLだ烹.⊥冊実'どのような市になると懇
書し_丁か.tL.､ゲルな折に
なつLW<いと七いtrか.
蓋ったらよいのか､
何点もんし'租俄もつかんね7
池辺出等地区内(<暮521)
I

ニュータウン■井に
ついて､_
亨へて苦れる事は.
妾が始って以来'10咋重り

た

のに'娘_BJほんとうに{歳す

る

のかと妊いたくも〃言よ.こJC

か

畠十年もかけ一上りくし.音っな

,

崇.◇lLrl-スの脚サ毒卜氏の演
義んだが'私点すTO.
妻には｢巾･轟の慧
峯が､円陣h油化肌何も自
分漣によをm｢つくわ華↑した 匝麺互生｣生活間Zl温故会の開催について公E3IaL行に上る土地区帯生理事業も､いよいよtAf4:化され.本年からは先行造成工事もLZ:屯田EL行われることになっています.従って､地域の皆tIかにわか九では.いろいろなtのJlに正面し.空には将来の生は対米についても悩んでおられることと思いますので生紙用Id牡淡金をM付することLこILりました｡今科1,従来の方法を改め､¶段に悦明金を行い､その後で地紋金形式に上り皆様方の相鋲を受ける方産で行いたいと考えています｡各地広軌■を通じ､できるだけ大井の方々に出席していただきたいと思っています.是非､このtI金tご利用下きい.IL臥Pl催日払g,所については,次のとおりです.

選挙もってぶつか喜じ

6･ないかな.驚お作ら刀や､

年寄りの萱は葦じれはLI

JX:dJいだうっか､LJ<からは若い

人の淡色笑いに朋持したいで丁

ね.-地和一のJI一eんか色々畠事丁

一〇叫として.韮曲や地署
あ里Irか何か二王は.

慧
SL脱朋企に出印した

ことは嘉'買収朋内甘が

Lしい.薦蔓
と

う席をして良い善い一

が多いんだトヽ警いき

量
れ八二茄の人望*

柔ても､多くの人はついで措け

LJいとS,nのか意中｢モノに懸入

るのだが.
すみれ丘団地内
(主婦
紳士牡)

-*北二rTタウン隻)拝邦で丁

か.

エビネラン(*誉れヰ)
山地の芯下に讐ラン科の多
年巧劫卜重多く'はばエ
ビの鞘に似る.#筆長柵
円形へ耗ひだがある.五月g
兼の叩くに先だって花茎を出
し､教化葦に伽美し
い.花井の色Lは'林､r淡
邦仇塁邦あiが､この]LrtIク
クンに自生丁嘉
色の
一いめ喜.
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｢生活問題懇談会

｣

州
誓

出サでお知魯し朱したr議
仰遺草巴は'世皿協議即
熊誇HCL等｢室_
余の男爵て五号H4巳か
■官尊壷似萎び
蜜叫で軒7寧爪｢延べ口
蓋人の事皿加あp夏｢
真は､毛丁､盟m北<似･
鞍清川研仰姦折節で嘉川土
牛亀一元伐から｢御許金と鳥血に
ついて｣といきrIマで土地使
用料や､油布拶-&等に対する油状
金についての出酢かあり'責｢
芸･生活･空久対℡奉E金の
コ責長から'それぞれの萄
体重に恭ついた毎がありまし
氏.その披､覇相接{(三万照
霞攻)晶んでまた粥や盆
の吸Eも加わり'i)畑眉が謡し
ている糊瓜の中からtdC体的に息
見芸が行われよしを｢
今岡の甘宏は､今まで嘩北ニ FtIタウン署慧か

れて

いた｢読棚搾L形式長
めt

ia芸急け､喪の生
憤りtZV;<IJJ,･7･貞‥.)わーJU
きて長川~朋にあたっては
勾蛮Hの月々'此れ悦の悌刀色
Zよし【,蓋も仙州水の人参軒は
蓬nV負け伯でしたへ別畑

出仰盛

事仰)か'こ']]ta

璽

婦人のtb傭室

山へ

量かWa空き山
一t.よ▼申‥Z._(+)妄爪拝
しー私心岳する覧8一lま
した｢なおtか珊及蓋応答積弊
は､別相にし声したのP'事々に
して下さい'

集合農地を視察

浜
松

フ
ラ

ワ

ーパーク

高
蔵

寺
ニ

ュ

ータウン

去る

1日6日-日の日日
'鰭
此l=-クワン毒崖
灸の邸門苔H童か中
心け磨佃にある7タワーパーク
嚢外佃の古_守Lr1-
タウン誓フラワーパークは'かつ岳
林だった丘抄福t-誠へククーール
の広犬達に鼓された什封SI
化蓋王てこ丘'11他門の工川寿
昭和泊丁朗潤したJの下｢他店
は増価人か皇心か曲かた公比
&点で丁.収入時人加科へ米人畑_1
小人和円)､血瓜のテ′ント瓜
及藁の他用墓,qt収入と
して菅'拙者は型はトントンP
チ.ここの旺盛輔はん虚で仙人で､
毒っもーUや人喋が社に士朗羅ハ

している粕淵

掌
k
Y

公董川
品
婚
9

書
林1てい津丁
が､LJの耶HH什器融他州瀦uf
成されてい隼丁.N韻等こt[-タウンは的Ⅷヘ
クタールでH庶仙や…鴎けの土
出帆MM聖にト小p､加小川拭6
莞仙rして菅ta,センタIJ)即諾肌rして嘗丁.
センターは､萄EtUル
m'昧器'是､軌'杓九
発案ガス企苦る卯
3セクターによっ棄てお
り廷丁か､め)住民は■皿してい
寛別確蚕他雅をしている
jaW旭稚廿転セラかかったとこ
ろに至菅っ少し多く
a･+なお葦ここol.E,1岬は亦表WとのLJと
pLち柑J軍人讐人
との心のつながCか大Sだと伽Z!
され豊｢ここ蒜に印奴に姐ったのは'
この他比の叫六蓋である満･3
山P'そこに蓋ツツジが耶生
して鳴きほこり､祝刑のlけJ･3

悶Mmい.L髭銅銅純絹も 4月12日農芳邦琵会の主
催による梓仇山菜妙和好のW苔t(
地の批紫がltわれ'仇男gi重り
苦叔地郎出力各地は代次善､
t7r､;川.･.7.の_u;Lとt.■¶
し蔓｢この叫邪は､CT陀持仏化してく
る堆い農相椛富への対応苅を頼附
するにあたっ一ヽ加地芝て柾
だしている人のお品こユノという
こ毒けわれ蔓この3米粒心比の墓は､
届不肋等が増額児をi.ラ
にあたって暴状.Eのために
課したものV土叫臨M佐川〃
式によったもりではLVこの以
]Lrt-タウン内の加n仙厄と火っ
てい垂丁.銀点頴捕桝叫Hの≠粥のも
とLr舶柏で搾患冒し
トヽその曲によ串と虐_NBFR一一六た土相はブル
ドーザー尭皿め克ていたた
め'戊河村hユノホでかきまPし
てもbったか尤カセは1V加は
けが感かったり､串上り申にポの
桝がはいっていた;LjV耕作に
誓ノにナ也S)に人誘し
た号ノです.土り此叫には'6蚊
の工やh涌<苛ンゴ川で.qHは
い絹と入れ'毛戊はポ爪3ポ
賀川m川している七うすず.
比喝触り叫の放心ということで
紫廿ヽIULZH人もり款の人
たちから､軒火を贈ってはしいと
の巾鬼かあるので卸岨楢胤当で わけており､新船で弊いとされ

ているとりことです.
未た､L:蒜から､砂ぽこ少が来
るなとり岩場はL･lいかと9大悦に
別しては､今のとLhO.その主ノ
な占冊はなく､Pレ勺いつまで
も急変如け一･はしいとさPれる
とのことP.jLJ..gSif,･㌢･=,･S



補 償 金 と 税 金 (講演概要)
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物
のM爺付､蝿
<.勧守
り移
他

州
及
び
描
伝
細
水
の
C]別
刑
で

拶liL

t
Jl肘
に
M
辞

し
て
支
払
わ
れ
享

.

【聞
】
建
物

の
捗
iLlに
よ
り
ー

現
在
の
崇
よ
り
f
鼓
し
て
建
て

た
場
合
.
浦
鎌
金
に
対
す
る
境

♯

…
･%
w
B
B
絹

t
I
(:
…
.貼

三

及
び
祥
一
畑
山
の
h
針
山
で
､
申
肪

描

ilS
Lh
A
払
わ
れ
未
丁
.

島

真
Y
茶
け
転
成

だ

･
秋
山
佃

1+

て
い
N'
と
冊
い
た
か
.

【事
】
叫
が
拶
k
の
叫
q

以
拶
彬
祁

【帖
】
砂
丘
汁
扶
余
.H_
､
全
tF

師

か
出
す

一
帯
･
公
白
が
保
管
し

金
は

ど
う
な
る
か
.

【N
I
)

紳
肝
傘
は拍
仔
の
曲
宵
h
刺
す

TO
あ

u
S
L重

り
亀

晶

っ

て
.7
中
毒

供
魚
h
肘
吉

山器
一

は
か
か
ら
Ll
い
.
柑
努

は
員

血
で
し
▲
ヽ
か
､
欄
若

的
粁

金
が
畑
望

糾
人
以
外
か
■片
m
て
い
る

I
;
は
t
,き

り
丁
.IJ
rけ
Z
;.1

現

あ

て
く
る
の
密

か
に
し

て

お
く
こ

毒

す
.

【桝
】
強
甘
え
た
叫

合
'
固
定

書
産
税
は
ど
う
な
る
か
.

【事
】
ES拝
の
9
(冨

出
川
畔
軟
が

Jr辰
に
延
び

る
.J

Ⅶ
帝
J)新
し
く
.な

る
9
品

妻

の
が
也
針
は
卜
石

こ
と
に
害

で
し
ょ
う
.

事
業
対
策
関
係

【間
】
建

甘
え
IO
叫
合
に
'
再

任
用
で
き
る
も
の
は
葦
引
か
れ

て
什
暮
さ
れ
JO
の
か
.

【HL]
そ
の
と
お
り
で
す
.

【糊
】
古
い
女
の
方
が
*
仇
も

有
利
で
あ
る
と
ほ
を
如
い
た
か

ど
う
な
の
か
.

【暮
】
書
ノい
う
こ
と
は
あ
わ
ま
せ

ん
.【帖

】挿木
を

F
特
仮

挿
し
て

お
き
.
本
件
は
T
TO
叫
合
の
*

状
は
ど
う
な
る
か
.

【N
I)
中
が
拶
丘
の
琴

似
椎
肌
の

分
と
ぷ
捗
は
ナ
香

_叫
重

し

事
丁
.

【仰
】
は
木
梯

杜
に
は
7q
i
E
が

あ
り
､
時
頼
を
丑
す
る
と
枯
れ

る
心
y
か
あ
IO
か
.

【正
二
畑
湧
拶
晦
P
に
Ⅷ
し
､
1
畔
帆

位
か
t塩
叩爪
ヴ
捗
に
入
る

苧
｢こ
の

間
の
血
糊
に
拶
杜
を
お酌
い
し
た
い
.

補
状
は
㈹
断
筆

も
､

この件に

つ
い
て
佃
射
し
ま
し
た
か
'
中
日
に
収

増
し
妄

言

は
ぶ
に
対
義

兎

を
お
桝
い
し
た
い
.
い
壷

菅

-

姐
じ
t
P
八
丁
も
主

に
t;･+つ
て
い
ま

す
が
､
公
地
と

耕伸le
濯

く
L
,香

I;【聞
】
捷
S
*
tS
金

の
特
別
捜

除
と
代
書
と
の
閃
珠
は
ど
う

I
;【至

と
も
′p
か
t
つ
の
み
利
用
で
善

幸
丁
.
特
別
だ
陵
に
つ
い
て
は
､
只
収

U
m
山
か
ら
岱
カ
‖
以
内
ib肌
用
がな

さ
八
.;I.か
)
か
絹
華

ま
せ

ん
｢代

Ssは
つ
い
す
は
､
代
C
.萱

刺

伽
4
4瓜何
の
穴
舛
朋
虫
の
斗

色は
2

叩
'
和
則
q
M
hl
片
手
る
LJ
と
に
よ
り

て

LJわ
を
1
叩
半
ま
で
短

は
丁
こ

lJa
で
き

21に
事
農
か
妓
b
い
て
い

?
肺
は
､
8
叫
や

まで
沈
め
ら
れ
ま

チ

.

【E
】
強
杓
の
T
快
食
に
つ
い

て
旺
税
さ
れ
る
の
は
い
っ
か
.

(中
断
移
転
の
'
4
])

【M
)
穴
山
S
L舶
巾
は
､
は
じ
め
葬

炎
約
で
あ
り
､
水
移
lg
の
時
点
で
は
肺

的
t=･+触
れ
色
相
ぶ
一日
め
で
あ
り
'
そ

の

凍
り読
前
が
S
ば
れ
た

題
によ
拙
さ

八
手

.

【間
】
公

共
事
業
に
伴
う
)t
併

合
に
対
す
る
三
千
万
E
:
の
特
別

-
月
4
日
北

よ

協

荏

田
出

S
i
所

に

て

① 建物移 転 に対 す る柵 併金 につい て

○*書fftEのq[合

t仙 女-teLm *-'け叩 く暮せ捜脚 )Ix+

上妃の式lこよりて出された金堺が､他の所得と合暮されて.絶合す税の対弁とILリます.
なお､火水拶転の7kdt金は､fl転浦廿で､一般の-暗所科として取扱われるので,3.OCO万円の

特別捷除のjL用は莞けちれません｡

ただし､ 良法は火甘味鋭なので曳簾として♯dF金を受けても.取り鎖し.建てなおしなした畔

rま.対価MrdtとみILして.3,(XX)_万円の帯別接除の対掛こJLリます.
0群休捗七のgt合

神別蛙除3.000万円のjk用が受けられます.

⑧ 只振りに対 す る禰 tf金 につ い て

○代書★AをtJ+するgt食

代tF文題と地神ナ引こあたり､刑 t金を恥 ･切ってしまう限り､7-外食に対するA税はありませ
んが､zI魚金があれば､姓物q)ZA汝所得としてZt税の対食となります.
ILお､姓物が収用され､代甘苧alを取得ナるgB合には､収用から2年以内であれIf､X鉄の柵el

の書用が受けられま十.

ただし.収用のよう114,8･で､耕l即 ;長期にわたる時は.税額*鼻の兼αを待て,4年仰の期叩
碓井が可能であり.さらに糊Il陀 安するgI合には.同級に税耕署長の兼性を待て､長講叫 三半まで
の期TqZiE長がLaめられま十.

0特別撞除3.000万円■用のqt倉

井dt釦 t､3.CO3万円t超えるgl合には､その超える分についてt税対Aとなります.

⑨ 土地 に対 す る補 併金 につい て

土地使用料札 税横上､収iE7*btとなり,頼BJJ控除の主用はなく､不地産所料とILりtす.した

がって､不助産所相から8井 (田定女鹿税)を蓮引し､戎額が▲兼所紺8の他の所経と合井されて
捻合す投の対Aと/iDます.

ただし､土地収用に&づくZI地N価 の38合札 対価71trとして故われ.特別縫線のjt用が卦 Jら
れます.この坊合.土地光Tを兼とする掛 こ対しては､土地 ･建鰍 こついても､商品として扱われ
るため特別控除の34用は受けられ土せん.

① 立木 抑債 の船 倉 につ い て

oltl金一榊 ■こfしたM -50万円)×÷
J=妃の式に上って出された金廿が､他の所'Pと合井されて､持合稚税の対Aと/ipます.

NL木の抄紙7*btの4t合は.一時所得となりますが.立木伐採のg.合には対や7*dFとして加われる
ので.紳別姓除の書IFlが受けられます.

ただ'し.伐採LI=未を尤何十ると特別接辞のi用は受けられず､山林所衿としてJI現されることに
な9ます.

なれ 補木叫甘兼をしているgl合には収益76bt金は,事集所科として扱われて､特別校除のjL用

は受けられす,NdF金そのものを他の所称と合井してZt現の対糸とILりまナ.

◎ その他

OFIPI帯紬としての屯扱いr=ついて
土地uurl料及び休暗黒NTaF金等で.3年分以上をまとめて受け放った上う/Lgl合は､蝕暗所神
(所相投10fl桝の中には含まれていない)という取り扱いに上9.句年､分けてT,,たgI合と大袋
のILい税朴)がおこなわれます.

ただし､これはSili分以上にBt足されているので.2年分をまとめて受けても取り扱いはおこな
われません.

〇十tA*書のh現時点について

税法上は.あくまで相fI鵬 主鼓を操るので､札左奥伽 ;ILされた年LFにZt現されること1こTLり
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E
u
は
~
JF
-叫
4
-三
一千
万
円
ま

で
非
Jt
税
と
い
う
こ
と
か
｡

【HB二
二
･L
方
円
ま
で
は
窪

ず
る
と

い
う
こ
と
妻

が
､
粒
梢
箸
に
申
告

し
'な
い
と
d
M
さ
爪
ま
せ
ん
.
.

【朋
】
特
別
蛙
除
三
千
万
円
の

N
Q用
は
い
つ
の
時
点
か
｡

(辛

断
拝
丘
の
叫
合
)

【事
】
也
印
の
塁

は
､
以
移
七
岬

と
ぶ
培

仲
に
丘

わ
れ
毛
Tか
､
e

SZ朋
や
岬
刷
は
八
秒
七
世
上
丁
.

【佃
】
移
転

に
9
力
す
IO書
が

r正
札
N
と
N
っ
て
い
て
､公

E
か
定
め
L
L先
行
並
成
地
以
外

の
叫
群
を
ホ
里
す
れ
ば
､
モ
こ

に
仮
称
Itl
で
さ
る
よ
う
な
こ
と

を
帆
い
た
か
.

【N
IJ
書

こ
と
は
あ
-1
ま
せ

ん
.【隅

】
公
団
は
､
井
伏
金
に

対

し
て
く
れ
IO
か
.

【tl
J
ご
粕
灘
に
応
じ
て
い
寺
丁
.

【榊
】
立
木

耕
仇
で
桝
杜
に
よ

っ
て
は
T
休
会
か
出
な
い
と
的

い
て
い
る
が
.

【空

地
<
晋

っな
如
拙
に
は
､
以

刈
∈

て
琶

し

雪

せ
ん
.

【佃
】
井
戸
を
利
用
し
て

い
る

か
.
こ
の
移
転
■
状

は

出

る

か
.n+)

菅

丁
.

港北ニュータウン生活閏月穆扱会の地元関係者出席状況

地 区 名 金 射 湘伯月日 tii 締着 穀
■ ■ 堆DJl兼 LBrt■1..i巾 ■ 金叫 公耕A その他

山内地区 北Jt協荏田出張所 3月4日(金) ll 10 0 00 0 1 1 0 0

中川地区 3月8日(火) ll 4 1 1 1 0 2 0 2

北 山 FEl公 民 付 3月168(水) 29 17 0 I0 0 8 1 2

3jll8El(皮) 30 28 0 1 0 1 0 0 0

中 川 rTクラブ 3月22日(火) 39 8 0 3 0 0 21 1 6

小 7ナ 109 57 1 6 1 1 31 2 10

新田地区 北JL協井田支所 3月29日(火) 13 9 0 1 0 0 2 0 1

4BFZl地区 北Jt払都 田支所 3月30日(水) 22 ll 0 0 0 2 3 2 4

【t
t
の
E
に
れ

小
にR
入
ゑ

ー宣
I
の
み
な
亨
e
)

【
槻
】
■地
に
封

し
て
は
､
早

く
仮

換地を
指
定

し
､
止
用
収

益
で

さるよ
う
に

で

き
な

い

か
.

【空

似

挟凡の
相
等

一般
唯

心

と
川
品

朋
に
t･t呈

T
L

萎

､
刈
箸

状

況
に
L･+つ
て
く
れ
は
'
淡
白
<
叫
に
つ

い
てはt
と豊

川
収
誉

る
トち

に
丁
轟

も
叫
慧

い
ま

チ
.【

M
】
暮
倉
井
地
の
JF
地
を
T

っ
て
も
'
相
続
か
発
生
し
た
'

台
か

r
巷
間
且
と
な
る
の
で
､

納
税
zZ
予
的
な
も

の
は

な

い

か
｡

【喜

戊
他
の
特
例
と
い
う
制
度
が
あ

り
手

.
こ
れ
は
架
漁
に
崩
作
し
そ
い

る土胸
が
対
a
iで

兼
朱
色
世
に
光
取

毒

し
い
る
も
の
と
い
う
都
で
す
.
こ

れ
と
塊

に
豪

に
得

し
て
い
ろ
土

地
か
あ
る
哲

'
そ
れ
雪

丁
る
か

は
盛

発
H
C
(の
丑
叫で
釈
め
ら
れ
ま

∫
.山

林
野
の
他
日
蓋

が
蓋

H雇

に
禁

査

iu

掌

り
他

日い

盲
lF
rヽ
n
■
出

川蛋

iF
化
そ
琶

重
き

載
し
て

お

は岨
珊
川が
要

事

.
U
{

は
二
十
畔
佃
淡
池
島

丁
る
こ

鼻

刑
喝
で
要

れ
る
J)

の
で
あ
り
'
二
十
坪
凧
の
へ
も
二
十
パ

ー
セ
ン
ト
嘉

を
雲

こ
島

で
き
る
が
'
そ
警

畠

特
例
族

放
さ
れ
'
肘
に
点
っ
て
軒
油

の
税
金
が
抜
群
さ
れ
手

.

な
お
'
長
幼
に
よ
来
之
継
が
せ
る
よ

孟

首
に
堕

S
Z
等
の
歪

を
と

り
､
破
格
扶
T
ハか
死
tJL
ti)時
点
で
粕

軽

量

払
え
ば
且
い
と
い
垂

あ
る
の
P
.
点
協
事
に
よ
く
粕
辞
し
て

下
さ
い
.

【E
】
散
よ
の
叫
合

の
書

転

は
､
ど

うなる
か
.

【王

製

の
薯

､
蛤

仇M川等

塗

等

-九
憂

世
が
景

虎
m
農

学
し
て

丑

爪吟
J
篭

旭
の
甲
垂

か

差

'
塾

と
LJ<
に
古
く

凍
†
性
か
量

U
雌
が
は
り
ま

チ
.公

比
嘉

止
の
刀
墨

壷

た
い
L壷
了
へ
てい
手
丁
.

t.蒜
､
こ
蓋

蓋

に
丑

せ

ざ
る
QJ叫
ない
カ
広
刈姦

止
f

併
事

へて
い
B

T

【聞
】
書
虎
も
■
暮
対
千
の
中

で
n
り
上
げ
る

ペ
さ
で
､
き

p

■
地
で
や
れ
る
よ
う

に
す
べ
き

で
は
な
い
か
.

【事
】
璽

ヨ
に
や
る
5
石
ら
.

秀

碧

い娃叩
応

圧
搾
で
や

らのが

良
いと
拙
い
寺
丁
.
星

の
X

Q
点
栂
で
や
る
の
は
■し
い
の
で
は
.a

い
か
と
叫
P
爪
車
丁
.
皇

せ
り
中

V
も
快
継
邪
顎
り
間
切
も
撃

て
く
る

で
し
ょ
う
.
し
かし
血
h
251域

へ出て

ま
で
も
や
る
と
肯
う
g
t
あ
れ
ば
糞

対
照
章

魚
と
し
て
ーR
m
蓋

Lt
p

へ
対
称
す
べ
く

山新長
め
て
い
さた

い
と
払
っ
て
い
草

.

E
折
返

の
中
で
は
､
K

a:.
i

音
り
カ
Lt
D
の
批
阿

粍
■草し
て
む

う
兼
く
い
か
な
い
飢
字
よ
く
拙
いて
い

幸
丁
.
耶
讐

鵜
43岳

桝
の

仰
望

袈

附
し
た
ガ
が
良
い
と
払

い
士
丁
.

【間
】*
含
■
地
で

な
-
､
▲

書
地
区
を
ふ
や
し
た
ら
ど
う
な

の
か
.

【事
】
雑
食
f
籾
と
い
う
の
は
､
重

曹

関
の
t
胸
裏

LJ
の
ま

∫
.
M
蛎
ルル旺
城
内
毒

モ
鵬
横
丁

る
人

のた
め
に
群
M農
胸
裏

早
丁
る

人
蓋

っ
て
1
憂

g
t
池
を
羊
と

蔓

も
の
芋

.

【閥
】
暮
合
よ
地
を
特
集
宅
地

化
し
た
い
和
合
で
き
る
か
｡

【喜

巾
の
t
室

田
の
生

宏

制
度と
も
十
年
間
は
悪

と
し

て
耕
作
し
付
け
れ
ば
な
ら
'な
い
J全
ノに

t･,'
て
1.
事
丁
.
王

rJ
{
t
Ⅶ
TJr

え
方
か
ら
も

宅
地
化
呆

る
の

は
好
漢
し
く
な

い
の
で
Tか
'
一
考
刑

仰
基

れ
げ
問
鵬
で
あ
呈

丁
.

【仰
】
書
よ
を
tE
暮

す

N'
'

合
､
何
年
分
牡
の
t
tS
か
な
さ

れ
る
の
か
.

【事
】
忠

一L申
分
毛
で
1
t
L
ま

∫
.

■

農
業
対
舘
関
係

.
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響 繊 会

だよ り

第

一

地

区

土

地

区

画

整

理

幸

法
会

〔
第
二
十
六
回
〕

昭

和

五

十

二
年

二
月

十

七

日

的

催

【
■

■
】

洪
窪

山
野

と
し
て

私
カ
の

洪
伸
上
り
爪
扱

いについて
[公
八
の

EE玩

し
て
い
る
宅
地
｣
の
達

に

Jt
p
t
私
等

不
貫

目の

枯
肌が
行
わ
れ
L
r

そ
の
中
で
彬
正
樹
仏
門
監

屯
及
び

余

村
m梢

等

Tカ
メ
I
J･ル
以

下
に
豊

中
蓋

い
蝿

押

印
に
轟
つ
い
重

さ
九

十嫡
t
星

型
7
る
蓄

藁

｢
U
<
1J
対
し

小
宅
鮎
の
嘗

'
私
心
と
覚
と
し
て

兼
川
し
て
い
桑

あ
S
(
私
男

の

歪

m
琵

抄
で
は
此
仰
再
生

芽

か
せ
ば
め

られ
る′｣と
と
L4

る
た
れ

私
重

文

付
の
基

m
m
q
Jf

′あ
扱
い
〃
に

つ
い
す血

量

が
目
さ
れ
L
T

そ

の
内
や
蝿

私
書

と
し
て

買

LJ.
耶
n
他
紙
軟
に

より恭

輔
を
此
け
丁
扱
い
を

べ
き
宅

の
此
I
があ
っ
tZ
'私
賓

の
兵

他
貸

付

は移1&
さ
ItJ真

也
握
り
に
ぶ
m
川さ

れ
ろ
た
め
､
市
政
と
山
手
土
地
と
の
爪ハ

}
性
及
び
拝
唱

移
lV

そ
れ
ぞ
れ
の

沈
端
か
ら
の
バ
ラ
ン
ス
F'を
乍
止
ず
る

こ
と
が
必
世
で
あ
る
9
1

で
き
○
だ

け
早
く
こ
の
件
に
つ
い
基

山
で
¥
を

1小
め
丁
こ
と
と
t･Iつ
tT
G
l心
文
に
つ

い
て
は
､
別
個
刑
爪
に
禿
つ
く
免
も
文

調
書
の
七m
が
行
わ
れ
､
ま
た
1
郎
姻

院
の
等

の
局

児
に
つ
い
て
の
稚
9]

か
行
わ
れ
た
か
'
押
紙
｢
萄

岩

に
つ
い
て
は
慧

孟

じ
叫
花
で

繋
晶

め
も
こ
と
と
t･4つ
L
P

〔
第

二
十

七

E
l〕

昭

和

五
十

二
年

三

月

十

九

日

開

催

h
t

■
】

r

命
b
文
采

胸
に
つ
い
て
は
､
企

1{
文

拶此
山
=J
.州
へⅦ
)

の
瀞

か
け

わ
れ

LP
そ
の
申
遠

州州
印

収
小

菅

の
つ
て
は
'
桝
日
の
彬
旭
へ仙

人
と
か
八
日
と
批
判
〃仙ど

)も
M
Z
I

Jt
丈
は
TT州
〃
山
咽
州
が
払
T
L
b
t

発
見

て
い
t･_い
の
す
｢
城
川

として

は
仙
人
巾
町
の
柵
に
つ
い
て
は
仙
人
の

決
心
に
碓
此
点

る
が
､
相
野

に
あ

る
あ

に
つ
い
て
は
雌
岩

Vに
決
心

さ
jし
ろ
も
の
P
あ
る
と
叔
朋
さ
れ
L
P

ま
た
垂
n
又
は
也
E:の
仕
法
と
人
が急
m

_
し
た
O
の
L4
り
す
1
こ
の
艮
地
先
に

つ
い
で
は
､

些花忽
丹
比
を
夢
!
し
て

ES
碧

さ
プ
虜
比
か
山
一呆

u
J+

二

1
枚
宅
地
の
換
舶
の
流
山
に
つ
い

て
は
'
旺
崩
の
J
)S
u
ta
脱
税
爪
か
虎

印
し
た
J)の

が3
(≠
ざ
れ
i
J.
こ
れ
に

よる
と
'
甥
和
=
瓜
位
に
7
°
ブ
タ
刊

宅
け
い
､
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
7
ク
爪
紐

へ人
プ
ロ
ブ
タ
)
で
小
木
叫
ぬ
色
相
も

l

般
宅
地
り
伏
畑
の
椛
八
品

珍
しい

く
LJと
と
L･,づ
t
J..

三

移

搬地
相?
木
琴

小
】溢
れ

屯
安

芸

且に
つ
い
て
は
､

一
凡
は
付
紙
川
畑
城
は
禦

イ
非
的
U

%
t
や
持
}
+〈O
T.t孟

D
､
こ
の
市

t
岳

TLな
い
曲
り
登

り
や
ヽ
こ

れl
最

折
T
Ot
JJめ
の
壬
舶
班
的
叱
り

読
R
示
さ
れ
た
.

歴

史

展

1
生

の
儀

礼

へ

その
l
I)

<
蜂

礼
>

見
白
い
の
沸
け
､
暮

す
与
人

は
､
澄

･
知
人
蔓

､

挺
悪

い
と
′歪

IJ
く

る
こ
と
は
y
u･Iか
っ
ケ
1
せ
い
ぜ
い

叫
b
舟
誓

っ
L
P
枯
切
の
由

が

妖星

式
の
半
年
ぐ
ら
い

叫

岬
州
か
り
仲
人
'
初
1
<
.
枯

れ
知t
の
人
が
､
村
仲
そ
柑
っ
て

t

の
兼
へ
行
く
.
毎

夕

ルイレと

い
う
.
汚

く
岬り人
軟
は
､
朽

喝で

あ
る
.
い
ま
は
､
旧
t
の
か
わ
り
に

ヌ
ル
ダ
イ
を
杓
っ
て
け
く
.
明
鳴
け

か
'.=･(い
.

措
刑
の
岬
は
.

伸刑
の品B
Jも
っ

て

娘
の
東
へ行

く
.
入
射
は
仲
人

へ二
人
)'婿
'
地
利
耕
'
供
孟

俗

州
⑦

狩川も佃税政
り
人
慧

苦
る
.

捕
抑
止
も
五
g

七
叫

九
加
の
句

屯
で
あ
る
.

1
枚
的
に
は
仁
山
や
｢

そ
れ
は
t
S
t
g

琶

州
'
狩
組

女
､
千
策

､
友
白
r

謀
唱

t

内
憂

鮒
P
あ
る
.

好
い
D
の
確

5
:人
､
化
け

(女
の
仲
人
か
盲

で
フ
)
'
槻
'

っ
て
迎
え
る
.
行
列
が
'
即
放
り
叩

へ
入
る
と
'
S
U
手
と
文
の
イ
が
放

っ
て
い
る
盟

を従
え
る
.
こ
れ

を

I,l
チ
キ
リ
と
い
う
.
花
嫁
は
､
萩
の

中
へ
宗

か
ら
入
る
.
州
入
り
の
働

今
は
､
玄
B
や.
b入
る
.
そ
し
て

ヘ
ヤ
に
Tハ少
､
そ
こ
空
ニ
<
九
成
9

W

ア
イ
サ
カ
ヅ
キ

を
か
わ
す
.

山

作
曲
峠
､
萄

新
婦
.
仲
<
(二

人
)'怒
仰
の
川
劫
t
k
桝
た
ち
で
あ

ち
.
岳

へ
野
い
和
地
品

目っ
て

第

二

地

区

土

地

区

画

藻

理

書

抜

会

〔
群

二
十

二

回

〕

昭

和

五

十

二
年

二
月

十

九

日

的

催

【J
i

暮
】

1

浜
粕
陀
此
山
岸

に
つ
い
て

例

回
に
引
き
此
き
い
わ
ゆ
る
r洪
畑
の
推

れ
｣
の
髭

が
行
わ
れ
た
.
今
向
は
帆

回
光
量

に
州
だ
し
､
あ
る
柏
餅
畑
収

に
あ
っ
た
｢攻
朋
の
流
れ
J
の
立
リノ与

を
グ
巧
く
L
t
ま
た
拓
也
帆
の
町
中
虹

の
榊
P
W
旅
を
出
血
性
L
J
P
曇

だ

け
仔
誓

ノTOJ+
孟

瓜
が
た
さ
れ

た
あ

P
あ
る
の
V

こ
の
力
嬰

作

苦

しゆ
く
こ
と
か
†
束

TLLG
tT

利
他
漉
淡
の
盛
っ
た
U
州
的
づ
く
り

更
け
毒

1耕
托
埠
3
'の
紳
け
逝

収
差

少
付注
相
川
他
塞

め
た
護

の
叫
料
地
拙
著

よ

轟

さ
れ
た
.

〔
K

二
十

三

色

〕

昭

和

五

十

二
年

三

月

十

七

日
的

催

【t

N
〇

日
は
そ
の
他
.

式
の
y

正
式
の
答
の
外
に
演

の
惑
q
た
ち
が
蝿
に
蛸
ま
る
.
そ
の

人
た
ち
に
､
花
嫁
が
よ
く
見
え
る
よ

う
に
t
を
棚
け
は
Lt
も
､
血
i=
に
料

邦
そ
つ
g

ム
シ
ロ
を
放

いて
澗

卑
小
る
N
っ
L
J.
こ
の
人
た
ち
へ
の

椅
一
が
愁
い
と
､
いろ
い
ろ
と
イ
ク

ズクをされ
た
｢

引
･b
出
物
は
､
オ
リ
､
カ
ツ
オ
ア

シ
萎

.

一

哉
池
川.1ー泥
の
苛

に
つ
い
て

.3

3
:1J
書

手
鵬
の
感
化果

た

プ
ロ
ノ
ク
に
つ
い
て

だ
h
叩
削
り
犯

卿
で
｢洪
池
の
栗

｣
の
〟
朋
だ
け
わ

れ
L
J+
そ
.メ
ヽ

こ
喜

一湖
皿
の
r充

の
練
れ
｣
義

し
て

い
く
に
は
'
妙
事

H
そ
仰
小
と
し
た

7
ロ
グ
ク
ご
と
の
小
吉

由
を
附
い

て

也
歪

苦

瓜
p
入
れ
捻
鮒

曹

べ
き
と
寮

だ
さ
れ
､

池
鑑
を
四
7
ロ
グ
を

茶
々

の
小
束
H
毒

邦
即
もた
りう
こ
と

と
な
っ
L
P
東

雲

の
糊
喝
帰
は

墓

に
お
い
て
全
仏
の
叩
旬
と
し
て

色

直

し
は

お

吸

物

の

具

が

変

わ

る

毎

に

琴

雌博
しお粥か何物

盈
叩
ん
だ
甲
中
色
別
い
嘉

v
f
こ

e
和
ハ
咋

■
､=.+
'り

tr
L巾'}

る
が
t
t
Jイ
の
い
ttい
‡
嘉

ヨ

な
人
か
〃芸
.
御
物
は
､
机
目
端
ん

で
蓋

喜

.

式
は
'

たい
て
い
夕
R
か
ら
お
こ

け<
わ
れ
る
.
行
列
N
.
門
ま
た
は
出

来
の
入
口
の
と
こ
ろ
で
､
五
⊥
ハ才

の

封の
千
と
井
の
手
が
､
達

者
a

いる.tJの柵'オチッキモチと

サ
ク
嘉

が
ふ
る
ま
わ
れ句

ヘ
ヤ
で
カ
タ
メ
の
欝

終
o

AJ.

笹

へ
出
て

お
の
お
の
棚
に
つ

く
.
毛
丁
､
熊
村
が
i
JTuC

仲
人

(∩.C
が
弼
四
に
放
み
'
あ
と
仙
人

に
ま
わ
す
.
達

し
は
'
お
吸
物
の

A
か
変
わ
る
3
1に
お
こ
tjう
.
だ
い

た
い
三
回
は
V

l
岨
臼
の
吸
物
は

タ
イ
､
二
回
白
は
ハ
マ
グ
リ
､
二
田

式の押甘
'…強
は地租
m
ゆ
人

に
連
九
一等

薪

へ
椀
仲
に
ま

わ
る
.

半頃
]T
力
士
裁
之
も

q

C..
っ
た
ま
婁

収
Lh
‥苦

さ
､
力
士
軍

も
に

お
いて
く

る
J
等

お
宮
へ
も
け
く
一

式
の
二
百
汝
を
･､[ツ
メ
と
い
い

､

那
虎
､
カ
ツ
オ
ブ
シ
(ナ
マ
グ
サ
し

そ
､
つ
L4
が少
の
一
い
親
戚
へ
J
っ

て
い
く
.
締
っ
て
い
く
人
は
'
た
い

神

て
い
篭

.

流
の
t
d
㈹
綾
に
州
州
か
な
す

ら
.
代

一は'
仲
人
畠

と
･′も
に

讃
I
へ
1さ
る
.
こ
の
肺
り
人
草
荒
川

鞄
で
あ
り
'
女

の
仲
<

qん
が
行

く
.
且

叩少
の
槻
竹
は

集

藻

に
'
が
は
由

で
あ

る
一
ほ
呼
は
､

舛
兼
に
一
晩
め
る
が
'
他
の

止
は
=

To
'
翌
日
､
仲
人
が
確
え
に
い
き
､

明

神

社

(
7N
北
区
牛
久
妹
町
)

達

-ハ心
と
と
も
に
婚
I
へ
5
:

ち
.
こ
の
時

仙椎
■
山
ポ
茶
は
'
ヒ

キ
カ
エ
シ
と

呼は
Il
る
頼
収
で
あ

ら
.
天
当
日

'護

化
姉
の
地
利

は
､
顎
佃
に
別
u･Iい
の
で
､
LJ
の
臼

は
じ
め
て
出
血
の
机
ハ
ゼ
と
だh
n.

婦
人
り
冶
料
は
'
フ
ト
ン
､

ク
ン

ス
､
長
句

苅
q

新

柄
､
下
駄

祁
'
ハ
サ
ム
バ
コ
な
と
で
あ
っ
た
.

｢ド

.L

事業対

策委Å会

!t要

撃

は
､
慕

取
赤
色
企
か
畠

叔
さ
れ
た
軒
甘
東
北

で
あ
る
土
葺

仙川4
の
重

訂

､
棚

沢
金
へ漣
初
耳
移
転
補
併
金
)
の
仲
輔

頚

の
改
疋
時
尽
及
び
袖
切
り
中
断
移

七
に
つ
い
て
り
故
暫

し
て
き
た
が
､

上
(,r
･日
出
u
M
J
Iり
K
5
回
S
ld

角
で
1応
の蔓

tt.

1
月
Z
白

､管
蜘
茅

耶
兼

山

会
で
は
､
塵

研
糞

か
ら
併

呑

小の
q
d
]を
だ
り'
こ

の節兇
成

j
Eに
t･+お
城
肘
著
皿
え
た
う
一へ
4
月

管

州
側
り
白
州
墓

に
胡
冨

こ
と
と
L
LP

k

Y

畠

か
ら
'
豊

ケ由
it

の
1
鉱
ル
ー
ト
革

､
オ
ー
プ

ン
水
和

の
I
y
ネ
ル
唱

少
行
一
相
川
萎

び
延

の
叩
汲

一
秒
に

皆
ノ小
娘
即
但

蛋

X
と
14
カ
所
の
蓋

成
地
13
H

串
ス

ケ

ジ
rlI
ル
の
叔
朋
が
あ
_1
.
脇

我
が
行
L]
わ
れ
L
J+

生

活

対

策

委

且
会

1､
2
H
19
日
'
嘉

両
発
は
金
で

は
､

生地畑Ⅷ也蒙
り
架鹿につ
い

て

各
地
鑑
轟

抗
垂
Z
か
些
花

で

雌
排
し
17き
た
内
申
を
も
と
に
t
d
C仏

約
兆
九
円
有
長

足
し
ち

t.Iq

仰
滴
個
叫
恕
宏

の
毒

3
;に
っ
い
tJy

別
相
の
と
智

.

二
'
こ
11
-
4
ク
/
コ
ン
ト
tT
ル
研

曇

は
､
2
日

9
3
'
2
日
24
日
'

4
日
･r,;
宮
川
に
わ
た
a
m
wざ
れ

一
､こ

の
研
薯

熊
井
H
灸

か
ら
'
広
く
.
こ
rT
タ
ウ
ン
血
は
の

あ
り
カ
に
つ
い
て
訳

す
蓋

州

克

て
い
る
.

3
桝
の
企
破
晶

し
て

研
究
す
べ

鳥

羽
に
つ

い
一点

か行わ
J
.
釈

の
歪

放
さ
れ
tF

S

領
用
紙
貴

市

的

丁
集
村

熊

桝

セ
ン
タ
I
〃
崩

1

爪
rX

II
も

達成gLqLJF二地区9'ェ区 (捷区荏田町付近)

㈹

ア
パ
ー
ト
･
マ
ン
シ
M
ン
刈

粥

叫

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
等

の
制
定

的

n
ソ
ト
ロ
ー
ル
紙
鵬
の
晩
か

そ
し
て
'
こ
.h～
ら
の
研
茶

目
の
う

ち
'
当
山
､
n
ソ
ト
ロ
ー
ル
領
関
と
ニ

rT

タ
ウ
ン
輩

に
つ
い
て
は
作
葺

晶

放
し
て
E
糾
す
る
∪
と
に
Lt
つ

{
1

t･tお'!
T
LJT日
義

の
附
'
公

切
か
ら
'
セ
ン
タ
I
に
岬
点
し
た
件
諾

対
苅
ア
ンケ
ー
ト
討
た
の
爽
瓜
に
つい

て
次
の
Jや
フ
Ll
拙
策
が
あ
Ja
.
丁
書

.i.tJ'
S

測
力

牧

セ
ン
タ
I
如
い
即

川
L1
:･)

的

耶

u

S
C

-1‖F
叫
か

ら
t
一
日

M

刀

班
芦

よ

る

舛

机
e
.表

出
北-言
-
タ
ウ
ン
印

書

莞

生

祈
り
前
売

企
ニ
rtI

タ
ウ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

研

曇
8
t:･帖
貨

5

島
業
対

策

委

G<
会

去
る
3
日
地
目
'
第
3
河
積
秀

丸

頚
H
虫
垂

粂
凹
か
ら
契
口
よ

地
に
つ
い
て
の
申
耶

叫
冒

ソけ
た
の

も
､
当
番

41老
婆
日
雇

の
管

方

〃
p
を
帆
即
し
て
い
く
上
P
､
今
嘆
じこ

晶

吟
て
い
く
べ
き
か
の
良
識
を
お
こ

な
っ
た
.

そ
の
楢
光
'
苦

悪

を
也
射
し
て

い
く
に
は
t
yTL委
舛
会
に
〟
苗
農
地
の

申
出

式

P

歩
印
し
て
升
い
払
紙
丁
る
こ

と
に
t･4vn
'
地
区
刊
の
入
射
を
取
り
決

め
た
.

そ
の
快
'
人
…

爪は
状
の

と
智

.

山
内
他
比

へ2
善

+
木
公
n

I
Jt

I

中
川
地
区

へ5
も
)

k

E
拍

(
▲
e
i

を

仁
■
次

P
川
光
<

米
山
t
明

新
_月
鵜
は
T
も
)

Ji辺
正
FS

E5山
掛
且
へN
も
)

'
集
r
光

■
EZl悪

i
U

新
し
く
事

洲
し
た

人

と

共

に
､
4
日

12日に校区
の
空

推
定

で
､
す
で
に
警

し
い
る
班
山日放
地

の
起
算
見
ず
し
(別
掲
)
'
今
蜂
の

換
即
の
歩
巧
に
す
る
LJ
と
に
L<
つ
t
r

28
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会長に続橋港北区長

6
月
.H
U
開
催
さ
れ
た
鵬
北
ニ
ュ
ー

身
ワ
ン葦

津
投
窒

苅
4
凶

4
)脚
協
禁

に
お
い
て

金
比
に
洗
耶

1
警

抜

(壁

)
､
例
会

丘
に
中
村
稔
山
笠

が
成
佳
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
さ
し
た
.

こ
れ
は
'
去
る
6
H
id
u
付
紙
柄
杓

人
事
州
i
tに
J☆
ソ
t
aE隻

に
捕
山誰
ハ

申
柄
船
の
中
村
帆
縫
法
貨

が
成
.任
し

た
LJ
と
に
姦

れ
た
も
の
で
す
.

な
お
､
二
･3
]徴
州
金
艮

(
糾
軸
箆

)

は
､
戸
蔓

に
就
任
し
声
し
た
'

親
心
企
及
の
莞

い
さ
つ
は
次
の

と
も
=
..

r
二
世
帆
企
蛙
の
痩
任
と
し
て

金
良
を
つ
と
め
さ
せ
て
戦
く
こ
と
に

t･lり
ま
し
た
.
田
城
の
ご
榔
桝
と
ご

塀

刀
を
粘
り
な
が
ら
t
M
S:塞

の柁皿に､
1
屈
折
刀
し
て
ま
い
り

た
い
と
払
い
手

.

.I

工
事
部
を
新
設

公
団
港
北

開
発
局

日
末
位
芸

朗
唱

旧
舶
52
叩
LL)‖

拶
口
付
P
r
横
桝
改
穎
変
け
い

ま
し

た
ご
て
の
内
も
t
Y
捉
光
祁
伯
仲
及
び

群
虫
部
の
2
加
制
か
'
工
邪
見
の
州
人

中
し
げ
'
l
小
ガ
の
6
f-'･,..)よ
..
-
.止

別
と
.;･tり
'
孟

爪
部
に
捕
州
灘
の

薪
戯
及
け
工
即
酢
に
州
門
枚
を
所
収
L

u

J+

こ
の
他
桝
出
社
に
伴
い
人
小
火
皿
が

行
わ
れ
､
工
即
舶
蛭
に
は
例
日
∬
_d
宅

地
捌
沌
木
如
何
粍
桝
苑
小
雀

1
t雌

班
1
称
氏
が
瓜
任
し
声
し
た

.

所
以
柁
及
び
<
印
如
拙
性
の
ロ
eJ
状

各
は
別
相
の
と
お
り
で
す
.

C

_

聾誓
-E駅
I
T
,
2
&
T
l
5

-

5地
)
語
等

緋新任

竺l義壷
嬰
姦
窒
轟

五十二年度

港北ニュータウン開発費及び建設関連予算決まる

捕
浜
田
の
岨
和
五
十
二
年
塔
T
k

が

まと
t
ち

ま
し
た
.
1
枚
余
雪

l

千
七
.聖

1他
九
千
五
自
力
H
へ
特
別

会
計

一壬
ハ
白
五
十
七
些

事
二
百

七
十
ヒ
方
円
､
公
啓
企
蓋

計
二
千

二
白
四
十
五
他
凹
士
ハ
白
ヒ
十
二
万

円
､
合
聖

工
ハ
臣
ハ
些

事
四
g]

五
十
万
円
で
す
.

こ
の
中
で

S
)北
ニ
rJ
-
ク
リ
/

叩
苑
H
及
び
迎
淑
凶
速
サ
X
は
､
六

十
二
岨
丘
千
八
百
四
十
1A
〃
鶴
川

で

i

･
.H

港

北

ニ

ュ
ー

タ

ウ

ン

開

発

菜

三千
E]自
一T+
七
万
赤
門

こ
の
内
猷
唱

蔽
爽
別
田
刑
監

革
'
生
活
杓
知
和
荊
封

(爽
態
洲

W

研
や
金
へ
生
姑
関
北
甘
扶
余

や
)'
ニ
rJI
ク
ク
ン
ニ
ユ
ー
ス
作
成

甥

.セ
ン

ター地昏

組
立
k
J

畑
土
特
別
さ
ん
及
び
...E
俗
キ
料
保
存

空

音
､
控
北
ニ
ュ
ー
ク
タ
ン
四
掩

燕
莞

少
.
妾

推
並
諾

協
議
金

井
並
び
に
芸

で
す
.

臼

港
北

ニ

ュ
ー

タ

ウ

ン
地

域

の

農
業
専

用

地

区

設

定

に

伴

う
土
地
基
盤
整
備

士
等

1
握
へ千
百
十
四
方
魚
的

土
粕
基
地
忘

串
発

展
策
横
雷

即
僻
相
浦
申
媒
笥
の
せ
T
k
で
す
.

E
[
地

区

外

関

連

街

路

整
備
費

十
二
壁
ハ王
ハ百
力
円

新
桝
g
l芯
石
川
SB
ほ
か
1
掩
St
の

た
め
の
予
k
で
す
.

榊
早

調

川

河

川

改

】伊

に

伴

う

締

り

ょ

う

架
換
#

1
些
事
章
子
で日的

笛

SIは
か
四
倍
の
梁
洪
C(
P

す
.

㈲

港

北

ニ

ュ
ー

タ

ウ

ン

関

連

下

水
処
理

施
設
建
投
糞

二
十
七
他
二
千
二
百
万
余
門

新
羽
ポ
ン
プ
娼
及
び
花
石
川
新
羽

幹
Stzの
稚
敷
井
で
す
.

3=

早

測

川

､

大

熊

川

河
川
改
修
#

十
七
時
ハ
王
へ百
四
十
七
TH円

は

港

北

ニ

ュ
ー

タ

ウ

ン

地

域

内

の
文
化

財

保

横

の

た

め

の

調

査

発

掘

糞

1
室
ハ王
ハ.革

万
円

L･tお
､
芳

川
の
河
川
改
修
aiに

つ
い
て
唱

大
樹
な
畑
折
が
決
ま

り
､
改
控
に
つ
い
て
も
朗
0
い
見
血

L
と
L･_り
辞
し

た
レ

｢

計
画
局
｣
が

｢都

市

整
備
局
｣
に

横

浜

市

訳

山
t
Y
去
る
6
日
1
;
'
人

血

憐
L･S板
柳
故
雑
塞
り
な
い
ま
し
た
.

計
測
船
脚
帆
t
は
､
耶
脚
州
亡
i
)北

ニ
ュ
ー
ク
ク
ン
畑
山
弘
に
仰
山
仰
苑
厄

の
琶

′内
苑
小
邦
部
が
挽
n

し
､
名
称
も
｢
瓜
‖
托
仰
拙
｣
･L
改
め

声
し
た
.

新
し
い
抽
出
に
は
榔
柑
剣
山
州
側
日

脚
昏

叫
協

警

ひ
.
.W
LJ.
年

内
帆
仙
止
は
雄
和
以
k
に
て
九
七
八
淡

任
し
声
レ
に
.

従
弟
､
S
2北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
拙
溢

脚脈
で

は'ヒ
ンク
ー
地
_ィ
の
仙川縫

代
m
租
を
賀

Q
｢
セ
ン
タ
ー
pn
掩

射
爪
燕
E
t
巧
鮎
磯
仇
印
加
税
法
に
恭

つ
く
門
､
公
凹
の
蜘
訳
の
H
桝
化
と
迅

革
化
を
父
に
泥
め
る
た
め
.
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
地
殻

耶
揃桝に

r
仙
+
,抑
｣
を
そ

れ
ぞ
れ
新
山
し
示
し
た

新
郎
取
次
び
人
即
州
幼
悦
の
ロ
雌
肋

各
は
'
別
砧

の
と
お
り
で
す
.

諌
た
､
B
l税
別
に
お
い
で
も

コ
吸
飲

郡
J
と

｢
柑
牡が
L
LJ
分
か
れ
､
招

北

校
;
比
J
'
区
政
弘
也
に
州
朗
牧

が
る
<
朋
任
し
､
引
き
出
草

薮
;
と

し
で
松
山
悦
に
声
卯
し

辛

.蛋

<按下水処理場>
所在地横浜市校区佐江戸町25素地

TEL(932)2321

赦地面蹟87,
㈱d

計画処理両横8.0
96hD
計画処理能力Ll43.
000Rl/日(852.00)
人分fEl当)

処理方式活惟汚泥法

線下水処理場が完成

約14万人を小鼓にして一部運転的始

出
る
6
日
8
日
'
値
札
47
坪
.B
か
ら

工
qj
が
姓
の
b
=て
い
た
柑
下
水
処
迦

幼
盟
邦
成
東
か
行
わ
れ
､
1
那
加
伝
が

阿
附
さ
れ
漬
し
u
.

湖
処
印
加
Y

輔
比
と
咽
区
の
火
i抄

の
､
伴
土
グ
谷
レ
の
一
価
か
ら
な
る

如

処
那
比
嘉

奴
と
す
る
も
の
で
'
即
脚

処
迦
帖
刀
は
柑
十
凹
む
二
十
,L
ン

(八

十
九
力
二
千
人
分
B
ell)
で
す
が
'
今

回
畔

て
の
約
六
分
の
1
に
W
lた
毛

.〟

ニ
〒
八
日
凹
十
ト
ン

(十
四
カ
ニ
キ
人

力
相
当
)
で
迦
挺
そ
帥
始
し
声
し
た
.

こ
の
処
理
加
の
完
成
V

す
P
に
迦

声
し
て
い
る
は
北
下
流
知
者

と
附
せ

て
氾
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
全
瀬
切
の
汚
水

処
理
の
受
け
入
れ
体
制
は
軽
い
ま
し

た
｡周

処
那

加の
対
句
は
沢
の
と
お
曳

①
下
.<
排
併
方
式
と
し
て
分
沢
式
長

田

不
と
･=
水
を
別
々
に
排
搬
し
て

朽
木
の
み
を
下
郡
処
艶
物
で
3
'宅

間
加
は
伽
苔

を
地
i)て
町
接
や

花
川

に
排
此
す
る
方
式
で
す
.
こ
の
こ
と
に

よ
真

相
で
の
糾
川
の

e
執
菅
防
止

し
手

.

①
沢
璃
触

全

人
体
に
不
快
を
格
にニ
さ
せ
る
責

か

苑
生
す
る
班
抄
池
に
唱

脱
窒

を

投
は
す
る
L･tと
し
て
.
防
寿

熊
に
は

万
箸

如
し
､
ま
た
伺
皿
と
の

射
讃

和
恵

-る
た
S
L.
特
に
確
化
に
は
刀
力

杵
郡
れ
て
い
ま
す
｡

①
白
i
利
伽
朗
仰
の
高
批
化

遜
Jl触
作
に
つ
い
て

票

芸

に
よ
る
ポ
ン
プ
の
日
収
制
御
及
藍

肥
撃

の
鞭
中
田
軍

産

目し
､

舵
柿
鮮
埋
り
弔
刀
化
と
処
理
爪庵
の
効

率
化
姦

っ
て
い
草

.

勝田橋かけ替え工事のお知らせ
市下水iZihSでは港北ニュータウン
関連河川として
.
r'f-洲川の

TBl田格から関根捕までの改捗を行っています｡
.
所用偶のかけ等え工1糾こ伴い､6
月28Elより迂回路を通行し

ていただいてお')ますが､
縮尺は10mあり15･和の歩道を改正
してあl)ますので通行に支陣をきたナことはありません
｡新しい虜EEl輔は哨艮13mで､
両側に嶋EL15机の非道を鮫圧

し
､
昭和53年度完成予定です
.
皆様のこ理解とご協力をお顔い
いたします
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岬
Ⅷ釦齢r

It玉か
ち

∇
火
刑
'
仙
Ⅸ
印
せ

PTてい
4
m
九
L
へ収
LJな
為
罪
ケ

的即の

==
β
塩
川rノ
f
<
中
内
た
こ
.I

Vくらく&._巧
で
縄
目は
ハ小
爪
か
.
七

h.･]p･_'J.也
.､
.･,J
JT
>
り
{

_.

貰
授
叩畑地の
牡
現
か
見
川

けて

きた克
ら地域の先
述
が
y

心して
事

せる差

.円満
と

の胡和は
8押して

も群しい.
(

兼琶

.

.

.
.
..
...
"
..
.t
.

".
;
喜
.享
…
圭
‡

r

一
L

紬 らせ 土地使用料の改定について

土地使用料については下表のとお り改定され､昭和

日から適用されますのでお知らせしま - 日本 住 宅 公 団-

土 地 使 用 料 改 定 一 覧 表

l≡ p.i 現 行 改 定 vL 価 8L 村 時 期 ･..: nL +

耕 作 畑 17円 21円 蕃実-星錨 苧雷.32男;署謂翠警宗等曾軍報 滝 違和 宗する. 特殊田を含tt.
i- ヨ■コ 8 10

耕 作 Etl 7 7 毎年9JJ

田 Jl 4 弟 にじる.

LIL # 2 4 慧実益票等TV'控yT:L三宝ir鮎､で.還､
稚 8[ 地 2 10 帥僻目臨韻壷鮎違註他とreいもの.
宅 地 17 21 禦 E.L蒜短評院鮎鮎 芸.6

2P 屯 地 - 21 豊 基孟 宗霜 k聖粘 h箸望謡う追豊

他部地 17 21 5EJbにZIじる.

llnJt 他LE 拝擁0-8地FS外ft帖17 0-.1021
★ l一tll 8 川

竹 林帆) H 10 をしているもの.
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仏'AV岬小 AV 仙 …AVAVAAV仙き榊

だ

宗

し
ま
し
た
･

S

i

-

の
-

-

上
-

-

ナ
の
で
､
よ
ろ
し
-
お
-

た
し
-

･

州

肌

榊

仏書
.

V,亨享
蔓

.W

N
_
N
'
毒

等

毒

毒

等

葺

き

主

事

毛

き

き

M
ILW
き

N
'
を

･.V号
音
AV毛
裏
毛
裏
毛
宅
AVき
ち
､Ari
'茎
喜
AV毒
AV主
等
享
.UV㌦

J

Lr

~
~

~

~

-

㌦

公
団
事

務

所

増

築

な

る

二

:
:1
:
:
;
J

J

;
･･.
･･:
I.

:
,
l
‥

..:

.
;

7
:
:
･;
.:

;

i.

6
EZl
i
Iポ
相
称
成
披
I
が
行
わ
れ
ま
し
た
.

こ
れ
に
伴
い
･
従
来
の
事
諌
桝

(
旧
f
)
と
区
画
義
理
す
が
い
た
別
称
か
ら
金
串
且
が
薪

肋

歴

史

民

俗

州

㊥

一生
の

儀礼(その三)

▲ft
式

>
死車が

出ろAJ'部群芸が

雷
'明

知が9人ナウ等
耽威､併

称円へ知峯.こ

れ蔓
ヤクという.ヒキィク

は沌空…
言｢

漂

つ基いの多少､その
他によって)日か二日ⅧおLJiH
ら.冨

T(蓋池牧
に誓

いはなかっL,

斜刑ほ九

いもの(牛正作と)は

誓
Tt

ヒ日歩ズ(･LNノのカ

タ

曇
たもの)

ケンナン汁蔓丁.
B茶はM山師亡19からはじめ

q等にはte畔へFLや

ケ
ン

乏汀の隻丑だ丁.空

ののも｢堅
氾っ麦
p.柵のS義の人た真

空

丁つ打つ.′毒相

といっし.

1に蔓る.
ユカン

唱水の中
へ
札
を

入

L
L

心

服凝離
沖雪.善がやlわ
もかわも

おこLfノ.ユ
カ

ン盛った*

は'人の貰い賃歪'

広の机)へ持てる.担m叩刀韓に

は'ネガンとサガンがあり'サ

ガン等
ユガンの姑った

若ヽ体蔓召の身につけ毒i
l

rオコシ'キ十ハソ'テコク､

スダブク｡(叫アサ巧六
文

一モ入れるy宅ゾウ=Rで

,Jrオコシ'キ十ハン'テ
n

ク'スタブタロはすきシで
作

drd糸畦ノ支基い'空

の人たちが-廿rつ40.i.
I

は'宗に■せヽ墓た

か毒死書花にマクラメシ畏

まか誓
.T]ハンの上

にシカバナAJ内幸立てる.
巾の甲へY梅の横(薪k)

きしでいれq明治ごろ
手

遥ハ志望入れて患､
い

士は奴に九号つおしたものa
J

I(<る.そのほか､柵に入れる も
の
唱

確
前
の
好
き
だ
っ
た
も

の
へ
大
群
に
し
て
い
た
を

入
れ

tJ.2
･1-
咋
爪
先
で
'
き

て

い
た
.
作
犬
の
胡
t
I(
細
り
人
長

め
｢
人
遇
に
あ
た
っ
て
嘩

身
内
に

仇
蛭
し
て
い
な
い
人
妻

.
K
椛

stの人
た
ち
は
t
K
を
刈
り
終
っ
た

あ
と
一ヾ

8
汚
し
班
う
ノ
ウ
リ
'
シ

カ
バ
ナ
罷

る
.
ソ
ウリ
は

キワ
ラ

養

う
.
相
の
か
か
轟

な
ク
ス

ム
ス
ビ
に
す
る
F
穴
凋
n
の
人
t
JJち

か
へ
爪
を
舶
っ
て
い
O
y
_I.
泊
と

茶
そ
壷

.
穴
山
州打
の
人
た
ち

の
砧
舟
は
芥
n
C
g
iで
と
る
.

仙
川
tY
州
歪

に
比~
る
.

E
晶

つ
の
t
Y

穴
珊甚

し
た
Tハ

た
ち
や
ヽ
-】あ
T人
た
き

訂
'
モ

畠

は
ゾ
ク
リ
な
は
く
.
y
ウ
リ

姪

小感

q､
そ
の
薫

は
患

ろ
丁
.
野
川頭
首
に
行
く人
た
ち
は

す
1J
小
さ
い
サ
テ
ン
の
印
れ
は
し
を

は
ま
U
.
姓
は
弘
一ぬ
ぐ
い
忽

丁分
く

ら
い
の
大
き
さ
の
サ
ブ
シ
を
か
ぶ

ら
.
哲

も
つ
人
の
伯
北
は
ハ
ン
テ

ン
で
ハ
ン
テン
は
叫
で
し
ぼ
も
.

取
山
泊
り
の
允
即
時

t
か
た
た

く
.
沢
に
化
そ
持
つ
人
､
N
'
統
帥

か
も
つ
せ
t
E
か
も
つ
沖
､
可
t
.

現
況
と
拭
く
.
相
は
帆
L.)L
は
p
t

サ
ラ
シ
牽

死
重
が
生
附
暮
て

い
た
才
物
を
か
け
る
.
サ
ラ
シ
唱

売

主
ナ
音

爪
を
持
っ
た
4

人
の
人
に
'
フ
ソ
ド
シ
と
し

で'

ら
.
嘉

は
お
寺
へ
誓

.

即
山
遣
り
の
さ
い
持
っ
て
い
く
タ

ン
T]は
j]耶
蓋

っ
て
い
た

茶
卑
し
'
山
菅

L
杯
の
光
義

に

し
て
作
q

…

い
て
お

く
●■

ヽ
5
.与
と
｢､
'4.冨

C
.

L一た
りっ
た
人
た
ち
に
書

く
.
シ

オ
バ
ナ
と
い
n
J
こ
胃

初
七
日

の
嘗

お
こ
な
お
り､
U
の
肌
｢

K
娩
nゐ
人
た
雇

L酸

に
丁
の

ら
さ
れ
る
.

蔓

t
の
●
工U
b
C

EZIの
学
K
･4い
と
LP

(
嘗

四

十
卦

叩
誉

か
け

る
｢

新
盆
Y

8
月
1
白
よ
患

Hま

ま
町に
シ
ラ
ハ
=
も
よ
う
も
ん
史
下

け
る
.
こ
の
も
上
長

の
も

に
川
へ
群
T
.
仙
収
の
人
た
蓋

x
A
'
誓

す
る
.
こ
の
叫

仏
G
h
/い
葦

サ
ン
カ
ク

プ
ク
ロ
(ツ
ノ
ブ
ク
El)
妻

2

升
入
れ
'
お
等
へ
等

.

垂
丁人
は
X
蓑

か
多
/ヽ

B
ti.
盆
違

芳
し
お
′な
わ

れ
る
.
耳
丹
bke
t
崇
の
8
式
も
､

だ
い
た
い
同
じ
.士
ン

裏

､
野

Fg
迦
h
ゐ
さ
い
､テ
ン
ゲ
と
.ね
仙
九

号

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
ノ
ロ
グ
ケ

の
上
方
を
四
つ
に
i
Sっ
た
も
の
為

っ
て
い
く
.
こ
申
ア
ン
グ
も
､
印
を

蔓

っ
て
坤
の
る

.

葦

､
初
七
日
'
三
千

号

中
川
地
区

慧
るとれ比事皿の招什仙ニrT

タ
ウ
ン
勺
放藁
も
灰
に
十
咋
嘉

ま

し
た
山
工
事
の
大
貯
蓬

を
よ
い
な
が

ら
も
い
よ
i
,L姦
刀
に
工
事
の
護

宅

か
ら
穿

b
L4
い
事
態
毎

日
ま
し

た
.E

'
公
団
'
稚
近
鮎
時

空
に
1
Et

の
連
E
象

に
冨

爪
の
K
を

挙
げ
広
く
空

の
肝
押
ポ
モ
糾
て

阜
朋
に
賓

の
東
成
を
刷
す
べ
き

車

を
捕
佑
い
た
し
ま
丁
.
特
に
十
年

兼
'
生
鴫
轟

り妄

B
L
t
叢

g
●虫

.J
'iV
..日通

に
11

や
ひ
髪
爪
の埠
刀
邪
の
封
の
喜

ノ

と
心
S
L･芸
も
の
が
あ
り
ま
す
.

藁

血
は
次
章

た
に

し
て

市
政
川込
団
に
1
段
の
決
断
を

求

めると
共
に
､
絹
娃
的
に
持
し
合
い

を
池
g

何
真

L4
こ
と
は
苔

々
圧
出
同
士
が
鹿
妄
り
放
血
を
回
り
'

軌

は
嚢

六
に
1
体
長

っ
丁
魚

力
し
合
い
､
進
ん
で
事
井
に
事
B
.y

物
寅

や
て
釆
eE
定
足
J
)と
か
ら
机

･で
け
'
実
扶
麦
作
掌

る
こ
と
が
大

切
で
あ
毒

じ
手

.

私
と
も
中
川
仔
民
協
は
2
'護

の

一
昔
粟

に
'
九
十
二
重

m■
の
冶

i
の
塊
蓋

H
2
日
嘉

任
乗

H

a
､
同
12
日
管
全
真

金
と
賃

､
他

に
三
廿
日
礼
金
t
J器
t
毎
月
1
回
以
上

卵
は
し
へ
ま
た
爵

プ
ロ
タ
ク
で
も
こ

れ
に

Fじて
開
胤
Py
屋
博
し
月
か
男

力
孟

g

仕
出
の
為
の
港
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
早
岬等
戒
に
会
刀
晶

け
て
事

i
-
.1
.

中
川
任
長
塩
EZIX
重
責

●
十

q!

.'･
:.
.
I

.

地
区
協
矩
侶

新
田
地
区

こ

のy
封印蓑

の二
.i

-

タ

ウ
ン
荊
現
川肌雲

量

ゑ
ハ

月
盲

(膏

工
へ叩
)
に
蓋

い

▲ト
レ
朱
し
た
｢
LJ<
は
ぜ
か
ら
｢
野
地

は
一夏

L
の
一
元
垂

井

A
量

日
の
目
で
蓋

じ
て

正
し
い
藁

葺

t･4つ
た
▲p
の
蓋

葺

祝
事
巴
廿

は
二
百
肝
の
党

ニ
ュ
ー
ク
{シ
事

聖

d

パ
ス
(
マ
イ
ク
ロ
)
1

色
し
兼
C
(
平
喜

出
払
｢
甘

Eg
yの状況
重

m山
田
町

牛
久

摩
町
り
ダ
ム
そ
し
て
北
山
田
町
の
す
み

れ
が
丘
の
夢

集
成
蚊
の
ニ
rlI
ク

ク
ン
重

し
う
っ
笥

]E
H
へ･tTE]

申
ユ
冗
石
川
纂

さらに

莞

川の
改
書
状

句

中
日
町
の
文
墓

の
税

明
葦

叩
肇

_
魚
竜

也
だ
ナ
TJIu
Je
押
し
た
実
脹
Mの
政

･<
罵

搭
』
m宋
谷
の
収
柿
板
し
た

生
咽
ぶ
蓋

･t
の
筈

の

あ
た
り
に
萱

亜

警

手
′ち
､
平
淡

は
折
真

相叩盃
皿
の
ダ
ム
工
事
､
す
で

に
濃

さ
爪
車

t
豊

川

の
故
買

苧
p
に
覇

■
付
近
よ

p
●
比
川
の
改
葦

事
初

手Hの巾持
し垂
下水蓮
に

行
桑

に
時

価

暴

け
孟

丙
皇
見

8
し
終
っ
て雲

爪
川の
改
…

や

二
十
二
重

m容
ダ
ム
亡
兄
て
こ
r]

I
タ
ウ
ン
書
出
町
に
も
ク
ーp
t
M
･
公

蔓

っ
ち

毒

中

で
也
t
葺

蔓

っ
た

が
､
い
ず
れ
に
し
て
も
r先
づ
廿

日

の
改
y

J
t六
一
Q
W

是

川

窟

｢
蛋

一m嘉

蕪

の
蒲

事
々
鼻

し
て
は
し
い
.-
義

い
か

慧

曲
亨
n
i
J'
井
量

日
妄

内

と
ご
墨

､
甲
t
末

十干葺
､
央
室

蔓

'
北

<
蓋

に
は
色
人
声

Lt
D

を
■
う
ご
ざ
い

事
.#
｢
収
量

礼
申
し
ト
け
半
丁
.

f
b
F
E
f
_
F
E
g
I
_
I

山
本

光
I



n T

響 繊 会

だよ り

第

一

地

区

土

地

区

画

整

理

審

議

会

〔
第

二
十

八

回
〕

昭

和

五

十

二
年

四

月

二
十

一
日

開

催

1

小
加
溌
宅
地
の
浜
日野
丁
畳

に
つ
い
て
は
'
す
ね
町
を
中
位
レト
し
て

移
艇
喋
刀か
考
え
ら
れ
て
お
り
､
ま
た

用
途
地
域
の
藁

に
よ
り
'
剖
W

証

ベ
イ
率
や
腎
損
率
が
轟

を
雌
え
る
こ

と
と
t･1lつ
t
感
想
不
適
招
建
物
を
救
抗

す
る
と
L
,つ
誉
八
万
に
萱

弓
形
闇

純
利

区
域
A
J放
電
す
る
架の
魂
明
が
t･t

さ
れ
'
邪
法
が
行
わ
れ
､
小
規
模
宅
地

の
洪
地
予
妃
は
区
に
つ
い
て

交
池
野

利
他
施
政
､
日
E
:.
現
巧

近
成
状
況

野
の
g(槌
が
行
わ
れ
へ
ま
た
形
態
不
適

椙
姓
物
に
つ
い
て
は
､
形
噸
機
軸
以
外

の
析
決
方
法
に
つ
い
て
B
rに
小
策
何
曲

に
お
い
て
E
附
す
る
こ
と
と
L<
つ
た
.

二

小
売

会
の
迦
告
に
つ
い
て

tY
換
地
の
野

卑

Jl宝

)め
油
か

く
R
:射
す
9
た
g

粕
Ⅸ

中
位
の
柵
戊

で
榊
性
す
る
光
が
示
さ
れ
た
が
'
虚

区
ご
と
に
ヴ
入
刀
の
細
油
が
で
き
る
こ

と
は
辿
き
し
く
ず
＼

ま
た
別
畑
野
で

は
壁

一沖
に
河
井
的
.･_方
向
性
を
持

た
せ
る
べ
き
皇

兇
に
よ
り
'
赤
川

を
所
有
地
故
買

丁万
メ
ー
ト
ル
以

上
(苅
1
小
垂
出
会
)
と
等

方

メ
ー
ト
ル
木
偶
(R
l
ホ
薬
粗
金
)
の

二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
板
射
管
行
う
こ

と
と
L･tり
'
メ
ン
バ
I
及
び
臼
等

が

決
め
ら
れ
た
.

三
｢
1
梅
｣
の
涙
地
に
つ
い
て

唱

捜

寺
院
ご
と
芸

利
川
計
測

へ碍

管
朝

川喝
､
桑

川地
の
配

分
)
に
つ
い
て
の
調
転
機
洞
の
税
明
が

行
わ
れ
た
.
荘
重

牧
に
つ
い
て

唱

予
霞

塀
の
1
猷
変
更
に
つ
い
て

の
紺
四
が
行
わ
れ
た
.

〔
第

二
十

九

回

〕

昭

和

五
十

二
年

五

月

二
十

八

日

開

催

1

浜
他
藩

の
賃

に
つ
い
て

は
'
小
垂
舛
鎖
や
頼
即
さ
れ
た
捕
娘
の

輔
車
琶

と
に
し
て

l
舵
宅
地
の
換

粕
の
流
れ
'
移
屯
地
物
室

帝
政
建
物
t
等

不
湾

細
物

の
蚊
い
に
つ
い
て
雅
巌
が
行
わ
れ
た
.

一
般
宅
地
蓋

の
流
れ
に
つ
い
て

は
'
広
地
轟

て
た
出
藍

iti義

に
正
成
轟

い
た
巧
え
方
に
対
し
て
､

6
:小
斉
出
金
に
お
い
tJ
S
州
と
し
て
允

思
さ
れ
た
か
t
R
l
l小
垂
袋

で
喝

減
歩
錦
紬
の
周
和
や
'
私
娼
の
換
地
-

の
疲
い
方
に
つ
い
て
禁

的
な
朋
皿
と

し
て
加
附
し
て
ほ
し
い
と
の
鹿
兄
が
だ

さ
れ
た
く
私
垣
の表
地
ヒ
の
扱
い
に
つ

い
て
は
､
現
任
映
附
中
t･tの
で
､
土方
)

ま
り
択
卯
公
田
か
ら
写
入
刀
が
増
耶
さ

れ
る
こ
と
と
t･<
つ
た
.
移
Iil地
物
の
浜

地
質

に
つ
い
て
唱

先
行
退
喰
是

地
の
利
他
漉
地
の
利
川
S
況
や
へ
小
舶

供
宅
竿

灯
砲
の
近
場
状
崇

晩
酌

が
行
わ
れ
た
.
先
行
造
成
地
へ
の
冶
鮎

に
当
っ
壷

存
組
物
の
み
で
な
く
へ

余
将
が
あ
れ
ば
姐
茶
事
柁
K
]へ
の
浜
地

に
つ
い
て
轟

し
て
は
し
い
と
の
y

皿
が
出
さ
れ
た
.
不
戸

畑
物
の
扱
い

に
つ
い
て
唱

軟
折
の
方
法
と
し
て
の

形
懸
絶
和
区
域
叔
従
の
タ
入
刀
が
あ
っ

た
か
､
l放
任
は
Ⅳ
爪
他
被
で
の
短
ベ

イ
革
旧
刊

y
l㈹
埜
ハ州
の
粋
の
ql
で

替
ソ方
州
を
払
い
だ
す
た
め
に
､
次
回

小
繋
日
金
に
お
い
て
押
別
に
的
山
を
加

え
る
こ
と
と
..･1
つ
た
V
相
和
雄
和
に
つ

い
て
も
㈹
洲
的
に
快
肘
を
加
え
る
柑
朗

小
.I
/JT.JJJ
ド
.I;.ム
7:
')
.J峠
い

す
Q
こ
と
と
L･t
つ
た
.

第

二

地

区

土

地

区

画

整

理

春

雄

会

〔
第

二
十

五

回

〕

昭

和

五

十

二
年

四

月

二
十

三

日

開

催

l

脱
地
山
佃
の
喝
幹
と
し
て
､
虫

体
m
L･{
｢換
地
の
耽
れ
｣
に
つ
い
て
奄

瀧
し
て
き
た
が
､
こ
れ
を
ペ
ー
ス
に
し

て
個
々
の
朋
岨
B
=の
漉
諭
を
探
め
て
い

壷

肌と
な
っ
て
き
た
.
飢
え
は
'
祉

娘
平
作
必
に
如
す
る
3
桝
祉
崇

の

此
唱

加
悦
山
小
n
lい
宅
地
の
淡
胸

先
'
｢特
別
〃
稲
畑
｣
や
伊
原
い
た
一

世
萩
伯
の
椛
.,机
の
耶
和
Z
:に
つ
い
て
神

話
管
窄
め
て
い
く
必
瀕
が
あ
る
と
推
古

さ
れ
た
.
次
に
等鮎
へ
蛮

地
に
つ

い
て
も
行
軟
当
店
の
押
収
の
も
と
に
､

鳩
脈
等
脱
ご
と
に
〃
(=せ
し
た
と
良
め

妖
伯
東
の
軒
料
に
つ
い
て
神
祇
が
行
わ

れ
た
.

ま
た
へ
d
.仏
的
川
畑
は
'
あ

3い
は

1
魁
的
｢換
地
の
沢
オ
J
に
つ
い
て
は

地
域
化
を
々
膿
し
て
補
瀧
定
け是

の

役

を
凹
ブ
ロ
ッ
ク
に
等

小
春
囚

金
か
53
峨
し
て
藷
ハず
る
こ
と
と
し
､

似
せ
て
小
弟
川
虫
の
川
他
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
決
め
′や
れ
た
.
小
委

は
'
那

1
委
損
金

(琵

舶
鑑
)
t
R
I
L秦
掛

負

(誹
ケ
崎
畿

)
､
R
I二
重
月
余

(新
田
朋
区
)
及
川
熟
四
奔
出
金
(都

EE
地
区
)
と
さ
れ
た
.

〔
第

二
十

六

回

〕

昭

和

五

十

二
年

五

月

二
十

六

日

開

催

1

歪

の
苛

に
つ
い
て

は
'
小
薬
月
余
で
銃
刑が
な
さ
れ
た
楢

3
:の
胡
菅

と
に
し
て
珊
液
が
行
わ

れ
た
.

二

手
小
斉
日
金
の
狩
放
置

の
泣

明
か
行
わ
れ
'
そ
の
中
で
那
甲
小
策
例

負
(都
田
鼓

)
で
は
1
辞
軒
朋
輩

が
予
定
さ
れ
t
A
体
的
〃｣巣
の
枚
肘
は

そ
の
t;旧
に
よ
る
群
榔
設
計
が
で
き
し

だ
巌

皿
に
行
う
こ
と
妄

｢
他
の

小
壷
E
金
時

vEB
州
と
し
て
垂

に
二

股
宅
地
の
｢及
地
の
流
れ
J

は
､
鷲

宗

糾
し
､
公
共
'

条
什庖
相
関
地
神
に
か
崇

に
つ

い
て
も
で
き
る
だ足

先
が
利
tJ
t･1

い
よ
う
i還
し
た
づえ
力
に
つ
い
て
'

大
初
の
へ
岱
が
掛
ら
れ
た
.
そ
の
他
の

忠
弘
と
し
て

｢泊
軌
L･捕
地
J
の
中

川
朋
爪
に
莞

ノく
換
地
に
つ
い
て
は

｢竹
別
な
川
他
｣
甲
州
洞
宅

地
の
中

毒

称
仙
従
に
つ
い
て
の
聖

諒
叫

か
?
じ
ら
れ
て
き
た
.
こ
の
中
毒

範

賢

嘉

許

岨
に
慧

さ
せ
る
た
め

に
喝

菜

空

に
佃
而
t
M
法
上

の
用
途
地
域
の
鷺

定
を
し
て
は
し

い
と
の
塁

鬼
が
だ
さ
れ
た
｡

◇

合

同

協

議

会

新

妻

且

紹

介

琴
南
及
び
抑
三
出
会
間
際
雲

に

お
い
て

訳
の
閃
氏
を
石

に
稚
冊

J

そ
れ
ぞ
れ
重
野
】九
た
日
付
篭

っ
て
霞

蓋

を
し
た
.

詣
m帝
耶
妻

壁
丁

]]芋
粥
(4
月
誰
且

日
本
旺
蔓

仙桝
葛

叫
仙
川剛
心

工
嫌

陛
一
応
(5
指

日
)

(
)
内
は
奉
唱
8

◇

合

同

協

議

会

H

I
H
加
旦

那
Z
E
食
間
協
巌

企
哲
郎
催
し
､
措
辞
岩

mm講
爺
の

状
藻

草
伊
東
け
た
.
抑
啓
の
内
留

喝

今
ま
で
稚
皿
協
だ
卓

に
S
I救
し

て
き
た
期
日
歪

の
牧
村
晋

に
つ

い
て
の
楢
勧
状
況
を
中
Ⅶ
棚
苧

る
と

と
も
に
'
今
披
'
括
肋
轟

け
る
に
あ

た
っ
て

合
脚
墓

の
意
見
蔓

の

た
も
の
で
あ
る
.

こ
れ
に
対
し
､
色
脚
協
禁

は
､
今

晩
へ
史
に
生
じ
る吻
門
的
抑
盟

叫に
つ

い
て

古
事
出
金
の
研
刀
的
h･t対
応
方

を
学

報
缶
内
軒
の
丁
稚
菅
為
こ

L･t
つ
た
｡

次
い
で

公
EEl
の
事
業
威
捗
状
況

(1
血
｢二
郎
横
河
-
A
f
)
'
和
戒

文
化
相
掩
粥
側
背
状
喝

粘
北
ニ
rT

タ
ウ
ン
_娼
埋
公
苅
下
水
重
り
今
年
度
脆

専

従
(茨
歩
β

'
早
粥
･
大
瀬
川

の
戯
畔
状
況
(確
仔
H
J
早
相
川

八

四
･三
%
､
大
桶
川

九
二
･
五
%
)

及
b
研
巣
析
出
(東
)
の
鮎
卯
か
垂
け

顕

し
た
.

H

LL?H
19
日
'
苅
3
凶
色
刷
協
鼓

金
管
剛
性
L
t
呈

文
化
財
苑
粥
山
荘
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毒

か
ら
｢工
串
横
況
｣
朋
を
放

け
､
工
事
藁

､
望

見
4
]

qk
y
工
事
に
対
す
る
庄
章

塀

蓋

放
し
蔓

りま
す
.

況
W

日
本
旺
書

棚
憂

丙

で
唱

1
筆

書
が
-廿T
L
兼
空

中
(土
の
安
定
を
ま
つ
)の
所
葦

年

竺

三
三
へ
ク

守

ル
(約
1
七
･P

H

%
)
に
書
手
し

て
い
ま
す
.
そ
の
う

和

も
'
次
に
柑
げ
る
荊

1
地
区
4
カ
所

確

(二
八
･
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
R
II地
区

t

鎚

鰻

叩
J
.t{
h
墓

が

工
区
ご
と
に
､
工
区
名

瀬
工
血

梯
･
芸

所
･
漉
丁
丙
宵

脆
丁
秦

省
(聾

)
の
M
P
3
1げ
ま
す
.

《
第

一
地

区

》

0

-;

ェ
区

(
2

･
8

3

)

襲

W仙山
田
即
二
聖
ハ○
付
近

(乳

の
市
讃

例
)

0
1
次
蔑

工
串
が
終
了
し
た
所

を
､
家
用
移
転
閑
地
と
し
て
拓
榊

す
る
工
y

誓

月
末
終
了
予

零

す
1
1
)

竃

が
(梶
)

を

｢ー

⑳

北

山

田

工
事

用

道

路

(
3

･
3

B

)

留

ル抄
伶
仙山
EEl･
牛
久保
E=即

(北
山
田
古
土
か
ら
'
す
み
れ
ケ

丘
ま
で
の
谷
戸
部
分
)

C
A
材
の
搬
入

土
の
Ⅶ諸
州な
ど
に

襟
川
す
る
工
群
和
泊
抱

(甜
3L
一

〇
㍍

讃

一
三
四
〕
㍍
)
で
す

が
､
前
1
地
区
の
工
郡
祉
捗
の
た

め
に
こ
の
工
小
川
農

の
漣
蚊
工

芸

細
き
れ
て
い
草

r
M鎧
1

11
H
f(終
了
予
Cr

(甘

新
鮮
泊
地
北
(伏
)

(L8
一2
)
1
LL'4
1

◎

都

市

計

画

道

路

日
吉

元

石

川

線

の

一
部

築

造

工
事

(
o

･
8

B

)

富

甲
川
即
l三
三
五
付
近
顎

∩
茶
畑
施
行
地
併
外
で
の
蛋

叫出

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
朋
清

蕗
姓
独

申
逝
即
の
爪
肝
涼
m
工
耶
畠

せ

て
行
っ
て
い
る
工
申
(以
申

三

㍍
の
半
仙
川
の
み
'
琵

1
1
1七

C
B
絶
祉
此
(抹
)

(9
1
1
)
3
5
つ5

0
中
川
2
･3
･4
工

区

(
4
･6
B

)

0
粥
北
は
申
川
肘
(申
桝は
付
近

中
川
即
郡
も
ク
ラ
ブ
付
近
市
)

0
中
川
2
(
t

七
九
血
)
'
中
川

3
(
I

一
B
)
'
中
川
1
(
1

･
六
八
加
)
の
小
さ
u･tT
g
で
､

先
行
通
鳩
山
と
す
る
た
め
に
Lt.な

う
1
次
華

中
.
52
畔
11
日
太

終
了
サ
確

(9
-
1
)

○

(作
)
千
代
田
m

u'聖

U

⑳

10

工

区

<
牛

久

保

･

大

棚

>

(
l

･
2

血

)

C
小
川
小
咋
俊
の
弼
仙

〔
虜
災
グ
ム
7
吋
を
叫
久
択
町
二
四

八
灯
心

義
侠
肌
災
グ
ム
か
年

久
保
灯
二
二
宍
付
近
に
狐
廃
し
'

土
の
S
誓

す
る
一
駅
造
成
工

5
.
51
叩
3
日
ぷ
績
了
斗
勾

○
(侠
)
叩
奄

肌
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3
)

《
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二
地

区

》

㊦

9,

工

区

(
]

･
8

B
)

0秘仏仰
山
即
g]Jt
江
川付
近

､iIf
'
:∵
】
･..TT:i
)

∩
葉
脈
拶
帖
目
地
とし
て
杭
州
す
る

た
め
に
､
加
佐
l
訳
述
欣
工
耶
そ

し
て
い
や

公
棚
藁

非
に

1
諾

出
(鉄
肺
コ
ン
ク
リ
ー
ト

埠
)
の
工
即
が
巧
訪
れ
て
い
る
.

搾
mT8
日
等

巧

(9
-
2
)

○
株
木
地
血
(探
)

1
8
2
05

㊦

都

市

計

画

道

路

新

横

浜

元

石

川

繰

一
女
叩
】染

造

工
事

(
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b

)

｡
_∫
.L
叫
,.I
L
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.
I.F
ITm

(柁
ぢ
4
'
大
谷
付
加
)

○
伽
爪
t.脚
虞

の
旺
膨
(酎
担
二

二
㍍
へ
喝
止
t
㌔
㍍
必
)
を
道
成

し
､
1
俳
聖
工
砂
川
耶
路
に
す
る

た
め
の
エ
甲

火
Ja
付
出
に
防
災

ダ
ム
.3
号
か
姫
.
51
年
3
日
琴
J

予
巧

(5
9
2
)

○
(珠
)
紳
鳩
山

5
9
0
,･･

⑳

池

辺

･
佐

H
lP
工

区

(
4

･
1

B

)

0
3霞

川
6
:町
1九
二
甲
他
山町

九
九
〇

g
掟

p
町
二
四
九
八
付

近
(拍
北
配
水
池

開
珊
)

〔媒
尉
移
点
き目
地
を
先
行
造
成
す
る

た
め
に
､
現
在
1
次
造
成
工
誓

行
っ
て
い
る
∴
淫
TIP
H
兼
終
了

予
牢

(9
3
4
)

0
ト
ー
7
7
策

(
i
)
3
6
1
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安

全

協

公
団
の
準
りす
義

作
州串

し
､
ま

た夢
軒
る
た
め
'
5
月
折

目
R
7
回
昭
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
独
牧
安

ん小郡
甥
遠
州宴

会
が
1
茎

へ

舶
北
･
襟
開
平
等

､
渦
等

公

司

耶
旧
線
甥
の
出
輔
の
下
に
開
催
さ

れ
た
.

今
回
の
鼓
5'は

一
､
工
串
免
税
と
今
年
度
の
与
魚
に
つ

い
て

l
lJ
工
要

宗

田
に
つ
い
て

那
1
舶
ぽ
T
北
山
田
工
ぷ
由川蔚
'

中
川
2
3

4
T
直

琴

l慧

朽
計
は
7出
川新
桝
浜

元
石
川
Sk
l
部
蛋

工
事
､
戦
犯
･

旺tjA工正

二
r
そ
の
他

当
zZl喝

禁

的
毛

に
つ
い
石

版
さ
れ
へ
間
男

I
C
て
工
さ
安
全
膏

助
打
田
柵
の
内
容
不
提
唱
と
が
指
摘
さ

れ
た
.

真

今
牧
の
茎

控
卜
伴
い
､

こ
の
発
令
普
選

協
読
会
そ
.6S
ノ充

9
害
せ
る
た
咋

協
演
内
容
に
量

り

賢

机
に
棚
Ⅶ
す
る
こ
と
か
馳
托
さ
れ

た
.

に
関
す

る尭書の1欝(完)に

つ
い
て
触

声レた.敢打策の萎仏内

首
唱

E

g和鵬甲12月に真した

兜
a
の

内g]のうち'苑飛脚i.Eの対

義

肪

｢二(H南扇｣撃l四｣議H

所
｣
に
L

t苑那朋輩の稔軌｢E]

膿血口以内｣

を｢八些一千二CO万

円友び城

余の脚庇に幌る作躾出9.

相当
要

｣

に歌書のである.

なお､

苑宙頂疎､RBF成東を

もって三

菱の抑託生琴JLt

調AHEEl

を群称する.at余の退跡宛

罪此正

が必弊となった地合は､fE

牡丹が

細野していくことか鍵来さ

れ､
これ

に対し､合何泊帯金は､

調だ
廿了

の師肌等の叩雅紀をした

うえ
､改

訂集を丁兼しち

中
川圧

出曲から､工事安全の岳

保や､洪

重
りについての野

苧
功

が次第された.

これに

対し'公団の写九万が穀

明された.

合
切

協禁は'圧出協からの罪

等

項
と

して受けとめるにしわーの

1
F'E

[
6

月uUへ茄4回合同韓議

会
を
Ⅷ
椎

1LL'E訪日開催畠

非
対
照
萎

出金く補原刊研究部

金
と
の
LJJ

天蓋でまとめた+庖

援
用
料
改

定(笑)について協辞し

た
.こ

の
土

地魯改定について

は
'
合
仰

望が'寿熊畏

会
に
挽
肘

を付托していたものV

申
禦
対
飛

雲は､袖壁研究
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■蔓

h

u一占叩Jf_1隻､島
にわたり協温

柔

て
き
た
も
の

で

ある.協駅の枯架
'

土

地

信

州
料
改

定

(莱)丑丁
兼
L
t
地

軸

宅

に
広
く

p

Rするため､公
慧

謀
チ
ラ
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作成して配布す
る
と
と
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付仙
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ン
ニ
rl
I

ス

に

も

柏

兜
す
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買

卯
2
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相
戦
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策
委
且

会
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藁

対
策
委
h
金

島

恨問何軒糞
と
の
砿

大

真

空

開催し､柵仲
間
恩
研

曇

か

ら

､

･正規肌将とt･l
つ
て
い

た

嚢

改定(案)か
報

掌

れ

た

.

協議の席米
'

土

嘗

め

あ

て

の広川は'強
に

誓

ノ地

稚

慾

への帯刀奉
ノ
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と

に
L
n
J
改
定
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P
y

次

回

の

合
間

協

議
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く
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と
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っ

た

(
描

果については
'

愈

同

室

の

弔

事

叫J.次いで､
寿

熊

蓋

の

今

牧

の括軌方針か協
議

さ

れ

'

当

皿

､

先

行造成地の工事ス
ケ

ジ

ュ
ー

ル
に

つ

いて的附を沈めて
い

く
こ
･′
と
し

た

◇生活対
策

委

具

会

6月8日'
ニ

r]

I
タ
ウ
ン

n
ン
ト

ロール研曇
と
ニ
rT

タ
ウ
ン
証

称留宅研究土と
の
不
大
研
募

金
空

開Ⅶした.その牽
爪'
秋
に
予

繊

TtJ
れ

る

柑

素

地SE窯の映発ま
で

に

隷

否

定

の
中

身を決める必
野

が

あ

る

と

い

う

LJ
と

下卑魚に作兼
に

入

る

こ

と

喜

LJ.IJ-
32I
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榊
朋
虹
閥
鮎
熱
心
な
質
疑

顧
問
団
会
議
開
催
さ
る

8
月
12
8
増
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
申
兆

推
皿
漢
和
協
版
金
瓜
朋
団
金
満
が
'
雌

北
･
莞

出
の
淋
･
朽
駅
会
釈
的

加
島
の
出
偶
菅
似
て
t
i(
瓜
顔
役
考
は

じ
め
'
榊
沢
桐
憾
m島
竜
b
に
住
宅
公

団の槻
耶邪の

他牌のも
と

に開催さ

れ
≠
し
た
P

A房
州は
､
田
盛
に
嘩
準
一ユ
ー
タ
ウ

ン
朋
過
の
市
･
公
fEl人
事
粥
勅
の
招

介
'
携
S
金
戊
の
あ
い
さ
つ
'
ぺ
塘
助

役
の
あ
い
さ
つ
か
あ
り
声
した
.

引
嘉

考

稚
戊
に
粘
北
見
の
中
村

㈹
取
が
淵
出
さ
れ
ん抜
儀
堺
に
入
り
､

手

'
巧
耶
令
状
か
ら
昨
年
10
日
旭
日

の荊6同
村怒掩会篭って申邦

題

迎
綿
協
蔽
金
と
阻
紙
が
改
め
ら
れ

た
穏
過
と
､
そ
の
橡
の
包
㈹
刷
版
金
管

は
じ
壷

･
篭

･
儀
非
の
市
対
流

番
婦
負
及
び
研
究
部
会
の
括
肋
の
経
過

の
批
朋
が
あ
り
､
就
い
て
稚
狩
郎
耶
抵

州掃
比
か
ら
公
比
価
蓮

の
道
場
工

が他
び
㈹
迎
爪
炎

(州
州
此
作
､
糊
雌

ぷ
m
t
他
州
LJ
1
))
の
北
抄
紙
加
に
つ

い
て
の
萌

が
あ
リ
､
次
い
で
公
脚
の

川
手
･
工
雌
川
部
戊
か
ら
公
川
趣
け
の

+
殖
区
側
挺
即
野
菜
の
北
砂
状
況
に
つ

い
て
'
現
地
昧
窯
の
作
成
費
今
年
10
月

を
日
通
に
別
在
nj
萩
中
で
あ
る
こ
と
'

ま
た
道
場
工
市
の
別
祝
と
今
晩
の
日誌

し
Ⅵ
に
つ
い
て
'
そ
れ
ぞ
れ
偶

が
あ

り
よ
し
rr｢

そ
の
帳
へ
叫

嘩
什ル
i=に
入
り
へ
刑
加

工
朋
'
少
陀
川
他
州
列
な
γ
多
他
に
わ

た
っ
て
晒
苑
L･点
軸
が
収
り
仝
さ
れ
ま

し
た
.

LJ
お
､
壬
t･6年
軸
応
答
の
葛

は
'

2
血
に
柑
収
し
一声
し
た
.

要

望

書

提

出

さ

る

農

業

経

営

対

策

に

つ

い

て

先
に
1行
わ
れ
た
壮
家
蔑

別
荘

の
泣

暮
ふ
き
九
､
去
る
7
月
18
8
､

四
地
区
儀
式
対
偏
重
貞
操
迎
名
の
｢膿

薬
捉
包
対
熊
に
つ
い
て
の
野
盟
軒
｣

か
､
日
本
住
宅
(苫
皿
鰭
北
洲
鳶

戊
と

柳
沢
弼
妓
あ
て
舶
出
さ
れ
ま
し
た
.

こ
れ
は
､
蔑

工
耶
揮
了
後
'
当
分

の
間
'
農
的
t･1利
和
を
せ
ざ
る
華
人
な

い
鹿
家
が
多
い
と
の
判
新
に
も
と
っ
さ

耶
1
稚
住
.i旧ET川
地
域
に
お
い
て
も
'

雌
蕪

で
曹
署

ノ村
粥
を
も
と

め
た
も
の
で
す
.

榔剖り内笛は状の
他
日
で
す
.

H

こ
の
研
用
に
事
卯

した
他
出
が

祁
一紙
住
僧
即
日
地
域

において'搬

桝
を
;.1幽
的
か
つ
朽
然
と
行
え
る
ト雪
ノ

桁
鮭
を
tLS
ず
る
こ
と
.

口

使
日
収
虎
蛤
と
岡
崎
に
t
Eq

僅
群
琶

顎
.の
悶
喝
が
生
す
る
と
魁
わ

れ
る
が
'
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
行
雌

【コ お 知 ら せ 【】

港北ニュータr?ンの日本旺宅公田施行土地区画並理gl兼地区

内で次の行為をしようとする方は､土地区画並理法那76灸のrF
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② 拙策物その他の工作物の新策,改築,和英B

(参 移動の容&で/+.い物件の杖匹,若しくはたい耕.

この土地LE簡裁理法邦76灸の許可をnるには.公田港北川井
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法の許可や噺 けJl㈲法の仰発許可がAE.車となることが あ りま
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別に.横浜717の宅地逸蚊等規制法の許可や軒桁計画法のrM発ff

可を糾ることが必¥です.
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地
区
協矩

侶
都

田

地

区

対

策

協

環

境

事

業

局

卵
戸
鞘

工

場

見

学

記

7
円
12
日
(火
)
当
地
付
帯
伐
開
は

退
色
町
内
会
と
八
に
衆
記
の
工
規
見
学

を
行
っ
た
.
こ
の
見
芸

は
私
通
の
居

住
区
に
挿
し

た
所
に
ニ
r]I
タ
ウ
ン
㈹

怨
の
一
つ
の
こ
の
他
の
工

場触媒m
凹

が
あ
る
の
で
'
今
後
こ
の
間
租
に
対
応

朝
市
計
画
迂
路

丸

子

中

山

茅

ヶ
崎

線

等

を
変

更

す

る

8
月
19
日
神
荒
川
収
管
不
空
ハ
ー
七

号
に
よ
り
へ
九
十
中
山
罪
ケ
崎
扱
及
び

B
iガ
北
山
EB
糠
の
欝

へ曽
爪か
さ
れ
ま

し
た
.

内
宵
は
意

聾

帆
叫
の

土
舶
利
川
鮒
脚
や
盛

川網
を
収
集
し

て
､
鳥
｣血
山
新
ケ
鵬
投
に
つ
い
て
は

皆

丙
に
お
い
て
斜
め
に
止
っ
て
い
た

相
似
晶

北
方
向
に
し
て

土
地
刺
州

が
有
効
に
割
ら
れ
る
Ji,つ
要

し

ト
J.ま

た
煎
方
北
山
田
鞍
に
つ
い
て
は
'

従
来
は
所
柳
沢
1票

川
投
が
窯

で
し

た
が
へ
こ
れ
孟

力
放
り
怠

り
丸
√

巾
山
新
ケ
帆
船
に
招
排
し
､
h
江
L
北

山
_H
鎖
と
い
易

称
に
ガ
虐
し
ま
し

.SI,

の
祖
の
勉
救
会
で
あ
っ
た
.
参
加
i=約

5
5名
は
先
ず
以
道
川工
湖
LLl早
勺
.
択
い

で
尉
11
竣
工
糊
や
比
や
し
た
.
化
の
叫

で
掛
た
こ
と
は
TII,Jが
常
軌
な

燃
料
で

あ
る
と
i
つ
こ
と
だ
っ
た
.
薮
腰
や
病

末に
困り
ぬ
く
TT～lも
科
学
の
瓜
哩
で

沌
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
I
荒

川
し
て

独
山爪ブ
ー
ル
に
､
M
祉
セ
ン
タ
I
に
､

又
t
等

見
ら
れ
る
去
ノLJ
近
隣

の煉
意

へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
'
網
戸

壌
工
地
で
は
紙
塙
タ
ー
ビ
ン
の
別
納
で

苑
屯
に
ま
で
と
い
ー妄

ノに
､
凡
そ
Tl

I,]挽
き
甥
の
イ
メ
ー
ジ
寧

飛
ん
で

近
代
的
工
鮎
と
い
-つ伽
奴
を
1
伺
は
感

じ
と
っ
た
.

威
湖
比
単
の
橡
へ
年
綾
2
仲
か
島

.i.
琴
ム
糊
で
夢
珊
占
と
山
当
:は
と
で
中

山欝
ル
笛
か
行
わ
れ
た
.
舛
軸
は
庶
朴
な

が
ら
嘩
心
に
触
れ
た
も
の
で
あ
り
'
当

局
の
蛤
杵
も
耗
緊
な
も
の
で
あ
ご
3.

甥
し
参
S
八
の
胸
中
を
麦
光
す
る
も
の

は
施
_靴を
地
元
に
受
入
一l
る
と
き
の
梢

の
姿
勢
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
.
と
い
う

の
も
姦
る
6
日
8
日
オ
ー
ブ
ン
の
税
下

水
処
豊

に
作
r
て
些
花
と
巾
当

局
と
で
収
の
買

椅
紫
が
何
ひ
と
っ

満
た
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
免
粥
で
あ

ら
.
LJ
の
不
倫
噂
が
即
刻
朽
叫｢尾
に
よ

っ
て
払
拭
さ
れ
る
弔
刀
の
な
い
限
り
'

こ
の
日
の
見
学
兵
に
葡
思
戴
打払
(英
を

樹
碍
す
る
こ
と
も
加
埋
な
気
が
し
た
｡

午
後
3
岬
す
ぎ
柄
戸
塚
工
場
長

し

1
叫
R
竹
北
雌
協
和
田
嘉

に
州
来
'

比
の
処
で
こ
の
比
苦

渋
に
哲
比
〃
展

望
行
っ
た
.
熊
列
ま
で
の
郎
肌
LJ
川
奴

か
姦

て
の
も
の
へ
の
不
潔
は
1
応

証
激
が
府
規
格

鵬の必胡糊確である

だ
け
に
当
地
定

住蛙の日常年高を取

り
巻
く托
糊
雌

の解決も亦'これに

並
行
さ
れ
る
去

ノiE当局の化恵が舛

Lt
周
智
50
名
の

声として買

7
日
12
日
の

比ル小金は'その蜂牧

甘
露

び増

額町内会は鋸で8
H
ll
日

(木
)
参
加
題

名
を
も
っ
て

閃
工
助
の
見
芸

を
催
し
巧

当
日
の

別
姓
も
工
似
そ
の
も
の
に
は
馴

れ
染
じ

む剛蟹
からtL4お
池
入
相
'

同山

の雌耕地への形半
に
1妹
の

不安が

<ご
J皇
LJt

さて
エ朗は化学的に
も

物則的

に
も
､
ま
た
税
竹
術
に
も
近
代
を
n
う

鹿
収
と
し
て
増
収
き

れると侶じる.

嘗

仇
止
に
地
下
姫
戯
'
焚
物
の
デ
ザ

イ
ン
は
刷
朗
に
マ
ブ
チ
し
た
も
の
'
煙

実
は
ハ
T'の
奴
故
た
る
灯
白
を
供
し
た

も
の
印
は
m
け
る
と
し
て
､
以
上

1つ

の
見
慧
苧
虎
え
去
ノが
な
か
っ
L
P

又
稲
田
朋
R

Jけ
に
等
入
ら
れ
る
べ
き

題
川の
こ
と
､
茄ー
米
蚊
の
恵
兄
は
旧

卿
14
咋
1
H
(拷
)
以
来
'
旧
が
余
り

に
も
仰
渡
し
た
行政
の
研
和
を
遊

し

て
'
析
川
の
針
旧
か
>rT蕗
の
共
晶

ら

れ
る
き
つ
以
u詳し
て
こ
の
j
t学
会
の
恥

を
お
き
ま
す
.

都
田
地
区
対
策
協
望
書
き

中
山
些
二
郎

(排
)
旧
朴
14
年
1
日
に
は
t
m
6
猷

i=
城
懲

に
よ
り
川
和
;tqr
戸
塚
aLl

は
か
15
か
町
村
か
山
に
耶
人
さ
J
.

髄
叫は
･
戸
壌
じれが
所
収
さ
れ
たI

33



＼
朋
伺
>
道

川H
叫
の
g
Jt
が

Ed

る
と

叩
い
て
い
る
か
'
そ
の
Pl由
は

何

か
.

士
LJt
位
止
を
蔓

す
る
IIIと
は
､

N
本
計
叫
の
b
iILで
あ
り
'
甘
斗
に
許

え
る
に
は
問
比
か
あ
る
の
で
は
な
い
か

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
些
R
で
は
反
対

は
な
い
の
か
.

<
E
>
蒜

が
岨
し
た
5
6万
独
区
の
工

場
サ
リ
姫
は
､
公
用
伽
苑
地
区
と
叩
梢

の
伐
り
地
底
あ

せ
岳

に
鮎

し

他
出
鞘
略
の
土
地
改
良
悪

巾が
畑
伽
の

嬰

の
っ
た
か
'
滞
抑
丁
魂
と
横
川

爪
炎
の
側
越
か
ら
土
地
改
良
題

の
出

展
が
t･tい
の
V

LJ
の
ま
ま
霊

地
出
川臨
芸

し
と
な
っ
t
r

t
々

爪曲
別
葺

比
内
の
み
で
は

1
跳
肘
の
狭
い
頓
所
か
あ
り
'
工
崩
畑

血
は
小
叫
価
で
あ
る
一
当
初
の
"業

=
.

州
で
は
､
工
泌
9
1g
棚

は
決
っ
て
い
た

が
位
姓
は
予
竃

と
し
て
戊
朋
し
て
き

た
.工

舶

恋
敵
の
連
れ
は

二rT
タ
ウ
ン

地
域
の
ご
み
処
理
計
画
に
多
大
L<
影
畔

を
与
え
る
と
こ
ろ
か
ら
'
10
月
の
洪
地

脈
案
の
粥
蛇
ま
で
に
位
姓
を
決
め
る
必

紫
が
あ
り
'
今
岡
予
定
地
を
夢

し
て

公
は
開
発
粘
性
円
で
工
働
か
愁
殻
で

与
ミ
し
か
も
佃
i
)薪
桝
抗
こ
碧

川
操

に
押
し
､
周
辺
へ
の
影
世
の
少
な
い
好

3
T
に
共
憾
刑
門
真
け
い
'そ
の
後
も

軟
岨
也
肩

惣
し
て
い
る
か
'
当
地

富

的
ゆ

皐か
t･t軽
快
の
地
形

立
地
の
血
刀
西
地
区
に
泣
出
の
変
堅
哲

学
へ
て
い
る
.
そ
の
た
め
萎

策
に
つ

い
て

型
冗
の
仰
EZ]地
政
と
協
出
是

のており
､
貨

熊
‰
･
町
内
会
顎

課

眉
の
ご
響

糾
る
在
の
､
捕
抑

丁
滋
の
地

殻暮

し
て

お
り
.
令

牧
と
も
瀬

切条件
i3Iつ
い
て

十
分
協
放

し

肇

た
い
.

<
瓜
側
>

兼方等
の
_
れ

て
い
る
弘

田
は
何

か一女だ歪
み
が

な

い
の
に

な
ぜ
指

定したのか
.

<
t:>

舶方此脚に
つ
い
て
は

'
抑
圧
｢

う
実

況
棋
護

に
つ
い
て
は
､
地
元

の
蛋

ほ
低
く
申
粥
の
堪
れ
と
な
っ
て

い
る
.
し
か
し
'ht
か

ら山娼
L
i･_
つ
て

静

粥
腹
若

や
､
畑
地
か
ん
が

い
抵
触
の
巌

に
つ
い
て
の
挙

点

て
き
て
い
る
の
V

今
後
こ
れ
ら
の
都

を
蒔
｣
し
た
茄

酢
凹
を
､
坦
議

決

と
晒
し
ー
uっ
て
所
在
し
て
い
き
た
い
.

<
仰
向
>
中
川
中
学
･

廿日
中
学
は
過

密
状
態
に
あ
る
か
'
¶
芸

団
は
こ
れ

に
つ
い
て
と
の
鞭
に
打
払
す
る
の
か
.

<
E
>
中
川
･
伽
旺~
川
中
畔
の
収
胃

節
に
つ
い
て
は
'
53
護

に
朋
弗
地
区

内
学
慧

砲
の
1
次
蔑

工
申
真
花

了
す
る
予
埠
で
あ
る
が
'
そ
れ
ま
で
は

と
易

見
ず
旧
領
補
助
を
受
け
'
40
叔

重
つ
くる
.
こ
れ
で
い
く
と
54
年
度
ま

で
は
収
容
で
き
る
蔓

で
あ
る
.
t･1

お
､
閃
坪
と
も
周
辺
の
造

成
工
伊
が

今

後
行
わ
れ
る
地
域
で
あ
り
'
通
学
甲

都
市
施
政
の
玩
洲
状
況
等
の
淵
凍
条
件

と
生
徒
の
収
晋
対
流
と
を
加
甲
レ
'
閉

校
の
時
似
顎
に
つ
い
て
は
地
元
と
も
･1

分
鰯
漉
し
て

参り
た
い
L

<
公
E
l>
告

境
地
に
近
い
と
こ
ろ

で
あ
れ
ば
'
区
城
を
笑

し
て
m
の
計

脚
に
協
力
し
た
い
ー
し
か
し
､
周
辺
エ

B
で
大
挙

ソ
る
き
い
の
で
'
で

き
れ
ば
欄
辺
他
職
も
l
監
m雨
だ
れ
丁

し
ん_嬢
と
し
た
い
L

<
巾
問
>
E
硬
な
ど
公
尭

攻
の
#
投

の
還

し
は
､
ま
LJ浸
成
の
逢

し

は

ど
う
か
'

<
巾
>
帯
牧
に
つ
い
て
唱

軍

分

腰

即
し
'
で
き
る
はl
b
早
く
耶
決
し
た

い
･
そ
の
他
の
催
瀧
に
つ
い
て
は
･
人

l<
t;>研氾
グ
ム
の
政
t
g
TW

カ
所
Lこ
と
が
卑
式

事

･

の
電
甘
状
況
そ
比
Lj
か
ら
今
牧
り
り
し

て
い
き
た
い
.

<
耶
間
>
ホ
牧
は
こ
r]
-
タ
ウ
ン
人
口

だ
け
で
な
く
'
市
全
件
の
中
学
生
事
か

ら
一
世
時
頼
を
決
め
る
ペ
t
)LJ.

<
E
>
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
他

城内に'川

糾
布

佼のはか､6S
Sの店
は
目
地
を

還

し
て
い
る
か
へ
今
牧
の
州
芯
に
つ

い
て
は
恥
と
十
分
儲

し
た
い
.

<
爪
間
>
マ
ン
シ
ョ
ン

地
tgの
g
t
の

投
正
は
吉
良

B
lし
て
あ
る
の
か
.

<
公
団
>
マ
ン
･W

ン
選

ば
'
旧
札

47
年
来
'
皿
拙
研
究
会
の
研
究
か
も
と

に
対
熊
協
蓋

に
よ
る
32
]市
況
朋を

し
ち

ま
た
｢
特
別
な
山
川他
｣
の
脱
朋

の
鮎
も
'
C
.
八…曲
で
鮎
明
し
'
制
服

折
で
あ
る
.

△
耶
間
>
河

川

改
修
の
血
捗
に
伴
い
'

4
.年
の
早
粥
川
･
大
棚
日
の
洪
水
は
捕

縄されるのか.

<
巾
>
人
脈
に
改
尊
さ
れ
た
･
詑
止丁収

稚
岸
セ
ハ爪
竹
終
え
日

成
は
一

価S

5
(の
架
供
え
の
藁

だ
･
隅
田
師
は
8

日
兼
に
旧
SEを
柵
表
し
'
本
蛸
は
53
甲

度
中
に
完
現
の
蔓

で
あ
る
.

高
田
的
下
流
の
仰
の
は
暇
部
分
は
'

饗
出
蓋

で
l
燕
刀
誉
入
れ
て
お

shr
例
え
ば
他
の
大
場
は
53
年
度
荒
ま

で
に
粥
の
改
伴
状
況
に
合
せ
て
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
.
な
お
'
こ

,.;らと
併

行
し
て
'
内
水
pF

収
の
ポ
ン
プ
嘩

LL

水
沼
の
乾
洲
を
止
め
て
い
V

<
瀬
伺
>
セ
ン
タ
I
W
の
早
瀬
川
沿
岸

地
域
の
用
途
は
ど
う
す
る
の
か
.
早
急

に
決
め
る
必
ず
か
あ
る
と
思
う
が

.

<
t
X
蒜

川
沿
岸
粕
域
の
将
盛

と
し
て
は
､
人
口
雷

管
さ
せ
Lt
い
朋

苑

孝
へ
て
い
る
L
昨
年
嘘
'
些
花
の

音

別汎化QJし
た
の
で
･
そ
.=I
を
捕
え

督
T
WJし
た
か
'
そ
の
硬
貨
推
移
叱
t

kL窒

岡
還

し
た
工
片
山

uT
の

襲
腐
敗
と
な
り
'
発
M
に
托

∩

っ
た
舶
憐
の
,爪
き
い
ダ
ム
か
多
く
作

る
必
礎
が
推
し
た
.
こ
れ
に
ト東
リ防

災

-
り
劾
火
は
十
分
沌
維
さ
れ
る
.

<
朋
間
>
防
災
ダ
ム
の
底
地
地
租

書

と

の
関
係
は
ど
う
な
の
か
.

<
E
>
防
災
ダ
ム
の
柵蓑
は

下
城
阿
川

の

改
作S
況
と
欄
埋
す
る
が
'
那
80
は

金
で
畑
戯
S:河
川
局
政
は
嘩
く
畠

甲
雌
ま
で
綾

川
の
何
…鼓

作
品

丁すると
薪
押
し
て
い
る
.
LJ
の
仰
'

柵
m
収
仰湘

始岬桝を
咋
厳
し
LJ
か

ら
'
底
地
婚
叩
塔
に
実

印蔓
な

い
方
旅
を
考
え
た
い
L

<
山
間
>
地
下
鉄
3
'

紬

は
斬
LJlか
年

指
7
で
は
と
っ
な
っ
て
い
る
の

か.

<
E
>
新
明
折
ま
で
か哉

す
る
予
従
に

な
っ
て
い
る
ー
そ
の
先
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
人
∪
竃

に
e
せ
る
が
'
し
ば
ら

く
は
バ

ス輸
送
と

したいが
'
招

抱が

Ⅶ
岨
と
な
る
の
で
氾
比
川局
と
訊
持
し
た

<
瓜
間
>
パ
ス
路
瀬
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
ー
ま
LJ地
区
外
部
分
の
進
路
屯

竹
k
.匝
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
.

<
市
>
公
血
開
発
地
区
内
に
つ
い
て
は

バ
ス
降
船
か
確
保
で
き
る
よ
っ
'
少
な

く
畠

娼
2
4
6
号
か
ら
妨
3
前
浜

ま
で
瓜
止
P
き
今
6.っ
に
す
で
に
一
加

工
申
色
止
め
て

い
る
｡地
区
外
腰
仙に

つ
い
て
は
新
横
沢
元
石
川
SF

日
吉
冗

石
川
投
を
旭
丘
点
に
唯
の
て
お
り
､
す

で
に
日
古
窯
u川
勘
の
閉
爪
2
4
6
号

と
ニ
ュ
ー

タウン
の
塊
ま
で
は
エ
甲
が

終
っ
て
お
り
析
順
G
元
石
川
掛
の
折
太

東

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
に
つ

いて
望

エ
す
る
斗
宅
で
誓

.

I以
ト
｣が
熱
心
t･1整

容
の
主
な
も

の.U
も
が
､
今
俊
と
も
心
頭

楢
と

附'
公
山
の
柑
γ鉄
叩
刀
の
も
と
に
､
さ

Fら
に
I
ir

爪
鹿
の
州旭

に
弔
刀
す
る

移転と農業対策
井北区新書EZl町狂辺正次

納

所州の六人中瀬の1つとし

て折

紙付の招北ニュータウン脚

韻
が

苑双岩'早や-呼の戒日

か

印れ'漸く腿胡区娼Mのih,

先
々

にE;土邸の漂工仰'州出川

工
研

頂ノーか見られ書ノにLJO

是

.
先

頃押出地区の8芹冶収他

の
蚊

庄3)義兄等てiZさ

未
し

たが'蛋で布地住宅の格

が

竿等心智L々雇

い

か島野LT由ります.
dtLy今年10月を遠近

即

実の舛蛇かなされますが'こ

れ

か終了弊しませは'一林に槽

成

工事の進蝕が見られることと

脚
荷

辞しますー纂耶九人塩代北を移艦等腿に

京

､新色触Xは収移牡に変る

串
は

､伸力補脈特で即決の-;派

t･{い

旧児点が書フかと存じま

す
.

公田より間中に量り昏

え
ー

由lBか見ずn禿r移転者頃

で
す

よ.｣と申されても｢はい､

そ

うですかごとはすぐに退群が

出
来

兼ねるのか実情でしょうー

当

地は新吉田即の一部ですが

移
坂

家胎石長戸あ空手.供血

の
卜

にも似血恕血相'何とか月

払
Z哲

曲げてPも榔けちれる限り

除
草

伯色の萌力を尽くし'帯

地
窯

出の一戸でも多い蔑工郡

の

溢晶ってatいLJい義
致し蒙す.また'藍区はt鑑丁璃
塀と一枚旺宅地になって尉りま
すが'当部簿し皆兵なさlつ

に

桝断.轟軍く烏口を出
し続けるFSlJ頁訴窮ありま
∫.廿かbのM盟町は変わり'-
手妻戸は叱日折ぐらいのト

ン

ネルにより籍はれ'今一つの トンネルも部格と淋描かし嘩んで
はCt暴丁.そ<tにこのR3群脈
附いLJS二T㍍の人糖火山EB椴
が入って歩日章ので､衿盛川
判のSl.綿にはm当LJ雌し一幕有
るでしょ,rrまた空仙可羽咋の
他俄防止にも剛心の‖世と考ば
を払って搬きたい.
悶爪に側しては耶1]頭巾より
‖尊桝排水が戦か仲村りW.すが
人糠抑山肘掛の華甲中の浪
岡岬を稚付した舶nt現任のS
水耕の値以卜の排水柵替麗し
〃ほじればなAK･tいと心います.
人絹州山田収と琴l責抗と中
空て盛る他収壷増が烈し

いので本快他に成りましても仲
_ヵ1枚住宅への入店省は赦少L･1
<'住宅が立並ぶのは先の串と
恐い手.そこで博幸ルご水郷
の雌鵜対訳として'皿の生棺招
領収と巾の雌語収が有
-1一事が'八に十印㈲煉畑とし
て桝作すれば脱税に結びつきま
チ.LJの仙催'狩に搬頚地利
収監m川Lt雌竃の佃光る
蔑丁菅戯い､藷蓬を
受けるペく非に明刀Lでたりきた
いと㍊い草-四十咋ぐらい仏
土又はが土な盛った1批正冠
沖塵け'瑞に債票来る 力向に転じて救税に繕びつけた

く払いtttす.尚､エ邸はノリ竹の少な4い宅
道､そオーに盛Mは宅地か象り
下川払嘗t･tいす効瓜細の多い換
地を兜押しの楢委し蒙す一
ニュータウン
雑感｢二号｣
称区川和釘宮川金次
㈹山事加の誓このト含ノに
等入るのか'いろいろ旭光Ltま
よった聯刀七のl人です･｢ー
止肴に悩碓喜い'｣｢門
民の蛋により若するたのの
もの..辱ヘ音妹のもつひ甘さ
につり込まれ､とStもが見た解
釈へと即急卓ノのうちに甘
い考え方に溺れていたと日成し
ているものでもあります.
過日総会の仰iT仙戊さんに
｢仙山草加｣とは'おたずねし
たら｢定を雌いているだけ｣
の鋭状であるとの虐群がかえっ
てききした.｢碗点に裁って｣
｢三位l体｣とは崩遠い慈じの
回苗であり裏窓と現実の壁は揮いのか梓
織であると打ち消してみますが
｢それでよいのか.｣と無叫がお
こり声レたー巷に㈹<｢止され
たー｣｢乗せられた.J｢嗣らされ
た.｣大熊の生麦の声の業に生
きものの叫びがLJだましていま
∫.叫糾LJ掛先の地に子孫菅野ん
で研かないとなみ等り続け
て光た旧深郡の歴史と伝統が
ひっそれ鳥つい憂ていま
チ.｢その圧出の止宿か葉ら
造り変えられる｣のか区山形胤
のもつ冷航速である.行政
か人.P国淀窯'歩加の茎ナ法
としで遁行しています.閉刃の やいばのnHJかもつ山出歩加

の

爽傾'手筈の班い分け汝
か

曹る畠に耶さJlなくLt
る

入ノれいも書加わ手.参加の
併ー用｢矧一票る｣｢軌る｣こ
とから孝入る判断軍畑して
聯刀へと息舶するのか岨序かと
守し主ずL矛仲村顎の官深安的
とすることか多過ぎると膚苦
れてL<shません.
近く供宴の供光かHRりれ
ら.このこ姦八Jkt･1机池と御
伽できます.軸牧小人ハほ枇叫申付
かに心されてあ庖旧柵丘十五叫
収蔑工出道丁'六十望州繕'
これ恵的塾をもつ公約と
して仙川PL森山耶しているよれ一と
【しろである点じているもので
す.それが共現される弊件とし
て細頓秋の難周を､互いにペス
トそはくし火り嘩凡てLhV∩
助坊刀桝めて成ることは川すま
でもないことでありましょう.
その皇加への求心性と参加
した目的が満たされることと噛
じているものです.
｢屯叫の背空叩いてから1･1
あ.)｢僻の推移は歩つしい｣至
純t･l協力省の声'｢仕掛人の朽
長は同を半年どんな風に聴い
ているのかなあ.J封土の仏様
の心の声が心心に率いてきま
す.きれいごとの掛け声だけの
幻想の世は終nを告げ貢
冷水な双発へ区岨黙訓箭もつ実
相状況の把舶等々を日舞しての
参加脇力こそこの犬歪を名東
･′もに惑放される'いや稚拙す
るエネルギIであると考え′Pれ
ます.iE肝より実瓜をの真じか
ゆえに祁慧し蔓持氏
のご相順ご仙搬扱け九は争いP
あります.1･tお'ニュータウン
州蛾一骨は雌脇だよりに柑収さ
せて嘗した.
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か

わ
か
ら
14
い
の
で
奈

碗
朋

し
な
け
れ

ば
'
桝
S
は
目
せ
な
い
.｣だ
空
の
番
地

が
Hl
荒

た
.

春
日
会
と
し

て

唱

こ
の
鵬
柵
哩
に

つ
い
て
'
引
き
枕
考

5(角
錐
他
研
兇

田
を
杏
の
垂

ハ香
山
会
社
un
叩
し
､

辞

し
て
い
く
こ
と
に
し
ち

6
7
21
日
へ
雌
男

耶
香
山

負

け抗

日
回
香
日
金
を
t;他
L
へ
雌
蝶
経緯
非

倣
加
代
の
中
州
Ⅶ
皆

を他励からう

け
､
さ
ら
に
'
郡
抑
襟
井
村
肌
に
つ
い

て
恨
ぢ

H

一群
生
活
実
慣
肌
王
に
つ
い
て

北
雌
的
土
州
邸
止
か
ら
申
州
別
33が

あ
っ
た
.

今
川
の
瓜
t
は
r
三
･;
-
八
校
の
_

作
目
紙
舟
tt揃
L
tう
ち
､回
れ
弁
え
て

回
収
し
た
も
の

丁目1枚であ
っ
た
.

(回
i=猫
は
約
的
舛
)

行
他
_ィ
の
状
況
は
状
の
止
り
.

促14irt!)芹 Lli

606 5日1H5L

150 1_J.T:)KtL1

20O lhOHり 0

360二101)H.13

計 1,316I.1()l出.ire

純
化
tf,Cn
(H
I
.
収
袋
対
孔
奉
7n

ELl
る
策
作
参
州
)
に
つ
い
て
収
肌
乍
っ

t･品
､
こ
の
山
腐

爪に
つ
い
て
の

巧
折
は
'
規
任
､
山
の
雌
讃
W門
松
耐

山
に
帆
桝
巾
で
あ
り
､
峻
日
､
稚
挙

る
予
‥r

fI
平
鹿
I
茶
粥
旅
に
つ
い
て

工
小
の
準

山川
い
'
拙
作
機
甥
か

そ
の
柿
桝
に
つ
い

てゥ
九
を
婆
しめ
1･t

け
九
は
な
ら
な
い
仰
例
が
列
火
し
て
い

る
こ
と

でLあり
'
他
E
州
冊
礁

裸

も代め
た
メ
ン
バ-
に
よ
り
'
耕
作
冊

租

を
仰
山
す
る
必
牧
か
み
るの
で
音
曲

間
組
研
究
軌
会
せ
湖
州
ず
･C
tLと
に
し

た
.メ

ン
バ
ー
は
駅
の
旭
日

.

日
脚
燥
m
t
人
穴
矧
jq

放
伐
桝
脈

《
第

-
地
区
》

0川
工
区

<牛
久
保

･
大
棚

>

ので肌心揃を此けL.L<輝比とt･1つている.なお'迎作助は氾相中はさんThての剛い川にあるのVLS災グムにrIL<らt･.Bいよ

う亡,;蔽い草.
《節二地区》

⑳勝田･大棚工区
(3･8ha)

漉丁頬は僻目川他北川､3･

川工区防災ダム(7'ダム)

大鵜川僻帆からヤナセ柳沢工場北柵までの笠三八〇㍍についてへ肘』二二㍍で工耶掌す

る.

⊥糊は52畔9日-切より53叫3Hの)署で'姫⊥郊廿は西部
他励郊良雄戯純絹企ぷ嘩

13'ダム(緑区折本付近)

稔.伐〃肌tHC憐叫､州Uu=刈JI川桁､満帆父次.･IⅣtS雛､布S粒状､内即何収､択警部(〟-.府態紫)､i;Mり川郎'七EJ車之肋(以-'械抗北機船)'加温班､川手旧二(臥-.日本住宅公u),田村SLl､神仏qli!'小林弘伽'洲帝天(臥-.鯛脈州).7日13].膿54:対耶香出会は那六同砿人悉金を脚Ⅷし'机何の犯人香3会(那四回拡i(奄川虫)川功､3(ハ屠側脈についtJ他

肘を行った.

;▲】露地保全利尻の適用をYJpeLJ捕食のBgl笹件(8アール以上の土地が事合t地の甲にある

こと)について

娘ん=雌他印日月について'穴川か朋什したと1ゝつ､ほとんどの小川iSが鍵件をみたしており'少く亀この世件に鵬する削り'知覧り可姥であることが明らか

にt･1つたー

ロ耕土について

公凶は'｢災八日膿胸については'かな書'榊士というわけにはいかないが'撃＼ない土か380センチメートルは琴@ことにLt1般宅地についても､塩水が噂見られt(まう知センチメ-トルは盛る
ことにしている｣旨変_少+.

◇畜産問題研究部会6日瓢Uti:霞也桝糞は研一川のeiへ=色nHwL､爪〟箭叫也
につい表別辱めた.

このT3会ではtLlユータウン他城内やヽ哨氷'爪質せ山桃していく真はtと雷っu･t集件の仰洲を仏僻とす分かについて､

約mすることにした.

拳､u松前から州執心Pの､i:塁Uをとり寺くtm々の制約粂件(性相の放伐傑仝卜'問胤と
け
､そ
れ
ハ
lJ
し,Ill坪
姐
を
乍
供
し
た
.

t･還
'
切
放
は
は
､
｢州
的
他
で
の

i:貨

は
踊
場
伽
公
-
'
岨
様
な
冊

柴

多
い
と
お
も
わ
れ
る
が
'
そ
れ
ら

の
朋
雌
か
廉
s
t磐
へて
d

輔
官
を
縦

桃するとい壷
のある人につ

い

て
は
何
ら
か
の
相
場
は
し
た
い
..百
媒

m
i;OSLY

公
州
は
｢冊
抑触
係
の

制限

に
つ
い
て
喝

従
兆
の
工
区
ご
と
の
≠

悦
と
い
う
柳
川
LJこ
だ
わ
る
こ
と
な
く

雌
窯
の
a
案

拶
tTに
し
.

J
糸
状

に
対
応
し
た
い
'jE
如
刑
.

部
会

としては
'
今

頃
川附
他

で

榔
鎧

Hを
舶
桝
し
て
い
る
人
､
鵬
超

し
て
し
ま
っ
た
人
た

ちの
戟
比
を
光

高

く
な
ど
し
て
'
他
州
そ
炊
け
る
こ

と
lL
)て
い
る
.

【拳
W
]

糊
鳩
伽
と
巨
'
川
雌
と
な

る
策
件
.

S

水
位
I=
湘
肌
止
ftLに
よ
る
制
約

川
的
化
比
城
'州
粥
は
城
と
も
に
適
川
.

坪
野
佃
世
1内
}
カ
米
以
-
'
膳
桝

佃
拙
虹
卜
.<･:
力
米
以
｣
の
出
番
に
つ
い

て
は
施
湖
の
鳩
帖
叔
揃
が
あ
る
.

ま
た
､
牛
即
_血
轡
コF
:
力
米
以
-

藤
田
佃
g
l二百
}
万
米
以
-
の
W富

の

排
出
水
は
収
集
肌
に
よ
る
排
山
麓

を

過
川
.

州

悠
災
駅
北
比
に
よ
る
制
約
-
柄

折
化
は
城
で
遡
り

砦

の
規
快
に
咽
併
な
く
通
り

桝

焔
熊
和
の
iml朋
及
び
沖
村
に
胴

す
る
法
相
に
よ
る
欄
約
-
巾
脱
化
区

域
､
劇
畷
rB
収
と
も
に
過
り

舶
物
の
苅
収
､
光
体
'
官
帯
川
神
化

相…u化軸
は
す
べ
て
慧

朋軸
物
と
4

1tTtJL'･V
的
瀬田淋仙比
に
よ
る
㈲
約
-
m

整
城'別解_さ城
と
も
に
過
り

一般革比LU如くすべて
の
絹
糸
所

に過り帥へい猷処別甥呼に帆する改

印による-約-州附化は破､朋雌

6月30日の畜産間甥研究奇会

区域に萄

兼帯を称呼帝かつ効率的に収有責{あ飼水上は収啓につ長

句を好する.

㈹祉碩一海法による棚約-山

批化区域に収用｡

日通城規制と山側肺で世留は

地域によって制限される.

(iS)以-ば主なもの矛あげた

もの.iIす.

◇ニュータウン建築

協定研究班

6日23日'ニュータウン雄S.協定研究班は'第一_可の貪[モmW

L八･.

研兜母は､センター姻b.アパート･マンシmン地区､工樹由州地区t5((n唯他地区､一般旺宅地区とに研牝封をグループ化しt.{グループがそれぞれ畑恥脱塩項目を仮封することItJ決め､ただちに'グループにわかれ､即瀧には

いった.

グルーブによる別儀817日7日'7日19日と続けたあと､7日訳n{グループで板射し急白について､さらに研北山畠による

恨附を行った.

tJの椴肘は8月5日にも行い'引き琶SU誰Hにもけい'耶柳瀬としての祉払晦定の墨へ糞花

成書道である.

t･_お､この巾P坂町一一九てい･3

小
泊
は
例
え

ば
'
1般
宅
地
に
つ
い
て

は
'
祉
如
拙

小
敷
地
佃
伯
の
∬定
'
蝕

竹
激
怒
コ一り
StP
牧
捌
S
の
湖
屯
､
姐

甥
物
の
外
雌
山
姥
喝

祉
熊
の
川
韻
形

式
､
娘
心
へ
の
HiJ雌
の
磯
伽
の
た
の
の

術
策

で
あ
る
｡

責

､
こ
こ
で
牧
村
し
た
申
萌
に
つ

い
て
は
'｢稚
拙
協
｣
の
"(抱
牡
で
桝
射

管
加
え
た
ト彰
ヽ
ニ
r4-
タ
ウ
ン
二
一

rT
ス
紙
上
に
お
い
て
桝
脱
す
る
･′王

も
に
､
幽
顎
lの
脱
明
金
を
Ⅶ
く
毒

I.Jみ
る
.

こ
.1-
タ

ウ
ン
蝕
独
仏
乾
研
究
雌
の

メ
ン
バ
ー
は
次
の
止
り
.

め
て
三
i･叫

鈴
氷
叫
贋
u
l;池

俄
田
柄
雌
'
個
敬
一､
哨
田
弧
'
内
野

q
:･:j'
内
雌
戊

､
山Il的
放
介
'
市
井

労
､
鮎
′卜尭

1'滋
仰
天
'
川
手
轡
一

･1
且
撃
1､
L=
加
増
'
以
I
15
考

｢
編
集
室
｣
か
ら

▽
去
る
8
H
岬
Hu誹
ケ
的
sr
(町
内
会

十感

)品呼ぶむに虫送りの行
田

が
行
わ
れ
た
ー先
す
は
杉
山
抑
社
に
災

ま
く

お
嘩
1
､
榊
√
郷
な
ど
1過
の

儀式の
後
へ
小白
が
手
に
手
に
.i.明
を

持ち抑
社
か
ら
吋
矧
川
沿
い
の
肘
鳩
付

近まで
練
り
弊
い
た
ー
中
に
は
畑
さ
ん

に手を
ひ
か
<ー
た
ヨ
チ
m
ナ
捗
さ
の
-̀

供も加わ
っ
て
い
た
り
し
て
､
ほ
の
ぼ

のとし
た
良
の
帆
物
心
で
し
た
.
か
っ

てこの
地
域
l州
は
米
n
誉
中
心
と
し

た雌潔
で
､
蛾
が
人
見
に
苑
9ij
cM
に

解

qt･及ぼ
す
こ
と
か
多
か
っ
た
た
め
'

山

遥uqの
行
即
沖
Il

絹
の
壌
土
'd
収

〃

舟頗っ
た
の
で
あ
る
.

∇

今州か
ら
紙
価
を
一宅

北
ん
で

い

ただき
や
す
い去
ノ
に

旭

J
L
･蛋

ハ
き

く

し

き

し

た

･

事

に

し

た

感

じ

は

如
何

で

し

た

か

.

今

修

も

で

き

る

以

D

み

L<

さ

ん

に

伽

し

ん

で

い

た

だ

け

る

ト
繁

ノ
粥

刀

し

て

い

き

た

い

と

瓜

い

ま

す

9

P

'

ご

ら

ん

に

な

っ
て

仏

に

か

か

っ

た

こ

と

､

ご

鳩

他

乍

こ
お

榔

せ

f
J
rU
い

.

へ
.=
＼
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地
相
名
に
と
っ
て
伯
大
の
朋
心
串
で

あ
る
士
地
区
岨
黙
風
布
端
の
〝仮
換

地
″
に
つ
い
て
は
へ
か
ね
て
か
蓋

区
柑

爪
軸
旋
川禁

に
お
い
て
悪

が
正

宏

rれ
て
き
ま
し
た
が
'
孟

二
地

区
に
つ
い
て

このたび
日
誌
性
器

に
対

し即実に
軸
凪
の
な
い
旨
の
答
申

が

ありきした
｡
こ
の
栢
火
､
10
月
3

日
(

局)から
t2月17日
(土
)
ま
で

開

陳確
利名
に
対
し
放
牧
地
の
粥
覧

(従来の検地以東の郎党と向じ)

が行われることにt･_り｣声した.

この眺父の日丁威新野につい

て
は
t
W
伯
山W利
功
に
対
し
て
公
凶
か

ら
順
次
通
知
が
出
さ
れ
蒙
す
が
､
こ
の
r

供
覧
の
展

や
内
雷
に
つ
い
て
肝
粒
に

紹
介
し
ま
す
.

■
供
常
の
目
的
と
内
容

土他
所
何
也
と
m他
州
功
か
く
れ
ぞ

れ
所
¶
又
は
脚
雌
し
て
い
る
+
梅
に
つ

い
て
'
そ
の
iM濃
'

他紙
'
形
状
和
の

変
伽
の
心
細
や
擬

他
の
近
成
計r
相
の

顎

凶
相
を
眺
曳
し
､
ま
た
こ
れ
ら
に

つ
い
て
公
団
の
現

コ覇
が
現
朋
す
る
こ

とにより
'十庖区州黙

即町井のよ

り早い経
巡と㈹脈h=の洲弘耶'協力

な糾るために
行
わ
れ
る
も
の
で
す
.

I
EE

E発ができる人

横
浜
市
緑
区
荏
田
町
二
二
〇
五
番
地

日
本

住
宅

公
団
港

北
開

発
局

事

業
部

区
画
整

理
第

二
課

電
話

(
九

一

I
)

五
三
八

二

～
三

規
則

として公
知
か
ら
通
則
が
あ
っ

た
人
文

はその人
の
香
仕
草
っ
け
た
人

に
舶
疋
さ
れ
ま
す
｡
t.I･蒜
'
会
胸の
舶

乱
晶

ぐ
た
め
'
公
脚
か
ら
外
人
に
m

駅
池
灼~
が
出
さ
れ
車
す
.

こ
の
粥
米
に
つ
い
て
の
雌

余
は
h態

の
と
こ
ろ
で
行
い
津
す
.

■
仮
換
地
の
指
定
に
つ
い
て

こ
の
恢
供
地
の
眺
先
が
終
了
し
た

喝

工
群
が
付議
す
る
AJJ
公
田
か
ら

糊
偵
㈹
利
必
に
対
し
て
｢恢
涙
地
相
定

油
別
桝
｣
か
送
付
さ
れ
'
こ
の
血
脚
部

牡
も
っ
て
肱
川
｣
の
収
供
他
が
決
妃
し

辛

｡

.
1

∵
J

.
+

,
.i⊥
､

-
'
.

-
I

謂

謂

説
明
会
開
-

10
月
6
日
'
棚
北
ニ
r]I
タ

ウン
Ⅶ

倣
申
絹
所
に
お
い
て
､
鹿
耗
対
煎蚕
出

金
の
十面
に
よ
S
(
川
合
農
地
利
用
の

た
め
の
街
定
群
集
の
現
朋
金
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
.

こ
れ
妹

分
僻
地
義

正
に
利
川
す

る
た
め
､
弟

対
偶
霞

金
で
ま
と
め

ら
れ
た
盟
他
案
墨

色
倣
地
由
山
宅
に

ぷ
朋
L
t
警

ノる
と
と
も
に
'
申

山
名
に
轟

し
て
を

ノた
め
に
鵬

か
れ
た
も
の
で
す
.

倍
田
鹿
英
対
邦
繁
用
長
の
あ
い
さ
つ

と
協
定
案
の
主
旨
脱
朗
の
あ
と
t
d
:条

ご
と
の
悦
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡
(鶴

定
策
の
脱
朋
内
覧

柑
r経
巡
陶
だ

よ
姦

旅
告

声
】
の
虎
晋

IA

_料)
協
定
集
に
つ
い
て
の
規
朋
の
あ
･V

刷
髭
の
効
力
蒐
軌
ま
で
に
必

嬰LJ

申項

を
検
別
す
る
畔
仰
蓉
蛸

会の
没
艦
に
つ

いて'秀山会か′品
集がLJされま

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
蝕
恥
悩
淀
研
究
q

S
u
は
'
あ
い
に
く
へ
台
恥
か
拷
瓜
悶
紹
良
の
川
潜
な

不

班
と
す
掌

ノ

た
m
雌
梢
に
つ
い
て
馴
講

か
H
的
附

は
'
9
月
19
日
'
20
日
､
21
日
の
3
日

し
て
い
る
と
い
う
竺

快
の
た
め
か
t

に
で
き
な
い
か
J
､
r

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

す
る
と
と
も
に
'
仰
山
凸
に
季

秋
耶

間
に
わ
た
s
t､
行
田
の
公
朗
招
北
側
苑
仙
椎
甥
の
故
は
､
い
ま
ひ
と
つ
の
膿
が

に
高
蔓

る
.人た
ほ
う
が
い
い
の
で

局
垂

で
､
｢特
別
t･dH
他
｣
の
証

あ
り
ま
し
た
か
'
参
加
慾
と
研
究
い
と

は
な
い
か
｣
'
｢班
物
の
デ
ザ
イ
ン
の

恭
協

定
東
光
の
更

義

金
を
開
催
し

ま
し
た
.

こ
れ
は
､
知
れ
協
疋
桝
等

が
6
月

23
日
に
那
1
回
の
金
凸
を
も
っ
て
以
北

9
月
LJl日
ま
で
7
回
に

わたる研究の

椅
災
作
解
し
た
糞

を｢特
別
な
用

地
｣
の
申
出
甥
に
船
粥
す
る
と
と
も

に
'
申
出
名
と
秦
鬼
を
交
映
し
､
研
究

域
と
し
て
の
集
を
ま
し′あ
た
い
と
し
て

帥
催
さ
れ
た
も
の
で
す
.

=

建

築
協

定
素

案
-

意

見

交

換

全

開

-

の
胤
に
は
&
心
e･{帯
地の
や

りとりが
統
1
壷
で
は
な
い
か
｣
､
｢ガ
ソ

見
ら
れ
ま
し
た
.

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
か
化
は
棚
別
で
は
t･1

そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
と

い
か
｣
｢高
さ
制
限
は
独
和
蛮

地
の

｢締
鵡
地
区
で
へ
こ
の
節
足
等

っ
規
制
で
い
い
の
で
は
な
い
か
｣
等
カ
｡

て
い
れ
ば
'
日
田
叫雌
に
つ
い
て
は
､

急

見
山義

金
で
は
'
今
回
出
さ
れ

さ
れ
る
よ
う

に､
甲
い

府会に戯
会

を
榊
他
す

る
と
の
砦

で
災
約
が
行
わ

れ
ま
し
た
｡

群
山
蓑

企
州
㈹
耳1
日
は
iSの
患

い
,.

<
9
;
19
日
>
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
他
鑑

<
g
T
g
iU

>駅桝センター'折醗

セ
ン
タ
ー
地
底
､
ア
パ

ー
ト
･
マ
ン
シ
ョ
ン
祁

地
区

<
9
T
21
日
>
エ
地
･
倉
相
帯
魁
区

畜産農家の視#=高森さん(港南区日野町)
から現明をうける祝頼Llのみなさん｡

し
た

.

同

患

古

窯
は
'
将
来
'
埼
定
を
締
括

す
る
恵
山夢

明
確
に
す
る
た
め
に
等
見

ら
れ
た
も
の
V

駅
の
条
件
の
も
と
に

協定
抑
樽
に
つ
い
て
同
載
す
る
こ
と
を

内
申
と
.メ
しい
ま
す
｡

条
件
は
次
の
過
り
､

日

生
窮
和地
欄
既
か
'
墓

場

制
皮
か
の
過
沢
は
銃
1
的
に
行
い
'

協
定
の
有
効
期
間
と
ズ
レ
を
等
し
LJ

い
よ
う
に
す
る
こ
と
｡

佃

こ
の
協
定
を
迎
嘗
す
る
委
舛
金

鉄

l他
年

琴

1地
区
で
あ
わ
せ

て
一
つ
と
す
る
こ
と
.

糊

こ
の
穿

､
協
淀
の
軌
刀
の

苑
効
留
口
ま
で
に
糾
鼠
の
由
立
の
LJ

い
と

書は､そのまま
'
筒
定
を
締

結
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
.

こ
れ

ら
の
朗
笑
に
対
し
'
次

の

よ
う

な指摘が
ありました｡
r

茶】他

年
R三豊
菅あわせ

て一つの委

良金で迦向す
る
こ
と
は
､
倍
川
収
益

の
朋
始
仲
州
や
'
従
光
の
地
域
鵬
併
か

ら
し
て
胤
雌
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
r

r同寿
昭

協定の効義
ま
で
の

M

に｣･満
の売却等が行われ､
協定

の効力が空洞化する恐れがある｡

こ
れ
に
対
処
す
る
方
法
を
等
入
る
べ
き

だ
｣こ

告

に
つ
い
て
は
､
い
す
机
も
今

蜂

の他肘中州ア
き
れ
ま
し
た
.

また
'
他
所
覆

車
h

ついて
は
､

災
季

寄
せ
中
心
に
'
邦
丁地

区
10
名
､
琴

l地
Ⅸ
盟
を
定
数
と

し
､
10
月
中
に
選
出
す
る
こ
と
に
決
注

し
ま
した
.

♯合1地利用協定悦明会にて
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港
北
ニ
rI
-
タ
ウ
ン
処
世
薫

も
'
い
よ
い
よ
伍
換
地

(換
地
郎
案
)
の
供
St
の
段
階
に

ま
で
漣
め
ら
れ
て
来
ま
し
た
｡

一
般
に
'
土
地
区
画
轟
理
群
業
に
よ
る
益
盤
並
櫛
が
な
さ
れ

る
と
建
集
物
の
用
途
や
形
他
を
定
め
た

｢用
途
地
域

･
地
区
｣
が
鍵
物
連
投
の
擁
く
幾

的

な
ル
ー
ル
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
す
が
'
ま
ち
全
体
を
健
全
に
発
展
さ
せ
'
個
々
の
敷
地
や
軸

物
を
よ
り
効
果
的
に
利
用
し
て
い
く
た
め
に
は
､
そ
こ
に
住
ま
れ
る
方
自
身
が
建
物
の
嬢
て

方
､
利
用
の
仕
方
'
維
持
管
理
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
自
ら
ル
ー
ル
を
定
め
､
鎌
極
的
に
､

そ
の
運
用
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
｡
そ
こ
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
建
築
協
定
研
究
班
で
横
棒
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
金
子
生
活
対
紫
香
山
長
に
'
こ
れ
ま

で
の
経
過
を
含
め
､
術
づ
く
-
の

.協
定
.
の
必
要
性
に
つ
い
て
執
粧
し
て
研
き
ま
し
た
｡

術 づ く り の 協 定 は な ぜ 必 要 か

:二::二二二二∴ 二::i二_:-;-∴ 二:二二:二二二二二

住
み
よ
い
鍔

が
『

昨
年
､
軸
北
ニ
ュ

ータウン
弟
無
稚

光
速
鮎
協
聖

か
充

足して問
も
L<

く
'
三
つ
の
中
門
奉
伺
金
と
四
地
区
止

別
会
長
と
の
合
同
金

が
開
催
さ
れ
'

垂貝会密
の
目
棟
と
噴
恥
分
野
の
田

警行
った
｡
そ
の
常
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
内
の
原
瑞
保
金
封
術
葦

行く

必中がある魯

意
見
か

出され'

そ
れ

董

や
る
か
鼻

う

串毒
し由った焚
､
将
来
の
生
活

対
熊
に
つな
が
る
の
で
仕
宿
対
前
垂
3
(

会
で
増
ヨ
し
て
は
し
い
と
哲
う
串
に
な

っ
た
.
同
じ
時
に
｢祁
眉

確の
研

究
｣
を
用
兵
対
熊
夢
特
会
で
r嫌
合
成

地
利
用
の
研
究
｣
を
農
薬
対
流
委
員
会

で
妃
ヨ
し
て
研
究
を
沈
め
た
訳
で
あ

る
.
早
通
年
諾
対
熊
嚢
内
で
協
鼓
し
た

賛

､
研
究
会
を
笹

し
て
作
港
に
か

か
り
r冊
鵡
傑
金
∪
す
る

に篤

名

が
ル
ー
ル
を
作
的
寺
っ
て
ゆ
く
串
や
東

端
が
保
全
出
来
る
皐

ノ中
で
､
幸

治
北
ニ
ュ
ー

タウンのス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
る
横
波
北
部
に
お
け
る
中
心
地
鑑
と

し
て
'
魅
刀
あ
る
郡
的
T
r
s
tの
思
想

を
細
か
く
分
け
る
と
'
r
安
全
な
街
づ

く
り
､
口
ゆ
量

る
街
つ
く
卑

白

街
区
史
観
の
向
上
'
灼
日
照
の
確

保､

内
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
W

的筆

触
の
向
i
r
肘
丁

蓋
の向･ぺと

古
妻

ノに
分

けられると別曾ノ.そ

し
て
禁

的なこ琴
入違
する

た
め

に何回左T
く

研箕
を脚他 し

､琵
交換
をしたり
､
肘
醸
し
た

り
､
し
て
い
る
内
に
荊
一郎
基

肘

定
'
琴

l部が
自
主
解
定
と
し
て
｢出

づ
く
り
望
化
甘
亡
と
し
て

の菜を
作

成
い
た
し
た
駅
で
す
｡
既
に
+
酒
利
用

晶

化
す
る
為
に
｢特
別
な
用
地
｣
の

申
し
…簡

叢

ML
t
セ
ン
タ
I
川

他
､
ア
パ
ー
ト
･
マ

ンシ
qLン
帯
川

他
､
T
滋
､
女
川
､
m
仙
｢
蛸
伶
頻

用
3
._･1と
か
発
に
碓
傑

する郡
m光

た
の
で
す
か
'
こ
れ
ら
の
r特
別
な
川

他
｣
を
よ
れ
政
派
的
に
苑
押
し
て
｢折

づ
く
り
｣
義

金
だ
逓
廃
さ
せ
る
劫
に

は
､
法
俳
や
香

で
は
革
覆

い
お

互
い
の
轟

と
革
っ
の
か
へ
ル
ー
ル
と

革
フ
か
､
町
の
自
治
会
の
｢決
り
｣
の

梯

Ltものを
自
分
通
の
｢事
｣
で
学
兄

管

警

良
い
も
の
に
Sz

て
t
R
分
速
の
壷

を
､
孟

町
あ

る
も
の
に
'
又
自
分
過
の
r折
｣
豊

派L<郷刀
あ
る
も
の
に
し
た
い
も
の
で

あ
り
手

｡
又
そ
う
す
る
申
出
収
卸
で

は
一
般
任
守
地
区
の
卵
塊
空
よ
り
良
く

す
る
串
が
出
来
る
結
搬
と
な
り
'
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
金
拓
の
｢鴫
つ
く
り
｣
に
良

基
宅
た
ら
す
も
の
と
考
え
ま

t
r
例
え
ば
'
各
地
セ
ン
タ
ー
地
底
で

は
'
′
Tフ
し
た
ら
お
客
博
し
弊
し
い
出

物
そ

してもら
える
印
に
出
来
る
の

か
'
又
と
貫
ノし
た
色
人ハ軒
の
お
琴
俳
を

奨
め
る
曲
か
出
尖
る
萎

ノか
､
個
人

個
人

がはた
は

rPに
仙空
百

r嘘

づく

s
t｣

なしてい
た
の
墓

岬の

側軸

が
乱
れ
別
荘
の
粥
畔
地
の
輔
耶
折
の
蛾

に

恩
赦
に
蓋

し
た
り
rS
L

の
中
心
地
又
は
疎
描
街
の
中
心
地
が
地

一イ令
ノ変
動
L
t
不
安
促
LJ
状
態
が
輔
に

つ
き
ま
と
っ
て
い
る
｡
こ
れ
で
は
セ
ン

タ
ー
川
他
の
農

は
中
塗

丁掬
な
も
の

と
な
り
､
珪
mハの
採
井
性
が
収
れ
ま
せ

ん.
又
ア
パ
ー
ト

マ
ン
シ
n
ン
川
地

d

自
分
辻
の
深
井
性
が
犬
抑
L<中
は

雪
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
､
採

I姓

と
榊

岬
に
テ
ナ
ン
ト
(借
り
や
ハ0
の

関
城
老

け
れ

ばL･1りまザ
ル
.

糞
の

工
法
も
せ
明
も
日
池
月
捗

の今

日'た
ぢ
ノバ
ー
ト
･
マ
ン
シ
n

ソ菅

造
る
だ
けで
峠
､
テ
ナ
ン
ト
の
間
切
に

畜

り
ま
す
.
そ
こ
で
こ
の
地
区

で
は
､
ホ
テ
ル
､
操
縦
州'
モ
ー
テ
ル
'

培
嘉

'
解
体
発

会
皿
LJ
と
'
ア
パ

ー
ト
･
マ
ン
シ
rnン
地
区
の
イ
メ
ー
ジ

をダウ
ン
さ
せ
る
践
LJ
も
の
は
や
め
て

Ⅶ
き
た
い
と
等
凡
て
お
り
妻
す
.
又
へ

垂

山
背
川背

も
プ
レ
ス
T
譲
の

餅
に
加
重

の
と
な

り

に
墓

爪る
･
く

お
互
い
に

凶
る
咽
瓜
が
出
る
の
嘉

川g

地

相
必
同
志
声

占
い
､
そ
う
い
･(ノト

ラ
プ
ル
モ
未
然
に
折
嘗
た
い
妻

た

の
で
あ
豊

丁
.
そ
の
ほ
か

井川
に
他

吸
物
の
保
管
菅
し
な
い
去
ノに
し
た

り
､
垂

老
人
は
旺
端
舛
以
外
の

個
人
住

宅
は
ト
ラ
ブ

ル
の
脱
出
に
な
る

の
で
蕪
止
し
た
り
'
琴
心
し
て
H
舶
縫

車
が
出
来
る
環
境
に
す
る
｡
又
)
牧
住

宅
地
に
つ
い
て
は
人
間
の
嵩

す
る
地

区
に
ふ
さ
わ
し
い
絹
地
な
主
眼
と
し

て
'
頚
管
守
る
N?
に
ア

パ
ー
ト
は
や

や
臼
掌

る
.Q
に
知
物
の
有
産

二
酷
以
下
に
す
る
､
涼

む
多
く
す
る
心

に
藷

の
ブ
ロ
ッ
ク
耕
菅
や
吟
J
生

国
ト
して
､
個
<
佃
<
の
敷
地
に
腺
を

取
か
入
蓋

の
良
い
炉
に
し
た

い
.
以
上
の
樫
山旭
川
蓋

が
l
つ

に
LJ
つ
て
術
の
ル

ール
を
作
り
寺
る
中

で
､
他
人
に
J悪

者
か
け
ヂ
'
又
他
人

か
蓋

世
受
け
な
い
為
に
'
萌
つ

く
り
の
協
定
が
必
媒
と
な
る
訳
で
す
｡

今
後
協
定
船

の税胴
金
や
塾
藍

さ

ん
か
ら
の
転
か
あ
る
患

い
土手
か
'

皆
さ
ん
の
街
や
+
克
で
す
の
で
｢蛸
つ

く
晶

疋
仙
｣
の
兼
業
裏

町
し

て
軍

曹

ん
跡
辛
で
同
風
で
も
何

十国でも
肘
u

l.TJよ
り良
い
物
敬
作

り
上
げ
て
iS
き
た

い′恩
い
草

(生
活対X
垂
■
■

金
子
三
千
3
)

農

家

生

活

実

態

調

査

ま

と

ま

る

未
申
1
月
､
桝
痢
雨
の

整
うけ

'
北
牌
協
が
警

した僻
奈

墓

削
t
:の
環

が

このは妻

ま
し
た
.

こ
れ
崎

こ
rT
タ
ウ
ン
地
域
内
の
膿
兼
の
別
状
長

束

につい
て

e
n
m
作
曹
し
た

ものV
刈
登

in
.
三
二
へ
戸
の
入ノち
､

1､

0
九
t
L

か蜘雷
よy
同
門
郷
は
八
二
･九
判
で
し
た
.

測
〟は
m山爪の
中

から'二
､
1]硫
っ

喜

丁
と
､

Z
鹿
家
の
世
神
主
の

年令腎別
都

合
は
'
第
1
衣
の
去

り
で
､
膿
邦
縫

宮
を
突
紫
的
に
撃

し
て
い
る
慧

著

と
は
､
必
書

一
撃
し
て
い
Lt
い

建築協定かあれば

か
'
40
才
代
か
ら

偽
才
ま
で
の
鋤
卓
盛

り
の
壮
年
グ
ル
ー
プ
が
約
5
軌
'
60
才

以
Jlの
老
年
グ
ル
ー
プ
が
約
1
軌
'
4

才
末
梢
の
押
壮
年
グ
ル
ー
プ
が
約
1
割

妻

化
が
み
ら
れ
る
.

臼
凋
采
の
漉
撃

坦

っ
埼
株
省

に
つ
い
て
は
､
R

J'
筆

が
輩

で
､
こ
れ
か
ら
の
条
件
し
だ
い
で
晴
こ

去

る
か
わ
か
一日
な
い
と
i
'つ
不
朋
の

雌
k
が
約

1撃
あ
る
の
で
､
Et塊

条
件
の
抑
同
に
よ
っ
て
は
'
さ
ら
に
浪

曲
晶

析
し
て
い
く
も
の
が

畑えるの

で
ば
巧
い
か
と
州
特
さ
れ
る
.
(耶
2

衣
)

臼

都
市
粟

に
L･{る
と
耗
苫
別
型
の

多
様
化
と
と
も
に
､
市
場
対
応
も
創
意

と
エ
実
に
よ
り
多
く
の
隻

方
式
が
と

李

る
｡
そ
こ
で
'
将
来
と
の
よ

d
t･+耶
甥対
応
に
よ
る
筆

写
凡
て

いるかという吸閏に対して那3茨

の
回
答
が
掛
ら
れ
た
｡

こ
れ
字
み
る
と
､
い
か
に
和
利
L･<都

市
磯
発
等
uと
し
て
の
和
好

応
集

え
て
い
る
か

､入ノかがう
こ
と
が
で
き

る
が
､
こ
れ
ら
の
方
向
に
つ
い
て
は
'

鹿
家
個
々
バ
ラ
バ
ラ
の
対
応
で
な
く
拙

攻
と
L
l
/
また災5的な対
応
か
明

持
さ
れ
る
.

㌧∴ 60才以 上 40才以 上 40才栄 不 明

奨数人 中 川 169 269 72 2

山 内 57 58 7 2

都 田 116 149 23 12

新 田 75 65 9 6

叶 417 541 111 22

刺A色 中 川 33.0 52.5 14.1 0.4

山 内 46.0 46.8 5.6 1.6

都 田 38.7 49.7 7_6 4.0

新 田 Ll8.4 41,9 5.8 3.9

中日地区 将 来 の 経 営 方 式直売市番契約,iL!..A..i,-:iその方式出荷栽培 也
莱 中川 128 142 ll 12 39 28

放言 山内 30 35 5 4 8 9

都田 42 107 41 8 16 12

新田 40 68 21 2 8 3

計 240 352 78 26 71 52

専一令書 中川 25.0 27_7 2.1 2.3 7.6 5.5

山内 24.2 28.2 4.0 3.2 6.5 7_3

都田 14.0 35.7 13.7 2,7 5.3 4.0

新田 25.8 43.9 13.5 1.3 5.2 1.9
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新
交
通
シ
ス
テ
ム
①

そ
の
実
例
と
開
発
の
周
辺

故
国
は
モ
ノ

レー
ル'連
続
輸送
システ
ム
(動
く歩
壬
など
)､
デ

ィ
マ
ン
ド
･
バ
ス
を
紹
介
し
き
し
た
の
で
'
今
回
は
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
･

バ
ス
と軌道(ガ
イ
ド

ウェイ)輸送シ
ス
テ
ム
女
将
介
レ
享
す
.

デ

ュ

ア

ル

モ

ー

ド

･

バ

ス

Ⅶ
敬
弔を
中
心
に
馳
発
が
進
め
ら
れ

て
い
る
筑
較
研
究
学
問
都
市
に
あ
る
土

木
研
究
所
の
桝
内
で
拭
作
中
の
走
行
窮

境
が
続
け
ら
れ
て
い
る
.
Th
r]ア
ル
モ

ー
ド
･
バ
スは
'
申
用
の
減
行
路
で
は

制
御
轟

導
を
受
け
て
惹
け
し
(通
常

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

によ
り
撫
<
運

行
)
'
1
般
の
責

上
で
は
奇
遇
の
バ

ス
の
よ
う
に
有
人
走
行
で
生
る
捕
億
を

合
せ
帝
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
｡

土
手
を
の
特
徴
は
､

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
･
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

毒

用
す
る
こ
と
に
よ
り
目
敏
化

石

刀
化
が
可
鴨
で
あ

り､合わ
せ
て
安
全

性
と
経
済
性
が
高
め
ら
れ
る
｡

②
花
束
バ
ス
に
す
れ
峯

ut
頼
勅
'

排
気
ガ
ス
Lj
と
の
交
油
公
筈
を
抑
え
ら

れ
る
｡
屯
災
バ
ス
は
､
1
股
m
蕗
は
野

竹
滴
を
t
Ef川
路
は
屯
投
か
′n面
樺
雄

句
す
る
｡

③
こ
の
バ
ス
を
タ
I
rJJナ
ル
で
多
数
迎

題
す
る
こ
と
に
よ
り
鉄
沼
に
近
い
大
足

愉
送
が
可
能
と
な
る
.

①
以
野
関
知
投
が
可
鴫
で
あ
り
'
都
市

の
農

に
争
C
せ
て
シ
ス
テ
ム
を
卿
刀

的
に
∬謂
川で
き
る
.

以
上
か
ら
当
面
の
利
用
形
闇
と
し
て

は
図
の
よ
う
な
蓋

地
と
妖
馨

る
い
は
葉

菜

区
と
の
迎
銘
な
ど

軌

道

輸

送

シ

ス

テ

ム

ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
シ
ス
テ
ム
と
も
よ
ば

れ
て
い

る｡これは
鞘
川
軌
沼
(ガ
イ

ド
ウ
ェ
イ
)
上
の
み
な
叩
川
の
中
開
が

退
転
手
な
し
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
㈲
郷

に
よ
S
T白
妙
的
に
蛮
行
す
る
も
の
で
t

EE
在
'
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
中
で
伯
も

政
和
ざ
れ
て
お
り
､
各
皿
で
の
爽
川
化

畠

ん
で
い
る
｡
こ
れ
は
崩
席
上
'
中

原
軌
密

送
シ
ス
テ
ム
と
個
別
軌
宗

送
シ
ス
テ
ム
に
分
敗
さ
れ
て
い
る
亡

の
中
書
特
送
れ
止
シ
ス
テ
ム

10
人
か
ら
数
十
人
確
度
の
果
企
制

で
､
バ
ス
や
路
面
昭
坤
を
日
新
化
し
た

も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
｡
中
岡
を

<
K
R
T
∀

沖縄海洋
博
で
実
用
化

さ
れ
た
｡

迎
椅
す
る
こ
と
に
よ
り
'
相
当
の
交
皿

関
野
に
対
応
で
き
る
.
適
用
す
る
地
合

と
し
て
は
'
佃
遥
雨
野
が
毎
管

千
人

1
2
万
人
'
段
軽
便
が
5
-
20
㌔
㍍
で

妖叫…訳
と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
結
ぶ
加
東

他
車

良
､
大
都
市
内
の
三
好
玩
点
間

を
諾

す
る
尾
部
的
な
輸
蓋

へ
中

小
郡
市
に
お

け
る
抜
辞
的
t･戒
責

が
背
久
′P
れ
る
D
代
取
的
L･1も
の
と
し

て
は
仲
山
梅
坪
脚

で
爽
川
化
さ
れ

たK

R
T
【写
六
】
'
わ
が
鼠
で
閥
苑
が
進

め
･hあ
て
い
る
>
O
N
A
と
パ
ラ
ト
ラ

ソ
【写
六
】
'モ
ル
ガ
ソ
タ
ウ
ン
(栄
)

の
P
R
T
､
ダ
.フ
ス
仰
軸

(栄
)
の
エ

ア
ト
ラ
ン
ス
Lt
と
が
あ
る
｡
P
n
T
は

75
年
よ
り
､
ま
た
エ
ア
ト
ラ
ン
ス
娯
川

甲
よ
り
似
非
迎
艇
に
入
っ
て
い
る
で
わ

が
姐
で
は
挑
花
白
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
(
痩

対
搬
)
'
大
阪
岡
S
LDポ
ー
ト
タ
ウ
ン
､

劃
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
前
索
化
が

是

TUれ
て
い
る
Q
こ
の
う
ち
桃
化
由

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
線
の
針
凶
に
つ
い
て
次

に
職

位に紹介
し
事
す
｡

〔桃
花
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
娘
〕
桃
花
4
]

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は

名
祐
也
の
北
約
15
㌔

の
小

牧市
の
北
山
蔀
に
位
促
し
'
庶
舶

三
二
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
､
人
E]四
万
与
丁

人
の
針
凶
で
脇
租
48
年
濃

に
筆

し

脇
粕
60

年完成の蔓で
あ
る
e

桃
花
台
ニ
ュ
ー

タウンか象妖小

牧
駅
ま
で
約
7
㌔
で
あ
り
'
将

来の輸

送
関
野
は
1
日
八
万
六
千
碩
人
(う
ち

公
共
柵
}讃

鮒
五
万
与
T
)
轟

足
さ

れ
た
｡
こ
れ
に
対
し
て
絡
琴
ハ
ス
で
は

柿
間
的
僧
都
性
'
輸
送
刀
か
′巌

界
を

轡八
て
い
る
と
判
断
苦

る
直
樹
デ
､

また高速
鉄
芯
で
は
知
取
扱
弊
社I
t
輸

送刀が過大と
な
る
の
で
中
流
胸
送
机

辺システム姦用
す
る
に
登
っ
た
.

路投鷺は7･5㌔
で
国
広
や
娘

R･{ど義用Lで東を汲世
す
る
計

団で'昭和弱年秦開始を予定
し

ている.申某主体は半官望畠の邦

三セクター菱しているが､採

用増憩は兼が決っていない｡ 璽
行
計
画
は
旧
和
61
年
ピ
ー
ク
時
に

6
両
崩
成
で
2
･
5
分
剛
曙
へ
オ
フ
ピ

ー
ク
時
に
は
10
分
間
喝
で
迎
艦
す
る
｡

'd
お
､
将
来
{=問
と
し
て
中
tE圏
雌
上

房

仰
即
発
金
満
よ

り桃
花
白
瓜
は

高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
楢
て
EE]妖
中

央
線
高
蔵
寺

駅まで延叩
摂
仰
す
べ

き
で
あ
る
と
の
誕
集
が
な
さ
れ
て
い

ら
.

e
個
別
軌
漉
*
挙
ン
rt
テ
ム

こ
れ
は
莱
川
中
に
代
研
す
る
誓

申
し
､
し
か
も
捌
抑
叫
柏
な
公
共
輸
送

横
側
が
必
好
で
あ
る
と
い
う
等
久
万
か

轟

某
さ
れ
て
い
る
も
の
で
'
敷
人
取

り
の
小
酬
中
間
が
解
u･芸

ッ
ト
ワ
ー
ク

状
の
軌
芯
を
奈
汀
す
る
も
の
で
'
細
入

タ
ク
シ
ー
と
孝
見
れ
ば
よ
い
｡
代
茨
的

L･tも
の
と
し
て
は
'

我が岨
の
C
V
s

(押
桝ー
稚
洋
伸
で
牧
川
さ
れ
た
1
卓
六
)

と
S
lド
イ
ツ
の
c
A
E,～
(キ
ャ
ビ
ネ
ン

タ
ク
シ
I
)
か
あ
る
.

c
A
T
は
テ
ス
ト

サイト
で
爽
政

中

で
'
6
秒
間
蛸
の
迎
坂
に
成
功
し
た

(c
v
s
は
1
秒
川
棚
に
成
功
)東
換

<
バ
ラ
ト
ラ
ン
>

場
の
あ
る
ハ
ー
グ
ソ
で
は
'
机
氾
粥
を

1
8
0
㌔
を
鮎
汲
す
る
小;幽
P
.
市
当

局
の
針
弁
で
は
個
別
奪
皿
の
榊
%
書
誌

かLdう
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
い

る
.
ハ
ー
グ
ン
の
他
ハ
ン
ブ
ル
グ
で
も

即
姐
を
弧
め
て
い
る
｡

何
校
に
iq
絹
は
以
下
の
文

献
よ
り
相

当
部
分
を
引
用
し
.て
作
成
し
た
も
の
で

あ
る
LJ
と
を
付
絶
し
､

廻了解をお
腕

い
い
た
し
蒙
す
｡

l

'都市交
油
の
葵

･壷
庖

松
下
勝
二
'
｣末
技
的
76
･畠

1
､
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
･
バ
ス
研
究
開

発
の
方
向

石
戸
明
'
同

1
､
海
外
に
お
け
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム

の
写
九
万

同
業

へ
同

1
､
新
し
い
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム

新
谷
琴

一'
喝
気
学
轟

7
I
l

暮

第
t
地

区
■

土

地

区画
整
理

審
議
会

〔第三
十
二

回
〕

昭

和
五十
二
年

八
月

二

十
五日
開
催

E

評

博qEの選
任
に
つ
い
ては'棚

沢
絹
襟

北区の温
定
盤
蹄
崇駄及飯

田
摂
坦

氏の軽任
に
よ
る
評
価良の辞

任に伴い'後任とし
て
壁
の近

聯俊郎氏が'公甑から柿訊会
に酢

旧
さ
れ
'
珊
聯
余
は
榊
氏
か
蔚
価
臼
と

し
て
増
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
寺
す

る
答
申
が
行
わ
れ
た
｡

二

頭
荘
渡
歩
甲
に
つ
い
て
は
､
射
皿

公
田
班
会
住
宅
用
賀

Vの
想
定
減
歩
率

に
つ
い
て
針
辞
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
'
今
風
､
セ
ン
タ
I
用
地
を
除

い
た
仝
在
の
楚

減
捗
革
に
つ
い
て
脱

朋
か
行
わ
れ
た
｡
ま
た
'
想
定
減
歩
笹

井
程
の
革
芥
と
な
る
土
地
秤
畑
基
準

(案
)
に
つ
い
て
は
､
各
小
委
員
会
に

お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検
附
し
た
が
'
責

の
髪
肝
の
枕
1
を
凶
る
た
め
に
総
括
的

な
悪

が
行
わ
れ
た
.
な
お
細
部
に
亘

っ
て
は
'
引
轟

き
小
栗

金
で
横
附

す
る
こ
と
し′C
､
同
車

(集
)
の
中

で
+
塩
評
価
修
正
率
が
1部
未
定
の
も

の
に
つ
い
て
は
､
次
回
に
説
明
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
｡

〔第
三

十
三
回
〕

昭

和

五
十

二
年

九

月

二
十

八

日

開

催

L

小
委
Å
会
の
報
告
と
し
て
､
①
凶

R

平
方
㍍
未
満
の
換

地の付髭決
め

に
つ
い
て
は
'
減
歩
率
し

.轟地山M濃と

の
関
節
に
つ
い
で
盛
除

があったか
袋

約
で
毒

か
っ
た
こ
と
'

②十滴匹
位

秦

(策
)
の
内
容
に

ついて'公団

か
急

襲
を
琴
入
る
悪

はないが
､

問
(案
)
と
減
歩
率
と
の

関係は'
各

々
の
換
地
の
鮭

決
め
の

中で対応
し

て
い
く
と
の
考
え
方
が
示

されたこ
と

が
報
告
さ
れ
た
勺

二

換
地
投
計
玉
串
(案

)につい
て

は
'
①
8
1ニ
｢従
前
の
宅

地の地硬
｣

②
邦
五
｢他
所
の
毒

日

｣などに
つ

い
て
､
条
文
と
し
て
甚
撃

-れ
た
こ
と

の鋭明かだき
れた｡

三

工
場
事
の
土
地
利
用
に
ついて
は

用
途
不
適
格
を
鮒
消
す
る
た
め
に
罪
状

調
要

行
う
こ
と
に
Lj
少
､
そ
の
た
め

｢H
励
等
に
関
す
る
夢

1

沢申出田正し

を
契
施
す
る
こ
と
が
悦
明
さ
れ
た
｡

四

仮
換
地
の
供
某
に
つ
い
て
は
､公

団
か
ら
貌
時
点
で
は
来
春
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
と
の
税
明
が
L･'さ
れ
た
.

t

第

二

地

区

■

土

地

区

画

整

理

審

議

会

〔
第

二
十

九

回
〕

昭

和

五
十

二

年
八
月

二
十

七

日
開
催

l

坪
班
qtの
q
皮
に
つ
い
て
は
'
横

浜
市
招
区
の
酎
固
定
汝
産
現
扱
長
選
択

孝
氏
の
転
任
に
よ
る
評
賃

の
辞
任
に

【四
面
に
机
<
】
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【三
B
よ
り
】

伴
い
'
抄
在
と
し
て
m
相
違
の
庶
竹
忠

彦
氏
が
歪

余
に
肝
闇
さ
れ
義

金
は

同
昏

評
価
叫
と
し
て
学

す
る
こ
と

に
つ
い
て
同
寺

する答
申
が
行
わ
れ

た
｡ニ

換
地
殻
計
玉
津
(K
)
に
つ
い
て

は
､
仮
換
地
の
供
y
を
ひ
か
え
文
舞
上

の
墓

所
に
つ
い
て
の
哲

行
わ

れ
'
丁
永
さ
れ
た
.

三

溝
正
せ
夢
中
に
つ
い
て
は
'

現地

の
禁

で
砂
0
東

南

(山香

の
相
羽
が
行
わ
れ
た
.
そ
し
て
郡
山党
別

の
+
濁
世
仇
の
轟

と
な
轟

の

考
え
方
及
蓋

き
れ
た
+
tP
に
つ
い

て
の
土
地
評
価
上
の
攻
い
に
つ
い
て
鋭

明
が
あ
り
､
次
回
に
詳
細
の
考
え
方
が

示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
｡

B
tに
現
地
産

と
想
定
夢

革
と
の

関
僻
に
つ
い
て
は
へ
見
抜
的
LJ
栂
肘
を

行
う
た
め
に
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
小
石

会

の
朋
雌
か
鍵
集
さ
れ
､
こ
の
小
責

会

の
自
損
串
が
決
め
ら
れ
た
.

ま
た
､
票

計
闇
で
定
め
ら
れ
た
け

施
政
等
の
早
期
突
沸
に
つ
主
ヽ
塁

兄
が
出
さ
れ
た
.

〔
第

一二
十

回
〕

昭

和

五
十

二
年

九

月

二
十

二
日
開
催

I

小
弄
■
金
の
租
官
に
つ
い
て
は
'

茎

と
志

押
紙
車

(果
)

及
壷

と
の
閲
桝
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
小
蔑

金
で
爵

さ
れ
､

意

早
′C
で
3
(出
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

の

税
明が
あ
り
'
ま
た
､
各
小
童

会

の
萱

基

的
し
た
上
で
換
地
汲
計
の

作
美
女
行
っ
て
い
く
こ
と
が
了
承
さ
れ

氏
.

二

換
地
投
計
Hl叫
(M
)
に
つ
い
て

は
'
那
ニ
tg
歪

会
后
葡
五
十
年
十

月
十
七
日
)
か
ら
桝
成
瀬
た
さ
れ
て
き

た
換
地
鰍
軒
轟

が
耶
間
さ
れ
た
.
こ

れ
を
受
け
て
周
垂

の
取
堺
の
九
万
､

特
に
将
来
の
用
途
地
域
の
夢

及
び
円

の
相
中
弊
榊
等
の
蔓

に
よ
る
同
義

及
び
+
庖
評
伝
亀

の
変
更
の
和
紙
に

ついて'
又
は
r梯
別
L<
用
地
一
に
対

す
蓋

の
知
雄
協
定
の
あ
り
方
和
に

つ
い
て
林
見
が
出
さ
れ
た
が
'
耶
問
さ

れ
た
同
車

は
､
公
印
が
要

痔
っ

て
ぶ
典
宅
行
っ
て
い
く
上
で
の
｢柾
｣

皇

軍

れ
た
も
の
rt;<の
で

将

来的な間周に
つ
い
て
葉

を
判
断

の
J由
繋

附
宅
行
う
こ
義

放
さ

れ
た
｡
こ
れ
ら
の
諮
鼓
を
撃
し､
玖
地

役
計
基
準
の
耶
問
に
つ
い
て
は
､
原
案

迫
り
出
怖
蓋

の
℡
成
に
よ
り
答
申

さ
れ
た
.

◇第5回
合

同
協

議

会

10円uUt那

5働
食
間
協
成
金
が

耶
催
さ
れ
た
.

簡
肌
唱

ニュー
タ
ウ
ン
地
域
内
の

垂

に

ついて､とい
,n
こ
と

P
r
慧

介
の
別
姓
鮎
東
研
&
.貝
か

ら
'
用
途
別
に
王
PhJ
習

に
つ
い
て
の

説
明
し岳
比
嘉

金
の
状
況
が
述
べ
ら

れ
た
.

そ
の
扱

｢特
別
Lt
用
地
｣
と
l
投
宅

地
の
宣
伝
稗
笈
に
つ
い
て
協
巌
か
行
わ

れ
た
｡

《

弟一地区》

0

什

工

区(2･8h)

葉

山田町こeli(〔瀦勉

等

款

望
用地とするた

め
に
行
わ
れ

ていた転叩工事は9

月
S
i日
に
終
丁

した｡

(施
壷

著

)

鰐捌楚設(樵)

⑳

都

市

計

画道路日

吉

元

石

川線の一

部

築

造

工事
(

o･8ぬ)

糊
化
区
石
山
川
町
二

二

三重
付 近で謹言聯北ニュータウン閃

I
:i''''1''.:｡
-
'':''

(エ州)㍊年10月末まで

(書

村
木
祁
批
(樵
)

〔
訂

正
〕

札35和aFの
郡悶針岨
-封
薪

桝浜元石川SE)部弗竣工甲の施

工地所､
｢大熊川開脚からヤナ

セ横浜工始北帆まで｣は
r県道

川瞭町田線からヤナセ横浜丁庖

北
川まで｣の限りでした｡お陀

びし即蔓

川和工区(抜嬢と文化財拝査)

｢特
別
な
用
地
｣
に
つ
い
て
唱

従

来
グ
ル
ー
ブ
肘
抜
管
し
ケしい
る
の
で
､

舛
グ
ル
ー
ブ
ご
と
に
'
ま
た
へ
1
般
宅

地
に
つ
い
て
は
'
四
地
区
対
爪
藍

の
各
ブ
ロ

ック
血
位
で
ま
と
め
て
い
き

た
い
と
い
う
実
が
出
さ
れ
た
亡

そ
の
後
'
択
?
ち
Li
弊
柾
応

答
が

あ
っ
た
.

【間
】
祉
始

慈

法
に
翠

し
て
い
て

も
‰
梶
に
地
区
し
て
い
る
と
軸

触雅
紀

し
な
い
の
か
.

【空知
熊
協
定
菱

埠甲
レ
た
相

順
賢
し
貴
す
.

【偶
】
書

定
の
椀

は
LJ
い
か
.

【N
こ
こ
の
近
く
で
喝

す
み
れ
が
丘

に
あ
る
.
そ
こ
に
は
協
定
晶

ん
だ
と

こ
ろ
と
掛
は
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り

比
較
す
る
の
に
良
い
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

【問
】
協
定
を
迎
革
し
て
い
′
､た
め
の

粥
川
は
経
か
凸
増
す
る
の
か
｡

【H
l】
白
油
金
井
で
l事
か
i･tう
ケ
ー
ス

が
多
い

.
【側】協
妃

に載

挟したら約が光正

命
令
拳

のか.

【
空包正につい義
金

でや

ってをノUとになる｡

ま

た､次のよ･スu意見が出され

竃

対照套舛金で挽射することに

t･6つ

た.
｢
誓､屯政規制を加えてもら

いたい

rr法貨
'群門用歯か

多く､

鵬併L<ので工夫しtJほし

い｣
｢
地区外地相苛についてのp

n警

ノチ書
くてはいけ

1･+.,Hその哨

義仲宅への税朋tSE

定業の娩

町については'蓋討取

重
点で

引き鷲
翫することが

碓略された

.

◇
事
業

対策委員会

荊5回諾

尭対席容良会が8月2

日隅Ⅷされ

た｡

公瓦か良

工滋並捗状況(52年7

月訪日ES任)

轟薦
工蓋

賃

等8

月現在)か和皆
さ 九

､
次
い
蓋

か
ら
次
州
甘
丁
王
区

に
つ
い
で
の
地
米
嘉

一壁

琴

I

地
ぽ
併
せ

てする藁
で
あ
っ
た
か
'

邦
l
塑
区
に
於
い
て
は
'
些
花
と
も
協

汲
中
な
の
で
､
そ
れ
か
ま
と
土参
折
節

挺
集
す
る
と
い
う
こ
と
で
'
琴
.I地
鑑

の
み
の
次
期
着
工
工
区
に
つ
い
て
風
面

で
脱
朋
が
あ
っ
た
｡

面
鳩
は
金
床
で
二

二
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
あ
り
'
五
つ
の
エ
鑑
に
分
れ
て
い

る
.
こ
れ
ら
の
エ
申
が
着
工
さ
れ
る
と

琴

一地
吉

の

印%故
か
T
輩

成

工
事
に
要

し
た
こ
と
に
L<
る
.

五
つ
の
豪

の
･妄
り
.

①

搾
田
工
区

真
)
ヘ
ク
タ
ー
ル

⑦

池
辺
工
区

九

･九
ヘ
ク
タ
ー
ル

③

川
和
H
区

二
〇
･
五
へ
ク
ク
ー

①⑤

大
熊
工
区

二
三
ヘク
タ
ー
ル

新
喜

工
区

〓
ハ
･
1二
へ
ク
タ

-
ル

こ
れ
に
対
し

義か
垂

定
に

入
っ
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て
も
い
つ

ご
ろ
か
′n蘇
供
露

に
入
る
の
か
知
り

たい'②新百三区
の
麓

に
つ
い

て

は流兼水路の放伐
を
し
て
か
ら
に

せよ

tとS/つ馨がLt
さ
れ
た
.

こ

れに対して公冨
工
区
を

設定

する順は'枯･排水施
設
等
が

先行的

に煎仰されるところ
'
つ
ま

りへ幹

掠街路に蜂したとこ
ろ
か
ら

である.

②新車区の警
小路

について

は別宅附正中､とい
え
回

第
あっ

た｡
またへ

これに順逆Lt藁
対
熊

黄
金と

してd全盛､地区爪的

連の拝島

即していくことで
公

団美空丁兼

した.

その喝

禁猟区設定について穂

汀委員長か

ら室がありttB巻付

歪
ナ誓
万法

等刑事ノることにLJ

った.
◇
生
活

対策委且会

9月8日'仕

宿対熊亮dLW

こr4-タウン知

】召夏研葉
ら

協
碇
群
集
に
つ
い
章

ノ

け
る
た

め
漉
天
真

会
(
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
研
升
墨

壷
熊
春

樹
金
岡
)
を
朋
他
し
た
｡

享

へ
研
究
班
か
ら
'
6
月
g3日
以

来
七
回
に
亘
る
研
究
成
果
の
報
告
が
あ

っ
た
.

報
告
嘩

朝
拝
嚢
の
取
扱
い
に
つ
い

て
脇
息
が
行
わ
れ
た
p
そ
の
際
､
研
究

耕
即
か
ら
'
合
同
協
鼓
金
へ
件
宿
対
策

奄
舛
金
が
確
守
丁
る
何
に
'
｢野

川
池
｣
に
馳
す
る
協
房
へ菜

に
つ
い
て

は
へ
意
見
套

貞
義

､r特
別
な
用

地
｣
申
出
考
と
の
胤
で
粟

の
胎
齢
を

行
い
た
い
旨
の
拙
策
が
あ
り
'
了
肇

-

<
tJ.

そ
の
転

爪､
意
見
-義

金
を
9
月
柑

日
'
訊
白
､
21
日
の
3
日
間
に
冒
す
桝

惟
す
る
こ
と
に
し
た
｡

10
月

4日へ狂犬香
山
会
を
鵬
他
し

｢特
別
な
糊
地
｣
に
鵬
す
る
協
定
兼
業

の
意
見
宗

全
の
籍
山小に
つ
い
て

研

卯
琴

海
昏
嘗

ノけ
た
'(別
掲
rF
!

琶

足
芸

見
交
換
貞
洲
催
さ
れ

る
｣
の
配
申
琶

畜

舎
帖
こ
れ
ら
の
宕

爪字
やま
え

合
同
協
帯
金
に
協
定
策
を
胡
告
､
今
後

の
対
応
節
に
つ
い
て
押
葉
す
る
こ
と
に

し
た
｡

◇

農

業

対
策

委

且
会

献
茶
対
煎
真

金
は
'
8
月
31
日
'

9
月
16
日
の
二
回
に
わ
た
り
､
拡
天
寿

良
金
(芸

研
葺

義

対
熊

奔
舛
4
]周
)
を
鵬
価
し
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
Ⅶ
甫
壁

研
警

良
策
の
あ
っ

た
｢鎚
合
点
他
案

川の
た
め
の
協
定

*
(莱
)｣
を
た
た
き
世
と
し
て
'
検
肘

之
行
っ
た
｡

検
討
の
長
山盲
と
め
ら
れ
た
協
定
案

の
骨
子
は
次
の
通
s
tq

川

架
台
席
地
の
利
用
重

用

-.)脱
/).

仰

雑
合
悪

の
周
田
に
区
警

固

す
る
即
急

す
る
.

切

梁
4
]】震

内
に
篭

広

霞

の
研
整

い
.

川

兆
急

に
お
い
で
は
'
み
だ

り
に
耕
作
を
軟
禁
し
て
､
他
の
耕
作

逝
に
迷
警

か
け
な
い
.

糊

協
定
桝
Ⅷ
は
10
年
と
す
る
.

糊

協
定
を
迦
苧

る
た
め
に
委
員

会
を
出
軽
す
る
｡

川

十
滴
の
売
却
等
に
よ
り
'
こ
の

協
定
か
ら
樺
山
す
る
畠

'
裏

金
と

協族する.

こ
の
あ
と
､
黄

金
は

'この
協
定

策
に
つ
い
て

広
く
､
集
合
歪

曲

名
の
畢

字
っ
る
必
琴

と
L
J

10
月
6
日
に
堂

を
㈹
叫
す
る
LJ
と

そ
釈足
し
た
.

◇

畜

産

閉

居

研
究

部

会

10月
17
日
'
畜
罵
倒確
研
益

虫
は

地
区
内
畜
産
鹿
家
'
北
灘
協
用
攻
部
聴

4
.
公
tES補
償
部
搬
舛
'
横
浜
市
耕
政

局
親
政
蔀
職
幽
及
び
郡
市
抗
仰
后
特
化

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
藍

収
I
の
出
席
の

もとに古竃
の卓攻

に
つ
い
て
の

意
見
裏

金
姦

し
に
.

羊

､
公
団
か
ら
､
公
団
と
し
て
の

写
九
万
が
郡さ
れ
た
.

r帯
繋

兼
に
つ
い
て
は
'
人
畜
l

体
の
枝
雀
形
態
か
ら
み
て
､
正
等

垢

以
外
等

Tか
し
い
.

類
題
薦
止
和
博
に
つ
い
て
は
'
鷺

の
満
会
2
年
で
あ
る
が
'
と
く
に
'
こ

の
篭

で
は
3
年
の
補
等

す
る
つ
も

り
で
い
る
｣

震

､

｢水
耕
附
に
挙

る
と
丁
九
は
'

桝
監

内
妻

棟
内
だ
と

骨

ノ.
い
ず
れ
に
し
て
も
'
法
的
に
乾
の
ら

れ
る
と
i
Jつ
こ
と
で
あ
れ
ば
'
協
力
し

た
い
｣
嘉

べ
た
｡

こ
れ
ら
の
見
解
の
宏
明
字
っ
け
て
'

種
々
議
婦
が
か
わ
さ
れ
た
が
'
こ
の
会

合
で
は
次
の
卓
ンに
架
的
さ
れ
た
.

北
t
等
格
牧
部
が
各
高
密
欣
才
の
意

向
最

終
k

そ
の
帯
向
賀
ノけ
て
'

公
団
島

が
対
称
す
る
.
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庸一がふ3ヒいいな

じ何十)J<ヽ′

曾っ雪フ昏り
曹〟r;3ヒいいult･'

ふいL'率′か-/!C･ってく3ヒいい乍

つSたくし-んと

やってく3ヒいいな
み3まiIネ3声il

ビっこくか8ビっ,JtかY)

ttt7台サにつもフて

や

っ

て

く

3

ヒ

い

い
な

弁
京
か
じ

か
ん
で

サ

宙

が
す

か
す

か
で

サ

ぶ

3

っ
と

び

レ

フ

S
,

頼
っ
て
く
･q
ヒ
い
い

な

A7
.
..

:

..
:i
-

曾フ官り一考すっ

管.6ふ･･bヒいいur･

ふいに菅か･̂やってく3ヒいいな
<作者頼介>

山田今次(やまだいまじ)

仲人｡市内西区に在住｡

おもな持継に｢行く手｣｢手帖｣｢で

っかい地図｣などがある｡
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- 新 年 の あ い さ つ-

継
北
ニ
rt
-
タ
ウ
ン
地
域
の
皆
様
､
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
｡

継
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
経
過
迎
絡
仏
紙
金

(経
過
協
)
で
は
'
昨

年
も
合
同
協
続
会
葬
且
を
始
め
各
-2
E:番
艮
'
研
究
仰
会
見
の
唐
様
の

竹
身
を
惜
し
ま
な
い
御
協
力
の
も
と
に
'
エ
群
ス
ケ
ジ
rt
-
ル
や
生
活

対
姫
な
ど
数
々
の
朋
周
に
取
組
み
成
典
を
あ
げ
て
参
り
ま
し
た
｡

お
蔭
様
で
造
成
工
事
も
可
成
ク
の
過
抄
を
み
ま
し
た
し
､
帝
1
1地
区

で
は

｢仮
換
地
の
供
覧
｣
も
終

り
ま
し
た
｡
本
年
の
初
め
に
は
弗

1
地

区
に
お
い
て
･,p
ま
た

｢仮
換
地
の
供
究
｣
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
し
.
工

事
の
速
度
も

1
届
進
む
も
の
と
期
待
し
て
お
-
ま
す
.

し
か
し
工
市
が
本
格
化
し
て
き
ま
す
と
そ
れ
に
伴
っ
て
い
ろ
い
ろ
新

し
い
脚
旭
が
出
て
く
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
.

私
ど
も

r推
進
協
｣
と
し
て
は
'
今
後
も
地
元
'
市
'
公
団
の
三
者

が

一
体
と
な
っ
て
'
今
ま
で
以
上
の
協
力
体
制
の
も
と
に
非
業
の
経
過

を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

新
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
'
幸

多
い
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
し

て
年
所
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
｡

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
推
進
連
絡
協
穣
会

会

長

続

橋

一

男

皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
.

新
年
の
初
頭
に
あ
た

一
首
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
｡

昨
年
を
か
え
り
み
ま
す
と
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
本
業
経
過
連
絡
協
依

会
を
中
心
に
工
事
ス
ケ
ジ
Tl
-
ル
'
補
償
聞
喝
､
生
活
対
鞭
'
農
薬
対

鞭
等
々
に
つ
い
て
協
議
が
韮
ね
ら
れ
'

1
方
､
公
団
で
は
'
こ
の
耶
業

の
土
台
と
な
る
仮
換
地
の
供
発
も
昨
年
十
月
か
ら
弗
こ
地
区
を
皮
切
り

に
過
め
ら
れ
､
事
業
促
通
に

l
渉
机
過
い
た
し
ま
し
た
｡

こ
の
こ
と
は
､
市
'
公
iElと
共
々
'地
元
の
皆
様
方
の
こ
の
水
薬
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
深
く
感
桝
致
し
て
お
り
ま
す
｡

本
年
は
'

工
事
面
碑
も
更
に
拡
大
さ
れ
'
地
域
の
皆
様
方
の
中
に

は
'
工
事
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
と
影
響
を
う
け
ち
れ
る
こ
と
も
多
い
と

存
じ
ま
す
が
'
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
雄
牧
の
意
義
と
工
称
の
早
期
完
了

の
た
め
に

1
層
の
ご
協
力
を
お
析
い
い
た
し
ま
す
｡

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
､
新
鮮
を
和
親
に
新
た
な
決

慾
を
も

っ

て
.
閑
適
柿
事
業
を
は
じ
め
林
業
経
過
に
鋭
意
遭
遇
い
た
し
ま
す
こ
と

を
誓
い
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
｡

横
浜
市
布
市
立
柵
局
長

措

狩

剣

正

新
し
い
年
を
迎
え
､
蛙
ん
で
年
頭
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

今
年
は
午
年
で
す
｡
う
ま
は
飛
脚
を
現
わ
し
ま
す
｡
港
北
ニ
Tt
I
タ

ウ
ン
開
発
事
業
も
今
年
は
さ
ら
に

一
層
事
業
促
漣
が
飛
躍
す
る
年
で
あ

る
と
'
租
借
し
て
お
り
ま
す
.

昨
年
は

｢実
行
第

二

を
目
標
に
､
公
団
は
約
束
し
た
こ
と
に
つ
い

て
'
可
能
な
限
り
実
施
し
ま
し
た
｡
即
ち
先
行
造
成
地
の
並
地
工
事
.

工
事
用
道
路
'
雨
水
幹
線
の
築
造
等
の
工
都
の
発
注
'
ま
た
換
地
計
画

も

｢特
別
な
用
地
｣
の
調
整
を
経
て
'
予
定
油
=1
十
月
か
ら
換
地
の
位

匿
に
つ
い
て
の
駄
犬
を
開
始
し
'
炎
の
後
項
印
に
進
ち
よ
く
し
て
お
-

ま
す
｡
こ
の
1
年
間
で
い
ろ
い
ろ
と
成
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
'

め
､
惜
輔
出
来
糾
る
様
に
な
っ
た
こ
と
'
こ
れ
が
何
に
も
ま
し
て

l
大

過
渉
で
あ
る
と
佃
じ
ま
す
｡
今
畔
は
従
来
の
工
群
を
文
に
拡
大
す
る
と

共
に
'
先
行
埠
成
地
に
関
迎
す
る
道
路
'
排
水
等
の

エ林
に
ガ
手
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
｡
補
依
関
係
に
お
き
ま
し
て
は
'
家
島
移
転

を
は
じ
め
諮
産
経
営
者
の
倒
題
､
生
活
再
姓
の
脚
雌
等
将
力
的
に
対
処

し
て
い
く
考
え
方
で
す
｡

公
団
は
年
頭
に
あ
た
り
'
決
意
を
新
た
に
し
､
全
力
を
傾
け
る
所
存

で
す
の
で
､
皆
様
の
御
協
力
を
お
類
い
敦
し
ま
す
｡

日
本
住
宅
公
EE
港
北
開
発
局
長

□最
的
LJ
恨
也
を
削
り
下
げ
る
中
か
ら

耕
光
の
〝萎
D
〟
に
対
ん
る
巾
別
や
期

待
晶

っ
て
爪
け
れ
ば
と
心
い
手

.

<

軸
北
ニ
ュ
ー
タ
リ
ン
皿
血
絹
糸

の
恥
が
出
て
､
.賀
ノ十
何
年
も
た
っ
て

い
景

'
と
か
く
私
た
真

性
と
い

う
の
は
如
月
の
斧
邸
に
氾
わ
む
し
香
ヨ

に
身
近
に
挙
り
な
い
と
尖
略
が
わ
か
LJ

い
の
ね
.
現
在
に
な
っ
て
'
器

に
山

林
が
伐
採
さ
れ
退
場
工
砂
菅
臼
の
あ
た

り
に
見
た
り
'
忙
揮
移
転
間
雌

が起っ

た
り
し
て
'
本
当
に
い
よ
い
よ
身
近
に

迫
っ
て

来た
の
だ
H･tと
い
う
の
か
実
感

で
す
.

d

先
日
へ
私
た
ち
誹
ケ
崎
の
婦
人

部
で
'
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
甘魚
肉
の
工
申

嶺
岬
を
ハ
イ
キ
ン
グ
を
搬
R
]
か
ら
捗

い
て
贈
っ
て
き
た
の
P
す
が
i(変
A
巧

に
な
り
鼓

した
.
学

に
住
ん
で
い
て

も
な
か
L<
加
見
て
藁

も
ハ甘
く
､

本
当
に
句
意
碧

桶

志
し
ま
し
た
.

(
1
同
､
破
く
う
苧

)

U

4rま
で
も
申
端
に
つ
い
て
の
一泊

拓
は
伺
皮
と
〃†く
.つか
が
っ
て
き
た
こ

と
で
､
も
っ
と
早
く
か
患

し
て
お

く
ペ
責

と
い
う
こ
象

っ
て
い
る

の
で
す
が
'
や
は
り
現
共
に
切
通
し
.a

い
与
で
の
気
に
な
ら
Lt
い
で
す
ね
.
荊

近
に
な
っ
て
野
心
塞

く
持
つ
よ
乏

h

LJ
り
ま
し
た
.

D

ハ
イ
キ
ン
グ
で
触
っ
て
み
て
t

rな
る
は
γ
天
真
な
裳

な
ん
蛋

｣

長

め
て
感
じ
ま
し
た
.
身
近
に
い
Ll

か
ら
'
今
ま
で
あ
香

に
知
ら
な
す
き

た
と
反
望

し
い
る
と
′六
一で
す
.

基

ロの
憎
さ
ん
の
お
先
持
ち
は

わ
か
り
声
レ
た
が
､
こ
こ
で
ち
上
つ
と

悦
癌
を
琴
入て
'
短
日
の
件
宿
の
塊
と

し
て
の
〝量

〟
霞

さ
ん
の
子
供
の

頃
の
姿
､
現
在の
姿
'
そ
し
て
将準
｣

う
あ
った
ら
と
い
う
よ
う
に
分
け
て
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡
例
え

は
､
並
び
を
通
じ
て
の
ヰ
と
も
の
任
議

に
関
し
て
と
か
｡

遊
び
場

に

〟
創

造

〟
を

特
に
地
元
の
皆
様
と
公
団
と
が
林
業
を
通
じ
て
､
お
互
い
に
岱
熊
を
深

発
仙
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
馳
_拙
著

n良
太
梅
化
す
る
申
V

こ
れ
ま
で
ご

ま
畦
の芯嘉
仰
の
方
々
に
あ
畳

紙
は
警

L
H
妻

か
っ
た
こ

と
も
あ
り
'
こ
の
此
'
ご
婦
人
に
よ
る
琴

仰成
金
菅
肌
Ⅷ
しま
し
た
.

お
娘
ま
り
ESい
た
の
は
'
欝

茅
ケ
船
町
の
ご
婦
人
の
力
カ
で
す
｡
み

な
一tん
堕

附
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
純
殻
拍
車
惣
剃
る
た
め
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

区
城
内
の
エ
群
別
湖
暴

い
て
甲
P
爪
た
sh､
こ
r4-
タ
ウ
ン
氾
以
粘

丑

ご
ら
ん
に
な
っ
た
少
'
い
ろ
い
ろ
畠

に
読

売

て
い
手

.
I
R
.

蔑

工
印
も
以
張
仏と
こ
ろ
で
始
ま
っ
た
こ

と
に
つ
考

そ
れ
に
伴
う
期
待

と
不
軍
も
抱
い
て
お
ら
れ
る
と
お
も
わ
れ
ま
す
.
そ
こ
で
自
任王

者
虹
に
感

じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
や
将
来
の
〝ま
も
″
に
対
する
希
望
や
納
得
を
ご
薮
底

の
主
婦
の
轟

か
畠

っ
て
頂
き
声
.左

.

-

梢
き
ん
へ
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
来
す
｡

昨
呼
は
野

t地
区
に
お
い
て
僻
現
地

の
爪
先
が
行
わ
れ
へ
本
咋
妹

一拍
鑑

と
い
う
l卓
ノに
'
棚
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

処
改
郁
男
も
い
よ
い
よ
本
給

に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
'
夢

あ
も
の

は
六
匹
息
の
妓
い
仕
群
で
す
.
ま
も
の

肇

差

Tt(る
だ
け
で
.む
同
年
も
か

か
り
ま
す
.
声
し
て
､
そ
こ
に
人
力
が

住
み
へ
ま
ち
の
〝
こ
こ
ろ
〟
と
い
っ
た

も
の
が
つ
く
り
ト拝
ら
れ
る
に
は
､
親

か
′琴
丁'
了
か
′M森
へ
と
同
性
代
に
も

わ
た
る
桃
秋
が
必
鞘
で
し
ょ
う
.

そ
こ
で
'
訊
拓

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

蚤

内
に
侶
琶

凋
光
の
ま
も
の
鯉

に
も
な
り
'
ヰ是
､
iSの
仲
代
へ
伝
え

て
ゆ
<
我
床
i
Lbd
皆
亡ん
､
ご
婦

人
の
方
Jrの
深
い
ご
馴節
と
ご
解
刀
な

く
し
て
'
申
邦
の
護

は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
.

末
日
は
､
以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
'

ご
姉
人
の
素

魚
日
g

員
の
あ

た
り
に
し
て
封
近
に
感
じ
て
お
ら
れ
る

d私たちの若
の篭び

患

っても洲にこれといrたFtZ

培

か
っ
た

けくまわりに∩然が

沢
山
あ
っ
た
わ
け

で丁よ.ですから

E]兜
比
っ
て
い
る
も
の

義
川してみ

た
り
､
GI:分
た
ち
美

し

で劫びま

し
た
trQJ
肌
え
は
プ
ラ
ン
三

つ
と

っ

て
も
今
の
よ
う
に
で
き
上
っ
た
妖
付
の

も
の
で
ヴ
＼芥
の
枚
に
自
分
た
ち
で
細

を
か
け
て
プ
ラ
ン
コ
に
し
た
り
し
ま
し

た
で
し
ょ
.

IJJ
そ
う
ね
.
4｢の
子
と
も
た
ち
は

既
刊
の
亨
入
ら
れ
た
も
の
で
並
ぶ
こ
と

に
馴
れ
て
し
ま
っ
て
'
内
分
LJも
で
並

び
空
丁芙
す
る
こ
と
が
で
竜

く
L<
つ

て
い
る
切
で
す
勾

で
す
か
ら
.
私
た

る
む
糾
義

に
√
♪
も
の
こ
真

え
る
な
ら
'
も
の
を
毒

-る
の
で

は
な
い
か
と
i
･つ
こ
毎

え
畔
し
て

み
る
必
加茄
あ
り
慕

<
そ
毒

ま
も
の
准
曲
と
し
て

の
児
翠

川肌に
し
て
夫

人
の
日
か
ら

フ
ラ
ン
コ
'
ス
'(
リ
LUと
い
っよ
う
に

琶

き
れ
い
に
Lj過

ぎ
て
し
ま

っ
て
'
r書

た
ち
が
灘
に
は
ま
った

琴

しか
で
皇
な
く
な
っ
て
も
困
る
わ

也
.11

や
は
り
'
-.i′レ.も
と
い
う
の
は

大
人
か
′M
あ
れ
こ
れ
意

義

け
ち

れ
て
rU
･つ
し
て
北押
な
さ
い
｣
と
指

示さ
れ
た
卓
っな
逝
び
で
は
盃
∃の
帯

びは
LJ
い
ん
じ
ゃ
L･'い
.
亨

も
に
と

っては
｢
こ
こ
で
は
阿
哲
や
っ
て
も
い

いので
す
よ

｣
と
革
っ
と
し
㌦j
Le
に
子

リも
は
言

t･lり
に
等
凡
て
､
泥
ん

こ
に
な
っ
て
遊
ぶ
ん
で
は
LJ
い
か
し

ら
.
そ
の
た
め
に
は
つ
く
ら
れ
過
ぎ
た

も
の
で
は
な
く
'
自
然
菅
多
く
期
し
た

も
の
が
欲
し
い
で
毒

こ
れ
は
六
人

の
井
缶
で
す
か
ら
｡

tD
共
僻
耳
と
も
の
豊

の
計
凶

に
し
て
患

す
る
の
は
六
人
で
､
志

当
に
雷

が
欲
し
か
っ
て
い
る
■V
の

か
と
ち
,か
'
わ
か
一搾
■い
で
し
･.t.
P

を

､
予

も
の
迦
…日放
に
何
か
あ

っ
た
,艮

い
の
か
と
い
嘉

の
軒
雌

に
つ
い
て
は
､
で
き
れ
ば
蘇

嘗

た
ち
の
赤
見
を
中
心
に
し
て
即
凶
を
止

め
ら
れ
れ
ば
患

い
手

.
そ
.っす
れ

喋
十と
も
た
ち
に
も
自
分
た
ち
の
も
の

だ
と
5
,.っ
愛
書
心
畠

る
で
し
ょ
う
｡

H

艮
近
'
フ
ィ
ル
ド
=
ア
ス
レ
チ

ック
ス
が
盛
ん
で
､
そ
の
も
の
は
大
変

良
く
で
き
て
い
る
し
楽
し
め
る
か
も
し

れ
ま
ザ
ル
が
､
す
べ
て
の
血
で
つ
く
ら

T港北二ュ-タウンではlIあふれるtか/L術をめ
ざし公同池川とい､うべきだIiuが那l旭Lく53h.
第2地lモq2lTJl阿されてい生す.地LXrlにa.h'･
るナぐれた牡Jk林や竹林をできるかぎl)班十形で
紋別され､輔は10-JO..瓜 ､とこT'は小川(せ
せらぎ)が流れる憩いのLL叫になることでしょ
ラ.

42



31-ll昭p和11年 1月

れ
過
ぎ
て
い
て
､
か
え
っ
て
並
び
と
し

て
は
良
く
で
嘉

ぎ
て
い
る
感
じ
で
す

い
.U

子
と
も
の
た
め
に
は
身
近
な
と

こ
ろ
に
風
樹
館
も
欲
し
い
で
す
ね
ー

今
'
1悉
近
い
の
は
警

ん
で
す
ー

小
さ
い
量

り
に
も
い
け
ま
せ

ん
t

私
の
場
合
､
現
か
サ
ー
ク
ル
を
つ

く
っ
て
臨
月
へ
何
冊
か
ま
と
め
て
借
り

て
き
て
見
せ
て
い
蒙
す
が
､
大
人
が
選

ん
で
や
る
の
で
は
b･t<
'
子
と
も
が
任

搾
手
に
と
っ
て
見
ら
れ
る
し

借
りる
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
へ
Ph
'に
図
古
紙

が
あ
っ
た
ら
と

つ
く
づ
く
岨
い
蒙
す
.

LJ
の
よ
う
L<
も
の
は
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
が
で
慕

っ
た
ら
で
は
な
く
'
地

元
の
人
の
仕
宿
を
使
先
し
て
里
く
つ
く

っ
て
も
ら
い
た
い
ぐ

-

確
か
に
書

た
ち
に
本
を
到

っ
て
亨
九
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
な
か

LJ
か
行
轟

き
ま
せ
ん
｡
せ
め
て
園
部

虎
が
学

に
あ
っ
た
ら

そ
れ
も

背
少
吐
血
軒
館
の
よ
う
に
限
定
し
た
も

の
で
は
な
く
､
大
人
も
気
畦
に
足
を
向

け
ら
れ
る
も
の
.

秋
子
と
も
ど
畠

脊
卵
油
い
な
ん
て

怒

し
た
だ
け
で
も
凍
し
い
で
す
ね
｡

総
合
病
院

が
ほ
し
い

d)そ
れから医

縦の間
脳
で
す

が
'
私
た
ち
の
即
は
北山か
ら
鮒
医
村
の

よ
,つな
と
こ
ろ
で
し
た
.
今
で
も
茅
ヶ

崎
に
は
粥
院
に
し
て
も
給
那
所
に
し
て

も
同
も
な
い
で
す
ね
.
病
人
が
出
た
場

合
に
は
腰
ケ
丘
や
邦
横
扱
掛
奴
と
嘩
く

ま
で
出
て
行
か
な
け
れ
ば
t･t
り
ま
せ

ん
.
ま

して
小
さ
い
貢

も
や
お
年
茶

をもつ家庭では不安はつきないで

し上う
ね
｡
で
す
か
ら
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

に
は
'
足
非

総
合
病
院
を
つ

くっても
･LT.iJ[;

Il
乳
児
検
診
等

防
相
即
に
し
て

も
保
健
所
は
菊
名
で
す
か
ら
'
望

7､ 託
児
施
故
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
へ
老

い
は
軸
に
と
っ
て
は
全
く
大
変
LJ
こ
と

で
す
｡
保
健

所の
中
の
様
相
と
き

たら

あ
れ
は
､
ま
さ
に
嘉

で
す
ね
｡

快
此
所
も
下
駄
牌
宮
で
行
け
る
よ
う

に
近
く
に
欲
し
い
わ
ぬ
｡

家
か
曲
て
バ
ス
か
東
山盛

い
で
古

が
一

G

底
M
･
問
祉
施
湖
の
狩
肺
は
,

∴

]
:

∵
.
..

.
I

み
ん

な

の

憩

の

場

を

D

こ
れ
はお
年
寄
の
問
題
で
す
が

私
の
と
こ
う
見
て
い
蒙
す
と
t
BJ.Tも熱いこ括り合うみなさん(茅ヶ崎町公民鋸で)

酵
屯
所
に
逝
び
に
行
き
た
い
と
魁
い
t･l

が
烏

か
避
膿
し
て
い
る
の
で
す
ね
.

で
す
か
ら
娼
坂
に
革
し
相
手
が
掛
ら
れ

るようt･l
お
年
揃
の
た
め
の
愁
い
の
地

が
欲
し
い
で
す
ね
｡

LL･
そ
れ
は
起
非
必
弊
で
す
ね
.
敬

た
ち
も
段
々
と
年
老
い
て
行
書

す
し

切
実
に
移
じ
J竃

そ
れ
LP

ただ老人だ
け
拭
っ
て
茶

飲
み
拓
に
花
哲
映
か
す
の
も
い
い
で
す

が
'
時

には
若
い
<
た
ち
と
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
若
堪
え

るの

も必班

で､愁

い
の
勘
所
も
〝老
人
ホ
ー
ム
″
の
よ
う

な
感
じ
で
打fく
t
L
ぜ
ん
と
雷

か

･毒

人
ま
で
が
蛸
ま
っ
て
手
を

枇
り殆

え
る
感
じ
が
誘

で
す
ね
｡

d

や
は
り
'
印
揃
に
し
て
も
何
か

･3
分
lで
や
り
た
い
と
か
'
仕
岬
を
と
り

な
い
で
く
れ
と
か
あ
る
ん
で
す
ね
｡
私

の
と
こ
ろ
で
も
環
を
む
し
っ
た
り
'
鑑

い
じ
り
な
し
た
s
l
l

薫ですよ
b

そ
れ
が
､
ま
ち
か
で
き
て
'
社
費
ひ
し

る
と
こ
ろ
も
な
く
Li
つ
て
｢お
ば
泰
ち

ゃ
ん
′
岳
自
家
に
い
て
'
少
し
は
ど
っ

か
に
行
っ
て
き
た
ら
｣
だ･{

んてな
る
と

盛
っ
て
し
ま
い
ま
す
も
の
ね
c

l

高
田
の
著
入
会
で
は
'
猫
先
し

て
琴
＼
の
公
園
の
草
む
し
り
を
や
っ
て

い
る
そ
う
で
す
が
'
太
当
に
そ
れ
か
果

し
呑

ん
で
す
っ
て
ね
.

青

空

の

下

で

買
物

を

A
それから
私たち'とかく自

然
､自然と老いL･{が宅

やはり

女

のt-′嶺
からですと､お門物に便

利
LJのも
lつの魅力
ね.お店がす

ら
っと並んでいるレ.適
ぷt51jび炎し

みがあ
り暮
す.現在'ふだんの門

物でさ
え朋曲
の方
へ出
Liければな

りませ
ん｡大貴な
摺物ですと横沢

に出かけて
いるのですが'あそ
こ

は人が多くて､ゆ
っく
りシ
ョッピ

ングがで卓な
いで絞れるばかり.

ニュータウンは､雷

を公園

に培はぜておいて'ゆ
っく
りシ
Tq

ッビングが出来
るような
も
の
に
な

ったらと思います.

U
店が並
ぶのも
いいです
が
'

そ
の中
には木立にベンチが赴い
て

あ
った
りして､ゆ
っくり休むこ
と

がで主為
,+JLtゆ
とり拳
@まもも

必班ですね｡

dl
私も即物で棚沢駅西
口に出

かけるのですが､あ
の地下街はお

店､品
数では申し分ないのですが

何.)Or人が多くて況雑が赦し
い

で亮

まLで由
入
口もよくわか

蓋

の,+つで､もし胸甥でも
あ
っ
た
ら
と
も
の
す
ご
く
不
安
LJ
気
持

ち
に
な
り
ま
す
.

で
す
か
ら
へ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は

〝野
窯
を
見
L･tか
ら
出
物
が
で
き
る
″

き
っ
LJ
こ
と
是

非
孝
凡
て
頂
き
た
い

()T
L
T.

-
-･タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
に
し
て
も
'

駅

飢･近隣
セ
ン
タ
I
に
し
て
も
'
皆

苧

んの家
底
か
ら
家
族
迎
れ
で

横道
を

通
っ
て
い
っ
て
蚊
物
が
で
き
る
よ
フ
な

大
き
な

針樹は
あ
る
の
で

すが
､

これ

牧
利
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
､
ご
榊

<
の
皆
さ
ん
力
の
お
目
総

見
が
必
姓
で

す
.L･I

U
げtから柿Sに感じ
て
い
る

旧
雌
と
し
て
家
庭
か
ら
吐
壬由
さ
れ
る

Tl～[な
ん
で
す
.
す
み
れ
ケ
丘
で
伽
い

た
こ
と
P
す
が
､
人
ロ
が
噂
見
た
の
で

地TxJで災機場所を咽
や
そ
う
と
し
た

の
で
す
が
維
も
が
自
分
の
家
か
ら
そ
れ

を
嘩
く
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
'
結
局

帝
兄
が
ま
と
ま
ら
ず
'
も
と
の
一等
ま
で

終
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
｡

<

自
分
た
ち
の
身
近
な
ゴ
I,Fの
塊

弼
地
点
の
奴
定
に
つ
い
て
で
さ
え
T]タ

ゴ
タ
す
る
の
は
へ
隣
近
所
の
つ
き
あ
い

ショッピングモール (X物公Eq)

港北ニュータウ/の商店街は,東にわずらわさ
れることなく安心してPE物ができるように.歩行
者叩用iE掛 二面して計画されています.そのうち
ダウ/センターなどの道順が広いところでは.維
磯をした りペンチを旺いたりして､公Egを散歩す
る気分で楽しくンコ･′I:-/グができるようになる
'T.し上うdまた上Eglのように店舗の l階部分を後
退させてヒサノにすれば,雨が降っても使利です｡

が
う
ま
く
い
っ
て
い
Lj
い
か
ら
で
は
Ld

い
で
し
ょ
う
か
.
日
朝
か
ら
近
所
つ
き

あ
い
が
否
に
u･1
つ
て
い
れ
ば
､
お
互
い

に
打
ち
解
け
て
準
k
ロう
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
よ
.

J

ゴ
(,Fと
は
.打
って
も
'
中
に
は

ま
だ
十
分
噂
見
る
も
の
も
不
用
だ
か
ら

畠
て
て
し
き
つ
こ
も

あ
り
ま
す
け

ど
'
餅
近
所
の
つ
孟

い
が
あ
れ
ば
お

互
い
に
璽

コ
っ
て
再
利
用
す
る
こ

も
で
き
ます
し
ね
.

H

そ
れ

と収
碓
方
法
で
す
が
へ
諜

京
の
多
摩
で
は
桁
で
コ
ン
テ
ナ
方
式
の

ゴ
rIJ和
島

い
て
'
定
期
的
に
空
の
Tl

(,(箱
と
収
り
撃
凡
て
ゆ
く
や
s
l万
か
さ

れ
て
い
る
様
な
こ
と
を
聞
き
ま
す
か
こ

の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
も
央
軌
を
そ
こ
な

う
こ
と
の
な
い

様な新しい
方
法
を
耽

り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
糊
持
し
享

.

-

Tlr,Fの
間
雌
を

め
て
東
端
を

維
持
し
て
ゆ
く
た

めには
'

やはり人

間
関
僻

が非常に
大
切
だ
と
思
い
ま

チ
.
ま
し
て
､
こ
れ
か
ら
新
た
に
移
り

住
ん

でくる人
た
ち
と
の
近
隣
側
僻
を

と
の
よ
っ
に
沈
め
て
い
く
か
は
血
大
な

闇
梅
だ
L
t
震
度
肇
の
す
か
る
み
LJ
さ

ん
方
ご
婦
人
の
刀
に
か
か
る
比
哲

大

き
い
と
思
い
ま
す
｡

婦

人

の

ま

と

ま

り

を

d)償塊を良くh.t定
めには､

や

はり新しいまちに対しては新し

い

まもに任び人たちの孝九万とし

て

'争んなで良いモラルをつくり

出していくこと､また'それがみ

んな自分たち自封のためにもt･lる

という意軌にまち全体をもって行

くこし′か必弊でしょうねt

u
ですから私たちもニュータ

ウンにふさわしいように憩油を変

えて行く中で'みんなで挺し合っ

てゆく宅勢が大帝なのではないか

し
わ｡例えばTl,/Fの閏確にしても

燃えるもの姦
えはいもの菅地域

ぐるみで分けて袋血回収す
る
と

か､私た真
土姉のち･.{つと
し
た
工

夫でLiんとか'dることも
あ
り
ま
す

から.A
やっぱり'そう
す
る
た
め
に

は婦人部の猿
を泡
箱
に
し
て

'お

隣り同志晒し合いを
も
っ
て
､
自
分

たちのものは自分
た
ち
で
処
理
し
て

ゆ<公共精神老巧
て
て
ゆ
く
よ
う
な

阻魚をつく
って行
か
ね
ば
な
り
ま
せ

んですね.
D
ニュータ
ウ
ン
に
つ
い
て
も
'

むっ義
tE
毒

し農

す
る
こ

とが大切だと
思
い
土手
t
です
か
ら

今後は'できるLJらば他のニュ
ー

タ
ウ
ン
へ
も
行
っ

てみたい
で
す
g

LLL
ゴ
ミ
で
す

とか'子
と
も
の
生

活
で
す
と
か
'
近

所づきあ
い
で
す
と

か
私
た
ち
に
脚
併

ないでは
す
ま
さ
れ

な
い
こ
と
で
t
や

はの象底
を
守
る
私

た
ち
主
肘
が
ま
と

まらLJいと
地
域
と

し
て
も
'
ま
と
ヰ

FDLtいでし
ょ
う
q

d

や
っ
ぱ
り

､今年九で
い
る
私

た
ち
が
し
っ
か
り

して､険か
ら
来
る

人
々
を
引
っ
ぼ
って
い
く
ぐ
ら
い
の
気

持
ち
が
欲
し
い
で
す
ね
.

U
何
し
ろ
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
私

た
ち
が
も
と
に
な
る
の
で
す
も
の
ね
｡

▲
ど
ち
ら
に
し
一TJも
私
た
ち
が
あ

ま
り
年
老
わ
す
丈
夫
LJう
ち
に
'
早
く

花重
盗
R成
し
て
欲
し
い
で
す

ね
｡
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琴

一地
区
の
塀
現
地
の
供
党
も
行
わ
れ
'
邦
1
地
区
の
供
覧
も
苧

行
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
へ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

串
薬
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
享

｡
市
薬
が
本
格
的
に
展
開
す
る
時
朋
を
迎
え
た
と
い
う
こ

と
は
'
畜
産
兼
家
に
と
っ
て
は
､
そ
の
縫
留
の

方向
に
つ
い
て
厳
し
い
退
沢
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
'な
い
時
期
に
さ
し

か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
章
す
｡
畜
墓

対
流
に
つ
い
て
は
作
年
来
へ
推
延
協
･
畜
産
朋
魅
研

究
部
会
で
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
､

この
厳
し
い
遡
択
宅
嗣
に
､
n
<
の
畜
産
康
家
の
方
々
に
'
ご
蕃
兄
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
栗
し
た
｡

畜

産

経

営

農

家

の

視

察

を

終

え

て

(
感

想

と

要

望

)

昨年
10
月
3
日
市
内
畜
毒

口鹿
家

の視
察
及
び
態
整
六が
横
沢
市
'
住
宅

公
W

北
此
協
共
催
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
｡
仮
故
地
の
供
覧
が
間
近
と
害
わ
れ

て
い
る
時
'
今
更
の
菅

あ
っ
た
か
'

こ
れ
も
一
歩
前
進
と
思
い
参
加
し
ヰ
こ

た
｡
視
察
先
犠

阿
区
市
街
化
区
域
内

の畜窟家と転業家であった｡

草'軽罪されたⅩ氏と約三十

分ご春兄を伺ったがK氏のT百薬が

非鞘に胸を打った｡日く｢転業す 栗

原

芳

郎

(養
豚
業
)

る
に
は
等

収
業
が
な
い
､
ま
た
'

信
楽
す
る
に
は
相
当
t･l自
己
や
金
が
い

る
L
t
対
人
槻
併
t･6ど
杜
し
い
問
題
も

出
て
来
る
｡
こ
れ
ら
を
髪

す
る
レ兼

常
は
男
刑が
い
る
｡
題
漁
を
賢
兄
は
自

己
の
職
邦
を
続
け
ら
れ
る
人
は
牽
揃

だ
｣
と
奮
う
こ
と
だ
っ
た
｡

卓是'
現
在
も
総
革
さ
れ
て
い
る
三

氏の共通した
ご
意
見
菅
野
約
す
れ
ば

｢我々にはなんの取
り
柄
も
L･{
い
､

これしか生きる道はL･1い
'
罪
は
や

る気1つ｣と革っ串だった｡
特
に

は後にお妨わしに方は終峨後'現

地に入植され尾灯もLJ<カンテラ

で日何を過ごし､鰍1つで山林を

関金されて璃賭場を作られ今日に

至っておられるとの帯'それが現

在'近隣は住宅地と化し当然の紹

邦として公等相磯1P蔦情が許せら

れるとの串です.
しかし､この楼也著の方は次の

様に話されたT私は先等山

の中の1軒島だった畜産課家の有

ることを衆知で住宅を発て住みつ

いて来た人が今更菅情を革っのは

'

dんとして義憤なら.ない｡私は
絶
対
に
や
め
な
い
｣
と
怒
り
を
込
め
て

奮
っ
て
お
ら
れ
た
.

1
見
､
暴
給
と
も
尽
入
る
LJ
の
1
宮

が
'
私
い
や
1
般
若
露

営
名
の
気
持

ち
で
は
LJ
い
だ
さ
(ノか
｡
少
く
と
も
私

は
共
鳩
な
準
え
た
｡

地
域
関
苑
も
括
僻
'
喫
憩
的
な
街
づ

く
り
も
ま
た
必
紫
で
し
ょ
う
.
し
か
し

L<
が
ら
､
少
く
と
も
こ
の
様
L<
感
情
を

持
つ
地
相
等
'
農
家
も
多
数
あ
る
こ
と

藁

考
慮
し
て
ほ
し
い
と
懸
っ
｡
こ

れ
ま
で
十
年
学

も
放
任
さ
れ
､
こ
の

間
区
域
内
の
膿
家
の
鳩
牡
は
は
か
少
し

れ
LJ
い
も
の
が
あ
る
｡
こ
の
上
坂

廃業

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ら
､
丼
に
雄
の
和

い
｡ま

だ
番
兇
も
対
案
も
あ
る
が
'
紙
庶

串
処
か
轟
く
轡
ん
で
奉
撃

.

ニ

ュ
ー

タ

ウ

ン

計

画

と

私

の

養

鶏

経

営

港
北
区
南
山
田
町

織

茂

保

正

確
北
ニ
ュ
ー攻
ウ
ン
研
邦
針
山
は
日

毎
に
具
体
化

さ
れ
止
展し
っ
つ
あ
り
へ

早
期
完
成
を
期
待
す
る
地
相
宅
に
と
っ

て
は
げ
は
し
い
こ
と
で
す
ご
一定
へ
こ

昨年10月3El畜産経営JL家の視察で(港南区日野町)

九に伴う詔産篠家の対頂について粥併横脚を挙げて'適脚L･t結漁が急がれて居り幸す｡この時に当って私は畜琵家の1人として､ニュータウン計曲に伴う私の対応例とその推移の慨弊蟹がLt何らか

の参考に供したいと思います.

軌換間もなく始めた私の魂粒はニュータウン針樹の先安当僻四千五宙羽糧の飼頚規供で'収入の大半を確約で占めて居りましたが'この他に区脚終世が突崩されるに及んで'傑地の利用を失い､影磯

を受ける串にLiり享｡

そこで先行桂題の去就について家篠ぐるみで触附して参りました処へ幸い盛男が璃熱継親に懲成してくれることになSl､そっした地合経世現傑菅拡大して地区外で新たに魂恐磯を恕放し､墓としの体勢で進める計凶に決めました.位卯をこの縫留に当らせる為､ます､僻雌邦様包研修朋へl畔､
続いて海外爽哲生として米国へやり'悪mT門の技術重昭研修を修

めさせました.

この間'茨城娯内股町に畑病瀬の新放毒手し'用地として二カ所を勘定'約二田歩を確伽し､邦

娘
外
挺
出
に
依
る
新
規
開
放
に
は
用

地
収
相
か
ら
茄
轟
押
掛
に
至
る
間
'
そ

れ
は
大
牢
仏
語
労
の
連
続
で
し
た
が
､

こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
私
は
将
来
の
生

砥
加
計
に
煎
繁
が
持
て
る
感
じ
が
放
す

よ
う

になりま
し
た
｡
こ
れ
は
後
継
名

を
柑
た
砂
に
も
過
旧
し
蒙
す
が
､
将
来

と
も
邸
5兆
の
私
大
那
智
等

ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
計
凶
に
何
ら
の
支
脚
も
LJ
い
方

向へ碓英
に
推
進
し
て
行
き
た
い
と
胤

I,
き
丁
.逝

成
後
の
換
地
に
つ
い
て
は
'
そ
の

利
〓
区
分
に
従
い
島

に
則
し
た
有
効

利
川
を
糊
し
て
屈
り
ま
す
｡

邦
市
近
郊
で
の
畜
墓

に
は
数
多

い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
空
事
す
｡
し
か
し
､

開
発
と
畜
産
に
は
相
反
す
る
軍
票
が
含

ま
れ
て
居
S
(
血
気

､
簸
百
㌧
水
の
汚

湖
畔
同
ら
か
の
公
g
]喜

ば
す
結
災
と

な
り
ES
い
と
思
わ
れ
ま
す
｡
で
す
か
ら

神
奈
川
脹
内
の
大
手
焚
私
家
の
皆
苧
ル

も
孤
市
化
を
難
曲
に
千
琴

茨
城
'
群

馬
格
保
へ
と
賑
艦
卵
を
吸
っ
て
席
ら
れ

ま
す
｡
か
つ
て
脹
内
成
約
羽
軟
五
首
五

十
万
羽
と
革
の
れ
て
い
た
も
の
が
現
在

で
瞳
十
数
に
減
少
し
て
屠
る
状
況
で

す
｡
市
街
化
を
さ
け
船
外
へ
'
或
い
は

整

版
牧
へ
と
形
価
を
琴
見
て
行
っ
た

こ
と
も
串
爽
の
よ
う
で
す
｡

商
産
を
職
邦
と
し
て
将
来
と
も
継
続

す
る
祖
に
境

地に移行す
る
革
が
安

定
に
つ
汀{が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
｡

養

鶏

経

営

を

廃

業

す

る

に

あ

た

っ
て

港
北
区
牛

久
保
町

岡

本

常

男

私
が
拝
熱
板
留
を
始
め
て
'
十
t
牢

と
革
っ
年
月
が
た
ち
声
し
た
｡
私
は
LJ

の
燕
把
捉
笹
に
1
生
を
尽
す
つ
も
り
で

し
た
ぐ
こ
の
話

(噂
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

知
出
刃
東
)
苧
久
L<
け
九
は

〝噂
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
″
確
か
'
こ

の
話
を
耳
に
し
た
の
は
'
私
が
銀
狐
経

旬
を
始
め
て
二
'
二
牢
陳
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
｡

その
時
｢向
放
今
に
な
っ

て
｣
と
懸
っ
た
｡
こ
の
話
が
二
牢
早
け

れ
ば
､
私
は
今
に
な
っ
て
こ
ん
な
に
悩

む
必
畔
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

そ
し
て
三
矧
近
く
の
土
地
月
収
'
そ

の
締
点
で
私
た
ち
仲
間
は
､
こ
の
:
ユ

ー
タ
ウ
ン
地
域
で
の
珠
渇
望
芹
施
難

で
は
L･t
い
か
と
思
い
'
土
地
H
収
金
で

地
力
へ
移
転
で
き
る
棋
'
多
忙
な
中
を

蝦
を
さ
い
て
は
土
地
疎
漏
に
出
か
け
ま

し
た
心
神
蕪
川
娯
内
瞳
冗
よ
り
'
千
粟

収
､
茨
城
鵬
.
相
川
淋
'
埼
玉
娘
ま
で

旭
を
迎
ん
だ
が
､
そ
の
出
収
金
で
焚
杓

縫
蛍
が
出
撃
っ
る
よ
う
L･{+
兎
は
'
私

た
ち
の
琴
林
が
苗
か
っ
た
の
か
全
く
と

患
っ
て
よ
い
程
肘
か
っ
た
.

そ
れ
LJ
ら
'
や
れ
る
処
ま
で
や
っ
て

み
よ
う
､
そ
し
て
駄
目
LJ
ら
庶
邦
を
も

苧
凡
て
み
よ
う
と
思
っ
た
｡

は
じ
め

'
公民
側
は
廿読

後
蓋

量

産
抑
善
が
出
来
る
と
宮
っ
て
い
た

の
に
､
そ
の
撃

)
ユ
ー
タ
ウ
ン
区
域
内

で
の
悉
聾

蛙
園
錐
で
あ
る
と
そ
の

見
解
を
琴
見
た

私
が
巣

を
決
意
し
た
の
は
'
ま

ず

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
広
域
内
で
の
軽
質
が
不

可
鴫
で
あ
る
こ
と
｡
訳
に
､
前
述
の
よ

う
に
地
力
で
の
境
軍
も
囲
経
で
あ
る
こ

と
｡
さ
ら
に
今
の
鶏
舎
台
休
が
古
く
な

り
'
改
良
を
L
LJ
け
れ
ほ
な
ら
LJ
い
こ

と
｡
雌
後
に
1
番
大
串
な
の
が
'
目
の

前
で
エ
市
が
始
ま
っ
た
場
合
へ
鶏
に
対

す
る
恐
彬
廿
が
多
大
で
あ
る
こ
と
｡
畜

産
の
中
で
祖
ほ
と
故
奨
仏家
畜
は
い
汀
6

い
｡

物
を
持
っ
て
通
れ
ば
勿
翰
'
胴
を

琴
見
た
だ
け
で
も
黒
く
'
ま
し
た
工
串

の
取
替
'
地
響
毒

で
'
産
卵
は
低
下

す
る
し
､
t
空
け
れ
ば
附
満
を
起
し
て

死
ん
で
し
ま
う
｡
以
上
の
点
で
､
私
は

粟

を
決
意
し
ま
し
た
｡
否
､
決
意
し

た
の
で
は
LJ
く
'
決
意
せ
ざ
る
を
掛
LJ

く
な
っ
た
と
菖
っ
た
方
が
正
し
い
で
し

ょ
う
｡

し
か
し
'
索

す
る
か
ら
に
は
､
そ

れ
t･6り
の
条
件
が
あ
安
手
す
.
席
果
せ

ざ
る
を
樹
な
く
な
っ
た
串
偶
を

考
慮
し

て
'
そ
れ
な
り
の
誠
意
を
公
団
柳
が
示

し
て
欲
し
い
の
で
す
.
そ
れ
も
鶏
に
懸

影
響
を
与
え
る
こ
と
の
t･{い
様
'
近
く

に
エ
帝
が
始
ま
る
そ
の
前
に
で
す
.
万

が
1
㌧
公
団
に
取
恵
が
見
ら
れ
LJ
い
協

会
は
､
私
金
を
改
良
し
て
､
あ
く
ま
で

公
団
側
と
闘
う
つ
も
S
lで
す
｡

す
べ
て
の
鮎
で
納
得
し
て
粟

し
た

場
合
は
'
造
園
蕪
に
辞
念
す
る
つ
も
り

で
す
.
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
造
成
が
並
ん

益

金

､

ど
う
し
て
も
通
則
業
者
か
必

穿
と
な
っ
て
く
る
か
ら
で
す
.
私
も
あ

る
種
皮
の
こ
と
は
学
兄
.
四
'
五
年
前

か
ら
'
荊
薗
架
の
会
社
に
畠

入
少
し

て
い
ま
し
た
か
ら
'
そ
の
道
に
進
みま

す
｡

訂

正

先
考
胤
36
の
｢仮
換
地
の
供
瞥
堵
ま

る
｣
の
配
布
の
中
で
'
区
圃
軽
量

会
が
〝恢
毛

〟
の
｢政
策
に
邦
濃
の

な
い
旨
の
答
申
が
あ
り
ま
し
た
｡
｣
と

あ
る
の
は
t
r仮
換
地
の
供
朱
真
打
う

こ
と
に
只
巌
が
な
い
と
低
空

が
努
め

ま
し
た
)
と
お
花
び
し
釘
正
し
ま
す
.
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=
仮

換

地

の
供

覧

=

邦
1
地
区
に
お
け
る
蚊
攻
他
の
眺
蛇

が
､
fS
1
1地
区
の
供
萱

銃
声
個

柵
53
畔
2
H
00
日
か
ら
1
日
水
日
東
で

の
亮

で
恕寵
さ
れ
ま
す
.

眺
九
の
日
脚
は
日
産

屯
公
用
が
相

托
し
､
脈
雅
は
各
軸
刺
巻
と
公
19
が
佃

人
血
故
の
形
で
行
わ
れ
ま
す
｡

☆
供
覧
通
5r
日
程
等

比
叫
順
四
百
叩
方
㍍
を
轡
入
る
冠

を
l
般
覇

陀
可
棚
哲

.ド

方
㍍
以

下
嘉

併
売

と
飾

L
t
1
放
電

貨

1
粕
整

仲
を
iE
十
巾
州
で

小
舶
供
宅
地
は
即
別
に
屯
十
日
仙
P
g

兇
窯
け
い
'
掴
疋
日
の
十
日
軸
刷
に
公

団
か
ら
姐
知
さ
れ
享

.

〇
一
般
冠

(粕
区
外
藁

U
｡
)

2
月
初
日
く
ま
月
13
日

C
6
規
供
宅

地

B
E山
EB
m
3
月
14
日
～
3
月
24
日

策

一
地

区

仮

換

地

の

供

王

(2
月
23
日
)

北山mm37訂日-3日加日

岡山田附3日カ臼-3H知日
牛久仰､大棚即3H31日-1E3‖

中川即1HILn･･-1H6日

鞘は妖地相或1日7日～1月19日

粥粍地所は公団む北別海局､脱

明

･=.L.間は約l岬側を蓋化されてい

享C土足､朽定日に都合の恋い

頒合は､申肌に過払の上亦賢する

こともでき享.
☆油粕-1蛾r収供血のお知らせ
口tg_地表

白

蝶
洪
紛

糾

櫓
地
殻
か
桑

☆
K
r豆
区
の
声
兼
に
つ

いて
先に行われた琴l地区の供覧は

旧柑52年10日31日からは呼12月l

臼まで行われ､金地拙鳩の約抑%

の人々が供兜をLt公団の噛ココ甥

から脱朋墨けまLLJが､二度'

11硬にわたり公fEiに戯管状めた

人も多軟おりきしに.
この胡朋印の舶州､位比へ地形'

減炉端初茸のある人からの意見

秒鞘が約三1j!0油にP.･tりました

が､公団はこの忠地凹呼人蓋等8

月菅メドに番刀に倹肘の上､放終

的には滞法会に折る予妃です｡
☆群l地区仮換地の供itについて

望鵜は､次の･妄りです.
捕浜森区荘田町二二〇五Nr旭

日本性冨田港北仰弗f■兼凱

区師並塊KL抹
t括(九〓)蔓二八二-≡ 許

.君
恩
官
幣

昨年の#れ､嘩北ニュータウン

地域のうち'公旧施行地区令域を

余り千八百七十七ヘクタールが統

琳禁嶺としてjEの指定か痩け

ました｡(区域Eg参照)
朔洲州悦は他山52比T11山15日か

ら旧札57年11月14日までの5カ年間とL･{つてい享｡また銃淋禁止

区域内で鉄砲を撃った一望ロには'

1年以下の懲役又は五万円以下の

刑金と軍っ那州もあります.
ご3=矧の怠り柑仙仙ニrtIタウ

ン地域内には'エ申前の自然山林

がかL<りの卸接にわたってaSって

荏田中川銃猟禁止区域図

おり'この中に仲掌る他造っ

て狩琳_付朋にu･tると鉄砲が群たれ

ていました｡ひどい時に填まの

底先にまでハンクIや犬がはいり

込んできたstt公EE海相地区で工

串している作采出が流れ卵に身の

杭険を感じたり､またハンクIの

碑てた埋狂から細管ハ災になった

S)､いろいろトラブルがありまし

た.このため｢椎止別｣とし一･は危

険防止のために､一昨甲奴'銃猟

憲政笈の串刀を炊けてきま

したが､この贋野蛮親皿は革の

節刀もあって昨年の書に公団施

行地区全域喜める区域を銃猟禁

止区域に指定したh'県から迎給

がありました｡
妖婦禁墓に指定されたこ

の

横会に'噂北ニュータウン地
域
の

中で銃猟によるトラブル
が
苦

い星u蛾のご解刀
を
お
願
い
放

し手.

暮こ注意)
土地区画整理事業施行区域

内の土地を売買する方に
日本住宅

公

団

鳶縦州小瀧が搾される

と'況tE笥砦-れている+満(以

下｢旺帆の土地｣という.)喝

現在の以所か整
いことが

閤耶されている土地(伴僧山地)

を除いて下回のように新しく引出

された小山路に佃する土地(以下仮

換地｣という｡)にふり野見られ

ます｡(巷蛸=仮換地のl例)

そして｢収換地｣は+稚_〆州ihr=州

耶猫の洲_山にもとついて郎遜他行

に支脚長る物件の移舷之行い'

旅確､題Mt卜下水考の工山か 読了Lt冠としての
相
川か
叫
柑

となった帖用空卯しい-2善が
つき'その他柏は仇l州として｢仮
換地｣で琴爪されたものにより'
｢従刑の+施しに捗.糸山_出されま
チ.これを佼他処分といいます.

このように｢従例の土地｣と｢仮

換地｣と蛙雌と15;が州なりま

す｡このため故地処分までの価に

⊥地を粥Hするに当っては､児玉

と日立かあらかじめこのトモノ't.4山

肌みモよく別解した上で告を行

基があります.
1股に土地の売出が行t･lわれる

と出主は所持紬移転慧突けった

土地菅すぐに使川出撃亭すが'港

北ニュータウンのきフに土地区幽

柁
別
業

が
娼
け
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

下
は
'
土
地
の
告

及
び
こ
れ
に
伴
う

慧

は
｢旺
朋
の
土
地
｣
に
つ
い
て
な

さ
れ

i
L,中す
が
へ
災
職
に
耶萌
f7
に
Wm川

できる+確は｢恢危｣の刀なの Pす.〇供地処分例に土地の売出をされ

る方は沢の歩項に十分江鼓して下

さい.
1
㌧
死
刑
す
る
遍

の
帖施
鮎
が

t
と

の
軸
所
で
あ
る
か
晶

耽
す
る
こ

と
.

I
収
供
地
の
態

が
川
嶋
で
あ
る
か

LJいか
'

どんな
盛
和の
北
川
か

佃川かtr柑別t･l
川
他
｣
で
あ

るかfdいか鞘です
.

2'･;卯鉛が徴収さ
れ
る
予
定
の
恢

供地であるかない
か
を
確
紀
す
る

こと.1織目'その場
納
金
を
兜
王
が
支

払うか門主が
･N払
･つ方
P
紛
争

が起きること
か
あ
り
手

.

2､恢換地がWm
川で
普
㊤
特
別
は
何

締切の烹化か
か廠
比
す
る
こ
と
.

1､収現地墨
に
分
飾
し
て
質

す

る場合
は
'
分
割
後
の
麗

朋
僻
を

ハッ
キ
リ
さ
せ
る
こ
と
｡

5､売
月
す
る
土
地
の
狭
歩
率
を
確
妃

す
る
こ
と
｡

-
｢収
換
氾
｣
の
地
祇
は
搬
歩
に
よ

り
以
州
･/じ
て
｢従
帆
の
+抱
｣

の
他
桝
よ
り
小
さ
く
t･1m盛
所
に

卓

そ
の
感
け温
い
手

.

以
･ぺ
湖
北
那
t地
区
'
郡
二
地
区

の
義

和
苦

り鑑
城
内
に

お
け
る
+兎
の
柵
円
に
あ
た
っ
て
t股

帆
に
旺
恐
す
べ
昂

項
を
鋭
_yJ
L
ま
し

た
が
､
個
別
的
な
姫
H
行
為
に
当
っ
て

は
'
こ
の
他
独
白
の
㈹
雌
が
隼
しる
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
'
禿
田
な
行
う
机

に
必
ず
当
公
団
鞭
北
偶
簿
価に
ご
相
放

⊥ヽ
亡い
.

TD
本
住
宅
公
団
沖
北
開
発
見

■
t
i
区
J
T
J
(
一r

K
r一ZL

t
は
(九
二
)
rJF八
〓

45



港 北 ニ ユ- タ ウ ン

港
北
区
勝
田
町

開

薫
る
10
月
3t
日
か
ら
12
月
17
日
に
か

け
て
琴
海
寡

聞
聖

の

垂

W

値
他
者
の
萎

光
か
矢
施
さ
れ
た
.
供
児
に
つ
い
て

は
'
そ
の
抄
踊
く
と
こ
ろ
に
よ
豊

か
に
よ
る
蛋

甲
し

写しが1JVZ)丘十

枚
件
鞘
ロさ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
.

しかし'慈
A
の
打
倒
叩
は
執

されたとして
も
一歩
前
皿
し
た
事
は

弟爽で要
ノ.

槻
東
和
の6
大

藁の
一環
･′｢
)て

ス

タートしたこのニ
ュ

ータウン
葡

放
題典
も
十
救
民Tを
杜
過
し
､
少しチ

つ
止
ん
で
は
い
る
も
の
の
加鈍
の讐

免
れ
Lt
い
の
は
私
だ
け
で
は
琶

ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
を
と
Stま
く
地
塀
金
棒
の

約

らざる気持ではL･1い
で
し
･.{う

か
.計

幽
要

義

か
ら
見
る
と
'
社
会

情
勢
も
変
志
の
練
し
い
今
日
､
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
隷
符
に
当
っ
て
は
横
浜
野
及

び
目

方
住
宅
公
団
当
局
に
取
っ
て
も
工

事
轟
延
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
､
私
遷

比民
サ
イ
ド
か

ら
見
る
･く
こ
の
間
の
代
沢
管

あるものがある魯
ン.

軟
冊
施
政
1つ
を
と
っ

て
み
て
も
､

敬

一

中
川
中
学
校
が
放
任
へ
義

教
の
劫
咽

の
1遺
著
た
ど
り
t
は
々
マ
ン
モ
ス
化

L
t
等

中学校卦
配
が
魚
群
仏闇

喝
で
あ
る
が
'
こ
の
事
g
E重

し
で

洲等
し
叫
な
か
っ
た
の
か
艶
状
で
あ

る
.
こ
の
他
塀
に
居
住
す
る
人
々
に
と

っ
てニュー
タ
ウ
ン
丑

を
埠
け
逼

る
こ
畠

来
L･tい
苅貰
考
え
る
く

市

唐への榊釈
Y中
で
こ
れ
ら
を
早
急
に

先
行
L
で
痢
決
し
妄
りく
益
か
'
こ
れ

か
ら
申
菜
轟

し
き

上
意

箆

の
m節
を

狭めるた
め
に
非
輔
に

大
切
で
あ
る
と
…号
ノ.

私
連
の天
女
な
目
叫
と
し
志

刀
あ

る
ま
も
つ
く
嘉

対偶の
票

大
童な
蛙
に
な
り
て
お
り
ま
す
か
､
鉄

道
の
喝
籾
や
禁

協
定
'
見
塊
保
全
或

い
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
整

符
に
t
LJ九

や､
ク何
年
先
の
t議
か
も
し
れ
Ll
い
が

自
分
LJ
り
に
こ
の
欄
間
に
打
切
粗
品

S岳
い
'
笹

し占
い
'
最

の
篭

対
熊
の
買

じか
っ
套

た
い
と

考
え
る
一fr
E
.
公
望
一成
に
対
し

て
も
よ
り
一廿
の
弱
刀
と
甲
州
究
硯
に

む

かCて刀
空
入
れ
て
貫

く
S
盟

放
し
手
丁
.

港
北
区
東
方
町

沼

市
民
看

羊
否
と
し
垂

れ

て
い
る
唱
和
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
藁

は
､

供
光
を
空

に
､

私遠地坤者に
そ
の

希
盟
の
警

開
い
た
感
妄

ノけ
き
し

{ヽ
私
過
の
妓
<
､
持
孟

ん
で
いた

｢快
適
LJ市
民
仕議
の
専
ま
れ
る
'
原

曲
3･t自
然
界
塊
を
も
つ
都
市
｣
へ
そ
れ

が
こ
の
爪
髄
の
瞬
間
に
t･1つ
て
歪
コ一に

実
現
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
庶繭
量

見

た
折
節
で
す
L

現
在
ま
で
の
公
E]の
皆
様
の
ご
苛
労

田

知

は
六
R
Jつ
た
と
胤

い巷丁か'
私
通

も
そ
の
こ
と
は
黙
即

しており蒙す
.

そ
し
て
'
こ
の
基

が
いか
に
大
切
で

あるかも､勇敢期
し
て
お
り
ま

チ.ぜひ､成功巷てほしいもの

だ
と
お
も
っ
て
お
り
手

.

私
-凄
Tハで
q

耶
掩
蓋
爪の
む
す

か
し
窪

川的
壷

真

金

過の関村
d

あ
る
い
は
柑
取
の
斑
さ

警

ノ詣
服
す
墓

に
あ
る
の
で
は

L

V
碩比の不

野
署

打
田
L
t

盈
づ
け
'
新
し
い

義
へ
と
う

ス
ム
ー
ス
に
脱
皮
量

る
か
の
む
r
か

し
さ
に
あ
る
と
魁
っ
て
い
ま
す
.

こ
れ
曇

ま
え
た
公
団
等
の
努
刀

を
期
待し
て
お
り
手

.

毒

萌
つ
く
り
は
人
づ

くりで
も

あります
.
研

究会t的都市
の
見

学
'
そ
し
て

個
人
的
Ll括
し
也
い
の

中
で
｢自
分
た
ち
の垢
畦
員
刀た
ち
で

つ
く
る
｣
と
い
う
ム
ー
ド
が
管

上
っ

て
ほ
し
い
も
の
だと
倣い
ま
す
.

今
由
の
脈
推
量

に
'
私
は
従
来

量

巾の
や
り
方
に
つ
い
て

執
念
に

思
っ
た
こ
恵

s
t

葺

そ
れ
唱

稚
迎
協
の
喬
舛
会
が
何
回
と
な
く
附
か

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
包

丁､過小宅

地
に
つ
い
て

の根附
が
行

われてLJ
11

か
っ
た
こ
とで
す
.

そ
の
ー拓
に
t
R
Ll塑
区
の
供
光

の

蔓

渦
小
冠

の
方
々
の
中
に
蝿

等

岬
然
し
た
方
も
あ
っ
た
去
ノで

す
｡
粥
牝
の
田
山公
知
t
g
'
神
仙島

地

望
良と指し缶い娩即してい

た
だ
考
.
香
典
が
パ
イ
プ
役
と
な
り
'

渦
小
宅
畑
の
方
々
の
功
に
な
っ
て

供

悦
を
ス
ム
ー
ス
に
迦
'(
宴

ノに
レ
た

か
っ
た
と
也
い
き
す
｡

ti哲
L
t
市
民
参
加
の
声
笑

に
す

る
と
と
も
に
'
大
地
十吉
名
小
電
池
の

万
々
も
お
互
い
に
苧
最

わ
あ
っ
て
明

争
＼
年
サ良
い
輯
プ

りヽ
た
監

刀
で
き
る
誓

S
iに
申
っ
姿

で
す.

昨
年
11
月
2
日
､
飛
H畑田
柄
戊
と
､

り
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
憂

過
給
鮎

害

地
区
(山
内
へ中
川
へ
薪
田
'

普

)
舎
Ⅸと
の
会
政
が
行
わ
れ
た
｡

当
日
の
各
選

か
ら
の
墨

と
市
長
の

回
答
の
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
｡

州
公
団
沌行地区内
の
土
地
は
よ
期

に
わ
LJり
犬用に使用
制
限
が
排
せ
ら

れ
て
い
る
ので因正甘
藍
悦
の
株
税
に

Bi申
し
て

ほし
い.

現
の
間
胤

は
法川ト吻
耶さ
れ
て
お

り
へ
又
令
市
的
な

問和
で
も
あ
る
の

で
､
特
定
の
他
敬
だ
け
紳
別
扱
い
に
す

る
こ
畠

来
な
い
.し
か
し
'湖
北
ニ

rtI
タ
ウ
ン
の
ト告
ノに
'
長
州
間
伐
川

制
限
暴

け
る
も
の
に
つ
い
て
は
'
爽

感
に
m
L
t
肝
さ
れ
る
唯
朋
雫

感
状

で
き
Q方
向
で
検
討
す
る
｡
特
に
仮
移

転
し
た
陵
の
土
地
に
対
し
て
は
'
爽
儲

字
ま々
え
S.減
の方
法
空倹肘
す
る｡

(狂
)
そ
の
悦
検
討
の
括
如
'
_召
和
5

年
度
か
ら
'
瞬
移
蛇
橡
の
跡
地
に
限

り
､
家
盛
概
王
城
も
引
続
孟

宅
川
地

並
の
取
壊
い
を
受
け
ら
れ
る
き
っ､
軽

減
す
る
こ
と
と
な

った｡

切
生
活
再
姓
対
策
の
<

休案を示
し

て
ほ
し
い
｡

+
抱
豊
ナ嘘
し
た
人
漣
に
仕高
村
F#

対
耶
か
ぜ
が
な
こ
長

よ
く
分
る
が
､

仏
に
桐
に
li!飢
考
みろ
土
石わ
れ
て
も

難
か
し
い
｡
幽
綿
で
'
な
ん
ら
か
の

受
皿
を
作
り
､
只
体
爪
を
決
め
妾

ノ

な

LJ畠
光
れ
ば
'
そ
れ
に
L忠
リ､

代
も
対
応
し
て
い
き
た
い
.

糊
公
共
端
唄
は
早
期
に
L
枚
し
て
ほ

し
い
.

公
苅
施
脱
の
祉
脱
に
つ
い
て
は
'
中

野

州件秒
に
令
の
せ
､
叩
蛇
維拓
に
支

虻
の
な
い
去
ノ'
光
6
)仙界
高
い
も
の

か
ら
'
地
元
の
皆
)ん
と
壷

L
LJか
ら
通
って
い
き
た
い.

糾
醗
投
中
学
校
の
過
潜
化
を塀消す

る
た
め
､
地
区
内
予
だ
校
の
娼
世
を
早

期
に
実
現
し
て
ほ
し
い
.

中
川
'
都
消
閑
中
学
校
は
稚
か
に
'

マ
ン
モ
ス
化
し
て
い
る
｡
将
来
の
学
区

な
妄
考
え
る
と
'
地
区
内
の
学
誓

早
期
に
粥
校
す
る
LJと
に
は
問
周
も
あ

る
が
'
遭
成
の
出
来
る
と
こ
ろ
は
'
先

行
し
て
エ
串
を
進
め
'
学
男
知
て
ら

れ
る
よ
っ
に
し
て
い
る
.
し
か
し
旭
単

指
､
周
辺
の
エ
邸
神
米
解
決
の
菅
多

い
の
P
r
些
冗
で
奏

し
て
ほ
し

い
.
と
に
か
く
支
牌
を
き
た
さ
な
い
よ

皇
ナを
打
っ
て
行
き
た
い
.

仰
地
下
軒
3
号
■
の
d･梢
卵
油
と
6

P
t
の
見
通
し
は
ど
う
か
.

3
迄

は
早
く
閉
止
さ
せ
た
い
と
似

っ
て
い
る
｡
し
か
し
'
地
下
鉄
の
軸
放

岳

Saの
臨
St免
肝
か
お
り
る
こ

と
が
大
仰
鞘
で
あ
る
.
EE蕃

や
と

新枕
浜
駅
ま
で
が
解
釈
k
仏い
と
'
中

々
岳
に
の
っ
て
も
ら
え
な
い
の
で
'
今

こ
れ
に
会
刀
を
上
げ
て
い
る
｡
こ
ち
ら

の
日遠
が
立
ち
沢
邦
斡刀
に
進
め
て
行

き
た
い
｡
6
号
投
は
'
も
と
も
と

双tE

都
の
計
岨
で
あ
る
が
'
現
在
の
経
済
情

勢
の
中
で
､
か
な
り
淫
雨
で
あ
る
.

今
後
も
駒
法
は
速
め
ナ結
き
た
い
.

附
せ
田
地
区
に
柑
合
正
ii油
を
漁
っ

て
ほ
し
い
.

檎
色
迎
㈲
場
は
出
蘇
れ
ば
'
豊
区
に

lつ
位
ほ
し
い
と
菅
か
'
中
々
杜
か

し
い
.
十
分
検
肘
さ
せ
で
は
し
い
.

川
笠

河
川
と
地
域
内
水
路
の
改
甘

毒

血
し
て
ほ
し
い
.

早
湘
川
'大
旭
川
に
つ
い
て
は
へ蔓

と
お
品

繁
れに
は
は
川渡
読
す
る
.

こ
れ
に
棟
続
す
嘉

故
等

間
水

砕
投
下
水
辺
の
輔
仰
畠

わ
せ
て

幣

息
買

ち
巡
盗

め
て
い
く
.



妻
斗粟町

名

雑

記

こ
の
コ
ー
ナ
I
で
は
.
ま
ち
.
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
上
で
紫
材
に
な
る
様
々
な
間
組
に

つ
い
て
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
す
｡
前
回
は
新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
'

今
回
は
新
し
い
町
の
名
称
の
つ
け
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
｡

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
も
'
造
成
工
事
が
終
り
､
換
地
処
分
が
行
わ
れ
る
頃
に
な
る
と
､

新
し
く
で
き
あ
が
っ
た
区
画
に
名
称
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
が
絶
っ
て
き
ま
す
｡

そ
こ
で
新
し
い
町
名
は
ど
の
よ
う
に
つ
け
ら
れ
る
の
か
'
か
つ
て
､
こ
の
仕
事
を
担
当
し

た
こ
と
の
あ
る
横
浜
市
役
所
河
顕
英
夫
氏

(現
在

保
土
ヶ
谷
区
役
所
保
険
年
金
郡
長
)
に

実
例
を
ま
じ
え
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

域
の
カ
川
桁
即
か
東
軍

｢
旧
棚
9

年
5
日
に
耶
断
食
が
瓦
葺

こ
の

附

は
r征

山｣とrtKEJ｢大仰｣

の
祥
名
の
楢
色
で
あ
り
'
郡
㈹
町
は
伯

抑

14畔1日卯6訳
43㍍
朋
の
邦
筑
仰

榔

川
村
の
郡
州

を
川
井
昭
即
は
猫
の
あ

っ
た
と
こ
ろ
'
矢
担
町
及
川)金
が
谷
は

尊
名
を
と
っ
て
町
名
と
し
た
も
の
で
あ

ら
.ま

た
､
相
舛
竹
が
煉
駅
周
辺
の
町
外

町
名
屋
慧

ヰ
rk
ル蜜

が
也
t

旧
柵
14
1拝
め
邦
6
跳
ね捕
当
_岬
の
郡
筑

那

対
村
の
｢田
凍
｣
爵

名
と
し
て

買

嘉
lの岨和名に伽綿

の
な
い
警

と
り
台
に
つ
い
て
は

塑
花
の
糾
い
登

に
よ
る
点

い
て
い

る
.

工

.
十

､

.言

∴

■

∵

∴

∵

｣

義

新

し

い

町

と

町

名

の

つ

け

方

3-甲軸l)年 】月

おおまか
に
い
っ
て
､
町
名
を
つ
け

る
域
金
､
岳

零
亦
英
姫

の娼色
を
隙

き
､
次
の
3
つ
の
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ

る
｡
①
横
浜
市
と
白
餅
L
に
町
村
を
そ

の
ま
ま
]
つ
の
町
と
し
て
祝
し
た
た

め'町の区域
が広す美
都する必

班が箸
娼4]'①耶街地やその

周
辺
伽
V

宴

の
大
き
な
区
岨
現
理

事
輿
か
行
わ
れ
た
伽
色
'
①
流
蒜
を
埋

立
豊
爪に
よ
り
'
登

仙
を
関
城
に
桶

入
し
壷

合
で
あ

る.

これら
い
す
九
の
地
金
で

も､附
名

の
つ
け
方
の万
針
や
毒

に
旺
っ
て
町

名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
.
古
く
は
､
大

正
川鎧
･の
加娘
大
窪

現
州
の
都
田
書

牌
油
虫
の
1額
と
し
で
結
わ
れ
た
卯
1

m
肘
卯
仙乳
価
恭
軒
蓋

(旧
札
3

咋
鹿
行
)
の
花
期
方
針
で
は捷
兼
の
町

名
荒

川
い
､
や
む
な
慧

蓋

世

に
は

r
葱

7
ル
捗
机
好
キ
空

｣
を

つ
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
.
以
攻
胞
和

7
年
か
ら
の
琴

)州

町即断名
盤
冊伝

習-紫'批横では牌和知年代の
傑

士グ舛匿
(葦

二伽川町及び

下川井町の分鷲
等

レ轟
く

が'その都藍
如方針がで嘉
し

い
肘
名
か
坂
生
し
て
W

J.
こ
れ
ら
方

針の中には
｢小字名を王とするこ

と
｣
｢郡
似
の
町
名
を
避
け
る
こ
と
｣

｢当
用
漢
字
の
範
囲
で
つ
け
る
こ
と
｣

帝
が
出
て

くる.現ttlの
と
こ

ろ､町

名

を新しくつ
け
る
舶
苔
の
脱
州
と
し

て
は
｢で
き
る
だ
け
従
来
の
名
称
に
雅

弘
す
る
と
と
も
に
､
況
み
易
く
､
か
つ

愉
朋
L<
も
の
に
し
な
け
れ
ば
LJ
ら
な

い
｡｣
(庄
店
を
不
に
関
す
る
法
細
評
試

莱
)
と
い
,つ鹿
足
を
歩
け
る
こ
と
が
'

凪
妾

当
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
.

多
足
田
血
都
市
開
発
計
恥
に
よ
る

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
づ
く
り
で
で
き
た

新
し

い
町

瞥

選ばれ

た

町の
名

称

以下'私の必政を中心にどうい

う
こ
と
か
ら
M
の
名
か
つ
け
ら
れ
た
か

を出してみたい
.

二
倶川釘及び下川井町の分別

Pt地
下
で
tJLJ新
し
い
町

保
土ヶ谷
区
二
心m川即
のTB
柚
は'

西
広
の
l
･香

あ
り
'
相
奈

fa

泊
投
の
盈

Lj
宅
地
朋
苑
に
よ
っ
て
'

箆

の
篭

上
皇
り政
上
の
利
便
晶

る
こ
畠

に
町
区
域
の
分
割
転
朋

か
行
わ
れ
tT
裏

し
い
附
の
ト
タ

ブ
は
胎
仙
36
年
1
月
の
中
林
卓
が
丘
'

帝
棉
51が
丘
t
e
高
菜
か
丘
で
あ
っ

Lr
こ
か
p
の
警

防
旧
仰
盟
甲
5
月

に
相
鉄
棉
盟
グ
丘
火
の
鵬
Sr
附
則
2

年
9
月
の
告
有
史
グ
丘
有
校
の
開
成

等
蒜

史
が
丘
と
岩

各
は
旗
定
の

古臭
と
は
っ
て
い
ち

た
だ
易

町
区

嘗
頼早
が
丘
と
す
る
か
が
閏
雌
と
な

り
､
嬉

pFl二つ
の
稗
史
が
丘
が
で
き
た

のである.今川
町
は
今
宿
と
い
う
章

名と二常川附の｢川
｣
を
と
っ
た

も

の
｡
木
村
附
､
湊

町
､
中
沢
町
､
申

娼
附
隼
名
誉
て
の
ま
ま
用
い
た
も

の
.
大
池
即

憶叫称
〝大
池
〟
と
い
う

池
の
名
か
らとっ
た
も
の
.
木
摺
町
は

江
■P
仲
代
清

適
に
曲
し
た
摘
果
の
中

心
地
嘉

と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
と

っ
た
も
の
.
万
畔
が
脱
換

地
の

武将

舟
山
■
忍
が
1族
必
見
l
四
二
六
･岳

押
した
ゆ
か
り
の
他
で

壁
上両
代
以

机
は
放
尿
と
い
っ
た
と
こ
ろ
.
こ
供
川

一盲

は
旧
肘
名
しぬ
妖
Ll傾
川
脈
附

近
に
あ
る
地
秋
で
あ
る
こ
と
か
ら
'
こ

の
よ
ヽ
な
町
名
と
べ
っ
た
も
の
で
あ

ら
.
四
牢
典
q

さ
ち
が
丘
は
等
名
と

筆

削
S!畠

粥
の
良
さ
か

ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
.

傑
士
ケ
舛
区
下
川
井
町
に
は
､
川
井

町
の
飛
地
か
多
く
倣
拝
し
､
野
桝
も
広

大
義

乱
が
単
し
く
､
一部
地
域

に
は
宅
地
造
成
が
急

に
行
わ
れ
て
い

る
た
g

和
地
の
転
警

含
め
た
町
区

深
東
急
行
屯
鉄
EEi風
都
市
浪
(恒
和

41
年
4
月
卵
油
)
を
細
と
し
た
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
づ
く
り
は
'
川

崎市
か
ら
派
京

郡即日市
に至る間
を4つのブロッ

クに分け､それぞれを山容施行の

蛮

抗
丑
U轟
に
よ
り
行
わ
れ

た
.
私
か
耶
わ
抄
を
持
っ
て
い
た
の

は
､
こ
の
う
ち
の
萌
3
ブ
ロ
ッ
ク
で

｢

帖北匠(珪
鑑)告
肘
等
の
分

利
転
撃

と
い
わ
れ
て
い
tO
'
こ

の
新
し
い
む

っくりに
唱

塾
皮
固

燕
義

孝
か
ら
の
策

仕纂
痢

弗
袖
に
ふ
さ
わ
し
い
他
物
に
甥
仰の
あ

る
町
名
で
銃
tし
て
ほ
し
い
と
小
人ノ重

盗
と
'
田
児
些
m点
の
瓜
名
品
の
所

在
す
る
町
名
･′蕃
1
警

せる
と
い
う

方
針
皇

帝
L
h;<蛋

花と
の
開

拓
が
行
わ
一
LP
そ
の
細
火
'
旧
糾
3

年
3
月
に
つ
つ
じ
ヶ
丘
か
批
篭

席
が
丘
'
町
架
台
の
駅
峠
丁
で
に
開
放

し
て
い
た
の
で

こ
れ
ら
】石
亀
とし

ナ鹿
が
丘
1丁
亀

有
廿芸
H1丁
目と

し
て

昏

董

9
完
了
と
とも

に
書
生
L
tiJ'
以
威
梅
が
丘
'
芯
が

丘
'
放
免
色
､
楼
台
と
新
町
が
で
き

LP
た
広
口素
町
が
仙覧
】と
同
じ
で

根
毛
の
瀬
入
鷺

年
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
.
埋
立
地
の
田
城
娼
人
に

の
よ
い
町
名
を
つ
け
奮

と
が
各
か

っ
L,.
机
省
に
は
呼
鍵
即
t
Hl
喝

采

即
(紳
群
凹
色
が
あ
わ
､
快
感

に
は
大
掛
町
(払
い
区
)'対
比
劉
灯
'

榊
相
即
(抑
探
壁

が
あ
る
｡
_唱
和

38
時
以
嘩

木
琴

根
岸
滞
空
に

悉

岸
に
か
け
州
立
串
沸
か
行
わ
れ

る
こ
と
に
よ
り
､
芸

子
即
､
新
彪
由

町
祁
醸
横
す
る
町
の
名
称
に
｢新
｣
を

つ
け
る
町
か
で
芭

千
t
即
'
牡

新
町
'
か
や
の
即

等､海に
ち
t･,Lん
だ

町
名
も
つ
け
ら
れ
た
.
ま
た
茶
警

朗

と
い
う
施

投そのも
の
の
町
名
も
あ
ら

わ
れ
LP
是

の
附
名
で
川
賦

冊とlニきん
が
r列
一一は
〝け
富

″
の
蝉

盟
m嘗
■で
何
畳

を
つ
け
ら
れ

てい

る
の
か
日
本
網
倍
賞

桝料
セ
ン
タ
I

の
あ
る
F
学

て
対
梓
の
関
城
の
鵜
川

の
中
心
鍬
を
_仕
掛
に
引
い
た
線
が
､
㈹

相
の
附
卯
で
あ
曳
.
阿
満
島
の
;i.卯
P

あ
る
.町

名
を
町
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
に

は
叫
即
LY
〝い
ち
ょ
う
〟
の
蛎
は
同

町
だ
と
い
妄

ノに
､
街
路
価
で
も
っ

て
わ
か
る
頓
'
こ
れ
売

噸
入
れ
て

ち
L9
い
た
い
｣
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い

る
.
LJの
松
沢
さ
ん
の
お
革
は
'
ま
こ

と
に

ロ
マ
ン
に
満
ち
た
'
し
か
も
こ
れ

か
ら
9
新
し
い
町
づ
く
り
の
ビ
ジ
n
ン

考
不
TtJれ
た
も
の
に
等

潔
く
感

銘
塞

け
たJL
向
と
か
こ
の
よ
入ノな
背

え
方
を
町
名
を
つ
け
る
始
に
生
か
し
て

いただ
けないもの萎
ノか
.

■

第

一
地

区

■

土地
区画
整理
審議
会

〔
第
三
十
四
回
〕

昭
和
五
十

二
年
十

一

月
十
九
日
開
催

L
小
声
月
余
の
経
世
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
瑚
皆
が
あ
っ
た

r

先
行
意

地
の
ろ
も
邦
10
壷

に憐
す
る
独
断
夢

及
び
中
川
先

行造
成
地
の
ろ
も
簸

た
に
中
川

邦5
を
加
え
た
楼
桝
に
つ
い
て
公

田か
ら
山澗
邦
あ
っ
た
こ
と
.

口
早
洲
川
の
琳
仲
に
伴
っ
題
川工

即で
､
側
山
の
遠

に
甘
昨
夜
与

えな
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
lh
の

基

が
香
山
か
ら
hJ
さ
れ
た
こ

と.
日
工
等

川
地
S示
Ll次
申
出
受

付に
伴
い
､
坪
山
EBの
エ
地
等
用

地だ
け
で
は
､
両
横
が
不
良
す
る

ため
セ
ン
タ
I
の
北
側
に
新
た
に

T虜
等
の
用
地
轟

け
る
こ
と
に

L<つた援
辞

につ
いて
公団か

ら
魂
明
が
あ
っ
た
こ
と
｡

〔
第
三
十
五
回
〕

昭
和
五
十

二
年
十

二

月
八
日
開
催

1
換
地
投
計
玉
叫
に
つ
い
て
は
'
限

和
51
年
2
月
か
ら
額
漉
さ
れ
､
限
和
E2

年2月に予定されている仮洪地の

供光に坤蓋
か畠
式に肺問

が
LJ
さ
れ
'
1邸
修
正
し
た
上
'
採
決

の
席
如
､
k
成
多
政
で
同
山

轟を東托

し
ーT同

義
叫
に
朋
す
爵

SEの
王
Lt
内
管

は
次
の
と
お
り
P
あ
る
.

H

同
車

は
文
革
的
に
柿
餅
P
あ
る

の
嘉

群
を
出
し
て
欲
し
い
と
の
弊

窯
出
さ
れ
た
か
'
公
団
か
ら
蚊
決
心

の
供
光
の
脚
に
撃

す
る
歩
巧
iL
料
を

供
泥
亀

に
㈱
yd
か
つ
側
別
応
対
の

中
毒

た
応
じ
て
耕
現
し
た
い
と
の

取
肌か
あ
っ
LJr

H

供
畑
処
分
に
伴
う
叫
k
の
岬
州
か

相
当
発
に
な
る
こ
壷

丁恐
tL<
る
の

で
､
そ
れ
以
山
に
収
納
k
窄
し
て
欲
し

い
と
の
崇

は
さ
れ
た
か
'
公
団
か

ら
今
綾
の
問
心
と
し
て
別
向
き
に
娩
附

す
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
t

LJ
虫
､｢牧
他
出
針
盤
岬｣は
'旅
先
に

関
す
る
通
知
文
書
に
同
封
な
れ
る
た
め

に
そ
の
内
智
に
つ
い
て
は
省
払
す
る
｡

〔第
三
十
六
回
〕

昭
和
五
十
三
年

一
月

二
十

一
日
開
催

L
仮
換
地
の
供
幣
に
つ
い
て
は
'
期

間
､
日
伸
､
油
知
方
法
年
が
示
さ
れ
､

相
に
椎
刺
巻
に
池
知
さ
れ
る
軒
料
の
内

牢
に
つ
い
て
呪
明
が
あ
っ
た
-
箪

料

について
は'各群の貼歩及び滞事

の状況村について池丸の内専守く

わ
し
く
し
て
歓
し
い
と
の
帯
兄
が
あ
っ

た
か
､
各
々
の
欄
剰
潮
間
9
映
地
の
条

件
が
興
な
る
た
め
く
わ
し
く
す
る
と
か

え

って佃刺覇

混乱を.址こすお

そ
れ
蓋

等

の
蛸
別
応
対

に
よ
り
舶
朋
空
行
う
と
の
等
久
か
Jmき

れ
た
.
し
か
し
'

津
の
内
容
に
つ
い

て
蛭
的
狂
辞

し
抜
_功
に
僧
籍
耶
さ

れ
る
こ
と
と
は
つ
Lr

■

第

二

地

区

■

土
地
区
画
整
理
審
馳
会

〔
第
三
十

一
回
〕

昭
和
五
十

二
年
十
月

十
九
日
開
催

l
岨
換
地
併
半
に
つ
い
て
は
､
洪
地

の
位
止
決
め
の
作
巣
山
皿
奴
に
伴
い
放

牧
場
脚
笑
を
淀
冊
す
る
並
び
と
な
り
'

四
タ
｡
ッ
ク
の
小
香
山
会
の
中
で
欝

が
行
わ
れ
垂

､
覗
き
望

見
の

抵
切ー
毎
が
行

われた｡蓑

先を

1b
う
に

あたって洪他計雌の
縦
先
と

同
様
な
内

容を笹入
て
欲
し
い
と
の
要

望
意
見
が
あ
っ
た
が
'
洪
地
訂
周
の
縦

覧
よ
り
鵜
警

も
の
と
す
る
た
め
に
'

区
圃
整
常

況
明
を
ス
ラ
イ
ド
や
パ
ネ

ル
姦

っ
て
行
う
1方
へ
個
別
応
対
の

桐
胤
を
&

]芽
月
間
に
わ
た
っ
て
実
施

することにLiP
また､
仮換地供

発に伴Jつ恵見書の挺出については

①
3
'出
さ
れ
る
意
見
の
内
容
に
制
限
を

加
え
な
い
た
め
繰
式
は
定
め
LJ
い
こ
と

悪

日
朋
阻
モ
十
二
月
二
士
へ日
ま
で

象

る
こ
Ar
害

さ
れ
た
か
て

の患鬼は'
黙
世
し
て
曇

に
杓
っ

て
七
の
対
応
を
山芋
へて
い
<
こ
と
と
Lt

っ
LP
菱

の
藁

は
十
月
二

十
日
耶
嘆
か
ら
岨
次
､
雪

す
る
こ
と

が
7
兼
き
れ
LT

〔
第
三
十

二
回
〕

昭
和
五
十

二
年
十

二

月

二
十
日
開
催

l
慣
&
地
の
供
k
帝
大
の
S葺
に
つ

い
て
は
､
昭
和
五
十
二
年
十
月
二手
]

日
か
ら
五
十
二
年
十
二
月
十
七
日
ま
P

の
糊
佃
に
､
金
砥
稚
名
の
灼
P
+
パ
ー

セ
ン
ト
の
人
が
童

の
布
の
公

団
に
来
挿
し
整

対
き

つ
こ

の
個
別
応
対
で
喜

取
を
行
っ
た

【四
B
下
軒
へ
つ
づ
<
】



◇

合同
協
沈
金

2
月
l
d
邦
6
岨
合
同
協
第

m
か
れ
L
P

川

東

茎

の
毒

舌

(日
本
住
専
公
団
)

王
に
､
昨
年
5
月
か
ら
の
a
二
地
鑑

の
収
現
地
の
供
覧
の
月
製
に
つ
い
て
税

別
か
あ
っ
た
(沸
糞

だ
よ
り
参
雌
)｡

㈹

州
成
文
虻
即
発
舶
親
近
.vA

の51年

畳

井
朝
缶

(浦
川
救
W

.
柴
原
主

也
)

51
年
度
ま

Pに額
し
た
琴

的

充
の
誓

要

り
'
こ
れ
に

対
し
tJ
m

笹

料
の
公
開
方
法
に

つ
い
て
葉

あ
っ
ち

13}

四
鵜
匠
金
成
義

金
淡
に
つ
い

て

(佼
沢
山
内
地
区
会
:E20

昨
年
u
H
2
日
に
金

辞が行わ
れ
'

①
ニ
ュ

ータウン
地
域
内
の
Egl定
汝
達

観
'
⑦

竃
附帯'
①
セ
ン
タ
ー
豊

の
公
共
公
意

､
①
鮮

血
丁学
B
ir

中
川
中
学
墓

対
g
E.
⑤
地
下
鉄

crl早
舟
'
①
都
由
塾
区
檎
4
]
グ

ラン

ド
'
①
河
川
改
作
'
巧
の
肇

し
た

LJ
と
の
報
告
が
あ
り
'
小
林
噌
北
こ
r4

-
タ
ウ
ン
蓋

攻
か
ら
そ
の
後
の
経

過
か
含
め
て
呪
明
が
あ

った
｡

こ
れ
に
対
し
て
'
地
下
鉄
1
与
良
の

早
抑
関
油
に

蕃兄が架
申
し
､
路
線
免

許
の
取
得
に

ついては
､
執
見
川
改
捗

と
刷
妄

ノに
妙
花
か
地
F
妖
塁

を

淑
刀

に
くり広
げ
桑

あ
る
と
い

轟

が出さ
れ
L
,.

川
銃
猟
震

域
柏
尾
に
つ
い
て

(燕
位
故
局
璽

毒

筆

昨
年
11
月
15
日
､
県
が
銃
猟
茶
目什区

域
に
指
定
し
た
こ
と
の
胡
缶
が
あ
っ

た
｡(別
掲
｢銃
猟
禁
ル
区
域
に
指
定
｣

の
肥
ゆ
歩
哨
)

㈲

53
纂

以
降
の
韻

文
ル
財
苑
舶

御
荘
に
つ
い
て

(小
林
難
仙
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
蔓

)

従来
の
塑
冗
･
公
団
･
刑
ポ
出
の
三

力
価
の
光
書
に
よ
る
閉
講
川馳
年
収
で

宅
7
す
る
こ
と
に
伴
い
'
触
存
追
跡
の

確
舷

の
方
法
に
つ
い
一重

を
放
け

で
病
酎
す
る
こ
鼻

了
承
さ
れ
ち

◇

農

業

対

策

委

員

会

井
合
t
地
利
用
協
定
t
il叫
W

N
(lt
会

昨
年
1号
R
l
d

欣
親
対
熊
墓

で
唱

河
川
月
6
日
に
朋
催
さ
れ
ん緬
州

命
■
軸
利
用
協
発
集
の
鋭
朋
負
の
福
栄

(
｢粘
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
札
36
｣
を
歩

8

字
っ
け
て

各地区の頒
合
農
地
申

出
名の
中
か
ら
適
出
さ
れ
た
準
脚
香
貝

を
召
辞
し
､
引
星
研
き
講
1
回
典
色
度

粕
利
用
碧

適
寒

仰
預

金
を
開
催

し
ー
､

こ
の
濁
岱
叩
仰
歪

会
は
'
雑
食
欣

地
利
用
協
淀
の
掩
軌
ま
で
の
Ⅷ
'
訳
の

JU
t
･t紙
面
作
媒
之
行
う
こ
畠

と
し
て
い
る
.

S

協
定
実
'
同
意
#
策
の
空

作

業

川

協
定
を
迎
讐

ノる
黍
的
会
に
関

す
る
必
弊
LJ
妙
仰
作
業

側

生慧均
制
皮
と
鹿
菜
楳
他
制

度
の
欝

に
関
す
る
必
弊
L<
畔

仰
作
巣

当
馬

孟
J
'
事
柄
庵
か
ら免
の

晩
肌
蓋

筆

-れ
た
倒
幕

策
に
つ

い
て
同
悦
朋
会
で
婚
捕
さ
れ
た
点
(
と

く
に
｢
こ
の
同
悪

業
で
は
協
定
の
苑

効まで
の
間
に
協
定
内
容
が
空
洞
化
さ

れ
て
し
き
っ
こ
と
嘉

に
防
ぐ
こ
と

が
で
き

LJ
い
の
で
は
な
い
か
し
と
の
指

捕
)
を
ふ
ま
え
た
瑳
止
策
の
糾
明
が
あ

っ
ち

そ
の
骨
子
は
次
の
止
り
｡

①

協
定
締
招
話
は
協
定
の
苑
効
す

る
急

の
姉
招
宴

け
a･t

い
よ
う
に
け
勧
す
る
こ
と
.

⑦

協
定
の
苑
効
す
る
ま
胃

の
Ⅶ

唱

竜

芸

負
が
寒

中
の
垂

EE
金
の
挙

は
た
す
こ
と
.

③

同
意
肘
の
娘
役
を
も
っ
て

協

定
は
仮
換
地
指
定
仲
に
発
池
す

るこ

と
.①

そ
の
他
必
班
Li
叫
仰
作
邦
は
遵

■

慕

素
{
会
か
行

う
こ
ち

…

こ
の
頒
化
集
は
協
定
集
と
と
も
に
'

今
橡
の
藍

雌
と
な
っ
L
P

LJ
の
あ
く

遇
何
叫
珊
垂
A
点
の
役

貝
の
退
出
が
行
わ
れ
L
JB

撃

た
役
舛
お
よ
墓

冊
毒

は
沢
の
通
り
｡

垂
最
長

布
碗
艮
丘

(岡
山
田
町
)

副
費
舛
艮

大
矢
対
辺

(群
田
町
)

ク

漂

定
吉

(牛
久
保
町
)

ク

葦

只
新
茶
田
町
)

ク

中
山
舶
酌

(川
畑
肘
)

会

肘

岸

忠
列
(茅
ヶ
崎
即
)

沖
洲
員

甘
蛮

朋

(搾
田
町
)

ク

大
矢
柴
天
(

ク

)

ク

内
脈

茂

(

ク

)

ク

潤
川
光
明

(中
川
町
)

ク

吉
野
貞
夫

(

ク

)

ク

店
戸
孝
次

(牛久保町)

ク

岡
茶
勝
壱

(

ク

)

ク

小
搬
俊
明
(
深

山

田

町

)

ク

血蔚

穀

(甲
山
田
町
)

ク

粥
金
帝
止
(北
山
田
町
)

ク

放
茂
桝
次
(

ク

)

ク

米山
敏
明

(茅
ケ
晦
町
)

ク

関
慎
二
市

(勝
田
町
)

ク

角
田
悦
治

(折
太
町
)

ク

平
野
幹
男

(大熊町)

ク

河
奨
蒜
光

(机
辺
町
)

な
お
､
以
上
の
ほ
か
､
聾

御
重

角
と
し
て
､
次
の
方
々
が
稚
せ
ん
さ
れ

氏
.

穂
江
赫
治
(珪
山mF町
)

居
田
陳
治
(川
和
町
)

札
茂
傑
正

(南
山
田
町
)

秋
元
耳
作
(新
羽
町
)

畜
査
問
杜
研
究
部
会

2
月
8
日
'
畜
喪
聞
児
研
究
部
会
は

荊
2
回
の
部
会
を
開
催
し
た
｡

席
上
'
桝
折
北
点
欝

ら
'
昨
年
l

月
17
日
に
行
わ
れ
た
｢箭

聾
の今

快
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
｣

の思
爪

(
r
尚
北
こ
,l～
タ
ク
ン
恥
3
)
塞

層

菅
っ
け
て
行
わ
れ
た
苗
醸
農
家
に

対する
知

者

向
珊
盃
に
つ
い
て
鞘
膏

が
あ
っ
た
.

細
萱
対
象

と

LJ
つ
た
畜
産
課
家
は
誠

戸
で

お
お
よ
そ
の
招
架
は
穴
の
通
り

で
あ
っ
た
｡

S

桃
曹

轟
く
希
望
す
る
も

の

(刑
粍
最

で
で
も
継
挿
し
た
い

と
丁
る
も
の
藁

U
)

1
戸

川

現
在
地
で
可
的
仏
限
点

し

た
い
と
す
る
も
の

3
戸

桝

祁休条件し
だ
い
で
d
筆
か
考

え
て
セ
i
い
と
す
る
も
の

か
lP

的

現

在'飼胃
し
て
い
な
い
も
の

2
戸

報
告
の
あ
と
'
今

後の取
扱
い
に
つ

い
て
協
d
iR
J.
そ
の
満
発

駅
の
退

り
と
す
る
こ
畠

托
し
た
.

①

今
画
の
寒
伺
刑
等

､
大
体
9

雷

b
か
怠

っ
た
が
'
さ
ら
に

具
体
的
な
刑
部
に
わ
た
轟

高
雅

す
釜

が
あ
る
の
蓋

が
璽
萌

盃
を
行
う
.
P:霧

桝
は
05月
.

②

斡
く
継
親
モ
希
掌

る
若
葉

象
に
つ
い
て
は
､
公
団
と
市
襲

届
と

が
共
に
対
応
す
る
.

③

補
供
奉

に
つ
い
で
は
､
葬
ガ

に
葉

さ
れ
て
い
a･_
い
き
ら
い
が
あ
る

の
V

①
の
ガ
南

雲

行
長

Jk

斜
受
用
宅

配
明
す
る
.

【宇
J
E含
山
よ
り
】

-
つ
づ
t
了

が
'
さ
ら
に
文
書
に
よ
る
春
見
r

野

望
書
等
が
提
出
さ
れ
た
｡
こ
の
意
見

書
'
要
望
書
等
の
取
扱
い
方
法
等
に
つ

い
て
東
問
が
出
さ
れ
た
が
'
ま
だ
春
兄

■
の
内
等
の
酢
m

･tさ
れ
て
い
LJ
い

た
g

抜
回
に
内
雫

処
苦

等
に

卵
.甚
抽
L<
望
ロ
が
行
わ
れ
る
こ
･′E

L<
つ
た
.
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本
年
,
月
か
一旦
いわ
れ
て
い
た
耕
一

常

葉

発
か
鳥

目
に

終
り
､
夢

一静
止と
糾
せ
基

て
の
供

汚
し
踊
る
芸

が
抵
丁
L
K
j
LJ.

供

光
を
行
っ
た
人
は
閏
監

制
轟

軟
の
ほ
ぼ
m
%
の
人
Jr
で
す

が
'
耽
､
子
'
兄
弟
､
知
人
等
の
分
を

併
せ
で
見
て
い
っ
た
人
も
多
数
い
ま
し

た
の
で
爽
tL
の
供
党
人
軟
は
も
っ

と多

か
っ
た
よ
う
で
す
｡

供
b
tの
括
果
'
稚
刑
事
か
ら
多
軟
の

書

'
墨

Iが
策
出
さ
れ
ま
し

た
｡
そ
の
内
啓
は
､
卯
1
地
区
で
は
挺

出
期
限
前
の
た
め
わ
か
り
ま
せ
ん
が
'

琴

一地
区
に
お
い
て
曝
七
の
軟
担
二
五

(=議
へ
こ
れ
義

す
る
と

①

歪

に
関
す
る
も
の
努

⑦

形
状
に
関
す
る
も
の
11
%

①
叢
に

関
す
る
も
の
13
%

①

奴
笛

に
関
す
る
も
の

10%

⑤

蓋

に
朗
す
る
も
の

5%

①

そ
の
他
31
%

と
L]
り
'
そ
の
他
の
中
に
蛙

地
に
関

脇
の
LJ
い
墓

政
あ
り
妄

｢

こ
れ
ら
の
莞

書
中
に
つ
い
て
は
､

現
在

黙許横
町
中
や
す
が
'
こ
れ
ら
の

処
琴
h
つ
い
て
は
'
邦
二
塑

性拝
8
月

中
､
窮
1
地
区
は
旭
月
中
蓋

に
そ

の
内
雫
を
帯
革
レ
'
取
扱
い
の
方
向
に

つ
い
て
十
確
区
固
持
憲

会
の
費

を
聞
い
て
決
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

O

r
今
回
の
供
常
は
'
+
海
区
岨
邦
野
茂

に
等

Pれ
★結
鵜
で
は
あ
り
ま
す
ル

が
､
r蓋

の
指
定
｣
葦

以
前

に
①
噛
北
ニ
ュ
ー
ク
ク
ン
に
お
け
る
市

民
事
加
の
ま

もづく垂

地
か
決

字

義

租
轟

し
て
畠

目方
itl宅
公
団
で
は
1
月
謝
日
付
で

人
事
頻
勅
が
あ
り
葺

局
発
足
以
来
局
長
で
あ
る
島
田
琴

一

氏
が
4
月
19
日
に
退
職
し
た
こ
と
に
伴

木

村

新

局

長

い
後
任
局
長

とし
て
木
村
俊
一氏
(初

EDel支
社
宅

地芸
妓
)
'
重
た
3

月
31
日
に
退
職
し
た
川
ヰ面
二
前
弟
泰

弘
長
の
後
任
に
柄
水
落
氏
(前
串
悪

区
固
摂
理
空

艶
戊
)
へ
蕃
社
冠

串

北
森
珊
寝

に
伝
任
し
た
支
弁
幸
二
帆

布
墓

申
雷

臥
長
の
後
任
に
群
朕

姓
氏
(耶
串
番

蓋

駅
長
代

理
)
へ
伊
研
粟

一
秋
長
に
甘
木
襲

iX末
氏
(巾
中
部
茅

高
裁
等
即
苑
申

篭

蚕

長
)
､
空
偶
で
あ
っ

た
エ
兼
蔀
工
事
卯
l架

に
中
村
仙

氏
(耶
研
究
･
蒜

郡
冊
桝
鷺

藁

K
二
部
工
事
監
骨
耶
二
髪

)
か
て
れ

姦

合
さ
れ
蔓

行
者
が
和
知
す
る
こ
と

が

毒

か
っ

た
内
容
の
把
槻
①
篤

に
つ
い
て
の

頭

蓋

ア
験
せ
て
､
今

仏芹
わ
れ
る
｢促
秩
魁
の
相
定
｣
を
よ

畠

に
す
る
辱

行
わ
れ
た
も
の

で
丁
..こ

の
鉄
兜
義

兄a
革
の
処
魂
が
完

了
す
る
と
､
邦
一
地
区
及
び
琴

1地
区

に
お
け
る
+
海
区
固
弗
軍

業
は
1
つ

の
大
寺

山
を
琴
入
る
こ
と
と
な
り
'

こ
れ
か
ら
は
蔑

工
事
の
進
展
が
東
大現在

'
日本住
宅
公団
施行地
区内

で
は
､

l
次
造
成
工
事
が
完
了
し
養
生

中

(土
の
安
定
を
待
つ
)
の
所
を
含
め

約
四
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル

(約
三
〇

･
玉

罪
)

に
書
手
し
て
い
ま
す
｡
そ

の
う
ち

射

1
地
区
5
ヶ
所
､
卯
二
地
区
3
ヶ
所

が
昭
和
53
年
3
月
～
4
月
に
井
手
し
ま

し
た
｡

工
区
ご
と
に
'
工
区
名

･
両
横

･
執

所

･
工
事
内
容

･
工
期

･
施
工
業
者
の

脈
で
掲
げ
ま
す
｡

《第
1地
区
》

○
東

山
田
2
工
区
(h
･
-
血
)

蜜

山
田
町
帯

川治
何
例

〇
一
覧

成
と
防
災
ダ
ム
二
基

CXR甲
u
月
兼
ま
で

0
(樵
)
虫
谷
工
妨
昏

Q
)東
山
田
･･工
区
(
2

･

I血)

竃

町
山
田
小
学

完

0
)
蛮

成
島

災
ダ
ム
ー
基

∩お
年
Mu月
ま
で

O
嚢

(抹
)

茅
ケ
y

l
-
･-工
区

既
に
か諌

し
て
い
る防
災
ダ
ム
S
p

I
d

(こ
の
･塵

の
]
変

成
工
事

に
葦

す
る
)

◎
南
山
田
工
区

(
‖
･
-
血
)

0
港
北
区
帝
山
田
町
山
田
神
社
北
側

0
1
次
濃

と
防
災
ダ
ム
1
基

C
GS等

月
末
ま
で

○
琴
艮
放
牧
(珠
)

0
牛
久
保

･
北
山
EE
水
持
改
催

工
事

(
約
2
血
)

∩
牢
久
保
と
北
山
田

の
水
路
轟

し

その
管
讃

川蓋

O
別
申
1
月
末
ま
P

rP

富

(B
J

◎
中

川
･,
工
区

(
･1
･
1

加)

(審

丁甲
川
町
鞍
山
付
止

蔓

災
ダ
ム
一重

旨

T10
月
末
ま
で

∩
百
纏
変
格
(樵
)

《
第

二
地

区
》

⑳
茅
ヶ
崎
-
-
1
工
区
(2
･

C,
j!)

○
洪
W北
区
茅
ヶ
崎
町

0
1
次
造
成

0

別年7
月
末
ま
で

0
満

水

･古
久
槻
藩

共
同
命
葉
体

㊦
茅
ヶ
崎
-
-
2
工
区

(
ー

･

-
山
)

萱

茅
ヶ
崎
町

0
]
蔓

0
空音J月
末
ま
で

0
望

仰工
兼
(樵
)

0
在
EE
I

I
l
工区
(
約

･
〇

加
)

〔
意
区
援
田
町
駅
沢

O
t
摂
柔
肌
と
防
災
ダ
ム
1
轟

○
別
年
Mu月
ま
で

(=飛
島
慧

･
古
妻

同
重

体

×

×

×

次

の三
･皮
について
はへ罵

甲
3
月
兼
に
誓

｢

¢

牛
久
保
工
事
用
正
路
集
近
工

事

(釣
棚
仇
)

宥

仙区
正1久
保
町
す
み
れ
が
島

仙

防
災
ダ
ム
の
下
流

○
す
で
に
書
工
さ
れ
て
い
る
北
山
臼
工

事
用
盃
川の
塘
伸

0
吊
農
工
薬

(樵
)

①
都
市
計
画
道
路
新
横
浜
元
石

川
抜

-
部
築
造
工
事

(
ー
･

8
如
)

(=意
蚤

万
町
抑
苓
戸
･大
谷
付
近

0
各
市
計
固
題

の
横
形
麓

(
l
部

工
串
用
前
再
と
し
で
虎
男

と
防
災

ダ
ム
一基

0
(株
)
袖
的

把

e
池
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仮換 地 の 供 覧 _せ おわっ て-公団区画整理事務担当者に開く-
昨
年
の
鮪
二
地
区
に
引
き
耗
き
行
わ
れ
た
弟

一
地
区
の
仮

換
地
の
供
it
も
'
1
月
g
i日
を
も

っ
て
す
べ
て
終
了
し
ま
し

た
.こ

の
積
金
に
'
仮
換
地
の
供
St
を
行

っ
た
意
味
'
ま
た
権

利
者
の
反
応
な
ど
を
､
公
用
担
当
者
の
方
々
に
振
り
返
っ
て

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

｢
惟

榊

世

9
.
Ld
応

熟

劉

川

･-

-偵れ地の供EEをやって
み

て

和利書の反応はどうだったのでし
ょうか.<恢戊他の供稚旺-苦の
縦k左い'自分の財産であ亭土
地について収典畑かどの簾に
85Iめられたか､練歩串が何パーセ
ントになったか､帝*金がどのく
らいになる妄りちかというように
非常に具体的なこ島わかるので
関心は高くL<るわけです｡ちLJみ

に'

供先に光一Pれた方は'金福利

考の約

70パーセントにもなってい

ま丁.その反応

もいろいろで'洪地に

つい毒

反対掌中には｢こん な布い妊歩では芸だ｣｢藩Iが

納得できrh･+い｣r桝事由は繋仏わ

Ljいよ｣と
い壷のり､ある

愚昧で人㈹くさいものであったと

いうことか書かと53い手.

dL別の見方か慶応について

お晒し言ますと'権利名の方々

は｢と･(ノとr兵るべきものが来

た｣｢持ちに待ったものが果た｣

という感じで､LJの供党をとらえ

ていたようでしたP
そういった中で'非和に甲山し

たのは､供先にあたって自分は阿

品<べきかということについて

ちゃん姦してこ′ロ九でいたと

いうことで丁.おかけ巾痢鞍その

/ ●●

: :Tl:i.I.i/IjII･

｢何よりも換地設計そのものの背Jtを理解してほしかったわけ
です｣左から清水現& (現林業部戊)､佐本瓢長､松本休漁.

(4月12日､公団港北開発局で)

も

のが､仏に掘行雷香

典の仕組みなl万的に鋭粥しっは

L4し還ったとい入ノの重しに

内容の薯ものにt･1りき.上へ

これは､ここに至るまでに権利

名の方々が葱分に勉強されたから

ではないかと思っています｡
--公団の方々はみちrLこちrL

で偵#地の供耳の経書をされてい
ると思いますが'他地区のそれと

比べてJE刑事の反応はどうだった

のでしょうか.Uここの地区蛙応の内宵が

補いと魁います.
仕良さⅧというか､m氏歩珊と

い･rか､みH･4苧んか日付をもって

歪に参加しておられるというこ

と.それから'他の地区で杭先期

間は2淵とか､-淵とかに区

切るた義の鞭光と佃じよ

うに､寿さんかフリーにやって

くるわけです.ここ轟対応

芋から､い患い､晦の由岐轟

まるということになるわけです｡

-この地区の偵&地の供父を やる上で'巾に青紫LLJところは

どんなところでしょうか.
<ここの鑑別朽葉は､珊

個別博しおいても'柵刺戟の軟に

おいても､また､帯軟においても

過去の掻輸をはるかに撃(ている

わけです｡ちL<みに棚制式教は六

千八百人余り'筆数は二万1千繁

余りです.これだけのもの曇れた肪他

の申壷するにはどっするか､

この沼牲口労したと肯急事し

たといえると也います.
dL蚊票光恵52年10

H酌にスタートさせたいと税関し

てきた抜群があるのでtは山姥の方 Aが仰特電っておられるLt旺

宅公田に対する仰¶もそLJ毒け

とめてJh9CねはならLJいという

ことで昭和52坪t0月に篭の

供先例始のタイムリ～lプト最定

LJ蔓そういった中で､かつてない物

理的なポカユームをこなしていか

L4ければLJらないといったところ

に著しさがあり声レナへ
娘他出がをやる中で')つには

か倒されていたものが萎された

hする轟の測杜からやり旺さ

LJけれはL<ら乍くなった抄､また

｢特別Lt和地｣のグループ肘巌の

指輪がなかt･1か出L･1いために作張

が進享､そうかといってでの部

分の仮換地嘉の孟先にも

っていくわけにはいかないし､ま

た'管へグループ霊をやるわ

けにはいかLtい.
こんLj中V収涙他の朗唱帆船

の州取は州えら九､岬制筈こ

ん横力していく.この辺かl添首

申した点といj人はいえるでしょ

ラ.

｢
特

別な用地｣方式は
先駆

的なもの

-
この

地区の区曲罫現で
匝み

られLJ新し

い旺Ttについて佃いま

チ.土地の評価については､油神､

路

t価式辞価でやると細いていま

す

か'ここでは従前地の評価につ

いて也升価式辞価によっLJと㈹い

ておりますが'これによった守田

はどんなところにあっL)のでしょ

うか｡<区蜘忠節苑における解軸

帆

枚ゅ+海亀す
る箸'一般

的には｢肺瑞｣による宗がオ

ーソドグクスなやり
挙ず.しか し

那l幽区'節二地区のトモノに解

剖の氾脂の剃川形僻が判然･′じ

なかったり'荘㈲
舵等

gE

伴坪しているところやば､僻鮒節
の十鞄を排他すると卑相継仙た
よる諒は好ましくありま完.

このため印メートル書にメッシ

ュに卯って評点毒す｢位此仙｣

による力法宅探川したものです｡

那加壕における横地についての評
紬はr陥没仙｣力式によりまし
た.U押州とiフのは相対忙藁
葺もの毒の少ません. 泣出雌というのは挨地を求めるた

めの評出です｡どこへいったらt

とのくらいの姉娘壷になるのかと

い鼻での伴tuです.
例まは'+箱か取引されるとき
冨ノにtrここかいくら､あそ

こ

がいくらだ｣とい盛にはt･_

いわけやず.態式m什仙といっtJも､細別
･.～･+ものでは〃サ＼相投仙式辞州と

同じと等凡てもいいと魁います.

もっ毎いい方をすれば､ここ

の他fSJの碓刑場のカカかもってお

られる土地に刈する準入力を只は

化したものに靭gないということ

が書かと魁い手.
-｢叩別な用地｣という申

し

出による#地のやり方は'他の地 区では拡みられたことがないとい

うこと轟いていますか､これは

うまくいったとY見てもいいので

しょっか.dLこの地区の中で箆参加､

あるいは圧氏のS掛の得られる攻

地政郡長とんt･1ことがあるぢ〇

･つかと'>ぅLJとで始めたものです

から'個人的にみればいろい入意

見が告かもしれませんが'大き

L4旦でみれば'必然性もあったLt

楢3iもよ.圭1くいったと倣い手.

-r特別な用地｣への申し出

による洪地のやり方は､叩宍'他

の地広での区や丑牡■Xに使える

手法になつLJのでしょうか.
<恕北ニュータウン方式とも

亭っべき'この攻他の等八方は､住

民がもっているエネルギI覆固

持即事炎に､そして写りに反

快さ廿よ･(ノとして紅みたものでこ

のやり方によっ恵を受けた和

利藍的LJ等少に事印し

たこと轟するLtそれ長体

化する3:柄のよN･_もの克った

ことにu･+ると軒えると瓜います.

こういう粂ノえ方魚粉別法の

枠の中でいろいろ第LLJが怠

り入れたことは'少しオーバーか

もしかませんが'新しい的づくり

の手法の1つとして先恥的t･tもの

にLJつていくのではt･lいかと払い

ま

す.
毒

LJの考えⅥは値の仙ばで

も応

川で兵けいLJとはないと払い -
恨

&地の供■というのはE

IJLZ

I玉上､r喝つけLfLれLJJもe

で

はないということですが､この

ように法的にV喝つけられていな

いことをあえてやったのはどのよ

うなねらいがあっLJからでしょう

か.<収涙地の爪先というのは'

収洪地の決まるまでの過程を糊利
額に脱明しへよくⅧ常しても一望ノ
というLJとに'その〕】約がありま
∫.このほか､鵬程には慧(公
団)の知ることの書なかったこ

とをいろいろ拾いあげtで喜も

のは対応して行こうということも

あります.-仮換地の供iZの伊､公団と

して'利手にBt辞してほしかつLJ

ところはどんなところだつL)ので

しょうか.<洪他ということが決まると

と入ノしてもu尾の柑特に脈幹がい

ってしまって'こちらの野
か.なか即解して麦いとい,n

こ鼻あるわけで丁.鵬常では中

米計凶と仮換地の結びつきとiつ
か､全体の普爪の中で自分の現地
を写凡てはしいと懸っています｡

d洪地放針そのものの巽を

即耕してはしかったわけです.
W巌というのは､ム護の公岬也

箸ノ珊聯するか､畑刺カの歩仙川

警ノ括かすか'よい併せつくる

にはと入.するか'小娘供奄地に〃

する扱い蓋えるペ卓か､t･t

とです.これらのことに刈する盟爪が解

られれば､白分の換地についても

充分､哲のできるものではt･lか

ったかと魁います.
その愚昧で私たちは､譲の梢

泉の叫で早の定をみてはしい

と亨へ肌幣に叫んだわけです. ∫〃
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I

嘉

の
供
k
で
は

KI一地区の

蝿
合
へ
三
百
五
十
滴
余
り
の
書
見
■
書

が
出
TLIれ
LJそ
う
で
す
が
t
t
l
地
区

の
そ
れ
を
含
め
て
'
ど
の
け
な
†
_
tが

出
さ
れ
た
の
か
税
明
し
て
下
さ
い
.

<

卓

ノ､
竹巌
に
つ

いての
帯
兄

が
出
て
い
ま
す
｡
つ
ま
り
､
大
仰
な
飛

換
地
だ
と

して不
儲
養

え
る
も
の
LJ

I-fT.J4㌔
訳
に
形
状
に
つ
い
て
で
す
｡
従
帆
の

1癌
か
六
E
]角
だ
っ
た
の
に
頼
形
(く

け
い
)
に
LJ
つ
た
と
か
'
間
E]と
奥
行

の
バ
ラ
ン
ス
が
幣
い
と
か
L
Jっも
の
で

す
｡そ

れ
か
ら
麓

に
つ

い
て
です｡

〝の
り
〟
が
つ
い
て
い
る
と
か
'

いLJ

い
と
か
'

高
く
し

てく
れ
､
低
く
し
て

く
れ
と
か
の
恵
鬼

が出ています.

ま
た
'
狭
捗
峯
が
非
伴
い
商
い
の
で

は
な
い
か
と
い
轟

や
滞
■
金
に
つ

い
/衷

あ
も
あ
り
手

.
つ
ま
り
'

奄

放れの慈
官
(轟

日
の
恵
帳

に
つ
い
て
は
綾
掲
)
と
定
め
ら
れ
在
日

以
即
の
四
百
年
万
メ
I
J･ル
ま
で
の
土

地
に
つ
い
壷

歩
を
し
な
い
､
ま
た

藍

抑荊姓をとっ
た
こ
と
に
伴

い
､
柵
■

金の閤Ei)か出
て
く
る
わ
け

で
丁
が
､
こ
れ
に
対
し
て
'
小
さ
い
宅

地
で
利
用
増
進
が
Lt
い

から清
k
金
は

弘
わ
t･6い
LJ
と
と
い
う
も
の
で
す
.

そ
の
ほ
か
､
1
般
的
に
掌

地
の
決

定
に
学
っ
ほ
と
ん
ど
の
問
題
か
出
て
い

ま
す
.

････施
行
者
(公
団
)
と
し
て
は
'

これら吐出
さ
れ
LJ天
井
に
つ
い
て
ど

う
思
い
ま
す
か
.

■

す
べ
て

は金珠の
公
平
性
の
中

で
決
っ
て
く
る
わ
け
で
､
公
平
性
か
ら

杏

-く逸
岬
し
た
も
の
は
蔦
U入
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
.

剛
勇
は
､
舵

叫日俊
(慈
丁目
喰
)

に
お
い
て
m
官
印
か
メ
ー
ト
ル
以

下に

分
生
き
れ
た
宅
地
に
つ
い
て
d

罷

日
航
の
冠

と
伺
津

城
緩

抑研
胤

を
し
て
く
れ
皇

わ
れ
で
も
'
そ
れ
は

で
卓
な
い
恵

ざ
る
盗

仰まサ
ル
.

こ
う
い
う
こ
と
に
つ

いて唱
全
体
の

公
平
筆

へて
作
成
さ
れ
た
｢毛

改
訂
垂

｣
に
甲
Pし
て
'
き
つ
い
よ

う
で
丁
が
､
だ
め
で
す
と
宵
わ
ざ
る
を

得
な
い
わ
け
芋

.

U

夫
婦
あ
る
い
は
親
子
壷

ん
で

も
っ
て
い
た
+
滴
が
刑
び
刑
ぴ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
よ
ち
な
場
合
'

隣且
口せ

に
し
て
は
し
い
とあ
れ
ば
萌
刀
し
'd
け

れ
ば

な患
い
で
し
ょ
う
ね
｡

-

#
地
先
と
い
う

のは
r特別な

用
地
｣
な
ど
の
練
に
特
別
な
能
tgを
し

たものを
除
い
て
､
従
G
:地
か
ら
大
体

ど
の
く
ら
い
廿
れ
た
と
こ
ろ
に
お
さ
ま

っ
た
の
で

しょう
か
.

U

現位艦も
あ
り
ま
す
が
'
大
体

盲

白メI
ト
ル
か
ら
千
メ
ー
ト
ル
以
内

やす
ね
.
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
な
〃
大
き

な
郡
朽
施
穀
が
't.･{い
川里
口施
行
の
よ
う

な
区
岨
群
現
の
鴇
色
だ
っ
た
ら
､
ほ
と

ん
ど
旺
帆
地
か
ら
幼
く
こ
と
は
な
い
わ

け
で
'
二
千
菖

平
方
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら

い
の
児
蓋
公
園
を
つ
く
る
た
め
に
'
少

し
は
み
仕
丁
こ
と
が
あ
る
く
ら
い
で

す
.し

か
し
'
こ
の
地
区
の
増
山

脈
全
体

多

へ
大
*

･t
タ
ウ
ン

セ
ン
タ

ー
､
駅
仰
セ
ン
タ
:

大
乱
憐
な
公

開
･
将
兆
､
坪
収
､
純
金
比
唱

撃
m

針
州
泊
純
な
ど
崇
m脚
し
て
い
る
髄

鞘pR藁
符
妃
の
環

は

t
L
r1
･+;で
す
.

-
-
触
iZ
の
中
で
は
〝換
地
の
流

れ
〟
と
い
う
t
耳
を
使
っ

て
柁
明
が
行

わ
れ
た
と
帆
い
て
お
り
ま
す
が
､
こ
の

〝換
地
の
流
れ
〟
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
こ
と
で
し
ょ
う

か
.

U

供
鵬
の
決
ま
り
万
は
新
し
い
街

の

村椿と
t･6ゑ
態
が
決
ま
り
'
そ
れ

に
糾
せ
て
1
般
民
恕
地
の
換
地
が
決
ま

る
わ
け
で
'
そ
の
お
さ
ま
る
方
向
を
故

地
の
流
れ
と
い
い
ま
す
t

流
れ
の
刀
同
定
決
め
る
の

は
都
市
施

奴
の
塩
皿
と
い
う
LJ
と
に
LJ
り
ま
す
.

こ
こ
の
例
不
貞
え
は
､
琴

1地
底
の
地

合､工励･愈
爪
等
の
地
区
を
拙
宅
し

■

第

一

地

区

■

土

地

区

画

整

理

審

穣

会

〔
第

三

十

七

回

〕

昭

和

五

十

三

年

二

月

二

日

開

催

一
､
恢
現
地
の
供
iE
に
つ
い
て
は
'
前

回
に
お
い
て

1月
二
十
日
か
ら
四
月
二

十
八
白
ま
蕃

ン
こ
と
の
同
菜

川な

さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
､
こ
の
供
覧
の
た
め

に
権
利
者
に
送
付
す
る
斡
料

r
篭

のお知らせ｣
｢憲

実内周｣
｢蓋

｣
｢沃
地
放
射
基
世
J

｢河
井
金
に
つ
い
て
(お
知
ら
せ
)
｣

に
つ
い
て
の
魁
明
が
行
わ
れ
'
日
相
可

の
珊
族
が
行
わ
れ
LP
個
別
応
対
の
予

定
は
一般
宅
地
か
二
月
Ll盲

～
二
月

十
11甘
､
小
現
硬
喜

町
が

三
月
十
四
EZ]⊥
1Fn
l十
四
日
､
北
山

Ef]町
一一P
:二
十
盲

～
三
T
二
十
八

日
'
南
山
田
町
1]P
:二
十
九
日
⊥
一月

t]H
4
'
牛
久
床
･大
和
即
ニ
P
:1]H
･

一
日
～
四
月
l]P
t
中
川
町
胃

四
日

～
四
月
六
日
へ
整

四
月
七
日
～
四

月
二
言

で
あ
る
LJ
と
の
脱
明
が
あ

り

､
日
職
に
つ
い
て
丁
兼
が
さ
れ
LT

義

に
は
蔑

計
幽
幽
叫
も

っ
と
く
わ
し
い
や
料

を
㈹
卸
し
て
欲
し

い
と
の
充

が
あ
っ
た
か
'

供
k
会
場

に
お
け
る
個
別
応
対
の
中
や
疲

う

こ
と

と
Lt
つ
た
P

二
､
そ
の
他
､
小
現
候
宅
崇

何
者
に

対
す
る
市

の行政施策として行われ

る減歩洩和対策に対処するため'
耽
可
畔
(管

)
〓
ハ葦

万
㍍
-

宴

丁方
㍍
嘉

有
す
る
入
違

地

加
横
が
二
六
〇
畔
方
㍍
以
下
の
人
員

奴
と
し
て
'
供
菜

光
昭
に
帯
同
机

恋
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
t･tの
､
送
付
幹

料
の
｢小
利
畷
冠

竃

地
相
に
つ

い
て
｣
の
椴
朋
が
行
わ
れ
た
.

■

第

二

地

区

+

土
地

区

画
整

理
審
謙

会

〔
第

三
十

三

回
〕

昭
和

五
十

三
年

二
月

十

六

日
開
催

L
.
禿

3
特
の
昭
扱
い
に
つ
い
て
は

成
々
L4
内
野
の
琵

恥
辱
の
笹

の
脱

明
が
行
わ
れ
LP
こ
の
m
疲
い
に
つ
い

て
は
､
全
て
の
茸

鮎
符
に
対
し
て
銃

l
的

Lt
判
断
沌
舶岬
に
よ
ね
魚
附
を
行
う

ため､莞
書
蓋

会
に
お

いて蔑
すべき
だ
と
の
帯
地
が
示
め

さ
れ
た
が
'
意
見
a
鞘
の
兄
的
及
び
G(

的
LJ
問
細
を
話

し
'
地
域
管

等
見

た
小
喪
月
余
に
お
い
て
部
耗
す
る
こ
と

と
な
り
'
小
乗
川
魚
の
E]驚

か
横
肘

さ
れ
か
｢
な
お
'
各
小
蚕
H
余
に
お
い

て
悪

書
零
の
噸
扱
い
万
の
那
釈
に
ニ

ュ
ア
ン
ス
の
苦

い
よ
う
に
､

角
状
杓
LJ
事
例
を
も
と
に
し
て
考
え
方

に
つ
い
て
義

整
打
っ
た
.

二
㌧
そ
の
他
へ
小
梨

嘉

何
滴
に

対
す
る
行
政
漉
熊
と
し
表

れ
る
派

妙
痩
和
熊
に
対
処
す
る
た
め
､
昭
叫
帖

(益
欄
丁目
)
〓
八
五
叩
方
㍍
～
四
U
G

叩
方
㍍
嘉

何
す
墓

地
叫
が

二
六
G
仙丁詔
"以
下
の
人
泰

山
と
し

で
結
わ
れ
る
｢小
梨

宅
地
の
換
地
地

軌
に
つ
い
て
｣
の
意
向
肌
盛
に
つ
い
て

税
朋
が
行
わ
れ
tr
U
れ
篤

批
馴

車

に
は
な
い
が
'
桝
果
さ
れ
た
政
漠

地
に
P
き
る
藍

叫
の
な
い
方
向
で

桝
旋
し
て
い
く
こ
と
で
､
雲

に
対

し
て
の
四
一等

行
う
こ
と
か
了
葦

-九

LP
ま
た
､
襲

光
椎
の
十
頂
の

貢

に
お
い
て
拙
孔
が
警

い
さ
っ

r眺
?
俊
の
十
満
の
等

に
つ
い
て

(抑
圧
感
)
｣
と
い
う
内
容
を
ハ
ガ
キ

P
.
刺
満
に
油
矧
す
る
こ
と
の
7
桝
が

真

t
J.

〔
第

三
十

四

回
〕

昭
和

五
十

三
年

三
月

十

八

日
開
催

l
r
小
春
nH余
の
噸
缶
に
つ
い
て
は

､

琵

排
叫
の
収
扱
い
に
つ
い
て
E
]つ

の

ブ
ロ
ッ
ク
'
す
な
わ
ち
祉
旧
旭
丘
､

茅

ヶ
崎
地
は
'
塁

'
郡
山
-瀞
帆

の

帯
小
茂

会
に
お
い
て
山.麓

が
行
わ

れ

そ
れ
ぞ
れ
の
地
政
に
お
け
る
舛
皿
LJ

m

地
点
又
凄

別
に
か
か
え
る
細
別

的

な
問
舶
用
に
つ
い
て
の
態

様
地
の

税

明
及
び
は
糊
点
に
刈
す
る
公
団
の
考

え

方
の
相
羽
が
行
わ
れ
LJO
そ
し
て
'

こ

れ
ら
の
Ⅶ
地
点
に
つ
い
て
の
鮮
創
LJ

検

討
は
次
回
に
行
う
こ
と
と
し
た
7

た
憾
叩壷

由
か
良
法
戸
の
方
向

へ
向
っ
嘉

れ
て
い
手

.
u
Ly
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の
中
に
あ
る
曙
即
の
土

粕
は柄
帆
へ
向
か
っ
表

れ
て
い
ま

す
'd

大
鼓
な
管
て
の
も
の
の
批
定
は

あ
る
t定
義

を
州若

し
声
レ
ナ
｢

例
文
は
'
窯

のある所は魂朋
僻
を

護

し
て
'

町山地でという持
し
で

き
る
だ
け
日
頼
蓋

し
て
批
定
し

ています.
も
ち
tO
<
､
都
田
姫
牧
野

の
仙
係
で
そ
う
い
か
t･lい
胸
倉

あ
る

わ
け
や

ずがー

I
ここの区辞軽理事兼
で
は
､

事
業
計
姫
の
曙
可
日
(昭
和
49
年
8
月

㌘
日
)
以
前
に
〓
ハ五
平
方

メートル

以
下
の
宅
地
に
つ
い
て
は
ま
歩
な
し
と

い
う
わ
け
で
す
が
へ
な
ぜ
隈
可
E]を
NS

滞
日
と
決
め
て
'
そ
の
取
扱
い
を
別
に

す
る
必
耳
性
が
あ
っ
た
の
で
す
か
｡

<

区
固
節
理
串
窮
は
藍

川､
公
園

t･{ど
の
公
共
袖
取
を
摂
仰
'
故
事
L
t

宅
地
の
利
用
梱
光
を
回
る
こ
と
を
島

と
し
て
い
る
わ
け
で
坪
歩
蛙
不
可
耽
Lt

ものです
.
し
か
し
t
l
方
､
小
さ
な

宅地につ
い
て
も
艦
歩
を
す
る
与

れ

ば放物が
等

LJ
つ
て
し
ま
っ

て困る人
畠

て
く
る
わ
け
で
す
.
そ

こでaJQ
v
ら
い
の
梨

の
も
の
に
枚

歩LtLに
す
べ
き
か
菅
米
式
ざ
る
を
え

LJいこと
に
Lt
り
ま
す
｡
こ
こ
東

l'琴l開
塾
N肌Tと
も
〓
八五
畔
方
メ

ートル以
下
は
誓

い
と
決
め
た

わけです
.

ところ
が
'
い
つ
ま
で
も
そ
れ
か
庇

め
ると宅地が克
ど
ん
1六五平方

メIトル以下に分割
され死
児
さ

れ
､
こ
れ
が
賢

く
行
わ
れ
る
基

体
の
公
平
貰

ハく
ば
か
り
で
な
く
､

市
井
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く
な
る

わ
け
で
す
｡
そ
こ
で
1定
の
日
付
苦

っ
て
垂

日
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
わ
け

で
す
｡

U

轟

日
管
い
つ
に
す
る
か
に
つ

い
て
は
､
い
ろ
い
ス
ど
臨
ね
が
あ
り
ま

し
ち

放
可
日
よ
り
さ
ら
に
凋
芸
に
さ

かのぼ
れ
と
い
う
意
見
の
中
に
は
､
用

貨収
時
奮

い
は
+
海
区

世
耗
肇

薬の欝
議
決
轟

に
す
べ
き
と
い

義
LJ
と
､
ま
た
'
俊
に
滝
は
せ
と

い轟
の
甲
に
は
､
竹
地
織

の
申
告

草レ芯ロ
'
あ
る
い
続

発
の

日
に
す

べきとい
垂

と
が
あ
り
ま
L

LJ.しか
し
､
い
ろ
い
嘉

を
し

た

峻'憲
司
の
白
が
1漆
公
平
で

覇
だとい
う
こ
と
に
六
方
の

変

が

まとまった
わ
け
で
す
｡

<暫
定
比
可
日
と
す

る
の
は

韻芸の昏
髪

に
お
い
て
も
1

枚的Ljもの
で
す
｡

--中正の
供
iE
蒜

灯
を
空
け
LJ

のはどんな人
た
ち
で
す
か
.

<眺光の
迎
卸
な
し
LJ人
は
'
附

則とし品
佃
52
管

用
菅

現
在
の

壷

押
上
の
所
有
拙
者
'
僻
地
他

者
､
そ
れ
に
申
告
の
あ
っ
た
借
地
柵
宅

で
す
｡
申
告
の
な
い
借
地
相
者
や
ア
パ

ー
ト
L4ど
の
入
居
者
等
に
は
通
知
し
て

い
ま
せ
ん
.

1
⊥
肘
粕
SS年
3
月
釆
日
以
枠
､
所

亮

､
稚
拙
f
書
と
な
っ
た
人
､
あ
る

い
は
昭
和
S;年
3
月
宋
日
現
在
何
ら
か

の
理
由
で
曇

の
変
ILを
し
て
い
な

か
つ
LJ人
､
f
地
f
の
申
告
を
し
て
い

な
か
っ
た
人
事
は
ど
う
す
れ
ば
自
分
の

偵&
地
が
わ
か
る
の
芋

か
.

U

脱
州
と
し
て
晒
粕
52
等

月
末

日

現在
の人
に通知
を
世
し
て
い
る
の

で
て
の

人に叫
い
て
も

らえはいいわ

け
で
す

.

また
'
公
血

へ来てもらえ

は
税
明
し

ま
す
｡

-

こ
の
供
iL
の
牡
に
分
暮
し
た
甥

合
'
公
団
は
岨
H
で
の
指
定
を
ど
の
よ

う
に
ず
る
の
で
す
か
.

▲

分
筆
し
て
所
有

格

を
税
伝
し
た

時
は
､
当
事
者
に
洪
地
変
と
フ

い.〔兵

舎
に
分
け
る
の
か
税
明
し
た
｢俣

現地

分
軌
跡
｣
晶

し
て
も
ら
い
､
こ
れ
に

華
つ
い
て
坂
浜
他
の
指
定
通
知
晶

す

こ
と
に
な
り
ま
す
.
し
か
し
'
当
早
老

の
臨
議
が
墨

｣ノ
r収

洪地分冊
敢
｣

が
出
て
LJ
L<
い
肺
は
､
公
団
か
状
況
を

判
断
し
て
恢
洪
他
の
相
定
を
L
t
通
知

蓋
m亨
こ
と
に
な
り
表
す
.

-
-
供
id
で
出
さ
れ
た
書
見
t
事
は

今
秋
ど
の
よ
う
に
姐
#
さ
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
.

<

公
団
で
内
容
を
よ
く
杷
耕
し
､

源
流
す
る
こ
と
に
L<
呈

丁
､
そ
し
て

公
同
評
釈
め
義

男
針
に
つ
い
で
虚

聞
熊
魁
邪
空

の
有
九
品

さ
'
公
瓦

が
旅
杵
的
L4
採
択
'
不
採
択
を
決
め
る

こ
と
に
な
る
か
と
払
い
ま
丁
.

⊥

杜
に
う
か
が
い
t
t･lが
､
こ

の
熊
井
が
掠
る
と
､
次
に
は
区
t
p
≠

_
切
の
流
れ
と
し
て
は
何
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
.

<
帯
兄Z
の
-J
搾
2伴
う
憲

実
の
嬢
比
和
が
終
る
と
'
次
に
は
仮
換

地
の
指
定
､
馬
川収
益
の
朋
始
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
.
し
か
し
､
こ
れ
は

造
成
工
事
か
並
み
､
実
降
し壁
用
収
益

に
た
え
う
る
状
態
に
LJ
つ
た
時
に
行
わ

れ
る
蔓

で
す
.

〔了
〕

SL



港 北 ニ ュー タ ウ ン

盲

'
路
溢
郎
符
が
菅

田
な
の

か
暑

つ
き
ま
せ
ん
.

以
上
の
敬
t･義
理
肌
'
黙
諾

の
評

価
に
無
間が
あ
り
ま
す
が
'
尚
且
つ
刑

相
で
主
な
い
の
は
何
故
そ
の
藍
t
に
恢

毛

さ
れ
た
か
と
…

で
す
.

港

北

区

茅

ヶ

崎

町

畑

R
]両
区
の
侠
漢
粕
の
脹
先
が
'
昨

年
10
月
31
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
突
施

され､相足
さ
れ
音

に
公
夢

弼
所

ま
で
足
を
迦
蔓

り

稔

の
税
朋
の
賀

療
警

定
す
る
辞
凶
と
し
て
麗

出
･路
笹
伽

評
定
指
数
､

柚利指数'
確
定
評
地
相

準

沃
地
耶
･換
地
晩
の
絡
放
修
正
率

符
､
種
火
LJ
救
虻
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

たL;軟
E
lの
正
否
晶

う
と
'
コ
ン
ビ
r]

-メ-で即事したので薯
から他

姓

いない畠

れ畏

勿酪
'

伸
机
件
否
商いコンビFT
クー晶

用

畠された歎屯は正竹竿ある

と思うか､果して皆のLEv位を

打
ち
込
ん
で
い
る
の

だろうか
.

+
滴
の
現
況
'
勾
配
､
奥
行
､
控
す

る
】酷

等
'
轟

化邸
は
適
切
に
眉
m川

さ
れ
て
い
る
の
窄

っか
.

勾
配
に
押
し
晶

朋
に
用
い
ら
れ
た

朝
粥歯
を
見
る
限
り
で
は
､

広祈国
定

見
る
の

には良いが､1革
毎
の
勾
配

菅
決
め
る
に
は
､
地
形
が
粗

すぎはL

t･6い
だ
う
っふ
.

ま
た
'
題

に
梓
耗
し
てい
る
の
に

秘
親
の
描
m川塞

け
て

い
.d
か
っ
た

り
､

宅地と
し
薦

し
て
い
る
が
二

革とな
っているた
め
典

の喪

段
に
樺
親
し
て
い
t･lい
と
輯
う
等

評
価
を
下
げ
る
と
い
う
様
に
'
現
況
を

亨

杷
鞍
し
て
い
る
の
だ
ろ
.っか
｡

土かし義

地

租に
大
兵
rv
影
や
す
る

地
相
潜
に
対
し
嘉

明
し
'
費

故

習

入
れ
轟

岨
さ
れ
る
べ
き
で

あ
っ
た
皐

か
'
苛

相
即
の
な

い
ま
轟

発
に
於
け
る
歪

か
欽

定
さ
れ
ま
し
た
｡

尻
位
農
牧
地

(説明で
猿

ね
看

〇
メ
ー
ト
ル
以
内
)
姦

州
と
L
L･tか

ら
､
小
娘
供
宅
地
に
於
い
て
は
例
外
と

し
､
そ
の
脱
机
が
砺
ぢ
れ
て
い
4
'

相
乾
さ
れ
た
璽

走
地
盛

事

'
他
の
所
血是
川Sih方
娼
色
で

も
瓜
に
別
の
人
に
相
定
さ
れ
て
い
る
た

め
に
y
B
(は
で
き
L<
い
と
革
っ
.
拓
し

合
い
に
依
っ
て
交
換
す
る
の
t･6畠

い

と
写
rか
'
蔑

'
原
嘩

将
来
性
符

に
問
府
か
あ
る
義

さ
れ
る
土
地
で

あ
れ
墓

す
る
こ
姦

し
い
.

(【放
さ
れ
る
+延
藻
め
る
肺
の
棚

に
地
力
の
問
紹
点
を
横
肘
YJき
る
な
ら

ば
刑
特
も
行
く
が
'
1
万
的
に
指
定
さ

れ
た
所
で
は
刑
掛
の
仕
様
が
あ
り
ま
せ

ん
.+

屯
麓

の
や
り
即
しも
他
肘
さ
れ

て
い
る
と
洲
貴

ん
で

い草
L
t
供

窪

の
産
児
に
つ
い
て
も
何
や
か
の

蚕

に
義

さ
れ
る
こ
姦

し
ま
す
.

変
形
し
た
区
闇
へ
の
割
付
喝
簡
単
に

処
理
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
'
ヨ

順
'
眺
句

風
向
'
公
等

珊
塊
か

大
き
く
影
甥
す
る
膚

ま
V
k
辞
す
る

串
築

可
相
で
奮

う
.

蓑

出
さ
れ
て
い
る
と

凪
い
ま
す
の
で

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
-
帆

樺

の
み
な
′nチ
'
各
<
の
意
見
を
組

み
入
れ
て
再
検
附
さ
れ
る
こ
と
を
切
望

し
て
止
み
ま
せ
ん
'

<昨年12月SE)､第二地区仮換地の供JE会場で>

認

可

日
後

に
求

め

た

神

奈

川

区

薪早

私
の
憂

牛
久
保
町
に
あ

る
1至
ハ○
稚
は
か
り
の
や
っ
と
手
に

入
れ
た
車

あ
る
.
3
月
7
日
.
こ

の
日
､
仮
換
地
の
供
先
､
現
明
会
を
2

時
か
ら
開
く
手
首
の
池
知
か轟
け
て
い

LJP筋
金
の
即
に
､
嘗

苗
っ
貢

よ

う
と
媒
m
t
バ
ン
と
ジ
ュ
ー
ス

か持
っ

て
私
は
こ
の
+
海
に
立
っ
て
い
t
iP

索

ぐ
ら
ぐ
ら
と
捕
れ
る
の
を
感

いた
.
醤

だ
と

すぐ気
付
い
て
腕
時

計
を
見
ち

追
払
分
姦

し
て
い

LP
書

に
と
ま
っ
て
い
た
柵
散
の
凧

た
ち
が
1斉
に
飛
び
､
機
の
未
や
杉
の

木
､
小
さ
な
林
の
缶
太
'
小
さな
さ
つ

主
あ
宙
か
摺
れ
て
い
る
の
客
し
っ
と
私

は
1<
で
み
て
い
た
｡
こ
の
日
の
地

k!'
も
っ
と
も
っ
と
揺
れ
て
天
と
地
が

ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
し
書
V{
‡

ヂ

た
に
こ
わ
れ
て
し
ま
え
.
そ
ん
な
心
機

で
私
はた
だ
た

だ撚
っ
て
立
っ
て
い

た
.十

滴
を
取
掛
す
る
LJ畠

私
た
ち
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て'架
に
弊
し
い

子

安田

剛

征

ことPあ
る
.
粁
余
油
折
.何
年
も
か

かってや
っ
と
手
に
入
れ
た

毒
何

も
放
急

t･lがら
鯛
ペ
に
田
べ
､
地
主

さ
ん
の
好
雷

受
け
､
砂
漠
化
し
て
い

ると思ってい
た
人
の
心
の
狙

かさを

こ
の
臓
北
に
感
じ
て
い
る
私
L<
の
LP

だ
が
t
と
蓋

悪

課

内

啓
は
共
に
私
た
ち
に
と
っ
套

U
ご
)

い
仕
打
ち

で
あ
の
､
謎

な
挑
俄
新
の

現
出
恵

意

は
LJ
い
｡
]

九
六
平
方
メ
ー
ト
ル
に
対
し
嘉

パ
ー

セ
ン
ト
の
減
歩
.
洩
る
の
は
'
〓
1七

平方メートル｡坪王
-穴
･四八四

八坪.サンハチデヨイワTrLイク

.芙うに害えぬ'泣くに乾けぬ

コンピュータ
ーのいた毒
こ

の藍(ひど)い'公団のきつ練歩を

どっ孝九た′やよいのか｡

自分の体の健康
は
､
自
分
で

守ら

r

L蒜にまかせ
ら
れ
さ
っ
.

同じ

よう-こ私
の
肘
穿

私
が
守
ら
ね
は
LJ

一

号い.公団のⅧ卓で個
人の碕小

取
の
貫

か
れ
て

虻
が
黙
っ
て
お

れ
よ
入ノか
.

公
団
の
現
明
は
㈹
か
せ
て
も
ら
っ

た
.
し
か
し
､
卵
1地
区
軍
](
薗
土

地
区
脚
蝶
理
鮪
態
会
后
和
52
年
8
月

16
日
)
暗
点
で
､
こ
の
B
(ひ
ど
)い
小

宅地の搬
歩
は決
っ
て
い
LJ
い
.
地
域

件
民
に
対
し
ナ義

帝
し
て
い
た
｢五

∩
坪
ま
す
疲
弊
L<
L
J
の
甲
賀

鑑Tl

月
藁

垂

(別
紙
2
)
管

当
然
私
た
ち
に
も
適
用
す
べ
菟

五

十
坪
ま
で
減
歩
t･lL
は
私
た
ち
の
せ
め

て
患

い
P
あ
る
.

蛮
百
蛋

業
姓
可
日
后
和
49
年

8
月
㌘
日
)
と
し
た
の
嬉

鹿
に
耐
え

な
い
.
公
団
が
粁
甲
レ湾
延
会
が
筈
申

し
た
左

蓄
え
､
公
EE)の
千
任
は
A
K

で
あ
る
.

ま
た
､
価
人
の
賓

を
自
申
と
さ
せ

t･.が
ら
'
せ
め
て
告

辞
と
し

て深
め
､
粘
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ンの住民

と'hJ
一わ
ん
と
取
叫
し
た
私
た
轟

き

(

雀の小宅
地
警

ノし
て
も
禁

t･t

L
の
形
で
保
稚
し
て

もらわ.d
<
て
は

Ll･L'5
..I;

現
明
の
中
で
瓜畠
は
､
土
地
が
な

い
'
金
を
か
け
た
く
L<
い
点
量

って

い
た
.
し
か
し
､
曇

ノ'
公
fEl

は
用
地
か

海保して
い
る

の
LP
只
)

∩宅
の
小
冠

は
〓
二
二
ハ
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
中
の
わ
ず
か
〇
･
五
U
パ
ー
セ
ン

ト
LP
診
専
小
窮
席
巻

を何とし
て
も

守
っ
て
も
ら
い
た
い
｡

【'
兼

空か
ら

中
英
計
画
の
耽
可
日博
し
求
め
た
小

宅他
に
つ
い
て
も
保
t
f宅
丁
べ
き
だ
と

壷
き

れる‖苗
さん薫
､

LJぜ

その笥
口重

の慈
首
と

し､
1定面硬以下に対して渡
r穏

和穿とその取り扱い方を別にす

る必辞があったのかについては'

2･3面に取り上げた
公
団
区
岬
軽

輩誹男コ一考インタビ
r]I
妃
串

〝供
要

党
是

っ
て
〟
墓

考

に
し
き

い
.

(

石)

轟

i

≠

投
稿
歓
迎
′

〝み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
〟
は
耽
省

の
み
L<
苧
ル

墨
芸の
鳩
で

す
.
ご
萄

ご
市
警

-ん
と

ん
'お節
せ
下
さ
い
.
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=
事

業

対

策

委

員

会-

5

月知日
に
開
催
さ
れ
た
推
進
協

節

6
回
再
尭
対
照
春
月
余
に
お
い
て
､
目

方
住
宅
公
団
は
太
諒

の
農

工
申
計

画
姦

策
し
､
番
月
余
の
丁
兼
あ

ま

し
L
P

(藁

対
群
秀
的
金
の
肝
和
は

白又キ数字(本文中の数字に同じ)は工事

場所を示す

⑳郡
町

中山北
山
岨
TiB51

LL)加

◎
中
川
牛
久
保
工
区

15
･4
3

0
牛
久
瞭
1
工
区

8

9
.Z

A
一望
E出
払
V

O
川
別
2
工

区

ほ･83

⑳
新
高

工
区

9
･
3
k

O
大
熊
丁
匿

16
血

これ塵工
区
に
望
ナし
た
畔
の

工
事
の
池
選

況
時

空

農

百
二

十
四
.a
(藍

蛸
に
対
す
る
甘
草
面

等

･
3
%
)､琴

1地
区
一百
四
十

九
加
(同
4
二
･
%
)
計
四
百
七
十
三

也
)同
36

0
%
)
と
な
る
良
め
み
で

す
.ま

L
Y
日
本
住
宅
公
団
は
こ
の
ほ
か

に
も
新
鋭
遭
成
工
串
工
区
に
つ
い
て
地

元
耶
姉
を
行
っ
て
お
り

へ
こ
れ
ら
の
調

虹
か
つ
嘉

胞
駅
神
事
し
壷

た

い
零

す
.

L4
お
'
R
Ll地
底
に
比
べ
'
那
一地

区
の
止
捗
が
せ
れ
て
い
一手

が
'
今
後

苅
1地
区
の
先
行
-歳

地
帯
が
怖
碗
さ

れ
'
来
朝
移
伝
か
叫
のほ
天
剛
に
工
中

萱
ナ舶
描
か
畑
え
る
=檀
淵
L
で
す
.

公

団

で

機

構

改
革

日米
庄
宅
公団
嘩
北朋
殆局
は､
備

州
53
咋
5
り
…好

け
P
機
仰
改
進
之
行

い
ま
し
ー㌧

その内雷は､工
毒

に
工
申
計
幽

牧
を
薪
激
し
､
こ
の
誹
に
年
度
工
申
針

畑
野
の
鞘
雫

宅
退
座
F

工
申
椴
血

印
の
申
用
宗

井
さ
せ
､
こ
れ
に

より

工
事
祁
1
郡
が
弟
1
地
区
電

工
中

節 Ll陳
が
琴

一馨

衿
力
相
当
す
る
LJ

と
に
LJ
り
､
こ
れ
か
tや
の
工
市
丸
の
州

さ
山対
戦
す
る
こ
と

と.レ一n
rr｢

こ
の
横
磯
改
革
に
伴
い
人
串
男
物
が

行
わ
れ
､
工
冨

班
長
に
中
村
牝
氏

(助
丁串
R
t
馳
艮
)
'
工
B

調1誹

長
に
中
村
典
姓
氏
(桝
八
州
3
(社
円
cy

宅地剛苑孝
幸弧藁)が･lJれ 高

∵

削

..

.
､=
.
㌧

二

.

Lp
.

併
称

加

東

冶

北ニュータウ
ン地域のみu･1

苧
ん
､
垂
冗
茄
で
し
.I.フ
か
.
私
は

こ

の
た
び
'
み
L<
苧
八
の
L
I文
相
に

よ
っ
て
'
而
政
を
金
一Tす
る
こ
と
に

LJ
s
tま
し
た
.
よ
ろ
し
く
お
櫛
い
申

し夢等
す
.

私
喝

而
政
客

う
に
あ
た
っ
て

三
つ
の
品
玉
雨
d･+考
え
嘉

川っ
て
い

ま
す
∵
く
れ
は
t
R
lに
｢珊
比
と

と
も
に
歩
む
'
市
民
本
位
の
満
悦
｣

琴

Lに
｢硬
化
に
対
称
す
る
的
此
｣

邦
ニ
L
J
｢二
十
l
相
打
を
頴

する

写

り
の
州
赦
｣
で
す
.

今
後
､私が
㈹
比
を
相
当
す
る
触

り
こ
の
姿
勢
を
つ
ら
ぬ
き
､
私
の
如

伯
し
て
い
る
r姑
刀
あ
る
ヒ
ユ
I
マ

ン
L<
邸
叩
よ
LJ
は
ま
｣
を
つ
く
る
よ

う
全

刀か良してい
<
推
咽
で
す
.

このために､市
民

のみなさん

か
'
同
を
止
ん
で
お
ら
れ
る
か
､
あ

ら
ゆ
る
機
会
葦

こ
れ
を

知
り
､
そ
れ
を
は
熊
に
収
り
入
れ
て

爽
禅
k
顎
め
て
ま
い
S
tた
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
.

で
も

そうである

ように'市

政

も
､
新
し
い
糊
代
に
応
じ
た
川
偏
を

立
て
駕
行
し
て
い
か
LJ
け
..I-は
L<
S
t

ま
せ
ん
.
し
か
も
て
九
は
､
硬
化
に

対
応
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
望
宗

t
Jハ-.

港

北

ニ

ュ

ー
タ

ウ

ン

の

み
な

さ

ん

へ

枕浜市長

細 野正 一

私
は
'
こ
の
禁

髄
掛
に
よ
っ

湖
北
ニ
ュ

ータウン
慧

qI

邦も

て

新
し
い
佃
は
皇
行
っ
て
ま
い
D

私
の
桝
岨
し
て
い
る
rLl十
t
付
妃

ま
す
が
､
急
激
に
腔
即
し
た
､
LJ
の
を
洪
盟
す
る
喝
つ
く
且

の
1
頂
と

横
浜
粥
に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
雌
か
山

し
て
屯
り
阻
ん
で
ま
い
り
た
い
と
心

甲
レて
お
り
事

.
土左
'
オ
イ
ル

い
ま
す
J
で
の
た
め
に
は
'今
牧
出
来

シ
ェ
ア
ク
以
架
糊
代
は
大
き
く
変
化

急
は
埠
く
拙
さ
山
嶺

の
耶
決

し
て
い
草

.
み
な
さ
ん
の
ご
東
児

に
弔
刀
し
て
い
か
'.は
け
れ
ば
L･1り
ま

せん
か
'
私
は
た
と
え
時
間
が

かか

っ
て
も
､
確
鵜
に
t
が
l
坤
止
ん
で

い
く
さ
っ
に
し
た
い
と
他
い
ま
す
.

そ
し
て
､
み
な

さんの規正
の
生

格
か
ら
終
架
に
か
け
て
ま
で
十
分
に

考
え
'
み
な
苧
ん
か
噌
北
ニ
rlI
タ

ウ
ン
に
住
ん
で
い
る
こ
と
姦

イ
の

代
ま
で
m
<l
る
帽
コ｢そ
り
に
し
て
い

､Lた
い
と
.:)い
さ
丁
.

そ
れ
に
は
一一申す
､
嘩

北

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン
他
城
の
み
な
さ
ん
が
手
を
看

ぎ
凸
い
'
一
仏
と
'd
っ
て
､

州班と

力
更

っ
て
'
新し
い
的
Tb

り
Llr北
Gtる
こ
と
か
必
蝉
で
す
ー

私
は
'
そ
の
先
師
に
立
っ
て
女
刀

を
つ
く
す
化
榊
で
為
り
手

の
で

､

み
L+
苧
ん
の
ご
聯
刀
窄
心
か
ら
お
節

い
い
た
し
ま
す
.
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嘩
j
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
串
其
の
中
で
'

換
地
に
つ
い
て
患
火
が
色
･t
と
出
さ
れ

て
い
る
て
う
芋

が
'
こ

こで私
も
一

山
い
い
た
く
強
姦

望
}O
u>

私
が
絹
架
の
マ
イ
ホ
ー
ム
を
決
め
る

べ
く+
地
併
し
を
S
･心
し
た
肺
､
考
見

た
串
は
'
一一手
東

塔
は
も
ち
ろ
ん

の
串
､
+
満
濃

の
栴
蛙
､
交
蝿

郡

川
施
没
の
作
仰
､
碩
F

将
来
の
班
毎

で
あ
り
'
こ
れ
ら
姦

合
し
て
考
え
て

い
る
畔
へ
知
人

か色や北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
出
品

者､

池
田
壷

と､

B
E界
と
柳
沢
の
中
間
に
あ
臼
'
色
々
準

え
た
就
'
髄
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
凶
の

地
に
中
を
走
ら
せ
土-し
た
.

田
舎
の
妃
を

走
s

td･tから､本
当
だ

計
凶
の
持
仏街
が
で
葬
る
の
か
畠

に
魁
っ
て
い
た
鵬
｢
詔

諭
に
は
款
の

様
な
入
口
に
不
動
慧

著
の
署

が
あ

った
の
で
､
は
い
って
見
る
と
塑
九の

方
で
'
横
浜
禍
の
六
大
完

か
ら
日
本

で
始
め
て
の
方
法
で
｢柑
別
な
;
地
｣

の
指
や
'
平
均
35
バ
ー
で
ン
ト
の
紙
節

婦
嘉

鞘
確
か
行
わ
れ
'
人
と
中
の

分
桃
か
曲
る
な
ど
'
人
佃
中
心
の
街
づ

く
り
の
轟

か
い
か
M
IT
等

私
の
任
那

は
こ
こ
だ
と
決
め
ま
L
方
｢

墓

花
の
方
々
fJS
巣
に
1山
っ
て
色

t
t･6万
佃
か
ら
研
究
さ
れ
た
出
を
聞

き
､
改
め
て
噂
心
し
･,ti.R
J.

そ
こ
巾
勇
二
地
区

の窟
丙
の

土
地
員

い
求
め
る
甲
が
で
き
ま
L

t
r
こ
の
入
手
の
際
'
放

出大将の舷

.F日以
前
に
E
(っ
た
者
に
は
独
歩
超
の

綿
剤
…何
倍
か
あ
る
そ
う
で
'
私
も
早
く

的
入
し
て
虫
げ
は
叫か
っ
た
と
つ

くづ

く
竣
他
し
蔓

し
か
し
､
鵜
叫
の

お
り
'd
い
Iつち
か
一品

入
す
る
の
は
一

つ
の
妬
け
L<
の
で

分
脈
舶
と
か
t
Tl

ル
フ
蛸
壷

可
の
お
り
は
い
う
ち
に

以
っ
て
囲
っ
て
い
る
人
か
tS見
れ
ば
'

詑
叫
以
帆
の
碗
和
は
地
政
の
代
仮
で
仕

方
3･tい
と
心
っ
.

私
は
州
印
_兵
凹
二
六
〇
叫
方
メ
I
ト

ル
の
士
兆
か
攻
地
さ
れ
る
よ
う
四
(k
U

叫
方
メ
ー
ト
ル
の
+
抱
を
求
や
宗し
た

か
'
叫
均
35
パ
ー
セ
ン
ト
賊
が
描
か
も

っ
と
少
な
く
3･Sら
な
い
か
肖
分
け
が
･け

富

ま
し

ち
しか
し
別
状
の

EE
r
畑
､
山
林
か
皇
十
に
入
む
J
公
八

川
地
の
仏
雌
へ
工
即
日
の
出
相
は
当
5.7:

だ
と
蔓

かし
た
.

㈹
<
桝
に
よ
る
と
'
中
土
な
+
沌
L
J

か
ら
淋
辞
を
稚
く
し
て
く
れ
と
糾
う
仲

が
多
い
そ
う
で
す
が
t
は
刑
の
十
和
に

業
か
知
っ
て
い
た
り
､
家
を
態
て
る
岬

に
濃

を
必
弊
と
し
な
い
毒

は
純
少

か
職
い
の
は
洲
少
ま
す
.
し
か
し
'
山

の
中
の
肌
斜
が
憩
い
上地
や
形
状
の
S
J

い
｣由
は
当
然
強
い
稚
歩
負
担
が
あ
る

ペ
貴
.Jと
世
っ
.
た
だ
小
さ
い
1地
た

か
ら
搬
少
を
耶
くし
て
く
れ
る
u･+ら
は

私
鳥

羽
と
私
た
蓋

に
分
け
t･･叫

･在
PV
何
れ
の
1勉
も
練
歩
が
か
か
ら

な
い
こ
と
と
b･{り
土手
.
こ
れ
が
許
さ

れ
れ
ば
憎
北
ニ
TT
タ
リ
ン

内
の
+
砲

は.i
T伽
で
も
紙
少
の
か
か
な

い
志

に

す
る
で
し
ょ
う
.

叩
茄
の
剛
い叫
を
即
耕
し
て
､
信
也
照

群
は
城
内
の
上地
を
n
い
決
め
た
首
忠

の
人
の
心
晶

み
に
じ
る
行
ね
は
抑
さ

れ
ま
す
へ

も
っ
と
仰
取
的
a･1略
化
を

持
っ
て
お
互
い
に的刀
し
て
喝
つ
く
り

を
淀
め
る
べ
き
だ
と
倣
い
ま
す
.

こ
の
拭
L･t畦
帳
か
ら
'
私
の
土
地
も

小
さ
い
'd
か
ら
LT
均
椎
が
一石

伯
し
て

い
る
の
で
丁
か
ら
t
か
り
に
ご
h
叩

刀
メ
ー
ト
ル
の
少
只
仏
土
他
も

刷点

扱
い
を
受
け
､
そ
の
曙
刀
に
応
じ
て
秋

野
の
粒
a
Tを
持
つ
ペ
尊
た
と
想
い
ま

∫
.

兼
摂
郁
世
田
谷
区
用
t

宮

田

茂
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港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
連
投
事
業
に
つ
い
て
は
'
昨
年
来

の
仮
換
地
の
供
米
も
終
わ
り
'
こ
れ
か
ら
は
造
成
工
事
の

過
脱
が
救
大
の
関
心
事
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
｡

そ
こ
で
､
本
格
的
な
予
井
成
立
を
契
鎖
に
'
港
北
こ
TI

-
タ
ウ
ン
祉
放
非
業
及
び
関
連
♯
菜
の
今
年
度
群
集
の
見

通
し
に
僻
点
を
合
せ
て
､
今
後
の
都
築
の
動
き
を
取
り
上

げ
て
み
ま
し
た
｡

木
tF
門

､
2
年
に
-
煙
の
定
例
拷

余
を
桝
<
斗
宛
で
'
こ
の
岬
に
椎
兆
弘

の
埠

花
牝
Eiの
改
過
も
併
せ
て
行
わ
れ

ら
.C

川
駁

余
は
53
畔
地
の

訓戒か
岨

鼻

にJ
TC
別
所
垂
出
会
の
倹
肘
串

萌
を
脳
鏡
す
る
.

<
事

業
対
策

委

且
会

>

濃

工
砂
の
止
め
方
の
弟

'
き
た

防
災
上
及
び
安
全
上
の
見
地
か
ら
疋
任

の
あ
り
方
に
つ
い
轟

す
る
.

<
生

活

対
策
委

且
会

>

別
itlr
仙藷

対
初
奔
内
金
が
土
地
の

利
用
S
悦
に
応
い七
山祉
碩
磨
化
の
策
と

ス
ラ
イ
ド
覆

し
て
い
る
の
で
t
a

同
室

に
胴
っ
た

のも
､
慧

肘
会
を
閲
仰
す
る
｡

<
よ
集

村
東
委

qt
会

>

3
石
塊
地
利
川
協
定
光
の
妙
¶綬
朋

会
長

確
す
る
.

ま
た
､
邦
畑
瀧
廉
の
ろ
も
'
頼
光
に

わ
た
り
､
印
加
碧

く
莞

で
い

る
者
に
対
し
て
は
側
別
的
に
可
的
仏
限

り
の
対
応
か

する
｡

<
文
化

財

馳
壬
推

進

委

qt
会

>

放
余
の
遡
跡

基
EElの工
申
針
山
に

あ
わ
せ
一･ヌ
ム
ー
ス
に
洲
誉

る
よ

う
､
相
に
丁
質

辺
の
地
]花
の
入
墨

め
て
協
議

す
る
.

<
換
地

設
計
関

係

>

邦
1
担
比
の
伽
塀
鵬
の
供
龍
か
終
了

し
､
こ
の
描
火
桶
利
省
か
一望

六

十
油
の
男

肘
が
桝
出
さ
れ
tf
そ
の

内
村
長

軌
す
壷

形

状
･
護

が
秘
･
榊
耕
金

工
tB

①
粥
欄
卜
薗
僻
娘
W山
伏
①
前
川⑳
洪

港北ニュータウン連投安全管理連結協沈金･全様風Jt

公田施行地蛙のエ1附こ関する安全.tr画を湘鼓し､災害を未熟 こ防ぐため

協漣を進めている｡

地
政
訂
竜

面
池
捕
e
N
の
他
に
関
す

る
も
の
V

苅
一地
底
及
び
夢

1地
区

愚

作
撃

山係
る
全
て

の
Ⅷ
他
が
H
tJい
る
.
6
Llhb
ほ
の
三

宙
蔓

せ
て

こ
れ
ら
の
費

巾
に
対
す
る
処
淵

が今年
度
に
お
け
る

一浪
大
貴

仕
中
と
L<
る
.

こ
の

裏
の扱いは､仮換地
の

供
光
か
仙行
っ
た
公
団
に
お
い
て
内
申
を

よ
く
杷
甲
レ'
焼
酎
の
Jr
公
団
の
処

琴
万
針
に
つ
い
て
+海
区
樹
何
期
肺
鼠

金
の
帯
九
品

き
､
公
団
が
蛾
g
的
Lt

採
択
'
不
採
択
を
決
め
る
こ
と
に
Ll

る
t公

fE)で
は
､
悪
見
取
挺
出
老
各
人
に

通
知
し
'
こ
の
採
択
'
不
採
択
に
い
た

っ
た
理
由
等
の
蛇
朋
を
行
う
.
こ
の
鋭

明
は
十
分
に
時
Ⅷ
蟹
か
け
て
行
真

で
'
邦
二
地
区
で
は
五
月

下旬か
′P
八

月
上
旬
に
か
け
て
'
邦
1撃

は陣

糊
は
況
在

米
等

案

本
年
中
に
は

妓
了
す
る
芸

で
あ
り
'
こ
れ
ら
一
連

の
作
親
か
拓
む
と
こ
れ
に
よ

急

の

騒

が
決
ま

りへあとは
似
顔
他
の
指

定
書

つ
だ
け
に
な
る
ー
こ
の
鴬

の

指定

は'柳川として浸工
印
が

綴
り
､
覚

知
先

の志
の
肥
州
収
砧

が
で
き
る
叩
点
に
行
わ
れ
る
か
'
例
外

と
し
で
痴
分
的
に
整
目し
て
指
定
さ
れ

る
地
合
も
あ
る
.
t･芸

｢
特別
L･t
絹

地
｣
の
う
ち
1部
畔
工
地
域
に
挽

る町

議
が
放
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
れ
に
つ
い

度

港

北

ニ

ュ

ー
タ

ウ

ン

開

発

菜

一
門

㍍

棋

跳
銅

㌃

市
踊

腔

細
網

約

開

花

年-｡

及

び

建

設

関
連

予

算

(
概

要

)

馴
よ
う
r

H
筆

〈軍

万

"

#
11ユ
.
タ
ウ
ン
塁

叫
姓
蚊
只

l
相
川
マT九
か
け
円

湖
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
閉
殆
=
及
び

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
愁
油
此
奴
状
幽
作
成

こ
れ
は
､
脚
は
脈
は
智

東
の
梁

こ
=
は
'
撰

州
人出
ソの
!X用
で

慧

琴

k
の
由
針
机
は
四
十
九
S
r
ニ
ュ
ー
タ
ワ
ン
セ
ン
タ
I
地
区

映
え
の
出
川
ポ
チ
.

す
.

鮮
ハ千
五
十
七
力
余
円
で
'
内
加
は

湖
東

爪
氷
へ
郷
土
帖
絹
さ
ん
及
び

付
中
洲
川
及
び
大

鵬
川
河
川
改

心

港
北
こ
rl
-
タ
ウ
ン
文
化
財

訳
の
止
り
.

氏
倍
汝
料
の
保
墓

耕
､

紹北二律
千

十
二
健
八
千
四
LZ
七
十
芳

書
埋
K

l]可
九
宙
五
十
七
力
余
3:

H

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
帥
免
K

ユ
ー
タ
ウ
ン
悪

稚
進
連
絡
髪

円

㈹

港
北
二
rl
I
タ
ウ
ン
地
漣
の

四
千
五
十
万
余
円

迎
m

r
そ
の
市
況
門
な
ら
び
に
薪

こ
れ
は
'
早
測
川
及
び
大
場
川
の

1
兼
■
用
地
区
改
正
に
倖
･0
土
地
志

こ
れ
は
､
申
菜
計
岨
潮
解
が
'
公

年
雌
か
整

す
る
細
れ
問
雌
研
究

河
川
を
改
嘩
す
る
た
め
の
資
用
で

盤
お
面
事
業
q
事

一
は
四
千
八
白

井
施
曲
解
術
計
脚
的
炎
巧

義

金
群
で
す
ー

す
.

E]万
余
q
:

懲
対
頂
媒
(地
一誌

順
番
の
告
構
内

口

公
団
施

行
地
区
外
鵬
連
街
路

E

海
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関
連
下

こ
れ
は
､
｣由
整

輔
肺
蛋

出

独
対
郡
に
関
す
る
相
放
朽
iu
嶺
)
'

野
竹
K

十
九
鮮
ハ
村
方
3:

水
地
理
施
投
芯
蛤
千

十
1
歩
丁
四

及
び
腺
炎
は
竹
折
幽
指
呼
申
輔
H
で

ニ
rT
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
作
成
S
J

こ
れ
は
､
新
綱
車
吾

川
蘇
は
か

m
方
円

す
.

て
も
兼
叩
艦
中
に
は
鵜
中
が
つ
く
予
定

で
あ
る
｡

<
審

班

会

の
開
催

計

画

>

茶
蛭
雇
確
､
昨
年
度
の
よ
う
に
印
度

l
拝
の
朋
㈹
日
東
サ
貰

い
で
'
帥

純
真

る
墓

の
併
収
か
岡
の
日
脚

最

疋
す
る
盃

を
と
る
こ
と
に
u･+つ

{

､

<
造

成

工
事

>

末
年
の
農

工
申
計
個
は
1
面
｢EA

年
度
蔑

耶
岨
(策
)
湖
東
さ
れ
る
｣

の
;i

事
的
.

<
地

区
外

公
共

下
水

道

の
工
事

>

㈹
病
㈹
公
苅
下
水

竃
巾の入ノも
､

公
団
か
墓

内
工
甲
と
の
糊
過

重

八
下
水
氾
雨
水
AB
般
)

の
聯
御
中
止
め
て
お
り
､
LJ
れ
ら
乃
指

秘
の
･

享
で!21m投が慨㈹撃

J

あ
る

.
伯
山

53

叫
候
に
は
､
次
の
相
投
で
粍

肺
工
市
を
行
毒

あ
る
.

中
川
雨
水
幹
線
(N
I
4
)

穎

A
-1

百
十
メ
ー
ト
ル

南
山
田
悶
水
蹄
般
(..a

-5)横井

二
白
メ
ー
ト
ル

北
山
_
rzg
水
砕
叙
(ド

-6)誓

六
十
1]ヌ
ー
ト
ル

賊
mm雨
水
抑
揚
(S
-
7
)
算

'q

六
十
メ
ー
ト
ル

川
和
冊
水
師
親
(s
l
l
)

蝶革
1

笥
メ
ー
ト
ル

池
辺
仙叩水
砕
般
(S
-

1)
琉
■
七

.〓
五

十メートル

(S
-
Iz
)資

二
笥

メートル

<港北ニュータウ

ン
建

設
安

全
管

理

連

絡
協

議
会

>

t{
T
直
に
お
い
て
､
=農
工
串
が
太

第二地区茅ヶ崎3-2工区(頴区荏田町506番地付近)

･X;ケ仰3･I)工rdのひとつで
防災yム(SD-8)ができ上がL)

伶関に琴亡れる以前に地元の代髭'公団､閃ti>音'渦箸の関係者によ竜一出叩問雌へ顎姦恥する独此蓑理迎伯柳盛会が朋惟されているt本年搾hおいても､引轟き同級の峨旨でt{T直別に開催される予定で

C,'
e
z,
岩卿･爪鰍こよる切城丁水中｡
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噂
ルル
ニ
ュ
ータウン
の
㈹
苑
轟

め

る
に
あ
た
っ
ては'+粕
の
冶成
だ
け

で
は
作付喝
で
嘉

鯛
と
は
な
り

将t･1

い
.
特
に
先
満
に
必
舛
な
祁
川
戚
改
印

の
索

郎
仰
長

刀
に
仰
兆
し
な
け
れ

ば
LJら
な
く
､
ま
た
'
こ
れ
ら
の
怖
榊

に
は
時
間
と
糾
川
か
か
か
る
｡
相
に
こ

の
他
城
は
こ
れ
ま
で
孤
朽
鹿
此
の
作
仰

が
立
ち
巡
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
､
周

辺
地
域
喜

め
た
広
域
的
t･6撃

､

縫
合
的
な
地
点
か
怠

り
捉
ま
Ltけ
九

は
LJ一hな
い
.
こ
れ
ら
菅
野
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
は
悌
薫

と
し
て
取
り
上

げ
へ
市
か
中
心
と
な
り
､
川
都
市
計
画

荘
路
拡噛

付
公
共
下
水
荘
l瀞

畑
河
川
改
作

糾
い水
損

仰

仰
高
城

鉄
碧

㈱
公
宅

作
仰

の
也

銘
文
坂

爪

㈱
債
狩

川潜
基

軸
作
脚
で
の
耶
鵡
是

の
て
い
る
.

雌
北
ニ
ュ
ー
タ

ウンの人柄
pH
始
は

旧
制
閏
年
叫
に
遷

さ
れ
て
い
る
の

で
､
少
な
く
と
も
､
そ
れ
ま
で
に
鉱山m

す
る
か
'
入
信
に
窟

せ
き
た
さな
い

さ
っ
に
屋

を
つ
け
て
お
く
た
め
'
こ

れ
ら
申
漢
の
止
み
見
合
を
准
成
工
申
ス

ケ
ジ
riI
ル
に
合
せ
て
､
十
分
洞
野
す

る
こ
と
が
必
要
と
t･tる
｡

そ
こ
で
､
茶
事
邦
が
こ
れ
ま
で
に
ど

れ
だ
り怖
仰
さ
れ
､
今
後
ど
の
よ
う
に

沈
め
ら
れ
る
の
か
'
見
て
き

っ
｡

<

都市計
画
道
路
整

備
事
業
>

招
北
ニ
ュー
タ
ウ
ン
関
頚

mm
幽

氾
指
と
し
て
は
､
日
ぷT
面
目川
鞍
を

蛙
じ

の八純綿玖石
が
､
と
皇

つ

卯一tFSl両
地
隊
真

人
仰

断する

日
吉
ユ
奈
川
緑
恵

沢
⊥
冗
石
川

操

の二拘耕急

に

照冊を堆
め

て
い
る
.

新
併
折
⊥
冗ポ
川
操
に
つ
い
て
は
､

夢
二京
浜
増
北
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と

聴
北
ニ
ュ
ー
タ
ワ
ン
嘉

ぷ
区
間
の
う

ち
'
折
太
地
区
に
つ
い
て
は
脳
和
52
年

客
か
ら
工
事
に
か
か
り
'
現
在
施
工
中

で
あ
り
'
引
妻

帯
か虚

めてい

く
是

で
あ
る
.

日
苫
ユ
崇
川
桜
に
つ
い
て
は
'
血

ぜ
西
六
号
税
に
川玩
す
る
3'北
区

牛
久
保
肘
に
つ
い
嘉

か典
施
し
て

お
り
'
は
ば
譲

L
t
高
相
肘
･火

山
蜘
即
居

仙
別
lP
収
か
,R
川地

声
12f亙
行
って
い
る
が
､
今
憤
塑

-

藁

甲
州
叩歳
か肋
し
て
い

る
.

<
公
共
下
水
道
整
備

事
業
>

紹
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソに
挙

る
公

火
下
水
東

股は雌北･繰
悶
下
水
処

周
期
'
新
羽
ポ
ン
プ
船
と
一賀
川
薪
羽

節
税
は
か
こ
押
水
岬
掛
､
L
州
公=節
税

は
か
十
一和
木
肘
掛
が
あ
る
で

雌
北

鎚
叩
下
水
処
朝
潮､
m

ケ
尾

仰
唇

52
鮮
度
ま
で
に
は
ば
完
了

し
'
嘗

新
羽
ポ
ン
プ
沸
'
元

石
川
新
羽
･新
帝

関
内
水
脈
繁

を

准
丁革
P
あ
る
.
悶
水
僻
投
に
つ
い
て

も
薪
E等
荏

しめ
'
北
山
は
､
欄
山

田
'
油
逆
鞘
の
各
雨
水
岬
税
か鹿
工
甲

で
あ
り
､
入
捕
縛
に
三
脚
を
き
た
さな

い
よ
う
進
め
て
い
る
.

<
河
川
改
修
事

業

>

早
細
川
､
犬
相
川
の
改
修
畳

め
て

き
た
か
､
旧
和
53年
雌
に
は

はば誠了
の
見
通
し
で
あ
る
｡

Fy此
市
町
即
の
硯
見
川
に
つ
い
て
も

慣
れ
52
年
雌
か
窪

に
笹

工
中
が

迎
め
ら

れ'湖北ニュータウ
ン
に
対

応
で
き
る
何
疋
改
捗
(
3秒九九
〇
立

方
㍍
)
の
叫
仰
完
成
の
捲
仙し
か
立
っ

て菟
<
上
水
道
整
備
事
業
>

雌
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
禁

を
ま
か

な
う
た
め
に

､耕一仙区に牛
久
保
配

水

喝
fS三池
鑑
に
松
北
妃
水
加西
政

経
か軒
糾
し
'
収
に
aPTTTT.B
塵

刃

了
し
て
い
る
.

ま

た'今後の地
区
内
の
絵
札
此
間

の
%y崩
と
併
せ
て
'
牛
久
保
叱
水
池
の

岸
畑
啓
工
を
凶
っ
て
い
く
.

<
高
速
鉄
道
建
設
事

業
>

拙
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
鉄
泊
は
'
川

鴬

下
妖
星

鞍
､
4
年
投
の
ほ
か
､

邦
宵
地
下
鉄
6
号
椴
の
延
伸
か
針
岨
さ

れ
て
い
る
が
､
当
佃
島

の
爽
現
化

晶

る
こ
と
と
し
､
と
りあ

t(
す
依

柄
-
新
川
陥
朋
の
単
利
虎
工
に
小
力
を

あ
げ
､
叢

V
棚
北
ニ
ュ
ー
ク
ク

ン
へ
の
祁
湘
促
兆
を
以
っ
て
い

く.そ

の
PI
当
鵬
の
塁

血
と
し
て
の
パ
ス

指
SE粥
に
実
牌
の
u･tい
怠

耕
題
m

の
咋
仰
是

の

る.

<
埋
蔵
文
化
財
調
査
>

1部
特
殊
研
冊
の
た
め
Ⅶ
t
で
さ
な

か
っ
{奴
分
を
伽
き
､
旧
S:52
年
也
ま

で
に
'
は
ば
当
懲
予
定
の
制
作
姦

え

だ'今後
は
苑
舶
さ
れ
た
薄
物
の
耶
理

を
行
う
と
と
も
に
､
兼
調
毎

分
の
卵

<
を
農

工
帝
に
合
せ
て
拙
め
て
い

く

<
農
業
専
用
地
区
基

盤
雅
備
事
業
>

｢伊
州
雌
53:の
㈱
屯
｣
孟

し
､

堺
の
償
邦
叫的
?
_
世
相
敏
と
し
て
､

壷

簸
此
仰
､
慨
懲m川碓
此
約
m
を

柴

て
い
る
.

(=薪
羽
大
場地
区

(23ヘ
ク
タ
ー
ル
)

兼

摂
仰
糞

沌丁し
て
い
る
.

cm
(60
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

褒

批榊
干
串
の
ほ
と
ん
ど
が
完

了
し
て
い
る
.

G
粟
墓

区
(60ヘ
ク
タ
ー
ル
)

作
州
内
零
に
つ
い
て
地
元
か
山野

し
て
い
る
.

〇
折
東
地
区
(43
ヘ

ク
タ
ー
ル
)

早
急
に
萎
触
F鵬
に
着
手
す
る
予

定
で
あ
る
r

L串
久
傑
地
宜
(24
へ
ク
タ
･
ル
)

些
菅
】の
附
芯
を
止
め
る
.

lJi(柵
粕
t51(神
.'ク
ク
･
ル
)

常
傭
実
闇
舶
爪
の
蔓

で
参
04

<
そ
の
他
>

粥
抑
工
瑚
独
政
に
つ
い
て
は
'
紹
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
人
E]釜

に
帆
に
色

呈

旧札
弘
培
地
肴
工
急

に
､

今
虹血
統
群
別
小脳
W麦
LUう
.

<
生
活
再
建
対
策
>

噌
北
ニ
r]I
タ
ウ
ン
慧

に
よ
り
'

零

が
冠

化
さ
れ
て
任謡
校
旗
を

国
′nな
け
れ
ば
な
ら
Ld
い
地
場
者
の
生

活
丙
怨
対
策
と
し
て
'
従
来
'
①
竃

相
W

②
萱

･汲
杭
金
'
常

&
)

会
盛
が
行
わ
れ
'地
元
会
社
や
T讃
協

佃
組
合
符
も
此
蓮

付
票

で
い
る
.

本
姓也
は
'
作
は火
の
脱
衣
他
器
の

仰
t
に
続
き
､
余
兆
凪
の
約?
R
パ
-
〃J

ン
ト
が
濃

に
薫

る
可
研
次
か

聖
に
畿

す
る
比
込
み
L<
の
で
'
こ
.,.I

轟

刀
前
に
つ
い
て
も
'
従
火

の
対
照
に
瓜
QO
/
8
瓜
鵡
促
供
の
刈

巧

雷

の
▲由
利
川
の
対
gEr

対
筋
鞘
に
つ
い
て
.
揺

す
る
他
㈹
乃

ともHl排し
て
'
抑
鳩
苅
毘

い
附
し

て
,I//.

<
歴
史

･
民
俗
調
査

>

些
花の
自
手
前
t･6噌
北
ニ
rl-
タ
tワ

ン
地
域
の
郷
土
臆
の
柑
さ
ん
市
井
に
協

刀
す
る
欝

で
､
49
年
堤
か
ら
､
旧
･

公
団

北
雌
t･=3三
満
の
桝
刀
に
よ
っ
て

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
雌
城
の
偲
火
･.1iE佃
の

恭
順
瓜
州
を
行
っ
て
い
る
.

ぷ
咋
雌
も
'
碓
氷
泊
り
'
加
漉
先
生

を
川
戊
と
し
た
｢雌
北
ニュ
ー
タ
ウ
ン

雌
火
･R
g
jg.代
田
｣
に
他
郷

L
t
9

月
♪荻
畔
3
円
の
2
側
に
わ
た

っ
て
加

代
空
行
う
.

l①
エ
申
漉
工
中
の
刈
巧

①
糾
利
仲
立

<

妃

録

映

画

の

作

成

>

雌
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
篭

円
を

記
如
保
守
す
る

畢
T､竃
を

作

成して
い

る.

今
ま
で
に
､
肘
蜘

桐の作成を終
了

し
'
現
在
は
､

エ中の幾状況
･工

t-タスクレーパ

スクレーバtJLl山Ml 14-小 h )

1-tLl力 II2-●■▲p■

･芋 ㍉ ご

甲
重

き
､
T
叫
蛸
の
舶
形
Q
J

行毒

あ
る
.

<町界

･
町

名開
店

>

帖
北
ニr

l

I

タ

ウ

ン
地
収
は
'
噌
北

等

区
にま

た

が

り

､

町

も
十

九
ケ
即

に
及
ん
でい

る

.

し

か

し

'
広

地

特

理

完

が
進む

と

'

地

形

が

変
り
'
責

苛
も
変化

し

'

区

界

や

町

界
が

不明瞭

にな

っ

た

り

､

宅

地

の

中

幕

断

す

る

《お知らせ》

椎北ニュータウン兜較映画の計

画相について､完成したフィルム

がありますので､ご利用の節は下

す引こご連絡下さい｡

横浜市郎市並㈲IFも港北ニュー

タウン地紋畔妨所

屯 結 (5g_I)7327

宗

所
か
轟示す
今
上
で
'
抽
々
不
前

角
か
淳
して
く
る
.

そこで､こ姦
界
･町
卯
を

題
川･mm川巧の公共掘出で明収に

区
脚
す
る
と
と
も
に
'
町
の
鷲

折
他
の
そ
れ
に
薯

す
茎

ノに
尽
力

する葉
あるご
ま｣'
こ
れ
′只
V

EEtLqに
は
'
塘
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
相

応

し
い町
名
を
付
け
る
必
弊
も
あ
る
'

こ
れら
の
区
界
･即
界
･EZt.1名
等
に

つ
い
て
は
'
仕山民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

蜂
位
とも
な
る
r町
｣
に
も
か
か
わ
る

も
の
で
あ
も

り､
関
併
老
関
で
協
液
を

す
る
必
紫
が
あ
る
.

木
叫
也
は
へそ
の
は儀
を
皿
め
る
時

州
に
き
て
い
る
と
準
え
る
ー

柏
収
の
同
校
か
の
イラ
ス
ト
は
､
現

蓮

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
浪

丁由
ES

苧
肩
山
し
て

い
る
独
出
挙

ず
.

み
t･+さ
ん
ノ
.
ご
存
卿
で
し
た
か
.
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■

第

二地
区

t

土

地

区

画

整

理

審

仇

会

〔
第

三

十

五

回

〕

昭

和

五

十

三

年

四

月

二
十

七

日

開

催

1

小
梨
傑
宅
地
の
城
捗
根
仙
窟

の

適
川
弛
周
に
つ
い
て
､
公
団
は
'
認
可

博
し
耕
正
さ
れ
た
+
確
で
姦

(帆

え
ば
'
朕
耕
配
の
書

の
t
S
噴
所

相
成
の
支
払
艦
朋
か
P
き
る
も
の
印
の

公
的
LJ
舵
朋
が
で
き
る
も
の
.
)
と
し

て
比
叫
刑
に
所
帯
糊
の
移
転
か
行
わ
れ

た
も
の
で
へ
か
つ
侶
和
五
十
二
年
十
二

H
二
十
六
日
ま
で
に
水

茎
さ
れ
て
い

る
小
判
横
宅
地
に
つ
い
て
は
､
派
弊
紙

札
歪

を
行
う
と
の
脱
朋
が
.t.･t
き
れ
'

了
杏
亡
れ
L
P

二

葉

Hの
収
は
い
に
つ
い
て
は
'

差

金
に
お
け
る
蕃
比
買

収
は
､
全
体
と
し
で
疲

一
的
な
考
え
の

も
と
に
行
わ

れたので
他
州
乃
針
か

終
っ
た
も
の
Tか
ら
佃
光
る
だ
け
退
や
か

に
個
別
応
対
を
行
う
旨
の
叔
朋
が
あ
っ

た
.

〔
第

三

十

六

回

〕

昭

和

五

十

三

年

五

月

二
十

七

日

開

催

1

評
仙
Cr.の
池
任
に
つ
い
て
は
､
爪

評
仙
回
lP
あ
っ
た
元
脈
析
地
歪

捕
后

川
棚
山
側
所
岐
樺
太
叫
次
爪
氏
の
振
動

に
伴
い
'
後
任
肴
の
芯
脈
省
一
雌
氏
を

評
仙
川
と
し
て
淵
任
す
る
LJ
と
の
H
ぽ

a
.L･tTu
れ
tr

二

m
旭
し
対
応
に
つ
い
て
は
'
以
洪

地
肌
轄
性
の
帯
比
む
の
撃

か
で
小
加
悦
宅
地
所
布
邪
の
遍

u
柑

L
W
虫
が
多

くあったか'こ

れに
つ

い
て
小
此
奴
藁

節
付
月
の
朗
他
州
山

の
噌
比
化
せ
E
.O
こ
と
は
良
い
が
､
恭

京

･幻

と
し
て
は
虎
他
計
凶
に
支
障
の

な
い
肺
周
で
行
う
こ
と
と
し
､
方
状
と
l

し
て
は
公
団
倹
地
最

じ
る
こ
と
に
よ

る
朋
粥
空
け
わ
す
ご
e
v
ま
で
個
人
帆

の
士
心
弱
H
に
伴
晶

耶
挨
地
と
L
t

ま
た
以
鵬
し
招
脱
に
伴
っ
て
琴
一蚕
の

換
地に
鮭
桝
を
与
え
'd
い
方
向
で
処
理

す
る
よ
う
と
の
億
兄
が
多
か
っ
た
の

で
'
そ
の
よ
う
に
公
団
で
対
称
す
る
こ

と
に
な
っ
た
.

三

票

の
取

扱
い
に
つ
い
て
へ
帆

lE
に
お
い

て
那
加
き
れ
た
至

心
は
仙

別
に
応
対
現
朋
蛋

リ
ブ
こ
と
と
な
り
､

一
部
大
昔

の
意
見

抑分母伽東
H

上
旬
ま
で
に
行
う
こ
と
の
祝
朋
か
な
さ

れ
L
P

四q

嶺

工
脚
の
兆
ち
よ
く
に
作
い
､

別
地
税
･=あ
山
川
ITh
が
決
め
ら
れ
た
.

港 北 ニ ュー タ ウ ン昭 和 ‖年 1月

◇
合
同協
議
会

3
月
訪
日
'
罪
7
回
合
同
協
議
会
か

榊
か
れ
た
r

M

土
地
は
凶
作
別
称
塀
会
の
総
地
軸

3
]
(日
米
鑑
等
が
価
)

.S
t
1他
は
関
帆
の
棚
缶
が
あ
っ
た

(隻

LL.I
;
A
的
)

仙
船舶日
印
鎧

の
文
化
M
兆
邦

洲
伯
山
締
る
光
か
策
の
横
町

旧
削
52
年
雌
犬
ま
で
に
苑
判
別
血
が

で
き
な
か

った城余の
遡
跡
に
つ
い
て

の椴針金
の
紙
制
覇
皆
と
新
し
い
出
a

策
が
-d
案
さ
れ
了
来
さ
れ
た
(こ
の
光

桝
は
3
月
部
C]
に
調
印
さ
れ
た
J

ま
た
'
伯
細
53
年
度
以
降
の
苑
地
胡

再
に
つ
い
て
は
､
文
化
11す
加
重

垂

何
金

を
新
し
く
放
け
､
そ
こ
で
担

し

て
い

<
こ
と
に
L<
つ
L
P

<
文
化
財
桝
丑
推
進
票
df毛
>

r3
7
血
色
_叫
脱
の
版
を
は
て
耕
-
1旬

日
の
負
へUか
5
7
17
日
…櫛

さ
れ
､
今

後

の恥〟軒別につ
い
て
批
放
,し
わ
｢

そ
し
tJd
体
的
u･*工
申
索

新
た
に

油
症
さ
れ
た
船
に
は
塑
冗
か
ら
の
又
化

肘
糊
胤
に
つ
い
て
の

費
か皮映
さ
せ

るために
相
加
還
良
の
補
助
額
を
急

区
で
過
び
総
食
的
に
こ

の間雌に収阻

ん
で
い
く
と
い
.っ轟
鮎
に
過
し
巧

ま
た
､
こ
の
委
畑
会
は
少
Lt
く
と
も

年
3
3
]以
上
蛸
tm
す
る
こ
と
に
L<
つ

ん
､香

山
は
桝
の
止
り
.

山
太
光
加

(悉

妓
)

金イ保

(S
菊
川
妓
)
は
江
泊

池､即大公

跳
､
田
丸
比
m
t
茄

喝

竹
旭
B
:

代
迷
､
竹
田
降
他

◇

事

業

対

策

委

員

会

5
7
知
日

荊
6
姐
粂
川
余
が
州
馳

さ
れ
た
.

M
襟
北
叔

移

瀧
に
つ
い
て

(収
用
埠
刀
㈱
)

rt
二
地
区
､
所
桝
折
⊥
花
行
川
耕
沿

い
の
膏
t)梯
川
の
鉄
塔
の
ろ
も
'
6
弘

の
太
加
工
小
に
つ
い
て

災
研
叫
刀
曲

邸
退
役
漂

湘
所
蚊
か
急

明
が
あ
っ

Mtlj;
仰
53
呼
止
出
城
工
研
乱

に
つ
い
て

(臼
茶
住

宅
公
団
)

I
K
一
世
事
明
L-

糊
叱
柾
川
和
の
娘
は
い
に
つ
い
て

(耶
増
加
)

邦
7
地
色
は
伽
に
お
い
て
'
唯
iP
の

知柾につい
て
は
肪
災
上
､

庶虫Jlの

見
地
か
ら
供

血に
取
り
く
ま
ね
ば
な
ら

な
い
旧
雌
で
あ
り
､
噌
巧

y=
'
公
印

の
こ
官
で
卸
業

m
L
八]っ
て
い
く
場

が
必
が
で
毎
O

と=･r魚粉
が
出
た
の

P'茶番
‖
会
も
LJ
jL
葺

け
て
対
如

刈
れ
喜

と

し
で
速
め
る
か
､
あ
る

い
続

に
小
素
山
会
か
亜
け
さ
か
窄
愉

a
:し
巾旗
山
(､
芥
蛋

対
爪
員

余藁
葺

Tの
套

薙
せ

ん
さ
れ
た
メ
ソ
バ
ー
高

城
す
る
｢稚

心
比ー
地
引
榔
盛

会｣を戯
け
議

す

る
こ
と
に
な
っ
た
.

◇

生

活

対

策

委

員

会

6
日
6
33'
譲

対
内
畜

会
は
'

｢一変
レづ
く
り
蜘
定
の
世
故
に
つ
い

て
｣
督
7
-
マ
と
し
て
､
邦
7
州
の
春

田
金
を
仙楢
rL羊
｢

斉
川
金
は
､
こ
の
軸
足
は
､
あ
く
ま

で
も
'
仕
出
の
但
山南

L<
も
の
で
あ
る

と
L
lプ
こ
と
董

Jへ

お
お
さ
V

桝
の
旭
の
仔
う
と
い
う
LJ
と
に
決
め

氏
.H

t椴
は
謁

の
蒙
ち
づ

くり
桝

花
の
仙い及
方

法について

①

科
鷲

盛
会
の
川
小
爪
け
弓

ある21のブロック(例えば､

帥水

と
か
､
･-=
沢
と
か
)
の
ほ
に
､
リ
ー
グ

I
を
2
名
絹
雌
雌
出
す
る
(こ
か
を
ブ

ロ
ッ

クリー
ダ
I
と
呼
ぶ
)

②

掘
出
さ
れ
た
フ
ロ
ア
ク
リ
ー
ダ

I
の
池
魚
会
を
壱

耶
蚕
舛

及川)那

碧

か
中
心
と
L<
り
'怒
仲
す
る
.

①

各
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
I
は
他
助

金
の
あ
と
'
藍

対
耶
杏
樹
余

と
協
力
し
て
'
各
プ
ロ
プ
ク
で
聯
疋
集

の
横

町か爽輝する
.

①

各
ブ
ロ
ッ
ク
苫
叩

附合
そ
く
り

か
え
す
中
で

ブロ

ックリーダI会

議
を
開
き
､
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
倹
針
金
で

出
た
責

LJ
と
き
交
供
し
あ
､.'
ブ
ロ

ッ
ク
順
の
朋
暇
を
胤

る.

⑤

フ
ロ
ッ
ク
リ
ー

ダーは
襲

熊
香
山
金
と
御
刀
し
て
､

協定柵
相似

也

(地
域
制
)
の
机
爪
為

る

ととも
まちづくり協定作業.今後の展的プログラム

<一般住宅地区>

<特別な用 地>

に
協
定
案
の
確
定
晶

る
｡

⑥

7
ロ
ブ
ク
リ
ー
ダ
ー
を
中

心

に
'
似
淀
如
籍
へ
向
け
て
'
只
仏
的
LJ

作
果

(約
定
称
の
作
成
･
野
苧

そ
の

也
)
空
け
う
.

ま
た
､
地
区
外
地
相
者
に
つ
い
て
は

生
鴫
対
脈
萎

び
研
舛
都
会
Z
が
中

心
と
t･tD
t
挽
針
金
蓋

ず
る
ー

q

r柑
別
..t4
;
他
｣
の
ま
ち
づ

く

り
協

定
の
せ
収
に
つ
い
て

①

古
｢特
別
な
川
地
｣
ご
と
に
生

塙
対
頂
重
婚
及

び研究部金牌か申
心

と
な
り
'
換
町
会
蓋

す

る
｡
そ
の

中
で
畳
.特
別
な
用
地
岳
に
'
リ
ー
ダ

ー
を
増
出
す
る
(全
部
で
仙
名

椙妊'

これを
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
I
と
呼
ぶ
)

①
消
m
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

Iの勉灘
金
色
仰
諾
対
頂
香
山
及
び
研

噺
部
会
節
が
中心
とLJり

奨

施

す

る

.

遜

グループ
リ

ー
ダ

I

は

勉

倣

金

の
あ
と
'

止宿対
術
春
舛

会

と
協

力

し

て
､
み
｢

特別L･{用
地｣ご
と
に

横
附

金
蓋

するー

①

谷
｢特
別i

･,
川
他｣
ご
と

に
的

肘
金
を
く
り
か
え
す
中で
グ
ル
～

ブ

リ
ー
ダ
I
金
鼓
を
肌
を
､t
グ

ル
ー
プ

の
愉
肘
金
で
出
た
導

と
そ
蒸

し

あ
い
へ
グ

ル

ー

プ

仰

の

鯛

雌
晶

る
.

⑤
グ

ル

ー

プ

リ

ー

ダ

ー
は
年
商
対

頂
委
出

会

と

耶

刀

し

て

､

耗
捌
定
位
和

中
位
(地
域
制
)

の

硯

軽

晶

る
と
と

も
に
協
定
案
の
確
定
慮

る
t

Laグ
ル
ー
プ
リ

ー

ダ

ー
舟
品
T･心
に

陥
延
肘

は

へ

向

け

て

特

休

的
な
作
戎

(盟
化

心

の

作

成

､

監

'
そ
の
他
)

之
行
う

.

榊
r今
桧
の
仙
川
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
Fた
の
で

今
他
は
､
そ
の
別
れ
に
つ
い

事
Hq

6
月
14
日

集
仙対
鈴
繁
H
金
は
､

那
8
1句
の
奔
出
金
を
私
大
赤
白
金

(生

泊
刈
煎
奉
只
金
､
研
幹
部
会
神
色
周
)

の
彬
で
開
催
し
た
.

土山ち
づ
く
り
的
定
莞

川
ス
ラ
イ
ド

の
献
琴
の
あ
と
'
ニ

ュータ
ウ
ン
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
研
仰
望

の
今
塊
の
あ
り
ガ

に
つ
い
姦

し
ち

仙
朕
の
繕
3
'は
次
の
旭
日
.

①

こ
の
研
伊
部
負
は
邸
金
川
と
祉

雅
凄

研
窮

の
研
茸

と
か
一hな
る

｢土
篭
づ
く
り
払
穫
併
称
部
会

に
改

め
る
ー

②

こ

の
伽
甘
盛
会
の
テ
ー
マ
は

｢ま
も
づ
く
り
棚
嬉
し
と
す
る
ー

◇

農

業

対

策

委

員
会

<
音
盤
伺
粗
研
究
那
会
>

5
T
u
U

点
綴

拙
耶
曇

は

荊
3
旧
の
即
金
を
朋
他
し
ち

傭
｣
'
公
申
か
ら
､

3H
か
ら
1
日

に
か
け
て
娘
芸

朋襟
に
刈
す

る
意
向

の祁
(鵡
川
<
の
椙
知
に
つ
い
tJ

舶
皆
か
あ
っ
ち

祁
先
制
ft
の
対
歓
と
L<
つ
た
和
搾
状

家
は
些
P
t
t
調
い…指
炎
は
'
お
お
よ

そ
へ
次
の
通
り
で
あ
っ
た
).

弊
移
転
撃

は
､

S

蛸
銃
を
頼
潔
す
る
も
の

3
1

州

爪遜
ヂ
る
と
す
る
も
の

1
L

例

驚
収
を
保
田
し
た
も
の

Lr)
i

肇

は
t

S

誉

見
す
る
◆V
の

5
1

川

窪

ず
る
と
す
る
も
の

LJ,戸

な
お
､
射
皿
の
牌
協
の
朋
把
の
船
､

朋
北
村
攻
と
な
っ
た
爺
稚
謙
家
は
竣
戸

で
あ
っ
た
か
へ
そ
の
.2
っ
､
2
戸
は
す

で
に
贋
発
し
て
お
り

へ補完
朋
允
の
肘

鉄
か
ら
喧
｢ノさ
れ
た
.

畜
蛭
間
雌
研
櫛謝
金
と
し
て
は
､
昨

年
の
11
月

の
農
協
に
よ
る
憩
伺
刑
辻
と

今
酌
の公
国
L
よ
る
雅
邦
馴
化
の
括
3
'

久
舶
g
iの
出
向

は
は
は
明
ら
か
と
Lt
つ

て

巾
･
公
冊
の
柳
刀
を
稚
め
て
い
く

LJとに
げ
っ
L
P

<
茶
合
■
地
利
用
協

定

端甘
牡
沸
弄
負

会
>

･･1
;
6
u

u
へu畑
地
迦
官
恥
㈹
香

民
会
は
､
;
娘
へ[腿
地
利
川
協
疋
策
に

つ
い
て
､
日
収
へ=:Lq他
の
収
検
地
に
つ

い
て
へ
の
テ
ー
マ
の
.ト
に
r3
2
回
の
黍

日
金
を
zt
即
した
.

;

5
(亀

利
川
払
花
実
に
つ
い

て

申
幽
局
か
ら
t
e
(合
点
地
利
m川
柳
疋

集
の
柑
研
が
行
わ
i
.
引
続
首
臨
定
業

の
流
刑
に
は
い
っ
L
J.

放
射
の
中
で
は

①

悦
定
策
の
中
に

｢班
会
腔
地
に

は
七
の
周
EElに
区
域
晶

す
る
轡
t)の

他
こ
れ
に
郡
す
る
監
査

ハ同
で
設
け
る

も
の
と
す
る
｣
と
い
･(ノ鹿
足
が
あ
る

か
､
こ
れ
は
か
な
ら
す

L
も
山
け
LJ
け

∫~
は
L4
ら
な
い
と
い

う
LJ
と
で
は
な

く
､
必
収
に
恥
じ
志

げ
る
と
い
う
こ

と
で
よ
い
の
で
は
L4
い
か
.
そ
の
恐
帆

で
ru
t
榊
化
に
峠

で
き
る
｣
と
い

･n
班
別
の
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
Lt
い

カ
⑦

協
淀
の
解
放
な
ど
を
淡
め
よ
う

と
す
る
を
さ
に
黍
拝
金
と
御
旗
し
な
け

れ
ば
な
ら
Lt
い
と
い
う
こ
と
に
L<
つ
て

い
る
が
､
こ
れ
は
と
っ
い
う
意
朕
か
.

①

広
賢

や
広
年
増
の
湖
健
は
邦

貨

れ
て
い
る
か
自
分
の
は
等

町
す

し毒

も
の
も
い
け
L4
い
と
署

ペ

丘

k･+のか
.

①

誉

旗
地
菅
田
民
策
偶
的
に
別

〓
す
る
こ
と
は
い
け
LJ
い
の
か
.

乍
こ
の

世
見
が
出
さ
Jl
ち

こ
か
ら

の

悪鬼に
刈
す
る
鉛
粉
は
次
的
以
作
の

検
討
の
中
で
ま
と
め
て
い
く
予
定
P
あ

る
｡ロ

淡
色
膿
地
の
藍

に
つ
い
て

3
(金
武
他
の
脱
衣
他
の
P
殻
に
つ
い

て
､
仰
_伯
に
ー義

明
が
あ
っ
た
.
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11"工区(先行造成地)への

家屋移転はじまる
- 港北区北山田町付近 -

那一地区のすみれが丘に隣拝し

た北山田町で'昨年来'工事が行

われていた11.工底の家厨移転がは

じまりました._1.T皮は'農工市のために舞

凶暴粧する加点の移転先として

先行的に譲工申曇ている先

行農地のひとつです.53叩理甘

蓋の豊野貸し移粧する1

戸が､去年12月までに'ここへ移

晦丁ることになってい垂丁.
先行蔑粕への移艦は'築
一丁直で樺山行われていますが'

こ

れは仮住居という形で行われた

ものであり､今回のものは'恢漠

地予竃への濃移艦として行わ

れるところか昇っています.
きた'近く､第2地区9.工区

へ渋沢)でも'49世相の仮住居に

よる移転が予定されています｡
今管この租の孝帳や恢旺

皇∴ ∴ = ‥}1.三

尿による移転のための先行蔑地

を仰次拡大していくことが予定さ

れてい凄す｡しかし'先行麓地

ができあがっても'移転は別在の

件宿祐熊空人肌にかえることな

く､行われなければな皐､久体

的に移尼か続々と行われるには､まだまだ､耶決すべき間切が多い

きつですpいずれにしても'これらの先行

蔑他への移鯨が次カと行われて

いく去ノになれば'蔑工事のス
PTド臭Siにあがることになり
ます.

市道荏田-川和練
振替道路が完成/

那鳥区､荏田町付近のは施工

砂に伴い､和ぎmT川和投の1

邸が悪とt･<るため'握軒洞藍川を

焚近し妻したが'↑月末に竹花
垢甘it路の中央部(川和高校側から)

成し､8月1日に開通しました.
振替氾路は､バス竹不動硯から
ilt木恢股住宅地の鯛Ⅷ怠って川
棚帯収へ破ける申刑↑･5㍍､歩
氾1･5㍍の増給です｡(屈事照)
なお､途中のバス停｢牛宣戸｣
も移設されましたので'ご荘苛く
ださい.

関根橋架換工事のお知らせ

而下水避局では､湖北ニュータウン撃某として'早例川の改
関根柵集&工事位t田

去る7パ13日､噌北区勝田小
学校下の油称｢順田地｣に生息
する牌相葉歪食物｢I,(ヤコ

タナゴJE]]百匹が'斐化財

保維瓢'脈状水月~州珊抗検収の

職何ら約5<の手にさ
nノ'中区

のこ溺矧に描きれ責
｢

この排水机
は
'砦
し
ても
体

長が4.kAm俊
と
かわ
い▲P
.}＼

帯地の川や弛喜れる､いわ
ゆる｢バラタナTl｣に比べ､稗

と収との庶琴
､スマート

なのが特徴です｡生鬼は舶諦

平射に警れておか'かつては

川や讐
見られきし
たか'

欣鞘の折及や都市
化のため､呼

止姿島
し､49年
6Tには､文

｢ミ
ヤ
コ

タナ

ゴ｣の引越

し

化庁から大然記嘉
に
指

定さ

れ'錬托されてきました.
保内では生舟していLlいと凪
われていた幻の魚(,[ヤコタナゴ

か'魚マニアであ
る市内

高収生

たちによって､相
田池毒

見さ

れたのは一昨年5月末のことで
チ.その陣地の糊園に金網を叫

婆行なっていますが'関桝gの
如湊工事に伴t･*い迂同掩蓋
日に"課
し､85rl日か
象り換

えが行われました).(回書P
=.)

新しい仰視痢値
札糾年3月天

8歳予宅です.昭和
53年
度歴史民

俗調

査行われる
9月2日か▲hp,日までの1
週間

に

わたst.宝区
中川町舟晶丁心と

し

て'軸北ニrTタウン歴史
･民

俗

史料の測点･収雄が行
わ
れま

チ

.
太
咋
収

も'押印同様'駒沢大学

桝
脈

加牒要し氏を闇炊ナチる榊蟹

田によって行われせずので､朋休

す急
伸

新の奇書んのご聯刀を

お抑いします.
ゴミ･残土など
不法投棄を
な くしましょう

り､立ち入り禁止にしたりしM

て'塀や市では別況保存に弔め仙

てきましたが'この他の生息地…

には'流水かあり'菱､孟
じi

て水垢が15湛山に這
してい

…

て
また､
心ないマニアに柵雄…

呆Llいしち門別体熱管て…

いるLl基盤得が熊LYく'水…

の和知L<義棟条件か懸化し…

て
き
た
_一問
鞄
で

は生恩か繋ま…■

れ'今風の引っ雌しの迎びとLl…

ったものです｡
せっかく､内分たちの善言
刺

して狩り,つる｢地域肘巨とな…

る.(尋､＼ヤコタナゴを､地域の:

外へと移動廿ざるを樹t･.くなっ…

たのは飯倉ですか､麓の危地日

を免れ､熊帝に住みついてくれ…

たことは胃℃いことです.仙

■地用事のみなさん■

あL4たの所何している中瓶に不

法投焚されますと'耶別邪知穂で

地三又は門別第のみなJ一九か処迦

してけ九ばなstませんので､血遍

に防%㈹轟
けるLjと'群別の触

庇菅お戯いいたし辛丁.

InJ,[弘也に点
りの万II

炎拐上､奮
いは凶相に出一茶し

たゴミの処理にお困りの万は'環

境申某局の炭苗申萌所まで'ご用

淡ください̀

■市民のみなさん■
藍川･河川･卒璃串にみだりに

ごみ等変改雫している人か見かけ

ましたら､次のこと温朝し
て
く

ださい.①投那zz]岬､
芸

所

普閃解卑又は投薬次名
､
①
膳
て

ら九た切の内等牡

十回
1/

r
加絹別事切断■
朴新山晩節

柵島

sE;ゥ11遷(441)
gV53

I*北事横柄■墓

町
9

9与-1諾(1
0
1
)
3
1

{ヽ〉3-EB一群斯■S
E区
甲
山
即
1
2
6

0俄払(93
1
)
2
7
7
0
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〉菅北 ニ ュー タ ウ ン

現
在
の
耶
慧

ってい愈

淀

川の建める穂等っていて

も
起
る
こ
と
な
の
で

す.

現
任
の
法
相
の
曲

は
企
悦
t
川
の

仰
山岬
e=.T.d
も
の
に
す
叔
な
い
だ
け
で
な

く
'
和
代
の
よ
い
比
冠

に

するのに

善

哉

が
不
出
し
て
い
る
'
有
っ

て
み
れ
ば
､
非
何
に
お
お
き
か
で
､
〓

低
阻
の
仙蒜

し
な
ポ
し
て
い
な

いの
で

す
.
(こ
の
こ
と
は
t
は
印
が
日
分
た

ち
の
街
は
自
分
た
ち
で
必
弊
な
取
り
次

川
F
般
住
宅
地
は
敷
地
の

t
小
有
功
を
決
め
て
､
ゆ
っ
た

り
と
し
た
､
余
裕
の
あ
る
住
宅

地
に
し
よ
う
｡

敗
地
が
小
さ
く
分
割
さ
れ
'
祉
物
が

簸
て
泉

て
し
享
(ノと
'
班
少
の
日
当

り
や
的
畑
し
巻

くす
る
だ
け

毒
く

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
か
呼
ら
れ
な
い

といっ

た
こ
と
か
鑑
-1
ま
す
｡
ま
た
､
災
3
]の

附
も
非
将
に
危
収
な
も
の
と
LJ
り
ま

チ
.そ

こ
で
'
吸
地
の
付
小
面
頓
を
決
め

ま

ち

づ

く

-

協

定

の
中
味

は

めをし
て
､
通
る
べ
き

だと
糊
持
し
て

いると
い
え
る
で
し
ょ

う)

だ
か
ら
'
棚
北
ニ
rT
タ
ウ
ン
の
任

だ

れ

も

が

住み

た

く

な

る

住

宅

地

に

す

る

に

は

'

ま

ち

づ

く

-

協

定

が

必

要

粘
北
ニ
ュ
ー
タ
け
シ
の
任
苛

は
だ

れ
肇

な
る
'
頂
端
の
よ
い

榔刀参やもの
にしていき
た
い
と
魅

い
ま
す
.

十
冠
を
も
っ
て
い
る
私
た
も
庖
他
省

か
自
分
惨
事
に
志

を
利
川
し
て
い
け

は
'
住
宅
の
机
に
ア
パ
ー
ト
や

T府が

で
き
た
り
'
白
秋
班
群
は
架
が
で
き
る

な
ど
い
ろ
い
ろ
ハ纏

い
遠
に
使
わ
れ
'

素
地
は
と
ん
と
ん
小
さ
く分別
さ
九
､

合
従
の
洲
和
の
LJ
い
'
日
当
り
や
見
地

し
の
B
)い
'
相
の
少
t･_い
'
ま
た
､
プ

ラ
イ
バ
シ
I
の
呼
ら
れ
t･1い
任
冠

に

な
っ
て
し
量

れ
が
あ
り
ま
す
.

相
加

のよい押しす
る

のbt悪い

博
し
す
る
の
も
私
た
ち
地
相
葡
訳
節
で

チ
.
折
zi..造
る
t･6急

場
の
よ
い
街
を

つ
く
り
'
だ

れもが住
み
た
く
t･6る
旺

宅
地
に
し
よ
っ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
.

だ

れ

も

が

住
み

た

く

な

る

'

環

境

の

よ

い

へ

魅

力

あ

る

も

の

に

ま
で
7
回
の
会
合
を
か
さ
ね
協
定
案

を
作

成
し
ま
し
た
｡

無
策
作
成
後
は
地
権
者
か
ら
の
意
見
聴
取

(特
別
な
用
地
の
協
定
菜

に
つ
い
て
)
'

経
過
協
の
合
同
協
蘇
金
へ
の
協
定
菜

や
普

及
方
法
の
推
秦
を
す
る
な
ど
'
ま
ち
づ
-
=1

協
定
の
締
結
へ
向
け
て
準
備
作
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
.

こ
の
間
､
協
定
の
内
容
を
よ
り
よ
く
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
､
協
定
の
内
容
を
ス
ラ

イ
ド
に
す
る
な
ど
の
作
美
も
行
っ
て
き
ま
し

た
｡

港

北

1

肴
の
方
々
と
と
も
に
協
定
の
瓜
体
的
な
作
成

に
と
り
か
か
る
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
て

お
-
ま
す
.

そ
こ
で
､
ま
ず
今
回
は
､

l
枚
住
宅
地
の

ま
ち
づ
く
り
脇
定
秦
全
文
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
､
協
定
の
必
要
性
と
各
脇
定
朝
日
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
の
べ
て
'
み
な
さ
ん
の
ま

ち
づ
く
り
協
定
に
つ
い
て
の
論
議
の
材
料
を

捷
供
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
d

生
活
対
策
委
■

会

委
<
長

金
子
三
千
男

ユ

ー
タ

ウ

ン

の

住

宅

地

は

は
と
入ノし
て
も
私
た
ち
庖
岬
額
が
+
価

の
利

附に
つ
い
轟

ル
ー
ル
を
作

り
､
約
果
し
'
そ
れ
等

っ

ていくこ

と
か
轟

に
な
る
わ
け
芋

.

LJ
の
ル
ー
ル
が
私
た
ち
が
作
る
っ
と

し
て
い
魚
.ま
も
づ

くり協定享
｡

まち
づ
く
り
協
定
は
へ
た
し
か
に
､

制
約
と
し
て
の
-B
督
も
っ
て
い
ま
す
.

し
か
し
､
他
人
か
ら
迷
感
学
っ
け
な
い

た
め
に
は
､
お
互
い
に
他
人
に
淡
態
菅

か
け
LJ
い
こ
と
が
必
密
で
す
.
自
分
だ

け
か
街
合
従
の
例
和
を
鮒
祝
し
て
'
自

分
時
事
に
+
尭
嘉

川ず
れ
ば
'
そ
の

醗り
折
所
に
あ
る
毒

は
'
そ
の
分
だ

夢

-う

け
る
こ
と
に
i･t
つ
て
し
ま

い
ま
す
.

それ卓
は'毒
が
少

し
ず
つ
毒

し
一泡

川
す
妾

ノに
す

れ
ば
'
悦

金持の取規がよくL
j
り
､

そ
れ
に
しま
yt
み
ん
な
が
呼
し
く

利滋

賀
ノけ
る
こ
と
か
W

望

在
と
し

て
一品
も
利
き

八きく
な
り
ま
す
.

<
協
定
に
よ
り
街

全体に
ゆ

と
り
と
Ⅶ
和
か
う
ま
れ
た
>
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走 書 (秦)
(n 地毛物の敷地

イ 錘蒸物の軌 也の叔小【桁仇 士.-戸当り260平方メー トル (き鴇o坪)とする.た
だし.昭和 叩 )J 口にidl知された仮換地両11が,260平方メー トル以
下の姐合にはその-tntLは Rr小h-1Aとする.Jと13.換地両横がFL定したgl合は.そ
の面柵をJt小両班とする.

E, Zt先物の赦地の生山入口にFi.打2メー トル以上 奥行2メートル以J=の空地
をa保すること.

･､ 塊&劫の故地の拝化

① 姓集物の歎地内は.必地面8tの30界以上掛 とすること｡ (この租 合.生堀の
掛 と純分も30界のJa化に含める｡)

② 畑姑物の敷地の逆略城外O Iは.生垣称で扱化するものとし.プロ･/タ塀.万
年桝等をtl止する./J.･軌 やttと紳 ･r.ブt.I,ク塀,万年塀等を牧tする少合
は･iE称城外から11-トル以上後退して牧思し.肌面 (その後過した釣分)
を即 ヒナるものとナる.ただし.並路地生面よりD)さ60センチメー トル以下の
ものは強く.

(21建策物の用途
非同住宅.書ni.倉のみを捕止する.
(ただし,耐火fI達の鼻息形式の共同住宅は除く)

L3)漣熊物の形撫

イ 建策物の地上肝PEは2以下とする. (地下軌 ま除く)
ロ 外壁またはこれに代る桂のiFlから赦他境界までの座Jl
① Zt柵方向の故地碓井までの托～は.4メ- トル以上とする.
⑳ 迂路境界までの托■は. 15メー トル以上とする.

2 この協定施行の臥 すでに漣銘所または=7I中の臓 物でこの協定にi合 しない蛾

嘉1謂 誓慧ア競 孟宗だ票ご讐警 悪霊謂 諾去芸競 歪箭 ･8.=の縦 断 秋 和
(協定の有効Xqrn等)
第9集 この他定は.那6集に定めるIrh'並の捉可の公告の日から効力を発生する.
2 このta定の有効期叩は.PF6射 こ定める神長の搾可公告の日から市長の廃止のZS可公
告の日までとする.

3 有効期間内に犯した連反狩の稚■lこ関しては.期帆iAT復もなお効力を材十る.
(協定の効力の東独)

第1時 この協定は.市場 のZS可公告の日以後lこおいて.許7射 こ定める協定区域の土地
の所有者等と/Lった廿に対しても.その効力があるものとする｡

(i&反着のN-I)

第11鼓 那8集に定める地積栃の沸けlこjBl宅した萌の場合.第14集に定める垂且長 は.詐
13集に定める垂FL金の決定Lこ誠づさ,挙l止i:他の所打者執 こ対して.工ヰ溝工停止をF一
求し.かつ文書をもって紬とlの必11糊伽を1けてYEIZ&rT為を亜正するための必要lj拙t
をとることをffI次ナるものとナ5.2fJm のn兼があ-Jた梯合においでは.劉 生j:地の所有甘琴はこれに従わなければなら
ない｡

(載朝所への姓Pi)

軌 強 n灸邦 IqTのZl求のあったgl合で.当tA土地の所有者等がその汗水に従わILb､と
きIL 荊11射 こ定ゆる垂Å瓜は井13灸に定める畢Jl会の決定に基づき,その強制JI行ま
たは当Zi土地の所有額gの井用をもって苅三才にこれを行なわせることを裁判所に相乗
するものとする.

2 帆項の捷新手Jt執 こ声する★用 は.出tl土地の所有者帝の負担とする.

qt口地区 JUbのJE小iFUl生IL出入鷹等苧):.:L培‡ー J E'?芸弘の,tf止 軸 の用 途 ■ ■

■ ●巾■ ■星職 艶 署 莞 の貴さi!?ト｢二

]サJtLK 54)A/ 妹 止 -.戸書用宅の 2fV以T 4 A 以上 2 ■ ぢ▲上

2サJtE260 -Pt孝男望 I.5IuJ=
3サJt広 260 阜■1 -

(牲 1】 一般住宅JGFi.■-1住庶事用地叫の柑定とうけることt抑ttとする.
(tt2】 kJlのJt小iE)Drlt.これにみたILいt.のかあるときは伍A札nl淀E]呪a:の仙 iL58IとtIトiEBl

と十も.

(申 JL 金)
rl強 この払定を荘官するため,頒蕪協定運営卓見金 (以下 r垂Ll金｣という.)を改正
する.

2 重且金は.土地の所有毛布の互iYに上りjy出された手貝粁 名と もってW する.
3 事Aの任期は.2年とする｡ただし.補欠の卒且の任瀬は,Yn任せの枚存頼耶とする.
Jl 畢Aは押任さrL.ることが出来る.
(t2 A)
#11先 手A金Lこ次の牧Llを■(.
4TLl 長 1名
PL卒A及 1名
会 計 1名

2 畢Jl射 土,香Flの互溝に上PiI出する.垂JI長は卓見金と代放 し.協定荘官の不抜を
姥措する.

3 PJ串良並および会計は,季長の互i8に上りi3出ナる｡
4 沖J葬月攻は.串良嬢とNT蛙し,畢且長に称故あるとき.これを代理する.

5 金f+li,串A金の柾理に関する東萩を処理する.
(■ 叫1
■15兵 争Å金は.その附AtL閑として瓜問を甘くことができる.
2 瓜朋は.垂月金がiB定し.手A長が垂弔する.
3 促間Ii,呑且金の攻わに丘こじで者且を述べる.
(* Jq)

rll先 帆3集に規定ナるほか垂月会の姐持.運営,*決の方法に附して必井fL事gtは.
別に定める.

(肘 Pl)
この協定fは3熊作成し,2林を市長に推出しl敵 土協定額が保管する.了t了長の伐可が

あゥた横.'桁掛 こ振出した2釣のうち1着陀 車且長が保甘する.

上Ta協k'の締掛 こ同渡します.なお,伍換地指定と同時にこの地積ta定とNl措いたしま十.

昭和 年 月 日

(土地の所甘辞書)

任 所

氏 名

(所有士J&Q)女示)

58



､協定の挿括手横の流れ. 2 内容を決めるための 3十分括 し合 った乱

1協定の挿椿着 信し合い 全Aの息で締結すち

市長に申f*LtZ河をとる 5締結者の中から 8荘官委JL会を定期的に
運営委JLをitぷ 粥催する

軒を接し､El当､風道も悪く拝も少ない密集地

q知日年l月
て'小貫印しないしやつにする

こ薪必蛸となります.
仙敷地の出入口にちょ

っとした空地をつ-り､子

供の飛び出しや街なみか斗

印になるのを防ごう.
川ブロック塀や万年塀

をやめて'生垣にしよう｡

フロック塀
や万年塀は萌仝確を

開
削的七冷たい
感じにしてしまい

ます
.また

､プロプク塀は地才の

と
き
'

例漢の簸断があり
享.令

年6月二見県沖地Kのとき
'仙

台市内で'ブロック塀が刷れ､十

数人の特役者
晶したことは私達

の記憶にまだ新しいとLJろ芋
.

なみが小泊にL<るの晶ぐことに

枇葦.川敷地の按化を回り'

操の多い'うるおいのある

街にしよう｡
欺他には富るだけたく手んの川まちづ

くり協定は私
たち地J!者かつくるもので

チ

.
まち

つくり協宅は私たち庖岬潜

か､

r軟地の加小
鳩叫等ら

いにしそっかJr
r選は何に限定

し量､｢Ⅶ帝の有季
らいにし.告ノL巴._<畠への内申

について晒し合い
空行った毒､

私た為
相承の

会蓋
するもの

です｡

折柄TU九重

について耶長の

牝可がおりると'

義､協定を

痛んだ那塀で土
地

長ったり'借

りたれする人も'この碧へか専ら

なければな毎く
LJります.これ

によって'将来
にわLJる街づくり

が保正されると
いうことにL]里ま ∫.榊まもづくり協定を稚

塩的にまちづくりに役立て

てい-には'荘官畢■金が

心事です｡まもづくり協定撃
ち

つくりに仕立てるため虹は'折柄

名の咽での定朋的な誓いや斗炊

事が出たと書の指止か決めるため

の畢
LJbま丁.それが並

-玉食です.
頚慧良金
墓
前の中か

一h適ばれた人た
ちによっ轟す

るもの芋.LJ
の適葦の活

軸によって､協
定の内野一い東沖さ

れ､だれもが任
きなる､瀬規

のよいtや刀
蓋宅地にLJつて

い蔓
.

まちづ

く-協定は私たち地権

者が
つ

く-､運営していくも

の 脚F般住宅地には'ア

パート

やマンションは建て

ないようにしよう.

噂北ニュー
タ巾ンでは一般住宅

とアパートやマ
ンションの梶在を

防ぐため､アパ
ートやマンション

を怨てるための
用地を｢特別な用

地｣として放け
てあるので'一般

住宅地にはアパ
ートやマンション

は経てないきっ
にしましよう血1

収監宅地に7バ
I卜やマンシMソ 科せしたブロックgt

そこで'これらのLJと最ぐためにも､ブロック榊や万叫掌やめて'生れにし一声し･.{･O.

か独つとへその鮮少近所にある土

地か速-他菅うけるLJとになるt･tと

折全仏の刑細を保つLJとかわデか

しくLtst手.また'ニrtIタウ

ン全仏の人口計脚にもくるいがで

てしまい､学校の窪にプレハブ

〃省が祉つとい蓋ことにも

14い･,垂丁'仙建物の高さや位tを

決めて日当りや見通しのよ

い住宅地にしよう｡
1般住宅地に3覧ての住宅か

楚てられたり'敷地ぎりぎりに#

物が態でられたりすると'その餅

の錘物の日当蓋通しが恐くな

り'プライ.ハシーが守られないと

いったことが起ります.
そこで'これらのことを研ぐた

め､逸物の賢は2階までとして

殊物と敷地塊卯や盃川端界との間

に1定以上の臣撃おく去ノにし

まし.tう.
00町一般住宅地区まもづくり協

私達Ii.繰丘かで.安全で,他力あるまちづくりの基盤をつくろうと土地区軒較理事策
をおこなゥて書ました｡

しかし.まちはそこlこ住んでいる人々のひとクひと,のlf,Lbの仇み止ねでできあがって
行きます.さらに.住み良いまちにもILっていきます.そう甘う*妹'C土地区画鼓理事某
は.あくまでもXJiづくりで,まちづくりは.土地区軒並有事集が終ったところから.本
格的に始まるのだと甘え士十.

そのため こ̀Fn遠地牧地区の指定.あるいはd雌基JI泣叫の奴例によ?秩ffある捷牧をお
こなうことはもちろんのこと.さらにiBんで.粋を上りJtかにし.より良いitgt.住み良
いgI兼.子供が資心してYてられるZt班と作,Yで.守っていくた桝こl土,私連.自らJL,
-ルを定め研蛭的Iこ活用していくことが大切に/tってさ*す.

これを.実行していくことは上feの月的をi*成していくばかDでなくひいてはここに生
活益alともっている人々.あるいは薪たに生活誌生と稲こうとしている人 の々J;姓を安定
させることにも役立つことl=なります.
そこで,私達のまちづくりに対する書志の耗一色はかり.n和ある発点t目的として.

rまちづくDt8度暮｣を定めます.

(目 的)
rl集 この協定は.本協定区JE内におけるhB持物の故地.用途および形態に朋する基ZI

を払定し.一般住宅地のtt塊を76LFに維持しNl述ナることを目的とする.
(用fFの定暮)
■2集 この協定におけるmTGの定Aは.NE熊盗ZI抜 く昭和25年法律界201号).および
捷集基2I法施行令 (昭和25年政令群338号)の鰍こ上る.

(名 称)
r)集 この協定[L 稚 北ニ>-タウン00000也R協定と称する.
(tB定の叶Ji)
■l集 この協定は.射7魚に淀めるES城内の土地の所布野および姓熊物の所有を目的と
する地上稚または共作1tを有する考 く以下.Jllに r土地の所村有等Jという｡)の全爪の
合意によ?特赦ナる.

(tB定の究rおよびJA止)
r5集 この施定にかかる協定区域姓端物に肌する基や.有効州叩および協定速成があっ
たgl合の稚■を変正しようとする仙台,土地の所有額符の全員の合意によらなければlJ
らない.

2 この協定をJ#止しようとするg.合は.土地の所村有glの過半幹の合意に上らなければ
ならない.

(tB定のtB可)
rB兼 好4射こよ,協定を持持し上)とするgl合,および射S集に上りta定を空rまた
は虎止しようとするgl合.土地の所甘市中は,その旨t定めこれをdt浜市長にt8可申fr
L,その払可を受けILけ九はなら/iい.

(tB定の区tA)
Jr7先 この協定の区J*は,次のとお りとナる.
-.1号地区 00rrOO書地∞ サー00書地00号
二.2号地区 00■TOO書地∞ サー00書地∞ サ
三.3号地区 00rTOO書地00号一〇〇書他00号
(姓&8)の■J臥)
rl集 T̂F魚に定める協定区坪内のJt持物の故 地.
基2IによらなければIiらない.

59

用途および形他 は.次の各号に定ゆる

- 1号地区
川 建築物の敗地

イ 建築物の敷地の最小両iXは.1戸と1ワ500 平 方メートル (約150坪)とする.
ただし,昭和 年 月 El̀こ酒知された仮換地市棚が500 平 方メー トル以
下の幼合にはその面伊を点小市棚とする.なお.換地両横が再建したIJ合は.そ
の両横を最小面桝とする.

t, 建轟物の坂地の主出入口には,dl2メートJL,以上.臭行 2メー トル以上の空地
を砧保すること｡

J､ 建策物の坂地の按化
① 嫌集物の放地内は.欺地面8tの30%以上JI化すること. (この18合.生息の

紋化如分も30界の操化に含める.)
(多 連集物の故地の正路姓界榊は,生坂8で投化するものとしブt･'ク研,方LIT

塀等を黙止する.やtlを得ず.ブt,ッタ塀.万LT;･gI符と枚dEするgl合は,jE姉
妹界から1メ-トル以上後退してZ2■し.AT)面 (その後iAした市分)をJa化す
るものとする.たf=し.正格地盤面上りホさ60センチメートル以下のものは除
､∴

控)建築物の用途
一戸建て専用住宅のみとする.

13I建張物の形憩
イ 建策物の地上鮮鼓は.2以下する. (地下Fqlま除く)
｡ 建策物の外監またFL これに代る蛙の面から故地境界までのRj■
(D 井前方向の敷地境界までの托Jlは.4メートル以上とナる.
② 道路境界までの籍Jlli. 2メートル以上.その他の畝他城外までFi 1メート

ル以上とする｡
二 2号地区
ll)嬢策物の欺地

イ 建張物の欺地の叔小面積は .1戸l空目)260平 カ/- トル (NJBObI')とナる.(I
f_し,昭和 年 月 日に通知された仮換地inl1Xが2L;0平 1Jノートル以T
の 牧舎にはそのUTl相を舟′ト両紙とする｡

t' 敷地の三1-出入rlには.仰2メート/レ以 ,r･.炎行2メートル以上 のhf地を耕休す
ること｡

･､ 建策書わの敢地の投化
li) 蛙器物の敷地内は.敷地illl桝のⅦro以上掛 ヒ十もこと. (このtLI合.生爪の

緑化帯分も30%の緑化に合わる｡)
⑳ 捷張物の鼓地の正路境界81は.生垣帝で披化ナるt,のとし.7'pヤクW,77

年塀等を禁止する.やむを約す.ブt･I,ク研.万年･婦中を廿■する仙 台は.近
路境界から 1メートル以上後退して牧止し,Tnh-(モのはiALたれ分 )と緑化
するものとする.ただし,正路他生iBL上9誘き60七ノナメートル以下のものは
除く.

(2)建張物の用途
一戸建て書用住宅のみとする.

(3)鵬 物の形憩
イ 建築物の地上舟軟は.2以下とする. (地下鰍ま除く)
TZ 棚 物の外故または,これに代る桂の両から故地gE界までの托■
① 井帝方向の敷地境界までの托片は. 4メートル以上とする.
虐)正路境界までの籍書は.I5メー トル以上とする.

三 3号地区
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催
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台
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す
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等
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す
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搾
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兼
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た
が
'
と
萱

次
回
は
､
E竜

か
ら
､
車

中
化
の
不
可
増

刊
苗

帝
の
抱
卵
葺

く
こ
と
と
L4
つ
た
.
主

な
耳
間
内
容
は

つぎのとおり.

1
､
全
面
瀬
中
化
は
ほ
ん
と
う
に
出
来

な
い
の
か
.

一
､
逝
蜂
巴
袖蛙
を
畠

苔
'
ど
の

租
尻
の
毒

が
あ
る
の
か
.

l
t
民
地
窪

墓

t
と
の
概

況
氏
掬

に
要

Iか雪
の
か
.

t
､
民
地
想
技
の
場
合
'
移
穀
は
可
能

t･'
の
か
'
ま
た
'
十
滴
か
繊
響

-れ
､

あ
と
の
所
有
者
か
一品

除
の
野
乗
が
出

さ
れ
た
ら
と
lつす
る
の
か
.

Ir
特
定
の
邪
だ
け

が彰-貫憂
げ
る

こ
と
に
な
り
'
不
公
叫
で
は
L4
い
か
.

F'
河
指
が
鉄
け
九
は
､
広
げ
る
べ
き

で
は
LJ
い
か
(

1
㌧
屯
任
を
さ
ら
に
和
く
出
来
な
い

か
.

l月5日t柱間ZZl研究部会
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事

業

推

進
連

絡
協

議
会

ii -Jig:gi g-g1-礫 5 il -== -;I--

などの訊
即
か
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
.

当
日
は
､日
本
旺
宅
公
団
桔
臓
'棚
沢

=
戊
の
ET
仰
も
サ
疋
さ
れ
て
い
ま
す
t

総
会
は
2
叫
に
一同
Ⅷ
服
さ
れる
こ

と
に
t.+つ
て
お
り
､
刈
丑
2
CI
m
の肺

肋
の
檎
ま
と
め
､
そ
し
て
'こJlか
ら

2
咋
関
の
帥
動
の
Hl
苑
伯
と
u･1
るも
の

で
あ
り
'
こ
れ
ら
の
戟
湖
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
に
す
る
き
っ亀

区
代
衣
譜
符

■
お
知
ら
せ
■

業
務
萎
托
に
つ
い
て

当
公
団
の
榔
娘
裾
行
に
作
毒

物
叫
m
y

僻
地
窄
捗

､1-t碕
P

桜
坂
宍
び
叩
の
…州揃
に
つ
い
て

は
､
多
ifの
実

に
登

北
を
■

し
て
い
ま
す
が
､
公
団
か
ら
番
托

し
た
楽
部
は
公
田
苑
行
の
証
明
t･7:

を
各
々
桝
印
し
て
い
ま
す
の
で
伽

1ぴ
LL)碑

のでくだ
さ
い
`

日
本
仕
事広
田

:

の
川
･機
的
な
夢
訓
か
刷
り
荒

て
い
ま

す
'Ll

お

'
当
日
の
傾
蛸
は
黙
り
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
.

ぶ
紙
で
は
'
鮎
坤
'
斬
咋
吟
に

つ
い
て
は
カ
ラ
ー
帳
に
て
犯
行
し
て
い

ま
す
/
ての
l'B
ト
ッ
プ
は
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
攻
明
け
に
ふ
さ
わ
し
い

カ
Lプ
-
写
≠
還

っ
て
い
草
丁
(m
R
.札
37
を
浪府
)
が
､
今
_叫
､
こ

公

団

港

北

開

発

局

港

北

･
緑

両

警

察

署

と

会

談

旺昏以団
で
は
'
邦
T地
鑑
及
び
耶

二地区の農
工
印
の
迎
朗

に伴い発

生
す
る
防
犯
､
交
通
符
の
血
糊
喝
の
対

節
に
つ
い
て
'
9
月
12
日
に
彬
北
惣
烈

堪
'
9
月
知
日
に
馨

撃

てれ
ぞ

れ
協
演
空
行
い
ま
し
ち

1.お
F
今
後
は
住
宅
公
同
と
-2
罰
が

甥
と
の
浬
柑体
㈲
を
史
に
照
に
L
へ
定

朋
附
に
協
脈
を
し
な
か
ら
必
好
な
対
粥

を
沸
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
stま
し
た
.

地
元
会
社

｢
株

式

会
社
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

サ
ー
ビ
ス
｣
発
足
す
る

書

写
月
謝
B
tg
元会
社
｢株
式

会
社
雌
北
ニ
rtI
タ
ウ
ン
サ
ー
ビ
ス
｣

の
臨
時
稔
負
か
帆
㈹
さ
れ
ま
し
た1.

こ
の
会
社
は
､
兜
に
叔
立
され
た
北

仰
免
架
と
佃
じ
よ
入ノに
義

桝
間
中
の

策

対
熊
の
た
め
に
役
立
さ
れ
た
も
の

で
､
山
内
､
新
田
'
都
田
の
1]酒
区
の

方
々
か
歩
哨
し
て
い
ま
す
'

会
社
の
費
内
容
は
'
土
木
'雅
灸
t

S

.
管
工
印
LJ最

北
ニ
r.I
タ
ク

いま
す.

会
社
の
岳

鞘
は
iS:の
細
り
.

棟
区
荏
田
町
Eg五
二
O

q
括

九
〓
-
二
七
EE[

代
茨
取
締
役

山
本
光
拭

の
コ
ー
ナ
ー
に
.言
の
し
い
貨

を
瓜
破
の
み
LJさ
ん
か
ら

芯独
す
る
こ
と
に
し
･ボし
た
ナ
応
雷

mは
川
い
蒙
ザ
ル.

広
っ
て
ご
応
事
下
さ
い
.
t=;J堺
が
揃
は
iSの
と
お
り
で
す
.

読

者

の

皆

さ

ん

か

ら

募

集

<
テ
ー
マ
>

ii紙
所
叶
り
(旧
和

54
叫
1
日
沌
行
の
札

4
)
の
ト
ッ
プ
温
州る

に
嘉

し
い
と
駁
わ

れ
る
カ
1h
I
写

F

∧
サ
イ
ズ
>

35
㍉
到
以
上
の
カ
メ

ラ
や癌
野
し
た
も
の
で

あ
れ
ば
､
プ
リ
ン
ト
'

スラ
イ
ド
へ拝
に
カ
ラ

I
)
と
ち
ら
P
も
㈹
わ

な
い
か
'
ス
ラ
イ
ド
川

の
方
が
泣
く
IE
M
YJ曇

よ
う
YJ

す
.
プ
リ
ン
ト
の
幼
魚
は
キ
ノ.ビ
ネ

pJ以
上
の
も
の
ー

<
応
書
方
法
>

Lj群
小
朋
に
､
船
形
白
糖
､糊
所
､

他
州
カ
メ
ラ
､
フ
ィ
ル
ム
も
へで
き

ま
し
た
ら
シ
･･ソ
ク
ー
増
喝
描
出
)

愚

の
ラ
九
'
必
ず
氏
等
叩
齢
､

川穎
'
吸
媒
宅
拡入
し
て
下
さ
い
.

<
締
め
切
り
>

12
月
5
日
(火
脚
日
)

<
選

定
>

太
続
編
5春
民
会
で
退
疋
し
蒙
す

∧
送
り
先
>

榊
的
梢
宗

主
へO
t.I

兆
'
伊
州
昭
耶
鳩
憎
北
ニ
r]I
タ
ウ

ン
軸

惑S梁
川
｢ニ
rl-
ス
婦
｣

L･1お
'
柑
池
分
に
つ
い
て
は
叩
訓
を

〝
造

成

工

事

現
場
内
の
火
事
〟

ン
L)岨
蝶
丁
盈

柳
の諾
と
な
っ
て
E

去
る

8H
2日人肌'荊
一他はW

TE
へ髄
叫は
北
山
間断
)
の
萩
鵬
拶

帳
目
撃
薙
術
中
曇

す
る

研
件
か
あ
望
C
た
.

別
勘
は
'
53
年
贋
か
工
か
予
定
1一丸

て
い
る
.;
工
は
の
沸
成
工
郡
に
文
相

が
な
いき
つ
雷

移
庶
す
る
た
め
に
略

㈹
さ
れ
た
川
地
内
で
'
柵
災
し
た
家
蛙

は
今
年
中
に
移
撃

る
上8
戸
の
う
ち
の

-
1

で'蝕的砧
も
1燕仙人
で

い

た
も
の
で
し
た
れ

新
た
]肺
州
さ
れ
た
川
地
内
の
'
払

れ遜
･｢あ
愁
喝
で
､
同
娃
甥
も
〃サ
/I

ま
し
て
出
火
椎
露

刻
の
川室
盛
ぎ
に

は
､
捕縛
､
人
の
出
入
LJ
'′考
え
ら
れ

す
､
嘩
北
iq等

で
も
火
災
似
因
を
弧

代
し
て
い
ま
す
が
､
未
だ
に
輸
齢
は
山

て
い
ま
せ
ん
.

そ

の
た
め
､
地
止
'
州
'
公
団
､
潜

群

､

消
防
符
の
Ⅷ係
q;に
よ
り
t
r=域

工
小
に
陥
る
肪
災
対
荊
'
志

安
寿

韻
姦

す
る
r軸
北
ニ
ュー
タ

ウ
ン
仙講
苛
む
門
川
讃

滋
肌金
L
や

｢安
芸

瓜
｣
で
も
'
こ
の
岬
件
が
晦

粕
と
.Llり
'
相
に
ニ
F,II
タ
リ
ン
の
満

城
粕
蒋
uで
は
､
仰
地
形
'

婚約t･tと

が
狭
わ
る
t
や
十滴
の
所

持開抗が噴

収
と
LJ
O
H
r;
℃
外
沌
か
ら
の
ち
ん

入超
も
タ
L.;
Llリ二
歓
他
と
は
川
Lj

つ
た
相
川
L4㈹
旧
も
々
各
りむ
QJLIJ

て
､
今
性
の
壌

｢郡に経ち虎々
の

管
企
91
川
刈
れ
に
つ
い
て
も
'
川
'
公

団
耶
旧
伯
横
欄
は

tより川絹そ
a
J

し
て
､
力
[Tlを
胤
し
て
い
く
LJと
が
柵

詑
さ
れ
ま
し
た
.

ま
た
'
今
回
の
火
災
が
川
端
付
紙
で

し
た
た
め
に
へ
1邪
法
代
の
万
力
に
は

｢も
し
'
火
災
油
粕
が
川
崎
山

肌に入

っ
重

りt
in
火
泊

に
議

か
あ
る

の
P
3
な
い
か
｣
と
不
安
を
化

かせた

よ
'
芋

が
'
関
山
榊
に
は
t
m
偶
付

L八
の
ぺ

hJに刈処するため
の
r
総白

瓜
は
悩
定
｣
が
締
ば
れ
て
い
ま
す
.
帆

え
ば
'
椛
脈
i=内
の
和
泊
付
近
の火
災

が
川
桁
の
消
防
粥
に
姐
拙
さ
,.;
た
脱

色
､
こ
の
協
姥
に
よ
り
'
川
桁
の
刑
肌

慧

m
刻
'
川
桁
の
刑
州役
目に
婚
約

を入れると火
に､必収によっては

日
収
を
地
久
て
州
糾
し
'
消
火
肪
抑に

あ
た
り
一事
'
し
た
が
っ
て
へ
そ
の
よ

う
Lt.心
拙
筆

t､6い
と
刑
仏
局
で
は

括
し
て
い
ま
す
.

∵

､ヽ

＼

㌧

こかからは火災の多くLlるシ
ー

ズ
ン
.
同
き
り
営

ソひ
と
り
の
旺

要

八切
で
す

′
相
に
多
く
の砂
地
が

あ
る
稚
北
ニ
r]I
タ
ウ
ン
は
城
内
で

は
'
淵
…山火
災
か
多
い
よ
う
で
す
L

牛
久
保
附
〟｣ほ
で
も
今
年
に
Ll
つ
て
4

件
も
あ
り
一

声

し
た
く
｢芥
川
忠
t･t吸
い

か
ら
の
投げ
爪
て
｣
｢子
ど
も
の
火
遊

び
｣
r城
外
で
の
火
の
低
始
末
｣
t･t

lと
､
T
カ
に
托
苦

し
･･+ら
.



∃没入 .ブ ロッ ク 塀
肌
柵
53
咋
6
qiL12
日
午
後
Ll)時
1

分
'
1
日
の
軌
め
を
終
え
て
加
速
に
つ

く
人
速
で
に
ぎ
わ
う
仙
台
ホ
モ
中
心
と

し
た
1
補
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
･
LJ)

の
倣
い
他
環
に
償
わ
れ
ま
し
た
.
窟
源

地
は
踏
抜
姫
神
Ⅷ
血
､
深
さ
40
血
の

海
底
で
'
太
常
後
2
時
間
別
分
の
間
に

約
26
回
の
余
韻
を
=ju
射
し
ま
し
た
が
'

こ
の
余
震
は
軟
EI]を
描
て
も
断
続
的
に

続
蔓

し
た
.

比
喉
的
太
火
の
グ
Ll
い
住
み
よ
い
即

と
い
わ
れ
て
き
た
仙
内
約
の
徴
ポ
は
相

に
瓜
実
で
､
件
昭
'
断
水
'
空
地
マ
ヒ

t･tと
の
た
め
瓜
rlj
の
文
化
生
紙
は
た
ち

ま
ち
に
し
て
そ
の
モ
ロ
さ
を
.a
足
し
て

し
ま
い
ま
し
た
.
6
月
19
日
冊
点
で
の

也
城
収
下
の
舷
将
は
'
13g者
訂
人
t
n

働
老
1
､
0
5
2
人
独
和
企
平
壌
5
'

7
4
9
戸
t･1と
と
.L･{
つ
て
い
ま
す
｡
こ

の
う

ち
特
に
皆

さ
れ
る
こ
と
は
､
北

部
27
名
の
.っ
ち
'
プ
F
プ
ク
な
ど
の
石

塀
の
倒
壊
に
よ
る
仙
名
が
17
各
に
も
Li

っ
て
い
る
こ
と
で
す
.

フ
ロ
ッ
ク
塀
は
仰
.小
で
安
卜
が
り
な

た
め
'
広
く
倣
わ
れ
て
い
幸
す
が
､
見

た
目
に
は
武
文
そ
う
LJ
プ
ロ
プ
ク
塀

も
､
地
震
で
は
遍

の
う
ち
に
凶
懲
な

凶
群
に
変
っ
て
し
ま
い
享
す
｡
仙
命
の

地
tE
で
は
た
ま
た
ま
過
り
か
か
っ
た
人

達
の
卜
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
か
か

り
'
毛
羽
は
か
ろ
う
じ
て
逃
げ
ら
れ
た

も
の
の
'
老
人
や

子
粥通
は
そ
の
ま
ま

下
敷
と
LJ
り
､
稚
い
生
&:
を
有
わ
れ
て

.レ
ま
っ
た
の
で
す
｡

こ
れ
は
あ
る
頚
順
で
は
一
助
の
牧
人

と
も
等
入
ら
れ
ま
す
L
z=
導

ノロ
ッ
ク

塀
の
下
救
とな
っ
て
北

U
し
た
子
鵬

の

親
か
'
フ
ロ
ッ
ク
塀
の
所
和
名
与
く
れ

【
コ
ン

ク
リ
ー
ト

の
て
ん
充
が

し
て
な
く
て
倒
れ
た

ブ
ロ
ッ

ク
甥
】

か
作
っ
た
恕
舵
会
社
を
榊

苦
)って､

脚
q
旧
慣
を
求
め
る
訴
牡

を超しまし

た
ー
私
通
は
地
名
が
温
こ
る
と
油

梢は

港宅
に
汀tり
土
手
が
'

規白によっ

て
は
仇
?.宅
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま

†
プ
ロ
プ
ク
塀
や
同
じ
J+
っ
u･t
邦
E
l

は
'
街
全
体
晶

的
的
で
棚
伐
L･tも
の

に
し
て
し
ま
う
ば
か
り
で
H･t<
､
地
密

の際には人を稗朋する凶邦
に
一
度

す
る
と
い
う
こ
の
鋭
炎
を
､
私
娼
は
旧

税
L
L･tけ
れ
ば
LJ
り
ま
せ
ん
.

粘
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
'
こ
の
よ

う
に
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
堺
や
同
じ
よ
っ

t･逓
増
は
t
も
,つ
やめ
よ
っ
で
は
あ
り

ま
せ

んか.

雑然となりがちな

都会

の

蓮に少しでもうるおいをもた

せ
る
た
め
に

も'自分の
軟
地
内
を
で

き
る
だ
け
緑
化
す
る
と
と
も
に
､
敷
地

の
ま
わ
り
.の
桝
基

層
に
す
わ
は
'
地

康
に
対
し
て
安
全
で
あ
る
ば
か
り
で
t･t

<
､
折
全

仏が
朋
る
＼

処
し
い
も
の

にな
り
土
手
′.

投 稿 歓 迎 ./

｢みんなのひろば｣は読者のみなさんで

つくるコーナーです｡

最近､気づいたこと､感じたことなと､

書ってお寄せ下さい (係)



港 北 ニ ュー タ ウ ン

[

日

射

､那

可

町

乳

新
し
い
街
づ
く
り
の
中
で
'
新
都
市

施
設
と
い
わ
れ
る
も
の
菅
と
の
J+
っ
に

し
て
取
り
入
れ
て
い
く
か
は
'
こ
れ
か

ら
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
1
つ
の
隈
確
と

な
っ
て
い
ま
す
.
今
回
は
これ
ら
新
都

iE
施
設
に
つ
い
て
取
り
ト
持
て
み
土
かし

た
'新

都
市
施
政
と
し
て
は
､

1

般

的

に

｢地
域
冷
暖
新
施
設
｣
｢郡

市

倍

増

施

政
｣
｢都
市
群
東
物
処
郡
元

散

｣

｢

苅

回珊施殻｣および｢新

交旭システ

ム｣などが亀けちれます｡(新

bF

通システムについては札35㌧36に

す

でに縄破折ですJ
わが規でも'大きL･t開発として

現

任光められている策戦研究学脱

油

雨

へ多撃てIタウンでLJかり

空

将入する針雌があり'1部か邦

化

がはかられています｡
松北ニュータウンにあっても､

生活映像情報システム

-多摩CCIS(同軸ケーブル情報システム)実験のしくみ=

伽兆

脱鱗が大きいこと
から､
この

よっLJ新型m施設h-とのきっに取
り入れていくかが'今後の六一｣な 部組とt･tつてい草｡指にタウ

ン･センターは生枯墓の〝核〟

として位艦づけ
ら九ているため'

高水邸の触放任'快適性､安全

性､利雌性'勅野性が弊来され､

これら新都稚施設の神大が等入ら

れますCまた'これらの対人はセ

ンタI蛮形成のための手付とし

ても糊持されていま
す.
では､それぞれの新
都朽施殻に

ついて､その横軸
最少上げてみ

ましょう｡

地
域
冷
暖
房
施
設

地
域
れ
暖
炉
と
は
'
一
カ
所
な
い
し

政
カ
所
に
丑
化
さ
れ
た
施
椴
か
ら
t
だ

哲
を
池
じ
て
冷
水
'
悪
気
､
与
左
は
熱

水
t･Sと
を
払
い
題

の
姓
物
､
施
設
に

脈
絡
す
る
桁
個
府
方
式
を
い
い
ま
す
｡

地
域
拾
幡
厨
の
利
点
と
し
て
は
へ

0
雨
雛
が
噂
入
れ
ば
唄
え
る
ほ
ど
'
股

仰
･3
や

遊
転
世
が
節
減
さ
れ
'
経
済
的

に
tr,T利
に
LJ
る
｡

()
廿
ビ
ル
で
は
､
自
身
に
よ
る
冷
臓
E
;

施
政
が
不
必
鮮
Lj
た
め
'
ビ
ル
空
間
の

効
火
的
.td
刑
川
が
図
れ
る
.

(=益
瑠
対
耶
上
'
大
気
汚
染
'

噺
苛
防

止
LJ
最

中
的
に
対
策
を
謝
す
る
こ
と

が
で
き
る
も

○
危
放
物
の
貯
硬
性
川
が
Ll
く
な
る
の

で
､
ビ
ル
の
安
童

m高
ま
る
t

O
各
ビ
ル
の
外
城
も
'冷
却
塔
へ煙
突

叫

か
不
邸
と
LJ
る
の
で
､血
税
が
伺
ト
t
t

秩
序
あ
る
街
づ
く
り
が
可
能
と
な
る
.

わが闇では

tER汲条件､

仕落成

式
の
相
通
､
計
他
的
部
門
づ
く
り
の
遡

れなどから'欧
米
諦
周
と
比
べ
る
と

か
LJ
り
立
ち
堪
れ
て
い
ま
す
か
'
こ
れ

ま
で
に
､
札
煉
中
央
地
且
(岨
E
;
の

ち
)
､
万
博
金
歯

(粒
界
の
み
)
へ
tT

等

一ユ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
に
爽
施
さ
れ
'

筑
城
跡
装

丁側
爪
i=
､
多
寧

LrT

ク

ウ
ノ
の
一
部
で
も
即
幽
か
LJ
さ
れ
て
い

ま
す
'

今
後

の

見
過
し
と
し
て
地
域
托
岐
折

は
､
邦
祁
粥
開
発
､
並
び
に
新
郡
市
開

発
が
朋
ん
に
沈
め
ら
れ
る
に
従
っ
て
'

新
し
い
郡
代
づ
く
り
に
は
か
か
せ
L･t
い

恐
胴
と
し
て
拝
す

さ
れ
て
く
る
で
し
ょ

llーごhpAC)

I一◆プロワ` ｢L前瀞ごみの流れ-ケ空気の流れ
Z.ヤ ㍗a.トチL. I ▲拍ilf> 〇一 m .i.7>_芝エdL § ~ 上i-

ご み 空 気 輸 送 施 設 (森 之 宮第二市街地住宅の例)

都

市

情

報

施

設

爪
州

㈹軸施恐
(cA
T>笥シス

テ
ム
)
と
は
､
部
耶
に
お
い
て
必
勢
と

さ
れ
る
琵

倣
搬
怖
職
シ
ス
テ
ム
､
跳

山
田
聾

シ
ス
テ
ム
､
仙発

幡
用
シ

ス
テ
ム
を
総
称
し
た
も
の
で
す
.

<
生
活
娘
液
汁
撃
ン
ス
テ
ム
>

テ
レ
ビ
の
稚
拙
僻
村
爪
と
し
て
'
T

>再議偶
のほか､

自主収適､放送

応各
サ
ー
ビ
ス
だtと
の
ル読

血
の
悩
胡

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も
の
で
す
.

<
郡
市
管
理
冊
撃
ン
ス
テ
ム
>

現
物
や
施
激
顎
の
保
安
へ-い
犯
へ
防

災
)
や
放
肺
の
保
守
か
自
的
と
し
て
､

セ
ン
タ
I
に
お
い
て
情
報
替
キ

.Iツ
チ

し､苅糊状嬢が確詑されれば関
越

機関に
讃

す
る
L･tと
の
描
膿
を
と
る

も
の
で
す
.

<
兼
弼
仲
報
シ

r<
テ
ム
>

デ
ー
タ
伝
巧

ガ
ス
･

砥
気
･
水
盛

の
白
物
検
針
'
婿
讃
横
取

な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
か
円
洞
に
行
う
LJ
と
舟
自
的
と
す

る
情
感
シ
ス
テ
ム
で
す
｡

ES在
'
こ
れ
ら
恵
カ
の
形
態
の
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
偶
発
か
皿
め
ら
れ
て
い

る
山
師
で
す
が
'
テ
レ
ビ
､
ラ
ジ
オ
に

つ
ぐ
夢
二
の
稚
気
綾

マ
ス
メ
デ
ア
と

し
て
､
迎
か
な
哨
来
性
が
あ
り
土
手
｡

都
市
廃
棄
物
処

理

施

設

邦
和
腐
公
物
処
理

施
設
(氷
晶

頗

シ
ス
テ
ム
)
と
は
､

屯
気
掃
除
機
の
脱

Ⅷ
首
相
街
地
に
拡
大
し
た
も
の
で
､
各

恐
物
の
投
入
口
に
魔
雅
さ
れ
た
TTr,Fを

輪
講
管
を
過
し
て
､
舛
噸
プ
ラ
ン
ト
ま

で
輸
送
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
'
膏
わ

琴ゴl,(の下水道｣とも等をTtす｡
群発純頼システムの利点として
∩譲和地が不群と.dり､榔生附か
つ安全.d生泊澗鳩の改fiJに役立
つ.OgE:全日仙迦乾なので八手がかか
らず､ゴミ巧の脚大に対して㈹応
性がある.〇露受止の純利に役立つ.
〇他のシステムとの組合せが容易
で･prJ.

臼玉における洪藁伸システム

の汐入は'まずへ印物rn位で行う

ものとして'呑アル､柄院顎にお

いて爽確さかてい土手.他椛的現

甥で爽施されたのは､大阪市森之

は琴而御地住宅が和めてであ

りti(規供L<ものとしては'大阪

酌猫のル歴舶庄宅即犯があ望ます

が､まだ'数多くの解釈すべ高

城もありW,す.

共

同

溝

施
設

火
同
前
施
投
と
は
各
櫛
配
管
鍛
工
革

の
た
め
の
氾
路
利
別
か
l逝
け
る
た
め
､

対
指
下
空
間
の
特
効
利
用
を
射
る
こ
と

SJ菖

的
と
し
て
'
伯
叔
の
碧

の配

管
紀
親
を
収
召
す
る
た
め
に
沼
指
の
地

下
に
激
け
る
施
?1で
す
.
1
枚
に
収
雪

の
対
数
と
b･tる
の
は
'
屯
蒔

ケ
ー
ブ

ル
'
喝
刀
ケ
ー
ブ
ル
'
ガ
ス
管
'
-
下

火
捕
菅
が
あ
り
､
共
同
柿
を
中
人
す
る

区
域
と
し
て
は
へ
郡
的
施
設
の
悦
糾
す

る
区
域
へ
空
地
が
ふ
く
そ

つ
し

畠

の

伴
侶
し
か
困
難
と
な
ゑ
猿

か
写
九
ら

;
L古
プ
.

八
倒
渦
の
炎
施
例
は
入
所
15
年
に
収

京
の
九
糊
に
雅
附
さ
れ
た
の
か
日
本
に

お
け
る
弟
lrtJ1で
す
が
､
そ
の
後
､
旧

制
38
年
の
法
rpJ
霞

､
瓜
塀
'
大
願
'

名
吉
良
へ
脈
拍
巧
の
柿
餅
氾
及
び
脱
.･?

菅
中
心
に
志

さ
れ
､
EE
q

稔
娃
艮

約
m
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
.

新
都

市

施

設

と

課

遺

新
郎
絹
放
浪
の
婿
人
に
あ
た
っ
て
は

ま
Sだ
､
モ
デ
ル
的
患
純
の
以
降
k
あ
り

大
親
供
Ll
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
と
し
て

は
谷
樋
の
新
し

い拭みを､従
来
の

方

鏑
と
は
舛
な
る
新
し
い
方
邦
を
供
濯
し

な
が
恵

め
て
い
<
必
蜂
か
あ
り
ま

す
.ま

た
､
新
し
い
研
娘
で
あ
る
た
め
芥

姫
滋
に
関
す
る
即
雌
が
多
紙
多
極

化わ

たり､これら行減便の柏人には'

井
過
し
て
,.]大
Ll
先
行
的
授
鞭
が
必
捗

で
あ
り
'
そ
れ
が
た
め
雌
持
･

経営の

洞
で
も
'
ま
だ
ま
だ
解
釈
す
べ
き
間
脳

を
か
か
え
て
い
蒙
す
.
ま
た
へ
研
率
土

体
の
朋
雌
に
お
い
て
も

搬
正
さ
れ
て
い

t･6い
酵
潔
も
多
く
､
今
後
､
一
般
的
勃

来
しあ
せ

て偵

肘されなければ
なら

な
い
と
恩
わ
れ
ま
す
く

【
地
域
冷
暖
房
の
概
念
EE
L】



三宅北 ニ ュー タ ウ ン

暮

第

-
地

区
_

土
地
区
画
整
理
審
議
会

〔第
四
十
回
〕

昭
和
五
十
三
年
九
月

九
日
開
催

1
小
春
申
負
の
朝
皆
に
つ

いては､

蓑

児
に
姦

された思見

_
叛
け
応
対
の
聯
出
さ
れ
た

費の娩

肘
の
筆

の
報
告

か行
わ
れ

tr
二恩増しについては'対隻へ
の池聖和である｢小葉宅地の
瀬畑し墓についてへお知ら
せ)｣の奴明が行われ､筆た二次
濃工申の朋は川から中川'牛久保
の先行葱についてのMH欄しそ
先行して行うこととLtつた.阿州
Lは､円畑し如拙とt･tる従胴池の

確

鎌が巾朋&'件であるため､n胴

し

対応例Ⅷ及び日脚Lに必班L<土

地
の

手当の方法について坪々な後

見

が出された
t

t二

四供幣については､担出され

た必見3;の.っもte市郎に別所で

書巻中川､小久嫌の先行道

成他から舶出されたものへH和し

墨U.)①内容が不明棚で出口

のわからL･6いものについ轟

してi-3先考ノことか嘉され た.四宅柏排水桝等の税収について

は､中川'牛久保の先行蔑地に

おける二山花m硯工串に伴い出入口

及び排水桝の牧低相続の内旅が必

弊L]ので'円状妃と鮮けして対地

功に折料を題付し､舶雌を行うと

の脱朋がなされた.なお'施行鵜収

地内の稚役印工岬は､拙pか.久し

かさけるため'できるがほ施工即

を行うよう舛琴は兄が出された.

■第二地区■

土地区画整理審議会

〔第三十九回〕

昭和五十三年九月

二十一日開
催
費佃の別塊につい
ては､故 見欝符の鞘供光杷過笹の相羽か

なされた.叫桝党の対故老総鞍は
四首二十瓦件で朱応対分は哲も件
あり'これら米応対分については
今悼小額E=舎におい義してい
くこととなった.
二宅地俳変りの税収について
は､独行北伐他におけるLl次蔑
工印に伴い他人u及び排水桝の放
催愉所の刑蝦が必瀕でありtLJわ

についての概何別派を行うとの説

明がLJされた｡この朋恋の方法は

公団で出入口及び排水桝罷師所

について榔狐的LJ案を仰硯Lt終

純利功に馴州を非道Lt外地榊池
の瓜内患槻するものである.LJ
か'排水竹以外の施池口について
も､似せて州税HW掌るさ産
別'滞九が出された. 那

.,....fJ1..トL:ri:.､.一J
'

土

地

使

用

料

(昭
和
S3年
4
月
I
EZ1来
港
)

◇合同協議会
9月8日､那9刑全案
朋純真た.
貞淑の内･3は状のとおり

一重
州料拙宅についてへ公

E=-3ギ)下火のとおり了止きれた.尖

工事概況

今
回
は
ii
い

た(書
責

び
終

了し
た
)
工
区

が
少
L<
い
の
垂

が
わ

かる
よ
う
広
旧

爪
53
年
相
月
11
日
現
任
の
1
状
加
硫

工中の進捗

状
況

晶
と
グ
ラ
フ
に
し参

1
声
レ
て
み
ま
し

た
.団

の
中
の
額
手
部
分

(斜
般
部
分
)
と
S/
っ
の

は
'
現
在
ま
で
の
一
次
造
成
工
串
の
終
了
屯
所
お

よ
び
新
た
に
着
工
し
た
箇
所
を
合
せ
た
も
の
で

す
｡

一次造成工事進捗状況 LOJJl川 ィ.

関根瑞の架換工事
<河川改仕工事>
山地mの湖北ニュータウン脱退

坪刀については'はと,ハリ改作か

終り日放の旧例肺下流の故は工や

にか草しており垂丁-LJ九重初

の嘉
島年
度中に違了でき○

見込みです.
大鵬川につい
ても'爪後の新大

機折の範攻工串
に弔事Lt本年度

中の完了が予
定されています. 堆_梓川はいつ

九

も

53
叩

1

月

I

日

二川円墳川虫
の

.･S

仙

S

況

及

川
梅

湖朋.I･3]==川懇灼企
及

び

折

壁

の

肌

抑

状況について
は

t
.
そ

の

仰

膿

'

人
絹

仙成金に雌はさ
れ
て
き
た

か
､

爪
印

1日26日邦2
何
色
川
棚
成
金
以
降
の

捉魁をまとめ
毒

胡

刈邦､
篤

対

偶'俊野内
の六番EE長政b文化

財湖北推進委
日金香は戊からそれ

ぞれ粕臼された
.三紫粥此花に

つ

い

て帆所FH'公E
39
蟻
川
改
革
に
伴
い

抑迎髄の媒桝
を
1輔
車
化
す
る
光
が

卯戯13か一品
掌

れ

了

掌

れ
た

.

凹樋愈棚に
つ

い

て梯負の日
義

決定され､

川畑に指金地河
芸
が泡化され

ナ｢_招M53畔
11月訪日
(土)護

-伸(芸)
雌

北

公金丑
Llお'中川

'

榔

昏

か

ら

を

貝

を若手佃やし
た

い

と

い

っ
鮮

盟

が

あ

り了掌れた†
丘+栢区脚

相
即
法
切
花
条
へ独
g

行粕SiL.の制
限
)
に
欄
す
る
香
国
会

虚仮につい
て
(小
林
懇
叔
瓢
蹟
頂

窯)公望搾地
区
内
に
お
け

る案出の

新的､佃改娘
は

土地の牡州
収

益

が

警れていL･
t
い

現

任

で

幌

桝

川

的

にはで虫ない
こ

と

に

t
･+
つ

て

い

る

.

しかし'竹
光

に

実

陣

か

な
く
排
別

の研佃が茎に

葺

を

肘

て新肌萌ずるこ
と

が

P

喜

.

と′ゝ(赤恥別
な中川VL確何かと

いう判断空する
雌の此軸が仰･L.じ

ていL･tいので､
塑花の人

t
,

にも歩

阿掛って冊へ公
団

､
他
一謀
りニ
tW
で

榊成する悦男
壷

し
た
い
旨
の

授業があ旦了東
さ

れ

た

.

LJ

お

人
適

については'申
訪

局

に

1

任

さ

れ

た｡

紘l11 ー 汁 収椎 ( 柿也区外 * #̂地区内 木 A也 準隻 宅地 休那 宗 桝蘇畑 作 項

★_ ト日の 山 た 水LI林 め 田刀 . 除 .l 稚 く休tlf4 '央他田施は はの伏在た税 年1め評lO除佃 月く 研 1. の t]十 与 焚A 柵畑移帆､J 畑 移格)畑 境内也 地 畑 を '令聖 畑 目
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六
そ
の
他

7
4
他
は
会

長による細
孔

i
Ej長

崇
敬

紙旧及び臼玉圧電
公団揺

政
と
の

会見
の

胡簿

S

佃戊へ
の

究

敬

輔

僧

の
際

の

肘
筋

棚
岬
堺

は

次

の

過

り

.

H州
戊

の蓋の

ま

ち
つ

く

皇

早盟
歳

毒

e

L

で

指

呼す
る

こ

と

.

口

.

報mM畑
山
刈

荊

妻

こと.
u
地

下鉄の吋州側油
へ刊

刀すること.
凹河川改作の促北に

萌
刀

す
る
こ
と
ー

川

公団
総

政

と
の会
見

の

際

の

事

項

は

次

の
通
り

t

;

今年

中
に

遁
成
工
¢
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
策
を
作
成
し
'些
九

に
甥

不す

るLJと
.

日

通

収
工
帝
の
スケ

ジ

ュー

ル
か
讃

で

き

る

人

C
I

壷

す

る
こ

と

.日
毎

へ
の

柁膿
を

す

る
こ
と

.棚
地下

淡

の

中
側
朋

油
に

つ

い
て

は

へ

公

国

｣
お

い

て

も

雄

雌
輔
'
迎
鳴

石

に

肋

卓
かけ
る

こ
と
.

山
木
新
田

掌か
′
n
山

内

棚
田
､新

田

のこ海区
で

株

式

会

社
噂
北ニ

ュ

ー

タ

ウ

ン

サ

ー

ビ

ス

を
放
正
したの
で

支
援

さ
れ

た
い

旨
の
搾
汁
か

あった
.
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落
空

tユ
.
タ
ウ
ン

議
席

奄

与

曽
液
の

,つ

り

･9
.
今

.
ブ
ル
i
I
サ
ー
な
ど
か
働
=

て
い
呑

.

ニ

ュ
ー
タ
ウ
,ノ
セ
稚
る

の
む
｡

土
班

_す

級
が
な
く
な
る
か
ろ
う
｡

け
孤
ど
新
し
い
大
手
食

通
ろ
も
､
兜

下
て
つ
も
t
で

さ
て
へ
順
刺
i着

る
を
r
･つ

営
林
も
刀
頼
で
き
る
｡
心
学

梅
の
雌
.
高
赦
､
中
学

も
で
き
香
子
つ
か
｡

¥
し
て
.
綾
･tk.の
,J寸
車

っ
に
.
ど
カ

し
て毛
9

っ

て
=
TO
｡

､)
の
ミ

ー
タ
ウ
ン
は
.
rJ
G
の
ん
S
リ
し
毛
ユ
地

車

か

'r
リ
と
都
市
llか
え
る
か
ろ
､つ
｡

･J
の
の
ん
か
り
し
た
土
地
を
便
利
に
か
え
ス
を

ヲ
つ

幸

三

T
の
人
気

＼
､､
J
へ
く
鼻

う
､つ
｡

･
､
の
の
ん
か
リ
-
た
土
増
せ
･
た
ぎ
や
≠

LJ
を

O
だ

う
う
｡

.V

新
は
羊
次
で
い
い
か
も
し
非
か
い
｡

て
壬
､
や
っ
ぱ
-
丸
は
の
ん
S
り
し
た
〓
さ

の
町
か

す
き
iLJ｡

_
ト;
1HH

･

食

む
.
作

者

紹

介

漆

原

征

子

(
う
る
し
ば
ら

せ
いこ

)

池
北
i
純
山
田

Fr
に
住む
｡

小学一.lI
生

この=‖即
は
小

ノ十六
中生
;b岬の
も

の.
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P
PITニ
ュー
タ
ウ
ン
建
投
書

計
国
男
安
以莱
'
十
余
年
の
碩
月
を

経
て
工
事
も
よ
っや
く
金在
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
夢
＼に
つ
い
て
1斯
道

成
工
事
が
行
わ
れ
る
状
博
と
な
り
ま
し
た
｡
昨
年
来
(11
月
訪
日
)
に
は

推
進
協
節
り由
の
絶
金
も
開
催
さ
れ
'
今
綾
と
も
､
地
元
'
公
W
市
と

TEIの
相
方
協
力
の
も
と
に
､
円
滑
な
事
業
の
進
展
が
切
言
れ
ま
す
や

そ
こ
で
今
回
は
新
春
に
あ
た
り
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
内
に
居
住
し

て
い
た
り
'
聴
場
を
も
っ
て
い
た
り
J
日
頃
か
ら
何
ら
か
の
形
で
関
わ

り
合
い
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
に
霞

マ
イ
ク
を
向
け
て
″生
の
声
〟
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

小
泉
さ
ん

北
山
田
町
(66
歳
)

店
番
を
し
て
い
た
｡
脇
和
8
年
に
日
吉

さ
て
へ
大
部
変
わ
っ
て
き
た
き
っで
す

ね
｡②

こ
れ
か
ら
､
み
な
苧
んが
移
晦
す

る
と
へ
人
が
少
な
く
な
って
､
お
店

(在姓)としては､人が梱見るま

での間､商売がうまチ＼いくかど.
っ

か
'
間
磁
芋

ね
｡

①

二
rr

タウンの
鋭
明
余
な
ど
は

若
い
も
のに
ま
か
せ
て
ま
す
か
ら
｡
私

に
は

｡
駅
前
セ
ン

ター
に

も申込

ん
で
い
る
J+
っで
す
よ

｡

④
｢見
J
か
な
｡
今

まず鹿家の

方
柏
手
に
の
ん
び
り
や
って
き
た
の
で

向
か
'
ご
み
ご
み
し
た
い
や
L<感
じ
で

す
ね
｡服部さん

中
川
町

(32
歳
)

嘉

｡
現
在
地
露

年
｡①如京に

比

べ
る
と
緑
が
多

い
山
.②この家が

先<rAJ･つLJるかと
いうこと｡移

転
な
ん
か
'
条
件
ど
お
り
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
か
ど
っか
｡

と
か
く
'
現
在
圧
ん
で
い
る
も
の
が

都
字
ヽ
って
､
険
か
ら
は
い
っ
て
く
る

も
の
の
方
が
い
い
感
じ
が
す
る
の
で
｡

③綬多
い
住
み
良
い
ま
も

にしても

らいた
い
が
､
そ
れ
に
伴
う
支
畔
も
多

い
で
す
IiLAL
C･.

①
新
し
い
家井上さん東方

町

(娼歳)

鹿要地区で農作莱中
の

ところ｡
1

-
･J
.･#

･
の
重工か
ら
み

る
と
自
然
が
な

か
な
か
い
い
ね

壊
し
て
し
き
っ

の
は
も
った
い
Ljい
｡

②
換
地
険
'
壷

利用
が
ま
ま
だtら

デ
へ
税
金
の
み
が
上
が
っ
て
し
ま
う
の

で
は
｡

e
ど
う
せ
､
で
き
る
も
の
Lt
ら
早

く
｡
い
ろ
い
ろ
L･t施
俊
に
つ
い
て
は
､

か
な
り
勉
強
し
た
人
が
汲
計
し
た
の
だ

か
島

濁ないの
で

は｡たLY
で
き

る
ま
で

の空白がやはり心配だ
ね
｡

①
住
宅
公
団
の
こ
と
｡

官
台
さ
ん

牛
久
保
町
(fR
歳
)

鹿
発
苗
木
畑
で
作
業
中
の
と
こ
ろ
｡

①
や
っぱ
り

襟がなくL<る

こ
と
か
な
.②移転のこ

と｡ここ
ま

でさ夏山
の
だから'早く

やっても
ら

いたいB若
いもの
t･{ら

ま
だ
し
も
'
わ
れ
わ
れ
は
中
ぶ
ら
り
ん

で
困
る
ん
だ
よ
｡
な
ん
と
か
し
て食い

継
い
で

いかなく
て
は
ね
.
大
変
だ

よ
｡儲

し
い
質
問
だ
ね
｡

①
確
か
に
､
圧
入よ
い
ま
ち
づ
く
り

は
結
棚
Ljん
だ
が
'
同
か
人
の
鳩
牡
の

う
え
に
成
り
立
つ
と
い
う
感
じ
｡

工藤さん
北山
田
町
(35
歳
)

犬を連れで痕歩中のところ(会社

輿)

《インタビ
ュー項目》

①
この写苅
(4-LL･面掲載の11rIIタウン
地
域

全景写井)をみてどんな印象をもちますか
O

②
いま､
一番'気にかかっていることは何
で
す

か｡
③
ニュータウンに何を期待しますか｡

◎
｢ニュータウン｣という膏薬から即座に連
想

することは何ですか｡

.'I:

.

i
.

.
J
'

LLZn

で
'
か
な
stほ

こ
り
が
た
つ
の
で
で
き
る
だ
け
早

く
'
責
の
此芯
州を
お
節
い
し
た
い
｡

こ
の
他
は
､
都
心
で
見
え
L･'い
塩
が

よ
く
見
入る
L
t
こ
こ
へ
は
い
っ
て
く

る
と
平素
が
ヒ
ン
ヤ
リ
と
す
る
感
じ
P

そ
れ
だ
け
空
気
が
澄
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
芋
か

山｡

③
こ
の
辺
t

や.Oと掛った
ば
か
り

で
ま
だ
実
感
が
わ
か
L<い
.

筆
ま
で
の
ニ
ュー
タ
ウ
ン
と
い
う

と

かH.{り魚が破越さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ

が
あ
った
か

､今回の
場
合
は
獄
の
保

全
には
刀
萱
入
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
の
で
期
待
し
た
い
｡

長
沢
さ
ん

牛
久
保
町
(61
歳
)

金
子
入
｡
折て
の
路
傍
で
作
斡
中
の
と

ころ｡購発6
′･-灰糧句

春
沢
さ
ん

川
和
町

(31
歳
)

教
師
(川
和
小
学
坪
)
池
辺
町
に
圧
ひ

姐

①とにかく

稚
た
ち
ゃ
､
ニ

ュー
タ
ウ
ン
は

あ
ま
ソあ
り
が

た
く

ない｡よく折ての区固熊
襲
仏

品
く
と
協
力
者
卓
も
'
非
解
刀
者

の
方
が
､
後
･tCそ
の
市
野
によ
って
利

流
量
け
て
い
る
な
ど
不
公
甲
を
感
じ

る
よ
｡
あ
る
程
喝
学
歴
や
狩
格があ

る
も
の
は
い
い
が

'われわ
れ
雌
家
は

仕
事

がな
く
LJ
つ

てー
レ
手
っ
｡

このよっに緑があっていい場所

が

金森なくなってし辛っ

のはあり

が
た
く
u･{い
.

君

､
つ

まり職場
が
LJく
LJる

こ
と
｡
大
貴

ブルドー
ザ
I
な
ん
か

で
雄
成
し
た
土

地では
雌
戎
な
ん
か
で

き
な
い
J

挙高
く
な
つ
て
は
.

軍

籍
な
ん
か
は
良
く
な
る

宕

っ
が
'
俺
た
ち
ゃ
'
肌
符
で
き
な

い
｡
そ
れ
こ
そ
腰
場
が
な
く
t･{つた
の

で
は
は
に
く
く
て
し
よ
っか
な
い
｡

④
し
よ
Iつか
な
い
｡
こ
の
辺
だ
比
耶

準

①
諜
京
'
川

膝
は
住
宅
が懲

奨
し
て
い
る
｡

そ
れ
と
は
対
照

附
に早
測
川
沿
岸
周
辺
は
開
拓
の
手
が

の
ぴ
て
い
す
'
硯
が
多
く
頻
っ
て
い

る
｡
岡
の
鶴
見
川
周
辺
に
は
内
陸
工
非

が
あ
る
が
､
こ
の
蓋

域
は
住
冠

と
し
て
杭
州す
る
に
は
適

地だと思わ

れ
る
｡

②
串
其
の
遡
れ
の
こ
と
｡
新
し
い
も

の
畳
み
出
す
に
は
お
互
い
に
理
解
し

合
った
う
え
で
の
協
刀
体
柵
が
節
｢

計嘩する
川
も
受
け
入
れ
る
側
も
大き

な
負
担
か
あ
る
は
ず
で
す
が
へ
と
も
か

く
早
く
爽
現
し
て
欲
し
い
で
ず
ね
｡

③
将
来
､
知
万
人
が
任
む

というこ

とで山空叩附には十分称えうるで

しょ･つ
か

､
適

正配虻
のうえから､

人
間
の
護
に
ふ
さ
わ
し
い
'
何
の
支

牌
の
tt･tい
蔓

と
夢
見
る
か
ど
フ
が
と

い
う
不
安
も
あ
sn一手
｡

①
｢つ
く
ら
れ
た
｣
と
i
,つ産
休を

含
め
tJ
新
鮮
な
ま
ち
｣と
い
う
こ
と
.

東
田
さ
ん

東
方
町

(66
歳
)

軒
先
で
ほ
う
れ
ん
れ
う
の
出
荷
作
菜
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
.

②
で
き
上
が

れば市街地
だ
か
ら
税

金
対
前
賢
Tつす
る
か
と
い
う
こ
と
｡

①この辺で
は
学
校
か
問
燭
な
の
で

そ

の点よくL1る
の
で
は
｡特
に
高
唱

④
腰

5
と
の

関
逃がと･つなるかt

と

いうこと｡開発されると周辺は

TvIJを
投
げ
婚
て
ら
れ
た
り
へ
顔
相
が

荒

されたり
へ
弊
絹
も
あ
る
.

渡
辺
さ
ん

勝
田
町

(73
歳
)

紙
聴
｡
朽
葉

田
地
に
て
｡

苛

凋
①
写
共
は
契

態

の一部のみ

し

か変わきな

い
｡
だ
か
ら
政

所のやることはとこか
抜
け
て
い

る
｡

②
ニ
ュー
タ
ウ
ン
は
い
い
やず
よ
｡

結
榊
だ
け
れ
ど
も
'
責
姉
御
の
立
ち

朋
九
を
慨
す
方
が
先
決
で
は
も
網
島
に

出
る
バ
ス
に
し
て
も
'
駅
近く
な
る
と

乗
っ
て
い
スま

り､
こ
の
年
帯
で
も
妙

い
た
方
が
早
い
の
だ
か
ら
ね
｡

何箱
域
連
帯
を
広
げ
た
い
J
も
っ

と
強
化
さ
れ
る
の
を
期
待
す
る
｡

①
モ
ダ
ン
な
文
化
住
宅
｡

高
橋
さ
ん

南
山
田
町
(

74歳)

苛
葉

(養
豚
)
を
雷

｡

接
移
れ
る
と
い
い
ね
.
冊朝
は
左姓
だ

った
ん
だ
が
'
こ
こ
の
前
に
蒔
?
ビ
ル

が
知
っ
て
し
き
っと
SJっ
の
で
ね
｡
せ

っ
か
く
章
の
り
が
よ
く
な
って
も
日
影

生
活
は

いやだからね｡できれば放

く住み塀れたここの方がいいんだ

<T.･Lt'
③
別
に
考
え
て
は
い
な
い
｡
1寸
先

は
Ⅶ
だ
か
ら
ね
｡
交
通
か
便
利
に
な
る

と
害
わ
れ
て
も
､
鹿
家
で
は
出
入
に
困

る
こ
と
は
な
い
..TT

④
｢い
や
だ
｣
と
苦
っ
て
も
､
も
う

し
か
た
が
H･6い
.
こ
,つな
った
か
ら
に

は
早
く
や
っ
て
も
らい
た
い
｡

井
上
さ
ん

荏
田
町

(55
歳
)

柚
木
の
畑
で
野
菜
を
摘
ん
で
い
た
｡

れてないので変わっ
ていくこと

に
'
寂
し
蓑
感
じ
享
｡
で
も
､
こ

の
ま
ま
で
は
苑
良
な
垂

毒んの

ノくしかたないの
か

しら.

②
で
き
上
が
った
時
貞
で

'
か

えっ

てきた
土
地
に
つ
い
て
と
の
き
っに

利用し
て
い
く
か
､

税金対策
を
ど
う

す
る
か
t
と
i
っ
こ
と
｡
う
ま
く
や
っ

て
い
け
る
か
心
配
で
す
｡

③部分的にでも早く+穂
を
利
用

できるよ,つにしてもらって'早く

平純な安心できる生活を取り戻し

た
い
で
す
｡

晋

っ長
い
間
'
閲
立轟
れ
て
し
ま

っ
て
'
特
別
な
零
しは

ないです.

金
子
さ
ん

茅
ヶ
崎
町
(65
歳
)

鹿
家
｡
新
田
か
ら
嫁
入
り
.

と
夢
し
い
｡

②
自
分
が
生
き
て
い

る,つもに
'
ち

ゃ
ん
と
し
た
所
に
い
け
る

かど
っか
.

Ppこ
こ
も
網
島
の
よ
う
に
な
っ
て
し

き
っ
の
か
t･t｡
私
た
ち
は
､
の
ん
び
り

と
し
た
中
で
両
った
も
の
だ
か
ら
'
こ

の
ま
ま
へ
の
ん
き
に
し
て
い
た
い
｡

の
よ
く
牧
良
の
万
力
が
耗
し
て
ま
す

よ
.
｢今
ま
で
は
白
姓
や
っ
て
た
ん
だ

が
､
こ
れ
か
ら
は
都
田
づ
く
り
に
な
る

ん
〝と
と
｡
｢ま
も
場
に
な
る
ん
だ

い
っぱ
い
人
が
住
め
る
よ
う
に
し
て
も

ら
い
た
い
.

④
わ
か
ん
な
い
`

中
丸
さ
ん

新
羽
町

(52
歳
)

新
羽
･大
熊
膿
弧勉
且
で
ハ
ウ
ス
叔塙

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
｡

①
私
は
あ
る
程
度
宰
心
し
て
康
菜を

や
っ
て
い
け
る
の
で
い
い
が
'
地
区内

で
鹿
菜
を
や
って
い
こ
う
と
い
う人は

ウ
ソに
人
が
は
い
っ
て
く

ると郡
市鹿

菜
と
し
て
は
へ
い
ろ
い
ろ

な弊
宮

もっ

ま
れ
る
で
し
ょ
う
ね
B
例

えば汝
払和と

か｡今
で
も
'
夜
に
な
る
と
､
人
が
出
入

りし
て
へ
作
物
が
荒
さ
れ
た
り
､
ゴ
ミ

が残
さ
れ
た
り
､
度
々
あ
り
ー一手
よ
｡

8.j17旺
宅
が
fP.入れ
唱
生
蔦
の

客が得
ら
れ
る
の
で
は
｡

現にEB地
か
′h薪
鮮
さ
に
姫
せ
ら
れ

て'慣接
こ
こ
へ
EIい
に
こ
ら
れ
る
こ

ともあり
ま
す
よ
｡

④河川
の
氾
確
､
か
つ
て
低
い
と
こ

ろにいて
､
大
空
喜
さ
せ
ら
れ
た
の

で
く泉

さん
茅
ヶ
崎
町

(LL鵜5歳
)

同
和
で
町
丁魂
を
楼
革
帯
工にも
甲

出
し
て
い
る
｡
大
熊
町
に
居
住
す

る.

じ
｡①

や
は
り
､
移
拒
ぢ
9
フね
｡
短

く
と
､
ま
だ
先
に
な
り
そ
う
だ
が
ね
｡

F'地
元
の
人
間
で
な
い
の
で
ね
ご
ま

q
商
売
が
今
後
も
う
ま
く
い
く
か
ど

･つか
享
ノね
.

の
す
ぐ
､
｢出
て
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
｣
と
連
想
す
る
.
こ
の
十確
を
借
り

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
｡

66



地
鳥
さ
ん

茅
ヶ
崎
町
(
別
歳
)

前
丁
覇
晶

く
｡
網
島
か
ら
マ
イ
カ
ー

違

う
.

①
い
い
Lt

で
も
'
畑
す
の

は
も
った
い
な

い
.
山
で
も
撤

港 北 ニ ュー タ ウ ン

で
も
な
く
な
っ
て
し
ま
.毎

を
ノで

寒
い.

②
な
に
も
な

いね
.

駿
糊
等

い
.
会
社
か
5
iま
れ

は
'
公
a
lに
は
な
る
だ
ろ
ーつか
､
脹
や

か
に
な
る
か
ら
い
い
の
で
は
｡

④
｢fB
聖

か
な
.

杉
山
さ
ん

北
山
田
町
(
69
歳
)

公
民
偶
帯
埋
人
を
し
て
い
る
蓋

｡

の
患
ら
､
広

報
乾
布
の
お
手

伝
い
は
し
て
い

る
が
'
蓮

､

閑

旅がないのでビン
と
き
ま
せ
ん

で
す
ね
｡

②
+
範
で
も

あれ唱その代讐

も

らったst､い
ろ

いろやること
は

あ
る
で
し
ょ
う
が
.
心
髭
ご
と
は
別
に

な
い

やずよ.たLY年
が
年
だ
か
ら

病
気
だ
け
が
心
藍
で
す
ね
.

昏
州
特
9
､
二
rII
タ
ウ
ン
に
ど
こ

ま
で
つ
い
て
行
か
れ

るでしょ入一か
.

&

中
山
さ
ん

池
辺
町

(
36

韻
)

湘
辺
農
岬
で
は
う
れ
ん
そ
う
に
戊

兆を

散
布
し

ているところ｡

②
将
来
も
農
業
だ
け
で
生
計

矛立て

て
い
け
手
か
ど
う
か
.

69

仙得はしてい1･{い.

①
塵

款が近い
つ
め
ら
れ
て
い

く
と
i
･プ
感
じ
か
ね
.

宮沢さん

(46歳
)

教
師
(中
川
小
学
塀
)

m
愛
そ
の
も

の
が
雑
然
と
し

て
い
る
｡
ニ
ユ

!
Z

I.ll
-
タ
ウ
ン
が
で

き
れ
唱

す
っ
き
りす
る
の
か
な
.
川

略市
側
は
臓
が
少
な
い
｡

できる
だ
け

自
然
毒

す
形
毒

炎
基

め

でも
ら

い
LJLr;

②
校
舎
又
の
T直

(10
工
区

)の
造

成
地
は
こ
の
書
芸
い
つ
ま
で
放
旺
さ
れ

る
の
か
｡
エ
市
に
群
書

も
た
ち

の

資

金皿か1報
知
に

かかる.

①耗鮪としたまち
か
で
孝
心

のだ

ろ
へか
'
｢感
の
多
い
ま
ち
つ
く
StJ

を
納
得
す
る
.

①
三

十万都田
.
こ
れ
だ
け
の
地
壌

に
と
のて卓
ソに
し
て

'二手万
と
い
,f1

人
口
が
は
い
る
の
か
LJ
.

佐
嬢
さ

ん
牛久保

町
(
却
歳
)

義

.
曙
旺
3
呼
.

③
近
く
に
公
地
が
で
き
る
と
伽
い
て

い
る
｡
早
め
に
で
き
て
く
れ
れ
ば
と
近

所
の
み

んなと蒔レ合っ
て
い
る
｡
そ

れ
に
今
の
状
感
で
は
H
物
島

不

便だ

からいく
ら
か
交
油
の
雌
が
よ
く
な
る

の
t.jy①や

は
り
｢健
が
よ
く
な
る
｣
と
い

う
こ
と
か
し
ら
.

角田
さ
ん

川
和
町

(?
歳
)

お
英
子
姐
の
店
冊
草
し
て
い
る
と
こ
ろ

①
で
き
る
巨
レ

いと㈹い
て
い
る

だ

け
で

､何にも写九た
こ
と
な
い
で
す

か.
ら
ll.

⑦
桐
米
'
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
方
が
栄

え
る
よ
,O
に
L<
る

と､こき
わ
の
方
が

さ

びれてしきつのでは｡減りな
ん

か
も
慧

りにな
っ
て
し
ま
っ
た
り
｡

劫
申
桝
な
い
で
丁
が
､
わ
か
り
ま
せ

ん
.①

純
店
が
む
こ
う
に
雄
ま
っ
て
し
ま

Jl- q-和64年 1月

こ

の

地

域

の

残

月

行

中

は

旧
和

に

は
い
っ
て
か
整

わ
れ
る
よ

う
に
t･1り
'
そ
れ
ま
や
ほ
一
カ
月
お

く
れ
の
二
月
の
行
串
で
あ
っ
た
｡

事
爪
も
二
十
日
義

ざ
る
と
正
月

耶
鮒
に
と
h
方､
か
る
.
昨
竹
(オ
ン

ナ
竹
)
王
天井
の
ス
ス
や
ク
モ
の
兼

を
は
た
き
お
ろ
.J

神
棚
･
仏
牡
を

菅
そ
う
じ
し
て
お
㌫
明
を
あ
げ
る
｡

戦
時
中
は
大
山
や
卿
は
山
か
ら
お
札

蔓

り
に
来
て

米
藁

の
義

金

し
て
い
っ
た
P
も
も
つ
き
は
親
戚
や

近
所
と
協
力
し
あ
っ
た
.
常

三
十

年
ご
ろ
ま
で
は
キ
ク
ス
で
如
(ツ
)

い
た
.
抱
郡
の
ひ
と
臼
で
オ
ソ
ナ
工

を
つ
く
り
､
何
故
の
白
で
ジ
サ
イ
モ

チ
を
作
っ
て
軌
収
･
近
所
に
足
っ

た
ご

1十
九
日
･
三
十
1
日
暗
愚
ん

で
抱
か
な
い
｡

お
飾
り
や
門
松
も
近

く
の
山
か
L奴
仙
･
竹

を
と
っ
て
き
て

作
っ
た
.

1
罵

り
は
し

な
い
.
,,I

ソ
カ
ソ
バ
を
ナ
ス
の
カ
ラ
で
ゆ
で
る

款

も

あ

る

｡

｢
よ

い

こ

と

堂

フ
ス

｣

｢借
金
が
ナ
ス
に
な
る
｣
と
い
う
.

正
月
の
相
野
は
､
事
れ
に
お
ん
Lj

が
家
中
の
者
に
新
し
い
も
の
を
む
せ

て
や
る
た
め
に
ヨ
ナ
ベ
し
て
つ
く
っ

た
.
正
月
二
節
目
は
仕
市
か
疎
ん
だ

が
'
兼
に
よ
っ
て
は
す
で
に
二
日
に

嘉

み
や
モ
ヤ
カ
リ
隻

四
此

払

い

)

.

十

1
日

蟻

開
き
で

お
粥
え
し
て
あ
っ
t娘
を
卿
か
く
か

い
で
汁
柵
に
し
て允ペ
る
.
十
四
日

の
夕
方
に
は
ス
ス
ハ
キ
を
し
た
竹
へ

お
雌
s
t'
古
い
お
札
､
ダ
ル
マ
な
ど

を
持
っ
姦

ま
り
'
ダ
ソ
Tl轟

く

こ
と
か
行
わ
れ
る
.
こ
れ
は
誠
(サ

イ
責

は
サ
エ
)
の
朴
の
ま
つ
り
で

表

か

し

の

正

月

Ⅷ

日
に
は
純
真
仏
い

惜しあた｡また
あり'ダンT]研qrドンド仇き

二
か
日
の
雑
婚
は

粥かつくる欝も
i･tどとよばれる｡坪邪にあたっ

あ
る
.
雑
照
の
オ

ツユは9油昧
妄
族の細網瓜災を祈念して迎

V

rr良
コ
マ
ツ

ナ､ダイコン､
え入れた正月神をこの日に外へ

サ
ト
イ
モ
'
油
勧

げである.雑SZ送り出l
それとともに怒雀の

讐

カ
ツ
バ
ン
と

いって
事九の
いっさいをお釣りLJとにつけて

う
ち
に
カ
ツ
の
六

でこしらえてお
蜘最
ってしまう.このダンTT

い
た
.

(モチのとこ妄

)墓
ペ

盲

は
七
萄

封子杓い(怒
ると風習
打かLtいとやう.十 五日

は

小

正

月

で

小

1最

を

及

べ

ら
.
十
六
日
姑

姐
の
蓋

の
あ

く
日
だ
と
i
･つ
.
申
公
人
か
洲
が
え

わ
チ
る
.
三
･白
は
シ
マ
イ
妃
月
な

の
で

羽
子
板
が
執
れ
る
は
と
の
迎

ひ
じ
ま
い
掌

る
｡
ま
た
こ
の
日
は

な
比創秘
守
カ
ッ
テ
ノ
マ
に
お
ろ

し
'
力
餅
付
き
の
お
供
え
を
す
る
｡

茸
罰
樺
臨

島

で
こ
の
日
扱
ぎ

に
出
て
'
十
1月
二
十
日
に
は
な
い

で
き
た
お
礼
か
チ
る
｡

二
盲

ぐ
ら
い
ま
で
の
Ⅷ
に
各
萩

中
は
'
親
戚
を
よ
ん
だ
り
､
よ
ば
れ

た
り
し
て
オ
セ
チ
モ
す
る
｡
夢
の
う

ち
に
㍍
伯
蔓

し
て

水
が
'
あ
ら

れ
t
か
声
も
も
に
し
て
t
l坪
中
の

オ
チ
ャ
オ
ケ
に
し
た
.
]抑
三
二

四
俄
を
如
く
の
V

ノ
シ
モ
チ
が
簾

中
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
け
ち
れ
た
.

こ
れ
ら
の
行
事
の
な
か
に
は
す
で

に行わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
も
あ
る

が､欝
に
患

攻
に
よ
S
(
そ
の

姿は
多

少

粥

LJ

つ

て

も

川
u
な

が

ら

行

わ
れ
て
い
る
.
今
田
'
仰
m
化
さ
れ

る
な
か
に
あ
っ

て

こ
れ
ら
の
行
郡

は
耕
中
と
の
ソ
キ
ア
イ
と
淫

に
か

か
わ
り
あ
っ
て
い
る
｡

(本
文
は
北
■
協
･
田

丸
8
≠
丘

が
現
地
肌
王
な
ど
を
も
と
に
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
)

う
と
か
'
架
Jへる
こ
と
は
自
分
の
少
の

上
の
こ
と
や
す
ね
｡

三
相
さ
ん

勝
田
町

(
47
歳
)

辛
姉
｡
閃
㌫
照
ロ団
地
に
て
.

の
叙
菅

いかして
欲
し
い
で
す
g

②
地
下
鉄
は
ダ
メ
に
な
っ
た
ん

やず

っ
て

そ
ん
tl･1こ
と
は
u･6い
9
と
に
か

く
へ

いま'駅に出るのに一苦労.

地
下
鉄
が
先
か
か
り
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
か
.①F介

の

サラ

リーマンt･1の
毒

の
確
保

が即実.やはり､交通の傾

ぎ

な
る
こ
と
す
ず
｡

①
欽
桝
の

恕物が
塊

なるイ
メ
～

ジ

で
す
ね
.

金

子さん新
羽
町

(
55
歳
)

新
羽
･大
常

澄

で
雅
効
(約
四

千
羽
)
変
し
て
い
る
｡

¢
早
く
で
き

た
ら
､
卵
を
す

i,近
く
で
弛
れ

1γか
t･t.

⑦
(地
区

門
に
)
上
底

か
e
S
っ
て

い

る
が
'
ど
フ
し
て
よ
い
か
､
迷
っ
て
い

る
｡辺

早
く

ひらけて
'
デ
パ
ー
ト
や
粥

院
な轟

く
に
書

と
い
い
な
.

そ
れ
に
､
近
く
に
レ
ジ
ャ
⊥
フ
ソ
ド
み

た
い
な
も
の
も
欲
し
い
｡
早
朝
か
ら
耽

ザ
ヽま
で

と
り
の
世
酷
に
追
わ
れ
'

巡
く
に
出
か
買

仙
い
の
で
ね
｡
私

は
叫
が
好
鼓
な
J
)の
だ
か
ら
･

①
｢+
地
色
と
惑

し
よ
うか
｣

と
S/っ
こ
と
｡

書
木
さ
ん

荏
EE
町

(
79
歳
)

鑑

提
唱
で

ご
思

苧
ル
.

_

Iq

血
脈
が
わ
る

き
た
の
だ
か
ら
t
l日
も
早
く
付議

さ

せ
て
も
ら
い
た
い
｡

か
ら
､
州
は
し
ろ
と

いうカか州都だ

よ
.

先のことはもフ考えな
い
｡
公

団
に
十
滴

はすべ
て
拝
し
て
し
ま
っ
て

艦
舛
だ
け
で

う
ち
で
爪
ぺ
る
郎
姥
を

つ

くっている.

①
宅
地

蔑.

沢
さ
ん

勝
田
町

(
EE3

歳)

等

局
に
抑
巧

誓

い
あ

と
雪

て
蓋
Tだ
L
①
]刻
貴

く
発
成
さ
せ
て

もらい

た
い
｡

常

も
か
も
期
待
す
る
の
で

すが､

ま
LY
具
体
的
な
も
の
が
わ
か
ら
な
い

の
で
山
.
い
ろ
い
入
な
か
幽
か
柵
胡
サ
ー

お
り
に
兆
し
て
う
ま
く
い
く
か
と
う

か.
①
些

te
の
み
な
さ
ん

が
｢良か
っ
た

な｣
と
号
入
る
ま
ち
に
し
て
も
ら
い
た

い
.

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
を
終

え

て

(
■
井
部
)

今
風
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
､
耽
々
｢噂
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
｣
の
拘
禁
メ
ン
バ

ー
が
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
内
の
各
地

区
奪
まわ
り
無
作
為
に
e]刀
自
の
ヰ
閏
を

J

屈
夢

も
き
っと
SJっ
形
で
行
い
ま
し
た
｡

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
喝
各
戸
轟

し
て

行
った
も
の
'
微
妙
中
に
路
上
で
立

野
卜あ
き
っ
に
行
っ
た
あ

へ
桝
作
中
の
畑
の
中
で
仕
中
の
手
夢

し
や
す
め

て
も
ら
い行
っ
た
も
の
な
く

様
々
な
形
で
行
い
ま
し
た
.

そ
の
た
め
､
お
酌
い
し
て
も
､
応
じ
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
方
も
何
人
か
お

り
ま
し
た
｡

川
井
的
に
イ
ン

タビrr
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
万
睦
言
十人
態
度
で
し

た
.こ

の
悪

で

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
の
人
t
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
対
す
る
鞍

見
菱

朋
雌耶し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
考
え
方
の
一つ
の
方
向
は
感
じ

と
れ
る
と
胤
い
蒙
丁
.

イ
ン
タ
ビ

ユIの中泰

感
じ
を
う
け
た
の
は
､
二
rtI
タ
ウ
ン
地
坪

の
宴

i
に
対
す
る
反
応
が
晋

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
｡

ま
tF
期
待
や
不
芦
ち
い
て
の
質
問
に
対
し
て
も
'
慨
し
て

お
だ
や
か

t･品
笛
が
退
っ
書

き
し
た
｡
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
蓋

め
る
川
に
と

っ
孟

ん
で
い
い
こ
と
な
の
か
ぞ
フ
か
｡

r
ニ
rlI
タ
ウ
ン
｣
と
い
え
d
粥
か
ら
す
t'逓

す
る
も
の
は
何
か
と
い
う

野
間
に
対
す
る
回
苔
の
中
で
｢折
郊
腰
家
が
追
い
つ
め
′P
れ
て
い
く
感
じ
｣
と

SJっも
の
が
あ
り
ま
し
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｢都
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農
薬
の
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立
｣
と
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I違
憲
苦

っ
た
こ

の
こ
rT
タ
ウ
ン
申
憲
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中
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れ
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え
ら
れ
る
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し
た
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放
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に
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万
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に
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兵
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す
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礼

申
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去
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す
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業
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節
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中
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葉

番

机
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方
々
t
i
i問
で
あ
る
山驚
T
滋
杓
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出
の
搬
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柵
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流
出
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力
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た
｡
ま
屯

田
州
か
ら
塵

而
丘
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松
林
助
役
､
襟
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店
長
ほ

か
､
公
EB
か
畠

絶
唱

今
軒
理

規
朗
が
あ
っ
た
.

引
き
琶

要

だ

管

'
揺

括
萄

関
藩

閥
が
行
わ
れ
'
さ
ら

に
野
粥
の
整
併
L<
改
正
が
行
わ
れ
た
.

夙
汝
に
'
沢
の
と
おり
の
蔓

が

砦

の
相
手
を
も
っ
丁
採
択
さ
れ
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関

金
と
な
っ
た
.

港

北

ニ

ュ
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タ

ウ

ン
建

設

事

業

の
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過

及

び

今

後

の
見

通

し

に

つ

い

て

蛮

淵北
開苑
庖
長
ほ
か
へ
の
関

姉
弟
の
出
偶
が
あ
っ
た
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捻
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ま
す
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会
長
､
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粗

放
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あ

い
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つ
が
あ
S
1.
族
長
EB
に
会

長
'
副
会
長
萎

れ
た
竣
'
故
事
に

入
S
1.
柿
狩
部
門
較
新
局
長
か
亀

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
空

事
栽
姓
過
琶
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び
今
晩
の
【通

し
に
つ
い
て

木
村

嘩
北
国
菖
叢
か
豊

潮
霧

中
業
披
過
報
告
及
蓋

の
急

L
に

つ
い
て

続
や
推
迩
豊

か
ら
智

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
申
薬
理
此
童

貞
の
構
惑
報
告
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ

決

抜

文

私
逮
喝
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鬼
金
義
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北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
独
投
中

井
へ
の
期
待
と
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の
霧
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性
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た
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塑
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鵬
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者
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ち
ら
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切
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市
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歪

宅
公
甲
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相
姦

力
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に
捻
力
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措
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十
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性
比
か
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押
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た
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新
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ま
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く
り
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中
刀
に
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と
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金
の
揺
恵
を

以
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す
る
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折
田
鮎
北
ニ
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A判稔
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発
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三
l充
岳

四
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沢
叢

工
事
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る
.

今
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金
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に
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迎
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⊥
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収
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瀬
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瓦
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皮菱
,r･
首

途
に
は
藍

ど

お
h
並
ん
で
い
る
｡

早
河
川川の
匹
虹
覆

他
の
高
田
y
～

軸
j
E
佃
は
､
祉
汲
唱
に
お
い
て
も
上

流
と
同
声
m
茎
一年
空
一哉

か

白廿
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蜂
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.
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藁
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萄
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ニ
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伸
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.
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熊
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ニ
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仰
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瓜
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岡
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膿
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叔
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ニ
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す
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菅
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存
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史
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襲
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榊
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簾
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る
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.

土

地

区

画

整

理

事

業

の

経

過

及

び

今

後

の

見

通

し

に

つ

い

て

茎

の
嚢

幽
畷
甥
群
発

蝿

僻
和
四
九
年
八
月
二
七
日

｢蒔
け

尊

び
不
要
鮎
巴

に
つ
い
義

大
淀
の
托
叫
塞

け
'
蔑

工
群
に
着

手
す
る
一
刀
､
空

作
購
作
巣
を

行
う
句

朋
綴

朋の協力
あな

が
ら

事
弊
蛭
廿
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迎
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で
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た
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又
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.
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仲
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の
鼠
漁
に
改
現
し

新
た
に
脚
光
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
群
雄
稚
迩
護

法
会
と
し

壷

し
た
｡
以
来
'
今
田
ま
で
二
郎

余
り
'
基
泰
臨

一札
や
四
地
区

(山

内
､
中
川
'
新
田
､
和
田
地
比
)
抑
止

の
悶
雌
に
つ
い
て
は
へ
こ
の
二
者
で
桝

成
さ
れ
て
い
義

金
の
色
価
椀
満

会
の
錦
で
､
お
互
い
の
爽
別
品

L
a

小
量

彬
判
り墓

方
針
是

均

そ
の
七釦

に
基
づ
い
て
糊
製

決

品

る
と
八
に
〃
門
的
柳
朋
に
つ
い
て

蝿

内
宰
相
に
W

Sr

箆

へ
雌
兆
の

幕
別
苅
番
府
会
が
柑
ヨ
.y

B
(簸

体

的
Lt
別
巧

研
究
姦

す
る
事
前
に
つ

い
す･ほ
'
そ
れ
ぞ
れ
の
対
熊
垂
i
金
が

十在

と
な
り
へ
地
元
朽
旅
必
'
和
､
公

民
の
礎

収
等

榊
成
し
森

基

金
最

催
し
へ
朋
q

研
究
か
池
め
ら

れ
て
lTUて
い
る
.

帆
川
の
抱
豪

､
二
村
慨
に
お
け

る
羅

門
の
は
勅
状
況
蝿

次
の
と
お

り
で
あ
る
.

1

台
E
喝
撫
4
'

射
桟
を

4
)E
嚢

魚
は
乱
珂
L>E｡

服

されておS(翼
車F協
抜
申

風
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
｡()

十海
区
噌
暇
窒

Q
(の
韓
一帯

告
○
蔑

工
串
の
光
量

告
及
び

蔑

工
芸

に
つ
い
て

○
韻

文
義

朗
重

捗
状

蛋
告

(=蘭
葺

工
霊

抄
状
況
銀
貨

C
H
iW

〝弟
事
業
の
串
鷲

凹

蔓

に
つ
い
て

毒

川斜
の
改
宅
に
つ
い
て

〇
番
叫
門
番
且
負
の
略
ii状
況
符
に

つ
い
て

(=話
恋

愛
の
近
め
方
に
つ
い
て

○
州
我
文
墓

田
雷

苦

の

一部
改
訂
に
つ
い
て

○
文
比
町
G
肇

且
金
の
軌
範

iL
r
'い
て

7(I



七
g
が
に
つ
い
て

○
屯
托
糊
租
の
収
攻
い
に
つ
い
て

へJ_
_
F
'
P
lr
さ
Z
EE

革
実
対
照
を
料
金
が
当
巾
の
崇

租
と
し
て
と
り
あ
げ
た
寿

堺
爪
と
し

て
喝

｣空
目蔑

工
串
の
ス
ケ
ジ
,tI

ル
の
肋
附
と
神
仙
の
研
董

E
㈹

相
対
が
あ
石
.

蛋

上
申
の
ス
ケ
ジ
rT

ル
掃

射
に
当
っ
て
は
'
そ
の
岩

皿
Tこ
し

て
'
蔑

蔀

叫
Ⅷ
察

工
柏
を

一
心
畑
地
す
る
㈹
S
V

･H
im

川
畑
が
あ
S
L.
U

九に
つ
い
て
は
､

〝皆

の
研
究
"
嘉

Ⅷ

此
併
糞

を
芸

(
相
に
収
地
､
山

林邪
の
仲
島

料
)
■
毒

'
柵
併
科
郡
の
墓

に
つ
い
で
め
冶
卯
が
行
わ
れ
､
そ
の
成

妹
は
公
団
の
対
肝
に
反
映
さ
れ
て
い

ら
.

恥
に
つ
い
て
は
､
当
選

内
の
告

e
J移
伝
す
る
た
め
の
+
酒
護

皇
皿
瓜

に
､
弟
1
地
味
.
琴

尭
比
そ
れ
ぞ
れ

の
H
¢
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
申
瀬
対
頂
重

用
毒

さ
れ
､
こ
れ
に
去
り
加
佐

鋭
竜
工
ゆ
が
沈
め
泉

て
い
る
ヽ

兼
L
Y
tI
;
仰
雌
に
つ
い
て
は
t
tg

托
側
蝿
研
糞

が
良

さ
=
.
こ
の

e
遷

化
仏
性
戊
蓋

に
よ

る
川
災
･=･の
榊
M
t
重

り
8
パ
'

悦
の
成

り
の
=k旭
か
ら
'
新
し
い
ま

も
つ
く
り
そ
し
て
い
く
中
で
の
環
化
の

あ
り
方
に
つ
い
品

任
'
肋
附
以
岬
の

一P
れ
て
い
る
.

3

B
L漕
藁

一
念

係

仕t帖
対
領
真

金
で
唱

着

用

し.由
北
二
rlI
タ
ウ
ン
円
i.撫
畑
館
全

知
熊
表

別
し
ナ退
学

｢
泊
北
ニ
rl

I
タ
ウ
ン
茨
加
傑
金
野
粥
の
一頚
と
し

て
独
否

定
の
蔚

窯
九
行
的
に
沈
め

て
い
く
LJ
差

JEh､
そ
の
J
ET

生

楢
対
内
香
川
を
王
仏
に
P
I花
什T
q
V

嘩
沢
L=
及
び
白
裏

凹
の
㈹
脈
収

山
に
ト石
地
苛
税
宗

光
勉
が
肌
t
さ

れ
'
蛙
狩
桝
.T4
紳
輔
へ
ーhI
け
て
の
控

毒

つ
く
り
の
作
弟

並
め
ら
れ
た
.

こ
の
∩
深
環

1
殻
は
喝
地
と
八
に

R

･4日
地
の
申
出
に
車
つ
く
ク
ウ
ノ

セ
ン
タ
ー
､
択
帆
セ
ン
タ
ー
'
謹

セ

ン
タ
ー
､
八
川
等

丁
溝
･
書
州
印

川
畑
の
亀

に
そ
れ
ぞ
れ
川
通
に

応
じ
た
壬
も
一フ
＼
p
腔

躾
を
晩
即

.k

l
応
の
ポ
#
享

と
Tの
た
.
こ
の

祁
紫
電

と
_Y
多
く
の
地
叫
必
転

目

し
半
ら
づ
く
り
腔

に
つ
い
高

批
比

嘉

薫

そ
の洞

と
し
で
ス
ラ
イ
ド
の
作
成
血た
りい
'
今

鳩
こ
Jr.筈

と
に
.蛋

花
ぷ

d
P

に
Lt
S
t企
瀬
川
S
の
協
せ
加
<古
仏

に
p

畠

を
し
て
い
<
予
:Slと
な

っ
て
い
る
.

こ

の
仙
｢
書

手
日
金
の
盤

と

烏

詣

対
茄
の
一
環
と
し

て

旭
川
功
の
諾

削
談
と
い
う
こ
と

で
読

糊
朝
牡
快
金
を
尖
施
す
る

1

ペ

将
光
的
護

対
荊
苫

事
巧
と
チ

る
た
め
'先
近
地
の
叫
群
も
兆
漉
し
た
.

･･
l

刑
E
‡

●
&
Jf

雌
遜
対
耶
香
山
(
t毒

3
円
仇
地

利
川
に
伴
う
畑
冊
山
と
I志

士
の
岨

叫

蕎

瓜
と
虻
韻

収

昭

捕
相
川山
附
則
胤
m
作
詞
胤
腰
巻

5
3i
fTと
¶
望

t
■
¶
叫
モ
コ
山

の
跳
収
と
し
て
と
り
山
人
で
き
て
い

ら
.葉

に
作
品

化
岨
P

は
'
相
に
巾
心
悩

叫
で
あ
る
M
n
仇

地
利
川
増

に
つ
い
て
特

例
男

前

古

差

に
蛸
C
仇
他
仰
山
代
淡
iF

に
嘉

生
りな
い
､一石

S
U
ハ'
1

芯
の
菱

が
蔓

'
5
(ハ
搬
地
叩

比
丘
疫
府
税
に
奴
例
会
を
閥
u

J.

5
(垂

の
隻

点

じ
め
と
す
る
叫
{
雌
胸
判
川
に
岨
る
州

側
雌
の
収
魁
み
に
つ
い
て
唱

5
(ハ
戊

鵜

川
似
妃
澗
芸

q
そ
港

.I

府

中
遁
め
て
い
く
こ
と
に
Lt
つ
て
い

ら
.刑

世
相
仰
雌
蝶
刈
蝕
に
つ
い
て
は
､

仰
山
化
が
加
U
_-.
蒜

▲･LJ
川
叫
か
あ

3
'
3
杓
か
は
め
イし叔
し
い
状
桝
卜
に

お
か
1..
る
tJ
と
か
Y
W
一己
れ
菟

LJ
か
ら
に
ど
う
刈
虻
す
べ
き
か
¶
に
つ

い
イヽ

iE
ZE■
n書
､
%

柑
及
び
l日
歩

蓋

が
1
帖
左

っ
で
成
東
し
て

い
く
た
め
に
満
塁

即
光
押
金
が
股

催
さ
れ
て
い
毛

こ
の
研
究
部
会
で

は
'
川
的
化
比
碩
内
で
の
諏
童

の

潔

色
目
捲
れ
す
る
た
め
に
t
m
内
の

仰
雌
〝l
紫
の
媒
悼
亀

確
丁
る
と
八

Ly
堪

¶
雇

等
り
枝
村
思
川
に

つ
い
て
の
;_爪
車

こ
れ
若

と
に
蓮

の
祁
州
此
止
む
あ
り
方
に
つ

い
義

足
吟
て
い
卑

私
へ
閃
戊
に
Lt
り
ま
し
ナ
チ
か
月
に

L･1り
手

か
､
そ
の
湖
'
冊
軟

の
▲義

に
つ
差

の
各
位
と
で
着
々

だ
け
虫
首
に
か
か
り
､
色
t
L<
ご
帯
止

そ
う
か
が
っ
毒

E
(の
よ
っ
に
E
政
の

巾
の
広
さ
と
い
う
こ
と
を
移
した
わ
け

で
ご
ざ
い
幸
丁
.

管也<な佃民各
州
か
一hゐ
t
Iが

且
轟

け
轟

墓

的

短

め
言

い
わ
皇
し
た
｢

な
か
葦

毛

つ
く
史
に
Ⅷ
し

藍

JJJ
叫
に
韻

的
短

め
で

ま
い
り
た
い
と
才
え
て
雷

す
.
し

か
し
な
が
ら
､
ご
東
邦
の
去
ノに
オ
イ

ル
シ
Pl
ブ
タ
以
来
の
蓋

藁

の

群
化
と
い
入ノ暮
雌
が
あ
る
だ
け
に
こ
れ

か
象

色
々
な
y
化
と
い
ノゝも
の
を

零

碧

ぢ

収
重

た

を
作
っ
て
ゆ
く
､
こ
う
い
う
等
九
万
が

霊

的
に
必
群
と
払
っ
て
お
り
手

.

圧
出
の
代
印
の
岬
で
も
色
々
ご
鹿
兄

の
暮
い
'
或
い
は
射
撃

ノか
と

敵
い
季

し
｢
責

｢
行
枚
サ
イ
ド
と

細

郷

市

長

あ

い

さ

つ

妻

旨

一

い
､

とい妻

ござい手
.

そ
れ
に
は
毛
r
t
即
づ
く
り
と
い
う

も
の
は
叫
に
n也
サ
イ
ド
だ
け
蓄

る
も
の
壷

り
ま
せ
ん
し
｢
境

の

皆
ぐ
ん
と
l
州
に
町
一′
ヽ
D
Q
プ
ラ
ン

明切のMP奮

いこと

も
あ
ら
っ
か
と
≠
い
毛
丁
.
か
'
と
に

か
く
､
誓

っ
て
か
拝
で
ま

と
ま
ま

っな
買

岩

刀
か

肇

は
従
か
ろ
っ
か
t
と
い
之

で
フ

1- 昭和54年 1月

聯
北
ニ
r]-
タ
ウ
ン
は
'
ご
兼
卿
の

よ
う
に
出
炭
約
の
蓉

祭

川鮎

串

集
り
一
つ
で
署

と
払
い
手

.

そ
の
中
心
電
口
め
ま
す
二

二
六
)
U

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
の
爪
伽
に
つ
き
ま

し
玉

田
が
項
ヨ
し
て
い
る
わ
け
で
ご

ざ
い
手

.

公
丘
と
し
ま
し
て
喝

Eg
和
叫
坪
に

皆
鎌
の
ご
州
崩
を
肘
孟

月
収

に
l星
丁す
る
と
間
碑
に
湖
北
宴

折
畳

い
た
し
許
し
た
.

以
来
､
Ⅴ
萎

皿
朗
に
白
わ
せ
て
肘

に
盤

の
叱
光
を
し
て
苦

し
た
.

柑
転

鮎

Tに
は
こ
れ
垂

に
州
冶
さ
葺

亀
鵠
非
に
琵

肌
藍

化

し
て
い
る
抜
許
で
ご
ざ
い
毛
丁
.

曹

メ
主
免
に
大
量

手
洲
ほ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

が
､
そ
の
各
や
重
り
中
電

特
に
カ
モ

入
れ
一･さ
歪

に
あ
た
っ
て
ゆ
<

所
存
で
ご
ざ
い
毛
丁
.

申
告

准
坪
山
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
と
､
婚
竃

及
b
事
歪

に
つ

蓋

和
49
年
に
空

大
臣
の

旺
可
を
掛
'
蔑

工
事
に
つ
き
ま
し
て

唱

鋭
蒼

に
第
蓋

､

地
区
血
蛸
の
お
お
よ
そ
三
芳
の
1
に
及

ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
.

住
宅
の
大
洗

y

朴
琴

冊
宅

輔
叫
が
強
く
誉

れ
て
お
る
の
で

チ
.Ea

に
亨

し
て
も
内
牧
の
天
竜

桂
と
い
た
し
ま
し
て
各
位
の
庄
喝
宅
地

対
熊
蓄

克

て
お
き

つ
で
ご
ざ

い
手

が
'
畠

と
し
ま
し
て
も
､
こ

の
楢
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
隻

宅

地
撃

苦

経
巡
に
1
一
の
功
刀
を

沢

田

総

裁

あ

い

さ

つ

(
要

旨

一

世
は
ご
帝
警

ノに
'
′あ
中
洞

掌

塀
均
は
ま
す
蓋

し
さ

肇

ま
い
っ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い

ま
T
.

急

の
裏

地
が
的
■
護

の
も
と
無

∫l
て
い
る
と
い
う
の
は

ご
メ
州訳
)と
菅

で
貰

い
手

.

一
カ
で
は
肌
に
息

叩し
衰

い

し
､
こ
れ
ら
の
制
作
誓

た

㌧.E
h
.JrJt
い
p
.∫
.

新
し
い
土
も
一′
､少
､
な
か
で
も
土

崖

盃

壷
だ
よ
豊

も
づ
く
り

は
'
叩
丁
ま
で
b
な
く
､
叫
花
の
岬
さ

ん
と
州
等

k

Y
政
慧

'

萱

に
傑

す
る
柵
瀬

棚
串
か
1
仏
と
な
っ
て
こ
喜

て

に
等
入
る
わ
け
で
あ
り
手

.

今
日
は
そ
う
い
嘉

に
お
い
て

お
貼
り
の
朽
岬
万
も
也
々
垂

e
)

<
な
ご
弟

を
さ
れ
て
い
る
か
と
心
い

草

が
'
今
印
し
皇

rL
た
しや
つな

悪

幣

叫
丈
刀
に
立
っ
恵

カの

壷

や
ご
撃

ち
か
か
い
Li

から.又'私八
の穿

て書

す

こ
毎

て
い
た
だ
い
て
､
-首
ソ

し
て
で
曇

だ
けn
Tい
岬
脚
に
こ
の
㈹

北
ニ
ュ
ー
タ
け
ク
か
藁

葺

ノ

に
ひ
と
つ
力
字
け
わ
蔓

た
い
と

瓜
う
次
が
墓

室

丁
.

挙

る
も
の
で
ご
ざ
S,圭
丁
.

特
iZ

こ
の
拍
北
ニ
rlI
次
け
シ
土

宝

塔
即
事
等

蓬

だ
お
い
て

他
に
則
毒

い
大
宅

の
で
す
が

針
雌
の
誓

い
は
き
ち
つ
く
S
tの

聾

に
し
て
も
蔑
つ
か
の
時
代
を
免

取
り
し
ケ
蚊
与
か
堵
じ
ら
れ
ま
丁
.

こ
の
豊

幌
か
,昌
一ニ
ュ
-
タ
ウ

ン
川慧
肌裏

は
､
ま
も
づ
く
り
の
t
gSJ

の
中
宗

た
な
ペ
ー
ジ
毒

丁
る
大
事

苦

し
ま
し
て
妻

あ
り
ま

す
へ畠

と
L
ま
し
て
は
ー増
桝
各
位
の
ご

脱
力
至
肘
蔓

LJ
の
中
川人的
六
や

讐

…並
川に
や
わ
強
打
た
い
与
小
か
ら

な
じ
て
い
る
笛

で
ご
ざ
い
隼
丁
.

今
嘩

1
'
の
蓋

重

し

ま
し
て
ご
諸

に
か
丸
さ
し
て
い
た
だ

M

.t

.

総

括

‖

地

下

鉄

間

樋

に

つ

い

て

隅

蛮

転
1
3
'
*
の
t
浜
-
斬
t

訴
E
に
つ
い
て
は
､
よ
う
や
′､目
途
が

つ
い
た
↑モ
っ
だ
が
'
ニ
ュ
ー

タウン
へ

の
坪
伸
瓜
分
に
つ
い
て
は
､
兼
だ
明
相

に
さ
れ
て
い

ない
.
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
.車に'歪

か
7
4
r
*
.
せ
†
6

P
t

の茸

につ
い
て
は
'
九
■
丁
と

い
う
臆
も
あ
る
が
ど
う
か
.

笛

商
談

守

り
7
藁

葺
で

質

問

y
近
<.
費

が

お

り
首

途

が
つ
き
､
こ
れ
か
お
s
t抜
苅
'
早
急
に

触
浪
耶
滋
に
葦
干
し
た
い
.
B
tに
新
城

t=
か
ら
ニ
ュ
ー
タ

ウン刀
伽
へ
の
延
伸

雅
分
に
つ
い
て
d

桝
郎
'
折
紙
t=
W

に
引
富

力
し
た
い
.
u

y
別
任

公
は
葺

川
桁
即
摺
仏
内
に

つ
い
毒

E
仰
望

の
刀
仏
書

e
:<
陶
脈
し
て
い
る
と
萱

.

属
地
軟
芸

に
つ
い
tJ
y

当

M
の
川州
州
は
翠

b
剤
山コ
の
仲
代
の
ま

群
が
あ
79
の
V

u
の
帆
か
皇

収
量

と
巧
九
て
い

ら
.
こ
の
分
に
つ
い
で
竃

の
'

設
置
と
あ
わ
せ
て
七
の
ゆ
が
を
那

ろ

方
針
を
決
催
し
て
い
き
た
い
.

湖
岸
畠

に
つ
い
て
は
石
油
シ
p

プ
ク
以
北
の
相
戦
研
悼
W
か
･b
t
班
長

瓜
の
カ
で
も
t
a
:仏
化
の
方
向
に
並
ん

で
い
L<
い
の
か
現
実
の
よ
うノで
あ
る
か

今
喝

3
(伝
仙と
も
央
別
に
つ
い
す由

漉
し
て
い
き
た
い
.

㈹

生

括

対

群

に

つ
い
て

間出
叩

掌

れ
戚
t
S
事
雷

を

廿
じ
'
用
地
t
収
に
応
じ
た
曲
刀
地
和

書
に
対
し
､
t
･
公
民
は
ど
の
L◆
う
な

B
LF
]m

考
予
へて
い
る
の
か
.

t
だ
､
先
行
分
庇
地
へ
M

移
伝
L

LJ協
刀
書
に
対
し
'
移
転
先
で
の
8
[漕

上
の
利
t
,*
の
生
酒
印
的
も
ー
■
し
て

ほ
し
い
.

古

川
他
出
収
協
力
店
に
対
す
る
護

対
前
に
つ
い
て
唱

と
の
博
し
し
た
ら

災
い
か
､
今
日
ま
で
も
朽
さ
ん
方
と
粕

欲
し
て
き
て
い
る
.
そ
の
中
で

何
地

一¥
取
に
塵

が
少
く
LJ
つ
た
人
述

あ
る
い
は
蔑

工
事
州
Ⅶ
中
旬
群
出
来

な
い
牧
歌
の
人
並
に
対
し
て
唱

葡

賀

轟

す
る
と
い
昌

暫
し浪

賢

危

一芸

蓋

じ
て

畑
･

八朔
凹I
は
'
藩

熊
晶

っ
て
い
る
.

t
k
Y
雪

土
地
利
用
を
州
何

に
し
て
い
く
か
に
つ
い
て

E
･
晶

か
川
光
る
だ
け
_山
霊

と
し
て

肌
色

賢

め
肋
収
筆

陣
藍

は
的
に
帆
附
し
た
い
.

搾

油
成
地
へ
の
拶
丘
協
刀
々
に
対

す
る
伸
筋
併
収
?
に
つ
い
て
唱

公
防

毒

ぢ

且
何
誌

L
に
不
2
,蔓

じ
L･1い
､号
血m
一
杯
の

鞘
刀
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
い
る
.

榊

道

路

対

韓

に

つ
い
て

伺ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
に
は
朝
q
苛

d
Zと
し
て
8
韓
一
か
計
k
さ
れ
て
お
り

斬
f
重
罪
石
川
1

日
書
元
石
川
)
め

2
地
姑
が
f
幸

路
t
と
さ
れ
て
い
る

が
'
]J
の
2
性
廿
の
q
叫
の
■
話
し
に

つ
い
て
附
き
た
い
.

Jk
ir
他
の
空

的
特
の
ー,1■
と
E

塊
地
区
内
の
中
一
糖
特
の
書
舛
●
過
し

に
つ
い
て
も
併
せ
て
校
明
t
い
L}い
.

i8

新
岬
S;
二
光
石
川
*
に
つ
い
て
は

現
代

碓
uu折
地
内
の
岨
申

一望
八号

娘
か
,塵

の
処
ま
で
詔

革

嚢

､
熊
叩
莞

7
す
る
予

Y

だ

｢
折
太
酢
地
内
宴

]頭
沢

イ
ン
タ
ー
か
畳

ま
YJの
工

た
い
.
異

邦
二
責

イ
ン
タ
ー
か

ら
薪
桝
折
に
か
け
て
の
小
机
･
特
山
他

区
内
に
つ
い
て
は
､
十
施
改
良
串
挙
り

菜

分
に
伴
う
載
此
研
肪
撃

終

了
丁
重

と
畑
い
て
い
る
の
で
､
妹

7
次
卵
'
川
他
世
触
生
砂
に
入
り
､
5

叩
蛙
死
場
急

に
止
め
た
い
.

日
iEl二
光
石
川
接
に
つ
い
蓬

丁久

船
町
池
内
は
雌
に
載
鳩
し
て
お
か
､
市

田
if

蛸
拙
m耶
地
内
に
つ
い
て
は
'

男

且
靖
か
ら
叫
屯
一･他
リ
ム
E
W

iE
ま
で
の
Ⅷ
を
t
ES
句

川
地
肌
収
中

V

I票

で筆

書

あ

り
'
慧

領
収
孟

短

め
て
い

ら
.そ

の
他
の
折
旅
で
甫
内

妻

の
*
山
新
地
内
の
析
崇

三岩
m
A

と
蓋

す
る
努

に
つ
い
て
喝

57
年

催
付議

か
日
通
に
止
め
た
い
.
責

大
熊
･
5
:山
田
涼
に
つ
い
て
は
必
好
Lt

ル
I
,L
で
も
争
Q
の
や
｢
今
挨
蓑

2
点
の
推
移
芳

な
が
ら
窪

田
に
進

め
4
'卜
.

川

治

水

対

辞

に

つ
い
て

同

盟

河
川
の
■
粥
川
､
大
E
H
の

改
甘
■
女
は
車
護

り
巧
庇
丁
る
と
E

い
て
い
暴

､
下
流
の
f
充

の
廿
正

改
書
が
f
:了
し
な
い
と
下
流
廿
で
の
洪

水
桂
川
消
さ
れ
r
t
t
対
地
庄
内
に
お

い
て
は
S
的
ダ
ム
が
_
卓
出
兼
r
t
t

Lr
モ
ーJ
L&
地
盲
れ
た
事
は
'
い
つ

に
な
っ
たJら
土
地
の
8
-用
収
益
が
叫
姑

で
書
も
か
判
ら
な
い
.
こ
の
点
に
つ
い

て
悦
明
i
い
た
い
.

古

見
鞠
川
､
大
輔
川
に
つ
い
tJt
Y

い
壷

中
に
♯
7
す
る
予
姥

香

.
LJ
q

早
油m
川下
悪

の
祉

鮎
南
瓜
霞

の
改
砧
工
事
も
5
.T妊

肇

で
に
は
遥
冗丁
す
専

定
と
叩
い

て
い
る
.

サ
見
川
木
川
の
藍

に
つ
い
て

は
凶
の
予
■
も
大
仰
に
増
大
さ
れ
て
お

山
'
聖

行
わ
れ
て
い
る
書

は

朗印
叢

ま
で
岳

7
す
る
蔓

と

叩
い
て
い
る
.
ま
た
､
産

別

誓

党
故
誓

書

サ
疫
点

い
て
い
る
.

桝
災
グ
ム
空

に
毒

川

告

と
の
E
ま

い
.
拭
っ
て
､
iS

災
ダ
ム
藍

地
京

た
人
並
と

慧

い
る
毒

し
て
い
く
1
刀

力
か
一巾
他
川
窪

か
毒

と
乏
丁
農

に
つ
い
tJ
Y

い
ろ
い
ろ

工
夫
女
流
蔓

い
と
瓜

～
.

Vい貢

川

g
If

弱
叩

肝玉で短
感
丁

蓋

l挿

祈
刀
す
る
こ
と
が
丘
g
Lと
腎

ノの
で

こ
の
足

に
は
畑
力
的
に
取
り
史
ん
ず

い
き
た
い
.

3

都

市

環

境
施
放
並
備

に
つ
い
て

伺

光
成
H
_
の
≠
捗
に
伴
い
'
二
次

瀬
戒
も
淡
雪

れ
て
‡
d
lm
に
住
宅
■

Y
も
t:わ
れ
る
と
市
う
が
'
移
転
書
か

が
し
い
は
ポ
で
生
酒
を
ZEめ
る
に
つ
い

て

生
酒
の
事
本
と
な
O
V

下
林
▲

や
r
tZ
ガ
rt*
の
F
f
に
つ
い
て
と

の
E
に
一つ九
て
い
る
の
か
.
t
ir
漣

れ
'
油
ず
*
の
た
め
の
パ
Tt
払
'
叶
■

に
つ
い
て

E
･
公
田
は
ど
の
け
な
t

t
を
持
っ
て
い
る
の
か
.

if

窟

川宅
地
の
崖

戊
に
つ

い
毒

突
の
地
所
に
比
べ
肪
し
く
不

快
に
t･岩
の
姥
読
l牽

先
行
丑

成
定
し
て
い
る
.
取
任
の
先
行
肝
欄
宅

地
に
つ
い
て
は
移
転
の
た
め
の
用
地
と

い
う
こ
と
か
ら
t
は
小
取
の
上
･
下
水

雪

は
収
辞
と
い
う
事
f̂
L
な
っ
て
い

ら
.
本
窯
の
蓋

嘉

川
収
益

開
始
掌

る
畔
即
は
二
砦

辰
を
し

て

J]
･
下
水
萱

m
施
政
か
広

い
'
冊
の
竜

濃

の
枚
書

け
た

竣
t
と
い
妄

て
い
る
.
従

っ
て

当
望

萎

-∫
る
上

下
1

な
る
べ
く
蒜

か
少
な
い
豊

し
て
い
く
つ
も
り
で
い
る
.
蒼

｢
パ

ス
的
鞍
の
頂
州
に
つ
い
ナ
盗

ph
苑

地
は
内
裏

M
の
持
S
を
麓

工

W
の
北
抄
に
あ
わ
せ
て
淡
め
､
こ
れ
を

舶
蹄
と
.七

着
垣

川の
C
3
Eも

迎
め
た
い
と
東
大
て
い
る
の
V

そ
れ

に
山伏
L
旺
宅
竃

バ
ス
轟

で

萱

ソ
に
な
る
と
お
も
う
.

川

日

本
住

宅

公
団

港

北

開
発
局
職
員
増
強
の

要
冊
に
つ
い
て

間

我
々
の
Y
え
で
は
､
現
在
の
公
E
l

T.
■
lL
J
lT
tI豊

Ji
■
q
n
■
■
t

止
め
て
い
く
こ
と
は
不
可
壁
で
は
な
い

か
と
IP
O
サ
牡
'
人
t
e
F
の
Y
九

は
九
号
の
か
ぞ
つ
か
.

首

耽
々

とし
言

､
LJ
の
抽
北
ニ
ュ

ー
タ
ク
ン
等

相
に
力
を

入
れ
て
い
る
か
'
公
墓

晶

丁
と
い
う
こ
と
は
い
ろ
い
i

し
い
畑

地
が
あ
る
.
し
芸

か
ら
'
+
分
と

は
賢

め
毛
で
d

将
h
t
名
の
卯
#

A
J

批
力
の
響

蔓
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､‖締約に細北

二TTタウンの公豊

内で

即
回
さ
れ
て
い
ゑ
八校
の
う
ち
の
1

つ
'
荏
他
地
区
の
帯
慧
丁拶
丁定
胸
に

蝉
詰
性旧
蔵
領

収
最

北
す
る
こ
と

羨

め
ま
L
L･P

新
設
決
ま
る

同
校
賂

細
五
十
四
年
度
に
田
奈
高

翌
｢陛
j仙
肥
り
し
て
朋
佼
し
｢
H
g
･

ぽ
中
堕

のl珊ゑ

哉さy

旧

舶五十丘岸
にはぷ望
Hに油蝉

できることにt･tります｡

(敷
地
加
硫
)

3
･6
血

(慧

欄
間
)

_旧
和
瓦
十
也
旺
盛
か

ら
五
十
六
年
度
の
三
力
咋
艇

(劇

作
)

鉄
肺
コ
ン
ク
=†
ト

園

縦

覧

行
わ
れ
る

際
棚
伽稚拙抑笥
mmル"祁新仰山

邦
1地
区
及
び
郡
二
地
区
研
器

の

究
兜
の
縦
党
か
行
わ
れ
ま
し
ち

こ
の

椛
党
は
､
日
茶
住
宅
公
団
法
郡
36
条
に

基
づ
き
稚
拙
大
鮎
が
行
っ
た
も
の
で
す

か

､
金
歯
､
施
行
小
で
あ
る
8
本
旺
喝

轟

が
行
お
う
と
し
て
い
る
夢

は
'

旧
仰
四
十
九
埠
八
月
二
十
盲

に
靴
批

大
臣
の
認
可
塞

け
た
串
憲

を
､

そ
の
後
の
土
地
の
瓶
用
に
対
す
る
梢
利

者
畠

と
の
的
塔
へ
及
び
公
共
公
益

施
政
に
対
す
義

和

と公団との
開

撚
帯
の
紹
山爪に
軍

政
計
の
1部

費
狩
野
し
き
つ
と
す
るも
の
で
あ
り
､

そ
の
寿

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

I､
セ
ン
ター

､T題一
州
印
の
T特

別
な
山
地
J
内
の

､
馨

仙の
変

BEW

2
'
小
現
折持
直
の
新
喝

3
'
存
旺
官
は摘
辺
部
の
耶再
付
足
の

膳
叫

1
､
郷
伊
仙比亀
川
地
の
牝
旺
'
形
S
の

1.a
brj(

5
､
公
園
の
安
正
､
形
代
の
1
郡
変

B(
及
び
遵
守

疲
巷

間
の
変

E{
6
､
各
軸
公
売

椎
牧
用
地
の
琶

-､
開
水
路
用
地
の
め
叫

8
､
郡
川
針
世
の
打伶
人
(都
祁
J.=固
娼

路
･施
行
区
域
)
と
の
等

三
笠

で

(生
は
救
)

王
ハ亭

l+
名

【皿
書
冊
】

都
市
計
画
道
路

｢
新
横
浜

二
冗
石

川

線｣工事進む

雌
北
ニ
ュー
タ
ウ
ン
の
昨
相
応
帽
と

な
る
仰
相
即

岨東川
恵

沢
･l語

川
琳
｣
は
'
公
因
蔓

か
ら
皿

娼
2
1
急

までの繍所(緑区琵

田
町
地
内
)
で
､
本
格
的
に
工
革
が
速

め
ら
れ
て
い
葺

こ
の
工
中
は
t
iiE
]

手丘メート

ル

'延
妓

七酋八
十
メ

ートルにわた

るも

ので五±
F年

度中庭熱

適

工事を嘩九'瓦十
四
年
腔
に
は
輔

猿

工申なして
完
成
す
る
予
定
や
ず
｡

ま
た
'
同
点
に
つ
い
て
は
'
噂
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
関
琶

て

次
の
師
所

で
姦

め
ら
れ
ま
モ

◆
折
本
地
区
へ那
二
京
浜
埠
北
イ
ン
タ

ー
～
地
区
卯
)

四十
八
年
二
月
に
､
千
二
百
五
十
メ

ー
ト
ル
の
中
書

可
量

け
､
五
十
三

年
度
ま
で
に
川
崎
町
田
itの
北
仙
約
五

百
二
十
㍍
の
工
事
喪

五
十
四
年

度
も
引

撃
ての先の工事を行いま

チ
.

◆
小
机
地
区
へ都
相
計
固
藍
川
｢車
内

･新横浜
投
｣
～
似
北
イ
ン
タ
I
)

El十
六
年
八
月
に
約
二
千
㍍
に
つ
い

丁歩測寵可
蔓け'五十四年皮か

ら用地凹硬変行い､本格野･事に

は
い
り

幸て
【固
拳
E
)

公

団

施

行

地

区

内

見

学

会

開

催

さ

れ

る

任

富
では
他拙者に公田が

腰
行
し
て
い
る
+
憲

撃

求
が

と
の
鯉
に
し
遍

め
ら
れ

ているの
か

糸

に
岩

舟白
や
見
て
も
ら
い
'
公

団
の
申
張
に
対
し
て
の

他椎名の不安

の解消と'され二
月
の
屡

と
協
力

を
界
蓋

に
'
湖
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

公
ZB
姫
行
工
事
区
城
内
の
望

慕

胃
邦1地
区
に
つ
い
壷

冗紋

別
と
の
制
勝
の
筋
へ､
次
の
蓋

裾
し
き
R
J'[

毒

R
Ll地
底
に
つ
い
て
も
､
引

き
警

蓑

す
る
蔓

で
す
.

〇

〇

〇

〇

■
蕎

朔
日
J

(1
月
)
13
日
､
劫
日
､
㌘
臼

(2
月
)
m
El'
O1
日
へ
E
q

24
日

㌘
日

Il実
施
内
管
t

M
バ
ス
に
よ
る
宅

包
丁

(コ
ー
ス
)
す
み
れ
が
/蓋

摂
供
圧

q
j
;
恵

移
y
用
瀬
1
中
川

eT匠(実
那
一工
区
)
1
せ
せ

ら
ぎ丁

茅ヶ崎3･1
工
区
1
1-

工

区
1
柚

の
木
公
開
串
供
住
宅
(以上
､

fEll仙
直
)

佃
脱
明
金
廿
に
よ
る
脱
明

イ
'
映
写
会
｢新
し
い
な
㈹
憩

の

歩
み
｣
W

ロ
'
公
E3諾
折
の
規
明

73



去
る
12
月
13
日
､
偲
誰
対
節
奏
輿
会
及
び
姫
合
腰
地

利
用
協
定
連
等

御
重
鼻
金
共
催
の
も
と
に
'
今
後
の

架
台
頻
拍
鍾
啓
に
つ
い
て
考
え
る
l頂
と
し
て
'
｢市

街
化
区
域
内
に
お
け
る
健
蓮

営
｣
と
い
12
7
-
マ
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
花

餅
師
で
あ
る
大
平
鮮
四
氏

は
'
世
EEl谷
区
の
等
々
刀
で
有
機
膜
英
と
そ
れ
に
結
び

つ
い
た
会
員
制
の
版
怨
肌贋
に
よ
り
､
ユ
ニ
ー
ク
打
鹿

蓬

讐

行
っ
て
い
る
万
で
す
L

こ
こ
に
当
日
の
駅
琉
内
容
の
要

旨

を
灯
涼
し
ま
し
た

の
V

今
後
の
濃
さ
違
の
あ
り
方
'
康
宏
に
お
か
れ

た
題

な
毒

え
る
う
え
で
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
｡

三 衛 の 中 で の 私 の 農 業 経 書 二･曲 ,h ,･I【......... h_. 臣

有

機

農

業

へ

の
き

っ
か
け

-有機農業と会員制販売制度-I(講演記録)

私
の父
'大
平
惜
称は
｢
足
企

金
｣

と
革
っ負
を
作
り
､
枇
披
氏
和
不
足
の

時
期

に'ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
新
し
い
健

筆

材
を
威
協
的
に
と
り
入
れ
る
と
共

に

'欧米で
作られた
新鹿薬の慣用

な

ども行な
い'少しで義
援梱

控
し
さ
っ
と
､
日
哩
募

し
た
鹿
家
の

一人です
｡

そ
の
堺
へ
械
浜
の
腰
家
の
方
々
と
も

お
付
合
い
が
句
ま
し
た
の
で

多
分
こ

こ
に
切
出
偶
の
万
の
中
に
'
父
に
つ
い

て打存知の方も雷
れると思いま

すが'父は十年前に鹿薬が銭凶と

な
っ
た
ガ
ン
に
よ
っ
て
靴
亡
し
ま
し

【
講

演

会

風

景
】

RJ.
私
自
身
も
百
や
耳
な
ど
が
儲
裾
の

影
世
で
ダ
メ
に
な
り
､
今
も
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
を
入
れ
た
そ
の
上
に
は
続を

か
け
てや
っ
と

払えるさへノな
状
況
で

モ

健
興
の
恐
し
さ
は
'
拓
に
は
舶
い

て
い
ま
し
た
が
'
自
分
白
身
や
家
族
に

も
被
省
が
出
姦

め
で
鹿
非
の
熟
し
さ

を
雑
感
と
し
て
判
っ
た
の
で

農
張
の

性
用
を
止
め
る
こ
と
に
し
ま
し
ち

儲
苑
重

く
な
る
と
す
ぐ
に
畑

に
は
'
常
山
'
校
数
虫
'
7
プ
ラ
虫
LJ

nJの
醤
虫
が
大
尻
に
苑
生
し
､
我
も
の

棚
に
作
物
を
企
い
荒
し
始
め
蓋
し
稲

畑
惨
に
血
い
菅

さ
れ
る
作
物
を
見
Ld

が
急

逝
を
牧
場
し
な
い
こ
島

徴

鳩
名
と
し
て
雛
に
我
他
の
い
る
市
で
し

た
が
'
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
背

虫
な
ど
か
盃
べ
て
レ
芋
つ
､
カ
マ
キ
リ

や
ク
モ
'
そ
れ
に
カ
エ
ル
な
U′も
嘩
凡

て
き
ま
し
た
｡

い
わ
ゆ
る
天
敵
･鼻

ば
れ
る
も
の
で

す
杓

小
舟
も
嘉

へ
た
く
さ
ん
来

る
よ
っ
に
な
り
虫
を
せ
っ
せ
と
捕
食
し

ておりま
す
｡

こ
れ
ら
を
見
て
い
る
と
｢自
然
界
は

う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
ん
だ

な
｣
と
革
っ
邸
夜
警

やす
｡

こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
人
間
が
性
急
に
虎

猫
嘉

川し
て
解
し
て
し
ま
っ
て
い
た

ん
で
す
Ig

丈

夫

な

作

物

を

つ

く

る

作
物
の
被
3
]は
出
立
に
よ
る
も
の
だ

け
で
な
く
､
い
ろ
い
ゑ
u病
先
に
よ
る

彼
等
も
あ
望
茸

こ
れ
に
は
町
史
に

対
す
る
カ
マ
キ
リ
の
よ
う
に
天
敵
に
よ

る
対
熊
と
専
っ
も
の
は
余
り
軍
人
ら
九

ま
せ
<

そ

れでは
｢腰
邦
か
鹿
川
し

な
い
で
対
熊
が
あ
る
の
か
｣
､
と
封
わ

れ
九
は
私
は
丈
夫
な
作
物
を
打
て
る
こ

と
だ
と
孝
見
て
お
s
i手
ノ｡

こ
の
た
め
私
は
化
学
肥
料
を
使
わ

ず
､
稚
児
を
葉

に
旺
っ
妄

実
な
作

物
か
宙
て
る
き
っ
に
し
て
い
ま
す
｡

現
在
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
の
赦
塔
に

緒
川
7

-ルあたり約
10
ト
ン
の
輔
旧

空
入
れ
て
お
り
ま
す
が
､
こ
れ
は
小
型

ト
ラ
ッ
ク
芳
川
4]分
の
兄
に
相
当
し
ま

す
し
､
争

も
で
は
帥
7
-
ル
ほ
ど
の

親
鳩
閉
場
考
持
っ
て
お
り
享

の
で

こ
の
た
め
の
畑
肥
材
料
姦

萩
の
ま
ん

中
で
見
つ
け
る
と
革
っ
こ
と
は
大
変
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
お
里
ま
し
た
が
'
ち

ょ
っ
と
工
夫
す
る
と
身
の
周
り
に
番
外

と
嘩
入
る
も
の
が
有
る
ん
で
す
杓

い
主客

こも
で
は
近
く
の
舶
申
公
苑

か
.h晦
itを
用
い
､
古
ダ
タ
,JJt
勤

務
'
そ
れ
に
粗
末
屋
号
ん
が
切
り
と
っ

た
積
弊
t･{と
そ
粉
砕
機
か
虎
っ
て
細
か

く
J

雌
肥
つ
く
り
を
し
て
お
り
ま

～
.
私
は
相
や
区
で
衝
雌
樹
や
公
周
の

大
の
手
入
れ
を
し
た
時
に
出
る
稚
蕪
を

奨
め
て
加
肥
菅
つ
く
れ
ば
'
叢

の
有

効
利
用
と
Tlミ
対
熊
に
な
る
の
に
と
考

え
て
お
ゎ
妻
す
｡

生

産

物

の

販

売

に

つ

い

て

菅

も
で
は
細
傭
#
'
封
鎖
肥
料
に

･L6る
生
彊
し
っ
と
め
て
い
ま
す
が
､
で

は
作
っ
た
も

の
空
と
の
よ
っ
に
し
て
仮

死
し
て
い
る
の
か
と
申
し
ま
す
と
'
私

ど
も
で
は
相
場
に
は
素

出
し
て
お
り

ま
せ
へ

約
二
五
〇
人
の
奥
手
ん通
が

私
の
家
と
革
っか
'
畑
と
t
･つか
そ
れ

監
芯
に
し
て
会
を
緒
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
.
温
い
人
鎧

倉
か
ら
も
泊
っ
て

来
手
す
が
'
こ
の
人
遠
が
報
っ
て
私
の

万
に
'
｢こ
の
作
物
を
戯
墳
し
て
欲
し

い
｣
と
占
う
注
文
を
出
し
更

合
せ

る
垂

の
数
に
な
り
ま
す
が
希
望

の

多い柵執最り昏
よして激荷

皇
引
受
世
事
す
が
､
そ
の

既には年
間

を過した単
価
も
決
め
て
お
寺
隻

例

えば小
桧
顎
の
場
合
で
す
と
､
私

と
も
で
は
1
東
百
円
で
お
戯
い
し
て
お

空
事
す
.
こ
れ
は
八
百
廃
さ
ん
で
二
〇

円で
売
っ
て
い
る
蹄
も
'
章
た
二

百円

で
光
ら
れ
て
い
る
伯
で
も
鷲

でノ百
円

で
単
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
.

こ
の
賢

が
芯
い
の
か
'
或
は
安
い

の
か
'
こ
れ
は
人
に
よ
っ
て
受
け
と
め

方
が
革
っ
と
払
い
ま
す
が
'
爽
際
に
食

べ
た
人

は
1坪に
肘
盟
が
柔
ら
か
く

て
'
し
か
も
陳
に
コ
ク
が
有
る
島

ん

で
以
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
の
P
r
生
塾

に
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
串
や
'
架
喪

の
点
か
ら
見
た
宰
心
等

こ
そ
孝
入
る

と
マ
ア
マ
ア
妥
当
な
艦
校
な
ん
ぢ
ハrっ

と
思
っ
て
い
心事

｡

生
誕
署
と
し
て

は､この
販
売
価

格

が
寧
貰
っ

ているこ
と
は
'
提
琴
工
非

輔
に
ブ
ラ
ス
で
す
L
t
直
売
で
す
の
で

出
荷
縫
付
は
鮮
患

い
.J
少
々
見
た

E
の
悪
い
品
物

で畠
んや痔
っ
で
結

っ
て
も
き
っ
の
で
商
品
化
翠
は
1C
X)

%
に
近
く
'
ロ
ス
の
は
蓋

い

の
が
魅
刀
に
な
っ
て
い
J茸

そ
れ
に
し
て
も
凍
薬
は
僻
か
る
仕
申

違

い
と
自
分
な
り
に
割
切
っ
て
お

高

い
tJtPば
れ
て
い
る
こ
と
に
ま
あ

ま
あ
満
足
し
て
や
っ
て
お
り
ま
h
.
ま

た
会
見
の
中
に
は
畑
へ
来
て
禁
じ
し
り

を
や
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
あ
り
へ
迎
九

の
子
供
た
ち
も
畑
で
モ
ン
シ

ロチTqク

最

っ
て
遊
ん
だ
り
'
補
し
く
跳
び
回

っ
て
い
る
の
卓
見
て
い
る
と
､
都
市
に

捷
む
人
達
に
と
っ
て
士
と
の
接
触
が
'

い
か
に
求
め
ら
れ
て
い
る
か
と
撃
つ
こ

と
が
判
り
ま
す
L
t
私
は
傑
出
著
の
剛

で
も
'

でき
るだ
け周
辺
の
人
た
ち
に

琶
ほ
れ
る
鮭
讐

や
ら
な
い
と
'
街
の

中
に
戟
っ
一･鹿
央
を
続
け
行
く
こ
と
が

出
来
な
い
の
で
は
柵
い
か
と
写
見
て
お

空
事
す
.
何
し
ろ
家
の
畑
を
見
て
'

｢こ
ん
な

に広い所を海はせておか

な
い
で
監
宅
地
と
し
て
控
え
は
良
い
の

に
｣
と
害
い
な
が
ら
傍
孟

っ
左
りく

人
も
村
る
ん
で
す
か
ら

｡

とこ7(か
そ
ん

な人たちも､こ
の

佃
の
地
震
の
時
な
ど
は
畑
の
中
へ
逃
げ

こ
ん
で
来
た
ん
で
す
か
ら
符

｡

却
絹
の
中
の
鹿

瀬の持ってい
る
多

面
的
な
笛

を
'
1
娘
の
<
に
雰

理

押
し
て
も
ら
わ
な
<
嘉

ら
な
い
､

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
､
私
は
畑
の

周
り
に
梅
や

ボケの六を噂
見
て
お
き

ま
し
て

批
歩
の
人
た
ち
に
花
を
楽
し

ん
で
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
L
t｢き
れ
い

り
一芭

爆

品

け
て
丸

且

事

犯
｣
島

が
か
か
れ
妨

っ
て
豊

分が作ったもの
が
皆
さ
ん
に
評
仙
し
一上
げ
お
拓
を
す
る
様
に
し
て
い
ま
す
｡

少

な

い

農

地

を

大

切

に

し

よ

う

私
は
こ
ち
ら
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
申
謀

の
飴
を
伺
い
'
餌
な
る
旺
宅
地
の
蔑

だ
け
で
は
な
く
､
地
反
丙
鹿
繋

が
今

後も
鹿英を続
け
で
結
け
る
き
っ
に
い

ろ
い
ろ
孝
入
ら
れ
て
い
一轟

を
湖
き
､

柑
し
く
ま
た
嬰
声
し
く
申
し
て
お
り
ま

す
｡
警

世
田
谷
の
康
家
も
､

ひと

足

お先に朋苑
の
洗
礼
墓

け
て
お
り

ま
し
て

中
に
は
畑
の
ほ
右

こ
に
倍

家
や
ア
パ
ー
ト
姦

て
た
人
も
お
りま

1

倍
郡
は
現
金
が
定
糊
的
に
入

って

来
て
邸か
っ
で
任
方
が
な
い

と
苦
っ

た
拓
を
よ
く
し
て
い
ま
し
た
が
､
そ
の

･つも
に
娃

持
双
が
辞
る
と
か
'
畢

な
住
人
が
居
る
と
か
の
酷
に
変
り
､
そ

の
･つも
に
相
続
が
発
生
し
税
金
の
た
め

に
'
そ
の
ほ
と
ん
ど
か
章
節
した
例
も

あ
姿
茸

そ
れ
ら
か
見
て
い
る
と
'

俊
英
は
バ
カ
竪

莱
な
い
が
'
其

所
E
に
や
っ
て
い
れ
蓋

ま
や
失
う

こ
と
は
な
い
有
難
い
仕
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
.
只
囲
る
の
は
問
蛋

廿等

が

高
い
こ
と
で

私
の
所
で
も
10
ア
ー
ル

当
り
百
下
的
の
瓢
税
に
な
っ
て
お
り
'

俊
邦
収
入
だ
け
で
は
'
こ
ん
打
清
い
税

金
を
払
え

るものでは有
望
ま
せ
ん
の

で

煎
京
都
に
耕
ん
で
｢罪
一触
生
塾

緑
地
｣
の
指
定
差

違

裸
税
の
扱

い
に
し
て
も
ら
っ
て
い
J茸

械浜市
で
は
腰
蕎

度
と
革
っ

別
の
制
警

告

そ
う
で
す
が
'
い
ず

れ
に
し
(痩
躯
を
続
け
て
い
る
畑
に
宅

地
汲
税
が
な
さ
れ
な
い
よ
っ
'
制
度
の

中
人
を
図
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

～
.
そ
れ
か
ら
菱

沃
地
さ
れ
る
土

地
は
'
新
し
く
な
り
弱
気
や
等
盟
の
心

促
も
仰
な
い
の
だ
か
ら
'
毒

腺
茄
を

と
り
入
れ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
も
等
入
ま

す
の
で

私
の
や
っ
て
い
る
雇

も
ひ

と
つ
参
考
に
し
て
下
さ
i
.

摂
近
安
全
売
品

か東ゆQ消評
者
の

声
は
大
手
＼な
っ
て
お
り
'
特
に
病
人

や
丸
幼
児
の
い
る
家
鬼
で
は
大
別
に
な

っ
て
有
機
栽
埠
に
よ
る
鹿
声
葡
藁

め

て
い
享

｡
私
も
頼
ま
れ
華

の
友

人
か
ら
'
光
や
袋
物
を
と
り
寄
せ
て
あ

っ
簾
も
し
て
あ
げ
て
お
り
ま
す
.
こ
の

き
っ
に
生
重
石
の
間
で
も
A面
的
に
自

分
や
家
族
の
た
め
に
も
安
仝
怒
敷
埠
を

そ
し
て
消
St者
に
安
心
し
て
允
べ
て
も

ら
え

る食
品
生
産
真
宗

発にし
ま
し

て
仲
間
プ
＼り
著
し
て
お
り
ま
す
｡

こ
の
嘩
北
の
ニ
ュ

ータ
ウ
ン
の
中
で

も
､
こ
れ
か
ら
欄
克
て
く
る

'新しい

圧
民
を
対
象
に
し
た
'
有
機
農
法
の
農

家
が
掌
れ
る

こと
晶

持
し
ま
し
て
括

の
し
や

くヽ
り
と
致
し
葺
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電
柱

問

題

研
究

部
会

照

53
年
12
月
16
日
､
空

旧
相
研

曇

舛
ほ
か
権
助
24
名
が
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
に
爽
り
､
冊
内
の
ほ
か
へ
即
田

川
'
空
爪
相
内
の
団
地
基

地
祝
黙
し

ま
し
た
'

こ
れ
は
'
1
回
に
わ
た
る
金
波
の
括

鵜
､
屯
虹
の
あ
り
方
の
研
究
等

広
く
架
例
を
知
る
必
班
が
あ
る
と
i
Jつ

こ
と
か
ら
部
会
で
即
実
さ
れ
た
も
の

那
(町
EB
神
K
y
(以
卜
宙
苔
施
行
)

､

PE場
面
木
田
内
､
公
団
施
行
)
の
焔

で
あ
り
､
沼
比
誠
､
宅
地
側
か
ら
見
た

屯
撞
け正
に
つ
い
て
軌
群
で

菟

そ
の
状
況
は
'
氾
路
内
に
知
抜
克

て
い
る
も
の
､
民
地
に
雪

も
の
か
あ

っ
た
か
'
そ
の
中
で
'
比
較
賀

地
に

支
降
蓋

蛭
の
-
部
を
欠
い
す
元
注

さ
れ
た
例
か
あ
り
'
洋
首
さ
れ
i
J.

...
r

J

,
.

.
>

･
､

..;

･
y
･･
]_
.
.

･
.
;
I

そ
れ
ぞ
れ
州
少
の
帖
捌
か
か
t
･tsha
,

な
る
ほ
ど
抑
卯
に
蝉
心
に
研
究
し
巧

襲
い
好
天
に
川
音
九
､
大
u

'熊
の

あ
る
1
日
で
あ
っ
L
P

作
中

1
2
月
u
口
t
m
10
姐

全
州
悦
成

金が開催された'金成の内野は沢のとおり.

一

重也妃について(負
.団irt)次の･妄り了嫌し朽
習賢川瀬改在川封
円/月TE;円/角J
耕作田↑8
休耕田41
(旧知53叫的HlUから淡掘)

二

⊥療仙椎脚韻耶76条(弘娘
行初野の洲a)に側する｣挺即金
メンバーについて
ニr4-ス札42でお知らせした
メンバーについて次のとおり決
定し巧
掌

､まちづくり貨研

究純金止'山･/公jEl相当塀灼

三13円歪

の池畔について
r各奔出

会

葬凶蚊を;S:のとお
り
適
出
し
巧

中
米
対
罪
番
畏

菅

沼百代莞(都田地区)

麗

対
熊
委
員
妓

東電氏へ新田地区)
農業対策牽軍か琵床正氏(中川地区)
口各垂艮会の検討事項を沢のと
おり決めLr

<

申萩対耶春用dC>
榊蛸､耐水桝へ+;水州印'二次

蔑

工車上の仙犯及び移拒仙和地の

公

非此触れ加島稲Ⅶ
｢ttE仰糊研究即金Lは加作捕
物%<鎧対煎黍は(D｢まもづくり理研肇は
別か抗舶中<鹿賎対爪斉川Anuy
排日膿他の十滴川皿m川及び横沢以
外のための胞爪の頼附
相若めサのは題mm仙儲m川
の湊町芸叩以外の桝恕m川他に娘
る他意雌呼人爪高射及び池
場欄雌について｢排日僻朋川¶川協肪什遜拙桝仰畠
山企｣は出た拝軸中
LJお'地下鉄仙北m甲賀-
(相にM従rf嘆だ対爪について
は'合川吻禦苧癖硯的に柳瀬す
ることになった'

四台脚選声霞の定軟につ
いて中川仙区が急'折田胸は
-急が淡まっLP
その相継'山内学名'中
川地区等新旧地区･･1考.孤
田か払8名とt･{つt,
毛他罪対流轟は余香良戊
になっ森茂保fE氏について
は､呼軸部3兼諦1現の脱塩に
よる〝会側壁が耽めるも
の″に蟹一するので蚕的./な
1t､事業対策委且会

ウ月5E]'新香貝で弼成された
第一回申非対邦香典会が開催され
iJ.会濃は'E3跡に懲醤代海新香 崇の拙汐があり'引琶番目

及董･仙会炊､㈹･公拙
作戊の用介かあっLT
仏神の捕殺は次のとおst
H屯桂側脚誹糞の郎会長
Y把江蟹爪民か引震め
る.臼冠の搾仰方針について
7常道と葬について
島から'5㍍以下の鷺
に対しては'石捕榊はN.朗
川として1㍍土羽放しで施工
する｡ただしtMW万㍍以
下の宅地はso桔㍍範度をこ一六
る≠嵩に対しては宅地髭ま
でtW叩方㍍安寧T(和叫方
㍍までの宅埠は帥巧㍍±胡桃
Lで雁工するという魚朋があ
っLr藍川と拭有地の踊界につい

とい盛かあり後日'偶卯
｣の問租か筆ないー壷
するとの倒代で7止きしれtT【皿手相7
イ取付廿について
収付せおよ"接辞(汚水
桝･閃光桝についtJY尻州
として田地由に入口部にと
りつける｡ガス･水辺についでは祝に
地区円に東岸のある宅地に対
してのみ'入口部へ廿民講
付近民地矧)ま姦工する｡
なお'雄会雌地について
は､鹿荻対耶香損金で刑群す
る｡ク麓方法士升軟質の宅地について
は'弘婚㍍線度等土するLJと
で合意されLP

F柱間甥研究部会
rT二間屯=-川和研究部会が9月
9日川棚荒LFB穂か′尾巾化が_網棚だ･6別納の
瑞かあっLrt'花如怖川の伸しゆサ(相和屯
如爪の州火)に対処し経たい.
二.地中化による料愈仏系がとれ
t･_い.ニr笹に比べへ讃が人山に
和犬する叩これに如しヽ織機があったか､
その毛なものは次のとお目｢
1､火昭として'絹地=と山地
仙tlとどちらか災いか.
払ルート譜のうえからは竹出川
祉ii:の力がや畠14
1'EL他山tLの血石､炊地内に姐
杜する仙仙淵と'祉tLしない他
細心とのl*公=-に刈する紋所耶
は雪か｡笛理撃｣は硬川刺として等九 ている.l'伊野作木即は地由化している

が.等大沢か刺川する励所であり､
かつ､消防仙聯｣'叱虹が繋淋
であっちr54阿花心仰雌研諮岬凸かHH
1.日常伽ⅧされL>mJ､r'今淀の邸Gの脇机の
純排日'外川の地巾化の小例
3.池田･か肌仰第枚の牧旧S
批脚':ii,地組4の班川斜につい
tJ3'+揃粥川州の他中化の刺
〟.火淵について各々堺斜か山川
か′RW川きれ'小等内軸に入
っ一ヽ以鎚の中小小なものは次のとおり.
I杷蚊だけでなく､削仰掠下に
ついても弧屯か岨目刺哲払って
いる粕帆も雪が.
SCm爪する.1タウンセンクー'姐か旺冠
内鞘は'地中化か叫讐っだ
が､同じニユIタウンの中で 地中化ができる区域とで毒い

区域かありへ不公印ではti･tいか
谷タウンセンタI野､不特定多
軟の人が利川する地所は地中化
することの利用か大きい.また
多くの刺川越にも別宅
純色旺膏mぽ地中化の粥川につ
いでは､利川桝の凶相である.
1当初､mか他山化する畠っ
ていたのだから､mの仏桐で企
価他山化で虫ない叫
E]爵坤甲化で鼻ないのは抑川
nmのm舶だけ雇い｡昨扮
迫川'タウンセンタJ耕g
捗しけ小〃川泊E叩必叢に
ついては'川の一t纂枕か疏
_ホするー.KY当_'地中化で毒い
仙kも稲光のす鼻によっては
地中化で喜っ地下ケーブル
化の叫稚性は㈹糾しておく.
t･遇へ択川は弛削烈蟹すること
となり'喝桝の膿については'
巾と郎会妓で今後藍叩めることと t･+ご､.生活対策委▲会･

2H3日'要撃戚成された
告楢対爪車阿金時日当noの蔽
テーマについて口まもつく&
淀について最雌とし蒜1回の
番目金魚し巧;当_佃野71マについて
香山金色て､当佃と冨
テーマに収削りかについで患が
行わ<.智としては釈のし芸
ものが準えられると京､只体的
にと九品ほうかについて唱]r
lマのり唱朋貴め次阿以降､引
き撃取mすることになっLl
エ叫1--川中の仇は的刀の緒川､
区域内所山地の礎好個和､m夜
の+滝刺川の相対助成(まもづく
り協定の護)､芸域の
相好助成'広報対爪としての斌

聴

取碇､籍便梢地への移転に伴
う【四面へつづ<】75
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【三
両
か
ら
】

研
鵡
肘
確
.
移
帖
帖
の
舛
金
榊
漣
へ
エ

研
促
堆
､
セ
ン
タ
ー
他
肇

く

臼

ま
も
づ
く
り
協
定
に
つ
い
て

次
回
､
ま
も
つ
く
盛

業
の
ス
ラ

イ
ド
を
み
て
'
今
牧
の
雑
の
万
を
協
淑

す
る
こ
と

にLJつLP

土
合
農
地
利
用
協
定
運

営
準
柵
蚕
<
会

11
月
7
日
へ
雅
会
席
地
利用
協

裏

要
撃
御
重

貝金は､H
架

台
雌
地

逆巻

と
仲
間
づ

くり'口蛸壷の蔑

上の
旧
恩
に
つ
い
て
臼
利
用
協
定
の

愉
即
甲
の
池
場
の
も
と
に
罪
晶
や
㈱

香
山
金
品
服
し
巧

仏心にはい
る
帆
に
､
価
鴻
対
熊
赤

らt角化稲川歩
川
伐
か
Ln'
儲
皿対
珊

香日金と公知との棚此研現に
つ
い

て

'次
冨

郷
皆
が
あ
っ
Lr

血
耕
土
に
つ
い
て

叢

博
に
お
い
て
'
態

に
土
た
ん

又
は
こ
れ
転
す

垂
の
+有
が
出

十娼
由
に
嶺

か
ら
'
軸
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
臨
く
な
い
士
に
す
る
.
ま

Ly
壷

に
つ
い
て
は
雌
鵜
肘
耶
祭
日

貞
義

嘉

す
る
.

砕
鰐
川収
益
の
閑
地
に
つ
い
て

望
溢
鮎
の
榔
鞍
上
の
Wm川収
瓜
の

開
始
の
時
期
は
収
換
柏
の
相
定
に
よ
る

法
的
恵

川収
益
の
開
始
に
先
立
っ
て

行
え
嘉

す
る
｡

引

き捕首､
放畑の横町
に
は
い
っ

た
.

H張合傑他
姓
宮
と

仲間
づ
く
り

奨合腺
他

姓営基台膿地
に

駆っ

た
人
々
が
等
入
る
た
め
の
1現
と
し
て

世
河
等
区
の
符
<
刀
で
毒

英
と
そ

れ
に
伯
び
つ
い
た
金
山
制
の
版
仙術
堤

に

L忠ン'ユニークな快諾
柿

讐行

っ
て
い
る
六
甲仰四
氏
に
しての
招
介
の

真

帆
農
耕
す

ることになっ

たI･dIl
芸

他の冶
成

上の糊
畑
に

つ
い
て

蛸
壷

の
巡
戒
に
つ
い
て
鳴
瀬

制
の
大
貫

排
水
事

の
位
此
'
河

野
耕
十帝
に
つ
い
盃

鼻

が

叢

さ
れ
Lf
そ
の
栢
火
'
申
仰
苛
川

虫
と
し
蒔

公
軌
の
粟
野

方
針

が
ま
と
まっ
た
と
こ
ろ
で
朽
淀
､
愚

見
蔓
淡
す
る
こ
と
に
な
っ
LP

臼
利
川
協
定
の添
附
に
つ
い
て

利
川
蟹

に
つ
い
て
'
い
く
つ
か
の

絹
業
が
あ
っ
LJが
､
こ
れ
ら
の
ぬ
架
を

含
め
心室

の
横
町什格
和
td十
g]

輯
中
に
終
え
る
こ
と
か日
脚
に
堺
同
以

降に行う
こ
と
に
ti･4つ
Lr

暮

第

l
地

区

■

土
地
区
画
整
理
審
強
会

〔
第
四
十

一
回
〕

昭
和
五
十
三
年
十
二

月
十
四
日
開
催

一
小
薬
出
金
の
胡
皆
に
つ
い
て
唱

邦
一小蚕
日金tRL1小春
内
金
及
び

工
区
別
小
委
掃
金
の
窺

状
況
の
報
告

が
さ
れ
'
総
括
的
t･{歪

が
行
わ
れ

LP
こ
の
中
で
'
再
供
鞄
で
蕃
見
辞
の

再投出の
市
坪
が
あ

る地F.
の
扱

いに

ついては'
小
春
座

金で意
見
む

の処

郡
内
零
に
つ
い
て
+
分
恢
附
し
て
杓
供

鴨
に
現
てん
だ
も
の
t･tの
で
M
仙
粒

の
応
対
の
中
で
弾
丸か
あ
っ
て
も
州
別

応

対の中高めていくと
の
成
朋
か

さ
れ
iP
ま
た
､
一般
稚
拙
宕

m

桐
に
つ
い
では
'
仙
替

叫
叫
遇

成
上
の
相
和
か
あ
覆

今
性
も
倹

m
黒
目っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
L,

二
握

仙州桶
妃
の
邪

法につい
て

は
'
収
快
心
の
相
妃
は
､
夙
州
と
し
て

相
席
地
の
攻
m川収
絹
伽
的
が
可
鱒
u･KT

噸
(宅
仙付根
八
川び丁
)
と
な
っ{娼
∩

に
行
う
が
'

操
り粥辱
び雌
的

利
目
地
に
つ
い
ては'確冶
灼
tJU叩誕了

机
に
収
換
加
婚
鑓

な行一盛
が雪

と
の
湖洞
か
行
わ
れ
へ
と
の
嘉

定
の
≠牧
と
す
る
か
に
つ
い
て
宴

枚
が
行
わ
れ
LP
ま
た
､
::
工
区
野
の

寮
思移
板
に
係
る
仮
換
地
の
指
定
に
つ

い
て
喝
1五
十
四
印
二月
机
に)1b
r予

定
で
あ
る

との現
朋
が
行
わ
れ
LJJ

三
宅
地

描統桝
此
憎
に
つ
い
て
は
'

細
則
羽
に
送
付
す
る
蚊
軌
へ札
42
参

恨
)
の
悦
朋
か
行
わ
れ
'
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
し
て
'
仙川行
氾
成
他
中
川
･小
久

保

工庇について
は
､
伽
供
他
の

〓眺

悦
仲
に
uF
行
し
て
議

拙
桝
恐
悦
紬

.B
の
m
m
忽
け
い
､
そ
の
他
に
つ
い
て

は
'
蔑
状
況
畠
わ
せ
て
糊
剤
3q･に

沖
料
の
送
付
が
行
わ
れ
卓
と
の
脱
朋
が

行
わ
れ
LP

【茅
ケ
特
3
の
-
･

-の2工区】

l次
達
成
が
完
了

し兼生中
の
と
こ
ろ

固
和
五
士
l牢
+角
以
降
iY
邦
一

世
且-
カ
所
'
琴
一地
区
2
カ
所
に
せ

手
し
ま

し
屯
工
区
ご
と
Y
工
区

名
･施
丁項
所
･適
丁
丙
q]･工
期
･

藁

の
嶋
で
弛
笠
寺
1

0
0

0
0

0

《
第

一
地
区
》

0
中
川
牛
久
保
工
区(17

･o
加
)

○
穿

丁甲
川
･牛
久
保
両
町
地
内

O
L歪
扉
と
防
災
ダ
ム
歪

工
事

○
罪
宇
↑
月
上
旬
ま
で

0
規
甲
佐
賃

同
企
媒
体

《
第
二
地
区
》

⑳
川
和
2
工
区
(そ
の
2
)

(1
･
1
血
)

蜜

川
和
町
粕
内
へ噛付謎
水
他
北

西
側
)

〇
一枚恕
成
工
事

C
RA年
1
月
下
旬
ま
で

(較『撃一駅地内

O
tRt
農
工
串

O
a;拝7
月
上
旬
ま
で

∩看奮
(秩
)

沢の3工区
につい壷
札53
年

12
月
に
工
申
が
か蔓

《
第

一
地
区
》

0
東
山
田
-
工
区(2

･
1
5
加
)

竃

折
地
内
(山
田
小
串

収
北
川
)

〇
一望
m武
義

ダ
ム
蛋

丁事

《
弟
二
地
区
》

㊤
茅
ヶ
崎
-
め
-
工
区

(
l
･
8
血
)

⑳
茅
ヶ
崎
-
の
2
工区

(
12
･
4
.V

0
フ
ジ
タ
･ト
I
7
確
殴
共
同
企
業
体
○
轄
ル炭
茅
ヶ
崎
町
地
内

◎
荏
EE
先
2
工
区
(o
･3
如
)
0
1次
落
成
と
防
災
ダ
ム
羨
道
工
申

■

第

二
地

区
+

土
地
区
画
整
理
審
残
金

｢
窮
E
]十
回
〕

昭
和
五
十
三
年
十
二

月
二
十
五
日
開
催

一
小
爵
金
の
Ⅶ
皆
に
つ
い
て
は
､

儀

粥
常
に
伴
い
抽
出
さ
れ
た
費

が
のう
ち
'
対
応
壷

ペ
定
の
定

む

の

収
扱
い
に
つ
い
て
t
r3
1.
那
二
'

耶
ニr
耶
四
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
別
小
奄
日

金
で
の
愉
附
枯
淡
の
噸悟
か
行
わ
れ

た,
二
m装
地
相
妃
の
方
法

につ

いて

は
､
仮
換
地
の
捕
獲
唱
耶
川
と
し
て

収
倹
伯
の
悦
川
収
払湘
始
が
可
野

状

儲
(宅
仙満
作
廷
丁
)
･′な
っ
垂

に
指
虹
色
行
う
が
'
先
け
便
朋
焦
盛
及

義

川他
に
つ
い
て
昭
島
Tよ

孟

蛇
頭

と
す
糸
に
つ
い
て
の

新
地
が
行
わ
れ
LP

▽
会
長

践

H

l

H
(

鵬北

欧

戊

)

∇
刑
全
き
中
村

稔

(校区妓)

▽
山
内
地
区
(4
名
)

松
沢
幽
ニ
(地
区
町
頂
協
砦

金
丘
)

k
盃

琵

治
(繁

用
別

条

)
浦
川笥

(峯

▽
中
川
地
区
へ14
名
)

金
子
床

(中川仕民協雲
余
技
)

田
丸
政
治
岸
田
秀
典
(以
上
､
同
削

点
き
大
仙
蛮
二郎

罷
芳
路
浜

田
格
彦
森
登
加
葉

雄
鈴
木

光
栄
小

島璽旧任牒
軟
班

脚

垂
二
大
久
保
正
治

内
原
正
成
長

沢
定
言
井
上
哲
共
以
上
'同
委
e

▽
新
田
地
区
(3
名
)

山
本
光
雄
(地
区
対
熊
協
莞
金
吾

吉
相
時
折
森
正
治
(以
上
L.
同
刷

会
声
)
愁
空
荷

(同
軍
R
)

∇
耶
臼
地
区
(8
名
)

血山
岱
l面
(地
区
肘
絹
物
放
念
会

漢
)
平
射
些
t
藍

拙
(以
上
t

岡
山u

享
㈹川壌旧
楢川金iS

t:SP

帯代地
告
珊助
妓谷川金

班
(
以卜へ周香山)

∇
捕

洪¶関係局

描
狩

剣正
(郡市栴㈱局長)小杯私

初
(
同属倍化ニユIタウン袖惑部

皮
)

寺内
孝
へ企剛訊畷局長)北

村

亘

(同局次渡し門羨
秋(操 松

尾e
C)閏
僧
旧
1
1(
周
局
倣
枚

都

政
)

泊
肌剰
朋
(氾
旅
店
蝿
益
子
利
雌
(同

局
5
慧

部
砦
性
普

之
へ下
水

菱

)
血
中
芳
班
(同
局
哲
郡
部

声
)
描
嵯
砺
(岡
蛋

郡
長
)
河

愈
姉
椛
(同
席
河
川
耶
妓
)
石
密
]旅

(交
池
‥盟
e
小
食
去
弓
(同
風
自
動

中

郡R)村
側
拙
一鉢
へ同
局
葉

嚢
郡長)小林
正
和
(教
山王
e

野口仰嘗(批…
会社貞淑
両
部

氏
)
内
山

勝朗(海北区区政部t)

旺
警

(欝

硬
郡
長
)

▽
日
本
住
宅
公
田

木村俊
1
(鞄
北
開
巷
局
長
)
加
査

宏
へ同
局
禰
悦
郎
長
)
滞
水
石
(同

局
事
業
が
鹿
)
工
賃

1坪
(同
局
工

事
部
長
)

t>
合
同
協
粗
金
が
陪
め
る
も
の

大
餅
煙
妊
一
(岬
浜
北
鹿
雷

苔

氏
)
読
敏
雄
(雌
北
g
横
葺

き
牽
丁笥

(招
区
此
鼎
葬
再
会

漢
)
稚
茂
保
止
(侠
鞘
対
顔
奔
早
只
畢

Z
<
)

専

門

委
艮
会
委
且

琵
武
治

甘

木

公
推
内
軒
tS庶

(以
七山

円
地

区
)
野
村
良
沖
田

中正
岨皆

川
苑

1
(以
上
'
中
川
地

区
苫田

婚

班

確
は正
次
(以
｣
へ

新田
地

区

)
菅

沼

革
代
造
相
沢
常
吉

大
久
保
奉

1(
以
上
'

都
田
地
区
)

▽
生
活
対
策
Mi
会
(

‖山名
)

福
田
撫
司

賓

富
江
(以
･ぺ

山内

壁

金
ま
ま
･蜘

浜
辺
鹿
苔

内

田
租
実
(以

上中川地
区)萩正
治

西
山
山冥
以
上
､
新
案

膏
川
金

次
桑

川
企
雌
島
村

宏

昭
EE]

知
(実

整

)

∇
棄
対
fENt_
亜
(12
名
)

大
矢
智
u
大
矢
安
夫
内好
茂

(以
上
山
内
地
区
)
杜
茂
保
正

弄

育

代治冠旧柾(以七中川地

区
)
松
Rt3]作

山木革(隻

薪EEl地区)借日陰胎中山要

件
岸
源
作
中
山
正
作
(以
上
､
都
田

帝

問

▽
gE姦
<

叫
村
低
奨
成
量

行
神
射
撃
丁

倣
甫
厨
丸
(竺

茎

三
好
米
的

石
爪

守苛席鞭
子

(以
上
'
鐙
且
)

▽
t
急

■

中
村
畢
孜
芸

和
古
村
山号
丁

壁

ハ
憂

他
tE)E]良
作

鈴
木
丸
久
防御
豊

満
琴

丁

(以
七
噌
北
区
)

舞
…望
1郎
沢

撃
琴
丁
内
軒
慶
大

雌
的
村
力

由
良
各層

斉
聯
憤

彦
(以
上
､
磁
区
)

76
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′ 一･

詳
細
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
発
表
さ
れ
る

か
ね
て
か
′∽蘇
葉
.伝

っ
て
い

姦

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
の
公
田
関
蒐
地

区
に
練

る昭和54年度
以
降
の
辞
和
な

蔑

工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
､
3
月
2

日
に
開
催
さ
れ
た
栂
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

莞
巣
推
進
迎
絡
協
議
会
･合
同
協
浪
会

第

l
回

仮

換

地

指

定

さ

れ

る

住
宅
公
E]が
施
行
し
て
い
る
節
1地

区
+
海
区
也
搾
理
研
某
区
域
の
1邸
に

つ
い
て
仮
換
地
の
指
定
か
さ
れ
､
関
旅

老
に
通
知
さ
れ
ま
し
た
e

今
区
の
指
定
は
'
当
肇

荻
に
係
る

第
1回
日
の
も
の
で
す
が
､
地
区
内
に

所
在
す
る
家
犀
を
先
行
俳河
宅
地
に
芯

摂
移
転
す
る
た
め
に
'
柿
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
.
指
定
さ
れ
た
の
は
'
主
に
邦

一地
区
の
先
行
使
用
宅
地
〝11
工
区

へ北
山
田
町
)
の
1部
の
染
地
で
､
盟

理
竣
面
積
約
1

瓦
ヘ
ク
タ
ー
ル
､
換

地
三
Q
別
海
､
関
係
相
刺
巻
(琴

丁

定
番
及
び
底
地
梢
利
名
)
五
二
名
が
対

象
と
な
っ
て
い
き
す
｡

蓋

の
指
定
に
当
っ
て
､
公
団
は

土
地
区
固
形
理
法
邦
九
八
条
の
規
定
に

基
づ
い
て
'
3
月
15
日
開
催

の
+璃
区

固
輯
理
蛮

会
の
恵
兄
を
聞
き
'
従
前

の
宅
地
の
所
有
者
等
に
対
す
る
指
定

(い
わ
ゆ
る
雫
指
定
)
及
び
仮
換
地
と

t･tる
べ
蓋

へい
わ
ゆ
る
原
地
)
の

所
有
者
年
に
対
す
る
指
定
(い
わ
ゆ
る

孤
指
定
)
を
油
卸
し
ま
し
た
｡

今
後
の
仮
換
地
婚

定
に
つ
い
て
も
､

同
様
の
手
警

鐘
て
油
期
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
津
す
亡

な
お
､
今
画
の

蓋

指
定
は
'
3

月
22
日
付
で
池
期
さ
れ
'
効
刀
発
生
の

日
は
1
月
1
日
と
な
っ
て
い
享

七

市

長

ニ

ュ
ー
タ

ウ

ン

を

視

察

1

月268㌧鬼
市長が
嘩北ニュ

ー
タ
ウ
ン
の
造
成
妾

を
祝
祭
し
ま
し

た
｡
当
日
は
､
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
荊

一期
区
'
琴

一地
区
の
遁
成
¶墓

を
始

めへ
〝〓工
区の荘接移晦粘､祥
国

町
の
恢
戯
住
宅
抑
地
t･tと
を
始
り
､
会

わ
せ
て
､
新
柄
B
元
石
川
掛
'
日
吉
元

石
川
投
の
関
連
東
和や
関
連
公
共
下
水

道
の
工
藁

へ
早
洲
川
'
大
鵬
日
の

軟禰
状
況
な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
L
t

ま
た
文
化
財
霧

所
で
は
'
先
知
遭
物

の
群
紫
状
況
空
拳

し
ま
し
た
.
摂
按

に
は
'
琴

両
区
に
モ
デ
ル
と
し
て
彬

僻
し
た
公
矧
に
立
寄
り
【写
六
】
､
沢

岨
轟

経
距
-兵

に
髄
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
留
臼玉
で
あ
る
轍
沼
の
せ
せ
ら
ぎ

(水
の流
れ
)
に
通
水
L
t
配
念
の
旺

樹
を
行
い
ま
し
た
.

計
歯
の

変BJにつ
い
て
は
､

E
g瓜
54
年

4
月
12
日
放
殻
大
原
か
畠

可
さ
れ
ま

し
た
.

こ
の
敬
司
に
伴
い
'
昭
和

4
9
年
8
月

㌘
日
に
舷
可
を
受
け
た

研志
の1

部
が
正
式
に
爪箭
人に
な
り
ま
し
た
｡

泉

北

･
洛

西

ニ

ュ

ー
タ

ウ

ン
の
視
察

行
わ

れ
る

3
月
14
日
､
15
日
'
旭
日
へ
墓

対

滞
垂貝
へ
告
帽
対
僻
香
田
'
催
苑
対
熊

奉
曽

メ転
門
重
民
金
の
春
日
を
中
心

に
､
奴
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
(大
阪
附
)､

洛
西
ニ
ュ
ー
タ

ウン
(tS都
市
)
の
視

奈
が
突
施
さ
れ
ま
し
た
.

ピジョンの税明を

Wく
み
(洛西ニュータ

ウ
ンで)

度港北ニュータウン開発費

午

54及び建設関連予算(概要)

軸
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
苑
粒
及
び

謎
汲
闇
等

欝の金SL軌
は
'
七
十

九
撃

1千
四
百
丘
十
七
乃̀
余
円
で
､

そ
の
内
駅
は
次
の
と
お
り
で
す
.

r
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
帥
素
平

四
千
六
百
九
十
六
万
余
円

こ
れ
は
へ
申
東
計
画
別
れ
'
公
共

施
出
納
仰
T=固
弧
正
､
生
活
鞘
恐
対

流
'
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
二
一ユ
ー
ス
作

成
'
ニ

ュータウン怨
敵
記録倣
画

作
成
へ
セ

ンター地区関
巡
閲
苑
調

考

郷
土
総
桐
さ
ん
及
び
民
俗
弊
料

の保存研
罪
､
噌
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

粟

椎
准
週
給
協
栽
金
運
】葛

の
班

用
で
す
.

出
汁
珊
H
甥
搾
世
井

一里
ハ千
十
二
万
円

こ
れ
は
'
唄
施
放
T=.
用
地
造
成

工
研
符
の
代
用
で
す
.

臼
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン地区外関連

街
路
Pl僻
宍

四
十
五
億
九
頁
ハ十

万
円LJ九

は
､新
機
g
元
石
川
狼
tEI]音

元
石
川
給
を
鞘
附
す
る
少
用
で
す
｡

蜘
早
測
川
河
川
改
怪
に
伴
う
捕
り
よ

う
架
換
契

二
世
六
千
三

百四十万 円
こ
れ
は
へ
二
歩
野
僻
ほ
か
1鵬
の

雄琴久
の
班
用
で
す
ぐ

佃
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関

連
下
水
処

理
施
殻
建
投
#

二
十
<
億
l
千
六

盲
四
十
万
円

こ
れ
は
'
新
羽
ポ
ン
プ
地
及
び
元

石
川
新
羽
抑
視
等
愁
紋
の
封
用
で

す
｡

M

n)北ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
財
管
理

斉三千
九
百
六
十
四
万
余
円

旧
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
感
異

摂

興
K

九
千
<
古
EL十
三
万
余
円

こ
れ
は
､
噂
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地

域
の
健
荻

野用地区没定に伴う
土

地基盤
彬
肺
申
栄
及
び
膿

蓋仙重訂

固
相
塀
帯
群
の
拙
用
で
す
.

警

吏

饗

場

瀦
葡

蔓

<

顧

問

>

新

し

い

顔

ぶ

れ

推
務
伽
顧
問
は
'
1
月
8
8
実
施
さ
れ
た
統
1地
方

選
革
の
椅
米に
よ
り
'
沢
の
新
し
い
鞄
北
･緑
閃
区
域
出

の
帖
へ
市
態
金
紙
岸
の
万
力
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
t･{り

ま
し
た
e
今
後
義

を
円
治
に
蟹
等
ノる
た
め
の
難
敵

的
な
助
告

や
開
場
機
関
へ
の
鋤
き
か
け
な
ど
多
方
鮎
に
わ

た
っ
て
の
清
純
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
.
な
お

花
数
改
正
に
よ
り
1
各
州
持
さ
れ
26
名
と
な
り
ま
し

た
｡

(切
株
略
し

港
北

区
選
出

市

会

議

員
(
9
)

神野和子■対向美
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卦

E
F

説

明

(は
じ
め
に
)

嘩
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
穀
事
業
に
お

け
る
当
(W畠
施
行
の
垂

凹
桁
軸
事

業
に
つ
き

し
て
は
'
粁
般
の
事
由
に

嘉

の
計
画
か
大
仰
に
過
れ
'
地

元
稚
利
者
の
皆
様
滋
に

御
聾

お
か

け
し
て
い
る
LJ
と
を
潔
く
お
わ
び
い
た

し
ま

す.
ミ
て
'
か
ね
て
か

一捉集
で
あ
り
ま

し
た
還

丁

事スケジr
EIル
に
つ
い

て
は
へ
去
ノや
<
鶴
見
川
改
催
工
事
等

の
目
途
かつ
い
て
葦

し
た
の
で
'
こ

こ
に
そ
の
内
容
義

明
さ
せ
て
い
た
だ

･'ヽ
ま
す
.

(頚
成
H
_
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
は
k
)

字

か
ら
い
い
ま
す
と
'
汝
で
の
べ

る
州
税
条
件
帝
畏

附
し
萱

に
'

次
の
し全
ノに
な
り
ま
す
.

一
､
一㌢

萄
成
工
中
は
'
僻
粕
担
牡鹿

ま
で
に
仝
nJ
井
草
し
ま
す
.

二
'

二盗
旧蔵
工事は'
邦
1地
区
に

つ
い
て
は
伯
細
55
年
衣
か
ら
'
琴

1地

区
に
つ
い
て
は
昭
和
a
;年
産
か
ら
丸型
ナ

し
ま
す
｡
従
っ
て
農

工
申
娃
州地
区

し志
和
62
年
集

成
血管

な
り
ま

す
.

三
､
十
滴
の
嵯
朋
開
始
は
'
弗
一地
区

に
つ
い
轟

棚
旨
丁贋
か
ら
､
琴

1

抄
且
に
つ
い
て
は
胸
柵
57
甲
皮
か
ら
M

広
行
わ
れ
'
冠

の
鰐
川が
可
鵬

･′

な

農

学

も
昭
和
印
鑑丁度
ま
で
に
絶

て
の
土
地
を

哩入
る
去
ノに
し
ま
す
.

(作
成
に
あ
た
つ
て
の
N
羊
的

なYJ九

万
､
及
び
状
況
)

蔑

工
串
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成
に

あ
た
っ
て
は
'

萎

早
く
概
成
す
る
こ
と
｡

⑦
批
朗
即
地
の
利
旺
血
相
州
を
.
t･+ら

ペ
ま
甲
くす
る
こ
と
.

な
止
用
に
作
成
し
き
し
た
.

作
攻
に
あ
た
っ
て
の
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
.

①
旧
知
53
匹T波
ま
で
に
移
転
粥
的
な

行
っ
た
簾
担
政
は
､
野
移
転
家
屋

一
'
二
モ
九
戸
の
内
二
三
五
戸
で
あ

s
t.
1
次
農

工
申
(土
の
切
り
盛

り
)
の
掌

面
横
は
卵
1
地
区
1
二

〇
山
野

1地
区
]二
八
竹

折
E
lf1

八
j!
(苦

定
量

U
)
P
r
I二

七
･六
%
の
響
P
よ
く
串
に
な
っ
て

いき丁.

申
公共下水記の
入る
閃
水
砕
it
]
l+

]]搾
Stの
内
'
士
一緒
操
に
暮
拳
し

て
お
り
､
汚
水
幹
線
に
つ
い
て
も

一

部
葦

し
ま
し
た
.

冊
河
川
改
嬢
に
つ
い
て
は
､
早
測
川
及

び
天
頂
川
は
は
ば
売
丁
し
て
お
り
､

鶴
見
川
の
君

改
梯
工
群
に
つ
い
て

も
概
ね
の
見
地
し
か
た
も
ま
し
た
.

(耶
規
条
件
)

蔑

工
申
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
す

る
に
当
っ
て
は
'
次
に
招
け
る
寿

条

件
義

と
し
て
作
成
し
許
し
た
.

①
切
崩
川

の¶嘉

葡59
年
3

月
ま
で
に
完
了
す
る
予
毎
で

あるこ

と
｡

①
蔑

工
事
の
標
坤
的
な
工
期
は
､
1

次
蔑

工
事
に
つ
い
て
は
l～
二
年

間
へ
二
次
蔑

工
事
に
つ
い
て
は
二

ユ
】牢
間
と
L
t
1
次
造
成
工
市
の

善
ナか
一族

用
嬰

で
は
t
だ
仏

く
と
も
J
四
時
脚
は
必
弊
で
あ
る
こ

と
.

①
祁
何
は
'
僻
抑
59
年
4
月
か
蓋

的
に
農

工
や
加
施
工
で
萱

ノ

に
へ
唱
和
59
年
3
月
ま
P
に
金
蔀
完

了
す
る
こ
と
.

(H
区
政
正
平
に
お
い
て
特
に
BZ止
し

た
点
)

①
1
盗
mI成
丁
事
に
つ
い
て
は
'
次
に

柁
り重

曹

鹿
町
し
た
上
'
印
度
別

の
嚢

J

m
略
し
て
､

t次農
工
市
の
工
区

及
川
亀

茨が脚

を立案しま
し
た
.

7

できる
だ
け
広
い
癌
梢
が
早
期

に
供
用
開
始
で
き
茎

ノに
'
工

区
の
股
定
を
し
ま
し
た
.
こ
の
た

め
に
'
斡
投
街
路
重

体
と
し
た

T
官
署
昏

し
て
か
辛
す
る
こ
と

妄

し
た
.

イ
岡欝
は
二
へ
五
四
二
戸

の
萩
梁
川触

琶

そ
の
内
1
㌔

三
芳

川戸
の
教
尉
官
移
帝
す
る
必

野
が
あ
s
tま
す
が
t
へ現
任
ま
で

二
三
五
戸
の
衰
扉
移

転契約が
完

了
)
地
区
内
に
住
ん
で
い
る
方
々

に
工
串
に
よ
る
撃

で
生
る
だ

け
お
か
け
し
な
い
よ
っ
へ
家
良
の

少
な
い
地
域
か
丘
工
事
工
官
署
牧

窄
す
る
工
事
の
辛
佃
と
し
ま
L

lJ'

ク

P
豊

蔓

厄

を
叫
帖
に
す
る
た
め
に
'
倫
持
連

破
地
'
丁
魂

･土
山
蔓

且
の
池

成
Iナ
富

に
お
い
て
エ
申
工

区
を
秋
定
し
ま
し
た
.
た
だ
し
別

記
イ
の
目
的
の
た
め
に
中
断
移
垢

(仮
移
転
)
を
必
牢
と
す
る
ま
塵

が
相
当
啓
のり
ま
す
.

エ

工
事
の
安
曲
者
畑
悪

に
し
た

蔑

蒜

と
し
ま
し
た
の
で
'
造

成
工
や
に
糾
せ
て

郁夫水和の
改

質

び
節
舛ダ

ム符
の
牧
仕
を
行

い
な
が
ら
工
串
を
准
め
る
別
画
と

し
ま
し
た
.

⑦
二
次
道
成
工
事
に

つ
い
て
は
次
に
掲

げ
る
中
富

し
た
上
'
二
次
造
成

工
串
蔓

什TR
m
m
写
真

し

ま
し
た
.

7

と
の
祁
皿
最

用
開
始
す
る
か

か
考
騨
し
た
上
'
豪

放
足
し

ま
し

た.

イ
l沢近状
工
串
の宏
了
笛

及

び
土
の
研
s
t菅

の
技
術

的
岳

肘
を
行
っ
た
上
､
奇
手
咋
蛙
を
溌

牢
レ
よ
し
た
.

ウ

節
投
的
指
の
典
費

び
下
水
道

の
流
兼
行
出
荷
股
に
つ
い
て
は
'

眺
刑
押
掛
の
区
域
に
藍

税

か
象

耶
す
る
こ
と
と
し
ま
L

t
J'

ユ

ニ
沃
地
俄
に
当
っ
て
は
'
水

沼
､
句
:R
'
ガ
ス
野

の仇巷

を
S
せ
て
れ
朋
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
.

(
l
次
及
び
二
次
茸
成
工
事
計

圃)

別
果
｢造
成
工
串
慧

襲
｣
犬
魚

1
､
l
次
蔑

丁
乎

旧
凡
弘
咋
蝿
以
降
の
t
次
浅

工
事

に
つ
い
て
は
'
那
1地
区
]宍
九
加
t

R
]
一地
区
1-存
ハ
血
'
即
t
J宅
血
が

_日
和
59
年
度
完
ま
で
に
一
望
m蔵
工
事

に
甘
草
す
る
_虚
構

とな空
事
す
｡

旧
札
54
年
肢
の
‡
な

)
盗
山鹿
工
te,

計
周
は
､
窮
一地
区
に
お
い
て
は
中
川

五
工
区
(そ
の
2
)､牛
久
庶
茎
｣
区
'

牛
久
供
六
工
区
'
中
川
･牛
久
寧

1H

区
､
北
山
豊

故
諾

小山
田
四
工
区

針
lO
lハ山
に
な
り
集
丁
.
真

二

塑区に虫い
て
は
'
桜
田
二
丁
区
､
圧

江
戸
丁
正
､
桝
田
卜区
及
蕗

u薪
盲

田
工
区

'
肘
九
七
血
に
な
s
t享

.
金

町
レ
ま
す
と
'
1富

へ
二
C
n
l.a

な
り
ま
す
｡

二
'
二
次
農

工
中

二
笠

成
工
串
に
つ
い
て
は
､
邦
1

昔

四
八
八
B
t
琴

一触
堅
ハ七
七
血

針
1
.
〓
ハ花
山
の
Ⅷ
柵
へ保
存
緑
地

等
の
耐
細
を
搬
く
)
を
'
昭
和
別
年
収

か
整

丁度
ま
で
の
佃
に
エ
串
を

行
う
m
脚
に
な
豊

丁
.

二
蓑

工

桝の刑野は'
旧
抑
5

牡
鹿
に
お
い
て
は
事

1加
と
な
り
'
年

度
の
ピ
ー
ク
と
し
て
は
'
限
和
57
年
度

二
四

lbt
昭
和

60年
寧

蓋
三
血
と

な
り
ま
す
.

(供
用
開
始
に
つ
い
て
)

仏
日
開
始
に
つ
い
て
は
､
次
の
点
を

柴
慮
し
て
虹
凶
を
廿
架
し
ま
し
た
.

①

岸I
∫1-1
と
し
て
､
一
次
農

工
邸
が

葦

き
れ
か
戚
序
で
粥
川
m
他
す

rJ.

⑦

仙
川川
朋
折
は
屯
災
･
ガ
ス
印
の
部

門
施
波
が
粁
附
さ
れ
'
鯛
頻
用
の
宅

地
逝
成
憲

法
に
萎
プ
＼政
<
そ

完
了
し
た
住
区
ご
と
に
開
始
す
る
.

以
上
の
こ
と
や
造
成
工
串
の
械
世
工

区
､
ま
た
訊
在
の
1
次
遼
成
工
串
の
淀

も
･.{<
竣
況
菅
山
菓
し
亀
丁
と
､
他
用

開
始
の
痛
渦
は
'
節
t粕
区
に
お
い
て

い
て
は
_招
租
57
年
収
か
ら
と
な
り
'
完

了
時
糊
は
井
に
旧
卯
62

年度
と
な
り
ま

チ
.胎

川棚
栂
仙
椎
の
粁
脚
は
'
亦
一地

区
に
つ
い
慮

58
坪
庭
に
九
二
k

R
Ll地
底
に
つ
い
轟

57
畔
産
山

二
二
T
加
と
な
S
(
旧
札
甜
印
度
に
は

岡
馨

わ
せ
た
凱
刑
で
六
八
O
.!

(並
も
よ
く
革
六
〇
%
)
･/な
る
蔓

で
丁
.

(#
合
住
宅
用
地
の
#
伽
雌
羊
*
に
つ

い
て
)

I
.
蔑

工
申
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
萄
つ

い
薫

川地
の
肌
用
桝
的
仰
肋

ロ
ッ
ク
'
ま
た
野
和
泊
藁

旺
卵
1地

区
で
二
ブ
ロ
ッ
ク
へ
琴

1地
鑑
で
1
ブ

ロ
ッ
ク
と
な
豊

す
.

二
､
雄
蕉

川他
の
人
口
墓

の
想

従
に
つ
い
て
.

脈
〓
開
始
柑
点
に
は
'
人
口
か
定

挙

る
と
い
う
こ
義

と
し
て

質

し
ま
す
と
､
定
狩
人
口
は
'

慨
如
57
年
度

R
二
地
区

約
五
'
∩六
日
人

偏
利
発
年
度

苅
】
地
区

約
五
､
8

日
入

野

一地
区

約
五
へ
R

大

計

約
10
.
(×
=n
T八

倍
和
59
年
度

節
】
地
区

〇
人

那
二
地
区

約
五
'
(H
X
)人

に
t
l･_る
阜

柵
き
れ
ま
す
.

(i荒
托
利
手
へ
の
お
仰
い
)

訓
戒
義

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
策
を
確施

す
る
に
伴
い
'
型
穴
岨
利
止
に例
解
刀

を
お
肺
い
す
る
御
坊
は
次
の
と
お
り
で

す
.

1
㌧
補
肺
に
つ
い
て
の
お
顔
い

り
如
栃
移
転

7

胴
正
'
井

定

､

輪

作

等

の

胴

間

三

カ

月

以

内

イ

l軒
あ

た

り

の

脚

別

交

抄

の

期
間

二

カ

月

以

内

但
し

､

中

断

移

伝

に

つ

い

て

は
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三

カ月
以

内

ク

耕

作契約
後

の

地

物

等

の

政

却

九

カ

月

以

内

田
上庖

常
州
に

つ

い

て

の

お
抑

い

刑
が
､
t
窄

交
渉
の
抑

制

四カ月

以内

以
上
の

r

.

口

に

つ

い

て

は組坤工

肋

で

あ

り

､

持

株

益

金

に

お

いては

期

間

を

多

少

延

長

す

る

こ

と

で

机

頭し

ま

す

｡

目

禰

許

を

拙

使

先

に

解

決

す

る

た

め

に

､

補

収

以

外

の

野

盟

申

現

等

(
例

轟

･
工

砂

施

工

)

に

つ

い

て

は

'

藁

と

切

n
ノ
概

し

て

'

別

途

的

怖

部

排

塵

さ

れ
る
よ

っ
お
疎

いし辛
.

二

'
代
冊
廉

触
噂
に

ついて
の
お
顔
い

今

ま

で
行
っ
て

いた墓

款
に

対

す

る

代

仲

鹿
粕

の舶供
に
つ
い
て

は

､

今

ま

で

以

上

にスケ
ジ

ュ
ー
ル

か韻
蘭

に

な

る

こ

とから
'
代
横
溢

地を拙粥して
も

一

CX)
%
の
収
益

を斡患
いIつもに

工
串
に
才
争

するということになる
の
で
'
今

後ほとりやめることとした
い

の

で御解刀をお願いし享｡

三㌧エホ協力についてのお願い

現況芙肺に改変する大現状

蔑

工事の毎
何らかの形で

多

少

の形仲が出ることはやむ将 78



な
い
も
の
と
し
て
御
理
解
し
て
い
た

だ
き
'
御
協
力
を
お
願
い
し
}手

｡

な
お
､
当
公
EE]は
農

工
郡
に
当

っ
て
な
る
べ
く
影
響
が
出
な
い
き
っ

な
施
工
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
が
'

収
り
に
禍
害
が
発
生
し
た
場
合
は
'

そ
れ
が
工
郡
に
堀
関
す
る
と
の
判
断

が
あ
れ
ば
､
そ
の
内
啓
に
応
じ
て
当

紘
横
笛
に
対
す
る
補
価
を
い
た
し
ま

す
｡

四
､
昭
和
五
十
四
年
度
の
施
行
計
画
に

つ
い
て
の
お
節
い

税
明
し
ま
し
た
農

工
串
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
､
昭
和
54
年
度
か
ら
の
計

画
に
な
っ
て
い
ま
す
が
､
雅
物
移
転

祁
僻
の
横
取
期
帆
が
十
四
-
十
瓦
カ

月
と
な
っ
て
い
る
た
め
､
旧
知
54
年

贋
ガ
に
つ
い
て
は
へ
本
年
の
二
月
か

ら
朋
始
し
な
い
と
兜
町
で
養

い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
｡
こ
れ
は
当

公
団
の
掩
敦
が
溢
れ
た
こ
タ
も

1
Qg

で
す
が
へ
脇
机
54
年
皮
の
軒
団
に
つ

い
て
は
特
別
な
御
協
刀
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
｡

同

地
見
川
の
允麓

に
つ
い
て
は
ど
う

め

答

ム小篠
の
淡
韓
土
折
は
六
()
U

カー爪

と
い
う
こ
と
だ
が
'
そ
の
う

ち'九
五

〇
ト
ン
対
応
の
土
愚
に
つ
い
て
は
'
侶

粕
59
年
1
月
ま
で
に
処
窄
す
る
予
定
で

あ
る
轟

い
て
い
る
｡

間

柵
の
無
学
r(に
つ
い
て
は
ど
う
か

答

新
羽
稲
に
つ
い
て
は
_串
和
54
年
度

か
ら
18
郁
57
年
度
に
か
け
て
'
也
の
子

府
は
旧
称
55
年
度
か
ら
由
和
弘
年
度
に

か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
エ
市
を
す
る
予
定
で

い
る
.

間

中
山
･
北
山
EE
娘
の
二
rT

タ
ウ

ン
地
区
外
の
妄
儲
計
画
は
ど
う
か

答

計
固
脚
用
は
18
㍍
と
な
っ
て
お

り
'
現
在
の
上
聯

生
締ま
で
は
蒙
岸
が

割
合
少
な
い
の
で
工
申
は
や
り
易
い
と

思
わ
れ
る
が
へ
工
申
年
皮
は
今
後
決
め

て
い
き
た
い
.

間

文
化
財
発
姫
明
宝
の
対
応
は
ど
う

･乃

等

当
初
'
二
〇
〇
カ
所
だ
っ
た
も
の

が
'
二
E
]七
カ

所
に申
久
た
が
'
そ
の

う
ち
二
〇
五
カ
所
調
香
刀
了
し
て
い

る
.
執
り
四
二
カ
所
の
う
ち
54
年
度
は

公
団
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
る
と
二
五
カ

所
附
託
非
施
せ
馨

ら
な
い
が
対
応

で
き
る
と
阻
う
.
脇
札
55
年
度
以
降
は

1
七
カ
所
洩
る
ゲ
ほ
な
の
で
十
分
対
応

で
き
る
..

間

牛
久
保
配
水
池
は
昭
和
五
四
年
度

に
甘
辛
で
き
る
か

苔

現
在
'
祁
爪
交
渉
は
雌
呪
し
て
い

る
が
､
今
縁
は
中
川
住
民
解
も
総
刀
を

挙
げ
'
公
団
と
も
孟

榊
也
へ
の
脱

樹
に
当
ら
れ
る
き

っ協力
醗
い
た
い
ー

間

地
下
鉄
は
昭
塑
ハ
二
年
正
に
は
入

る
の
か

甚

地
下
鉄
に
つ
い
て
は
t
m
糾
58
年

腰
に
新
城
折
ま
で
開
始
す
る
予
定
で
あ

る
が
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま
で
の
延
伸
部

分
に
つ
い
て
は
､
今
後
と
も
早
順
開
通

に
軍
刀
し
て
ゆ
き
た
い
.
人
C]定
着
が

始
ま
る
当

初
は､
バ
ス
輸
送
で
対
処
し

L
Jr.I

間

雄
琴
持
ち
の
入
港
の
取
扱
い
は

答

迷
菅

か
け
て
い
る
が
'
も
し
茶

人
が
希
頚
す
る
な
ら
ば
務
が
塵

の

十
確
と
田
野
入
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

話
を
し
て
い
る
ご
tBた
'
他
に
招
開
地

区
等
軟
カ
所
姦

策
し
て
い
る
.

換
地
先
に
つ
い
て
は
.-霞

の
配
腰

空

し
へ
早
い
鯨
糊
に
知
染
で
き
る
よ
っ勇

間

代
甘
1
地
の
手当
て
は
今
後
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
'
代
書
I

地
を
現
在
'
使
用
し
て
い
る
者
に

対
し
て
返
還
し
て
も
ら
う
つ
も
り

･刀

答

返
し
て
も
ら
い
た
い
と
魁
っ
て
い

る
｡
し
か
し
､
現
に
供
桝
さ
れ
て
い
る

状
況
の
中
で
'
突
然
返
せ
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
'
支
障
も
き
た
し
て
く
る
の

で
､
も
し
よ
け
九
は
嬉
し
で
も

らい
た

い
｡

間

中
断
移
転
の
年
次
別
件
数
と
移
転

用
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
と
･0
か

答

1
真
)
U
戸
稲
の
班
移
肥
家
屋
か

あ
る
が
'
阿
桔
移
庇
を
別
荘
と
し
な
か

ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
進
め
る
に
は

そ
の
,(J
p
的
八
C
X
j戸
近
い
中
断
移
転

を
止
む
空
将
サ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
.予

定

と
し
て

は脳
糾
54
年
度
一(=モ

戸
へ
旧
仰
55
年
拡
九
二
戸
､
Eg
利
発
呼

値
1
八
重
F
'
旧
制
57
巾
雌

1
八
九

戸
'
御
礼
58
年
些

1〇
二
戸
へ
合
計
七

七
五
戸
で
あ
る
く

し
か
し
中
断
移
転

教
と
恢
故
住
宅
数

力
し
て
い
る
｡

間

供
用
肌
姑
と
仮
換
地
指
定
と
は
内

容
的
に
革
っ
の
か

答

供
用
開
始
と
い
う
の
は
1
定
の
都

絹
施
救

(上
下
水
道
･
ガ
ス
･
電
気

等
)
が
畔
僻
さ
れ
'
ま
た
宅
地
濃

の

完
了
検
虎
の
済
ん
が
時
点
に
開
始
と
な

る
も
の
で
あ
る
.

｢仮
換
地
指
定
｣
は
'
原
則
と
し
て

供
用
開
始
可
能
な
+
満
に
つ
い
て
解
版

会
の
恵
兄
を
聞
い
て
順
次
､
行
っ
て
い

く
も
の
で
あ
る
｡
当
佃
は
海
相
仰
符
宅

地
と
い
･つよ
っ
な
と
こ
ろ
か
ら
し
て
ゆ

<
所
存
で
あ
る
e

間

当
初
よ
り
■
兼

が
連
れ
た
こ
と
及

び
今
後
の
経
済
什
現
に
よ
り
三
五

%
減
少
は
変
わ
ら
な
い
か

M
)
現
在
決
め
ら
れ
て
い
る
練
歩
革
は

琴
九
な
い
｡

と
は
同
じ
で
は
t･{い.

二
戸
の
仮
汲
住
居
肇

面
'二面
俊

一ス
る
′
考
え
て
お
S
1.
現
実
に

蝕
てね

ば
な
ら
な
い
仮
汲
住
宅
数
は
約
四
百
戸

と
想
定
し
て
い
る
｡

中
漸
移
張
に
つ
い
て
は
へ
子
供
の
姐

学
等
の
関
休
が
な
け
れ
ば
で
き
る
だ
け

金
鉄
対
応
で
お
節
い
し
た
い
｡

そ
の
場
合
'
田
園
都
朽
綴
､
横
沢

投
､
媒
桝
税
の
各
鎖
等
駅
を
中
心
と
し

て
空
過
等
の
デ
ー
タ
を
現
在
収
媒
し
て

い
･J1
.

学
校
区
を
狂
空
し
な
く
と
長

打
力

法
と
し
て
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
周
辺
の
iE
祈

化
的
畔
鑑
城
内
に
川

地
を確
保
し
て
ゆ

主
た
い
と
孝
Yeて
い
る
が
､
相
と
関
g
=

を
し

て
め
き
た
い
く

同

公
団
の
造
成
ス
ケ
‥シ
ュ
ー
ル
に
対

し
て
稚
浜
市
と
し
て
今
後
対
応
し

て
ゆ
く
姿
努
が
あ
る
か

答

士
地
区
凶
作
m講
義
に
付
略
し
て

花
々
の
公
共
･
公
益
施
敵
の
作
仰
そ
す

る
わ
け
だ
が
'
市
と
し
て
は
'
今
回
の

農

工
砂
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
糾
せ
て
､

柄
1
杯
'
努
力
す
る
つ
も
S
lで
あ
る
｡
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■
第

一
地区

■

土
地
区
画
整
理
審
議
会

〔第四十二回〕
昭和五十四年二月十日的催一握地相定に

つ

いては'工事
姓も.tくに伴っ嘉に移utを必
辞とする〝u･宅五プログクに
ついて収毛iB★

及墓

を

基

に脱明がなされ､誇故用冠

及

義用地の仰提地相定方法 につい
て
悪
が
行わ
れ
た
.

二
小
真
金
の
空
ロに
つ
い
て
は
､

苅
1小
乗
H企
及
差

別
R
t前
垂

月
余
の新
版
状
況
の
相皆
が
行
わ
れ

た
.

三
蕊尭
肘
岨
g
児の
粍
野
山つ
い
て

は
'
縦
琴
(ケ
ジ
ュー
ル
及
び
監

事の況
明
が
行
わ
れ
た
｡
AI由
の
中
英

計
画
藁

の
内
容
は
'
セ
ン
タ
ー
の

紋

割
変
里
'
小
規
硬
冠
街
区
の

牧y

水
路
の
時
霞

血表
計
の
冨

人に限定

されたものである
｡
な
お
､

柏剰名

への申集計固莞
兎の

周知は官

報の他地元各公民館噂の

轡不振に

も埠不す

る.椛器州Ⅷ及び時間'二月十七日

-ニP:二日の】適仰'年詑附一二

去7正･唆壷こ+分.

接指朔所

､日本蓋野花卵

嚢.

4

第

二
地

区

■

土
地
区
画
整
理
審
横
会

〔第
四
十

一回〕

昭
和

五十四年二月

八

日開催

1

仮換地の相定については'原

則として宅造横穴完了後に行うが
先行既用等rr農的利用地につ
いては電通横流完了刑においても

1定条件菅野久義合には行うと

の禁的な孝久方の規明がなされ
RJd引琶大棚町及川逢田町で'
すでに難物移擬が行われている柑

利者に対して串州に叢州滴定を

するた均｢葦
灯｣及び

｢収現地国Jの脱朋か行われた.

二甜粂附順延史の耗光について

は､暫爪スケジュール及び村野壌

班の鋭朋が行われLr裏か幽変 Btの内野唱センタIの船帯革
小鋭棋静且のW鮭へ水揃の耶申化

芳軒の監史に触定されたもので

ある.なお'柑利話への袈汁約564
縦兜の朋卿は､官SEQ他壇冗各公民仲野の甥K坂にも樹叩する'

椛鞍桝仰収び叩mt二月十七日

ユ一tE:二円の-適仰､午基]1

十仇7年峻壷l裏
縦W題所'日米義北洲

笥

合同協和会
3月29日'訓t2剛ハ佃髪か

耶㈹された.台東の苛は｢化成工かスケジ

ュールについて｣ということで' かねてから梢たれていた蓋
の蔑工のスケジュール窯が'別

掲【2･3両奉唱】のとおり､苑

衆された｡この案に関して'地元を出から

公田'桃折絹に対して野心な搾間

が川された｡【3両参照】
絵心としては'苑穀されたスケ

ジュール茶はへその抑郷について

護､肋肘のゐ弛な班しながら

も'仰山62咋撮脱という大筋に

おい這丁永景た.
また'地下飲印'莞血糊咽の椴

肘方法については､一杯入門佃開放

金の中に小垂月余を放けるという

策が竹刀であったが'盗岨に触親

電することになった｡
t柱間血研究部会
3月10日へ節.J3回の研究部会を

舶催した.今回は､昨年12月に行った宅
祝琴虹おい品影したスライドを

見たうえで､讃川態蛙と民地知柾

のⅧ畑につい轟的な肘温色行

った.邦二地区の仕付行鰐川宅地におい

て凪･急転藍首決菱
の芸所蜜､部会とし

ては､次回に一Lj緒的な出すこと

を鮒化した.××××
1月7日'荊6胤の研寄金を

馳催した.今までの挽即市警摂理した

｢塵柾･民地蝕轄比較鼓しを

もとに､挽拝的t･t耗SEをしたが'

当日は'特に出席者が少なかっ
た

竜虎粁附な抽柵は次回にまわ
すことにした.××××
1月178､渉7同の研糞菅
朋他した｡四池尻の部会臼がほとんど川棚
Lt稚拙附雌のあり方につい義
心な附版が行われ､灼柊的な楢給
を糾た.その内零は次のとおり｡
<港北ニュータウン地区内のt蛙
のあり方>礎北ニュータウン地区内の紀屯
のあi1.万として､金蔵籾中ルは艶
段噺では不可佃でありtel托はや むを柑t･tい曇る.

ただし､少なくも沢の地合に
ついては'屯zF九鬼を俳称する
万署.
1.斡瓜宙及藍氾杓治
二'歩行帝叩川氾路及rr歩行蒋吋

用賀旧)]1'緑述及川魚沼
四へ公園内五､学校内'その他公益用地内

六､雄台任冠内
七'タウンセンター地区､駅前セ

ンター地区喝小の地役位止については'正 曙関と民地内とがあるか､物
屯
前

書づくりの蓋民地
独
杵

か好ましい.
ただし｢地相背の切刀か絶

対
的

条件であり'不公平感の解消に
は

比良を満足さ蓋誓
い.まち相に小等宅確存

置域の1那'退路と宅地の布低

丑が少ない宅地串については問Ei?

があるので､その祉拝については

拶耶者(市'公司藍区の地

作者代聖の間市東部噴射のうえ

決める｡

･生活対深更且会
3月3日､公枯別所垂付会は'

まもつく鼻について'7ELプ
クリーダー勉淑金髪
の迎め方について触附する蒔
邦晶告会を開催した.
まもづくり協花実のスライドを
上恢したあく臼欝葉のでき令

までの椛嘩日成に内業されてい

る協定案の根附垂のためのプ

ログラムにもとっさブロックリー

ダIの勉強会について'耐萎周長

か一品明があった.これそ受けて

蔓が行われ'その后米'訳のこ

とが確促された.①フロックリーダー｣の役
割は協定策の検即急への普
及'その葬としての協定集の確
定までの作雑な行入ノものち爪
終蔓は行わないものと
する.②rブロックリーダI｣の珪
州は作兜がl従のメドかつくまで
とする.また､董づくり協定研曇
の部会長は件罵対荊蚕角皮が兼任
することが碓托された｡

4
月
1

4
日

'
意

対
策
委
員
会
は
'

諦垂を開催した｡
事'仰馨喪から'都

田塾区は独白に望菅朋健した
い]i申入れがあり'萎)れた｡
これ薯へ重としては
ブロックリーダI勉沸金管'山
内'中川､新田の二萱同で実

施することとした.
なお'邦1回の1]雷同のプ

E}プクリーダI着金は次の迎り

窒岬する.日時5月26日(士)午前9時細
分から11時R分
場所呼野Lユータウン建投夢
21所沢に､今後の活動7-マについ

ての娩附にはいり､前々回'拍棄

された各テーマについて'各摂某

省か象行われた.その繋

蜜の上地利用のだ叩助成､
⑦真横壷助成へ軍政
川冠への移転に伴晶叫対粥'
血移転岬妥金mr⑤センター
警
主旨につめる必辞

かあるもの′きれ'次回以降の肋

肘串ヂきれた.集合見地利用協定運
営準備委入会
3月1日'雅全農地利用協定運 讃叩仰秦良金はr雄志の岬㈲

方針について｣考rlマとして

卯1画畔仰葬料金を開催した.
手'番かtyたたき冒し

てとことCstつ色では雪が'こ

の間租についての泉が次の止り

]捕きれた｡①警棟は1若
の慧㈹S]宍C並丁宗の借

の蔓一〇平方㍍とする.
②雨水･汚水の排水折は事1

C並丁房ごとに1カ所酸亜する｡
①水道の取付管は1娘か遍同

嘩家等転を伴わないため施工

しない｡④耕土については農業対熊呑

舟金との間で確舵されている辿り

与る.麓中の耕土の晋につ

いては配甘ずる.⑤減収祁帆は矢場として糾al
があれば対応する.
①早期鮎川につい畠中
である.これ学之りて霞が行われた

が'神州泰阜負としては'これら

の方針菅谷複塩始り'丘刑を

加qへ次回各地区の考え方若も
よることになった｡ 80
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地 区 名 * 兼 の gL 薪 施 行 主 体 計画-tG耕 計画人口 (現在人口)

公田施行地区 土 地 区 間 生 理 事 業 El本住宅公団 1.317Ju

洗 開発地区 公営住宅連投事業等 市及 び民間 67 (10.0(刀 )80,000 (I,000 )(30,(仙) )

A兼書用地区 土 地 改 良 事 業 土地改良組合 230

その他地 区 916

計 2,530 300,000 (52,(仰 )

●土地利用什画 (公田施行地区)

項 目 弟 1 地 区 第 2 地 区 合 計

面耕(也)捕成比(%)面珊(hA)桝成比(%)-dit研(hd)柵戒比(%

公共用也 i王 路公 園 . 砕 地河 川 . 水 路 115.946.60.5 21.18.50.1 166.871.1 21.79.3 282.7117.70.5 21_58.90.04
計 163.0 29.7 237.9 30.9 LI00,9 30.4

宅地 住# 合 住 宅 用 地宅 65.0 ll.96,938,2 92.8 12_15_438,7 157.855::言 12,06_138_4

宅用地 分 放 他 用 地民 有 地 37,8209,2 2iH計 312.0 56_9 431.8 56.2 7J暮3.8 56.5

施設捕也 若井号漂 他隻 ㌔ 用 笠 51.721.6 9.43.9 57.441.5 7,55.4 log.163.1 8,34,8汁 73.3 13,4 98.9 12.9 172.2 13.1

●人口71両 (公団施行地区)

邦 1 地 区 弗 2 地 区 計

戸 歎 人 口 戸 数 人 口 戸 数 人 口

典 合 住 宅 用 地霊㌔ 的も 態 馬笠 10.00戸 38.000人 14.280戸1,篭 らll.300人 24,280戸 92,BOO人
1.25g 6,認 6.諾 3.霊27.120 1誓儲民 有 地 u.290 47.400 15.830 66.5(氾 113.903

●施投計画 (公団施行地区)

住 区 対 応 Dt 券 EEl対 応
10.00)-20.OCO人 5仇(X氾-loo,(加 入 300.000̂ ～

故 7F 蒐 牧 幼 稚 固小 学 校完 合 憲 動 蛋 高 専 学 校 特 殊 学 汝

医 虎 施 牧 - J2匹 診 療 所 !叫 門 医 診 群 所 接 合 嫡 院

福 祉 施 設 保 育 所 l 社会相祉 センタ-

行 牧 施 故 載 在 所､派 出 所特 定 郵 便 局 消 防 出 ZJI 所 中書 油 布 促局市 抱 合 庁 舎国 外冶合庁舎土 木ホ薪所

文 化 施 牧 公 民 館 地 区 セ ン タ ー 市民文化 センター地 域 体 育 相

都 市 運 営 施 設 配水池.ごみ地軸坊

先
考

(
札
44
･
45
)
P
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
し寸
っに
'
軸
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
即
諾
に
旅
る
公
団
施
行
1癌

性
脚
に

理
拍
東
'
節
1
地
区
及
川
添
二
池
尻
の

芋

岨

(脚
爪
49
蜂
8
日
㌘
U
慧

大
f
=批
叫
)
か
'
そ
の
橡
の
志

刺
川

に
対
す
る
糊
剤
嘉

の
別
れ
'
公

舛
公
藩

政
に
対
す
る
納
脈
山
と
公
団

の
邪
推
等
の
席
知
に
基
づ
き
､
1
部
変

更
さ
れ
ま
し
た
.

そ
こ
P
撃

さ
れ
た
索

川
か
岨

閲
を
LJ
こ
に
畑
地
し
き
し
た
の
で
､
ご

I?
ん
下
さ
い
.

な
お
'
瓜昏
革
靴

の5E渦
及
び
硬
B
t

さ
れ
た
主
な
内
容
は
沢
の
と
お

り
で

チ
.=

手
続
の
経
過
=

<
耶
光
m
蜘
h
5
1築

Uy

昭
利
54
年
り月
17
日
か
ら
3
月
2日

ま
で
'
(お
皿
に
お
い
で
結
わ
れ
る
.

<
馳
頭
大
臣
の
陀
可

>

昭
和
54
年
･｡
月
12
日

=
変
更

の
主
な
内
幸
=

○
セ
ン
qtI､
壷

皿
等
の

r
和
別

ハ仏川
地
｣
内
の
馨

の
鷲

○
小
現
寄

区
の
新
設

O
等
統
寮
費

蔀
の
正
路
藍

の
修

正

〔架
血尿
宅
用
地
壷

･
形
状
の
l

部
監
里

(
X
菌

の
整

･
形
状
の
-
郎
好
更
'

及
び
逆
洗
的
姦

辺
空
間
の
好
更

(¥

納
会
出
的
施
耽
用
地
の
監
兇

(=雨
水
緒
川
地
の
溌
止

○
叔
謂
肘
雌
の
監
里
(都
相
計
固
道

路
･
蔓

)
と
の
曹

83



T

第

l

地

区

B

土

地

区

画

藍

理

審

様

会

〔
第

四
十

三

回
〕

昭

和

五
十

四
年

三
月

十

五

日
開

催

I
.
相
模
地
相
程
に
つ
い
て
は
､
印
朋

に
移
庇
を
碁

と
す
る
t;
T政

市
i-

ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
新
田
が
な
さ
れ

i
r
.
指
定
内
容
の
薪
炭
に
附
せ
て
､

①
相

に
吸
的
刺
目
地
は
､
旗
的
に
だ
け

し

か班日
で
点
な
い
日
の
｢似
供
地
相

兜
に
併
す
る
相
思
小
切
｣
骨
油
矧
し
て

悦
川
刀
班
焦
州
削
す
る
LJ
と
'
⑦
似
涙

地
相
延
の
姐
利
達

dIニ

朋此相か州

相
手
威
し
で
行
う
こ
と
､
P
は
模
糊
先

の
任
所
琴
不
は
代
巻

爪

を仰m川し
､

使
川
す
る
仙
議
は
公
印

から油
紙
す
る

LJ
と
が
了
耶
さ
れ

た.

桝
目
さ
れ
た
仮
換

地桁従業に
つ

い

て
批
難
に
州
儲
な
い
.L
の
芸

;=川

が
け
ハ
JL

た.

二
､
小
奄
‖
{(の

州83
に

つい
て
u
t

T{
帆
肌
rT
E1小
を
Ll
公

の
北
淡
代
fk
の

胡

怯かたりわLmた.

廿

第

二

地

区

封

土
地

区

画

整

理

審

韓

会

〔
第

四
十

二
回

〕

昭

和

五
十

四
年

五
月

十

七

日
開

催

t
M
故
地
桐
従
に
つ
い

ては
'
祉
物

移
悦
旦
汀
っ
て
い
轟

_
Er
､
順
〓
肘

及
川托
t
1
附
内
の
15
州
他
に
つ
い
て

仰mがt･6さ
れ
た
.
今
川
2横
地
析
妃

を
行
う
牝
行
は
川
縦
崎
は
'
泊
!IS
.
排

水
¥
の
施
油
か
以
淵
で
あ
り
､
ま
た
公

撃

山県
げ
の
も
の
義

叩す
る
こ

と
･′な
る
か
'
4.ま
で
小
春
口
金
､
肺

葉

してきた毎

架

に
代
漂

い
旨
の
作
中
が
行
わ
れ
た
.

事
業
対
茸
委
員
会

去
る
6
月
9
日
'
耶
3
桝
田
苅
対
耶

1､牝行･#
地の工が光捗状況

∴
'
-J
I
ニ
打
止
=H機
工
小
池
捗
状
況

1-､
化
T
M
r
岨
･7
収
工
仰
刺
凹

以
｣
t
l]研
臼
に
つ
い
て
の
刈
持
及

び
瓜
朋
の
あ
畠

･心
衿
に
は
い
っ

た
か
､
他
薦

H
か
らは
､
エ
耶
鳩
工

に
げ
っ
.1
小
公
州
に
ト㌣
ソ川
山
に
銘

仙

故山かi･J.こノ~
か
た
め
､
エ
小
畑

蜂
の
即
断
と
な
ら
ぬ
去
ノ･(<q
i)は
､
施

義

名
に
対
し
十
分
な
洞
l筈
昆
丁九
匿

倍
そ
す
る
よ
っ
に
と
の
穿
盟
が
あ
っ

は
､
と
入ノて
い
不
叫
確
で
あ
り
､
γ
ち

し
て
も
巾
榔
移
蛇
を
必
Ig
と
す
る
.
こ

罵

中
断
移
鮎

川地を戯けだ]け

九
は
な
ら
チ
t
LJ
.E
に
つ
い
て
捕
叫湘

川
沿
岸
の
川
桁
化
刑
似ぽ
城
内

に中断

移
転
用
地
を
確
保
し
て
い
く
べ
き

と
い

う
地
一詔
帆
の
酔
い
意
見
が
出
さ
れ
た

が
'
椛
脈
山
川
か
ら
こ
れ
に
つ
い
て
別

在
､
川
内
伽
に
お
い
て
協
儲
巾
で
あ
る

]Z
3の
川
符
が
あ
っ
た
.

ま
た
t
LJ
の
小
机
化
榊
盟
仇城
内
に

中
断
櫛
板
目
地
を
此
け
ち
れ
る
よ
っ
に

す
る
た
め
'
也
花
代
牧
瀬
か

山の咽川仰

切
符
へ
m

t･絶
桝
す
る
推
公
を
湖
け

る
こ
と
に
な
っ
た
.

な
お
､
62
年
度
蔑

工
申
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
は
､
沢
回
に
検
附
す
る

こ
と
に
t･t
つ
た
.

(54
年
度
連
成
計
醇
に
つ
い
て
は
'
1

両拳冊)

▲しづ̂擁

壁の
改造･増積または新言文

をする予定のみなさまへ
碓北二ュ-タウンでは､
掃く本木)を多く捜すためにいろいろと工夫をし

ています.
その一つとして.
稚腔上に棚されたのり凧こついても､
芝やJ.
-L花

を租えでいただき
.
緑のべ′レトとなることを潜底しています,

この計画を実現させるため.には､
そこに住むみなさまのご協力が亡､準で

す
｡

典しい軌他に自雌のできる粥
,
とするための一つとして.
央しい純のベ

ルトと7L+tるのり面を城していたr='けるようお願いします,

なお
､
どうしても宅地の利用上やむを糾す擁壁の改造･増榊または斬押

印のエiJIをしなければ/lLらないlh合には､宅地の防災上その工叫内容に上,,で
は関係法令に基づく許可呼が･E.弊/LこともあE)ますのでエrLlf甘辛rJr‖こ必ず械

uTtTfT港北ニュータウ/迦役帆またはEI本†〕JiEL公印港北I洞発fl.1にごfll放くr='

さい｡

=関係法令=
こ注書./

こ^ (.の手税を怒ると､宅地のyJ災上､宅地

造成印加制牡等により.擁壁の改Irilを命じられ

た り祉集物が畑集でき小 ､ことがあ1)ます｡

枕壁上に残されたのり面を緑化した例

独英拡碑法､宅地造fJ父

呼税制法､郡柄計画法

土地区軌範理法

連 絡 先

0和浜朽都市楚仙冊
港北二rlIタウン使役_捕所
港北区滞日釘七六〇等地菅五九ニー七三二七
港北ニュータウン舛蚊郡

中区港町一丁目一番地至八七一-二六八二
OC]本住宅公団港北的弗席工事計簡捷油管荘日北一丁目玉tf地五号九〓-三<〓(代)

<
含
f

地
利
用
協
定

荘

官
斗
S

畢
■
会

災
t
L膿
地
利
川
蟹

選
口柵
而

奉
3

負
は
3
日
知
日
へ那
5
回
)
'

4月㌘

日
へ耶
6
仙
)
の
2
雌
に
わ
た
り
'
班

魚
水
他
の
韻

椛
仰
水
叫
に
つ
い
て
､

爪
曲
芸

耶
蟹
も
と
に
､
塑
R
で

の娘

約位小暮
'
根
肘
を
行

った.

放
射
埼

小に
つ
い
て
は
'
破
調
等
功

と
し
て
ま
毎

鹿

瀬対
帝
霞

負
を

碁

エ

ソことに
な
っ
た
.

t･

遠
､正式
生
甲入
れ
内
容
は
､
快

白
､
桑

対
熊
香
川
貞
義

し
て
決

定
す
蔓

砂
今

菅

て
･
畠

へ
文
だ

よ
る
B
.(
九
l

関

連

事

業

--
公
共
下
水
道
=

附
則
54
叫
6
月
況
任
工
甲
甲
の
湖
北
ニ
ュ
ー
タ

･>
ソ
州
迎
公
八
下
水
蓑

の
雌
丁
沃
況
&
.
工

指名､庖
丁
屯
所
､
形
状
寸
巧

延
長
､
施
表

名
の
旧
で
柑
げ
ま
す
.

0

港北地理区元石川
新
羽
や
強
下

水溝軽価H■(その-
)

0

韮帆新羽m
C円形耶･内伴2･4㍍

○1272㍍
白人硯･大林馳搬邦同毒

OSt北姐iIB51元石川新羽Bt下

水並Pl≠H事(その5'

○宝鑑新店m断
〇円彬転･内搾2･4㍍

0132㍍
○フジタ白石雅致共同企非体

◎海北仏恕区元石川新羽や_
下

水九五拡H_(その6)0
軸
W改
新
房

町
･質

町

星

T
四
確
2
･4
㍍

0
1
-
.¥
)㍍

○
フ
ジ
タ
･自
棄

同
条

体

0
沖
北
仏
社
区
元
石
川
新
羽
帝
f
下

水
暮
坂
S
H
■
(そ
の
ー
)

蓮

町
･罪
ケ
峠
町

〔円
山蛋
巾
･内
拝
2

0
㍍

C
P
LL'1
㍍

∩
煎
急
楚
敵
側

㊦
港
北
姐
瀧
区
元
石
川
新
羽
芸

下

水
暮
dlf
H
■
(そ
の
○
)

0
著

ケ
崎
町
･大
和
町
･中
川

EZ

84
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=

推

進

協

7
月
10
日
､
粘
北
ニ
ュ

ータウン
群

書

連
絡
雲

間

団全貌が
'

発

緑
区
選
出
の
脹

市
会
蟻
局
の

出
席
を
得
て
佐
藤
助
役
か
任
じ
め
横
柄

市
及
川
首
本
宅

公
fElの
関
横
着
の
出

阿
川
川川
川
u
つ

雪

偶
の

もとに開服さ
れ
ま
し
た
.

は

じめに推進
協
会
長
の
竹
内
松
北

区
長
の
あ
い
さ
つ
'
続
い
て
圧
牒
助
役

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
.
要

に
縫
北
区

の
鈴
木
荻
相
が
鵜
ば
れ
ま
し
た
.

会稚風果-7t了会全山畝満会室で-

鶴
見
川
渡
諜
用

大
型
ポ
ン
プ
船
完
成

軸
旭
川
の
汲

俳(し
ゅんせつ)に
つ

い
て
は
'
か
ね
て
点
ソ地
殻
S
:の
3;怨

敵
藍

(改皆u塀
岬
刷
旧
糾
58
印

刷'旅下桟
刀仙
秒
9
5
0
一m此
供
に

す
る
も
の
)
の
1
現
と
し
て
大
窪

謙
計
脚
が
孝
入
ら
れ
て
い

まし
た
が
'

こ
の
た
び
へ
こ
れ
を
実
施
す
る
た
め
の

脂
湖
と
し
て

人
数
ポ
ン
プ
耶
【写

+
】
か
･:
誓

し
た
.

この益
ポンプSは州
領
土
嘉

派
L
t
パ
イ
プ
lフ
ィ
ン
へ
串
り
込
m=疫

州
考
は
誉

の
で

そ

の威力か大

い
に
州
帖
さ
れ
て
い
ま
す
.

紐
状
土
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
油
し
て

六
m
抑
訓
に
迎
ば
れ
t
St
痢
さ
れ
る
こ

と
に
t･果
て
い
ま
す
.

鴨
拍
川
の
政
体
は
､
髄
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
公
M
押
け
十
瓶
比
州
耶
州
印
54:の

そ
の
唆
'

1月の
統1他藩
の

筋
鞘

新
し
yく虚
心
と
な
っ
た
流
用
の

万
々
及
び
6
月
の
人
串
娘
恥
に
よ
り
､

薪
重
用
と
な
っ
た
而
破
局
の
紹
介
が
竹

内
会
良
か
ら
あ
り
ま
し
た
｡

払
世
は
､
革

竹
内
金
成
か
畠

の
瓜
慧

以
降
の
稚
拙
鮎
の
他
励

に
つ
い
義

朝
皆
が
あ
り
､
漉
い
て

泌
肝
E5巾
耶
仰
局
止
か
ら
氾
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
祉
戯
蓋

の
迎
抄
状
況
に

つ
い
て
親
告
が
t･{さ
れ
'
次
い
で
公
団

大
智
耶長
か
ら
土
地
区
幽
葉

の

熱

心

に
討
議

I.
ま
.

つ,
=｡
叛

Jl]
l,
,

二

..,.

.

+
.

.rH
'
F
'･..
.

I.
∵

､

SJI26Fl(土) L ブt,y7リー′2 土ちづくリB7E3LTZ*のす十J)1の帥lこついて枚ーIAケIド上一一ついて
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～ 7′】25tS十十十
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進
捗
状
況
及
茎

体
の
達
成
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
で
良
明
が
あ
り
ま
し
た
｡

そ
の
牧
へ
鴨
見
川
の
改
渉
と
特
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
濃

工
帝
と
の
関
確
､
P

柾
赴
任
は
皿鯨
に
ど
の
､全
ノに
地
元
と

関
野
し
て
い
く
の
か
'
有
蓋

は
ど

･つな
っ
て
い
る
の
か
､
地
下
萄
埠
伸
の

見
池
し
嘩

熱
心
主

税
応
答
が
か

わ
さ
れ
ま
し
た
.

す
｡那

1回か
政
d

柁
7
時
か
′り
の
金

色
に
も
か
か
わ
b
r
t
6
軌
椀
瓜
の
人

々
が
市
L
山
浦l
御
心ハ‖蔚
濃
が
た

た
か
わ
さ
れ
てい
享
.中でもへグ

ル
ー
プ
附
帯
は
1回
の
蔓

考

1回に

し
た
り
し
て

非
僻
に
熱
の
は
い
っ
た

即
静
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
ー

8
月
8
日
'
22
日
に
は
グ
ル
ー
プ
肘

混
晶
じ
て
出
さ
れた
堆
阻
点
や
税
業

L<
義

光作
成
に
空

胞
元
の

方
々
登

りや
と
し
て
'
全
体
附
朕
が

行
わ
れ
ま
し

た
.

金
棒
附
瀧
終
了
後
は
既
に
禁

脇
鑑

k
-締
結
し
て
い
る
粕
尾
の
菅

と
菅

勉
準
し
て
､
野
郎
を
さ
ら
に
深
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

｢ブ
ロ
ッ
ク

リ
ー
ダ
I

に
つ
い
て

は
r池
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
.[
札
仰
'

姫
吋
を
夢
伯州し
て
下
さ
い
J

都

田

西

小

学

校

-
月

に

開
校

へ

迎
成
ス

ケ
ジ･]
-
ル
の
･g
収
も

な
っ

て
い
る

わ
けで

そ
の
場
火
が
江
目
さ

れ
て
い
ま
す
.

.1一サ
p

-ロ
ー..JP

歴史民 俗 訊盃 の 実 施 に つ いて

本牛皮も､qJH ll(土)-9月8日(土)ま
で大棚町を(rL,い二子Lk北ニ3.-タウンの歴史民
俗調査を行います｡Jf:舶兼は､地元の皆様に
よる r港北ニュータウ/の郷土誌｣編さんに
Lrhlが帆fTiから協力する趣旨で行っているもの

ですが､本咋皮は今までの鞘盤の分析検討が
行われる予定です｡しかし､まだ歴史民俗制
水をする必世のある地域t.奴され てい るの
で､これらの分析検肘とJJr行して調査を実施
することになりました｡
湘丑は､例年川様､駒沢大学の加藤背平先

生をBl止とする ｢港北ニュータウン歴史民俗
J調査l卦こお噺いすることに/.Ltリますが､経
巡協 ･北放1弘･中川地l<郷土誌稲さん番11会
の皆様､関旅する地元の方 及々び住宅公団に
は.ご多忙のところ誠に恐縮には存 じます

くご協力の秘お胤い申し上げます｡

収の箆
軟の梢加により
､
小
学
校

の薪牧が
必
群
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
か

このたびへ都
田西小学佼(校区

池

辺即二四五二
)が9月に開校す

る

ことになりました｡

同校の

学区は､和田小
学
校
の
'<B

圧
雪

1分
丁
る
形
で
枇
定
さ
れ
'
ES
任

都
田
小
学
校
に
池
畔
し
て
い
る
篭

の

一郎
が
分
か
れ

て
同
校
に
雪

ノこ
と
に

Lt
つ
て
お
S
(
当
5
'
同

校は

生
徒
軟

約
六
百
電

撃
政
教
17
で
肌
校
す
る

是

や
ず
.

な
お
､
同
校
の
敷
地
面
横
は
約
1
･

1
ヘ
ク
タ
ー
ル
､
赦
軍
歌
は
26
で
す
｡

都
市
計
画
道
路

｢
新
横
浜

･
元
石

川
線

｣

概

成

完

了

へ

工

事

進

む

搬北ニュ
ータウン
の酔
顔
蕗
と
一なる郡絹
針
幽
畠

｢薪
横
顔
二
冗
石

P
■

I川
S巴

の
公
団
施
行
地
区
卵
か
ら
周
泊

国道216号娘からのぞむ

2
1
6
母
娘
ま
で
の
伽
分
(襟
は
梓
川

即
胸
内
=
-
山
二
十
五
メ
ー
ト
ル
､
t｡B

戊
J
･31八
T
メ
ー
ト
ル
)
で
は
'
桝
m

f:I.退
工
叫
も
終
り
'
式
場
に
向
け
蒜

鵜
工
印
が
兆
め
ら
れ
る
茅

つで
す
.

こ
の
他
北
ニ
r]I
タ
ウ
ン
側
過
と
し

て
の
娼
粒
工
即
は

ti5:田地区の
はか

夢
二
群
抗
湖
北
イ
ン
タ
ー
か
ら
折
本
附

の
他
〆
卯
ま
で
の
偶
力
で
も
行

わ
れ
て

I.ま
す
'

85



去る8月
10
日
､
こ
の
N
休
み
誉
利
用
し
て

地
元
の
手

も

さ
ん
た

ち

による鞄
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
現
地
見
学
会
が
開

催
さ
れ

ました.

尭

し
た
の
は
晦
北
区
中
川
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
五
･

六年年何人です｡

当
日
は
'
毛
r
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

妃
触
映
団
｢新
し
い
都
市
沌
投
の
歩
み

｣
を
見
て

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
赴
批
藁
の
賓

釈
明
を
朋
い
た
嘩

ニ
r1

1
タ
ウ
ン
の
造
成
琴

丘
中
畑
喝

せ
苫

〆
萄

筆

比
阿
苑

掘
華

蓋

の
見
苦

し
ま
し
た
.
そ
し
て
は
糞
の
牧
n
S

他
を
{
て
応
じ
た
こ
と
｣
rニ
ュ
ー
タ

ウン蛋患
た
ち
の
蓮
巴
を

テ
ー
マ
に
､
自
分
た
ち
の
将
来
の
重
に
つい
て
の
挿
し古
い
を
行
い
ま

し
た
.
そ
し
で
慮
伐
に
什軍
と
も
さ
ん
1人
ひ
と
り
が
辺
川為
の
投
射
名

と
な
り
｢柴
島
を
つ
く
る
と
し
た
ら
こ
ん
な
も
の
を
つ
く
る
の
む

そ

れ
ぞ
れ
が
日
田
に
夢
を
捕
主
ま
し
た
｡

こ
こ
に
'
夏
休
み
の
1日
撃
一ユ
ー
タ
ウ
ン
見
学
志

し
た
ヱ･と
も
さ

ん
た
ち
の
行
肋
基

台
絹
成
約
に
追
っ
て
享

し
た
の
P
'
お
手

俳とご

い
っ
し
ょ
に
LI一ウ
ル
下
さ
い
.

(相戦の3枚のイ
ラ
ス
ト

蝿

喜

一】ん
た
ち
に
書
い
て
い
た
だ

い
た
を

ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
で
す
)君

た
ち
は
今
ま
で
に
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン

に
つ
い
て
何
か
細
い
た
こ
と
が
あ
る
か

li
√｢お

と
う
さ
ん
か
あ

い
た
こ
と
あ

ββ



昭和54年 9月-港北こ

れると世
ノ'帆b(仲代の人重なS(

港だったと魁われゐむらの跡.令

からE亨～五千畔帆の机文小判と

いわれる時代のものだよ十位娼跡

はJ
=
ヶ
所
ぐ
ら
い
あ
る
と
温
C

れる.

ま
た
今
か
良

一子
年
舶
机
の
枇
又
後
脚

の
任
併
称
も
み
ら
れ
る
'
こ
こ
に
は
‖

架
が
あ
り
'
今
そ
の
机
爪
の

<

岨

中

ど
.
み
ん
な
は
も
上
人
メ
良

い
肺
に
き

た
ね
.
R

y

閃
カ
の
時

代
の
退
跡
と

V
伯殊の巾山へ郡にt冠
か,{ちか
l｡tの仏糊㌫
あつてもいいので

る'それと'小食
糊代の対赦跡も

みられる.これは
1辺か約訓メー

トルE]fE等
'板柳がありその_粗り

に冊が射ってあったと払われるL

LJのようにUの彰
ではこれら

の

岬代の池排かK
･lつて減ってい

る
の
で

その沌那作地産
めている

ん
だ
.

現

地

見

学

後

の

話

し

合

い

で

そ

れ
で
は
'
脱
帽
考
み
て
､
党

を

み
て

そ
れ
ぞ
れ
感
じ
た
こ
と
'
懸
っ

た
こ
と
を
腎
ノて
も
ら
お
う
か
.

r取
囲
の
中
で
'
将
来
の
ま
も
の
宅

の
応
塾
が
出
て
い
ま
し
た
が
､
蚕

そ

の
き
つ
に
な
っ
た
ら
良
い
と
思
い
ま

チ
.
例
え
ば
人
の
遜
る
封
と
中
の
通
る

屯
が
分
か
れ
て
い
る
と
こ
八
な
ど
良
い

と
温
い
豊

と

｢尉
粕
を
_切
っ
て
み
た
が
､
今

は何

も
で
き
て
t･tい
の
で

将
来
､
讃

倣

剛
の
中
に
あ
っ
た
ー裏

本

当

に
で
き
る
の
か
LJと
敬
い
ま
し
た
｣

｢実
麻
'
賓

に
あ
る
･LO
フ
な
ま
ち

に
な
れ
ば
住
み
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
と

胤
い
声
レ
た
.
例
や
小
僧
す
る
の
は
誹

茄
ガ
ス
で
T
L

r
r様
の頑
規
を
他
人
取
に
傑
字

書

づ
く
り
j
と
い
う
の
が
別
轟

く
あ
り
'
蚕

そ
の
去
ノに
や
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
｣

r
侯
は

r捺
逝
計
岨
｣
が
印
奴
に
細

り表
し
た
｣

｢私
喝
せ
蓋

に
行
った

伸
徹
っ
た
の
だ
は
く

せ
せ
▲蓋

の
さ
っな
も
の
か
い
っ
ぱ
い
で
き
る
の

は
い
い
の
で
す
が
'
私
た
ち
か
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
が

で蔓
る
何もt･{い

<文化財発塩現地で>
はないですか｣

｢脇
m他も
サヽ
にHかないとt･+

いので､このニュータウンの小に

できたらと魁います｣

｢秋川の申でニュータウンの便

利が川ていましたか､あれやはま

だ人様
的に松が山りないと仙いま

した｣｢私もやっぱり輔が少ないと感

じました｣
｢概数
か岩
m

の姿になった力が

いい｣脱雌の小の岬火の富につい

ての佑Wが-冊多い嘉'や

はり一旅のⅦ･5市は将来とのL史ノ

な形のまちになるかというLJとか

LIu現tt:の逝域申の刻廟をみた取

り

ではあまりないさフだね.

習たちの今の箆曙は学校での生

楢
か

壬だと払うが'その中志学

に
不
雌

だとか､心緒か釈<て旗

だ
と
か
､

空岬が少ないとか､契

際
の
生
清

の中巾由っている､苦労

し
て
い
る
な

ど僻じるところかある

と
尽
フ
.

LR

'今のままの方かか

え
って
良
い
こ

壷と心う'そ

れ
ら
は
ニ
rt-
タ

ウンの中葉し

ま
た
放
し
て
も
ら
い

たいものでもあ

る
で
し
ょ
う
｡
そ
こ
ら

のこと'終に

宕
た
ち
に
関
縮
深
い
r搾

為Jのこ

とについ品
こうか'今J

逝け鬼

に由っているかな｡

｢細ってる'公服が欲しい｣

｢才の中でダームを並ぶことか

多い｣今､暫たちの間ではアーんな潜ひ

がはやってるのかな｡

｢ハンド･ベースにパット･ペ

ース.野球のim
･1ものPr手で

打つのかハンド･ペース､バット

で打つのかバット･.(Iスだ･.(｣

｢ハサミ｣
(2つのペースのⅧ

でボールを投げ合い'ボールを持

っている者が中の者をつか考える

ゲーム)｢缶けり｣r太叫汀横断′｣(二手に分か

れ'他血に書い奉
拝のコース

を群れ白い､途中で互いに海に播

し令っゲーム｡島も挫けて仙宗で

きるよっになっている)
暫たちは大野の壇で誉れも

少入学適ぶことか多い腿だね.

多人軟で並べ嘉が
な
い

のかなLr野球なんかや
与
ク
と
し
て
も
'

なかなか人数
が
て
る
わ
な
い
｣

rN休
み
な
ん
か
､
出
か
け
る
人
が

多く'
な
か
な
か
架
き
り
な
い
｣

r浮

た
く
畠

ペ
な
い
｣

｢よ
休
み
に
は
〝午
即
中
は
猿

し

ろ
H
と
至
り
れ
る
レ

｣

こ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
'
抱
合
公

園
'
地
区
公
園
'
近
併
公
嘩

児
葬
公

園
与
て
れ
ぞ
れ
計
固
的
に
藍

さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
､
公
朋
は
潜
た
ち
に
と

っ
蓋

の
一
つ
等

ノ｡

蜜

と
し
た
ら
こ
ん
な
も
の
が
欲
し

い
か
な
'

｢自
伝
中
の
ラ
q
I
が
で
蔓

っ

な
も
の
｣

｢
プ

ー
ル

か

欲
し

い
′
妙

遡
寺
に

あ
貴

{
･4
｣

｢
私
は

'
よ
く

あ
る
ト
笥

な

フ
ラ
ン

コへ
ス
ペ
=
岳

と

か
'
何
も

い

ら

な

い
.
ド

ッ
ジ
ボ

ー
ル

a･_
と

が
P
き

る
よ

う
に

下
が
±

L
t･t
つ
て

い
る
広
場
で
あ

れ
は

.
｣

｢
7

ズ
レ
チ
タ
ク
ス
が
欲
し
い
｣

周
章

q

小
さ
い
子
か
ら

大
益な
子
ま
で
が
苦

る
と
当
然

そ
れ
ぞ
れ
搾
Y方
が
池
う
の
で
掛
ら

れ
た
中
で
み
ん
な
か
十
分
に
使
う
た
め

に
は
使
う
雌
悉
そ
決
め
た
str
哩
晶

析
を
割
り
振
った
p
L
な
け
れ
ば
'
み

ん
な
か
淋
し
く
過
ご
す
こ
と
か
P
養

い
よ
ね
.
例
在

留
た
ち
か
何
か
や

さ
っ
と
し
て
W塩

に
い
っ
た
ら
'
そ
の

場
折
が
戊
に
先
の
グ
ル
ー
プ
に
占
め
ら

れ
て
い
て
'
持
っ
て
い
て
も
一
向
に
明

超
す
梯
子
も
な
い
'
そ
の
よ
.っな
時
'

君
た
ち
だ
っ
た
ら
と
フ
す
る
か
な

｢学
等

ん
か
の
場
合
'
先
に
疋
っ

て
い
れ
ば
し
ょ
う
が
な
い
'
別
の
と
こ

を

幕

す
ぐ
ら
い
&
･*｣

｢臣

に
そ
う
な

っ
毒

い
と
わ

か
一hな
い
.r

｢先
に
取
っ
た
方
が
勝
ち
｣

｢私たちが迦んでいるところに
姥か象り込んできたら'貰旬を
貰うけく号ノでt･+けわは'あま
り胤心L<いと智ノけと｣

掌

り
心
蛇
は
い
ら
な

い快
だ
孤

｡

で
は旗
棒
L
｢恕
た
ち
が
逮
作為
を
つ

く
る
と
し
た
ら
､
ギ
ルな
富

を
つ

く
る
か
)
肖
分
が
節

点
に
L4
つ
た
つ

も
り
で
a
い
て
み
て
く
れ
な
い
か
な
.

(そ
れ
ぞ
れ
'
白
い
桓
L釦
や
嘉

ら
せ
る
)
-
紙
上
の
二
夜
の
絵
が
で
き

し
か
っ
た
作
品
の
1邸
で
す
.

何
か
鞍
旧
あ
る
り

｢ニュー
タ
ウ
ン
は
い
つ
的
で
き
Q

のかLJLコ早くできてはしい.I

どうして?
｢惟刺にt･tるから｣
i;樹されている地物ができて､

そこに人が比渋りよっになるにはか

Ltsl仲川がかかり.予測の■しい

周租だけれ毛少<♪もこの中

の⊥癌に独物が軸てられるトモノに

なるということに取れば'今のと

ころ胸和62年嬰までには大部分
の

ところで哩入るようになる
で
し
ょ

▲ノよ.rあと8年か
｣

地物が
軸
も
'
人
か
年
んで

そ
の

1
､
三
十
万
人
の
人
た
ち
か
篭

す
る

よ
う
に
な
る
に
は
'
ま
だ
相
当
の
年
月

が
か
か
る
わ
け
だ
ね
｡

現
地
見
学
会
を
終
え
て

(
SF
集
部
)

今
岡
誓

っ
て
い
た
だ
い
た
小
学
貴

､も
上
人
メ
と
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
針
周
か
声

を
套

ヨ
僻
の
生
ま
れ
で
将
来
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
担

って
い
る
些
FZの
子
と
も
苧
ん
た
ち
で
す
.

現
地
見
学
で
d

拓
し
合
い
で
d

大
変
冗
気
よ
く
､
活
発
な
声
レ
合

い
と
な
り
ま
し
た
｡
時
に
は
わ
れ
わ
れ
も
､
そ
の
元
気
さ
に
圧
倒
さ
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
｡
｢お
年
玉
は
何
に
写

巴

と
い
う
と
､

1
斉
に

r貯
金
/
｣
妻

る
灘
代
っ
子
ぷ
わ
も
.
し
か
し
'
繁

の
に
d

仲

間
が
な
か
萱

い
と
い
晶

代
の
子
と
も
た
ち
の
お
か
れ
た
寂

し
さ
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
示
わ
せ
て
い
ま

し
た
f

放
牧
に
'
4rli
)の
凍
抱
見
学
会
開
催
に
あ

た
っ
て
は
'
子
と
も
孝
ん
の

ご
父
兄
の
方
々
に
は
､
多
大
な
ご
帯
刀
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
うご
ざ
い

ま
し
た
.
姫
m
篭

っ
て
お
礼
申
し
上
け
ま
す
.

L<
お
､
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
書

手
ん
た
ち
は
沢
の
と
お
り
で

す
.

(敬
等

小
山
甘
治

白
江
侶
h

書
冊
礼
子

田
中
有
子

金
子
光
規

金
子
克
共

ホ
捕

K

森
川

ZX

ホ
舛
典
子

正
辺
弓
子

β7



}

第

一
地

区

■

土
地
区
画
整
理
春
枝
会

〔
第
四
十
四
回
〕

昭
和
五
十
四
年
六
月

三
十

日
開
催

-
小
川
LL?
(そ
の
-
)
収
洪
軸
指
定

に
つ
い
て
は
､｢仮
蒐

戯
-
及
び
｢佼

供
魁
調
理

の
説
明
が
行
わ
れ
'
ま
た

隣
接
換
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
'
隣
柁

研
雌
を
行
う
場
合

の集件
等
の
意
見
が

出
さ
れ
た
が
'
次
回
に
公
畑
の
増
え
方

が
l管
亡れ
る
こ
と
と
な

ったL

二

小
畢
日
金
の
胡
皆
に
つ
い
て
は
､

先
行
蔑

他
薦

刑
部
の
で
A
･た
換

地
に
つ
い
て
｢脱
換
地
語

｣

によ

sht
娩
池
だ
5tの
税
明
が
行
わ
れ
た
.

R
J.
先
1iE蔑

他
に
つ
い
て
唱

で

専
令
だ
托
叫く
榊成
工
邸
に
入
る
去
ノ

W鬼
が
出
さ
れ
た
｡

Id
第

二
地
区

+

土
地
区
画
整
理
審
議
会

〔
第
四
十

三
回
〕

昭
和
五
十

四
年
七
月

十
九
日
開
催

l
芸

ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て

唱

.農

工
耶
印
の
状
況
ガ
粥
が
行
わ

れ
た
.
手
LY
濃

エ
巾
に
つ
い

て

な
お
1∬
工
研
促
北
に
労
力
を
し

て歓

しいとの鮮且が出された.

合

同

協

は

会

↑
月
｡白､
耶13地
色M
‰脱
会が

新
例
折
春
7
ル
で
耶
服
さ
れ
た
c

1.
金
座
に
竹
内
穿

笈
､
馴

金

座

に
稲
田
欝
貫
を
逆
圧
す
る
こ
と
に
同

思
し
た
.

Llr
バ
ス
･地
下
鉄
等
､
交
通
側
租
を

傾
肘
す
る
交
通
間
援
軍
4
会
の
香
料
構

成
が
決
定
し
た
ナ

呑
何
は
訳
の
と
お

り
.

松
沢
魅
lr
槽
江
誠
治
'
金
子

保

野
村
良
帆
へ

山木光嘩
吉
凶
畔
粥

血
山
昏
]1跳
､
竹
桐
韓
代
嘩

桃
内
州

E3門
杭
州局
招

北ニュー
タ
ウ
ン
譜
肌

壁

､
企
州
附
旅
店
企

山桃妓'交油

稀
帯
油
状
惑

溢

巧

交
流
描
日
賦

中
部
止
'
盛
柑屈
折
持
馳
他
部
妓
'
正

義

盟
蔀
q
J
エ
貰

三
'
文
化
村
調
.滋
捗
状
況
胡
曽
顎
に

つ
い
て

別
記
参
照
-

四
'
稚
拙
旧
心
肝
仰盛
会
の
蛾
附
措
.jE

Ⅶ
昏他

tj榔
会
戊
か
ら
併
仰揃
Q
の
約
胸

に
つ
い
て
軸
管
か
あ
っ
た
(内
宵
に
つ

い
て
喝

札
45
け
'
経
巡
SE
だ
よ
り

に柑
他
市
み
)
.

<第13回合同協蛾会>

∪加に対して熱心毎叫
か
あ
っ

た

か'籍胞として'研ゆ盛
会
の
SE

告
に
訳
文
を

付紀する
こ
と
で
7⊥爪
し

た
で｢分

E
壁

は
､
屯
ji,仙
雌
研
兜

部
会
の
労
を
多
と
L
t
そ
の
胡
皆
を
伴

亜
す
る
や

た
だ
し
t
n
M
畿

灸
の
利
勝
と
し

て
は
'
ポ
公
}
牌
の
耶
粥
か
で
き
t･1い

限
り
盛
岬祉
皆

柳
川
と
す
る
1

文
化
財
加
重
推
過
重
▲
金

…

Lttる
6
日

26日､耶三脚文
化
財
㈹

蛮

H企
か

仙榔
東

た
.

仰
1
'
州
点
Ⅹ
蛍

肌洲
出
し
旅

る
脈
榊
芯
卜
二
叫
喝

tj
I
ニ
LS･雌
の

刑
代
判
の
決
井
側
背
と
兄
上
二叶
此
舶

t17g
盟
仏況
胡
缶
及
び
丘
･r
EJ坪
山筑

班
別
附
の
祝
朋
が
行
わ
れ
た
.

五
士
]年
度
斜
小屋

捗
状
況
で
は
､

E
T
l]

牢衣以降の肌用対
故
地
跡
六

十ヒ閉所の内'
邦
一他
意

所
'

耶
二
他
賢

ハ
閉
所
の
針
二
十
五
研
斯

の
此
抑
制
爪

が

終
っ
た
.
I
-
州
印
雌

朋
パ
軒
別
に

つ

い
で
は
､
那
t地
政
-

二
聯
所
'
那
二
他
〆
上
]同
所
の
町
1

十虹
御
所
の辿跡
を
公
凪
の
譲

二
申

gr
幽

に
合
わ
せ
拙
め
て
い
<
忌

朋
が

あ
っ
た
.
こ
の
点
火
'
五
十
五
年
蝶
以

降
に
触
る
遺
跡
は
十
亡
跡
所
と
い
う
こ

と
に
な

り､引芸
ともm持し

た･tが
′鼠
だ
産

め
て
い
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
.

t･tお
'
香
山
か
ら
州
成
上
化
川
も
さ

る
こ
と
な
か
ら
'
私
過
の
ニ
ー
三
代
机

の
先
弧
が
W
m
し
た
他
州
只
や嵩
〓

只
は
'
今
や
遠

望
ハの
変
化
あ
る
い

は
､
轟

幽
熊
即
票

に
よ
る
家
鮎

移
転
な
ど
に
よ
り
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の

で
､
鮫
世
に
伝
え
る
た
め
に
q

郷
土

E(料館が
出
来
る
ま
で

11時
保
管
す

る
施
政
を
何
と
か
惟
供
さ
れ
た
い
と
い

･轟

出
さ
れ
た
.

.土
井
対
策
車
Å
会

6日7ut横ぷ対頂呑3金はt

S
(自
席
粘
刺
川
柳
疋
迎
舛
郷
州
蕃
山
金

か
塵

さ
れ
て
い
た
川
茶
搬
他
の
道

場
の
椛
仰
水
畔
に
つ
い
て
の
公
団
へ
の

申
入
れ
に
つ
い
て
牧
肘
す
る
た
め
､
畔

州
香
山
金
の
店
側
呑
向
丘
の
参
加
を
深

め
'
堪
(香
出
金
を
耶
仙
し
た
.

欄
｣
'
邸
州
を
叫
会
川
か
ら
'
恥

仰

長
いH会
で
の
艮
肘
帥誠
及
び
細
山
に
つ

い
遍

か
行
わ
れ
'
こ
れ
を
う
け
て

搬Sa:対屯碑
川魚と

しての愉肘を行

へ
た
√
そ
の
楢
火

､訳のさ
っな畔
出

せ

公
地
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
.

(ttSX別
亦
)

〔江
】

↑
月
5
日
､
腰
選
対
的
春

日
会
か
ら
右
の
唆
盟
を
公
田
に
す
る
.

7
日
26
日
､
雌
盛
対
耶
香
u
会
は
'

光に
伽
仙
し
た
桝
田
に
〃す
る
公
凶
の

回れ
草
っ
け
と

っ
た
L
何
i=内
層
は
駅

の止
り
.(園

H
l別
亦
)

井
合
t
地
の
丑
戊

の
較
仙
水
叫
に
つ

い
て

(J
tSl
)

r

閑
地
顎

川
畑
に
つ
い

て

脚
粕
測
仙
北
に
つ
い
て
は
ゥ-
0
}

力
㍍
を
は
恥
と
し
､
5
2
0
}
力
㍍
を

爪
盟
す
る
i=に
つ
い
て
は
'
こ
れ
に
対

仏
し
て
い
た
だ
き
た
い
L

I3

分
Ⅶ
鎖
に
つ
い
て

い
稚
投
に
つ
い
て
は
2
6
0
>
力
㍍

を
棚
帖
と
し
て
入
れ
て
い
た

だ

き

た

い
L

臼排水桝について

悶水'押水
の

排水桝
に
つ

いて
は

1般
冠

刷
械
2
6
0
叩
方
㍍
の
切
恥

紺
地
ご
と
に
収

り付けるものとし､

5
2
U
V
方
㍍
の
御
地
別
の
協
色
に

は'巾盟するも
の
に
対
し
て
､
2
6

0
ザ
方
㍍
ご
と
に
取
り
付
け
て
い
た
だ

きたい.
相
加
泊

の
収
何
倍
に
つ
い
て

水
q
の
収
付
竹
に
つ
い
て
は
､
l耕

作
胡
ご
と
に
1ヶ
所
､
此
け
て
い
た
だ

き
た
い
.

㈹

耕
土
に
つ
い
て

耕
土
に
つ
い
て
は
_粥
凧
S;管

用
23

日
に
欣
求
対
荊
悉

金
と
の
胤
で
偽
他

さ
れ
て
い
る
S
誓

漣
守
し
て
い
た
だ

き
た
い
｡
な
お
､
耕
土
の
碓
保
は
ど
の

き
っ
に
さ
れ
る
の
か
'
明
ら
か
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
.

〔江
〕
旧
仙
53
年
8
H
訪
日
の
雅
紀

叩
切
は
次
の
止
S+

｢崖
だおいて地粥に土

た

ん
X
は
こ

れに灯~する州範
の
土
山
が

山鳥
合
は
他
俄
坤
か
′鼠

川
は
山
く

な
い
土
に
す
る
.

ま
た
'
+
賓
に
つ

い
て
は
欣
求
刈
取

香
国
会
と
相
故
の
Jlt
挙

る
｣

円

背

に
か
か
わ
る
従
酌
地
の
入

れ
替
え
に
つ
い
て

供
他
先
の
管

に
つ
い
て
は
'
減
収

祁
折
､
欣
ぷ
棚
他
利
雄
な
ど
の
関
旅
で

文
仲
を
苦

い
よ
っ
'
従
耶
他
の
入

れ
供
え
を
韻
琶

他
心
と
な
き

っ

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
.

旧

派
収
納
横
に
つ
い
て

賊
収
棚
但
し
つ
い
て
は
'
楓
9
3の
爽

僧
に
応
じ
て
､
勇

､
配
賦
し
て
い
た

だ
き
た
い
.
ま
た
'
狭
収
雷

が
ど
の

よ
う
な
匹
件
か
あ
れ
ば
'
あ
り
う
る
の

か
'
ご
脱
朋
い
た
だ
き
た
い
.

川

憤
川
収
韻
の
肺
収
に
つ
い
て

蛸
川収
応
の
開
始
に
つ
い
て
は
､
T

般
冠

卜夢
､
で
青
む
だ
け
い
朋
に
'

し
か
も
､
法
的
な
伸
m
収
俄
に
光
化
つ

_時
制
(責

仰
収
な
ど
の
瓜
関
に

･X
脚
を
9.‥しな
い
嘉

)
に
t･S

る
去
ノに
し
て
い
た
だ
き
た
い
.

耳
辺
に
対
す
る
公
田
の
EZ等

叩
妃
仙川に
雌
他
と
し
て
士
地
利
糊
す

る
劫
八日は
申
〓
換
地
と
し
て
は
め
た
Ⅵ

へ=低
張
川
池
に
つ
い
て
の
雌
甲
州
月
に

対
し
て
似
襖
畑
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
'
城
は

述
成
ス
ケ
ジ
rLI
ル
に
女
神
富

た
さ

架
､
作
和
様
胸
㈲
蝿
､
准
看

成

島

ぶ
こ
と
を
帆
軸
と
し
て
Z
(苅
榊
枕

の
意
志
の
竃

と
公
垣
が
雅
紀
そ
す

る
も
の
と
し
､
こ
れ
ら
の
功
に
対
し
て

沢
の
記
叱
し
た
内
等
の
招
比
を
と
る
.

｢g(白
虎
遜
川
畑
の
鞍
仰
木
萌
に
つ

い
て
｣

H

固
地
割
虚
構
に
つ
い
て

諮成
上
の
朗
他
側
面
鎌
に
つ
い
て
は

脱
州
と
し
て
2
6
0
1仁
方
㍍
を
瑞
相
と

L
t
2
6
0

平方㍍以上の大きL<逝

成を内用するSiについて塾解

析する.
口

分
策

i
*に
つ
い
て

固
地
割
に
泊
っ
て
作
弟
す
る
｡

臼

排
水
桝
に
つ
い
て

雨
水
汚
水
桝
は
駅
州
と
し
て
1匪
地

2
6
0
平
方
㍍
全
便
埠
と
し
設
置
す

る
.内

水
泊
の

収付
管
に
つ
い
て

施
工
し
な

いC

的

耕
土
に
つ
い

て

耕
土
に
つ
い
て
旧
和
53
呼
8
H
胡
日

の

農沸対
照
奉
崩
会
と
の
甥
庶
政
さ

れて
い
る
祁
羽
に
つ
い
て
は
漣
守
す

る
｡内

管

に
か
か
わ
る
従
抑
池
の
入

野
久
に
つ
い
て

柑1
度
が
確
定
し
た
段
階
で

S
濃
悪

政
の
娼
畠
'
旺
附
の

十
厄
の
絶
島

せ
の
変
史
を
す
る
｡

川
生
寄

畑
珊
雌
の
濁
色
､
変
哲
L

L<
い
.

旧

派
ー以
湘
供
に
つ
い
て

派
収
卿
爪
に
つ
い
蛮

地
に

つ
い
て
の
血
感
に
応
じ
て
叱
掌

る
F

父
そ
の
内
唱
に
つ
い.て
は
粂
W
W狩
地

は
)の
耶
帆
に
よ
っ
て
処
期
し
た
い
.

川

性
州
別
折
の
肺
州
に
つ
い
て

班
川
開
始
の
僻
別
に
つ
い
て
は
農

工
串
が
完
了
J
'
宅
適
の
根
パ榛
に
な

り
単
刷
の
惟
川
帆
始
は
で
主
な
い
.
な

お
'
早
仰
他
川
の
弊
盟
が
あ
る
働
白
に

...:
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∵
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事JE対策車JL会 (10月 2日)
r

用

途
弱

銅

.

-
事
業
対
策
委
員
会
=

簡
和
訓
畔
10
月
り自

閉響ぐれた荊

4
回
完

封
絹
赤
川
会
に
お
い
て

桝

添
田
加
島

業
さ
れ
垂

区

内
の
m
途
怨

稽
妃
の
延
里
が
'
柵
州

尚
早
と
い
う
こ
と
で
見
学
日
れ
ま
し

たI･これ
は
､
公
団
空

地
直
内
の

+癒

利
絹
針
回
が
定
ま
り
'
ま
た
'
62
年
度

麓

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
る
57
庄丁度
菜

入
居
と
そ
れ
に
伴
う
近
隈
セ
ン
タ
ー
の

独
故
へ
及
び
'
工
地
の
移
厄
神
に
W
に

4]呈
ノに
'
土
習

回
に
あ
っ

雲議会 改選 日程決 ま る
土地区再整理書抜会委A改iEについ は ｢お知らせJを送付いたします｡

て 日本住宅公El 昭和54年11月6日 i聾挙期日､及

び濁準人名縦 兜の公告

港北節一地区及び第二地区の土地 昭和54年12月6日-12月19日 遇

区画軽理審東金の現番Llの任期が､ 革人名舟続発 (2i那El)

昭和55年2月27日で満了 となるた 昭和55年 1月8日 i苦学人名紳杜

定及び委且の定款の公告
昭和55年1月8日-1月18日 立

候補受付

昭和55年2月 1日 立候補者の氏

名.住所､選挙敏､投双時nL)

噂の公告

昭和55年2月10日(日) 投双

なお.春汝会葬且の改選について
のお問い合せは､次のところ-願い
ます｡

め､8蘇会の黍Jaの改選が必要とな
I)tt.

藩政金は.施行者 (公団)が仮換

地の指定.換地計画の改定などを来
港する坊合に､権利者の意見をその

中に反映させるための殆閉鎖朋とし
て投匿されているものです｡

今回､改選される委員は､恭敬会

葬員のうち土地所有者垂Llと倍地相
者香Jlで､弗一地区及び邦二地区の

それぞれ24名でナ｡

改iBの日掛ま､次のとお りです :日本住宅公団割ヒ附 属

こヰ :.I:H ､㍉ ∴三V.h :.:-正二: r■~p-:

別途に関係相利者の方々に 015(911)

嚢

の富
(なしてお
き

た
い
と
い
う
こ
と
壷

さ
れ
た
も
の

で
丁
.

こ
れ
に
対
し
'
地
元
と
し
て
は
'
内

管
そ
の
も
の
宅

#
東

か連
れ
て

い
る
の
に

用護
城相定
の
変
宥

肌

が
早

過ぎるこ
と
､
用
垂

の

空
軍
は
供
血
に
対
処
し
た
い
等
の
意
見

が
出
さ
れ
'
結
局
､
今
年
度
に
'
用
途

聾

花
を
変
更
す
る

こ
と
は
見
送
ら

れ
蔓な

お'串
対
空

巌
結
果
に
つ
い
て

は
'
4
御
r推
漁
協
だ
よ
り
J
を
参
照

し
て
下
さ
い
.

写真募集

新年号の トップ

読者のみをさんから

太
喝
で
は
伝
畔
新
呼
号
を
カ
ラ
-

写
六
で
飼
っ
て
い
ま
す
.
(札

3
'

37
㌧
小
事
相
)
こ
の

nI
ナI
に

ふ
さ
わ
し
い
写
六
を
駅
名
の
み
な
さ

ん
か
ら
亦
架
.)
不
す
｡
応
要

略
は

問
い
ま
せ
<

育
っ
て
ご
応
事
下
さ

い
.
応
差
監
桝
は
沢
の
と
お
s
tA

<
テ
ー
マ
>
正
月
の
ト
ッ
プ
蟹
飾
る

に
嘉

し
い
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関

脈
の
カ
ラI
等
r

r･l

<
サ
イ
ズ
>
ス
ラ

イド.プ
リ

ン

ト

の
姐
合
は
キ
ャ
ビ
ネ
判
以
上
.

<
応
■
方
法
>
轟

に
宰

日

時
､
婦
所
(で
き
た
ら
シ
ャ
ッ
タ

I
通
軍

律
出
)
を

明紀のJY

仕
薪
へ
年
齢
'
聴
非
'
氏
名
を
必

ず
菅
最
叩え
る
.

<
締
切
り
>
12
月
8
日
必
書

<
q
牢
太
紙
壁

書
H
金

<
送
り
先
>
望

見
研
田
町
圭
へ0

桝
折
田
都
田
耗
仰
息
裾
野
I
rT

タ
ウ
ン
私
淑
事
拭
祈
｢ニ
ュ
ー
ス

舛
｣
(lL
2
2
3
)

な
お
'
掲
載
分
に
つ
い
′･嘩
稚

鮒
を
撃
レ
上
げ
享

｡

都

田

中

学

校

川

和

方

面

校

(仮

柿

)

着

工

へ

か
ね
て
よ
り
宴

爪と
な
っ
て
い
た部

EEl中
学
は
川
和
方
向
校
は
､
こ
の
十
l

月
蝕
的
工
群
に
容
工
の
迎
川y
な
り
ま

L
LP
同
校
は
'
都
田
中
学
校
の
急
相

対
瀬
と
し
て
'
噛
北
ニ
r]-
タ
ウ
ン
の

S
二
相
尻
の
蕃

仙水
他

脇の中学校

予
完

に
課

す
る
も
の
で
す
.
葱

e
収
は
､
約
1
､
九
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

す

.
学
槻
扱
当

皿
1
五
学
欣
(将
来

は
二
八
季
秋
)
P
'
三
田
愁
て
の
確
物

と
な
葺

同
校
は
'
五
五
年
四
月

に
都
田
中
学
校
に
同
居
し
て
伽
現
し
'

五五経
度
の
二
年
糊
に
は
'
新
佼
合
へ

引
地
し
す
る
薯

丁
.

雑
草

火
災

に
注

意

/

#S^9f管 賢 全火災乍 B賢 比 申(A/ら)(%)

港北区 34 129 26.4

緑 区 80 153 52.3

.
~

〓

凪

V

ベ
ラ

ン
ダ

は
〝

隷
側
〟

六
野
碓
て
マ
ン
シ
Plソ

の
隣
人
が
'

マ
ン
シ
ョ
ン
所
和
名
を
相
姦

り
'
マ

ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
日
雌
し
べ
い

を
放
け
る
よ
っ
求
め
て
い
葱

で
'

相
月
持
ロ
､
名
古
犀
粕
沖
は
｢ベ
ラ
ン

ダ
は
比
琴

I三
菱

の
秘
肌
に
泡
雪
す

る
｣
と
し
､
必
富

を
』
ロ略
し
ぺ
い

の

警
じ
た
･言
へ
の
ぞ
か
れ
る

こ
と
の
講

に
対

.志

別

封

の
支
払

い
慕

じ
屯

(

10

月

16

日

付

幼
日
新

朋
か
ら
)

稚
北
ニ
ュ
ータ

ウ

ン

で

は

'

こ
の
よ

･つな
用
途
舶
在
から

告

し
る

ト

ラ

ブ

ル

か
柔
然
に
防
ぎ
､
住
み

よ

い

屈

性

始

端

普
.J
Q
た
iY
住
民が
白

轟

に

決

め

る
批
づ
く
り
の
ル
ー
ル
づ
く
り
の
袋

が
す
す
め
一P
れ
て
い
ま
す
｡

｢住
み
よ
い
t毒
づ
く
り
に

ま
も
づ
く
り
協
定
を
/
｣

董

火災の多く
な
る
シ

ー
ズ
ン
葺

特
に
雑
器

ハの
特
赦

が
非
常
に
増
え
て
い
ま
モ

叛
意
し
ま

し
.tn
'
遠

の
不
用
打
痛
耳
は
刈
り

取
書

ノに
し
ま
し
上
之

国
に
雑
欝
ハ災
のー十蓋

は

冨

火
逝
び

穿

バ
コ
の
投

げ

捨
て
①
た
美

の
飛
火
の
旧
に
な

っ
て
い
ま
す
.

港
北
･砕
消
防
書

万

l
の
事
故
に
備
え
て

交

通

災

害

共

済

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

こ
の
交
謹

告
狩
は
'
市
民
ひ
と

盈
丁机
二
百
円
の
柵
壷
で
加
入
す
る
と

交
通
感
慨

に
あ
っ
た
陣
､
1定
の
見
知

金
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
両
氏
相
真

肋
の
㈲
喝
で
す
-
洗
在
約
百
二
十
万
人

の
巾
民
が
加
入
し
て
い
ま
す
｡
群
し
く

は
七汝
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
.

◇
E
浜
f
E
丘
冊
t
鹿
町

B
遠
B(全
村
辞
去

t
は
(六
七
一)
H
El≡
ニ
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
を
ナ
す
め

る
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る
現
代
の
都
市
づ
く
り
の
か
か

え
る
様
々
な
間
用
に
ス
ポ
ッ
ト
ttIあ
て
､
靴
み
も
の
と
し

て
ま
と
め
て
い
ま
す
｡

今
向
は

｢捗
行
者
特
用
道
路
と
緑
退
｣
に
つ
い
て
ま
と

め
ま
し
た
｡

(
は

じ
め

に
)

今
ま
で
の
m
訪印
照
州
は
肖
勅
中
交
池

に

対
応
す
る
忠

州が
中
心
と
t･Sり
､
歩

.i迫
に
対
す
虹
席
は
と
か
く
用
ろ
に
さ

れ
が
ち
で
し
た
が
､凧
近
の重
油
申
故
､

JE
気
ガ
ス
帝
の
H
恥
中
公
皆
か
ら
人
々

の
日
等

守
る
た
め
'
歩
行
省
相

補
氾
絡
･繰
辺
と
い
っ
た
人
M
中
心
の

正
路
の
必
畢
性
の
柁
帆
が
高
ま
り
'
符

に
こ
れ
か
ら
の
ま
も
つ
く
Shに
は
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
妻
す
.

そ
こ
で
'
桝
折
田
や
他
部
佃
の
爽
姫

例
を
み
な
か
ら
､
粘
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
計
画
と
そ
の
雄
雌
を
み
て
みま
し
ょ

う｡

<
横

浜
市

の
計

画
例

>

棚
折
田
で
は
'
補
講

商
の

苧

く

冊
堀
金
確
の
交
漣
体
声
山
芋

摂珊長
め
る
と
と
も
に
'

人間の
た

め
の
正
路
の
折
榊
に
も
刀
空
入
れ
て
い

草

こ
こ
で
は
l弓
の
仇
を
紺
介
し

ま
す
.

M
ii心
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

圃
凡
49
年
か
急

め
ら
れ
た
LJ
の
計

回
は
'
誤

の
シ
ン
ボ
ル
で
雪

｢(･[

チ
IL
(山
下
瓜
陶
).苫
糊
辺
の
鉄
刀
駅

嘉

ぷ
氾
指
の

蛋煎
州
が
園
で
す
.

弟

に
響

川附
択
か
ら
の
横
木
町

ル

ー
ト
(約
1
･七
㌔
㍍
)
が
で
き
'
つ

い
V

鵬
内
朕
か
ら
の
関
内
ル
ー
ト

(
約
1

六
㌔
㍍
)
'
鏡
検
に
石
川
町

駅
か
ら
の
石
川
町
ル
-
･L
(約
1
･
二

㌔
㍍
)
が
n
J'e
さ
れ
一ま
し
た
.

こ
の地
域は
､
申
叢

や
元
町
'
大

さ
ん
辞
め
白
茶
大
通
り
'
横
浜
ス
タ
ジ

7
A
な
ど
の
ほ
か
､
文
明
粥
化
時
代
の

そ
ま
ざ
主
な
甘
煮
の
場
所
や
襲

あ

り
､
他
派
の
搬
し
み
が
あ
葺

LJ
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
計
野
に
,宙
へ

歩
辺
に
は
叩
民
か
轟

し
た
デ
ザ
イ

ン
の
捻
タ
イ
ル
守
中
心
に
レ
ン
ガ
が
凪

ま
れ
'
池
島

に
皆

的

地N
]爪す
サ

イ
ン
ボ
ー

ル(案内
蛙
)
や
弊
し
い
地

図
が
お
か
れ
き
レ
た
.
毒

帆
耕
ち

卓
抗
い
に
tiJ易

め
嘉

た
人
で
も
安

心
し
て
等

地
歩
が
で
曇

ノに

t･t畏

レ
た
.

似

伊的佐木
モ
ー
ル

云坤のu
月
に
完
成
し
た
伊
野
肝宋

モ
ー
ル

は､禦
n街
が
姐
放
mに
堆
め

た
歩
行
省
議

の
照
仰
針
旧
で
す
.

兵
長

約
0
･1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で

m
aEは
15
メ
ー
ト
ル
芋

.

商
店
街
の
井
中
に
あ
っ
た
中
正
悪

く
L
t
両
側
の
志

と
い
っ
し
.tに
広

い
歩
行
者
空
間
を
つ
く
っ

たので
す
｡

平
常
は
整
宙
丁稲
を
除
い
て
通
行
燕
止

さ
れ
､
1本
狐
の
皿
指
が
世
わ
れ
て
い

新
し
い
モ
ー
ル
は
'
絵
タ
イ
ル
と
レ

ン
ガ
ク
イ
ル
が
辞
し
い
洪
様
に
欺
か

れ
'
サ
ル
ス
ベ
ガ
や
ケ
ヤ
キ
､
カ
ツ
ラ

肇

の兼
が
従
え

ら
れ
'
彫
刻
や
時
計

等
'
悪

ボ
ッ
ク
ス
､
串

仕
'
ベ
ン

季

周
囲
の
窟

気
に
あ
っ
た
炎

し
く
'
立
派
篭

の
が
お
か

れ
て
い
ま

チ
.<

他

都
市

の
事

例

>

多
g
]LrtI
タ
ウ
ン
の
歩
行
帝
専
用

超
絶
と
凍
久
璽

絹
の
洞
山
fB
粕
の
例

を
紹
介
し
t事
す
.

川
夢
一
ニュ
ー
タ
ウ
ン

多
g
lLrr

タ
ウ
ン
の
歩
行
新
宅
州

氾
略
は
､
fZ;圧
､
8

本蓋

の
正

義

に
波
打
し
て
堆
め
ら
れ
'
一
部

完
成
し
て
お
墓

丁.計凹
鴇

メ

ー
ト
ル
の
耶
3
[葦

し
て
'
全
体
P

は
約
節
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

t･.りま
す
.

歩
行
感
噂
用
瓜
田
の
性
格
は
'
粘
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
畔
投
歩
行
話
辞
用
屯

路
や
繰
氾
(竣
述
)
に
近
い
性
格
で

熊
倉
蓋

と
学
校
'
公
甲

商
店
街

等
が
冶
ば
れ
る
よ
っ
に
か
固
さ
れ
て
い

ま
す
｡
開
明

灯や樹木へ
ベ
ン
チ
な
ど

の
休
完

没
も
よ
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て

い
ま
す
｡

仰
沌
山
団
地
(東
久
留
米
市
)

満
山
田
海
は
'
旧
卿
44
年
に
目
茶
住

宅
公
用
葡
行
の
十
海
底
樹
粁
理
串
菜
が

必
丁
し
た
地
区
V

歩
行
細
笠

路

は
l

牧萱

容
量

ま
表

し
恵

荒

て
い
事

.

珊
低
6
メ
ー
ト
ル
の
仰
山
の
頻
行
部
将

用
必
指
が
バ
ス
嘩

所
店
8
.
単
項

公
地
〃声
汐
痛
ん
で
5
粁
絵
､
場
長
約

5･4キロメートルあ暮
.

約
10
時
の
脚
に
成
貰

頓
木
は
港

せ
い
た
芳
田
先
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
.

ク
リ
や
ザ
ク
ロ
'
ナ
ラ
な
ど
の兼
が
ケ

ヤ
キ
や
サ
ク
ラ
に
毒
し
っ
て
肱
人
ら
れ

て
い
る
の
か
目
に
つ
畏

怖
共

も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
コ
ン

クリート
で
'

誰
殻
も
さ
し
て
立
派
な
も
の
で
は
な
い

の
で
す

が'地域
蔓

の
年
宿
の
塊
と

し
て
､
定
辞
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま

し
た
.

<
港

北

ニ

ュ

ー
タ
ウ

ン

で
の
計
画>

港北ニュータウンでの歩行老

中用道路の稚奴

杜 別 確 A 総延長

幹線歩書道 9-21m 約 19iJ

補 助 斡 掃歩 中 道 87n 約 7h

住区歩専逆 37nまたは 一.Stn 約26bl

Ef7a路唱脚凶が3-21メートルで､稔旺亮が約52キロメートルにもt･+り(周QE)その形貫の

3鹿別tに分かれてい享.川下細砂行書■用過払

駅や梢描析'学帽蓋ぷ恭坪ルートで通ii.迎撃tE=物などのEZ最先油に'多くの人か刺糊す垂ものです.タウンセンタI･駅前センターなリ.を中心に
放射状に冊畑されてい草.仰補助辞*ダ行書r用池島

プロムナード■案内雀､
タウンセンター'駅耶センタIの中だけにあり'硝錨の男物ル

B
r
J'七･一
日ンJu･■tl■■ト

Iトとして幹頼歩行名花雨正路の

補助的役割をもちます.糊住区少巧者事用道鞍

6:池のまちでは､正路に泊った歩道が歩行名のルIトとなり土手が'治北ニュIタウン計園では､只物'通学などを考へ日常多く利用するための安全な荊蕗を'庄

区
歩
け
名
辞
用
苛
給

として確
保
し
'

窪

か
ら
学
校
や
商
店

街'駅
に
向
う

に
は
こ
の
塗
り老
中
用
意

を
利
用
す

れ
ば
'
途
中
で
幹
沸
歩
行
者
【笥

道
路

に
つ
な
が
り
'
目
的
地
に
行
け
る
し
く

み
に
な
っ
て
い
き
す
.

(各
々
の
折
角
･慧

轟
は
別
茨
の

と
お
り
)

<
港
北
ニ

ュ

ー
タ

ウ

ン
で

の
特

色
と

課
題

>

止だ
蒸
発
M責
と
い
っ
て
も'
こ

の
噂
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
肝
臓

やほ
､

捜

歩
行
也

相川氾化か
ら
神
助
幹

碑
'
幹
瓜
妹
持
前
m川
盟
叩ま
で
あ
り
､

☆
暇
は
､
1
般
拓
殖
内
孟

る
と
こ

q

学
校
藁

湿
る
と
こ
ろ
'
近

炉
セン
タ
ー
や
火
刑
セ
ン
タ
I
t
ク
ク

よ
っ
て
駄
々
な
折
衝
の
し
か
た
が
考
え

ら
れ
章
す
｡
ま
へ

誉

昆
宅
地
内
に

計
画
さ
れ
る
団
地
内
の
苅
再
や
菅
山
な

γ
と
樺
す
る
と
こ
ろ
も
拝
意
が
必
野
で

チ
.説

年

絹
と
公
団
の
咽
で
引
回
内
容

の
調
挺
晶

め
て
い
薫

､
今
衣
で

..LOキ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
お
養

老

叩
出
没
岬で
す
の
V

多
く
の
問
雌
が

あ
S
(
梢
tiL･1
枚
肘
宅
行
っ
て
い
ま

す
.悦

磯
は
､
一票

的
に
垣

6
メ
I

ン
セ
ン
タ
I
な
ど
と
,
油
る
とこ
ろ
に
一ト
ル
以
上
に
つ
い
て
学

へてい幸
す
.

＼
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そ
れ
は
'
変
け
竜
の
通
行
と
'
道
路
串

の
痩
腰
間
の
中
柄
の
通
行
用
に
､
戊
低

3
メ
I
ト
ル
の
鵬
輿
の
確
保
が
必
野
だ

か
ら
で
す
｡
縛
の
末
法
の
散
-芸

は
快

適
で
す
が
'
落
廉
の
掃
除
や
'
笛
虫
の

置

､
宅
地
へ
の
日
練
な
ど
'
現
任
で

も
い
ろ
い
ろ
魁
燭
か
で
て
い
ま
す
｡
桜

を
切
ら
れ
た
サ
ク
ラ
や
ケ
ヤ
キ
な
ど
'

大
書
v
t･品

る
末
が
小
芋
J
不
格
好
に

さ
れ
て
い
る
鞍
は
服
し
い
も
の
で
す
.

ま
た
'
接
す
る
宅
地
が
フ
ロ
ッ
ク
堺
な

ど
に
し
た
ら
'
広
い
附
最
も
狭
く
感

じ
､
宏
曲
気
も
匝
く
味
気
な
い
も
の
に

な
空
手
す
｡
学
甥
や
荻
全
圧
慧
川
地
に

つ
い
て
は
'
歩
行
者
中
開
道
路
に
揮
す

る
と
こ
ろ
は
'
で
き
る
だ
け
怯
親
し
､

自
然
t･t安
ら
い
だ
空
間
を
つ
く
る
っ
と

計
圃
し
て
い
ま
す
｡
庄
歩

行
慧
苗
川

道
路

は肘貝
が
3
メ

ー
ト
ル
程
度
で
す

t池. (せせらぎ公園)

の
で
､
収
載
し
て
も
サ

ツキの

よ

Jつ
な

接
吻
が
少
し
で
す
｡
1

版の宅

地の
帆

の
伍

澱に｣･
写
､
こ
の
貸
間
の
蒜

気

が
き
ま
る
と
い
っ
て
も
さ
し
つ
か
え
あ

り
ま
せ
ん
.
会
嘘
の
点
群
轟

況
雌

で
r
.

そ
の
他
､
嫉
桔
慾
F.硝
退
路
に
は
､

ベ
ン
チ
や
水
飲
み
'
照
明
'
案
内
板
'

く
す
入
れ
､
灰
皿
'
彫
刻
'
耶
水
な
ど

考
え
れ
ば
い
ろ
い
ろ
だ
感
触
が
あ
り
ま

す
が
､
や
は
り
.
そ
れ
ぞ
れ
の
秘
所
へ

広
さ
の
紺
色
を
配
促
し
て
t.I.E回
す
る
必

醇
が
あ
り
ま
す
｡

相に笑
内

板は､
初

め
て
来
た
人
で

も
よ
くわ
か
る
さ
∩/な

見
や
す
い
'
奨
し
い
も
の
を
計
幽
す
る

必
姿
か
あ
り
表
す
.
唖
柾
は
酌
回
の
金

岡
協
は
金

において
'
歩
行
名
印
望

路
に
は
入
れ
な
い
と
決
ま
り
ま

した｡

災
等
肺
の
職
難
路
に
も
な
る

ことを考

え
る
と
'
大
切
な
配
慮
と
い
え
ま
す
｡

ま
た
歩
行
朝
野
用
道
路
は
'
日
加

中

と
分
赦
し
て
計
回
さ
れ
て
い
る
の
で
'

全
部
で
約
射
場
に
及
ぶ
多
く
の
鳩
が
架

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
主
やす
.

礎
は
中
の
側
か
ら
去
く
見
え
表
す
か

ら
髄
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
い
え
る
で
し
ょ
う
.
各
地
の
断
固
の

実
例
を
鎚
め
た
n
rし
な
か
ら
'
安
全
で

典
し
く
t
か
つ

市価で
な
い
も
の
を
つ

く
る
必
班
が
あ
り
､
攻
撃
仏
秋
児
と
な

っ
て
い
ま
す
.

舗
装
に
つ
い
て
は
'
金
床
が
で
嘉

が
り
'
そ
し
て
新
し
い
住
民
に
利
用
さ

れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
考
え

ますと'
憐
虎
に
配
尽
す
る
必
好
が
あ

り麦す.
7
ス
フ
7
ル
ト
輔
淡
や
レ
ン

ガ
禁
'

石
蛾
舗
装
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
珊
晋

と
い
ろ
い
ろ
あ

りま

す
が
'
舞
例
を
ん
ま
す
と
圧
は
個
辺
は

歩
き
や
す
章

中
心
に
､
駅
や
商
措
関

は
炎
し
蔓

捕
り
こ
ん
で
計
附
さ
れ
て

い
ま
す
｡
E
,心
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
計
回
で

行
っ
た
よ
っ
な
性
比
か
ら
榔
狼
の
デ
ザ

イ
ソ
を
某
辞
し
て
暇
仰

するきっなこ

と
も
塀
光
司
稚
1
な
る

かむしれませ

L･･弊
行
懲
岬
川
辺
約
は
住
民
の
大
兵
な

財
撃

な
る
の
で
す
｡
呼
人
た
木
が
大

書
V･な
る
IL6.っ
に
'
愛
怨
哲
も
っ
て
刺

E=
し
て
も
ら
え
る
よ
う
掛
っ
て
い
ま

す
.

<

横

浜

市

の
計

画

例

>

緑
酒
に
近
い
も
の
は
説
旺
'
大
通
り

公
園
だ
け
と
い
え
妻
す
.

大
通
s
l爪歯
は
去
年
の
9
月
に
8歳

し
た
'
令
耳
1
･
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
､

肺
周
知
～
40
メ
ー
ト
ル
の
長
和
い
公
園

で
す
｡
そ
こ
幻
の
森
と
水
の
広
場
､
石

の
広
場
の
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
て

堺
仰
さ
れ
て
い
章
す
.

署

の
森
は
､
樹
林
'
小
皿
'
小

広
場
な
ど
で
榊
成
さ
れ
､
四
季
の
花
も

多
く
噂
入
ら
れ
て
い
ま
す
が
へ
平
均
な

上底

で
問
即
に
道
路
が
あ
る
た
均

深

い
qi:然
の
落
ち
つ
主
を
む
つ
に
は
あ
と

席
低
10
年
ぐ
ら
い
は
か
か
る
と
思
わ
れ

く伊勢佐木モール)

<

港

北

ニ

ュ
ー

タ

ウ

ン

で

の

計画
と

課

題

>

校正は公助と爪歯を結ぶかた
ち

で術状に逆洗して針脚されていま

す.邦一地区が約5キロメート

ル'琴両区が約9キロメIトル

です｡合計約14キロメートルで

す.尿道計回は'｢緑の環流を周大

阪に保守するまちづくり｣と｢ふ

るさとをしのばせるまちづくり｣
扱道(せせらぎ公園)

を

受けて針岨されました｡そのた
め､絞辺は保存されることになっ

ている湿良な樹林に沿うきっに計
回されています｡蔑工事は山を
切り'谷を埋めて光められるた
めtBSされた頓林は'山の斜面と

か'攻城文化財を永久保存すると

決められた山の硯杯です｡そのた

め線道は谷戸部が中心になってい

るので'繰道を他所することによ

って､門の自然の地形が思い出さ

れることでしょう.繰道の相良は

10-40メートルぐらいですが'保

存樹杯を含んだ爪歯や斜面の傑存

樹林をもつ雄金住毒に捷すると

ころは､100メートル以上にも

広が垂線｣の誓つく里ます｡

当確野末の岨索が必弊ですが､

蔑工申中に移牧し島木を中
心

に他殺する

予定ですぐ将来は樹木

が大きrv可

成Lt稽北ニュータウ

ンの｢み
どり｣のシンボルとして

森と林をつくるこ
とが白襟となっ

ています｡水についても､この繰氾訂回
の

大きな柾になっています｡谷戸部

を洩っているので冶成工革が終
れば水脈も安定し'水は出てくる

と思われます｡｢せせらぎ計固｣

は雨水を石効に利用し'綴沼に油
と流れをつくり'奨しい自忽叩境

を再生しよっとする計画です｡鳥

や
昆虫や魚は'木と水の安定した

府
税を必緊とし章す｡水は危険で

か
つ'漉鮫に常用がかかるためt

t･{かなか契現されませんでした

が'確北ニュータウンでは'窪

的にこの間砲姦しさZJして

います.琴1地厚にモデル仏画を

つくったのも､雨と水位･流水の

関係や'山負の胴衣'池やせせら

ぎの横道へ池の歪の変Y移放
した地物の生群状況等農間をか

け轟する目的で行っているの
です｡何年かの共
助と結果

は'他

の場所でのせせらぎ
'接近の

奴計

に
反映されるもの

です｡
禁の移植末として喝ヤマザ

ク
ラ'カシ(白虎･荒樫)､エゴ.
ケヤキなどが準えられますが'既
存杯としての竹林やブナ･ナラt･t
との雑木林の傍注育成は大桑問
周と

なります｡｢ふるさ

と｣らし
さはこれ

らの林に代茨されると

い

えるため'今後さらに検酎を正
ぬ

る必姿があり幸す.
また1部の綴道は
1億宅地に壕

していますので'その塊は､歩行

宅Er.F用道路と同fE:.ブロック塀な

どではなくへ生埼等で緑化する必
野があると思われます｡
いずれにしても襟道は'自然の
樹木が相手であり'落葉の帝節な
ど地域住民の愛着により幾かに両

て

られる件糞のものでもありま

す
｡

(

おわりに)

現
在
､

横浜市と公随では､この

計
画
毒
の
た
g
自
転中対

巧体

の
不
自
由
な
人
々
へ
の配慮などを

舎

jY調
整
作

#
に
と
少

かかっていま

す
｡歩

行

老巧用道路の緑道蝿梅北

ニ
ュ

ータウンの大主な財苦る

計画です.

9L



E)第(
地区■
土地区画整理審議会
〔第四十五回〕
昭和五十四年八月
二十三日開催
t貰指定についでは､弟2

回

収携m神足と畠川5(その

1
)
丁

零12凹地について桝間が

行
わ
れ

'糾せ嘉川河川蓬及

ry
缶
山
川

LL)(その2)丁零との脚迎

事
に

つい義明が行われた.
萎乗について唱原案

に
界

放ないihlの雲薫甲が行わ

れ
､
ま

た'すでに蓑の稚定 してい急山川17-11工葺く二
匹嘩成定行基火が出さ

れ

た.
二

評価Z遇任について喝評価

片

であっ義和選の机は定

井

霊長藤牧禁の死重に伴

い'

記叢の伊41ニ姓氏を後任の

評価

月として浬することについ

て

聾の同意がなされた.ま

た

'評価局会の歪状況等につい
て説明が行われた｡
ロ第二地区EZ
土地区画整理審議会
〔第四十四回〕
昭和五十四年八月
十六日開催
l収洪地相蟹についてはtB二
回仮歪疋と.y早糊に簸
拶坂を〟草とする珪田町のm脚朋
について柄慨かなされ､変に鞘
R･1い旨の答申が行われた.
二辞鵬良の浬については'横
沢市校区の監定B(蛋感賞放竹 .･...I:.,I.'JJ;･L.:.牢一..''''.三..I

事業対策委且会
10月2日口'墓対内香損金は'
H収放任憲蓋について
054年篤成工箭雌の迎監仏祝
について臼山林の土地惰封に
ついて柳川強m域の琴につい
て'神を香7-マとして､那4
回の蔑金色朋買;'恢放任毒針脚につい
て公団から､農工印に作虚
仮の{あの収放篭の弧紗濁所と
しで卓鮒m川治岸の田街化加を域
⑳中川4工区《第

二
地
区
》

㊤
在
日
先
2
の
2
H
区

昭和51年 日jI

次
の
垂

つ
い
て
は
旧
細
a
;坪
9

月
末
に
衰

冗責

○
港
北
K
l
地

区牛久保･北山

el水
鞍
改
修
そ
の
他
H
_
(抗
2

血
)

(地
所

)
芳

牢
久
保
町
･
北

山
田
町
･
帝
山
田
町
地
内

(施
工
内
容
)
既
存
水
路
の
改
修

穴
の
5
直

つ
い
て
は
_脚
和
訓
はT

u
月
に
2
盗
m成
嚢

の
エ

ⅨrJt
.《

弗

I
地
区
》

◎

中
川
1
工
区

⑳
中
川

2
工
区

0

中
川

3
工
区

(帥
畝
絹
か
桃
山
卯
水
路
一

の旺mMが妃め一Pれたことに伴い'

壷順行地尻内外の山鹿に鮎川叫虎

1六〇戸'55叫皮一八六戸殖叩丁一

57叩鑑]OP戸の由針六五]声の

収放任宅肇仮移転に対処

する]Z3の折があっLP
G.a;叫皮耕成工志の輩
状況について公団から'手'現任雫串の

通成工串の准抄状況と今ql軒個

分について脱朗があり.これ草っ

けて､他一変員から'牛久保丁定

の配水鴫別保の進捗状況､新香EEl

工区の工期田胤(tE3年9月神里冗

丁是)についての洋間があっ

たrこれに対し､公団から'牛久保

丁直の出水油についてはへいろい

一(東和なⅦ孤老が'金冠的に

廼エするという虫初のや九万毘
灯し'泥水地及b基爪受水工即に

必弊な‖少取の書けうという

ことで現任咽犯と撃碓めてお

り'叩内決舟な周りたい'まLY
所甫田工抵ルついては､現段朋で

は､是工州までに完了すると甥

えている百の回答があっtr
q山林の1延性糊料について 耕別とのバLhンスや今..印鑑か山

林'僻柵胸中のld粧軌喝化の比瓜

しの仰桝であることPを湖東し

て'由利して平方㍍当り月初

11円とし､太坪1月1日から実施

する.また､耕作州Iは糎放き'耕

作EE)は皿の米仏との胴旅で11肖以

降に辞定する日の噸告かあっLJ.
叫tm頚城の符空について
州から'公団の衰川計姐も

定まり'62畔濃スケジュールに

よる57はT波入管それに作う旗
センタIの蝕湖'毒丁封の移

惜Pに対処するtjtS'川講城の

現山を行いたいとして'世苛澗
企朋㈹‖伽や攻m草枕の日朝Vの

批朋が行われたが'他繋Hから

叫ぶか;i+れている以在では､相似

;EI.Lである'また'川適地城の変

父にはⅥ爪に対処すべきだとの愚

見が出され､結局､今回の川途変

晶から'推称泊について'休一軍は見送りということになっLP 達成工事(Jlr和町)集合島地利用協定運
営準備委Å会
8日甜臼'班n搬地利川似従迎
M他州項目余はtTH神Huの雌St
対耶収入額ー｣余のE:-で小された
《Mの関門(･3=.-冠具対
綿貫月余の陀事串間)について検
討する心巧第7回耶㈲奄出金を
W値JLP焼酎の結果へ現段階においては この他啓で充分であるが'日脚土

の側他'臼状収榔牧のⅧ淵､節に
ついては､できるだけ早糊によめ
具体的な歯苔蟹も一望ノ必繋がある
として'その旨'公団へ申入れる
ことにt･1つLFまたへ蝉棚番艮戊から公fElの回
答について､鬼レポ鹿朋会を熊
姫するさっ各香料に堺塁が出され
l､9月㌘白へ公地の先の関谷によ
り'嬰門≠萄利用協定を慮する
上に荒共作がはば唯化さ
れたとして'同刺川協姥について

･･:,fi.:騒' 折するため､耶co岨岬仰垂的会

を朋他Ltf磨ルへ文の換町に入るT即に'前回

坤仰塵幽戊から好盟のあった'公

団の回答についての各地区規朋会

の倍巣についてへ各地区香貝から

叩告があっtJ.各地ばの噸皆を総合すると､耕

土や叩収祁帆へ水止の取付け等に

救い岬小が示された去ノである.
桝に刺川柳妃の道糸的枚肘を行

っiPその中ではtS苔≠海の圧

城懲川する山の馨瓜取のもの

とするか'堤のものにするか'

広日収広範塀等の扱いの中空UO

仙Mi･tととする〓己の警不す

らのほどっするのか､窮利用を

やめるときの+箱と独和碧

との閃脈をとっするか神々につい

て冶張がかわされLrP
なお'沢凧も引讐放射する

蔓である｡
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荘
し
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

新
し
い
年
が
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
.
意
典
深
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う

'
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
｡

昭
和
五
十
五
年

一
月

･

･
･
,

如
呼
逐
一

昭
和
五
十
五
年
の
新
林
を
迎
え
'
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
｡

本
年
も
昨
年
以
上
の
お
力
添
え
'
ご
推
蛙
を
お
願
い
致
し

ま
す
｡

昭
和
五
十
五
年

一
月

;
.i
,
I
..川

.
…

..

-･･､
･■･…

な
が
い

な
が

い

冬

の
日

の

後
に
来
た

こ
の
ゆ
る
や
か
な
感
情

こ
の
暖
か
い

陽
ざ
し

こ
の
新
ら
し
い

季
節

の
贈
も

の
を

か

ら

だ

い

っ
ぱ

い

い
そ
い
で

か
ら
だ

い

っ
ぱ

い
に

う
け
と
ら
う

三
好
連
治

｢群
の
日
の
感
想
｣
よ
リ
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昭和55年 1月

.

も
や

い
.の
心
よ
も
や
富

港

北

区

中

川

町

大

久

保

正

治

朋
海
か
真

正
へ
と
男

の昏
-ま

し
い
苑
鹿
の
旗
に
､
農
業
の
光

歩の牛

の
歩
み
に
も
似
て
十
年
1
日
の
姿
が
あ

っ
i
P

労力
は
足
り
て
も
耕
地
は
足
り

な
い
.
席
戊
i
･
度

に
い
た
っ
て
は

入
生
血
雌
で
あ
っ
L
P
そ
し
て
榊
い
る

紫

も
金
地
の
堺
人
が
な
か

なか
で
き

ず
､
樗
尿
に
削
る
よ
り
外
心
か
っ
L
T

尿
庚
人
妻

は
都
会
他
と
の
契
約

汲
肘
す
方
式
が
妓
く
琉
い
ち

そ
の
駅
の
こ
と
で
あ
る
｡
毒

と
林

し
た
六
八
中
で
出
相
室
一rK
乃
至
四
本

な
つ
け
て
神
奈
川
･
川
椅
･
葉

方
面

へ
朝
早
く
か
島

っ
て
出
か
け
L
P
旧

知
に
入
る
竹
か
一同
キ
カ
ー
を
悶
い
'

牛
畑
中
と
な
り
､
殊
に
銀
色
い
朋
肘
牛

が
銅
のあ
く
､
使
い
良
か
っ
た
の
で

韓
卓
が

非常に
多
く
な
っ
L
P
偶
を
庇

っ
て
い
た
款
も
古
く
か
怠

っ
た
が
旭

え
な
か
っ
ち

牛
の
万
が
手
軽
に
堺
っ

こ
と
が
で
蔦

そ
の
後
は
漂

化
し

て
日
動
]査
苗
Tと
な
る
.

こ
れ
は
六
八
位
時
代
の
こ
と
で

冬

や ･重 き

-て＼.

時

などは
年
低
の
二
時
へ
二
両
と
も
な

る

と'五
台
も
十
台
も
此
汲
み
の
州
少

中
が
ガ
ラ
ガ
ラ
と
潜
を
た
て
て
続
い
た

も
の
L
P

l
つ
の
倶
村

見出
で
あ
っ

L
P
そ
れ
菅
坤
八
に
女
･こ
と
も
が
炎

う
け
弁
当
を
持
っ
て
行

っ
L
P
出
会
っ

た
相
良
い
と
こ
ろ

で炎.n
け
な
a
ペ
て

か
臭

八
中
の
努

を
州し義
を

瓜
い
L
P

中
川
や
山
内
は
'
善

へ
出
る
に

し
て
も
街
辺
に
大
き
な

額があ
っ
て
､

丘
い
荷
で
は
延
見
る
の
に
搬
渋
L
L
P

そ
こ
で
推
考
え
る
と
も
な
く
'
金
で
自

然
に
隼
れ
た
生
格
の
知
榔
と
で
立

ち

か
rも
や
い
申
し
で
あ

る.ES代蛤で

宇
久
は
r共
同
伽
e
J
で
あ
り
r共
周

作
仙
巴
で
雪

.
そ
れ
は
誓

あ
が
る

の
に
二
台
乃
至
】毒
の
中
が
共
同
し
て

1雪
ノつな
収
の
上
ti
で
州
し
卜げ
る

こ
と
で
､
見
ず
知
ら

すの
人
と
で
も

｢
も
や
い
ま
し
ょ
.O
.J
｢そ
う
だ
Lt
O

赦
む
よ
｡｣と
l諾
っ
た
只
合
に
嘘
め
て
自

然
に
な
亡
や
か
に
や
っ
た
も
の
L
F
悔

EZ]､
長
い
収
や
&
･涙
で
､
そ
ん
な
風

林
が
鼻

け
ら
れ
i
T
こ
れ
は
桝
人
を

窃

に
す
る
r秋
採
炭

は
何
か
テ
る

人
ぞ
｣
の
心
の
別
わ
れ
で
あ
sh.
耶
も

が
内
に
叔
し
て
い
る
満
i:で
あ
る
.

百
中
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
韓
批
地
租
の

中
で
'
十
確
使
用
の
段
階
で
も
そ
の
よ

･つな

rも
や
い
J
の
心
か
双

められる

の
雇

い
か
｡
例
え
ば
'
ビ
ル
の
共

同
蝕
典
や
鹿
的
利
用
猶
側
志
な
ど

こ
の
榊
神
如
し
に
畢

貨

や
共
同

誓

八
っ
た
な
ら
へ
共
同
は
比
か
け

と
刺
官

服
碗
だ
け
の
も
の
と
t･tか
'
披

日
振
り
返
り
t
と
ん
LJ
に
む
な
し
い
も

の
で
あ
る
か
､
後
悔
し
な
い
で
済
め
ば

幸
い
で
あ

る
.
先
人
の
こ
う
し
た
立
派

な
心
を
埼
っ
て
お
い
て
く
れ
た
こ
と
に

賢

か
ら
'
多
く
の
何
棟
の

心
の

中
に
よ
み
が
え
ら
せ
て
い
た

だけたな

ら
'
そ
れ
′嘉

外
の
率
い
で
電

同
じ
Lや
っな

こ
と
で
r一各
人
し
ご

と
｣
と
い
う

こ
と
が
'
農米
州
に
し
ば

し
は
行
わ
れ
て
い
L
P
こ
れ
も
立
派
な

rも
や
い
L
L
r.
巾
な
る
ご
E5台
王
威

や
金
警

戒
だ
け
で
は
な
か

っ
i
P
今

白
は
･【ノも
の
田
岨
え
'
明
日
は
管

の

田
岨
え
ti･Sと
､仕
串
の
共
同
化
で
驚

.

横
紙
化
さ
れ
た
今
日
で
は
'
そ
れ
と
全

く
刷
じ
方
式
は
叱
れ
な
い
が
'
そ
の
捕

神
で
の
Å
横
の
共
同
購
入
､
共
同
仰
精

管
す
る
rえ
え
し
ご
と
J
か
可
偶
で
あ

り
こ
れ
が
合
理
墨

質

しあ
る
は

す
げ
｢

最
後
に
rも
や
い
｣
の
現
代
版
･
皿

碍
管

招
誓

ノ｡
十
1
月
十
八
日

の
媒
京
竪

子マラソ
ン
で
'
と
こ

の
ES
の
雅
か
は
不
明
だ
が
'
光
男

1が

臭

収
っ
た
コ
ッ
プ
の
水
を
こ
は
し
て

し
ま
う
と
'
す
か
羊

肉
分
の
受
取
っ

た
コ

タブか辛
が
し
て
や
っ
窪

S
を

見
t
T
相
手
は
的
争
相
手
で
敵
な
の

に

ま
た
ゴ
ー
ル
正
仰
望
互
い
に
手

を
暇
り
合
っ
て
仲
よ
く
T
T

ル
イ
ン
す

る
は
時
人
声
レ
さ
(収
技
規
則
並
反
だ

八
丈
ン
が

)

み
ん
付
頓
誓

さ

ぐれば'
友
情
･

友
盤
の
州
朴
の
粕
甥
で
あ
っ
て
'
私
に

舌
わ
せ
て
も
ー貿
ノな
ら
ば
､
8
本
人
の

世
か
ら
も
っ
て
い
た
rも
や
い
の
心
｣

か
ら
牙
ば
兄
､
そ
し
て
中
っ
て
き
た
も

の
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
｡

〝

地
下
鉄
″

-
路*
S
N始
ま
る

ー

地
下

鉄畠

は
棚
沢
-
研
桝

tE
W
の
棚
状に
峯

新
城

痢
⊥
花
石
川
佃
の
格
段
及
rr
T
蛮

地

肘の
た
め
の
制
作
を
始
め
諜
す

の
で
､ご
‰
刀
を
太
助
い
し
ま
す
.

<
川
茸
■
墳
>

他
鮮
血
血
(ボ
ー
リ
ン
グ
)

肌
や
踊
山

<
押
正
朔
仰
>

1
日
-
3
H

t･1お
'
仙
北
の
た
g

竹
城
の

･亮

な
お
倍
S
チ
る
琳
色
か
あ
り

圭
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
節
い
し
ま

す
.

京
都
市
に
お
け
る
町
な
み
保
存
の
状
況
に
つ
い
て

11
月
17
日
'
私
は
京
ぷ
Flj
が
‡
棚
し

た
｢世
界
の
町
な
畠

｣
と
'
㈹
内
で

池
め
ら
れ
て
い
る
r丘
珠
的
町
t･苗
保

存
｣
の
状

況を
視
る
機
会
か
あ
shま
し

た
の
V

こ
の
紙
面
蓉

ま
し
て
憎

様
に
抑
州
介
し
た
い
と
存
じ
ま
て

r世
界
の
町
t･t垂

の
方
は
､
岡

崎
公
園
内
の
京
都
伝
統
雲

爪
で
I

B

臼
か
毎

ま
で
パ
ネ
ル
琴
井
を

も
っ
て
ア
ジ
ア
'
ア
フ
リ
カ
､
n
I

ロ

グ
パ
､
鞘
北
ア
メ
リ
カ
な
ど
各
駅
の
代

茨
的
町
Lllみ
を
摺

介

し

てい
る
も
の

で

昨
年
の
相
月
に
｢世
脚
文
化
向
田

都
和
J
の
C善

を
し
た
京
都
f
が
'
川

内
で
進
め
て
い
る
町
な
み
併
存
の
第
刀

を
'
世
岸

碗
野
の
中
で
改
め
て
見

正
す
た
吟
ル開
催
し
義

妹
的
な
虚
し

だったとbt(～
.
嬰
円
で
は
｢展

示
4巴
と
桝
せ
て
大
草
搬
供
や
独
仏
東

を
机
脈
に
し
た
､
r<
岨
撫
座
｣
星

T
tt
b
れ
た
桝
蹴
金
も
開
か
れ
て
い
ま

し
た
が
'
斐
頁

女
､
い
ろ
い
ろ
な
人

達
が
参
加
し
て
お
り
京
都
の
人
通
の
こ

の
間
雌
に
つ
い
て
の
BE心
の
探
妄

示

し
て
い
声
レ
i
P

印
円
の
r町
t･1み
保
存
粕
区
｣
と
し

て
は
'
碑
山
山
北
の
満
水
寺
か
ら
八
坂

神
社
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
門
前
町
の

r
葉

苧
ル
ね
い
)坂
保
存
地
区
｣
､

卑
宅
の
玄
関
と
見
湛
え
る

車
産
の
入
口
｡
内
部
は
甘

通
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遣
り

日
本
血
の
大
義

と
虻
が
鳥

.L･

で
代
表
さ
れ
る
r枇
児
新
伯
保
存
地

ビ
ー
､鵬
地
野
の
西
北
'
ル山野
(あ
だ
し

の¥
広
寺
汐
品
で
心
に
拡
が
る
｢防
峨
竹

尾
太
併
存
地
区
｣
､
崩
碓
伝
脱
で
名
商

い
搬
鵬
･轟

茂
地
区
｣
の
1
つ
の
地
区

が
相
疋
易

し
い
手

で

こ
れ
ら
の
地
底
m定
の
夢

見
石

と
'
草

地
は
内

の
田
虫
の
㈲
か
ら

｢地
域
の
藷

に
破
づ
い
t
iJ]iF
S
的
LJ

相
性
A
J傑
全
す
る
こ
と
か
､
珊
嬰
藷

を
丑
か
産

み
の
あ

る
も
の
に
す
る
ん

だ
.｣と
撃
つ
声
が
上
り
'
前
に
対
し
て

保
存
の
た
め
の
財
澱
満
足
を
求
め
る
過

勤
と
t･4り
'
そ
れ
蔓

け
て
杓
が
｢京

孤
巾
巾
術
他
如
拙
集
飢
｣
を
捌
疋
し
た

と
違

考
持
っ
て
お
り
'
地
域
に

胡
ゴ
し
ん娠
さ
と
ー写
も
の
が
う
か
が

え

葺
美
肌
で
は
掴
寒
梅
区
内
皿
8
.物
の
新

刊
､
増
放
牧
に
当
っ
て
は
計
固
tLit常
で

市
と
協
議
す
る
廿冨
L
推
論
つ
け
て
お

り
､
相
に
加
硫
の
外
野
L
つ
い
て
は
周

辺
知
物
と
の
知

和を細るた
め
'
材
4

や
工
法
に
つ
い
て
柑
曹

受
け
る
申
と

な
っ
て
い
て
､
車

に
4
]興
し
た
も
の

に
対
し
て

は'補助
金
が
交
付
荒

る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
h
.

対
奴
に
な
る
の
は
住
居
様
式
'
店
輔

故
式
､
*
'
塀
'
世
虐
な
ど
で
蔓

の
三
分
の
)
.
百
万
円
を
限
度
と
し
て

補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
｡

京
ぷ
iE
か
伝
茂
的
tlj町
蔓

将
来

に
向
っ
て
保
存
す
る
た
め
に
払
っ
て
い

る
弊
刀

そ
れ
は
憎
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
ト
℃
ノに
こ
れ
か
′茅

し
い
町
を
遭
っ

て
け
く
所
で
は
､
l
見
附
椀
か
細
い
よ

うに
も
妙
見
ま
す
か
'
｢町
と
有
う
も

の
か
‖uも
今
も
人
が
住
む
こ
と
に
よ
っ

て
息
T
W

ま
を
て
こ
に
住
む
人
通
か

快
感

苧こ
迎
補
を
求
め
な
が
ら
永
く
生

活
し
き

崇

｣
で
空

蝉
等
を
弔

え
合

せ事す
と
､
r新
し
い
町
づ
く
り

の
中
に
お
い
て
も
､
仙
カ
の
ま
々
が
何

機
的
に
繕
び
つ

考
即
と
し
て
の
l
つ

の
産

気
が
出
る
き
つ

に比価し
て
にけ

く
ず
が
､
将
束
の
間租
と
し
て
大
切
な

申
な
ん
だ
.Jと
榔
尽
し
た
次
第
で
す
.

(招
北
二
ユ
J
h
タ
ン
慧

宗

田

乃

=事造成現場･防災夕山こはいら凱lT･.〟
.''11と書山九の

子どもたちは冬休み､

造成中の=事現幼 ･防災ダムはたいへん危険です｡

お子様が近くで遊んだりすることのないよう､ご注

意をお願いします｡
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市
営
地
下
鉄

3
号
線

(横
浜
丁

新
横
浜
)
の
起
工
式
行
わ
れ
る

-
59
年

4
月
開
業
を
め
ざ
し
て
1

2
月
1
日
､
沼
北
区
の
尾
幌

公園で

雨
の
中
心
部
と
粘
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を

中
心
と
す
る
朽
北
部
羽
蟻
を
冶
高
宮

地下鉄
3号投網訴駅-新讃
駅間

(7
･
1
㌔
)
の
起
工
式
か
'
抑
郷
iE

長
を
は
じ
窺

叩
串
多
軟
の
出
柿
を
掛

て行われましたe

同
路
編
は
棚
両
駅
か
ら
'
神
狩
川
区

三
ッ
沢
下
山
J
≡
…ノ沢
卜
折
'
片
■

町
'
確
斐

穎
公
皿
の
1
ヶ
所
の
中

Ⅷ
駅
盈

て

新
例
由
駅
に
垂
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
へ
工
事
に
は
1
年
間
'

総
薫

1
千
度
円
(1
キ
ロ
当
り

的胃四十億円)
をかけ'旧畑59川mT

4月には㈹邦の毒
です.析野崎

Ⅷは14分.
また'耶交皿句

で
は

'
薪
柳

沢-

噌
北
ニ
rt-
タ
ウ
ン
ー
あ
ざ
み
脈
肌
の

措辞及び
工法か積肘するために'

約
日
十
5
所
に
わ
た
っ
て
ボ
ー
リ
ン
グ

に
よ
る
池
井
淵
誓

堆
め
て
い
暮
す
.

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
'
松
北
ニ
rT
タ

ウ
ン
へ
の
地
下
慧

摘
折
肘
も
､
一
g
!

只
体
的
な
も
の
と
な
っ
て
責

鶴

見
川

の
竣

漢

は

じ
ま

る

｢

特
別
な
用
地
｣
地
区
ま
ち
づ
-

り
協
定
案
検
討
会
行
わ
れ
る

-

近

隣

セ

ン
タ

ー

地

区

･
エ
塘

倉

庫

地

区

･
共

同

住

宅

地

区
-

畠

･
g
i
･
認
日
及
び
12
月
5
･

6

7
日
の
6
日
朋
に
わ
た
S
(

r柑

別
な
川
地
｣
ま
ち
づ
く
り
協
定
集
に
つ

い
て
､
椎
並
協
･
義

対
熊
蚕
月
金
主

等
'換町
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

これ管
月

に集作成のため

の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
之
打
っ
て
以
来
の
も
の

で

その機の
検
相
成
娘
烹

ま
え
た

集
の
町
筋
と
検
即
を
各
｢
特
別
な
用

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
決
ま
る
/

公
団
が
被
け

して
い
轟

北茶
丁
地

区
及
謎

二
地
蓋

霊

の
恵

整

搬
会
の
蓋

の

任
期
が
､
2
月
訂
日
学

な
呈

し
ち

そ
の
た
め
に
新
た
蓋

の
退

歩
が
必
弊
と
な
り
､

そ
の
】芸

が
実
施

さ
れ
ま
し
た
.

こ
の
盛

Tの
正
挨
補
の
受
付
は
'
1

月
8
日
か
昌

百
ま
で
行
わ
れ
､

苅
一地
区
で
は
､
義

挙

l+
四

笥

低地
欄

竺
考

B

二地
区で

唱

+
璃
所
作
必
二
七
八名
t
W
粕
川

歯
二
名
の
立

松祁かあ
-1
蔓

そ
の
縮
粥

閑
地
比

とd
桝他州

者
に
恥
し
て
は
､
立
状
祁
鵜
の
軟
と
適

等
す
べ
裏

山
の
鞍
が
同
じ

となり'

等

し
で
借
地
椎
名
垂
貝
と
し
て
決

定
し
き
し
た
｡

一
方
､
同
地
区
と
も
'
嘉

所
有
者

に
関
し
て
は
､
讐

毒

し

た
か

'そ
の
頃

岡
地
比
の
立
鵬
禰
必

か
ら
巾抜

祁
仲
鞘
仙
か
抽
出
さ
れ
'
蛸

E!
'
十
荊
所
巾
池
に
押
し
て
も
立
川
榔

菱

故
の
二
･吉

名となり.
E地

区
姦

な
し
壷

か
狭
窄
し
ま

し
た
.

両
地
区
の
垂
凶
は
別
衣
の
と
お
り
で

す
｡

(立
嘆
補
Lg
]]t
に
沌
i
O

地
｣
田
山
m著
に
誓

ン
と
し
て
爽
漉

さ
れ
た
も
の
で
す
U
草
加
者
は
多く
な

か
っ
た
も
の
の
参
加

者
と
助
首
功
の
間

で
熱
心
L<
肘
故
が
行
わ
れ
ま
し
た
.

な
お
へ
さ
ら
に
州蒼

を
狭

めQた
め

今
後
と
も
こ
の
糠
の
検
肘
金
を
爽
押
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
李

.

畏

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
他
〆
､
駅

仰
セ
ン
タ
ー
地
政
に
つ
い
て
の
ま
も
づ

く
り
塁

に
つ
い
て
は
､
坤
伽
か
盛

竹
見
川
の
汝
樫
山

ついて
'瓢
般
LI

は
;(柔

苦

(腰
仙
拷
什TM
ま
で

に
椛
下
鴨
刀
を
厄
秒
9
5
0
.E
に
す
る

も
の
)
に
そ
っ
て
､
汝
作
用
大
型
ポ
ン

プ
船
を
雅
近
し
､
大
助
埠
Ⅶ掌

で
の
汝

狂
土
迎
施
明

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
の
欺
戯

蓋

洲
を
野
花
て
曹
芦
し
た
が
'
昨

年12円
21
8
に
は
也
工

式を行
い
､
5

坤
腔

～歳

差

に
t
jq
格
的
に
放
伐

を
は
じ
め
鼓
し
芥
つ

ゆ
見
川
の

改作は雌北
ニ
rT
タ
ウ

ン
公
出
花
行
｣由

区
側
旅
別
邸
粥
の
粕

成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
切
出
と
も
な
っ
て

お
り
､
そ
の
成
娘
が
大
い
に
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
.

い
し
だ
い
､
検
射
角
A
J爽
淑
ず
る
斗
虎

で
上丁
.

港
北

ニ

ュ

ー

タ

ウ

ン

生

活

対

策

協

会

設

立

さ
れ

る

｢噂
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
窪

対
席
協

会
｣が
昨
年
三
日
】百
に
放
正
さ
れ
邦

l
回
の
葉

朋
舶
さ
れ
声
j
L
I.

こ
の
LJ
と
皆

末
位
義

行
の

1由
監
凹
耶
別
曲
集
に
し忠
ソ'
従
来
の

護

の
墓

を
彬
少
せ
ざ
る
を
解

す
'
真

束
に
向
っ
て
議

軒
の

七
繁

盛
ら
誓

い
と
い
っ
た

同
じ
伯
み
を
持

つ

地相新聞志が心
音

り
'
互
い
に
協
力
し
食
っ
て
真

如

対
熊
を
確
立
し
て
い
く
LJ
と
か
目
的
に

自
主
的
畠

級として
先
に
〝
嘩
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
中
川
地
区
互
助
会
〟
が
昨

年
六
月
に
'
ま
た
〝鴇
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
互
助
会
″
も
昨
年
士
月
に
改
正
さ
れ

O
L
_k
P

協
会
は
こ
れ
ら
二
つ
の
義

金
相
互

の
潰

れ
梅
と
統
1
そ
蜘
る
た
め
の
阻

粒
と
し
て
故
正
さ
れ
た
も
の
V

)T
協

会
の
止
別
別
辞
攻
は
次
の
方
々
で
す
｡

理
研
焚
(招
諮
れ
妓
)竹
内

繋
突
氏

削
ぎ

妓
(紹
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中

川
他
か
1m
助
負
<
長
)

金
子

傑
氏

同

(湖
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
貨
肋

会
t
戊
)

中
山
坦
】rE
氏

土地区iF耗唖●JL会g!JL名ff
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広
報
紙

r
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
｣
は
事
業
に
朋
す
る
朴
肯
'

I(
ケ
ジ

ュ
ー
ル
帝
を
地
元
住
民

･
関
鎌
者
に
お
知
ら
せ
し
､
事

実
に
対
す
る
理
瀬
を
得
る
と
と

も
i
r

関
係
部
の
皆
さ
ん

の
意

見
交
換
の
廿
と
し
て
､
昭
和
46

年
8
月
に
邪

一
号
を
発
行
し
て

以
来
､
お
魚
嫌
JLIも
ち
ま
し
て

木
骨
で
軒
五
十
廿
を
兼
行
す
る

に
重
り
ま
し
た
.

そ
こ
で
本
号
で
は
今
ま
fJ
に

発
行
さ
れ
た
新
関
の
中
か
ら
い

く
つ
か
の
妃
事
を
放
り
出
し
て

稚
北

ニ
r]
-
タ
ウ
ン
姓
政
宗

の
歩
み
を
掘
り
返
ウ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し

た
.
な
お
'
欄
外

に
札
I
か
ら
札
紺
ま
で
の
発
行

年
月
を
秋
示
し
ま
し
た
.

港
北
ニ
ュー

タ
ウ
ン計
画

こ
こ
十
救
坤
の
白
プ
チ
し
い
穫
哲
り

恋

P
ルと
も
な
い
､
即
日
関
へ
の
人
口

9
革
は
畔
と
と
に
丑

に
巻

-い
ま

∫
.
桝
粥
m
J
佃
岬
的
十
万
人
義

久

る
入
り
梢
が
あ
a
､
な

か
であ
ルル
･

は
姓
はm川
も
r
ハロ
州
加
畏

し
い
与
J

ろ
克

っ
て
い
草

.

バ
ク
バ
肇

星

野
放
た
Z
v
い
ま
も
と

LJ
p
t
窟

萱

こ
す
こ
と
に
.t;N豊

丁
.

理
想
的
な
住
宅
地
に

INo,1(46.8)l

このL蓋況かbMは､柵秩序重来府に腎良好a･+横芝人達重義QJ憩丁ること

にいたしましケ｢

洪川は'こ妻めるにあたって【垂防止Jr%Mt群の地帯亡r川出暮血の手もづくDLといPl)1つの引藁型芯

･｢-事した.

粕化こrTタウン他水芸刑

川
に
つ
い
岳

姦

べ
車
丁
と
'
余

ー
ル
で

こ
れ
を
r捲

)
的
下

]]E
Ej九
十
t
ヘ
ク
タ
ー
ル
(別
件
叩
l

三
一ヒ
へ
ク
4
-
ル
)
r弟

目的
地

慧

嫡
】
約
円

二
+
ヘ
ク
タ
ー
ル

(舶
世

l)]t3
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
rモ
の

出
叫区
】
約
古

十
九
へ
タ
タ
ー
ル

(加
圧
八
二
八
へ
ク
々
I
ル
)
に
群
分

し
重

患

ト
し
て
い
手

.

『
お

互

い

の

理

解

の
坤

に
Jg

rだ
れ
で
も
住
み
た
く
な
る
8
円

づ

く
p
-
こ
れ
は
㈹
軟
の
臼
耳
の
l
つ
で

r
'
棚
北
二
r]-
タ
ウ
ン
梯
叔
即
粥
は

ま
さ
に
こ
の
日
芸

す
る
た
め
の

六
六
等

1
つ
で
あ
茎

丁
.
tJ
LJ

に
は
公
差

小
紙
農

M
の
企

く
心
2
の
な
い
､
仙
川
か
け老
人
ま
で

St心
し
て
い
つ
毛
で
も
鵜
Uこ
と
の
で

萱

以
常

州
九
た
任
唱
仲
川
の
他
政

党
日田
し
て
い
辛
丁
.

U
の
L
Jq

拡
題

と
し
て
r仙
北

lLユ
ー
タ
ウ
ン
J
奪

こ
と
に

い
た
rレ
ま
L
方
｢
呼
号
ん
や.
り
の
仁
恵

見
や
ご
11と
刊
空
い
も
に
い
て

LJ
の
紙

警

1
月
､
宣

誓

的
愛

山
は

い
で
T
.

(t
X
至

れ
<
tEl
l
J
)

Nhlから
NA50までの軌跡I
lil邦14ナ女発行(利札4ページ､1,脚
部)

LT
l札4､
L札OW恥と1J.
ら

145hb,
絹Jl発ti-rとなる(22.
㈱淋)

lJIOや外井行(1)【燕.!
佃符縦光の川知)

lI5札14,25.OOO恥となる
川与NL2O.
27
.
OOO恥と/iる

ll5恥26.29.
OW相lとIJ'る

121札30.
新郷やとしてカラー等井を使う

(以臥日l舟行分にはTiI例となる)

H5札3:～.
帖田4べ-ジ版とIJ.ち

H5M9､
30
.
00)伽となる

i41札43､
新称廿につさ8ページ版と発行

sJユh50とtLる

【札川】r事ある二rl-タウ

ンの実現を〃.L

員H川Mu川棚N和
せ九m公垣一署一体で芸歴qY_脈せ抄にも妙花のカモ'鰯切でわか堂もの撃t

S･Zか血の董々.

【
札
1
】
r
市
q
と
拝
し
合
う
｣

(
八

･
川

･
tI
)

招
北
lLr(-
タ
ウ
ン
針
世
に
叩
し
て

中
川
蛋

益
.
中
川
中
8
ほ
体

巧
打
で
別
か
一
.
塾
頭

榊
池
か
約
六

百
人
姫
量

(薦

S
切
替

拾
っ
て
み
る
と
)
｢廿
相
の
全
収
に
つ

い
て

谷
川
軒
別
に
'
内
B
.
相
似
､

決
定
府

印
を
切
芸

た
い
｣
r粕

城
内
の
異

邦
巧

護

対
頂
宅
この

し全
ノに
タ
へて
い
る
か
｣

【
jg
l

】｢
基
本
投
付
周

(
千
分

の

J
)
案
地
元
悦
明
会

昨
年
l
月
､
朋
が
以
東
し
た
治
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
柔

設
計
3
'
(二
千
五
白

分
の
l
)
集
晶

即
す
る
た
叫

対
熊

憐
跳
会
に
尖

対
苅
小
香
山
負
を
穀
け

て
杓
射
孟

わ
た
耗
T

さ
LPに
肺
周

に
仲
耶
す
る
た
め
凡京
紫

凶
(千
分

の
こ

集
を
作
は
す
る
こ
と
に
t･ti1
ま

A

.

【
札
I
】
r
港
北
二
r]
-
タ
ウ
ン

開
先
対
策
性
比
会
群
E
ZE
)は
会

的
か
れ
po
.
斬
垂
<

r
八
六
名

手
■
さ
れ
る
｣

41品
は
'
こ
の
望

灸
の
曲
畑
ん
P

嘉

川
'
富

の
作
鼎
の
城
北

の
噸
皆
に
a
iい
て

蕃

t
の
1

那
喝
帖
丁
る
こ
鼻

は
か
ら
れ
丁
禾
さ

れ
ま
し
方
｢
こ
れ
は
'
い
ま
ま
で
こ
の

窒

蓋

お
よ
〃
肘
佃
の
力
々
の

垂
棚
を
附
技
が
行
っ
て
い
ま
し
た
か
'

昭
北
ニ
ュ
ー
ク
ク
ン
細
別
は
t
m
以
*

加
を
饗

の
1
つ
と
し
て
叩
比
円
ら
が

r揃
巾
｣フ

=ヽ
J
や
丁
る
LJ
と
に
太
楽

の
思
帆
が
普

の
で
'
呑

お
よ
〃肋

間
の
番
4
畳

め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
.

【
他
日
】
｢
施
行
蚊
揺

･
事
9
K
計

官
縦
長
括
る

一
八

l
E
]名
か
推

■
｣咲

先
が
10
月
14
日
か
b
二
退
間
に
わ

た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
菜

こ
れ
か

ら
の
日
野
唱

椛
花
柳
仰
中
及
b
て
の

嘩

l迎
Ⅷ
以
内
に
糾
山
さ
れ
た
食止
t
L

を
ま
と
g

E5日
か
脚
聖
刀葉

だ

f
¢れ
'
雄
此
大
山
は
こ
れ
LP
の
感
化

粥
の
探
.a
t不
派
出
缶
状
や
採
択
の
油

C
に
は
は
蓋

に
挙

る
烹

じ
､不
採
択
の
蜘
ハ
は
七
の
th
Jtt比
H

.vae
Lh
J
姐
御
し
き
丁
.
こ
か
臼
の小

鞘
が
苧

穐
'耶
遷

叫
と
な
り
亮
｢丁
.

事

業

の

歩

み

CvO

2

E
'
六
大
■
t
t
雪

f

L茨

41
･
7

*
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
t
,

■
を
也
冗
r
浸
明

｢
.
斗

･

T
.･
;
I

42

9
I
IO

■
一
F'嘘
冗
艮
明

色
.計
E
の
主
官
は
明
X
I
E
])

-
⊥
芯
北
二
r]
-
タ
ウ
ン
J
政

事
柄
市
を
荊
名
町
に
熊
i
l

(43

7
)

の
･9
-
1

t
IE次
覚

悦
明

■
.~E
_
■
F
一
r
急

は
b
J

(一2
回
)

･1
公
田
､
*
北
開
発
_
拐
林

寺
R
l田
に
k
JI

(44

8
)

【
他
日
】
r
lE
本
住

宅

公団
先

行
'
土
地
区
宥
i31理
‡

巾の
施

行
規
は
及
び
事
暮
什
Fr

-
月

77
日
比
可
に
な
pO
｣

‖
<
;
P
(ハ川
が
､
亀

i<

Ta
)仰
抑
し
て
い
毎

仙
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
喪

M
空

の
押
汀
鶴
川

及
某

刑
脚
が
'
8
封

笥

さ

山
u

JL

こ
山か
b
は
'
い
よ
い
.サ
ル
柄
幣

て
小
に
鷲

ナ
る
こ
と
に
..Tt墨

丁
の

で

一
榊
の
e
SB;を
加

地い放しま

す
.

【
仏
日
】
r
土
地
区
書
究
理
■
沈

金
8
<
決
ま
る
/
し

荊
一撃

パ
ー
セ
ン
ト
＼

(45
･
2
･!3
)

出
羽
･
大
E
t
X
†
用
地
区
_

エ

4

;
･･47

t0
W
H

舶

1

E
､
N
未
E
班
を
和
紙

曲
'
公
田
転

明

-
⊥
一
北
二
l]
I
タ
ウ
ン
盟

F
b
琵

_
秩
所
を
斬
枚

(46

11
)

47

2

E
'
公
F

Nl本
牧
肝

を
苅
熊
曲
転

明

47
･
1
7-
1

向
玉
石
投
打
を
地

元
2
5明
(K
5
5

(Ⅶ
E
])

[
舅

絹

は
.
2
)

港
北
二
r]
-
タ
ウ
ン
5'於
研
死

重
発
足

(47

8
)

(換
地
杜
の
土
地
利
用
に
つ
い

て
)

旭
巧
■
■
地
区
t
H
(48

1
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疋
(t
l
地
区
先
け
讃

地

へ
の
■
鷲

垢
)

5

4
･
12

1
枚
大
出
'
■
♯

E
t

rJ■
LL岳

P

5

I

地
下
J
i3
†
_
(所
用

井
-
*
北
ニ
ュ
ー
タ
?
/
よ

ぎ
み
■
仰
)
の
払
_
n
ll如
才

rT=.川
に
つ
い
∪

【fS1
1榔
色

目
雌

?
州
や
蛸
桝

51小
竹
仰
半
桝
に
つ
い

i,

(刑
1]･.仰
八
日
に
小
川
仰
巾
の
公

的
H
m
に
つ
い
亡

【刑
川
棚
へ出
偲

MLM
-
仙
叫
H
I_rつ
(..I

I.i
.J
_

へO
hl
秋
川
の
拙
作
に
つ
い
LJ

【
他
日
】
｢
港
北
こ
.I
-
タ
ウ
ン

蛙
投
資
全
書
吐
逆
描
協
叫
金
発

足
す
る
.L

公
川
芯
汀
りの
克

1
日
蟹

は

8
日
が
日
に
柚
此
人
いの
叫
ぶ
.i川
蟹

か
貢

LJ
GL
か
わ
は
t_;
炭

化

附
に
欝

し
て
い
か
な
け
山
は
な
り
ま

せ
へ

)
つ
の
エ
比
の
⊥
小
榊

は
約

三
=-
半
か
ら
凹
叩
y･q
遷

し
(
い
ま

丁
.
こ
･7
.3
い
⊥
小
叫
川申
.
I.J
r..

悶
也
か
兜
生
す
る
恐
jL
が
あ
り
､
そ
山

々
未
然
に
S
.i
L
､
H
m
に
工
即
が
招

け
去

る
4
1ノ'
即
朋
に
工
叩
弊
虫
か

田
舟
痕
附
し
､
閃
畔
す
る
推
胤
と
し
て

伺
脱
糞

を
親
政
す
る
こ
と
に
t･tp
ま

し
た
.
(4
･
8

SG)

【
仙
川
】
r
歴
史
民
俗
叫
壬
始
ま

る
｣49

咋
12
H
l
;
か
ら
I
E
ま
で
Iq

恥
に
わ
た
っ
て
､
fJ
粥
比
牛
久
仲
町
台

中
心
と
し
て
'
氾
附
何
科
の
淵
血
及
び

収
的
〃
行
わ
れ
蔓

こ
れ
は
山
城

B

が
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
'
こ
の

地
域
LJ恥
い
て
員

肺
･
文
化
が
S
.

宗

に
よ
っ
て
火
わ
J.Jる
の
モ
ふ
せ

首
へ
そ
れ
ら
の
比
帖
･
文
化
かー悦
tJ
に

g
入
る
た
め
り
あ

芋

.
今
川
は
七

の
荊
l
M
E
で
Tノ.

【窪
】加
托
淡
ポ止･久
仰
即
､
北
山

m
W
､
火
山
川
即
.
阿
川
日
脚
ー
サ
ケ

的
即
.小
川
Br
に
つ
い
て
は
山
九
は
肺

丁
し
て
い
る
.

【k
H
】r
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

小
牧
仙
宅
地
所
有
8
?
の
金
､
叫

浜
市
<
に
ー
月
-
EEll<
何
事
は

出
す
TO
｣

小
糾
和
議

桝
〃
〃
等

は
､
=

良
に
対
し
て
'
13
此
ニ
ュ
ー
タ
ワ
ン
W

..I.〟
,叫
P
._,5,し
.
小
火
M
P
Z
E
...

胡
の
け伯
か
ら
畑
川
叫
に
つ
い
で
S
L収

=
■~
シ
JIi
P
k

と
､

【
i
S~
】
r
t
萩
生
着
果
蒋
Jr
茸

ま
と
ま
pO
｣

ニ
ュ
ー
ク
ク
ン
地
城
内
の
爪
襟
の
此

業

火
に
つ
い
て
(･h
J.別
れ

【
i
=
】
r
住
み
よ
い
ま
ち
つ
く

り
の
た
め
に
rま
う
づ
く
り
協

定
｣
を
/
｣

噂
北
l[
rr
タ
ワ
ン
の
庄
冠

は
L
l

れ
も
が
住
み
た
く
な
る
'
現
代
の
よ
い

一粥
刀
嘗

S
Lに
し
て
い
さ
た
い
と
心

十
梢
そ
も
っ
て
い
る
私
た
ち
地
山
凸

か
‖
わ
隅
手
に
士
他
社
刈
り
し
て
い
け

ば
､
は
P
の
朋
に
ア
パ
ー
ト
や
｢･刃
が

で
き
た
a
t
日
加
小
群
仏
戒
が
で
き
O

な
ど
い
ろ
い
ろ
速

い
丘
に
班
わ
れ
､

奴
地
は
碁

)ん
小
さ
く
分
欄
さ
J
.

小
体
の
..q州
の
t･lい
､
甘
当
り
や
sd池

し
の
S
)い
､
相
の
k
･tい
'
ま
た
､
プ

ラ
イ
バ
シ
I
の
守
ら
れ
Ll
い
旺
P
他
に

t･Sつ
て
し
ま
つ
恐
れ
が
あ
り
手

.

収

頂
の
よ
い
抄
tLす
る
の
J
.
3
)

い

相
に
す
る
の
も
私
た
ち
池
㈹
功
次
肌
で

チ.析川
北
る
な
ら
封
鵬
の
よ
い
机
を

つ
く
V1
､
だ
一-
で
も
は
み
小才
Ll
る
旺

冠

に
L
Lモ
ノで
は
あ
り
ま
せ
ん
か
.

(携

り
れ
穴
目
抜
)

【
他
日
】
｢
地
下
鉄
3
号
*
事
★

免
杵
お
り
,O
t
叶
涙
-
斬

f
浜

E
Jf

付
旭
下
れ
3
り
a
i併
eL'-
薪
仰
朗

榊
の
棚
此
Lt
M
は
'
1
日
柑
_
LJ叩
か

れ
た
灘
_t
悪

め
.P
m
､
こ
オ

汚

い
､
1
日
柑
日
朝
叫
六
日
の
M
m

税
に
&
す
る
小
満
の
牝
∬
か
畦
八に
お

り
辞
し
た
.

ま
た
､
(｢川
の
蓬

S
:と
の

細
レ
P
い
の
窄

ニ
rlI
タ
ウ
ン

カ
州
へ
の
杜
仲
か
1
つ
の
肌
以
真

そ
...～費

た
.V
の
で
あ
山
'
こ
一

に
･卓

二
EII
タ
ウ
ン
へ
の
地
下
急

伸
川
畑
も
朋
る
い
=帖
仙
蜜

ま

し
んへ

【
≠
～
】
州
は
'
州
山
だ
仰
の
余
も

づ
く
り
き
て
(-
タ
ウ
ン
州
瓜
の
一
つ

の
〓
と
し
遠

別
し
て
い
･O
'
そ
こ
で

今
は
一一旨
に
､
柁
火
の
が
々
仙
く
こ
と

に
-

力
の
心
付
轟

け
て

■盃

糾
せ
火
箸

パ/
Uヽ
を
し
て
は

し
い
.rJ

U

∩

C

【
他
日
】

コ
乃
一
帖
で
小
瀬
州
i
l

セ
｣
と
か
r仙
川
●
加
の
叫
つ
く
り
｣

と
い
う
T
:明
色
‖
空

く
バ
に
し
辛
丁

が
二
二
パ
一
仏
と
い
う
こ
と
は
'
そ
れ

ぞ
れ
か
〃
鞘
の
栄

朋
州
と
L<
つ

て

あ

が
T
え
る
は
↓.
で
Tか
､
心

〟-

菅

に
唱

一′め
3
和
す
ら
略

じ
わ
かな
い
の
は
吋
他
事

ノか
.

0

0

〇

ij

【
叱
り
】
こ
の
と
こ
ろ
､
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
瓜
頃
副
小
松
γ
と
い
う
.d
邸
な

見
る
こ
と
か
あ
..n
垂
丁
.
特
休
野

即

に
ふ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
､
娼
大
仁,相
川

の
肌
上

りと
妓
引
く
不
況
と
が
鮎
凶
で

は
麦

Pれ
ま
す
が
'
私
た
あ

い
は
爪
く
ま
で
も
'
柴

Z
W
の
公
的

娃

T
ペ
主
で
あ
り
'
史
に
盛

に
誉

'
-
わ
に
札
貰

た
肋
つ
く

芭

ま
へ

何
･.L
="

=･別
渡

へ
リ
セ
日
...t
n
･IT

l
‖
ト
ヽ
J
.

止砧
の
リ
ズ
ム
そ
れ
レ
LTし
た
い
′
屯

.,
辛

.
O

0

0

0

【
札
り
】
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
恐

竜

の
中
や
1
ふ由
仰
和
の
付
耶
で
暮ーそ
の

真

rも
や
i
1
の
心
か
凍
め
り
山

谷
の
で
は
Lt
i
か
'
-
こ
の
日
神
辞
し

に
等

貨

や
兆
1.4
m
鹿
に
入
っ

た
ジ
hr
tKM
は
比
か
1,
と
利
鞘
咽
臓

だ
tJ
の
■V
の
左

り
､
維
nロ
ガ
生
血

少
.
ど
ん
な
に
n
<し
い
も
の
で
あ
る

it･+

読

者

ア

ン

ケ

ー

ト

の

結

果

か

ら

抜

粋

1

53
年

川
月

実
施

-

〔川
王
*
本
埜

二
C
O
e
(灼
丘

内
地
捕
q
]C
O
y

地
件
礼
地
相

d
E
0
件
r

聾
川
他
｣
申
出
古

.ilO
件
)

LS
t
歪

】

郵
声
hよ
ろ

【E
]呪
中
】

八
O
d
:
(甲
U
.O

H
C
]H
L状
況

民

地
㈹
d

lrn三
件

他
K
外
地
㈹
必

L]]]拝

r
叫
別
な
川
他
｣
小
山
々二

二
梓

川
)n
不
明

二
梓

川
妃
℡
亡
れ
も
的
i
･

叫
冗
(即
の
余
日
船
虫
嘉

じ
て

の
.i
巾
)

費

目H
の
一
膏

S

地
代
外
地
書付
の乃

け
H
の
】
市
甘
駅

側
軌
t
れ
力

ii成工事状況 群二地区荏田町付近

(51A11月uLJ3)

州
ど
の
よ
う
な
妃
■
手
伝
も
か

舵
手
茄
て
い
る
配
誓

解
に
な

ら
べ
て
み
る
と

S
工
研
憤
比

重

だ
.銃
ン

別
挿
管

(以
机
の
対

揃
的
〝盲

管
は
U
)

①
ニ
ュ
ー
ス
も
の

⑤
]1
rl-
タ
ウ
ン
n
I
ナ
ー

9
み
ん
な
の
八∨
つ
は

rjd
.,旧

州
印
れ
に
裁
っ
た
昭
_
価
?

札
5
の
古
代
人
の
他
称
(弛

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
柑~
北
文
化

叫

札
1
の
]LrJI
ク
ワ
ン
の

は
な
し
(人
側
S
の
空

相
叫
批

y
)
蔓

て
い
隻

脚
役
立
っ

お
■曝Y

札
3
カ､b
は

じまる
⊥･海
区

的
爪
桝
'
州
魚

の
耕
空

け
て
い
る
.

川
告

の
休
8
E
(治
平
の
大
書
考

托みルナ
さ
な
ど
)
は
と
う
か
.

｢萎

あ
｣
と
い
晶

拝
が

多
く
な
し
の
tr

㈱
◆
牡
ど
ん
な
内
等
を
韮
山
と
し
だ

_
_
を
C
#
す
る
か
.

7

慧

My
る
淵

公
址
の

>
(
r.1.4
'.1.･･.i
.,;.17
叫

(六
〇
%
)

イ

葦

筆

と

蔓

に
幽
す
る
山
霊

体
楕

肋
中
心
の
g
狐

(七
%
)

ク

申
薬
に
対
す
る
我
々
の
任
比

池
維
新
Ⅶ
々
の
忠
地
中
小
の
見

張

(二
四
%
)

エ

そ
の
他

(六
角
)

川
井
近
な
二
ユ
I
rt
な
ど
の
F
7
を

は
面
に
辰
浪
す
る
中
枠
と
し
て
､
一

K
へ
の
事
加
が
Y
入
ら
れ
ま
す
が
､

ど
う
で
し
ょ
う
か
.

7

椎
比
的
に
荒

を
芸

(E
Z也
t)

イ

姐
J]に
よ
r
重

し
よ

孟

ン

(兵
U
itJ

ク

冷

ま品
心
&
.
い

(
一
七
%
)

エ

蔓

も
い
え
な
い

(二
七
が
)

的
そ
の
他
の
■
ZZ
と
し
て

r公
雌

M
の
氾
申
箸

ん
と

【刀
げ
で
知
ら
苦

べ
き
だ
｣
､
r任

氏
の
声
萱

川*
し
て
叫
し

い
)
.
r捷

_
加
の
き
Pづ
く
わ

の
空

冨

山っ
森

山
に
〃Tt
O

J蓋

い
加
切
妻

に
｣
な
ど

が
相
川
さ
れ
て
い
る
.

■
兼

帯

か

ら

･L
知
の
殆
け
に
あ
た
s
L.
一
芸

短

りっ
左
ノ
ン
グ
ー
ト
調
垂

の

改
称
舟
掲
jfし
て
き

つ
こ
れ

ら
の
栂
火
暮

ら
ヽ
米
紙
が
也

さ
ん
の
持
し
合
い
の
材
料
と
な
り
､

席
j
!宗

の
畑
と
し
て

Lt
お
一
t

充
米
丁
重

刀
し
て
い
♯
た
い

と払い
幸
丁
.

恥2日:Sll5)rh21(SI,I) hu川 (5)･lD)rhM (51･11)rh30(52･1)rh31(52･Z)rhJZ(52･3)札日 (52･5)他日 (5ト 1) 札3日こ52･1)rhH (5ト Ll)rh17(53･日払
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昭 和55年3月

暮
第

一地

区

暮

土
地
区
画
整

理
宰
雅
会

〔k
E
t十
六
回
〕

昭
和
五
十
四
年
十
月
十
三

日
納
経

1
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
は
'
相
姦

計
囲
変
更
忠
司
で
決
定
さ
れ
た
タ
ク
/

セ
ン
タ
-
媒
肌
の
坤
耽
文
化
財
用
地

(c
T
･C
8
)
に
つ
い
て

文
化
相

の成城相定の申師資行うのに
必
姫

Llた泊は月中に収虐相克の
池
矧

を行いたいとの現駅が行
わ
れ
た
｡

続
い
て
文
化
財
の
宮
城
指
定
後
の
土
地

利
用
の
制
限
内
容
'
文
化
財
用
地
の
土

地
忘

の
考
え
方
呼
に
つ
い
て
冊
奴
が

行
わ
れ
堺
画
の
雲

に
お
い
て
世
現

地
的
花
の
脱
明
と
附
せ
て
こ
れ
ら
の
意

見
符

に
対
す
る
脱
明
が
孟

る
こ
と
と

t
]･1
つ
た

.

二

薫

香
角
の
改
遇
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

は
t
EE
在
の
垂
凪
の
任
収

が
五
十
五
撃

肩
二
十
七
日
義

丁
と

な
る
た
g

改
漣

の
ス
ケ
ジ
rT
ル
及

び
和
利
菊
に
郵
誉

れ
る
お
知
ら
せ
文

の
呪
朋
が
]t:わ
れ
L
J
'

三

小
委
月
余
の
報
告
に
つ
い
て
は
'

弟

一
山
重
用
会
及
差

別
琴

茶
壷

月
会
の
廿意

状
況
の
報
告
か
行
わ

れ

た
J+

(
第

四
十
七
回
〕

昭
和
五
十

四
年
十

一
月
十

六

日
]
M
砧

1

脱
毛

相
克
に
つ
い
て
は
t
R
l二

回
呂
の
仮
薫

定
と
し
て
'
屯

i
)配

明
の
あ

っ
た
タ
ク
ン
セ
ン
タ
-
深
仰
の

盈

文
化
相
用
地
に
つ
い
て
仲
間
が
行

わ
れ
'
併
せ

て文
鵜
川
の
蚤

相
姦

の
+
寓
利
用

の制
限
内
牢
へ
文
比
財
用

地
の
土
地
評
価
の
写
久
万
顎
に
つ
い
て

悦
明
が
行
わ
れ
LP
そ
し
て
､
A-虚
仮

惹

変

額
に
含
ま
れ
ナ
'
孤
況
の

ま
姦

る
欄
辺
地
に
つ
い
て
も
で
き
る

だ
け
早
く
仮
換
地
指
定
を
行
･妄

ノと

の
嬰
親
息
災
か
出
さ
れ
た
.

掘
出
さ
れ
た
仮
換
地
指
定
集
に
つ
い

て
は
､
髪

に
襲

い
tElの
答
申
か

行
わ
れ
た
｡

E3
第

二

地

区

□

土
地
区
画
整

理
審
議
会

〔第
四
十
五
回
〕

昭
和
五
十
四
年
十
月
十
八

日
開
催

一
公
道
補
敬
川
地
の
仮
題

相
定
に

つ
い
て
唱

挙
堤
Vの
公
苅
稚
拙
川
他

の
換
相
対
蒔

今
ま
で
伽
紺
地
不
破

う
写
八方
P
あ
っ
た
か
'
併
紺
地
で
は

稚
利
関
係
が
理
経
と
な
る
た
め
早
糊
に

埋
没
が
予
定
さ
れ
て
い
る
公
益
施
設

(窪
田
高
校
'
川
和
万
畑
中
辞
世
'野
ケ

崎
万
甜
中
畔
佼
'
柵
芸

)
の
刷
地

は
茶
琴

対
応
し
た
い
と
の
祝
肌

が
な
さ
れ
L
J.
軒
朕
の
騰
3
1
一
枚
宅

地
に
影
∬言
及
ば
孟
1ノ学
校
顎
の
公
益

社
故
が
薙
て
や
す
く
t･,6る
と
の
LJ
と
で

焚
成
が
特
LP
れ
'
次
回
曇

に
去

益
襲

用
他
の
仮
挟
地
相
従
に
つ
い
て

桝
慨
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
ち

二

重

粂
川
の
改
過
ス
ケ
ジ
rr

ル
に
つ
い
て
は
､
茄
tElの
香
山
の
珪
桝

が
五
十
五
年
二
月
二
十
盲

で
遇
了
と

な
る
た
g

改
過
の
ス
ケ
ジ
ュ
～
ル
及

び
権
利
者
に
郵
導
亡れ
る
お
知
ら
せ
文

の
説
明
か
行
わ
れ
た
.

〔
第

E
)十

六
回
〕

昭
和
五
十
四
年
十

二
月
十

三

日
的

催

1

仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
は

'
荊

三

回
B
の
仮
換
地
指
定
と
し
て
耶
回
説
明

が
な
さ
れ
た
搾
相

帯
収
､
川
和
方
佃
中

学
校
'
茅
ケ
借
方
窒

丁按
､
沖

棚
エ

場
の
公
益
端
歌
用
地
に
つ
い
て
の
肺
問

が
な
さ
れ
'
室

に
舛
駁
な
い
9=の
答

申
が
行
わ
れ
た
｡

二

小
串
日
金
の
Ⅶ
皆
に
つ
い
て
は
､

旧鳥
相
粥
光
に
よ
っ
て
舶
出
さ
れ
義

兄
む
の
対
応
状
況
及
び
m
M
乾
芦
伴

う
換
地
硬
W
覇
に
つ
い
て
各
小
筆
日
金

ご
と
の
悪

状
況
の
甥
iF]が
行
わ
れ

た
｡

合
同
協
稚

会

21
日
に
帆
催
さ
れ
た
ー

誤
印

は｢叩門
番
は
金印
の
特
利
状

況
に
つ
い
て
｣
と
い
う
こ
と
で
､
各
黍

白
金
の
奔
出
妓
ま
た
は
別
秦
蜘
世
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
稚
皆
が
あ
S
{
そ
れ
に
対
し

蔓

爪笹
が
叱
り
交
さ
れ
た
.
十奇
Ⅶ

告
か
妨
及
達

家

の
過
り
｡

1
各
香
内
金
の
主
な
潮
告
辞
碩

〔党
派
対
照
重
出
舎

C
宅
地
の
折
附
方
針
に
つ
い
て
(罪
1

回
)
〔
洛
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
内
視

罪
(那
二
岨
)
(
苓
嘘
の
他封
印
瓜
に

つ
い
て
(四
他
〆
豊

企
#
)

(=抵
抗
外
股
触
箸

別
他
の
磯
伽
に
つ

い
て
(R
l]Ei])
O
M
年
鑑
地
域
H
研

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

･土地旺鵬料の
改
定

に
つ
い
て
(那
四
国
)

(党
略
対
熊
香
山
会

○
先
行
綾
川
冠

へ
の
移
舷
に
伴
う
冴

鴇
対
熊
に
つ
い
エ
リ
移
転
棚
の
定

例

辻
に
つ
い
て
0
セ
ン
タ
I
他
隊
糊
蛾
に

つ
い
て
0
7
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
資

金

の

爽姫につ
い
て
O
｢紳
別
な
和
地
｣

ま
ち
づ
く
り
協
定
東
根
肘
会
の
鴻
施
に

つ
い
て

〔虎
雄
対
荊
重
出
負
〕

0
焔
C
腰
仙
刺
爪
聯
妃
に
つ
い
て
0
9

何畔仰秦川魚の
.･h;肋
状
況
に
つ
い
て

○
班
(.

農地の摂仰水
仙
に
つ
い
て

〔文
化
財
舶
#
確
慧

〓
会
)

0
54
時
度
文
化
財
E!<
の
中
川
棚
皆
に

ついて0
出
怖
吋
料
の
収
肘
と
保
存
に

ついて〔交池旧山m感
日
金

○地下鉄3け
掛
の
横
地
に
つ
い
て
0

人口定街の予
測
に
つ
い
て
○
バ
ス
迎

行
鮒
凶
に
つ
い
て

(朝
皆
の
内
容
に
つ
い
て
は
各
号
｢稚

光
軸
だ
よ
り
｣
の
墓

地
会
報
d]を
歩

絹
の
こ
と
)

二

王
は
出
口目礼

同

地
下
鉄
1
ヰ
税
の
指
仙
L
は
と

う
か
｡

答

当
初
予
定
し
て
い
た
人
口
の
咽

加
悦
向
､工
船
等
の
姻
加
納
向
､笥
地
方

:B
へ
の
掴
向
性
の
旧
雌
?
を
牧
附
し
地

下
鉄
に
よ

る対称か出して良いかと

入ノか
'今
性
と
糸

即
し
て
い
き
た
い
.

伺

地下鉄3
秒
掛
義

郎

州税

の
あ
嘉

駅
に
桔
ぶ
こ
と
に
つ
い
て

機
内
州
は
畑
CJgと
と
の
控

切
放
を
し

て
い
る
の
か
.

石

火
愈
叫

か
ら
た
ま
プ
ラ
ー
ゲ
駅

へ
接
続
し

ても
ら
い
た
い
と
の
申
入
れ

が
あ
っ
た

か'
技
術
的
に
困
難
と
い
う

縫
加
に
通
し
て
お
り
'
し
た
が
っ
て
あ

嘉

駅
に
接
続
す
る
Y
･八
で
あ
る
が

耶
机
に
つ
い
壷

綾
瀬

碕
て
行
き

た
い
.

こ
の
他
の
慣
S
と
し
て
'
莞

垂

EZの
蓋

に

ついて
'公団
か
ら
地
相

名

への周知
徹
底
の
仏
轍
が
あ
っ
た
.

ま
た
t
ES岨
地
区
か
ら
'
公
E
)の
造

成
工
常

州の爪凸で'防
災
グ
ム
の

珊
M粕
川土
砂
と
し
て
舛
さ
れ
て
い
る
土

地
を
､
早
く
公
凹

か倍
上
げ
泉

な
い

か
と
い
･義

山
か
出
さ
れ
た
.
こ
れ
に

対
し
公
朗
か
ら
'
内
部
で

約mする桝

胤
が
必
鍵
で
あ
る
と
い
う
…筈

が
あ
-i

差

さ
れ
t
r

.

文
化
財
放
生
推
並
垂
<
会

･

卯
2
回
文
化
M
m
瓜
仙川
仙蕃

山
公
が

12
月
14日
榊
催
さ
れ
た
ー

1

54
時
成
文
侶
州
別
允

の

中
間
Ⅶ
皆

今
咋
窺

fT
爪
仙
遡
れ
軟
お
力
所
の

う
ち
'
加
住
ま
で
に
6
カ
所
に
つ
い
て

川
手
文
学

し
た
.

捕
り
19
カ
所
に
つ
い
て
は
､
54
叩
此

当
初
の
工
罰

幽
ど
お
り
下
半
肌
に
如

旧
粕
五
十
四
年
十
1月
以
肺
に
'
卯

一他
見
3
カ
L
で
エ
抑
野
苧
し
ま
L

L
P
工
区
ご
と
の
'
エ
区
名
･
施
工
別

所
･
施
工
内
苔
･工
仙
･
葛

の

順
で
掲
げ
ま
す
｡

0

東
山
田
3
H
区
(-
･
･h
L･･也

○
嘩
W静

諏
山
田
町

(山田小
呼
毒

害
汀遇成工耶

055管J月末まで

○工藤≠識
(抹)

㊤牛久保MH区
(3
･
6
-
.EZ)

雷

牢久保即(中川小
学
校
西
側
)

∩
発
行
満
蔵
工
邸

0
55
年
12
月
小林
ま
で

9
Tハ日
光
土
人
(快
)

⑬
中
川
2
･
3

I
工
区

(-
二
･･.EZ)

(拓
北
区
中
川
町
(鍛
治
胃

近
･
中

川
町
邦
七
ク
lフ
プ
付
｢萄
)

∩
先
行
退
成
工
印

C
罷
孝
3
月
米
ま
P

O
U
顎

肌
(探
)

0

0

0

0

0

次
の
壷

は
_由
利
五
十
五
等

l月
以

降
に
工
神
苑
技
芸

で
す
.

〇
荏
d]2
の
2
H
区

8
大
熊
工
区

爪に約手
る斗砲
で雪
.

二山俗取掛の収5(
と
伽
仔
に
つ
い

て
紹
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
武
威
上
郡
の

進
捗
に
伴
い
'
健
併
用
A
t
仙}落
川
A

t･4と
か
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
'
地

IF

巾
'
公
M
の
印
日誌
刀
に
し{
リ
'

今
放
鳥

料
の
収
火
'
傑
8.〟を
蜘
ろ

こ
と
に
な
つ
iP

･
生
活
対
策
委
qt
会

10
月
00
u
t
止痛
対
頂
泰
山
会
は
'

川
ま
ち
パと
り
盟
化
(
l
般
住
宅
地

は
)
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
グ
I
曇

の
縫

過
朔
皆
に
つ
い
て
'
t
.-重

づ
く
り
勘

定
(哲

川他
)
集
帆
附
金
の
実
施

に
つ
い
て
'
肇
7
-
マ
と
し
て
荊
6
回

香
田
会
を
開
催
し
た
.

川
ま
も
つ
く
S
t粒
疋
(
I
般
住
宅
地

区
)
プ
ロ
ブ
タ
リ
ー
ダ
ー
地
軸
公
の
蛙

週
報
皆
に
つ
い
て

r5
日
如
Hu
か
ら
_0
日
17
日
ま
で
9

回
の
急

会
か
行
わ
れ
､
切
々
な
地
租

額
の
意
向
を
嘩
九
た
協
定
内
容
づ
く
り

へ
向
け
て
熱
心
t･前
威
か
行
わ
れ
た
.

LJ
の
あ
と
､
関
内
不
慮
に
丑
触
協
定
を

山だ
甲
し
て
い
る
校
区
月
し
ケ
丘
仙
人
庄

宅
会
の
役
目
の
方
と
の
恐
淡
会
を
行
う

な
と
し
て
軌
帯
金
を
終
了
す
る
予
定
で

あ
る
.ま
た
'勉
換
金
の
中
で
い
く
つ
か

の
変
5
(か
細
比
さ
れ
て
い
や
)
胃
の
瑚

皆
か
仙誌

刈
爪
秀
山
塊
か
ら
あ
っ
tr

手
仏
訳
S
tS
収
は
駅
の
と
お
卑

6
2
6
0
杉
刀
㍍
に
377し
な
い
敷
地
に

つ
い
て
の
遜
搬
招

虻を恥じる
こ
と

川
禄
化
に
つ
い
て
は
以
化
叫
稚
血
切

替

敷
地
の
劫
%
と
す
る
(旺
架
は
知
‰
)

桝
麗

他且についての策を氾訓す

る
榊
ま
ち
つ
く
り
磨
化
(琴

爪地
-

近
炉
セ
ン
ク
I
他
年

工
加
丑
山
他

ば
､
只
は
住
宅
地
堅

実
の
換
針
金
の

炎
姫
に
つ
い
て

H
韻
叫
g
i
･抑
EZ=
(ス
ラ
イ
ド
上

収
と
鴫
州長

明
)
及
び
12
月
5

6
･

-臼
(叩
机
脱
朋
)
の
6
日
州
に
わ
た

り
雄
雌

するLJとに
状促し

た
.

･
交

通
問

題
委
鼻
全

卵
一也
余
白
が
'
糾
甲
10
月
17日
に

鵬
服
さ
れ
た
.

金
成
の
U
S
.
川IJ北
･
拙
叫
レ
の
比

政
加
蛙
､
山
内
竜

を
新
た
に
宍
H

と
す
る
こ
と
を
決
定
し
'
墓

山
峡

に
ゐ
芋
鮮
氏
'
別
香
山
丘
に
山
太
光
跳

氏
を
退
化
し
た
.

芯
功
は
'
地
下
鉄
3
吋
毅
の
新
榔
泊

-
裏

側
に
つ
い
て
の
耶
版
が
行

わ
れ
'
新
小
目か
仏が
戦
地
他
水
と
い
う

こ
と
'
仰
油
を
相
違

成
完
了
(公

淵
蔑

エ
5
)
に
間
に
白
わ
せ
る
こ
と

苛
に
つ
い
て
藁

が
取
り
交
さ
れ
た
.

〇

〇

〇

〇

R
l面
会
合
が
'
E
iLF
11
日
弧
日
に

仰
服
さ
れ
i
JB

E
人
U
等

の
予
測
に
つ
い
て

住
宅
公
朗
か
ら
茂

エ
B
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
(62
年
装

嬉
光
h
)
を
ベ
ー
ス

に
し
た
人
口
足
首
予
測
の
脱
明
が
あ
っ

た
.

二

バ
ス
避
け
計
脚
に
つ
い
て

交
姐
魅
か
ら
､
公
皿
逝
成
ス
ケ
ジ
ュ

-
ル
に
基
づ
い
た
tES
･58
年
度
の
人
口

定
着
及
び
地
区
内
外
幹
農
正
路
の
較
㈲

状
況
に
あ
り
せ
た
､
田
園
瓜
前
掛
及
び

新
城
栴
駅
へ
の
付
従
的
な
バ
ス
ル
ー
ト

の
禁

的
.i:4増
え
方
か
槻
朋
さ
れ
LP

三

そ
の
他

空
地
砧
か
ら
地
下
鉄
3
吋
琳
憩

で

薪
柳
浜
-
あ
ざ
姦

刷につい
て
'
航

空
側
皿
と
ポ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
土
舟
朋

血
か
英
施
さ
れ
る
旨
の
胡
皆
が
あ
っ

た
t

*
合
土
地
利
用
協
定
連

.

曾
準
榊
委
<
会

11
月
13
日
'
川
生
琵
叩地
捌
腔
の
取

扱
いに
つ
い
て
'
川
蟹
口膿
胞
利
用
協

疋
米
の
牧
附
帯
婆
7
-
マ
と
し
て
'
邦

9
回
垂
加
金
色
舶
Ⅷ
L
LP

1-1
生
盟

椛
欄
庇
の
収
扱
い
に
つ
い
て

m
以
耽
届
か
ら
､
和
は
出
仕
'
腺
炎

対
地
傑
高

段
に
よ
っ
て
朽
脱
化
区
域

内
の
腰
仙釜

留
に
対
応
し
て
い
る
が
､

①
法
排
･集
肌
に
よ
る
税
の
減
軌
府
止

が
EB
坪
喋
で
別
れ
る
'
①
宅
地
並
森

悦
の
C
横
地
へ
の
拡
六
が
予
憩
さ
オ

る
'
な
けこ
哲
脚
ま
え
桝
浜
川
に
お
い
て

も
'
生
餌
榔
仙相
違
の
叫
人
の
方
向
で

倣
肘
之
始
め
て
い
る
が
'
倣
選
出
体
と

の
出
超
が
放
っ
て
お
り
'
55
年
鑑
実
施

は
凶
恥
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
旨
の
脱

別
か
あ
っ
た
.

仰
5
石
搬
地
利
川
協
定
に
つ
い
て

呈
｢ノ5
戯
庵
か
ら
'
蔑

工
申
ス
ケ

ジ
rT
ル
管
用
ま
え
た
利
梢
選

集
の

禁

的
な
佃
阻
み
に
つ
い
て
訳
の
よ
う

に
規
明
が
あ
っ
た
.

S
投
定
は
似
州
と
し
て
的
用
榊
始
の

仏
位
ご
と
に
挺
折ず
る
.

M
LJ
の
仙
川
伽
始
ご
と
に
締
指
さ
れ

た
も
の
を
仙
生
し
迎
桝
さ
せ

利
用
協

定
締
姑
の
目
的
を
加
持
'
稚
拙
す
る
た

め
に
､
瓜
台
膿
胸
利
用
協
定
迎
営
迎
縫

悦
雄
会
せ
改
修
す
る
.

挽
い
て
澄
化害
及
び
過
般
嘗

鞘
業
に
つ
い
て
検
肘
が
行
わ
れ
L
P

100
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